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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第二十一条

・総そう長ちよう連れん合ごう、生徒会の役員は、中立地ち帯たいにおける他た教きよう導どう院いんとの理由無なき戦せん闘とう行為を禁ずるものとする。

第二十二条

・総長連合、生徒会の役員は、中立地帯における他教導院との交こう渉しようを行えるものとする。
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・ＡＮＡ：『ねえ』

・竜　犬：『何でしょう？　御お嬢じよう様さま』

・ＡＮＡ：『寒いの。──いえ、ううん、そういうの、無いんだけど、そう感じるの』

・竜　犬：『何か、疑ぎ似じ感覚の故こ障しようでしょう。担当に連絡を』

・ＡＮＡ：『完かん璧ぺきだわ貴女あなた……。でもね、もう、そのあたりのことはして貰もらったの。同じこと言ってたわ。疑似感覚のブレかもって』

・ＡＮＡ：『ねえ、私、壊こわれちゃう、のか、な？』

・竜　犬：『その問題に答える事は不ふ可能です。何な故ぜなら、その事実が生じていないからです。生じていない物事に対する推すい測そくには、常に〝可能性がどちらにもある〟としか言えません』

・ＡＮＡ：『じゃあ、たとえば貴女は、冷えたらどうなるの？』

・竜　犬：『活動が停止します』

・ＡＮＡ：『だったら、ねえ』

・竜　犬：『何でしょう？　御嬢様』

・ＡＮＡ：『兄にいさんが、言っていたって、言っていたでしょう？　何かあったら言ってくれって。どんな願いでも叶かなえよう、って。──もう大事な人も見つけて、ちゃんとやっていけるからって、大人おとなぶって。でも、だから、ねえ、私、子供になっていいのよね？』

・竜　犬：『御嬢様は、いつでも子供であると判はん断だん出来ますが』

・ＡＮＡ：『いいじゃない。でも、──ねえ』

・竜　犬：『Ｔｅｓテスタメント．、何なりとお言いつけを、──何でしょう？　御嬢様』

・ＡＮＡ：『相変わらずね。完璧だわ貴女。じゃあ、聞いて欲しいの。──あのね？』
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　朝の空に島がある。

　雲よりは低い位置に浮く、南北に長く十数キロ延びた浮ふ上じよう島とうだ。氷柱つららのように下がった下層部は岩や構造物ぶつによる巨きよ大だいなブロックに分かれており、時とき折おりそれらはゆっくりと内部フレームによって可か動どうし、島の形状を変えていく。

　巨大な浮き島には、二つの巨きよ大だいなものがあった。

　一つは、島の北側に位置する数十メートル規き模ぼの鳥とり居い型がたガントリークレーンを持つ神じん社じやと、その麓ふもとに広がる木造の大だい規模研究施し設せつ。

　一つは、島の東側に位置する、やはり鳥居型のガントリークレーンの連続と、その内側に護まもられるようにいる巨大な船だ。

　八艦かんからなる船は、島の東側を南北に渡る大規模ドックに設置されている。

　武蔵むさしだった。

　東からの朝日を左さ舷げんに受ける八艦かん構成の艦かん体たいは、どれもドック内でありながら都市としての機能をそのまま保っていた。だがどの艦も、その表面から高い音を小さく幾いくつもあげ、無む数すうの影かげを張り付かせている。それらの影はどれもこれも、工事用のアンカーパイルを打ち込む武ぶ神しんや艦の補ほ修しゆうを行う人々のもので、異い種しゆ族ぞくも含めて、人ひと影かげはせわしなく動いていた。

　武蔵は全面的に補修中ちゆうだった。

　工事に参加する人々の中には、学生の姿すがたが多くある。

　その理由は、彼らに言わせてみれば、

「──ま、早朝でも金が稼かせげるってことだし」

「放課後ごも手伝ってるから、そのまま朝もね」

「うちの方の外がい壁へきが壊こわれたままだと、怖いしねえ」

　というものだ。

　そして、資し材ざいを運ぶ人々や犬鬼コボルド達の間を、走っていく影が幾つかある。

　それは、ジャージ姿の両りよう腕うで義ぎ腕わんの少女とランニングをする長身の異い国こく人じんであったり、犬達たちをつれて走る従じゆう士しの少女であったり、彼女達から随ずい分ぶん遅れてついていく銀の髪かみの少女だった。

　先に行く義腕の少女と長身が、手を挙げて挨あい拶さつし、別ルートに行く。

　対し、眼鏡めがねの従士は楽な足取りで自然区く画かくの通りを抜け、先にある階段を昇のぼっていく。

　すると彼女についてきた犬達は階段下でぐるりと回り、一ひと吠ほえした。

　はあい、と従士が振り返って手を振ると、犬達はもう一吠えして散さん開かいした。

　従士の少女は階段を軽く上がっていく。そして昇り終えれば、そこには武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんという表ひよう札さつの建物があり、二階の昇しよう降こう口ぐちに届く橋がある。更さらには、

「──あれ？　浅あさ間まさん、朝あさ練れんですか？」
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　浅間は、橋の灯とう籠ろうに仕込まれた護ご符ふを入れ替えながら、呼ぶ声に振り返った。

　アデーレだ。彼女は、あまり乱れていない息を整えながら、こちらにやってくる。

「朝練ですか？　浅間さん」

「あー、まあ似たようなものですね」

　浅間は苦く笑しようを返した。手にしている符をアデーレに翳かざし、

「──このところで、うちの教導院は夜よ通どおし明かりをつけていることが多いじゃないですか。だから灯とう火か術じゆつ式しきの入れ替え作業をやってるんです。それでまあ……」

「何です？」

「確かに、今後のことも考えて、ちょっと体力つけておこうかと思いまして。下にあるうちの神じん社じやからここまで階かい段だん昇ってきて、軽く校庭一いつ周しゆうというのを喜き美みとやっていたんですが──」

　浅あさ間まは校庭を見た。校庭の隅すみに置かれた竹ベンチでは喜き美みが倒れている。顔と上じよう半身に掛かっている赤いジャージの上うわ着ぎは自分のものだが、

「まあ、心配しないでください。後で回かい収しゆうしていきますから。──うちの泉いずみか、鈴すずさんとこの湯ゆ屋や経けい由ゆで帰って、朝の授業に間に合うか謎なぞですけど」

「喜美さん、総そう長ちようの作った朝食は絶対食たべてから教きよう導どう院いん来ますもんね……。というか喜美さん、何で踊りはオッケーなのに、走ると常じよう人じんよりちょっと上クラスなんです？」

「喜美の〝高たか嶺ね舞まい〟は、二ふた代よの加か速そく術じゆつ式しきに近くて、疲労なんかの軽けい減げん加か護ごも入ってるからですよ。〝私、根こん性じよう無なしだからそうして！〟って力りき説せつされまして……」

　言いつつ、浅間は思う。カスタマイズ前ぜん提ていで結けつ構こう面めん倒どうな術式なんですよね、と。

　何しろ喜美が考え無しなので、対応できないことがあるとすぐに「新バージョンよ！　新バージョン！」「はいはいまたですかまたですか」「股また!?　股がハイなのね!?」という感じで狂人だ。そのたびごとに二人で泉に浸つかってああだこうだとやっていたもので、

「私の巫み女ことしての位い階かい検けん定ていの〝年ねん間かん術式担たん当とう件けん数すう〟は、かなり喜美の分ですからね……」

　と、吐と息いきしていると、いつの間にか喜美が起き上がってこちらに歩いてきている。彼女はこちらが掛けておいた上着を歩きながら着て、

「あ、やだこの子のジャージ、胸の生き地じが伸びてる……！　何をジャージでオッパイ型かた取どりしてんのこの巫女!?　饅まん頭じゆうでも作る気!?」

「ちゃんと着込めてるくせに何なに言ってんですかっ!?　あっ、アデーレも俯うつむいて視線そらさないで下さいっ。──と」

　視線を送ったアデーレの向こう、陸りつ橋きようの端はしに、いきなり階段下から手が掛かった。

　え？　と思うこちらの視線の先、引っ掛けた手ての平ひらの向こうから肘ひじが上がり、そして体を引っ張り上げるようにして、

「な、何とか全ぜん艦かん一周ですわ……！」

　ミトツダイラだ。
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　ジャージ姿すがたのミトツダイラは、息を切らした状態で橋きよう上じように到達した。

　……ほ、本当に〝何とか〟、という感じですわね。

　目の前にいるのは、こちらと同じコースを走って呼吸を乱していないアデーレと、こちらと同じ年ねん齢れいなのにデカい巫女だ。両者に対し、ミトツダイラは理り不ふ尽じんを感じるが、致いたし方かたない。

　ともあれ、ミトツダイラは欄らん干かんに身を支えて立とうとする。が、膝ひざが震えて、

「く……」

　欄干を摑つかんで前に進もうとしたが、膝から崩くずれかける。慌あわてて身を支えるものの、次の動きをとるより先に浅間が来た。彼女は既すでに符ふを手にしながら、
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「あ、ミト、無む理りしないで下さい。疲労を御祓みそぎ術じゆつ式しきで祓はらいますから」

「……え？　いえ、智とも、そんなことで内ない燃ねん拝はい気き使うなら、もっと別のことに──」

　言っている間に、いえいえ、と浅あさ間まが横にやってくる。こちらを欄らん干かんに寄りかからせ、

『おつかれさま──』

　ハナミが、術式を行使することの同意書がきを幾いく枚まいも表ひよう示じした。もはや浅間は符ふを出していて、神音かのん借りの用意として咳せき払ばらいもしているから止めようがない。

　だから同意に任せて、ミトツダイラは腰を落とし、脚あしを伸ばして一ひと息いきをつく。そして浅間が、こちらの靴くつを脱がせ、タイツの足あし先さきをシームの袷あわせで割って開放した。

「足あし裏うら、一枚貼はりますから、くすぐったかったら言って下さいね？」

「くすぐったいって言っても止め──」

　いきなり来た。足裏に押し込まれるような指の強さを、ミトツダイラは堪こらえようとして、

「ひあんっ」

　……無む理り！　無理ですわ──！

「あの、……ミト、くすぐった過ぎました？　すごいレアな過か敏びん症しようというか……、あの」

「な、何ですの？」

　うん、と浅間は頷うなずき、

「でも、そのままだと終わらないから続けちゃいますね？」

「え？　あの、ちょ、手て加か減げんひあああっ」

　脚を動かさないようにするため、逆に上じよう半身で暴あばれることになる。

　先ほどまでとは別の息が切れて、くたくたになったあたりで抵てい抗こうする力も失せた。ぐったりして、浅間にされるがままになっていると、

「……ミト、アデーレと同じで足裏柔やわらかいですよねー……。足裏柔らかい人って、脚あし速はやいってよく言われますけど」

　しみじみ言われても、現実の方はどうしようもない。ミトツダイラは、疲れとは違う吐と息いきを漏もらし、肩を浅くすくめた。己おのれの速度について、どう言ったものかと思いながら、

「──別に、アデーレと同じと言われましても、全然、速くなんかありませんわよ？　喜き美みになんて、重じゆう戦せん車しや型とか言われますもの」

　うーん、と首を傾かしげたのはアデーレだ。彼女は浅間に揉もまれているこちらの足先を眺ながめ、

「第五特とく務むは、どっちかって言うと踏み込むタイプの動きですよね。力強いって言うか」

　と、笑えみでフォローして貰もらえるのは有あり難がたい。だからミトツダイラも一息をついて、口を開く。やれやれと、自じ嘲ちよう含みで身を起こし、

「……半人狼デミ・ルウガルウのせいでしょうかね。それともコツみたいなのが解わかっていないのか、速い動きはどうも苦にが手てですの。どう力を入れればいいのか、と」

「第五特務。あまり力を入れると、逆に遅くなりますよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、直なお政まさにもよくそう言われますので、気をつけるのですけどねえ……」

　と、ミトツダイラは軽く手を振って見せる。

　ジャブの動きで、手を開いてスナップし、到達点てんで握る。

　力を抜いて振るから、軽く、速い。その筈はずだ。風かざ音おともついている。そして浅あさ間まも、

「……充分、速いですよ？　ねえ、アデーレ」

「え？」

　と、アデーレが小さく反応した。直後に彼女は、慌あわてた動きで、

「え、と、──ええ、Ｊｕｄ．、充分速はやいですよ。ええ」

　フォロー好きで現実を覆おおい隠かくしてしまうのが、アデーレの従じゆう士しとして有あり難がたくも悪いところですわね、とミトツダイラは苦く笑しようする。

「いいんですのよ。トロいのは解わかってますの。何しろ、英国イギリスでウオルシンガムの千本薔薇十字Wars of the Rosesの対応として直政に体たい術じゆつをつけて貰もらったとき、投げられまくりましたから」
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　己おのれの速度を、ミトツダイラは思う。

　……常じよう人じんよりは速いが、達たつ人じんよりは遙かに劣る、というところでしょうね。

　そして、これが、自分が上に行けないと、そう思ってしまう原因だとミトツダイラは考える。第五特とく務むという、五番目の位置にいる理由だと。

　英国で、結けつ構こう、思い知った。

　英国到とう着ちやく時じ、落下する輸送艦かんの中で二ふた代よの行動速そく度どを見せつけられたこともあり、

　……私の役は、パワータイプと、そう見た方がいいんでしょうね。

　対ウオルシンガムの練習中ちゆう、直政の投げに対して神しん経けいは反応しても、身体からだがついていかなかった。遅い、と直政はハッキリ言うし、だからこそ体たい感かんで覚え、反応ではなく、予測で動けるようになるまで訓くん練れんしたのだ。

　だが、不ふ意いに、浅間がこちらの脹ふくら脛はぎを揉もみながらこう言った。

「あ、もう疲労軽けい減げんが終了し掛かってます……。凄すごいですね、ミトの回復力りよくって」

「人狼ルウガルウの血を引いてますものね。正直、丈じよう夫ぶこそが私の最大の武ぶ器きですわ。身体が頑がん健けんだからこそ、自分の身体の自じ壊かいを恐れずに力を叩たたきつけられますし、盾たてにもなれますしね」

　でもまあ、とミトツダイラは前置きし、苦く笑しようする。

「うちの母とのいきさつ、八年前の備び前ぜんのことなど憶おぼえていれば、解わかってますわね。私がどれだけ丈夫かというのは」

　その言葉に、浅間とアデーレが顔を見合わせ、眉まゆ尻じりを下げた笑えみを見せる。ややあってからアデーレは、フォローとしてか、

「人狼家か系けいって、スパルタですよね……。前々から銀ぎん鎖さ関係で噂うわさになってた話でしたけど、第五特とく務むの家か系けいって、百年戦せん争そうで随ずい分ぶんな位置にいた名めい門もんなんじゃないでしょうか」

「母はそのあたり、語りませんしねえ……。性格も随分とテキトーですし、でも……」

「でも？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。これは武蔵むさし内の通神帯ネツトで聞いたことだが、

「人狼ルウガルウ関係の通神端スレツドによれば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの人狼達たちは、百年戦争後ごに人と共に生活する派と食しよく人じん習しゆう慣かんを保って森に戻る派がいたそうですの。そして人狼の女王や貴き族ぞく達は森に戻ったものの、結局は森を追われ……、人狼女王ロレーネ・デ・ガルウも、かなり前に命を絶ったそうですわ」

「命を……、って、自らですか？」

　浅あさ間まの眉まゆをひそめた問いに、ミトツダイラはまた頷うなずく。六護式仏蘭西にいた頃は、幼かったせいもあって知らず、そしてまた、国としても恥はじとして公おおやけにはされていないことだ。

　……私も、知ったのはここ数年のことですけどね。

「百年戦争に出た先代の跡を継いだ人狼女王は、森が狭まり、仲間達も居なくなって、自ら、狩りに来た者に身を差しだしたそうですの。だからまあ、人狼種しゆ族ぞくは、ぶっちゃけ斜しや陽ようなんですの。母も周囲の人達から警けい戒かいされてたフシもありますが、人に馴な染じみにくい種族で──」

　と、そこまで言って、一度口くちを噤つぐんだ。自分で壁を作るようなことを言うのは無しだと、そう思い直し、肩をすくめる。

「うちの母の家系は、でもまあ、そこそこのところにいたのでしょうね。父と会う前、どこに住んでいたかは知りませんが、住んでた家は話を聞く限りでは昔話にあるようなちょっと変わったものだったようですし、銀ぎん鎖さなどもあり、過去を語らないとなると……。

　──人狼女王の側そつ近きん程度だったかもしれませんわね」

　幾いく度どか作ったことのある思し考こうだ。人狼女王の家系だったら良かったのに、と、たまに思うこともある。昔は自分のプライドとして、しかし今は、

　……強さ、ですわね。

　英国イギリスで一度敗はい北ぼくを喫きつしたなど、王を護まもる騎き士しとしては情なさけ無い限りだ。

　ただまあ、

「機会があったら、母に話を聞いてみたいですわね。銀鎖の由ゆ来らいや、……人狼としての良い戦い方なども」

「でも、ミトは……、お母かあさんから、六護式仏蘭西に降りるなって、いわれてますよね……」

「ま、まあ、……約束はさせられたというか、しましたものね、備び前ぜんIZUMOで」

　武蔵の住人として生きて行けと、そういうことだ。

「IZUMOは中立地ちですけど、母と約束した六護式仏蘭西の南部、備前IZUMOも同どう様よう。だから、六護式仏蘭西やその関係する土地には降りたことがありませんのよ？　あれ以来」

　あの時のことはあまり思い出したくない内容だが、仕方ない。

　今いま思えば、子供だったと言うことで、そして、今であるならば、あそこまでいいようにはされないとも思う。

「ただまあ、あのとき、幸いだったのは……」

　総そう長ちようが不在だったと、そう言おうとしてやめた。

　……総長、危き篤とくの身み内うちに見み舞まいに行っていたという話でしたものね。

　だから、内ない心しんで頷うなずき、いろいろな思し考こうを心に収めた。

　思うことはいろいろある。自分のことだけではなく、周りとのことは山さん積せきだ。

　……武蔵むさし内の騎き士し連れん盟めいからは連れん絡らくも何も無い状態が続いてますし……。

　と、そこまで思った時だ。階段に、下から影が上がってきた。

　喜き美み？　と思ってみれば、

「おや、皆、こちらに来て御ご座ざるか」

　点てん蔵ぞうと、ついてくるのは青と白のジャージのメアリだ。

　……あ。

　王賜剣一型ＥＸ・コールブランドを左右に浮かせた彼女を見て、ミトツダイラはつい強ごう引いんに立ち上がる。
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「あ、ミト」

　という、しゃがみ込んでいた浅あさ間まの声の理由を、点蔵は即そく座ざに悟さとった。

　……疲労の軽けい減げん術じゆつ式しき中で御座ったか。

　ミトツダイラのタイツは足首から先が外されており、足あし裏うらには符ふが貼はられたままだ。それがいきなり立ち上がったというならば、理由は薄うす々うす解わかる。

　……メアリ殿どのがおられるで御座るからなあ。

　今も、横に並ぶメアリが皆に頭を下げ、

「どうも、おはよう御座います」

「グ、モーニ──ン、ミセスメアリ」

　とアデーレなどは有る意い味み恐ろしい誤ご訳やくを返してくれるが、点蔵の視し界かいの中、ミトツダイラは会え釈しやくの動きで視線を下に落としてしまう。

　……まあ仕し方かた御座らぬか。

　メアリが転てん入にゆうしてきてから、どことなく距離をつかみとれていないのがミトツダイラだと、点蔵はそう思う。英国イギリスと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの長きに渡る因いん縁ねんということもあるだろうが、

　……王おう侯こう貴き族ぞく同士でも御座るしなあ。

　ミトツダイラはホライゾンに続く極きよく東とうの継けい承しよう第二位という存在である一方、メアリとて、次期英国王おうの母という存在だ。

　ただ、ミトツダイラは、実家が小しよう貴族であるために、今の地位は与えられたものである。

　しかし、メアリの方は、生まれながらの王おう族ぞくで──、

「どうしました？　点てん蔵ぞう様」

「え？　あ、いや、皆、早朝から鍛くん錬れんとはよいことで御ご座ざるな、と」

　そうですね、というメアリの頷うなずきには、暗い部分が無い。生まれつきのものだろう。王おう侯こう貴き族ぞくという地位など関係無なしに、ただそれが、虐しいたげられても歪ゆがまなかっただけで。

　しかし、

「…………」

　立ったまま俯うつむいて浅あさ間まの治ち療りようを受けているミトツダイラは、[image: ]しかられているようにも見える。

　だが、不ふ意いに浅間がこちらに視線を向けた。彼女はミトツダイラの足首に手を当てながら、

「あの、メアリさん、今日きよう、放課後ごからうちの方、入れます？」

「え？　──あ、大だい丈じよう夫ぶです、よね？　点蔵様」

　浅間神じん社じやでのバイトで御座るか、と、点蔵が首を縦たてに振っていると、

「──あの、もう、大丈夫ですから」

　と、ミトツダイラが浅間の手から逃れるように足を引いた。そして彼女は、足あし裏うらに符ふを貼はり付けたまま、荒く靴くつを履はき、タイツの靴くつ下した部分を手にして歩き出す。

　軽くこちらに振り向き、では、と、頭を下げるのがせめてもの気き遣づかいだろう。

　階段を下りようとする彼女に、浅間が何かを言おうとして言えず、ただアデーレが、

「大丈夫ですかね。まだ、完全には疲労が抜けてないと思うんですが」

　まあ、ねえ、と浅間とこちらは口くち籠ごもるしかない。が、メアリが、ミトツダイラの姿すがたが階段の下に見えなくなるのを待ってから、こちらの横に一歩寄よる。嬉うれしそうに囁ささやかれるのは、

「──足あし爪づめのペディキュア、指ゆび曲まげて隠かくしてらっしゃいましたね」

　……これは自分にも塗れという催さい促そく!?　催促で御座るか!?

　考えすぎに御座るな、と点蔵は己おのれの心を落ち着かせ、メアリに問うた。

「やはり、恥はずかしいものに御座ろうか？」

　問いかけに、メアリは、頰ほおの傷を緩く曲げてこう言った。

「恥ずかしいものほど、他人との違いとして、誇りに出来るものですよ？」

　成なる程ほど、と頷うなずく眼がん前ぜん、アデーレと浅間がお互いを服や符で扇あおぎ合って「あー、熱い熱い、何か蒸してますねここ」「ああ、アデーレもそう思いますか、激げき熱あつですよね……！」などやっているが、これもいずれ誇りになるのだろうかというか無む理りな気がして御座る。

　ともあれ、階段の下の方から、喜き美みの声が、

「ぷははは！　何コケて尻しり餅もちついてんのミトツダイラ!?　しょうがないわねえ、おぶってあげるわよ。さあ、このオッパイに乗りなさい……！　うわ！　マジに怒りおったわこの子！」

　容よう赦しやが無いで御座るな、と思うなり、音が聞こえた。

　時じ報ほうだ。教きよう導どう院いんの鐘かねを使って、朝六時の知らせが鳴る。

　武蔵むさしの一日が、始まるのだ。







[image: 解説　●IZUMO概容図●]
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・竜　犬：『御お嬢じよう様さま』

・ＡＮＡ：『なあに？』

・竜　犬：『どうやら、そちらに行けそうな塩あん梅ばいです。途と中ちゆうの協力がいろいろと押し掛け状態になるかと思いますが、親切な方が幾いくつか仲ちゆう介かいをして下さるそうで』

・ＡＮＡ：『ああ、大体解わかるけど、あのオッサンね……。あ、でもでも、もしこっちに来てくれるなら、手紙欲ほしいわ。兄にいさんのと、彼女と、そして友達の。手書きのよ？』

・竜　犬：『その程てい度どの注文でしたら、どうとでも』

・ＡＮＡ：『あらあら。要求する相手が誰だれでも構わないの？』

・竜　犬：『欲しいものを欲しいと言うだけのことです。相手は誰であっても関係が無いかと判はん断だんします』

・ＡＮＡ：『……完かん璧ぺきだわ、貴女あなた』

・竜　犬：『お褒ほめにあずかり光こう栄えいです。では御嬢様、そろそろお眠りになられては？』

・ＡＮＡ：『うーん……、でもねえ』

・竜　犬：『寒さむ気けが？』

・ＡＮＡ：『そんなところ、かしらね？』

・竜　犬：『ならば御ご安心下ください。近日中ちゆうに、陽光がそちらへと参まいります。太陽を迎えるがために〝月〟の字あざ名なを頂いた御嬢様に、陽光が届くときが来たのです。──とか言ってみます』

・ＡＮＡ：『朝が来たら月は消えるのよ？　──とか言ってみたりして』

・竜　犬：『いえ、御嬢様、それは単に見えなくなるだけです。太陽に光を譲ゆずって。月が消える筈はずはありません。物理的に、不ふ可能なことです』

・ＡＮＡ：『……完璧だわ、貴女』
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　日の光を、緩やかに受ける教室がある。

　窓を開け、風を迎える中では授業が行われていた。黒こく板ばんの前には、三さん要ようという名な札ふだをつけた女おんな教師がおり、背伸びをしながら白はく墨ぼくで六角形エグザゴンを描いていく。

「さて、武蔵むさしは現在、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにいます。もう到着から二週間経けい過かしててようやく授業範はん囲いがここってのはすいませんねー……」

　英国イギリス以来、英国の歴史をやっていたら、ことの他ほか盛り上がって収しゆう拾しゆうがつかなくなった。これは二学期以い降こうが危険な気が、と三要は思いつつ、しかしとりあえず六角形を描き終えた。

「──ハイ、こんな形の六護式仏蘭西ですが、元々はローマ帝てい国こくの時代、このあたりは蛮ばん族ぞくの土地でした。今からだとちょっと信じられないですけど、当時、欧おう州しゆうにおいて、南部のローマ以外の土地は国ではなく、単に幾いくつもの民みん族ぞくが行き交うだけの荒こう野やだったんですね。

　んで、ローマ帝てい国こくは、この広大な土地の内、いずれ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとなるあたりの地域をまとめて〝ガリア地方〟と呼んでいました」

　そして、

「ローマ帝国は、蛮ばん族ぞく達の脅きよう威いを押さえ込むために、カエサルを派は遣けんしました。

　そして、紀き元げん前ぜん五十一年に、カエサルはガリアの大部分を制せい圧あつします。この時のカエサルの手しゆ記きが、今でも伝えられる〝ガリア戦せん記き〟ですね」

　カエサル様は本当にいろいろやっていますねー、と三さん要ようは思う。

　歴史再さい現げんにおいて、カエサルのガリア侵しん攻こうは後の領りよう土ど区く分ぶんの基礎ともなるために綿めん密みつな計画の下で行われた。だが、熱が入りすぎてリハーサルまで行ってしまったため、本ほん番ばんの後、

　……カエサル様、ガリア戦記に〝また来た　また見た　また勝った〟と書いたんでしたっけ。

「ともあれ、ローマ帝国が滅めつ亡ぼう後ご、この土地はまた無む法ほう地帯となります。それを八～九世紀に掛けて再さい制圧し、平へい穏おんを与えたのがカール大たい帝てい。仏蘭西弁べんではシャルルマーニュですね。

　彼は今の東とう欧おうから三征西班牙トレス・エスパニアまでを勢せい力りよく下かに置きますが、この〝カールの帝国〟は、彼の死後、三つに分ぶん裂れつし……」

　三要は、六角形エグザゴンの右側に将しよう棋ぎ駒ごまを逆さにしたような形を。両者の下にブーツ型の図を描く。

「一つ、右のものはM. H. R. R.神聖ローマ帝国。もう一つ、下のものはK. P. A. Italiaに。そして最後のここ、元ガリア地方だった場所は、六護式仏蘭西となるわけです」

　さて、

「M. H. R. R.とK. P. A. Italiaに対し、六護式仏蘭西が劣る部分は何だか、解わかりますか？」
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　問いかけると、皆が顔を見合わせた。試しに一人を指すと、金きん髪ぱつの女じよ生徒は、

「あ、すいません、うち、旧派カトリツクなんで……」

　三要は苦く笑しようする。いろいろ事情があるよね、と会え釈しやくを送ってから、彼女は息を吸う。

「──ええと、六護式仏蘭西には、神しん聖せいローマ皇こう帝ていも、教きよう皇こうもいないんです。つまり、単なる大きな土地の国。──よって他の二国に比べて発言力りよくが弱く、内部で王を立ててもM. H. R. R.やK. P. A. Italiaから認められず、逆に搾さく取しゆされたりしていたんですね。だけど……」

　と、六角形の内側に、三要は斜しや線せんを何本も引いて面を作る。

「──中央部。このように河川と広大な平野を持つ六護式仏蘭西は、山と森の多いM. H. R. R.や、土地の少ないK. P. A. Italiaと違い、生産力の面で有利でした。

　仏蘭西は、この土地を基礎に十字軍ぐんの頃ころには他国と比ひ肩けんする国となり、その後、百年戦せん争そうや宗教革かく命めいによる内部抗こう争そうもありましたが、逆にそれを利用して〝仏式旧派ガリカン〟という、教皇に支配されない旧派というものを独自に成立させます。そして──」

　三さん要ようは、六角形エグザゴンの中央に〝皇こう帝てい〟と書いた。

「国力を付け、独自の旧派カトリツクを得た六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには、自分達たちの皇帝をも得ます。これは神しん聖せいローマ皇帝のような歴史や旧派カトリツクに縛しばられるものでもない、六護式仏蘭西のためだけの皇帝です。

　その皇帝の内、六護式仏蘭西のピークを導くとされているのが──」

　息を吸う。皆を見渡したまま、黒こく板ばんにバックハンドで書く。

「現げん総そう長ちよう、ルイ・エクシヴです」

　黒板を叩たたいて見れば、読めない何かが黒板に書かれており、三要は動きを止めた。
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「……さて」

　と、何な故ぜか不ふ意いに静かになった隣となりの教室を謎なぞに思いながら、メアリは椅い子すから立ち上がった。静かな教室の中、己おのれの右手を掲かかげると、手て元もとに出るのは神しん道とう式しきの表示枠サインフレームだ。

　……点てん蔵ぞう様とお揃そろいですね。

　先日、浅あさ間まの方で契約認にん可かが通り、〝隠かくれTsirhcツアーク〟設定を利用することで旧派と神道の併へい用ようが叶かなったものだ。嬉うれしいですねとメアリが思っていると、教きよう壇だん横のオリオトライが首を傾かしげ、

「──メアリ？　御ご高こう説せつ出来る？　大だい丈じよう夫ぶ」

「──え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．、すいません先生、ちょっと点蔵様のことを考えていて」

　何故か皆が背せ筋すじを伸ばし、耳を澄すませる姿勢を取った。窓まど際ぎわでは湿った手の男ウエツトマンと姉が下した敷じきでお互いを扇あおぎ合って、武蔵むさしの姫ひめがそれを見ている。逆の廊下側がわでは、

「宗むね茂しげ様、……私、今、魂たましいがうっかり抜け掛けてしまいました」

「え？　どうしたんですか誾ぎんさん。普通のことですよ、相手のことを思っているのは」

　話の解わかる人がいますね、と思いながら、メアリは表示枠を操そう作さした。右横よこ、点蔵様が何故か無む言ごんで俯うつむいてますけど、具合が悪いようでしたら後で介かい抱ほうを、と、そう思いつつ、

「さて、皇帝ルイ・エクシヴを得た六護式仏蘭西は、領りよう土どを拡大。その形が六角形になったことから、仏蘭西のことを六角形と呼ぶ向きもあります。六護式エグザゴン、の語ご源げんですね。

　そして、六護式仏蘭西は、歴史再さい現げんにおいて、今後、三十年戦争の勝者となり、欧おう州しゆう全ぜん域いきの覇は者しやとも言える存在になっていくと考えられているのですが──」

　しかし、

「ルイ・エクシヴは、六護式仏蘭西の極きよく東とう側を治める毛もう利り家けと協きよう働どうを決めました。

　毛利家の頭とう首しゆ、毛利・輝てる元もとを襲しゆう名めいした女性と学生結けつ婚こんしたのです」
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　メアリは思った。自分と、似たような境きよう遇ぐうの人がいる、と。

　自分は英国イギリスの存そん続ぞくを大たい義ぎ名めい分ぶんとして極東に来たが、毛利家と六護式仏蘭西の間にも、そういうものがあるのだろう。

　メアリは、点てん蔵ぞうから毎まい晩ばん教えて貰もらっている極きよく東とうの勢力関係の話を思い出しながら、

「元々、毛もう利り家けは小しよう勢力の地方豪ごう族ぞくでしたが、名めい君くんである毛利・元もと就なりの時代に、勢力範はん囲いを拡大します。その折、出雲いずも地方を治めていた尼あま子こ家けを滅めつ亡ぼうさせましたが、尼子家管かん理り下かにあったIZUMOは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにの介かい入にゆうを恐れて──」

　窓の外をメアリは見た。皆も見る。

　窓の外にあるのは、空に浮いた大地と町だった。

　……浮ふ上じよう島とうであり、武蔵むさしの建けん造ぞうなども行われた場所……。

　十年前の武蔵大だい改かい修しゆうの際、英国イギリスから妹と一いつ緒しよに見ていたものだ。

　このIZUMOは、

「毛利侵しん攻こう以前に神じん社じやや開発の中ちゆう枢すう部分を浮上させていたものを、更さらに周辺の港や企き業ぎよう、工こう房ぼうなども浮上させ、中立としたものですね。IZUMOには尼子家の関係者も多くおり……」

　尼子家出しゆつ身しんのウオルターやミルトン達は、IZUMOの浮上を見み届とどけた後も毛利と戦い続けたのだと聞く。IZUMOに干かん渉しようしようとする毛利や六護式仏蘭西への牽けん制せいのためだろう。

　……二人が英国に来たのは、二年前でしたよね。

　中立としてのIZUMOの地位が安定したと、そう判断したのだろうか。

　彼らについてのそんなことを、英国を出てから思えるようになったと、メアリは内ない心しんで嬉うれしく思う。外に出て良かったと。そして、

「結けつ構こう、IZUMO出身の方が、武蔵にはおられるそうですね」

　そうねえ、と頷うなずいたのはオリオトライだった。

「先生もまあそうだし、鈴すずの父方とか、浅あさ間まの母はは方かたとか、トーリと喜き美みの母方家か系けいもIZUMOね。他、……三さん要ようもそっか」

　そうね、と頷いたのは喜美だった。

「フフ、IZUMOではうちの祖そ母ぼが流りゆう体たい関係の……、今は顧こ問もんだったかしら？　とにかくそんな感じでいるわよ？　予定が付いたから、今日きよう、訪ねてみようと思うけど──、愚ぐ弟てい？」

　と踊り子が問うた先、湿った手の男ウエツトマンは、しかし首を傾かしげた。

「んー……、ホライゾンも連れていくんだよな？　じゃあ、俺おれはちょっといいや、後で」

「そうなのですか？　トーリ様。何なに故ゆえに？」

　武蔵の姫の問いかけに、彼は、んー、と頭を搔かいた。

「まあ、何となく、かな」

　訳わけありなのでしょうか、と思うメアリは、首を傾げるホライゾンを見る。そして、

「で、この毛利家ですが、今、少々難むずかしい時期にさしかかっています。何な故ぜなら、毛利家は、当とう代だいの輝てる元もと公こうの時代、極東の天てん下か分わけ目の決戦において羽は柴しば側である西せい軍ぐんの代表となり、松まつ平だいら側の東とう軍ぐんと争い──」

　息を吸う。

「──結果として敗北し、その権けん勢せいの多くを失うからです」
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　とはいえ、とメアリは言葉を挟むために口を開いた。そして、

「──しかし毛もう利り家けは、元もと就なり公こうが直ちよく子しの三人をもって繁はん栄えいさせ、後に備えました。元就公の有名な逸いつ話わで、三人の子に対し、力を合わせるようにと、〝三本の矢〟の話がありますよね？」

　点てん蔵ぞうから先日聞きいたばかりの知識だ。

　……元就公は、三人の息子むすこを呼び、まず、長ちよう男なんに矢を一本与あたえて折らせました……。

　そして次に、次じ男なんに二本を与えたところ、これも何とか一人で折れた。しかし、

　……三さん男なんに三本を与えたところ、一人では折ろうとしても折れず、ですが──。

　長男と次男がどちらも三本折ってしまい、折れぬ三男がトラウマを得た。ゆえに元就公は、

「……ハブはいかん。三人で力を合わせるように。精神に傷を負うからな……！」

　と言い、三人で仲良く力を合わせて難なん事じを乗り越えるようにと言い含めたそうだ。

　これはもう少しで歴史再さい現げんに抵てい触しよくするところだったらしいが、元就公のアドリブ能力を讃たたえる声によって免まぬがれたらしい。極きよく東とうの人々は芸げい人にんスキルが高いですね、と、メアリはそう思う。

「──そして、元就公は、次男と三男を毛利の東西を押さえる国に送り、間かん接せつ支配をして毛利家の守りを固めようとしました。が、毛利家を継いだ長男は、すぐに亡くなってしまいます。

　ゆえに、長男の子、元就公の孫まごである輝てる元もと公が、毛利本ほん家けの若い跡あと継つぎになったわけです」

　だが、若い主しゆ君くんを支えた元就も、やがて亡くなることになる。

　輝元は、他た家けに行った二人の叔父おじと、元就公の側そく室しつの子である他の叔父達に支えられ、毛利家を指し揮きしていくのだが、

「……毛利家は、後に羽は柴しばの侵しん攻こうを受けて服ふく従じゆうし、その麾き下かに組み込まれることで輝元公を生かす道を選びます。だからでしょうか、──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが毛利家と密みつ接せつになったのは、羽柴の侵攻を極東側がわでくい止め、六護式仏蘭西の覇は道どうに干かん渉しようさせぬためとも言いますね」

　さて、とメアリは言った。表ひよう示じするのは、六護式仏蘭西の陣じん容ようだ。


・総そう長ちよう　：ルイ・エクシヴ：太陽王ロワ・ソレイユ。神の血を引く。聖譜顕装テスタメンタ・アルマの使い手。

・会長　：毛利・輝元　　：エクシヴの妻。ダルタニヤンの二重襲しゆう名めい。聖譜顕装の使い手。

・副ふく長ちよう　：テュレンヌ公　：先せん日じつ襲名発表があったばかりで、詳しよう細さい不明。

・副ふく会長：リュイヌ　　　：武ぶ神しんパレ・カルディナルのこと。会計のマザランを二重襲名。

・書しよ記き　：毛利・元もと清きよ　　：六護式仏蘭西の自じ動どう人形Mouri-01。輝元の補ほ佐さ。

・特とく務む　：三さん銃じゆう士し（アンリ・アルマン・イザック）：輝元づきの戦せん闘とう系自動人形。



「──と、言ったところですね。六護式仏蘭西が毛利家との縁えんを結んだとき、お互いに自動人形を初めとした人材の行き来を行いました。

　毛もう利り側がわの戦力補ほ充じゆうとも言われていますが、……副ふく長ちようのテュレンヌ公こうの正しよう体たいが〝一年生の異い族ぞく〟としか言われていないのも含め、不安なところです」

　そうだね、と頷うなずいたのは、シェイクスピアと親しい眼鏡めがねの少年だ。メアリの視線の先、彼はこちらと同じような内容の表示枠サインフレームを出しながら、

「どうも前ぜん暫ざん定てい総そう長ちよう兼けん生徒会長のアンヌ・ドートリッシュ、……ルイ・エクシヴの妹で、今は不ふ治じの病によってM. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの都市で療りよう養ようしている彼女が推おした人材らしい。

　ただ、話では、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにで実じつ施しされた試験などを随ずい分ぶん危ない点数で抜けた人だそうで。何らかの専門的な特とく殊しゆ能力持もちか何かではないかと言われているね」

「んー、ナイちゃん聞くからに、それってつまり馬ば鹿かなの？」

「いや、何にせよ、副長クラスがまともな筈はずはないと思う。気を付けておきたいところだね」

　そうねえ、と言ったのは、教きよう壇だんに立っていたオリオトライだ。彼女はこちらの言げんをまとめて黒こく板ばんにチョークで書きつつ、笑えみの会え釈しやくを送ってくる。

「まあ、そんな感じね。御ご高こう説せつ有あり難がとうメアリ、いい感じだったわ」

　教室のまとめ役である担任にそう言われると、このクラスの一員になれているという安あん堵どがある。だからメアリも笑みで頷うなずき、

「有り難う御ご座ざいます」

「Ｊｕｄジヤツジ．、で、メアリ、うちはこういうノリだからね？　ええと、貴女あなたの処しよ刑けいの内容は──」

　Ｊｕｄ．、と言って、しかしメアリは首を傾かしげた。どういう事なのか、と内ない心しんで疑問しつつ、

「多数決けつで決まったことなのでそういうものなのだと思いますが、……何で、私が点てん蔵ぞう様にキスすることが処刑になるんでしょうか？」

　横の点蔵が、俯うつむき、傾き、机つくえに突つっ伏ぷし、そしてオリオトライが背を向けたままチョークで黒板に異い音おんをたてた。
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　耳から体の芯しんに震える耳みみ障ざわりな音に、正まさ純ずみは思わずのけぞる。

　……こ、この手の音は超ちよう苦にが手て……！

　視線をあたりに向けると、正面のミトツダイラが髪かみを総そう毛け立だたせて震わせているし、

「おやおやネンジ君！　波立っているよ！」

『おお！　震えるぞ表面……!!』

　やかましい。

　ともあれオリオトライが、メアリに対する反応として黒板の端はしまで異音を引いた。

　その間、歯を軽く嚙かみ合わせて震わせていた正純だったが、

「あ」

　異音が消え、オリオトライが振り向いたと同時に、終業の鐘かねがゆっくりと鳴り始めた。

　あらまあ、と時計を確かく認にんしたオリオトライが、チョークを置いて一ひと息いき吐つく。

「とりあえず今日きようは終わりね。──じゃあＨＲの時間、今こん後ご予定ある修しゆう学がく旅行の準備のあれこれについて話すから。まだどこ行くか今の武蔵むさしでは決められないけど、情じよう勢せいが解わかり次し第だい、決めたい所ね。あと、ミリアムのところに行く人は、ノートなんかお願いね」

　告げられる言葉を聞いて、正まさ純ずみはふと思う。

　……武蔵の情勢を決めるのは、私の仕事なんだよなあ。

　まあ、今後の武蔵をどうするか。その予定は大だい体たい決まってきている。

　と、正面のミトツダイラが、振り向いて声を送ってきた。

「──正純？　あと一週間ほどで武蔵の補ほ修しゆうも終了しますわ。何か決まってないことなどあったら相談に乗りますわよ？　私の地元、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの空にいるんですし」

「あー、だったらちょっと、放課後ごに付き合って貰もらうかな。少し、検けん分ぶんしたいところもあるし。そうしたら、──うん、武蔵を今後どこへ向かわせるかなど、皆と話をしたいところだ」

　告げた言葉に、教室の皆が振り向く。オリオトライも笑えみで、しかし手を大きく叩たたき、

「はいはい、でもまあとりあず、ＨＲやってからね？　そうしたら好きにしていいわよー」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純はミトツダイラと頷うなずき合い、そして己おのれに言い聞かせるようにつぶやいた。

「しっかりしないとな。武蔵と、極きよく東とうの今後のためにも。……まずはＨＲか」

　それが終われば放課後。自由な時間が始まるのだ。







[image: 第二章『居場所の開拓者』]
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・竜　犬：『御お嬢じよう様さま、許可が得られました。明日あした、私が出しゆつ立たつするまでに手紙などを頂けるそうです。少々、御ご友人の方の手て配はいが掛かりましたが。あと──』

・ＡＮＡ：『あと、何？』

・竜　犬：『御嬢様の御友人の配はい偶ぐう者しやの方からも、御お手紙を。採れた果くだ物ものなどもどうかと言われたのですが、花だけを頂くことにしました』

・ＡＮＡ：『もう……、皆、変なところで気が利くのねえ』

・竜　犬：『いえ、私の方から要求しました。気を利かせていただきたいと』

・ＡＮＡ：『……完かん璧ぺきだわ、貴女あなた』
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　放課後ごの動きが始まった。

　学生達は教きよう導どう院いんの校舎から出てそれぞれの場所に行き、しかし多くは武蔵むさしの補ほ修しゆうの手伝いや、バイトの現場に向かっていく。

　声が交わされ、離れ、また思い思いの場で集つどっていく時間だ。

　それら全てを俯ふ瞰かんして見る視線は、しかし、閉じた部屋の中にあった。

　武蔵の中央前ぜん艦かん・武蔵むさし野のの上を渡るようにある艦かん橋きよう部ぶにて、全てを見ている者がいるのだ。

　教導院の終業と共に、ここへ急ぎ来たのは、

「鈴すず様、──御お茶ちやと、下の縁えん日にちで購こう入にゆういたしましたアップルパイをどうぞ。──以上」

「わ、有りが、と、……〝武蔵むさし野の〟、さん」

　鈴だ。
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　艦橋の中心部。鈴は、自分の椅い子すの横、サイドテーブルに湯ゆ飲のみと皿を置かれてもすぐには手をつけない。

　今、ここにやってきたばかりの彼女がまず触れるのは、椅子の周囲の空間だった。

　……武蔵、と、IZUMOの、模も、造ぞう、……出来てきたか、な。

　彼女の手が伸びる先、宙に、光で出来た武蔵の表ひよう層そう部ぶと、周囲の地形や街が浮いている。

　椅子に座った鈴の手の動きによって、世界の模造はスクロールし、そして触れる動きや取る動きによって立体の付け加えや解かい除じよが行われる。

　その光景を見る〝武蔵野〟は、

「随ずい分ぶんと、武蔵上じようのモデリングが出来てきましたね。──以上」

「ん、でも、ま、毎日、変わって、くから、……追いつか、つかない、けど」

　鈴すずは、このあたりが特に、と、補ほ修しゆう箇所の広い左右一いち番ばん艦かんの甲かん板ぱん付近を示し、笑えみを作る。

「次、何かあったとき、……役、た、立つ、か、な？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と自じ動どう人形は頷うなずいた。

「指し揮きを行う際、甲板状じよう況きようが精せい密みつに解わかっていれば違いますし、日常の生活補ほ助じよなどで私達が動くときも、自動人形の適てき正せい判断とは別の観かん点てんで作られたマップがあれば役に立つことは多いと判断出で来きます。小しよう等とう部ぶの子供達や、観光で来られた方々にとっても有用かと。

　そしてまた──、トーリ様が何かしでかしたときなども、自動人形の地形把は握あく判はん断だんよりも、鈴様さまの作られたマップの方が〝隠かくれ場所〟が判断しやすいものでもあります。──以上」

　そうなんだ、と鈴は笑みで頷うなずき、一ひと息いきをついて椅い子すに座り直した。

　少し迷った動きの後、彼女はサイドテーブルの湯ゆ飲のみを両の手で取り、椅子に深く身を沈める。そして武蔵むさしの模も式しきに沈み込むようにした鈴は、しかし、不ふ意いに小さく笑い声を作った。

　宙に聞こえた吐と息いきのような笑みの音に、〝武蔵むさし野の〟が首を傾かしげて、

「どういたしました？　──以上」

「Ｊｕｄ．、皆、放課後ご、いろいろだな、て。……ほら、皆」

　鈴は、湯飲みに口を付け、右の指で模式の各所を数えるように指し示した。

　前から順に示していく指は、最後に一つの場所を指す。

　奥おく多た摩まの後部にある建物。武蔵アリアダスト学院の模も造ぞうを、だ。
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　武蔵アリアダスト学院は、放課後においても人の影を内部に持っていた。中に残っているのはインドア型の部ぶ活かつの学生だけではなく、

「──というわけで検けん分ぶんに来たわけだが、まあ見事に片づけもせず、適当にしていたものだな、この生徒会室しつ。ミトツダイラは……、総そう長ちよう連れん合ごうだからここ使わないんだっけか？」

　と正まさ純ずみは今自分が立つ場所を見渡す。

　……前まえ側がわ校舎三階中央の生徒会室、か。教きよう導どう院いんの顔ともいえる位置だが……。

　本来ならば結けつ構こうな広さを持つ生徒会室は、ドアから窓までの通路を作るように椅子や机つくえ、荷物などが左右に積まれている。歴れき代だい生徒会が機能していなかった証明だ。

　荷物の谷を見渡す正純の視線の先、窓を開けていたミトツダイラがうんざり顔で振り返る。

「生徒会室というよりも倉そう庫こですわね。──でもまあ私達、連合の者もの達たちも同どう様ようですわ」

「そうなのか？」

　Ｊｕｄ．、と、周囲に触れないようにしながら、ミトツダイラが肩をすくめた。

「連合構こう成せい員いんは地下の連合居きよ室しつを用いますけど、……そちらもここと同様ですものね。何しろ、聖せい連れんの抑よく圧あつで有ゆう事じがないこと前ぜん提ていのような極きよく東とうでしたし、三み河かわの後も、何かあったら教室や食堂、橋の上で済んでしまいますもの。でも、──正純は、今いま頃ごろ、どうしてここを？」

　そうだなあ、と、正まさ純ずみは左右の天てん井じようが見えないほどに無む造ぞう作さな積まれ方をした荷物と机つくえなどのオブジェを見て、吐と息いきを一つ。腕を組み、どうしたものかと改めて思いながら、

「副ふく会長に就しゆう任にんしたとき、一いち度ど見に来て、──ああ、やっぱり極きよく東とうの生徒会というのは形けい骸がいなんだなあ、と諦あきらめたものだったが」

　だが、

「──教室、学食、橋の上、中庭や、青雷亭ブルーサンダーでも、どこででも私達は作さく戦せん会議を開ける。極東とは、実はそういう場所だったのだな、と最さい近きん気付いたよ。しかし、その一方で、全員の共通する場所というものも必要だと私は思う」

「では、その、共通する場所とは──」

　ああ、と正純は首を下に振った。右手で床を示し、

「──別に、ここにいつもいろ、ということじゃない。ただ、連れん絡らくが取れない時、誰だれかに助けて欲しい時、待つべき時、……ここへ来ればいい、という場が公こう的てきに欲しいんだ」

　言って思い出すのは、三み河かわでのことだ。ある日に帰き宅たくしたとき、母がいなくなっていたと悟さとったときの呆ぼう然ぜん感かんは未いまだに心の中にある。

　誰かがいると、そう思える場所を欲しがるのは、かつての恐れを抑え込むためだろうか。

「どうだろう」

　正純は狭く見える窓の向こうを見た。午後の空の下に武蔵の都市が広がっており、その向こうにはドックの縁ふちと、野原や防風林りんIZUMOの街がある。しかし正純は鋭い目で更さらに奥を、南東の空と、IZUMOの下に広がる本ほん土どの森林と山さん渓けいを見み据すえた。

「──補ほ修しゆう完了まで、あと一週間。それを終えたら、各国の協力を得るためにまた移動だ。だがこの欧おう州しゆうは三十年戦せん争そうの本ほん番ばん中。アルマダ戦のような損害を受ける可能性は否ひ定てい出来ない。そんなとき、私達の公的な居い場所があるとなれば、市民の安心感は大きく違うだろう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ここから先こそが激げき戦せん区くというのは同どう意いですわ。ネシンバラの意見にもありましたものね。前回のアルマダ海かい戦せん、三征西班牙トレス・エスパニアの作戦は自じ艦かん隊たいを温おん存ぞんするため〝少数精せい鋭えいによる、武蔵の撃沈ではなく、停止を狙ったもの〟で、彼らにとって総そう力りよく戦せんではなかった、と」

　その通りだ、と正純はミトツダイラの言葉に思う。だから頷うなずき、

「生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの強化がしたいところだ。隠かくれた急きゆう務むだと思う」

　言って、正純は思った。ミトツダイラの表情に翳かげりがあるな、と。だから、

「何か気がかりが？」

「え？　あ、いえ」

　と、正純の視し界かいの中、ミトツダイラが軽く両手を左右に振った。そして彼女は、何か思いをまとめたかのように、

「しっかりしないといけませんわね。自分の実力など鑑かんがみて」

「ミトツダイラは、よくやっていると思うんだが」

　輸送艦かん墜つい落らくの際、深夜番ばんや資材の運うん搬ぱんや艦かん内ない工事などを担当してくれたのは彼女だ。彼女がいなければ点てん蔵ぞうの指し示じに活いきてこなかったものが多いのは、現場にいた者ならば誰だれでも理解が出来ているだろう。しかし、

　……ミトツダイラは、総そう長ちよう連れん合ごうだからか、な。

　騎き士しの本ほん分ぶん、というものもある。戦せん闘とうでの役やくを考えたならば、

　……英国イギリスでは一度ウオルシンガムと引き分け……。

　武蔵むさし艦かん上じようでは、ウオルシンガムと二人でも三征西班牙トレス・エスパニアの副ふく長ちよう、弘ひろ中なか・隆たか包かねを止められなかったが、これこそ格かくの差というものだろう。だが、

「上には上が居ますし、でも、上を狙ねらいたいとも思いますのよ？」

「だったら、強化の道か、適てき役やくの場所を探すのがいいだろうな。何かあったら言ってくれ、今はアルマダ海かい戦せん後ごで、戦闘に対する世せ論ろんの理解もあるからな。話も通しやすい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラが頷うなずき、わずかな空白が生まれた。

　沈ちん黙もくを続けるとまずいと思い、正まさ純ずみはわざと大きな一ひと息いきを吐ついた。

「さて」

　ミトツダイラの眼めを醒さますようにハッキリとした声で言って、上うわ着ぎの袖そでをまくる。

「ちょっと荷物を検けん分ぶんしてみるか……？」

「そ、そうですわね。でもこれ……」

　ミトツダイラの半はん目めの見る先。そこにあるのは、

「……ああ？　いきなり手て前まえにあるの、何だこの通つう販はんの山、……って、コレ、積みエロゲの放り込み場所じゃないか！」
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　正純は、埃ほこりが薄く載のった茶色の包みを手に取った。目を細めて掲かかげてみると、確かにそれは思った通りのものだ。全く、と前置きした上で正純は、

「あの野や郎ろう、ここを何だと思って……!!」

「……誰だれのものか疑問を一切挟まないところが見事ですわ正純」

　他にいるなら聞いてみたい。

　だが、ミトツダイラも、試しという風ふ情ぜいで一つを手に取り、

「しかし何ですのコレ、包みの送り状に思い切り〝テーバイ真しん性せい隊たいvsスパルタホモ軍団・３００人切り〟って書いてありますわよ？　……しかもコレ、タイトルだけじゃなく、サブタイトルの〝女なんていない！　正しよう気きになれ！〟って余よ計けいなことまで。大だい丈じよう夫ぶですの頭」

「私に聞くな。とりあえず泣きゲー系けいは廃はい棄きしないと馬ば鹿かが死んで国の存そん亡ぼうに関わるからな。あの馬鹿にはちゃんとクリアしてから次のを買えと言ってやらんといかんよなー」

「しかし総長、バイトの稼かせぎが全部こっちに行ってるような……」

　……私は食費と本ほん代だいで終わるのになあ！　実家メシが出る家はいいなあ！

　などと本ほん音ねで思った正まさ純ずみだったが、とりあえず眼がん前ぜんへの対たい処しよのためにアリクイのツキノワを呼び出した。肩に乗せ、頭を撫なでて頰ほおずりしあった上で実況通神チヤツトを展開して、

・副会長：『浅あさ間ま、ここにあるエロゲ、映えい像ぞう送るから、売ったらどのくらいになる？』

・あさま：『──ええ、見たトコ、全部で一万二千円くら──、って何で私が鑑かん定てい役やくを!?』

　要件は充分済すました。役やく職しよく付つきでもないのに有能な人材がいるのは国としていいことだ。

「ともあれこれだけ売っても一万二千円とは。……男ってのはよく解わからんなあ」

「──昔はそうなろうとしてましたのに？」

　苦く笑しようで言われ、正純は自分の心しん境きようを思う。が、上う手まく説明つかなかったので、

「──あの馬ば鹿かはよく解らん、に訂てい正せいする」

　ミトツダイラが苦く笑しようを濃くするのに対し、居い心地ごこちの悪さを感じて正純は窓に目を向けた。眼がん下かには、かつて公開討とう論ろんした校舎前まえの陸りつ橋きようがあり、あのあたりで論じあったなあ、と思い、

　……ズボン引きずり下ろされたりもしたな……！

「あ、あの、正純？　何だか機き嫌げん悪くしましたの？　今の私の言げんで」

「え？　あ、いや、そういうことじゃない。別の、昔のことで」

　と、正純は視線を前にずらした。すると、橋の下、下り階段の向こうに後こう悔かい通りがあり、

　……左さ舷げん側がわの自然区く画かくが、公園のあるところか。

　三み河かわに酒さか井いを送った帰り、自然区画を抜けるときに通った公園だ。中央に庵いおりの建物があり、子ども達がいつも遊んでいる小さな場所。あの後、幾いく度どか寄って、読書の時間を過ごしたりもしている。正純にとっては武蔵むさしの中で落ち着くことの出来る数少ないスポットだ。

　いずれ、あの庵で会食や会議してもいいなあ、と思いつつ、正純は上うわ着ぎの袖そでをまくった。

「まあ、本格的にするつもりはないが、奥の状況がどうなっているか見てみるか……」

　それが終わったら、

「IZUMOに降りて一ひと息いきつくか？　ミトツダイラ」
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　ミトツダイラは、正純の問いかけを聞く。

「下のIZUMOは、縁えん日にち状態らしいしさ」

　その言葉に、ミトツダイラは一いつ瞬しゆんだけ迷いを得た。

　……気を遣つかってくれているんですのね。

　実のところ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが地じ元もとのミトツダイラは、しかしIZUMOへの上じよう陸りく許可が出た後もIZUMOへと降りていない。無む論ろん、降りない理由はある。

　母との約束だ。

　だから、多くの人や、仲間達たちが息いき抜ぬきに上陸しているのに、自分は降りない。

　そのことを、正まさ純ずみも察しているのだろう。ゆえに、

　……何な故ぜ降りないのか、と訊きくことなく、一いつ緒しよに行くかと誘ってくれるのは──。

　彼女なりの気き遣づかいであり、短いながらの付き合いというものだろう。

　周囲の皆は理由も知っているから、もう、こういう誘いはないのだが、その分、新しん鮮せんさを感じる。だからミトツダイラは苦く笑しよう混まじりに、

「私は、武蔵むさし内領りよう地ちの管理の方がありますので、いいですわ。しばらくしたら江え戸どの方にも武蔵は行くのでしょう？　私の本ほん領地の方にて、下に降りようと思いますの」

「そっか」

　と、正純がそこで話題を切る。そしてお互いが一ひと息いきつくと、切れた話題がそのまま途と絶だえた。

　……あら……？

　と、ミトツダイラがわずかに疑問に思って現状を考えれば、これはまるで〝悪い話題に触れてしまった直後〟のような状態だ。

　……う。

　今の正純の沈ちん黙もくには「すまん」というような雰ふん囲い気きを感じもする。そして正純もそのことに気付いているのだろうが、彼女から新しい話題にすぐ切り替えれば、まるで先の話題を避けているようにも感じられるのは確かだ。

　今は、正純が待ち、こちらが新しい話題を振って「気にするな」とするターンだ。

　何かを言わなければいけない、とミトツダイラは思う。が、

　……で、でも、ええと。

　ぶっちゃけこういう状況は苦にが手てだ。ミトツダイラは、嫌いやな汗あせを搔かきながら、

「え、ええと、あの」

　焦った直後。不ふ意いに背後から声が来た。それは、

「おいおいおいおいオメエら！　俺おれのトレジャーライブラリを何してんだよ!?」

　振り向けば、廊下に、エロゲの包みを抱えた馬ば鹿かがいる。
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　正純は、完全に半はん目めの状態でこの部屋の元げん凶きように振り向いた。肩けん上じようでも、

『まー』

　よしよしツキノワ。攻こう撃げき術じゆつを出すのは間違っていない。だけどそれは以前のハットン戦のときに浅あさ間まがくれた対たい霊れい用ようだ。対たい物ぶつ、対たい人じん用でなきゃ駄だ目めだぞ。あと、他の人にはそうではなくていいからな？

　しかしこちらが作さく戦せん会議のようなアイコンタクトをしている間、馬鹿の方では、

「あ、コイツら！　俺が折せつ角かくいろは順にタイトル並べて置いていたのを崩くずしやがって！　セージュン！　オメエが今手にしている〝とりかへばや物語・どきどき宮きゆう廷てい編へん〟とか、どれだけの価か値ちがあるのか解わかってんのか!?」

「一万二千円の内の三百円くらいじゃないか？」

　言うと、馬ば鹿かは懐ふところから教科書しよを出して、ちくしょー！　と床に叩たたきつけた。その上で、まだ服を着ている全ぜん裸らはこちらを指さし、

「解ってねえ！　解ってねえなセージュン！　物の価値ってのは値ね段だんじゃねえんだ！」

「ああ、無む駄だかどうかだよな」

　もう一いつ回かい馬鹿は教科書を床に叩きつけた。その上で馬鹿はミトツダイラを見て、

「おいおいネイト！　何か言ってやれよ。──ってか、ネイト、オメエ、IZUMOに降りて皆で騒いで来ねえの？　あっちは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの新しん鮮せんな肉が美う味まいぞお。今だとラムだな！　ラム！　串くし焼やきに塩しお振っただけでかぶりつくのとかってどうよ？」

「う……。って、いえ、あの、その」

　場の流れについて来られないミトツダイラに対し、馬鹿が頭を搔かきつつこう言った。

「別によう、ネイト」

　うーん、と馬鹿は首を傾かしげ、

「オメエの母かあちゃん、ずっと帰ってくんなっつったワケじゃねえらしいじゃん。

　本土じゃなくてIZUMOなんだし、たまには俺おれらと降りてメシでも食おうぜ？　皆、オメエと一いつ緒しよにメシ望んでるぜ!?　高いの！」

「……それ、私のオゴリにしたいからでは？」

　確かに私もそう思う、と正まさ純ずみは内ない心しんで一人ごちた。が、その一方で思うのは、

　……母親？

　その話は、初はつ耳みみだった。
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　正純は、ミトツダイラについてあまり知らない。

　元々が小しよう貴き族ぞくの家か系けいの出だと聞いており、母が人狼ルウガルウで父が人間という家族構こう成せいだということくらいだ。それが何らかの理由で、彼女が水み戸と松まつ平だいら家けの襲しゆう名めい者しやとして、武蔵むさしに単独派は遣けんされて、今に至るわけだ。

　……ミトツダイラという名みよう字じも、元々は違うものだったわけだよな。

　彼女の襲名のいきさつについて、正純は詳しく知らない。

　六護式仏蘭西はこのところ、旧派カトリツクと改派プロテスタントの内部紛ふん争そうや三十年戦せん争そうの歴史再さい現げんによって、重じゆう鎮ちんクラスどころか貴族家系も入れ替わりが激しいからだ。

　昨さつ今こんも生徒会の会かい計けいが代わり、副ふく長ちよう職しよくも交代したばかりだ。それもこれも、

　……ルイ十四世せいを長ちように迎える時代の流れだよな。

　ルイ・エクシヴは、国内の旧派と改派の紛争、そして三十年戦争の混乱から抜けて絶対王おう政せいを敷しくとされている王だ。

　その王の元で、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは空くう前ぜんの繁はん栄えいを迎えることが聖譜テスタメントには記されている。

　ゆえに他国はルイ・エクシヴの襲しゆう名めいを遅らせようとし、六護式仏蘭西は多くの悪あく条件を飲んで抑よく圧あつをくぐり抜けてきた。

　一いつ昨さく年ねん、高等部ぶ一年時じよりルイ・エクシヴが襲名したが、

　……ミトツダイラが幼少の頃から武蔵むさしに派は遣けんされてきたのも、そういう流れを加速する駆かけ引きの一つだったのだろうなあ。

　ミトツダイラも武蔵では六護式仏蘭西からの派遣騎き士しとしての生活を重じゆう視ししていることから、六護式仏蘭西と完全に切れているのでも無いだろう。それがIZUMOにすら降りないのは、

　……母親、か。

　詳しよう細さいは解わからないが、家族のしがらみとなると話は別だ。〝家〟というものが関わることでもあろうし、立ち入っても、感情ではどうにもならない部分もあるのだろう。だから、

「ミトツダイラ、あとで何か食べに行くか」

「え？　……私、別にIZUMOには……」

「いや、多た摩まにでも、だよ。外がい交こう艦かんでもある多摩なら、六護式仏蘭西の肉も食えるし、見晴らしもいいだろう。下に行ってる皆も何か持ってくるだろうしな。──ミトツダイラは枝えだ豆まめと、ああ、納なつ豆とうでも持ってくればいいんじゃないか？」

「いえ、あの、納豆メインの商売というわけでは……、って、総そう長ちよう！　片づけようとしていた荷物抱えてどこにこそこそ行こうとしてるんですの!?」

「ああ!?　解んねえかなあ!?　別のセーフハウスだよセーフハウス！」

「どこだよ？」

「あ？　そりゃ浅あさ間ま神じん社じやの縁えんの下とかシロの店の屋根裏うらとか、手て間ま暇ひま掛かけて改かい造ぞうしたからさあ」

・副会長：『聞いたか？　ちょっと確かく認にんしてくれ』

・あさま：『うっわホントにありますよ！　いつの間に！』

・俺　　：『あ、馬ば鹿か、そこには巫み女こモノ突っ込んでんだから俺おれが行くまで待てよ！』

・あさま：『解わかりました。じゃあ、トーリ君が到着したら目の前で燃やしますね？』

・俺　　：『ば、馬鹿野や郎ろう！　作った人達たちの気持ちになって見ろよ!?　解るか!?』

・未熟者：『燃やせば中ちゆう古こ市し場じように流れないから、製作者としてはある意味ありな選択だと思うよ、僕はね』

・俺　　：『く、くそ、通神帯ネツトも敵ばかりだな！　いいよ俺は現実に生きるから！　現実空くう間かんでは俺の能力は三倍！　しかし貴き様さまらの能力は三分の一に落ちるのだ！　解ったか!?』

・礼賛者：『先日始まった〝宇宙奉ぶ行ぎようエチゼン〟ですなソレ。十八万ミリ秒でコンバット具ぐ足そくを装そう着ちやくするというヤツ』

・銀　狼：『三十分番ばん組ぐみだと変へん身しんだけで終わりでは？　ある意味リアルですけど』

・あさま：『というか、基き本ほん能力が敵の十分の一だった場合、補ほ正せい入っても僅きん差さ負けですよね、その計算だと』

「く、くそ！　現実査さ定ていが糖とう分ぶんゼロだなオメエら！　今に見てろよ!?」

　しかし馬ば鹿かは、何かに気付いたのか、ゆっくり後ろに振り向いた。そして、

「あれ？　ホライゾン、何を煙草たばこ吸って鼻から煙出だす振りしてんの？　手て伝つだってくれるの？」





●






　次の瞬しゆん間かん。校庭で活動を行っていた運動系けい部ぶ活かつの生徒達たちは、生徒会室しつの窓を突き破って人ひと型がたの何かが空に舞うのを見た。

　が、それが橋の上に落ちたのを確かく認にんすると、皆はすぐに視線を戻し、それぞれの守備や攻こう撃げき、鍛たん錬れんへと戻っていく。
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　全く……、とホライゾンが右の指それぞれを屈くつ伸しんさせるのを見たミトツダイラは、破は壊かいされた窓を見て、嫌いやな汗あせをかきつつ、

「あ、あの、ホライゾン？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──本ほん日じつは喜き美み様と一いつ緒しよにIZUMOに行く予定だったのですが。ついでにトーリ様も連れて行こうと思ったら逃げ回られまして」

「あ、そういえば授業中ちゆうにそんなこと言ってましたわね……」

「Ｊｕｄ．、店てん主しゆ様さまの御ご実家です。店主様の生せい家かがあり、トーリ様の御ご祖そ母ぼがおられるとかで」

　そこに行く理由は、

「御お祖ば母あ様は、かつてのホライゾンを知っているそうなので、一度御ご挨あい拶さつにと」

　告げられた言葉の内容に、ミトツダイラは浅く息を詰めた。

　思うことは幾いくつもある。

　ホライゾンが、自分の過去の姿すがたに興きよう味みを持っているのだということや、過去の自分に対してまっすぐに向かって行ってしまえること。そして、

　……多分、喜美が提案して、しかし総そう長ちようは、自分が行くことに乗り気ではないんですのね。

　ホライゾンが過去の自分を知る。

　そこになるべく、雑ざつ音おんを入れたくないというのは、まだ彼がホライゾンに対して引いた部分があるということだろうか。だから、

「……総長を捕まえて──」

　窺うかがうように提案してみる。

「同どう道どういたしましょうか？　護ご衛えいとして」

　おい、と正まさ純ずみが背後から声を掛けてくる。だがホライゾンは、

「いえ」

　断られた。

　だが、いらないと言われた、そのことに対するショックが来るより早く、ホライゾンが言葉を送ってきた。

「ええ、──既すでに、二ふた代よ様に護ご衛えいを頼んでおりましたので」
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「そ、そうなんですの？」

　自分の中に生まれた空白を埋めるように、ミトツダイラは問いかける。

　と、視線の先にいるホライゾンが頷うなずいてくれた。その通りだ、と。

「Ｊｕｄジヤツジ．、二代様もこのところ、武蔵むさしの装そう甲こう廃はい材ざいを割かつ断だんするバイトで、その効率の良さから〝上うえ野の様〟と呼ばれて大おお忙いそがしでしたが、一ひと息いきつかれたようで。先ほど、ミトツダイラ様が見つからなかったので声を掛けましたところ、〝仏蘭西の菓か子しに興きよう味みがあるで御ご座ざるなあ〟と」

「……向こうでの自由時間を確保しないと二代のテンションが下がりそうですわね」

　でもまあ、

「二代がテンション落ちた場合でも、菓子なら、言って頂ければうちで用意しますわよ？」

「？　ミトツダイラ様は、菓子類るいの製作が可能なのですか？」

　ミトツダイラは小さく頷うなずいた。

　料理は、やる方だ、という自覚はある。

　食事の方は狼おおかみなりの偏かたよりがあるが、菓子は、柑かん橘きつ類るいを扱あつかうのでなければ行ける。特に洋よう菓子は、バターやクリームなど、乳にゆう製品を扱う物が多くて好きだ。それはつまり、

「動物性せい脂し肪ぼうを利用した菓子ですもの。狼の口には合いますのよ？」

「Ｊｕｄ．、では、いずれ作り方を教えて頂きたく思います。──青雷亭ブルーサンダーはどちらかというと〝食事〟用のものが多いので、そのあたりのレパートリーが欲しいと店てん主しゆ様さまも仰おつしやいますので」

　へえ、と声をあげたのは正まさ純ずみだ。

「私もまあ、和わ菓子派はだけど、洋菓子は興味あるな。父が好きだし、会議の前や後に出せるといいし。──ミトツダイラが教えてくれるか？」

　Ｊｕｄ．、と答えそうになって、しかし、ミトツダイラは少し考える。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの菓子類は、どちらかというと昨さつ今こんは小こ物ものが主流だ。特にホライゾンがパン屋で働いていることを考こう慮りよするならば、

「店出しの物でしたら、……私よりも、適てき任にんがいるかと、そう思いますの」

「どなた様で？」

「Ｊｕｄ．、メアリ・スチュアートですわ」

　英国イギリスから仮かり亡ぼう命めいしてきたメアリは、立たち花ばな夫ふ妻さい共とも々ども、今はうちのクラスにいる。が、ミトツダイラは、まだメアリとろくに言葉を交わしたことがない。その理由は簡単だ、

　……彼女は、英国イギリス人じんですものね。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、中ちゆう世せいの時代に英国に侵しん攻こうし、だが、その侵攻者しや達たちが土ど着ちやく化かして南部のイングランドを形けい成せいした。ゆえに英国はたびたび六護式仏蘭西の王おう位い継けい承しように関わろうとして、〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟で有名な英えい仏ふつ百年戦せん争そうを引き起こしてもいる。

　六護式仏蘭西では、未いまだに英国を仏蘭西の属ぞつ国こくや領りよう地ちと考えていたり、反乱者しやの土地として扱っている。ミトツダイラも、幼少の頃、母から〝聖なる小娘〟の話を聞いて育っている。たった二百年ほど昔に、六護式仏蘭西が英国によって支配に追い込まれ掛け、国こく土どや人じん命めいが荒らされたことや、それを救いに導いた少女が英国の手によって火か刑けいに処されたことも、だ。

　昔のことだと、母はいつも笑って言ってくれた。今は〝物語〟の世界のことだと。

　……だから、英国が、嫌きらいというわけではありませんが……。

　いい部分を見つけられない、というのが心しん情じようだ。こちらの国に干かん渉しようして、多くを奪うばい、しかし英国は何かを返してくれただろうか、と。

　悪い考え方だ。

　自分とメアリ、そんな個人の関係に対し、歴れき史し問題など持ち込むべきではないと思う。

　だから、ふとした弾はずみでそんな部分が出てしまわないよう、メアリとは距離を取っている。

　しかし今、菓か子し作りにおいて、自分の代わりにメアリを適てき任にんと言える己おのれは、どうなのだろうかと、そんなことを思っていると、

「──ミトツダイラ様？」
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「え？」

　思し考こうの深みに陥おちいり掛けたこちらに対し、はっとするようなタイミングで、ホライゾンが声を掛けてくる。

「何な故ぜ、メアリ様が？」

「あ、いえ、だって」

　説明しなければ通らないことに、一方的な残念を感じながら、ミトツダイラは言う。

「六護式仏蘭西の菓子よりも、英国の方がパンの発展系けいのようなものが多いんですの。六護式仏蘭西ではどちらかというと小こ物ものが多くて──」

「そういうものが欲しいので、ミトツダイラ様です。パンの発展系では、いささか棚に並ぶものと差が解わかりにくいので」

「……そうなんですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──店てん主しゆ様さまも、IZUMO出身ですが、見事にリアルサムライだったようで菓子づくりなどはアウト一発な生き様ざまでして。どちらかというと英国イギリスでパン作りを憶おぼえたそうです」

　はあ、と頷うなずいていると、背後の正まさ純ずみが小さく笑う。

「銀ぎん狼ろう御お菓か子し教室か。これは定期的に開かい催さいだろうかな」

「正純……！」

　と、振り向くなり、窓の外に荷物を抱えた黒の翼つばさが来た。

「え!?　何々？　勤きん労ろうおかし教室……!?　な、何そのネタ!?　貰もらうわよ!?　──あ、これ、馬ば鹿か宛あての荷物」

「マルガも変な聞き間違いを……、って、その荷物、巫み女こモノでしたら智とものところに転てん送そうして下さいます？」

　あー、と宛あて名なを見たナルゼが、壊こわれた窓まど枠わくを蹴けって後方に宙ちゆう返がえりする。当たりだったらしい。このところ、毎まい晩ばん、ナイトと共に白嬢ヴアイスフローレンと黒嬢シユヴアルツフローレンの性能確かく認にんで飛び回っているようだが、

「日中は、流石さすがに使いませんの？　音が凄すごいのは解わかりますけど」

「燃費が悪くて。日中だと人や船が飛んでるせいで急きゆう停てい止し掛けたり、迂う回かいしなきゃいけないこと多いから、燃ねん料りよう馬鹿になんないもの。だから身み内うちだけの夜が本ほん番ばんね。──一応、このところは〝隠れ四[image: ]ゲハイムニスシヤバート〟も夜の部を設けるようにしたけど、見に来る？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と答えたのはホライゾンだ。彼女は頷き、

「ミトツダイラ様の手による御菓子を持じ参さんで」

　へえ、と、ナルゼが意味ありげな笑えみを見せて窓枠より上に飛んだ。

「いいわね、──久しぶりだわ。期待してるから」

　何か抗こう議ぎしようかと思ったが、それより先に、下から声が響ひびいてきた。「逃げたぞ！」「這はってる！　……速いです！」「え、やだ、ちょっと！」などと、生徒の悲鳴混まじりの足音が混じっているのは、

「……総そう長ちようですわね」

「……ホライゾンは、無む視しして先に喜き美み様さまと行ってようかと」

　仕方ないなあ、と正純の声が聞こえ、しかし、不ふ意いに止まった。何事かと思えば、ツキノワが表示枠サインフレームを開いている。それを見る正純の顔はわずかに眉まゆを立てたもので、だが、こちらに気付くと、

「あ、──先行っててくれ。ちょっと、ネシンバラの方から連れん絡らくが来てて対応するから」

「何かありましたら、即そく座ざに言っていただけますこと？」

　Ｊｕｄ．、という返答を耳にして、ミトツダイラはホライゾンと共に廊下へ出る。他の皆も、たとえばメアリなども、今いま頃ごろ、いろいろ思いつつ生活しているのだろうかと。
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「まあ、下のIZUMOから梨なしのタルトを？」

　驚きの声で金の髪かみと傷のある顔が振り向いたのは、吹き抜けの空を持つ神じん社じやの境けい内だいだった。

　場所は奥おく多た摩ま後部の地ち下か三階。横よこ町ちよう二つを吹き抜けにして設けられた中には、鳥とり居いに至る階段を有した高台に、森と神社がある。

　艦かん首しゆ側がわにある大おお鳥居に掛けられた名は〝浅あさ間ま神社〟だ。

　表ひよう層そうの河川が落とす滝たきや、吹き抜けからの陽光によって、神社の境内には幾いくつもの影や光が交差していた。そんな境内において、先ほどの声を作ったのは、巫み女こ仕し様ようのインナースーツ姿すがたのメアリだった。

　彼女は、差し出された紙かみ箱ばこを受け取りながら、

「いいんですか？　アデーレ様、こんな、いただいてしまって」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのは青いジャージ姿のアデーレだ。

「〝武蔵むさし〟さん達から役やく職しよく付つきや、要よう職しよくの人達たちへの差し入れですしね。さっき、下で食器とか買ってたとき、〝武蔵〟さんから荷物軽けい減げんのために先に持っていって欲しいと預かりまして。第一特とく務むと一いつ緒しよに頂いて下さい。──って、こら！」

　言うジャージ姿のアデーレは、最後の一ひと言ことを周囲で跳ね回る影の群に放った。

　犬いぬ達だ。

　首くび輪わ付つきも、ついてないものも、子こ犬いぬも成せい犬けんも老ろう犬けんもいる。彼らは今のアデーレの一言で、ボスである野の良らの白しろ犬いぬを中心に一いつ斉せいに座り込んだ。アデーレは犬達に向かって、

「ここは水を頂くところですからね？　それ以外は無し。トイレも所しよ定ていの場所ですっ」

　犬達が、頷うなずくように一度大おおきく吠ほえた。

　よしよし、とアデーレも頷き、通り道の人々から貰もらった餌えさを順じゆん次じあげていく。そして振り返って見れば、そこには笑えみのメアリがいるが、

「……しかしまあ、まさかメアリさんが、浅間神社で巫女のバイトとは」
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　歴史的に考えてカオスな状況ですよね、とアデーレは言い掛け、更さらには、

　……第一特務の趣しゆ味みですかね。

　と言い掛けもしたが、アデーレは黙だまっていた。何しろ自分は一般人だ。王おう侯こう貴き族ぞくや異い常じよう者しや達の言げん行こうにあまり深く関わるべきではない、と。

　だが、白のインナースーツを主体とし、朱あけのタイツや、テールバラストを揺らしているメアリは、腰に提さげた箒ほうきも様になっているように見える。

　そんなメアリは、こちらに笑みを見せ、

「掃除や片づけ、時間ごとに出で店みせの準備などするだけですから、もっと働いた方がいいのかと思うんですが……、神しん道とうのことはよく解わかっていませんので少し甘えてます」

　腰のハードポイントパーツに、小型の伝纂筐体ＰＣが下がっている。表ひよう示じされているのは神道儀ぎ式しきなどの解説だ。彼女なりに勉強しているのだろう、と、そのことを理解の上で、

「メアリさんの襲しゆう名めいを保つには、旧派カトリツクを捨てられないですからね。

　でも、そのままだと、武蔵むさしの上ではちょっと難しいこともありますから、……だから、旧派の方を〝隠かくれ〟設定にしようって話ですよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、一般的には、神道の方かたが旧派を信しん奏そうするための〝隠れ〟設定だそうですけど、私の場合は逆になるので、申しん請せいが複雑になるそうですね」

　その申請条件緩かん和わとして、神じん社じやに勤めて〝信しん心じんを証明する〟わけだ。

　だがまあ、とアデーレは思う。自分のように、旧派だけを信奏していても、日々の生活は旧派なりに保てるし、連れん絡らく事じ項こうも浅あさ間まがいれば仲ちゆう介かいを楽に出来る。だけど、

「メアリさんが神道を得ようと言うのは、どうしてですか？」

　え？　と言葉を作ってから、メアリはわずかに身を縮め、頰ほおを赤くした。

「点てん蔵ぞう様さまと一いつ緒しよの方が、いろいろ不ふ都つ合ごうありませんので……」

　今、ここにうちのクラスの連れん中ちゆうがいたら、明日あしたの第一特とく務むの運命は決したようなものだろう。自分で良かった。後で通神帯ネツトにバラす程てい度どで済ませるので。

　しかしメアリは、こちらに頭を下げ、

「──ともあれ、英国イギリス方面ではいろいろと有あり難がとう御ご座ざいました」

「え？　あ、いえいえ、別に自分、倫敦ロンドン戦せんでハシャいでませんし、アルマダでも実じつ働どうというわけではなかったですから。機き動どう殻かくも整備待まちなので気き楽らくなものですよ」

　それより、

「メアリさんの方は今、どんな感じなんです？」

「Ｊｕｄ．、御ご近所の方かた達と話を得たり、ここで働いたり、御お食事を作ったり御お裁さい縫ほうしたり、いろいろですね。極きよく東とうは本も多いので面白く過ごさせて頂いてます」

「IZUMOへは、降りました？」

　いえ、と困ったような笑えみが来た。

「点蔵様と休みが合わなくて、点蔵様、機き関かん部ぶの方の仕事ですから」

　あの男は、巫み女こ衣い装しようの金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう嫁よめをおいて一体何なにをしているのだろうか。内ない心しんで説せつ教きよう状態に入りかけたアデーレだったが、メアリの次の言葉に息を軽く詰めた。

「やはり、英国出しゆつ身しん者しやには、IZUMOとはいえ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの土地は難しく感じてしまいますね。私、六護式仏蘭西で結婚したことになっている筈はずなんですけど」

　さらりと言われた内容の難しさに、アデーレは〝気き遣づかい〟という言葉を思った。

　自分は六護式仏蘭西の父と母を持つが、武蔵生うまれだ。父も六護式仏蘭西の居い場所を失ってきたようなところがあり、自分は、国よりも従じゆう士しとしての意識を重じゆう視しして教えられた。旧派カトリツクであり、従士であり、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの血ち筋すじだが、武蔵むさしの人間だ。

　だから、ミトツダイラがメアリと距離を取っていることには、気付いている。

　自分と同じような、騎き士しの時代の思し考こうを持ち、だが、生まれて以後の、生しよう国ごくに対する意識が違う人。それがミトツダイラだ。

　メアリにも、同じようなものがあるのだろう。彼女は苦く笑しようして、

「……意識しないように、と感じる時点で、駄だ目めなんでしょうし、それをまた駄目と思うのも、駄目なのかな、とも思うんですけど、堂どう々どう巡めぐりで」

　でも、

「IZUMOに降りるのを点てん蔵ぞう様さまに相談したら、──IZUMOでいろいろ買い込むように頼まれてるので、後ご日じつ手て伝つだって下さらんかな、って。簡単に解決されてしまって」
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「へええ……」

　アデーレは思った。第一特とく務むは結けつ構こう出来ますね、と。

　微び妙みように感動した。だからアデーレは、まず自分の用件の方に向かおうとして、

「で、ええと、すいません、浅あさ間まさんは？」

「え？　ええ、さっき、神じん社じやの縁えんの下覗のぞいてから何やら封ふう印いんとか手て配はいとかされてましたが、……今は、表おもて、階段の方に薪まきを積むとか何とかで、裏うら手ての森で薪の御祓みそぎクリーニングを」

　……身み内うちで何かありましたね……。

　内ない心しんで頷うなずくが、メアリには予測の詳しよう細さいを知らせない方がいいだろう。

　ただ、首を傾かしげたメアリが、周囲の犬と、こちらを見み比くらべた。

「アデーレ様は、IZUMOへの買い物と、……ペットの散歩ですか？」

「え？　ああ、早朝と夕方は鍛たん錬れんで走ってるんですよ。ただまあ、昔から続けていたら、遊んで貰もらえると思ったらしい犬がついてくるようになっちゃって。

　そしたらそれがまあどんどん増えまして、……昨さつ今こんは名めい物ぶつ化かして、通る際に餌えさ投なげるのが日課な人達や、忙いそがしくて散歩出で来きないから代わりに任せるみたいな人まで……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、賑にぎやかですね」

　正しいフォローが貰えるというのは有あり難がたいことだ。

　だがまあ、

「浅間さんとこのお父とうさんが考えついたのが、この子達に御祓の札ふだを掛けて走って貰って、艦かん内ないの整せい調ちようを行うってやつなんです。神しん道とう修しゆ行ぎよう者しや達たちが初歩の修行の際に作る〝場〟の整調の符ふ──、まあ、出来悪わるくても無料で集められるやつをつけて、艦内の場ば的てきな歪ゆがみを無くそうと。

　要するに、怪かい異いとかが起きないようにする番ばん犬けんってところですね」

　だが、浅あさ間まが身み内うちの不ふ始し末まつのために忙いそがしいなら、

「今日きようは無しですかね。まあ、このところは武蔵むさしの補ほ修しゆうで、歪ゆがみはあっても悪い部分は消えていってる筈はずですから、大だい丈じよう夫ぶかと思いますし」

　先日の武蔵一いつ回かい転てんで割れた食器の代わりに、買ってきた新しん品ぴんを家のテーブルに載のせて眺ながめてみたくもある。だから帰ろうかとも思ったが、メアリが、

「アデーレ様、私、そろそろ休きゆう憩けい時間なのですが、こちらを」

　梨なしのタルトの箱を掲かかげた。

「一いつ緒しよに頂きませんか？　他、バイトの方や、浅間様さまも交えて」

　神がいる……！　と心しん底そこアデーレは思った。裏がない勧めというものがここまで畏い怖ふすべきことだとは！　ああ、この人、処しよ刑けいにならなくて良かったなあ、と今いま更さらながらに深く感じる。

　そして正面。女め神がみは笑えみをこちらに向け、

「結けつ構こう大きいですし、点てん蔵ぞう様とは、残ったものをいただこうかと」

　いいのかなあ、と思ったときだ。空から黒の翼つばさが降ってきた。

　落らつ下かし、しかし地面間ま際ぎわで翼を広げ、大気をはたくようにして姿し勢せいを戻したのは、

「第四特とく務む？　……仕事ですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅間にこれ渡しておいてくれる？　──大事じゃないものよ」

「び、微び妙みような物言いが……！」

「あら、ナルゼ様、私達これから御お茶ちやにしようと思うんですが……」

　そうねえ、とナルゼがメアリの抱える紙箱を見る。そして彼女は眼がん下かの、翼を興きよう味み深そうに見上げる犬達たちに視線を一度向むけ、

「さっき私達も受け取ったけど、別にそっちは明日あしたからでもいいしね。──いいわ、魔女テクノヘクセンのお茶会ってわけじゃないけど、少し付き合ってあげる」

「第四特務、仕事の方は？」

「今はマルゴットも休憩している筈はず」

　と、ナルゼが、右う舷げん側がわ、多た摩まの方を指さした。そして彼女がメアリに対して笑えみをつけて言うのは、

「──Ｊｕｄ．、アンタの旦だん那なや直なお政まさ達の働いてる方でね」
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「休憩時間なのに、鍛たん錬れんとは、見事な心がけで御ご座ざるな、立たち花ばな氏し」

　両日を浴びる多摩の外そと舷げん側がわ前部外がい壁へきにて、一つの声が響ひびいた。

　場所は、破は損そんした外壁の修復のため、幾いくつも組まれた足あし場ばの一つだ。整備課か、補ほ修しゆう課だけではなく、機き関かん部ぶ全体が武蔵の修復作さ業ぎようを行っている中、人にん足そく達も多く雇やとわれているが、

「まあ、働き口の確保と、鍛錬が同時に出来るならいいことさね。なあ点蔵」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、白の鉄てつ壁ぺきに、上うわ着ぎを脱いだ姿すがたの点てん蔵ぞうは手を着いた。

「直なお政まさ殿どのやナイト殿にもお付き合い頂き、有あり難がたい限り。では、立たち花ばな氏し、今日きようの鍛たん錬れんに御ご座ざるが、いいで御座るか？」

　と、振り向いた先、広めに作られた足あし場ばの上にいるのは一組の若わか夫婦だ。

　作業用ようのベストを着た宗むね茂しげと、三征西班牙トレス・エスパニアのジャージ姿の誾ぎんだった。

　二人を見て、点蔵はこう思う。

　……しかしまあ、立花夫ふ妻さいが、よくも合流と相あい成なったもので。

　何しろ、二週間ほど前までは自分たちの敵であった二人だ。

　しかし今は、二人とも三征西班牙に襲しゆう名めい解かい除じよ申しん請せいをしており、宗茂の方は受じゆ理りされるとのことだったが、誾については保ほ留りゆうだと聞いている。

　……誾殿は、父ちち君ぎみ以前からの立花の家か系けいに御座るからなあ。

　三征西班牙との取引として、正まさ純ずみが〝本人が武蔵むさし乗員であることを望むならば、極東住人として扱う〟ということで西班牙エスパニア側と話をつけている。つまり、武蔵にいる以上、彼女は三征西班牙でも武蔵住人でもない、本来の立花家としての〝極東住人〟だ。

　実質、誾の今後は、彼女が己おのれをどうしたいかに掛かっているとも言える。

　誾のコメントはない。が、襲名解除された宗茂といることを選んでいるというならば、彼が再び襲名された時をもって、

　……捲けん土ど重ちよう来らい、ということを考えておられるので御座ろうかなあ。

　ともあれ、点蔵は、思し考こうを止めて用件に入ることにした。今なすべきは、

「宗茂殿の脚あしのリハビリとしての鍛錬を、次の段階に進ませるで御座る」
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「宜よろしいか」

　と、点蔵は直政の方に軽く手を挙げる。と、直政が義ぎ腕わんの手で摑つかんでいたロール紙のようなものから、１カット分を切って筒つつにし、

「ほら」

　と投げて寄よ越こされる、やや重めの硬い紙かみ筒づつを点蔵は受け取った。そしてこちらが、ロール紙様ようのそれを立花夫妻に掲かかげて見せると、誾が首を傾かしげて口を開く。

「……金属系けい部品の破は損そん修復用神しん道とう神しん術じゆつ符ふですね。金属に擬ぎ似じ的な生命力りよくを与えて、流体を基礎に自己修しゆう復ふくさせるという。旧派カトリツクでは神の行いに近いので禁きん術じゆつですが……」

　と、誾がそのまま視線を横に走らせた。彼女の目が向く先、武蔵の表面には幾いくつも白の符が貼はられている。全ての白は、こちらが手にしているものと同どう様ようの符だ。

　そして直政も白の横よこ羅ら列れつに視線を傾けて、

「正直、これ、貧びん乏ぼうな修復の仕方なんだけどさ。ま、応おう急きゆう処しよ置ちや、装そう甲こうを替えるのも勿もつ体たいないようなかすり傷程てい度どなら効こう率りついいってわけさね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、基本的に、足あし場ばを組んで、段階的に横よこ並ならびに貼はっていくもので御ご座ざるが──」

　点てん蔵ぞうは上を指さした。約二十メートル上の位置。そこには金の翼つばさが箒ほうきに乗のって浮いており、こちらに手を振っている。

　ナイトだ。彼女は口くち横よこに手を立て、

「──ナイちゃん見るにー、ここの修しゆう復ふくがちゃんと出来てないかなあー」

　ナイトが箒の先せん端たんで、外がい壁へきの一部を軽くつつく。それを見た直なお政まさが頷うなずき、

「ってことさ、この区く画かく、あたしの担当だから、ちょっとやってみるかい？」

　問いかけに、宗むね茂しげが垂すい直ちよくにも見える壁を見上げた。

「これを、昇のぼれと？」

　いやいや、と点蔵は言う。

「──走るので御ご座ざるよ」
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　成なる程ほど、と誾ぎんは思った。鍛たん錬れんなどに詳しいと思われる職業として、忍にん者じやである第一特とく務むに相談した意味があった、とも。

「当とう初しよは、鍛錬の出来る仕事と言いつつ、単に荷物運はこびや足場組くみの人にん足そく扱あつかいをさせられているだけかと思いましたが……」

　誾は、壁を見上げる。

「それを初しよ期き鍛錬として、次じ段階としては、ほぼ垂直のここを走り上がれと？」

　ふと横の宗茂を窺うかがえば、彼は忍者の方へと鋭い視線を向けている。放たれる問いかけは、

「──助じよ走そう、無しですか？」

　既すでに忍者の挙きよ動どうを真剣に見ているこの人の在り方は、私にとっては羨うらやましいものだと誾は思う。そして、宗茂に対する忍者は軽く頷うなずき、顔を彼の脚あしに向けた。

「歩き方などを見ているに、少々、膝ひざのあたりなどを気にしておられる様よう子す」

「──確かに、靭じん帯たいなどを損そん傷しようしたので、庇かばうクセがついてますね」

「成程。では、次の質問に対し、率そつ直ちよくにお答え頂きとう御座る」

　それは、

「──負ふ傷しようは完かん治ちされておられるので御座るか？」

　忍者の問いに、宗茂が答えるのを誾は聞いた。

「──Ｊｕｄ．」

　かつてはＴｅｓテスタメント．と答えていた。

　だが、彼も自分も、今は違う。

　違って、新しい己おのれを始めようとしている。その意味のある返答です、と思い、誾は忍者に頭を軽く下げた。

「気にせず、──手て抜ぬきのない指し導どうを御お願ねがい致します」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ならば、大体の狙ねらいは解わかって御ご座ざろう」

　言うなり、忍にん者じやの姿すがたが消えた。
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　……!?

　誾ぎんが上を反射的に見たのは、視し覚かくの働きではなく、カンによるものだった。

　果たして見上げた頭上の壁へき面めん、既すでに十メートル以上の位置を忍者の影が走っている。

　軽い。

　昇のぼっているのではない。まるで一ひと踏ふみごとに浮くように、忍者が壁を快かい走そうする。

　体たい術じゆつだ。流体光こうなどの発されることの無い、純じゆん粋すいな体術だった。

　だが、普通に昇っていたのでは、すぐに加速力りよくを失って落ちてしまう。だから、

「──宗むね茂しげ様、あの体術は……」

「Ｊｕｄ．、身を上げ続けるには、落ちるよりも早く、上に加速することが大事です」

　そのために、

「普通の走りと違って、蹴けり足を最後まで使わないんですね。前に踏んだ足あし裏うらを壁に引っかけ、加速力を弛ゆるめないよう、短いサイクルで前へと体を引っ張っていくわけです」

　後ろに蹴って体を押すのではなく、前に引っかけて引っ張り上げる。

　成なる程ほど、と誾は思った。

　……今までの、不ふ安定な足あし場ばでの荷物運はこびによって、蹴り押す動きをリハビリして、そして次の段階では、この引っ張る動きをリハビリするわけですか。

「Ｊｕ──」

　理りに適かなっています、と、そう言おうとした誾は、言葉を止めた。

　壁を駆かけ上がっていた忍者が、ある動きを見せたのだ。

「ここで御座るか」

　空で頷うなずく魔女テクノヘクセンの傍かたわら。忍者が壁に立っている。
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　……は？

　誾の視線の先、忍者が壁の表面に立っていた。

　彼は右脚あしをやや下に、身はわずかに壁に倒すようにしながら、軽く見える雰ふん囲い気きで壁の上にたたずんでいる。

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたこちらの正面。武蔵むさしの第六特とく務むが腕を組んで言葉を作る。

「──忍にん者じやは、止まっている刃やいばの上に、ずっと立っていられるそうさね。ま、あれでも、武蔵むさしでは高クラスの忍者さ、見てるといいさね」

　言葉の続く間、忍者は墜つい天てんと話しながら、わずかに身体からだを前へ、壁かべ側がわへと傾けていく。落ちるのか、と思えば、

「こちらの方が、傷ついて御ご座ざるな」

　忍者は、壁へき上じようをそのまま左に移動した。

　そして彼は、魔女テクノヘクセンの指ゆび先さきに従うように壁に符ふを貼はり、そして符のわずかな厚みに手て指ゆびを引っかけて身を逆に回すと、

「ナイト殿どの、これを」

　と、懐ふところから出した竹たけ缶かん入りの〝聖せい人じん・マックスゲオルギウスコーヒー〟を魔女に手渡した。

　彼の動作には焦りも、急いだ風ふうもない。悠ゆう然ぜんとした動きだ。

　そのまま、忍者は身を翻ひるがえして宙に舞うと、

「さて」

　音もなく、身を沈めることもなく、ただ足あし場ばの上に降り立った。

　不ふ安定な足場が揺れることも、音をたてることもない。

　……無む茶ちや苦く茶ちやな……。

　武蔵の第一特とく務むは、戦せん闘とうでは陽よう動どう役やくであることが多く、英国イギリスの倫敦ロンドン戦せんでも直接的な戦闘行こう為いは無かった。だが、それとは別で、

「成なる程ほど、理り解かい出来ました」

　こちらに近づいてくる忍者を見て、誾ぎんはつぶやいた。

「メアリ・スチュアートを救ったのは、周囲の活かつ躍やくがあっただけではなかったのですね」

「──は？　何がで御座るか？」

　首を傾かしげている忍者は、己おのれの能力に気付いていないのだろうか。否いな、

　……気付いていなければ、見せることもないでしょう。

　能力への自覚はある。だが、周囲ともども、これが当然なのだ。だから誇こ示じすることもない。そしてその事実においては、

「……かつての私達も同どう様ようですね。ここも、そういう場だということでしょう、宗むね茂しげ様さま」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね」

　言いつつ、彼が前に出た。

　不ふ意いの動きに、おや、と思って見上げれば、宗茂の口の端はには、何かを我が慢まんしているかのような笑えみがある。

　……全く。施せ療りよう院いんで日常行動許きよ可かが出たばかりだというのに。

　こういう、挑ちよう戦せんごとが好きなのだ、この人は。
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　宗むね茂しげは、点てん蔵ぞうの「このあたりが、目標の真ま下したで御ご座ざるな」という言葉に頷うなずきながら、壁の前に立った。そして点蔵の方をちらりと見て、

「──いろいろな手て配はいなど、有あり難がとう御座います」

　いやいや、と点蔵が手を左右に振った。

「自分、あまり人にものを教えるような性しよう分ぶんや身み分ぶんでも御座らん。だからこの課題を与えた後は独どく学がくとして頂きたいが、宜よろしいで御座るな？」

　それはつまり、

「……第一特とく務むの見立てでは、これを私が出来るようになったとき、私にとって、充分な力がついたものと見なして良い、と？」

　それもあるので御座るが、と、点蔵が、頭を搔かいて肩をすくめた。

「これが出来ていくと、武蔵むさしの上での働き口が増えるで御座るよ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と宗茂は笑った。武蔵は常に人じん員いん不足だというのは最近解わかってきたことだが、その中でも機き関かんや整備、補ほ修しゆうの仕事は事こと欠かかない。そして、そういった仕事の中でも稼かせぎが良いのは、外がい壁へきや高こう所しよの作業だ。

　新しん参ざんの自分達たちにとって、金は必要だと、宗茂はそう思う。

　……ならば、私の足が、いろいろな事を解決に持っていけるかどうかが勝負ですね。

　と、宗茂は壁に右足を掛けた。そして、

「──さて」

　行く。
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　宗茂は、壁を走った。

　やり方は見ている。三歩目めで大体の拍ひよう子しを摑つかんだ。

　だから行けると思うが、しかし、

「と」

　七歩目で不ふ意いに失しつ速そくが始まった。

　理由はよく解る。体を引っ張り上げる足に対し、力を長く掛け過ぎているのだ。

　力が入れば身は大きく動かせるが、力むことで動きは重く、遅くなる。更さらには、

　……脚きやく力りよくが、随ずい分ぶんと落ちていますね。

　以前の自分ならば、もっと行けると、そう思った。

　実際、今の自分でも、あと三メートルほど、合計で十二メートルは行けるだろうと、そう思い、しかし宗茂は、

「────」

　昇のぼるべき二十メートルの内、十メートルの高度で壁を蹴けった。

　身を後方宙ちゆう返がえりして着ちやく地ち姿し勢せいに入ると、遙かな頭上で魔女テクノヘクセンが

「あー、ナイちゃん残念、コーヒー待ってたのに」

　すいません、と言い切るより早く、足あし場ばに着地する。

「……と！」

　打だ音おんと共に、木の床と、それを構こう築ちくする硬こう化か竹だけの足場に軋きしみの音が入る。無ぶ様ざまな着地だと思い、立ち上がってみれば、タオルを持った誾ぎんが来た。

　気付けば、汗あせが大きく全身に湧わいていた。

　点てん蔵ぞうもやってきて、

「おお。お見事。初であの位置まで行ければ充分に御ご座ざる。流石さすがに御座るな」

　彼の言葉に対し、宗むね茂しげは何か言おうとした。だが、

「────」

　胸の底のあたりが、重くなっている。

　酸さん欠けつだ。極きよく度どの緊きん張ちようと動作によって、軽い酸欠症しよう状じようが起きて、身体からだの芯しんが重く感じる。

　……随ずい分ぶんと、こういう運動をしていませんでしたから。

　宗茂は、十メートルの高さの位置を見上げ、心に刻んだ。あの位置までは、行けるのだと。

　そして傍かたわらに来た点蔵に対し、こちらが何か言うよりも早く、横の誾が軽く頭を下げた。

「……有あり難がとう御座います。しかし宗茂様さま、もう少し行けそうだったようですが──」

　促うながすようなもの言いに、宗茂は頷うなずいた。肺に息を入れ、身を軽くし、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──でも、着地がありますから」

　宗茂は、先ほどの着地を思い出す。身を限界まで沈めたが、足あし裏うらからショックが抜けきっていない。それは自分の身体のバネとしての筋きん力りよくやバランス感が落ちていると言うことであり、

「あれ以上行っていたら、着地でどこかおかしくしていたかと思います」

「Ｊｕｄ．、──無む理りせぬのが一番で、それが出来るならば、あとは御ご自分で伸びていくで御座ろう。すぐに元もと以上となるで御座るよ」

　点蔵がそう言って、皆を見渡した。

「では、正式に休きゆう憩けいとするで御座るかな。飲み物でもどうかと思うで御座るが──」

「あ、私が買ってきましょうか？　これでも、元は郵便という輸ゆ送そう関係ですし」

　いやいや、と、点蔵が腰こし後うしろに手を回して、戻した。

　手に、飲み物の竹たけ缶かんが数本下さがっているのを見て、誾がつぶやく。

「……まさかその重量付つきで今のを」

　それは、

「……本気で常じよう時じ高速パシリというか」

「ぎ、誾ぎんさん、ちょっと厳きびしいというか！　あ、うわ、すいません！」

「いやいや、そのくらい気き楽らくな方が自分も楽で御ご座ざるよ」

　と、忍にん者じやは言って、一ひと息いきを吐ついた。そして彼は、西の方を見る。

　IZUMOがあり、そこに至る道がある。

　土の道みち上うえを、行く流れがあった。茶色い風の集合にも見えるのは髪かみの毛の揺らぎで、

「喜き美み殿どので御座るか」

　喜美が、IZUMO方面へ。しかし、その途と中ちゆうにある郊外の家か屋おくへと歩いていくのだ。
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　午後の空の下に、茶色の色しき彩さいが踊っていた。

　髪だ。踊り子然ぜんとした形状に改造された極きよく東とう制服を纏まとった女が、空を見上げている。

　喜美だ。

　西風を浴びる彼女がいる場所は、IZUMO郊外の家にある庭だった。

　広い庭は、垣かき根ねに囲まれている。まだ花のついていない朝あさ顔がおの蔓つるが絡んだ垣根だった。

　そこから顔を上げて見れば、周囲の風景を見渡すことが出来る。

　東には武蔵むさし、南には田でん園えんと森、そして北と西にはIZUMOの町があり、巨きよ大だいな高層神じん社じやと合一した白い開発施し設せつが見える。

　それら全てと距離をとって存在するこの庭は、南向きの茅かや葺ぶき家屋を持っていた。

　郊こう外がいに、幾いくつか有る農のう家か然ぜんとした数軒けんの内一つ。そういう家と庭だった。

　そして喜美は、四し方ほうを見渡した後で、東へ、武蔵へと視線を向ける。

「──さて」

　初夏の青と低い雲の下には、白と黒の巨大艦かんが存在している。彼女のいる位置からだと、まるで長大な岸がん壁ぺきのように、その右う舷げん全ぜん容ようが見えている。

　踊り子は、風に回る髪に腕を絡めつつ、小さく笑った。

「下りて見ると大きく感じるものね。そう思わない？　ウズィ」

　呼びかけると、胸の間から波打つ髪の少女型走狗マウスが這はい出てきて頷うなずいた。彼女は一度拍はく手しゆして表示枠サインフレームを出す。その内容は、

・銀　狼：『喜美、そちらにホライゾンが行きましたわ。見えてます？』

・賢姉様：『余よ裕ゆうよ狼おおかみ。今から見るけど』

　と、武蔵の外がい壁へきを追うようにして、喜美は視線を下に動かした。

　武蔵から掛けられた幾いく本ほんもの架か橋きようの内、こちらへの道として続くものに、二つの影がある。防風用の林の間、わずかに陽かげ炎ろうを浮かせた道を来るのは、

「フフ、愚ぐ弟ていはやはり棄き権けんね。侍じ女じよを護ご衛えいに──、悠ゆう々ゆう来るように見えるわよホライゾン」

　まだ遠く、陽炎に浸つかるようにしてやってくる銀の髪を喜美は見た。さてまあ、と喜美はそのまま、ホライゾンと二ふた代よに背を向ける。

・賢姉様：『ミトツダイラ、アンタもどうせなら降りてきなさい。母の匂においが恋しくて逆に降りられない？　メアリのことも、アンタ、気を遣つかいすぎなのがいけないのよねえ……』

・銀　狼：『その言い方……！』

　アハ、と小さく笑って、しかし喜き美みはわずかに眉まゆ尻じりを下げる。

　表示枠サインフレームを見て、

「ま、頑がん張ばんなさい」

　通じない声を置き、そして彼女は前の方、北の方角を見た。

　街がある。

　周囲に稲いねの田と、用水路ろを持ち、そして北側に巨きよ大だいな要よう塞さいにも見える研究施し設せつ群ぐんと鳥とり居いを置いた街だ。鳥居の向こうには、数キロに渡る長い階段と、その上に神じん社じやがあり、

「出雲いずも杵築きづき大たい社しや。──大だい企き業ぎようIZUMOの中心であり、そして神かみ代よから、神々の支えとなってきた巨大な企業体たいであり、今は極きよく東とうの民たみの拠より所どころ、……ね」

　一ひと息いき。

「こんなとこに住んでるうちの御お祖ば母あさんと会って、ホライゾン、何を思うかしら？」

「こんなとことは、言ったもんだね喜美」

　家か屋おくの軒のきの奥、日の差す畳たたみの床の方から声がした。女性の、わずかに低い声だ。

「──御祖母さん」

「ミツか祖母さんでいいよと何度言いったら解わかるんだい喜美。拝おがまれるほどのもんじゃないよ」

　極東の衣い装しようを、既き婚こん者に多い前を閉じた状態で着込んで軒のき先さきに出るのは、髪の色が薄うす茶色に落ちた初しよ老ろうの女性だ。

　彼女は、笑えみに似た形の目で喜美を見て、

「で？　ホライゾンが生きてたって？　聞いたよ三み河かわの話も何も。あっちこっちが大おお騒さわぎしたり警けい戒かいしたりだ。それでまあ、うちに来るってことは、神しん術じゆつや鍛冶かじ習いたいってわけじゃあないだろ？　──一体何なんだい？」

「私達の知る限りだけど、とりあえず、一番古ふるい話を聞いてみたいのよ」

　何をだい？　という祖そ母ぼ、ミツの問いかけに、喜美はこう答えた。

「ホライゾンの母親のこと。母かあさんも話してくれないけど、……御祖母さんはどう？　ホライゾン本人を前に、何か言えることってある？　何しろ、ホライゾンは記き憶おくを無くしてるけど、過去が無くなったわけじゃないわ。いろいろ、知っておかないと──」

「おかないと？」

　フフ、と喜美が頷うなずいた。

「もし、何も知らずに過去といきなり向き合ったら、ホライゾン、哀かなしくなるかもしれないでしょ？　そうしたら愚ぐ弟ていがメゲるわ。そして私も、そんなことは望んでないの」

　だから、と喜き美みは遠くから歩いてくる銀の髪かみに視線を向けてこう言った。

「何も知らないホライゾンが、知らぬ過去に相あい対たい出来るよう、……言葉をくれる？」
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　IZUMOの青の空の下、軒のきの下で、初しよ老ろうの女の声がつぶやいていた。

「そうだねえ……、ホライゾン。アンタの母親ねえ……」

　と言葉を作るミツは座ざ布ぶ団とんに正せい座ざし、横には縁えん側がわに座るホライゾンを置いている。

　彼女達たちの正面、庭では手て袋ぶくろつけた喜き美みと二ふた代よが、菜さい園えんを漁あさっており、

「あっ、ジャガイモ！　まだ結けつ構こう禁きん制せい品なのに御お祖ば母あさんったら。──没ぼつ収しゆう！　没収よね！」

「ふうむ、喜美殿どの、こちらでは拙せつ者しやの父ちち上うえが好きだった枝えだ豆まめが出来て御ご座ざるぞ。──父の御み霊たまに供そなえるためにも拙者、推おして頂きたく思うで御座るな」

『塩しお茹ゆで──』

「余ってるから好きにしろと言ったが、アンタらここに何しに来たんだい」

　ミツが半はん目めで言うが、女おんな二人は聞いていない。だからミツは一ひと息いきつき、横で茶を飲んでいるホライゾンに、こう問うた。

「ホライゾン？　一体、どうしてここに来たんだい？」
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　何な故ぜ、ここに来たのか。問われたホライゾンは考えた。

　……始まりは、喜美様さまに誘われたことですが……。

　考える。どちらかというと、それは来た理由と言うよりも、

「来てもいいと、そう思った理由ですね」

「いいねえ、上から目め線せん」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンはミツに右の親おや指ゆびを上げてみせる。と、ミツも既すでに同じ返しをしていた。

「…………」

　女二人は、視線を合わせて頷うなずき合い、そしてホライゾンが改めて口を開く。

「……ともあれ、初めは無む意味なのではないかと思いました。今でも正直、そうではないかと推すい測そくをしております」

「正直だねえ」

　また二人で親指を上げた。そして、

「Ｊｕｄ．、有あり難がとう御座います。ですが、トーリ様が〝あ!?　俺おれは行かねえよ！　絶対行いかないかんね！　アンタのためじゃないかんね！〟とかブチかましたので絶対行ってやらねばと判はん断だんを変えまして」

「ひねくれてるねえ」

　親指を。

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御ご座ざいます。ともあれホライゾン、実のところ、武蔵むさしから降りるということ自体がレアな行為なので、勉強という意味でも有りだったかと」

　そして来たならば、目的は一つだ。

「現状の目的としては、ホライゾンの母のことを聞きたいという、それだけです」

「そうかい」

　とミツが頷うなずいた。しかし彼女は、首を傾かしげて、こう問うてきた。

「何な故ぜ、聞きたい？」

　問いかけは単純だ。だから、こちらもすぐに回答をする。その内容は、

「母のことを、理解したいからです」

「何故？」

「理解すれば、最終的な哀かなしさは軽けい減げんされます。その人と言葉を交わすことはもはや出来ずとも、その人のことを想そう像ぞうし、遺い志しを受け継ぐことも可能となるからです」

「じゃあさ。──ちょっと試験みたいな話をしよう。アンタに、昔のことを話すのがどれだけ意味あるか。それを計るための試験だ」

「Ｊｕｄ．、どうぞ、御ご随ずい意いに」

　いい答えだ、とミツが言った。そして彼女は微笑して、

「じゃあ、聞くよ？　アンタ、理解が大事だと、そう言うけどね？　だったら、……理解が出来たら、失われてもいいのかい？」
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　おや、とホライゾンは思った。似たような話を、逆の立場でしたことがある。英国イギリス、倫敦ロンドンにおけるトーリとの、デートとか言う行為のことだ。デート、英語だ。和わ訳やくすると〝日ひ付づけ〟。トーリ様はそんなにホライゾンと日付がしたかったのでしょうか。異常な。

　ともあれ、あのとき彼が言った台詞せりふを思う。

　自分は、今のミツと同じようなことを彼に告げて、何と返されたのか。

　……ああ。

　思い出せたし、納なつ得とくも出来たことだったので、ホライゾンはこう言った。

「そうではありません」

　あのとき言われたことが、逆の平行線せんに立ってみて、何となく解わかった気がする。

「失われていいものなど、ありません。と、ホライゾンはそう思います」

　ホライゾンは、判はん断だんを幾いく重えにも働かせながら、言葉を作った。彼がかつて告げたことを、自分なりに嚙かみ砕くだいた上で、口を動かし、

「だから、失っていいために、理解するのではありません。……残念ながら、全てのものはいつか失われてしまいますが、理解して、お互いを楽にしていけば、不ふ意いにそのときが来たとしても──」

　こういう、ことなのだろうか。

「そのとき起きたことすらも理り解かい出来るのではないかと、そう推すい測そくしているのです」
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「理想論ろんだね」

　ミツの言葉に、ホライゾンはただこう問い掛けた。

「そう判はん断だんされますか？　理想でしかない、と」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頰ほお杖づえを突いたミツの声がする。

「死ねば、どんだけ付き合っていても、哀かなしいよ。遺のこされたものは、ね。うちの旦だん那なの時も、うちの両親のときもね」

「失うことについて、理解は出来ないものですか？」

「質しつ問もん内容が厳きびしいねえ」

　二人で親おや指ゆびを上げた。

　しかし、ミツの言葉に対して、申もうし訳わけ御ご座ざいません、とホライゾンは言わなかった。自分にとって必要なことを問うのに謝しや罪ざいすれば、己おのれの不ふ可か欠けつは頭を下げるものになるからだ。だから、

「少し、話がそれることを承しよう知ちで、御ご講こう義ぎを御お願ねがいいたします。──喪そう失しつの哀しみを解決するためのアドバイスを」

「いい言葉だ」

　ミツが笑った。そして彼女は言う。

「故こ人じんを理解するのはなかなか難しいもんだ。何しろ、完結しているが、その一方でこれ以上は確かめようがないってことだものね。だからアンタが母親を知ろうとする参考として、私の話をちょっとしてやろう。同じ苦労をするかも知れないから」

「苦労があるのですか？」

　あるとも、とミツは応じた。

「私の母親、まあ、そこで芋いも掘ほってるガキの曽祖母ひいばあさんになるわけだ。その曽祖母さんは、トーリや喜き美みが小しよう等とう部ぶの、……あれ、五年かい？」

「フフ、四年よ。八年前。ちょっと曖あい昧まいになってきた？」

「育つの早いんだよアンタら。頭が無いからね。──で、あの年は、武蔵むさしのルートが東ひがし回まわりの備び前ぜん経けい由ゆでね。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ北部のIZUMOには年の終わり頃ころに来ることになってた。しかし曽祖母さんは調ちよう子し悪くてさ。こりゃあ間に合わないだろうって。だけど──」

　ミツが、南の方を指さした。

「K. P. A. Italia方面で武蔵が取引の──、あれは行動を本格的に始めた羽は柴しばの長なが浜はま支配が開始されたおかげでルートが使えなくなり、六護式仏蘭西の南部国こつ境きようにある備前IZUMOで足止めされたんだっけね。だけどK. P. A. Italia、教きよう皇こう総そう長ちようのイノケンはさ、他国の武蔵むさし貿ぼう易えきを止めぬよう、まあ、政治的な部分が多々あるんだろうけど、周辺国こく貿易や、補ほ修しゆう部品の入にゆう手しゆのために輸送艦かんのIZUMOへの行き来を少数限げん定ていで許きよ可かしてね」

「それが──」

「来たよ、子供はチェックが甘いらしくて、トーリと喜き美みだけだけど、ここにね」

　なあ、

「喜美、アンタ、どんな塩あん梅ばいだったんだい？　あれ」
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　ミツの問いかけに、ホライゾンの視し界かいの中、喜美はやれやれと体を起こした。

「憶おぼえてないの？」

　そうねえ、と、喜美が腕を組む。

　そして彼女はこちらを見て、東の空と武蔵を指ゆび差さした。

「愚ぐ弟ていがね？　いきなり夜に私の部屋のドア叩たたいて言ったのよ。〝行こうぜ姉ねえちゃん。母かあちゃんに気付かれるとうるさそうだから今の内にさ〟って。何だか暫ざん定てい議会の人ひと達たちに頼み込んでたみたいで。向こうも、子供が親しん族ぞくへの最後の挨あい拶さつに向かう、っていうのがあると、いろいろ通過しやすかったんじゃないかと思うのよね、今だと」

「今だと？　ならば当時は？」

「胡う散さん臭くさい大人おとな達ねえ、って、何かあったら愚弟守まもってやらないと、って思ってたわ」

　成なる程ほど、とホライゾンは頷うなずいた。蕪かぶの根が長いことにテンションを上げている二ふた代よが気になるが、今は話の先が重要だ。

　だから、ホライゾンはミツに視線を向け直した。先の話を聞きたいと、そう思い、

「そのようにしてトーリ様と喜美様さまが来られたわけですね？　その上で、……何が？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、二人は普通に、数日過すごしていっただけだよ。帰った後……、あれ、帰りは馬ば車しや使ったり徒と歩ほで備び前ぜんIZUMOに停まってる武蔵まで行ったんだろ？」

「そうよ？　輸送艦とスケジュール合わないから、親切な人達に助けて貰もらいつつ帰ってね。途と中ちゆう、色々有ありすぎて、話しても信じて貰えないようなこと多いから、あまり口こう外がいしないけど」

　そうかい、とミツが言った。そして彼女はこちらを見て、軽く笑えみの息をつく。

「いいかいホライゾン？　しばらくしてからさ、武蔵にいるうちの馬ば鹿か娘むすめから、〝帰って来た二人とも二、三日表おもてに閉め出した〟なんて手紙が届いたけどね。そしたらさ」

「そうしたら？」

　どうなったのだろうか、と、そう思った時だった。

　ミツが、空を見上げて言葉を作った。

「曽祖母ひいばあさん、私の母は笑ってたよ」
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「それは……」

　普通のこと、よくある反応だと、ホライゾンはそう思った。曽ひ孫まごと呼べる存在がどれだけ重要なのかは個人差さがあるだろうが、それが無ぶ事じに帰き宅たくしたならば笑えみも出るだろうと。

　しかし、

　……ならばミツ様は、何な故ぜ、その笑みを特別に憶おぼえておられるのですか？

　解わからない。だからホライゾンは言葉を作れず、

「────」

　ただ無む言ごんとなったこちらの視線の先で、ミツが茶の湯ゆ飲のみを口に傾けた。そして、

「何だろうねえ」

「何が、ですか？」

　ああ。

「母は笑って言ったんだ。──私の一生、上う手まく出来たのか解らないけど、私の魂たましいが繫つながった曽孫達たちが、私がいなくなる前に会いに来ようと、……そう思い、そうしてくれる生き方を、私はちゃんとしていたんだねえ、って」

「それは……」

　気付けば、先ほどと同じ言葉を作っていた。

　ミツの言っている意味が、解りそうで解らない。だから言葉は途と中ちゆうで停まり、

「──すいません、理解が届きません」

「いいことだね。何しろ私もよく解ってないんだから。だから話すんだけどさ」

　ミツが、苦く笑しようの顔を初めて見せた。そして彼女は、頰ほお杖づえを突き直し、

「私の母は、別に、トーリや喜き美みと長くを過ごしたわけでもない。そして私も、母が死んだら哀かなしんで泣いたね。だけど、……母は、少なくともそこの喜美やトーリに対しては、満足していたんじゃないかと、勝かつ手てに美化して思うんだよ」

　解るかい？　とミツが言った。彼女はふと、庭を見て、

「理解の満足というのは、どういう形をしているんだろうね。──なあ喜美」

「フフ、何かしら？　今日きようは機き嫌げんいいから世せ代だい超こえて答えるわよ？」

「じゃあ、さ、──喜美、あのとき、トーリもアンタも、武蔵むさしに帰って、どうだったんだい？　うちの母のこと、何か思ったり、したのかい？」

「あのねえ御お祖ば母あさん。そんな昔のこと、憶えてるわけないじゃない」

　ああ、でも、と喜美が苦笑した。

「愚ぐ弟てい、言ってたわ。──曽祖母ひいばあさん、可愛かわいいよなあ、って。何に対しても有あり難がとう、有り難う、って、喜んで、可愛いよなあ、って」

　その言葉に、ホライゾンは頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、成なる程ほど、その部分は、ホライゾン、理解が出来ます」

　そしてホライゾンは、心の中に生まれた率そつ直ちよくな感想を、こう言った。

「トーリ様は、フラグの立て方が無む差さ別べつなのですね」
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　女達は沈ちん黙もくし、祖そ母ぼが孫まごにアイコンタクトを行った。

　その後で、孫が〝落ち着け〟という指し示じを手で行い、祖母が頷く。ややあってから、孫が咳せき払ばらいをして、ホライゾンに言葉を作る。

「いい？　ホライゾン。大だい丈じよう夫ぶ。親しん族ぞくよ？　──攻こう略りやくできないわ」

「つまり、追加黒盤ＤＶＤで補ほ完かんですね」

　孫が祖母を見た。

「──御お祖ば母あさんどうしよこの場合」

「あたしに聞くなっ」

　ともあれ、とミツが言う。そして、でもまあ、とも言葉を繫つなげ、彼女は一ひと息いきを改めてつく。

「……まあ、トーリには、うちの母のことが確かにそう見えていたわけだ。母が、一生を、ありとあらゆるものに感謝して終えられる、って」





●






　……感謝して終えられる……？

　と、ホライゾンは、ミツの言葉を心の中で復ふく唱しようする。

　そして、ホライゾンはこう思った。

　……解わからないです。

　何な故ぜ、トーリと喜き美みという二人が来たことが、ありとあらゆるものへの感謝となるのか。

　何故、ミツの母が、

「どうして感謝をするのです？　感謝するのは、産んで貰もらい、育てて貰った後こう代だいのなすべきではないのですか？」

「ホライゾン」

　ミツが、こちらに振り向きながら、問うてきた。

「──役目を終えたものは、世界にとって不要だと、そう思うかい？」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンは答えようとした。何しろ、役目を終えた機械は無む用ようの長ちよう物ぶつとなるものだ。新しいものへと替えられ、古いものは、分ぶん解かいされてリサイクルされればいい方だろう。

　だからホライゾンは、肯こう定ていの言葉を口にしようとして、

　……いえ。

　思いを働かせ、ホライゾンは首を横に振った。

「そうは思いません」

「何な故ぜだい？」

「ホライゾンが、そうだったからです」

　それは、

「自分で役目が終わったと思い、確かにそうであったとしても、……誰だれかにとって、自分が、自分の思う以上に有ゆう益えきであるというのは、よくあることですから」

　自分には何もないと、そう思っていた自分ですら、三み河かわで捨てられることが無かった。

　自分だけではない。英国イギリスにおけるメアリもそうだったし、ならば、

　……他の皆も、そうなのでしょうか。

　だから、

「己おのれが不ふ要ようかどうかを決めたいならば、全ぜん世界の人々に聞いてみなければなりませんね。それも、当とう代だいではなく、……死んだ後の人々に対しても、です。

　何故なら、ホライゾンは今、母のことを知りたいと思っています。母の時代に、もし母が全世界から疎うとまれていたとしても、今、後こう代だいである私は欲しているのですから」

「いい答えだ」

　二人で親おや指ゆびを上げた。

　そして先の話題に、ホライゾンは思し考こうを繫つなげた。ミツの母が全てに感謝したというのは、

「目の前のものだけではない、その先にあるものが自分を大事に思ってくれているだろうと、そう、信じることが出来たのですね。

　……遠くから、しかし、血の繫がったお二人が来たことで」

「そうだね。だから、憶おぼえておくといい」

「何がですか？」

　ああ、とミツが言った。

「アンタの母親も、ここには居ないが、しかし、アンタが来てくれて嬉うれしいと、そう思っているよ。──そうとも、ここでアンタと改めて繫がりを持った私も、ね」

「────」

　ミツが、何もかもを繫げていくように、台詞せりふを作る。いいかい？　と前置きして、

「私も、一度失われたアンタが〝会ってみよう〟と、そう思える人間だったってことだ。まあ、アンタにとっては〝お試し〟かもしれないがね。だから私に会って良かったと、そう思えることを教えておこう」

　それは、

「アンタの母のことでね」
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「母のこと、……ですか」

　ホライゾンは、わずかに意識を身み構がまえた。

　母のことを知りたいと、そう望んでここに来た。

　だが、母の記き憶おくは全く無い。

　いたことは確かだ。何しろ自分がいるのだからしかし、

　……母は、どのような方だったのですか？

　ふと思った疑問を追及したくなるのは、強欲フイラルジアだろうか。だが、思いはすぐに言葉となり、問いかけに変化しようとする。口から漏もれる台詞せりふは、

「ミツ様、ホライゾンの母は……」

「多くは語らない」

　言葉を作れなくなったこちらに対し、老ろう女じよは笑えみのような形の目を見せた。

「アンタの母は、優秀な学生だった。このIZUMOに、中ちゆう等とう部ぶの頃ころにやってきて、当時、高こう等とう部ぶの教員として神しん奏そう術じゆつや流体の研究やってた私のとこに訪ねてきたんだよ。

　──地ち脈みやくの研究をしているのですが、極きよく東とう式しきの知識が欲しい、ってね」

「ミツ様は、教員だったのですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私ゃ、ほら五十年前まえの、極東における旧派カトリツク反乱の前まえ倒だおし再さい現げん、島しま原ばらの乱らんの鎮ちん圧あつに出た学生でね。激げき戦せん終えてこっちに戻ったら、聖せい連れんから推すい薦せんがあったんだよ。

　ま、暴あばれるのが好きな小こ娘むすめを放置しておくと危険だと、そういう判はん断だんだろうね。

　そしてここで、教員やって、髪かみも白いの入って来た頃に、アンタの母が来た」

「それは──」

「三十、五、六年前だね。うちの馬ば鹿か娘と同い年で、こっちの中等部に来て、意い気き投とう合ごうして、元気にやっていたよ」

　ならば、とホライゾンは思った。中等部で時間を過ごしたならば、次に来るのは、

「高等部は、ここか、武蔵むさしに？」

　その問いかけに、ミツは首を横に振った。

　そして彼女は、首を横に振った意味そのままの言葉を、口にした。

「解わからないんだ。──あの子が、どこの高等部にいたかは、ね」





●






「……解らない？」

　鸚鵡おうむ返がえしの問いかけに意味はないと判断し、ホライゾンは疑問を追加した。

「何な故ぜ、解らないのですか？　教きよう導どう院いんはどれも施し設せつであり、登とう録ろくなどがなされており、各国の政治と軍事の要かなめです」

　そうだねえ、と、ミツが、口の端はに笑えみを作った。

「知りたいのは私の方だ、と先に言っておくよ。うちの娘むすめも、相当に憤いきどおっていたしね。──ただあの子は、ある時、一枚の手紙を受け取って、不ふ意いに姿すがたを消したんだ。置き手紙も無しに。

　そしてまた、ある時、不意に戻ってきたんだ」

　息を吸い、ミツが言う。

「──やはり十八、九年前まえ、かね。わずかにくたびれていたけど、何とまあ、三み河かわの元もと信のぶ公こうの直じき々じきの武蔵むさし居きよ住じゆう許きよ可か証しようを持って、だけど、こう言ったんだ。

　お腹なかの中に、元信公の子がいます。護ご衛えいをつけて武蔵に住めと。ですが──、その前に、極きよく東とう各地を旅します。守ってください、と」

「身み勝がつ手てな、と判はん断だん出来ます」

「だろうね。うちの娘も相当にいろいろ言ったよ。だけどまあ、何かの覚かく悟ご決めてたんだろうね。うちの娘だって三日も吠ほえてればそりゃ飽あきる。

　やれやれと、相あい方かたを無む理りに引っ張って極東旅りよ行こうだ。三ヶ月で要よう所しよを回る強きよう行こう軍ぐんでね」

　そうねえ、と言ったのは、喜き美みだ。彼女は自分の身体からだを抱いて、

「でもその頃既すでに私は仕込まれてたわけよね。愚ぐ弟ていの方は武蔵に入ってからだけど」

「……だとすると、トーリ様は新しん居きよ祝いわいということでしょうか」

「……アンタら身み内うちに容よう赦しやないね」

　ミツは、苦く笑しようしてこう言った。

「ま、言えるのはその程てい度どだ。旅行で何を見てきたのか、うちの娘が言わないなら私がいうことじゃないしね、ただ……」

「ただ？」

「消えてから十数年、あの子がどこで何をしていたのか、私は知らない。本ほん多だや酒さか井い達だって知らない筈はずだ。だから、恐らく、三河にはいなかった筈だし、知っているとすれば、元信公くらいだろうね」

　どうだい。

「命めい題だいの一つとしてはいいだろう？　己おのれの親を理解してみよう、というのは。私もまだまだのことさ。だから、──アンタも、少なくとも私の年ねん齢れいくらいまでは、答えが出なくても諦あきらめちゃいけない。失うことは哀かなしいことだと、諦めた結論を出しちゃあいけない」

　言われ、ホライゾンは自覚した。自分の母も、確かに失われているのだということを。

　自分にとっては大事な存在だが、知らない人。そんな存在を理り解かい出来るならば、

「会ったことのない人々や、見えぬものも、……理解出来るようになるでしょうか」

「──そうやってすぐに結論を出そうとしちゃいけない。ただ、諦めないだけだとしか、言えない。それにね？　アンタは、あの子のことを追った方がいいと思うんだ」

「？　何な故ぜですか？」

　ああ、とミツは言った。

「あの子が研究していたテーマがあるんだよ」

　それは、

「〝地ち脈みやくを通して行う、大たい罪ざいの運命の解決〟さ」
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「────」

　思わず言葉を失っていたこちらの横、喜き美みが二ふた代よとともにネギを抜いて立ち上がる。

「それ、私も初はつ耳みみよ？　あ、このネギ貰もらうからね」

「そろそろ金かね払ってもいいんじゃないかね。──でもまあ、喜美が初耳なのは、そういうもんだ。だって関係者でもないのに言うようなことじゃないだろう？　だけどホライゾン。元もと信のぶ公こうは、末まつ世せを左右するものとして、アンタを大罪武装ロイズモイ・オプロにした。そして大罪についてアンタの母親は研究していた。人が逃れられない、業ごうの運命について、だ」

　どうだい、とミツは、また言った。

「──理解の価か値ちが、大いにあるだろう？」
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「それは流石さすがに、私も初耳ですね、先生」

　と、不ふ意いの声が、家か屋おくの裏うら手てから届くのを喜美は聞いた。

　聞き慣れた声は、

「先生？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声と共に、裏手の道から荷物入いりの紙かみ袋ぶくろを抱えたオリオトライがやってくる。ホライゾンと二代がそちらに振り向き、そして祖そ母ぼも、

「別にまあ、アンタに言ってもしょうがないことだしねえ、真ま喜き子こ」

「御お祖ば母あさん、先生と知り合い？」

　ホライゾンと共に首を傾かしげて問えば、オリオトライが掌てのひらを差し出して祖母を促うながす。応じる動きで祖母は腰に両手を当てて頷うなずき、

「真喜子が教員になる教育の内、神しん術じゆつ関係や歴史扱あつかったのは私だよ。うちに一いち時期寝ね泊とまりもしてたくらいでね。よく食った。──でまあ、この子の前ぜん任にんの教育を担当したのも私でね、

　……二人連れん続ぞくで逸いつ材ざいが来るってのは、やっぱり末世だろうねえ」

　いやいや、とオリオトライが笑えみで胸を張る。

「私なんかまだまだですよって、先生。もっと食う人他ほかにもいますし」

　オリオトライが自分を〝先生〟と言わないのは新しん鮮せんだ。しかし、へええ、とこちらが頷うなずきを深く繰り返しているのと祖そ母ぼ達をホライゾンが交こう互ごに見て、

「…………」

　無む言ごんで手持ち無ぶ沙さ汰たにしているのも、可愛かわいらしいと言えば可愛らしい。だから、

「ホライゾン、帰る？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、いろいろと大事なお話を伺えましたので。そして──」

　今後は、とホライゾンが言葉を続けた。

「母の事、漠ばく然ぜんとしていた事こと柄がらを探ってみようと思います。住処すみかや墓ぼ所しよなど、武蔵むさしにて、残っている足あし跡あとがあればいいのですが」

　そうだね、とミツが頷く。

「台所に蒸むし羊よう羹かん作ってあるから持って行きな。あと、トーリは──」

「愚ぐ弟ていなら、後で来るだろうから安心して。難しい話、苦にが手てだから、愚弟は」

「昔から馬ば鹿かだねえ。だけど、そんな馬鹿が王様か」

　と、ミツが武蔵の方を見た。

「──世も末すえだねえ」

　遠く、IZUMOの方から、ハウス系けいにアレンジされた祭まつり囃ばや子しの音ね色いろが聞こえてくる。







[image: 第五章『暗室の管理人』]
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　ミトツダイラは、ホライゾンと二ふた代よを武蔵むさしの外そと出で口ぐちから送った後、帰き宅たくしていた。

　家は左さ舷げん二番艦かん、村むら山やま表ひよう層そう部ぶにある屋や敷しきだ。先日のアルマダ戦は右う舷げん側がわに戦せん闘とうが集中していたため、横よこ四し半はん町ちようほどを得ている屋敷には軽い延えん焼しよう以外の被害はなかった。とはいえ、火災などを考こう慮りよして、この二週間で外がい壁へき表面を石素材にし、屋根も欧おう州しゆうではまだ希まれな洋よう瓦がわらにした。

　……新しん居きよ、と言っていいものですが。

　午後、夕方に向かう屋敷内ないに人ひと気けはない。狭いエントランスも、続く接せつ客きやく用のダイニングも、少し飾り気の多いリビングも、だ。

　どこも、カーテンを通した香こう水すいの匂においと、淡い光があるだけの場所。

「────」

　使用人にんは専せん属ぞくしていない。武蔵内ないの騎き士し連れん盟めいを介かいして派は遣けんされる侍じ女じよ式しき自じ動どう人形が、日中に家事を執とり行うからだ。ミトツダイラの午後の日課は、武蔵内領りよう地ちの農のう場じよう区く画かくや企き業ぎよう区画からの収しゆう支し報告や企き画かく書類を見て、指し示じや許きよ可かを与えたり、己おのれの企画を送ったりすることで、

　……ダイニングのテーブルに香水の瓶びんが二つほど置いてありましたわね。

　自分の持ち企業組くみ合あいが、新作を作ってきたのだろう。

　クリーム系けいと、花の匂いというのは、瓶の中に入っていても解わかる。狼おおかみの嗅きゆう覚かくゆえ、だ。

　ミトツダイラは、花の方の匂いをもう少し弱くさせようと思いながら、寝室に入る。

　教きよう導どう院いんに持って行っていた銀ぎん鎖さのケースを壁に立てかけ、ベッドに向かう。

　これから、短いながらも領地の見回りと仕事だ。私服装そう備びに着替えねば。

　だから、靴くつを脱ぎ、制服のスカートとシャツの袖そでを外してベッドに落とし、ふと吐と息いきした。

　……ホライゾン達は、今いま頃ごろ、どうしているでしょうか。

　喜き美みと二代が一いつ緒しよだ。喜美の祖そ母ぼから己おのれの母の話を聞くにしろ、有ゆう意いにやっているだろう。

　同じように、

　……他の皆も。

　立たち花ばな夫ふ妻さいは再さい起きを願い、メアリは武蔵での充実した生活を目め指ざしている。

　他の皆も、正まさ純ずみや智ともや、アデーレ達や直なお政まさ達も、今の武蔵の中で、武蔵の補ほ修しゆうや強化や、それぞれのなすべきをしている。しかし、

「…………」

　視線が壁を見た。
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　ミトツダイラが目を向ける先、寝室の壁には、額がくに入った書しよ面めんが二つ並んである。

　右側、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと極きよく東とうの国こく章しようが並べて打たれた羊よう皮ひ紙しは、ミトツダイラの襲しゆう名めい証しよう書しよだ。水み戸と松まつ平だいら家けの当とう主しゆとして、そして六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの派は遣けん騎き士しとして、両者の務めを果たすようにという言葉が並べられている。

　同じように左側に並ぶのは、武蔵むさし内ない騎士連れん盟めいの加か盟めい証しよう書しよだ。これはミトツダイラを連盟全ぜん体たいの第一位に迎える旨むねも記されたもので、

「だけど、……私の実力によるものではありませんわよね」

　もう、十二年ほど前のことだ。自分がここに派は遣けんされ、この証書を得たのは。

「……六護式仏蘭西から直ちよく接せつ派遣され、更さらには水戸松平も襲しゆう名めいしていたからこそ、我わが儘ままな小こ娘むすめをその位置に置いて、聖せい連れんへの恭きよう順じゆんを示したのですわ」

　昔はそんなことにも気付かず、年とし上うえの騎士達に我が儘をよく言った。聞いて貰もらえなかった場合は憤ふん慨がいしたものだが、まあまあと宥なだめてくれた彼らは大人おとなだったのだろう。

　月日を経て、武蔵を動かす総そう長ちよう連合の一員となり、実じつ質しつ、彼らと肩を並べられるようになった筈はずだったが、

　……三み河かわで、やってしまいましたものね。

　市民の側に勝利を与えて下ろう、とまとまった騎士達の代表として相あい対たいの場に出たが、結局、騎士のままに、更さらには戦いを導く側になってしまった。

　以後、騎士連盟からは会合の知らせも何もない。英国イギリスにて、輸送艦かんに二週間閉とじ込められた状態になったときも、倫敦ロンドン戦せんの際も、何の反応も無かった。

　干ほされた、とミトツダイラは理解している。

　ただ、こちらの身み分ぶんがあるから、表おもてだって引きずり下ろされることも無いのだろう、と。

　他の騎士達たちに、連盟の現状を聞いてみたくもある。だが、

「──それはまるで、第一位だというのに、下位の反応を怯おびえているようですわ」

　ベッドに腰を落としながら、吐と息いきする。

　……こういう完かん結けつ思し考こうがいけないのも、解っているのですけどね。

　勝かつ手てに、相手がこちらを避けているだろう、とか、ナメられてはいけない、と、距離を自ら作ってしまう。

　よく考えると、メアリの件もそうだ。

　それでいて、ホライゾンの護ご衛えいとして、自分が選ばれなかったのではないかと勘かん違ちがいして勝手にヘコみ掛けたりもした。

　自分の都つ合ごう悪いときは一人でいたくて、そうではなければ誰だれかと共にありたいと思う。

　我が儘だ。そして悪い癖くせだ。

　だが、いつからそうなった、というのは、よく解っている。

「昔、……小しよう等とう部ぶ、四年くらいの」

　窓の外を見た。遠く、IZUMOの杵築きづき大たい社しやが空に見えるが、

「ここではないIZUMO。……備び前ぜんIZUMOでしたわね、あれは」

　ふう、と肩を落とし、ベッドに倒れ込もうとする。髪かみが酷ひどいことになると思うが、後でセットすればいい。とにかく、不ふ意いに自分の嫌いやなところに触れたせいだろう。騎き士し連れん盟めいの件など、王に付いていくと決めて吹っ切った筈はずなのに、またぶり返してきた。

　三十分ほど寝て、スッキリしようと、そう思って、窓を見ながら身を後ろに倒していった。

　服は脱ぎかけで酷い有あり様さまだが、どうせ一人なのですわ、と、そう思う。

　倒れる。

　その直後。

　窓の外、高い垣かき根ねの庭を、エロゲの箱を山で抱えた馬ば鹿かがこそこそ通り過ぎていった。

「──!?」
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　ミトツダイラは、落とし型の窓を全力でかち上げて庭に飛び出した。

　右を見れば、驚き表現の身すくめ一いつ本ぽん足あしでこちらに振り向いた馬鹿がいる。ミトツダイラはそちらに全身を向けて、馬鹿全ぜん体たいを指さし、

「こ、こらっ！　人の屋や敷しきの庭で何してるんですの!?」

「え？　な、何って、え？　哲てつ学がく的じゃね？　その質問って。ええと、人、即すなわち常に──」

　開けた窓を指ゆび一本で下に叩たたき落とすと、その激げき音おんで馬鹿が哲学を停止した。ふう、と一ひと息いきついたミトツダイラは、身を反らせて馬ば鹿かを見下ろし、

[image: ]

「……総そう長ちよう、もう一度言いいますわ？　──人の屋や敷しきの庭で何してるんですの？」

「あ？　ああ!?　──庭では何もしてねえよ!?　裏の倉そう庫こに用があるんだよ俺おれは!?」

「う、うちの裏に倉庫なんてありませんわよ!?　ほら！」

　と指ゆび差さし見ると、庭の裏側の地面が蓋ふたとなって開いていた。

「え？　ええええ!?　な、何ですのアレ!?　何で庭の裏の方の地面が隠かくしドアになって開いてるんですの!?　イリュージョン!?」

「馬ばっ鹿かだなあ、オメエ、勝かつ手てに作ったに決まってんだろ？」

「確かにその通りでしかありませんがいつ作ったんですの!?」

　おいおいおい、と吐と息いきした馬鹿は箱の山を腰で抱え直し、

「この屋敷を改かい築ちくするとき、棟とう梁りように人ひと妻づま系けい十五本で手を打って貰もらってな。つまりここが俺おれのセーフハウスの一つというわけだ。有あり難がとう棟梁。有り難う人妻。俺って幸せだよな!?」

　ミトツダイラは表示枠サインフレームを笑顔で開いた。

「あ、智とも？　今、おそらく人を捜していると思うんですけど、その捜し人がここにいるような気がしますの。来ます？」

『あ、行きます！　超ちよう行いきます！　ほら、アデーレ、犬先行させて下さい！』

『え？　あ、何だかよく解わからないけど先行しますよ皆──！　はいボス、これが総長の匂においがついたエロゲ箱ですから匂い憶おぼえて下さいね？』

『あら、残りはお帰りの後ですね？』

　向こうは何だかひどくカオスな状態になっているようだが、メアリも楽しくやっているのだろう。いいですわね、と一いつ瞬しゆん思ってしまう自分が嫌いやになるが、今は目の前の事じ態たいが優ゆう先せんだ。

　ミトツダイラは、肩を落として目の前の男を見た。

「で、総長。……何か言うことは御ご座ざいませんの？」

「え？　赦ゆるしてくれるの？」

　問われ、ミトツダイラは考えた。巫み女こ砲ほうとビーストテイマーの手て配はいをしてしまったが、ここにおいては自分と彼の問題だ。だから、とりあえずというように、

「謝る気が、ありますの？」

「そ、そりゃあ……」

　馬鹿は、身を小さくして、卑ひ屈くつのポーズを取った上で、こちらにエロゲを十本ほど積んで差しだした。そして彼は、頰ほおに手を当ててしなを作り、

「こ、これで赦してくんね？」
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　次の瞬しゆん間かん。武蔵野むさしの表ひよう層そう部ぶの住人は、ミトツダイラ家の屋敷の垣かき根ねをぶち破って路ろ上じように転がり出る人ひと型がたのものを見た。ともに生じた、打だ撃げきによる爆ばく風ふうにも似た風は、あとから四角い物体を空から幾いくつも降らせ、しかし馬ば鹿かはそれを目くらましに這はって逃げようとする。だが、

「はい、ボス、Debut！」

　犬達たちが這い逃げるそれに群がっていって、人々は数秒の後に無む視しをもって事じ態たいを終了とした。
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　武蔵むさし野のの方から何か音を聞いた。そんな気を、正まさ純ずみは得ていた。

　今、自分がいるのは、土の上だ。

　武蔵むさしから降り、IZUMOの市街へと足を向けている。位置は北側、IZUMOのシンボルである高台の杵築きづき大たい社しやに近い方だ。

　周囲には緑の背を伸ばす田でん園えんがあり、それと交こう互ごに防風林りんがある。

　そして己おのれの横、共に行くのは、箒ほうきで宙に浮いた、

「ナイト、すまんな、仕事中だというのに、見つけただけで呼びつけて」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄジヤツジ．、ガっちゃんが代わりに動いておくって言ってくれたし、護ご衛えいには総そう長ちよう連合の人間の方がいいかんね。ガっちゃんも後でIZUMOの町で買い物しようって言ってたから、合流するには丁ちよう度どいいんじゃないかな」

　でさあ、と箒でゆるりと水平旋せん回かいした魔女テクノヘクセンは言う。

「セージュン、そろそろ話してくれてもいいんじゃない？　何な故ぜ、IZUMO側に行くのか」

　ああ、と正純は応じた。

「極ごく秘ひ会談だ。ネシンバラ経けい由ゆで、ちょっと話が来てな」

「ネシンバラ？　何？　バラやん出ないでセージュンに？　ナイちゃんいいの？」

「ああ、万まんが一いちの際は、ナイト、お前とだったら現場からの離り脱だつが可能だし、最悪の場合、お前だけでも離脱が出来る。そしてナイト、──今回の極秘会談は、どうにもM. H. R. R.神聖ローマ帝国関連の話であってな」

　短く言うと、ナイトが箒を尻しり餅もちつくように止めた。稲いねの上を渡る風に彼女は跳ねて、

「ナイちゃんあんまり詳しくないんだけどね。……他の皆、呼んだ？」

「Ｊｕｄ．、ネシンバラと二ふた代よに、後でIZUMOの町で買い物してくれと、そう言ってある」

　と言っている間に、町の近く、最後の防風林の間に入った。木こ陰かげを抜ける風が夏服の半はん袖そでに通る眼がん前ぜん、段だん々だんと町の活気を告げる音や声が聞こえてきた。

　武蔵とは違う音群ぐんだな、と、そう思う自分は、武蔵に慣れてきているのか、それともまだ武蔵を特別視ししているのだろうか。

　町の影が見えてきた。

　北側に位置するこのあたりは、北部の陸りく港みなとがあり、北ほつ海かい側から来る外がい交こう艦かんに対しての外交施し設せつも多い。木もく造ぞう五階建ての旅籠はたごが並んで作る四角い長ちよう大だいな影は、本ほん土どでもなかなか見られないものだ。そして、

「──いたぞ、会談の相手の一人が」

　町の入口、街かい道どうをまたぐ石の大おお鳥とり居いがあった。そこは多くの人々の待ち合わせ場所になっているようで、出で店みせがあり、手持ち無ぶ沙さ汰たな人々がいる。

　そんな人達たちの中、こちらに気付いて片手を上げた長身がいた。極きよく東とうの衣い装しようを着ているのは、郷ごうに従ったのか、変へん装そうか。ただその影は笑えみの歯を見せ、

「久しぶりだMate、──一いつ服ぷくどうだろう？」

「金がない。──だから招待のつもりで来た」

　正まさ純ずみは、苦く笑しようの相手にこう言った。

「集合場ば所しよはどこだ？〝女王の盾符トランプ〟の９であり英国イギリス書しよ記き、──ベン・ジョンソン」







[image: 第六章『湯飲み処の交渉人』]
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　薄うす暗ぐらい、しかし光の差す場所がある。

　土ど間まに木のテーブルや椅い子す、そして仕切りの並ぶ軽けい食しよく屋やだ。入口は開いており、午後の日差しが店内に入ってくる。店は夕ゆう刻こく前の開店をしたばかりで人数は少ないが、

「Mate、とりあえず、ここは英国イギリス企き業ぎようの出しゆつ資ししている店だ。ここでは我らが女王の威い信しんに掛け、安全と公こう平へい、そして正直を約束しよう」

「そうあるように願いたい」

　と、入口から左の二つ目、通路を挟んでカウンターを置く卓たくに、ジョンソンと正まさ純ずみは席を得る。ジョンソンが店の奥おく側がわの席。正純は手て前まえの壁かべ際ぎわで、ナイトが通つう路ろ側の席に半はん身みで座る。

　箒ほうきを立てかけもせずに抱え、右の翼つばさを通路側に置いたナイトに、ジョンソンが小さく笑えみを作った。

「いい心がけだWitch」

「ナイちゃん褒ほめられても靡なびかないからそのつもりでね？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とジョンソンが頷うなずき、茶が、手だけで運ばれてきた。

　運び主ぬしは、和わ式しきの侍じ女じよ服ふく姿すがたのウオルシンガムだった。和わ風ふうのカウンターの向こう、宙に両りよう刃ばナイフ数本で差し止められた魚を浮かせ、ウオルシンガムが逆の手で飲むように促うながす。

『Please』

　犬の絵が描かれた湯ゆ飲のみの中身は赤ワインだ。正純が、中の赤を見て、

「食しよく前ぜん酒しゆか？」

「さあ、一いつ献こんだMate」

　正純がナイトを見るが、ナイトは既すでに視線を逸そらして外の方を向いている。仕方ない、と正純は湯飲みに手を掛けただけで止め、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国についての重要な話があると聞いた」
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　正純は、ウオルシンガムの両刃ナイフが俎まな板いたに当たる音を聞きながら、言葉を作る。

「先に、そちらの情報を聞きたい」

「何な故ぜかねMate」

「前まえ情報の内容というのは、いずれ解わかることだ。こうしている間にも、そちらの持つ情報の鮮せん度どは落ちていく。だからそちらの商品を見てから、──こちらのネタも見せよう」

　等とう価か交こう換かんだ。既に、この会談の仲ちゆう介かいとしてネシンバラから来た通つう神しん文ぶんを見たとき、幾いくつかの交こう換かん用よう情報のリストを作っている。だから正純が肩けん上じようにツキノワを呼び出し、さてどうなるかと思っていると、

『まー』

　いきなりツキノワが、攻こう撃げき術じゆつのリストを大量に取り出し始めた。

『──！』

　ウオルシンガムが、マグロを解かい体たいしていた〝千本薔薇十字Wars of the Roses〟の十じゆう字じ剣けんをカウンター奥から取り出し、ジョンソンが身を半分通つう路ろ側がわに引きかける。正まさ純ずみは慌あわてて、

「ちょ、ちょっと待てツキノワ、今はそう言う相手じゃない！　それは身み内うち！　身内用よう！」

『まー？』

　ツキノワは首を傾かしげるが、とりあえず、術じゆつ式しきの表示枠サインフレームはページを閉じるように畳たたまれていく。その数を目もく測そくで三み桁けた以上と数えた正純は、冷ひや汗あせをかきながら、

　……いつの間にこんなに攻撃術を仕込んだんだ？

　浅あさ間まの手て配はいによるものだろう。ともあれ正純は、一ひと息いきついてジョンソンに対する姿し勢せいを直す。

「で、──そちらの回答は？」

「今のは明めい白はくな脅きよう迫はく行為じゃないかね？　Lady」

「いや、事故だから、うん」

　言い切った者の勝ちだ。英国イギリス、妖よう精せい女王ならこのくらいの暴ぼう発はつは日ひ頃ごろの常だろう。だから正純は話題を切り替える口く調ちようで、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国が、何だと？」

　ああ、とジョンソンは頷うなずき、不ふ意いに言葉を作った。

「──M. H. R. R.が、武蔵の航行をM. H. R. R. 上空全域に渡って禁止する」
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　……M. H. R. R.上が航行禁止!?

　いきなり寄よ越こされた言葉に、正純は反はん応のう出来なかった。

　こちらの眼がん前ぜんにいるジョンソンは、しかし平へい然ぜんと卓たくに肘ひじをつき、言葉を重ねてこない。

　情報は一度きり。そういう、機き密みつの場ということだ。だから彼はウオルシンガムに手を挙げ、

「次のものを」

『Ｔｅｓテスタメント．』

　すると、プディングと麦むぎ茶ちやらしきものが、それぞれ湯ゆ飲のみに入って手で運ばれてきた。

　抹まつ茶ちや色いろの湯飲みの中で揺れているカスタードプディングを正純が眺ながめていると、隣となりのナイトがしみじみとした口く調ちようでこう言った。

「……ナイちゃん思うに、この店、湯飲みしか無いのかな」

「丼どんぶりの方が良かったかね？　Witch」

　……実はコレは手の込んだ嫌いやがらせじゃないだろうか。

　正純はそう思いつつ、息をつくために、プディングと共に来た湯飲みの中身を煽あおった。

　カラメルであった。
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「……!!」

　反射的に吹くと、ジョンソンが慌あわてて伏せて退たい避ひする。こちらもハンカチで咳せきを拭ぬぐい、

「ぬあああ！　げ、激げき甘あま!!　死ぬかと思った!!」

「あ、ナイちゃん気付いてたけど言わなくて正解？　面白かったし」

「言えよ！　というか何でなみなみ入ってるんだよ!?　麦むぎ茶ちやかと思ったのに！」

「英国イギリスに麦茶があるわけないじゃないかMate。そそっかしいねYouは」

　張り倒してやろうかと思ったが、こちらの不ふ注意であるのは確かだ。カウンターではウオルシンガムが大きめの湯ゆ飲のみに酢す飯めしを詰めて鉄てつ火か丼どんパフェらしきものを創そう造ぞうし始めているが、なるべくなら完成前まえに話を終えたい。

　……ともあれまあ、向こうからの情報を得たから、次はこちらから、か。

　スプーンで湯飲みをつつきながら、正まさ純ずみは何を情報取とり引ひきのカードにしようか考える。

　そして、わずかな思し考こうの間を置いてから、

「そちらの情報を受ける形で言おう。──武蔵むさしの今後の航こう路ろとしては、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の改派プロテスタント領りよう邦ほうを回るつもりだった」

「──何な故ぜかね？」

　……そう来たか。

　ジョンソンは、自分達たちの情報を一度限かぎりしか言わない。しかし、こちらの情報に対しては、更さらに奥を得ようと突っ込んでくる。

　上う手まいやり方だ。

　だから正純は、取引が必要であるということを示すための言葉を送る。

「何か面白い話を聞かせて貰もらいたいものだ」

　等とう価か交こう換かんだ。ゆえに、ふむ、とジョンソンが腕を組み、表示枠サインフレームを開いた。鍵けん盤ばんを手で叩たたきはしない。手はフリーのまま、足あし下もと、足あし指ゆびの動きと、靴くつに仕込まれた活かつ版ぱん鍵盤がそれを代だい理りする。

　情報の公開許きよ可かなどを、本ほん国ごくと遣やり取りしているのだろう、と正純は思った。
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　英国側がわの実況通信チヤツトは大だい盛せい況きようだった。

・薬詩人：『聞いたかMateども！　武蔵の副ふく会長が面白い話を所しよ望もうだぞ!!　ハイStart！』

・御　鞠：『ああ、うちの二番目めの子がマセガキでさあ、修しゆう学がく旅行がインドなんだけど、自由行こう動どうで上うえ野の系けい割かつ礼れい神しんを参さん拝ぱいしようとしててさあ。面めん倒どうだから旅行行いく前に執行人エクセキユーシヨナー手て配はいしてやったよ、スプラッター系の。夜に窓まど突つき破って飛び込んだら悲鳴あげてやんの』

・水泳男：『そ、それ、どう考えても痛い話か可哀かわい想そうな話であります！』

・琴人魚：『でも、男の人って面めん倒どうですよね。……私達、人魚の女子達ってよく岩いわ場ばに上がって一ひと休やすみしたり、日焼けサロンしてるんですけど、ほら、絵とかでそういうシーン描かれたりしてますよね。で、男の子が、私達に近づこうとして岩場に上がろうとするんですけど、ほら、脚あしがないから手を付いて岩場に上がるわけでしょ？

　そのとき、人じん体たい工学的てきに思い切り腰のあたりを岩場にゴッとやっちゃうわけですよ。波が引いてるときならいいけど、寄せてるときはダメージ二倍で。それで一いつ瞬しゆんマジ顔になって海に落ちていくの、結けつ構こうあるんですよね』

・御　鞠：『ああ、たまに海に男おとこ人魚がプカプカ浮いてるのってソレか！　一度救すくい上げたらオネエ言葉だったから次から救わないんだけど、そういうことだったのかあ、へえ……』

・眼　鏡：『何だか望まない方向に行ってない？』
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　ジョンソンが表示枠サインフレームを閉じるのを、正まさ純ずみは見た。何か大事な話をしていたらしい。そしてジョンソンは静かに、やや前のめりになって、

「コンセンサスを確かく認にんしよう、Mate。今の世界情じよう勢せい、……武蔵むさしがIZUMOに来てから、各国はどのような動きを取っているように見える？」

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国の話から、でいいか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と相手が頷うなずいたので、正純は会話の意い図とを理解した。コンセンサスを確認、という名目で、M. H. R. R.の情報と、武蔵側がわの情報を交換しようと言うのだ。

　これから話すことは、既すでにお互いが理解している周しゆう知ちの事実。そんな腹はら芸げいだ。

　ならば、と、正純は、始まりだけでも、コンセンサス確認にしようと思い、実際に知っている情報を羅ら列れつする。

　……M. H. R. R.かあ。

　このところの授業内ない容ようは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズかM. H. R. R.ばかりだ。旬しゆんとも言える内容を、御ご高こう説せつのノリで正純は告げていく。

「──独逸ドイツだな」
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　そう。

「M. H. R. R.は、ローマ帝てい国こくが滅ほろびた後、混こん乱らん状態にあった欧おう州しゆうをまとめたカール大たい帝ていが作った〝カールの帝国〟を基き盤ばんとしている。

　カール大帝の死後、その国が三つに分ぶん裂れつし、現在の六護式仏蘭西、K. P. A. Italia、M. H. R. R.の三国になったわけだ」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　ジョンソンが頷うなずき、欧おう州しゆうの地図を表ひよう示じした。そこに映るのは、仏ふつ、独どく、伊いの三国だ。

　正まさ純ずみは、その三国の図を見ながら、

「この三国は、覇は権けんを争い続けている。

　初期において、優ゆう位いだったのは教きよう皇こうのいるK. P. A. Italiaだ。

　何しろ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の神聖ローマ皇こう帝ていは、その皇帝位いを得る際、王おう権けん神しん授じゆのために教皇の認にん知ちを必要としたし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはその広大な国土をまとめるのに教きよう譜ふによるネットワークを必ひつ須すとしたからな」

　だが、という言葉の先を、ナイトが告げた。彼女は、ややつまらなそうな口く調ちようで、

「時代を経て国こく力りよくが付くと、M. H. R. R.の神聖ローマ皇帝は、自分の身み分ぶんを小しよう国こくの教皇に左右されるのを厭いとうようになったんだよね。何しろ、M. H. R. R.という国を構成する各領りよう邦ほう、──まあ、極きよく東とうにおける各県としての〝国〟が、独立しようと躍やつ起きになっててね。

　皇帝は、皇帝の地位で各かく領邦を押さえ込もうとするけど、教皇にソレを見み透すかされて、皇帝権の認知に対していろいろな取引を要求されるようにもなっちゃってさ」

　だけど、とナイトが言うのを正まさ純ずみは聞いた。

「だけどさ、その駆かけ引きが長く続いた結果、M. H. R. R.は各領邦が力をつけちゃってね。

　結局、神聖ローマ皇帝は、各領邦の代表が〝選せん帝てい侯こう〟となって、自分達たち、各領邦代だい表ひようの中から選挙で決めるようになったんだよね。

　そして、選挙によって神聖ローマ皇帝の任にん命めいには教皇を必要としなくなったんだけど、そんな皇帝、権けん威いも何も無いじゃん？　逆に、皇帝となったら多国間かんの戦争などに常に出ることを要求されるし、外がい交こうやら各領邦への援助で疲ひ弊へいするわけ。

　だから、結局、有力家か系けいであるハプスブルク家が、皇帝を世せ襲しゆうするようになってるのが現状。そういうことだよね」

　ああ、と正純は頷うなずき、ジョンソンも首を縦に振った。

　そういうことだ。

　M. H. R. R.という名前は仰ぎよう々ぎようしく、そして欧おう州しゆうの歴史の始し祖そを名乗りもする。だが、

　……実際は、各領邦がせめぎあい、皇こう帝てい位いすら政治の駆け引きにする場所だ。

　今の、M. H. R. R.では皇帝位すら、〝代表〟という程度のものとなり、

「更さらには……」

　正純は言う。

「M. H. R. R.では宗しゆう教きよう改かい革かくが生じたわけだ。各領邦は、M. H. R. R.という国を構成するものでありながら、旧派カトリツクと改派プロテスタントに分かれて争い、今も三十年戦せん争そうをもってそれは続いている」

「そだね。流れにするとこんな感じ」

　とナイトが表示枠サインフレームで示す。


『M. H. R. R.神聖ローマ帝国の歴史』

・元は、ローマ帝てい国こく滅めつ亡ぼう後、カール大たい帝ていが平へい定ていした大たい国こく。後に三分ぶん割かつし、一つがM. H. R. R.。

[image: ]

・初期：皇こう帝てい権けんを教きよう皇こうに認にん知ちして貰もらっていたため、皇帝は教皇のいいなりだった。

[image: ]

・中期：皇帝は選せん帝てい侯こうの選挙で選ばれるようになり、皇帝の権けん威いは失しつ墜つい。世せ襲しゆう化かする。

[image: ]

・現在：宗教改かい革かくで各かく領りよう邦ほうが旧派カトリツク改派プロテスタントに分かれ、闘とう争そう中ちゆう。

　帝位いはハプスブルク家が世襲化。






　ナイトが書いたものに頷うなずく動きで、正まさ純ずみは湯ゆ飲のみにスプーンを深く差した。

　見れば、ウオルシンガムが持ち帰り用のものを紙かみ箱ばこに入れている。サービスは行き届いているな、と正純は心の中で両の拳こぶしを握り、こう告げた。

「──羽は柴しばは、そのようなM. H. R. R.の状況を上う手まく利用したわけだ」
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　……疲ひ弊へいしたM. H. R. R.に、羽柴は巧うまく取り入ったのだよな。

　そう思いつつ、正純は、スプーンの先で、ジョンソンが表ひよう示じしていたM. H. R. R.の東側を軽く示す。そしてスプーンの先せん端たんを、ゆっくりと南のK. P. A. Italia側へと運び、

「まず、M. H. R. R.の羽柴は、国こく内ない旧派と組んで、K. P. A. Italiaへの侵しん攻こうの準備を開始した。国内旧派をまとめるのは、本来ならば神しん聖せいローマ皇帝ルドルフ二世総そう長ちようだが……」

　横のナイトに視線を送ると、ナイトが首を下に振った。

「〝狂人ヴアージンニンガー〟ルドルフ二世は、今は弟の生徒会長マティアスによって幽ゆう閉へいされて、そのマティアスがM. H. R. R.の実じつ権けんを握ってるんだよね。……まあ、ルドルフ二世が、政治よりも魔術テクノマギとか怪あやしい儀ぎ式しきに傾けい倒とうした人で、致いたし方かたなかったんだけど」

　眼がん前ぜんで、ジョンソンが静かな顔で頷いた。

「──その通りだMate」

　ジョンソンが頷いた。

「M. H. R. R.は、羽柴と、皇帝の弟であるマティアスによって支配されている」
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・薬詩人：『さてEveryone、ここまで見事に会談が進んでいるのだよ！　これは正まさしく書しよ記きとしての我が手しゆ練れん……！　さあ、賞しよう賛さんを頂こうかMates！　賞賛Please!!』

・女　王：『さっきから騒がしいぞ貴き様さまら。もっと静かにしろ』

・水泳男：『…………』

・琴人魚：『…………』

・御　鞠：『…………』

・印鑑子：『…………』

・女　王：『よしよし、で、ジョンソン、何してる？　──先日のゴールデンタマJr. の出しゆつ生せい祝いわいの返答は書いたのか？』

・薬詩人：『いえ、あのう……』
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　表示枠サインフレームを見るジョンソンの顔が、わずかに険けわしくなったのを正まさ純ずみは見逃さなかった。

　これから先は、コンセンサス以上のことを話すことになると、そういうことだろうか。だが、恐れていては話にならない。

　正純は隣となりのナイトをちらりと見てから、ジョンソンに向かって言葉を作る。

「羽は柴しばがM. H. R. R.神聖ローマ帝国に取り入ったのは、確かなことだ」

　だが、

「双そう方ほうが応じたのは、欧おう州しゆうの事情だけではないと私は思っている」

「それは、どういうことかな？　Lady」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずき、足あし下もとをスプーンで示した。

「極きよく東とう側の事情だ」

　足下にはIZUMOがあり、その下には、

「欧州にあるのは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだけではない。極東として重なる毛もう利り家けもある」

　そして正純は、改めて、ジョンソンの表ひよう示じする欧州地ち図ずをスプーンで示した。

「解わかっているのか？」

　言う。

「歴史再さい現げんにおいて、極東側では、近きん畿きにいた羽柴が中ちゆう国ごく地方への進しん軍ぐんを開始する。

　目的は西さい国ごく平へい定てい、まずは毛利を潰つぶすためだ。ゆえに、P. A. Oda、オスマンの羽柴が、極東側の歴史再現で乗り込んでくるというのは、M. H. R. R.にとっては避けられないことであり、聖せい連れん所しよ属ぞくのTsirhcツアーク系けい諸しよ国こくも警けい戒かいした。だから羽柴が尼あま子こ残ざん党とうの支援を始めたのを機会として──」

　だから、

「──M. H. R. R.のマティアス生徒会長は、一いつ計けいを案じたのだ。羽柴に対し、ムラサイ教きよう譜ふから旧派カトリツクへと改めるのであれば、同どう盟めいを結び、M. H. R. R.の構成に加える、と」

　それはつまり、

「羽柴を、敵ではなく、味み方かたとして、旧派と皇こう帝てい側に取り込もうとしたんだ」
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　羽は柴しばがM. H. R. R.神聖ローマ帝国と完全に合流したのは、二年ほど前のことだ。

　M. H. R. R.側がわからの申し出もだが、羽柴がその要求を飲んだことが、大だい事件となった。

　……M. H. R. R.の旧派カトリツクがオスマンの勢せい力りよくを改教したと、連れん日じつ、日につ刊かん瓦かわら版ばんなどでよく騒がれたものだったな。

　その事実を、素直に鵜う吞のみにする者はいない。

　だが、生じた事実と功こう績せきを、Tsirhcツアーク系けい諸しよ国こくは認めざるを得なかった。弱じやく体たい化かしていたM. H. R. R.が、P. A. Odaという莫ばく大だいな力の後ろ盾だてを得たことと、オスマンに繫つながる羽柴が、もはや欧おう州しゆうに乗り込んできてしまった事実も含みで、だ。

　M. H. R. R.側にとっても、いつ羽柴がP. A. Odaのムラサイ側に復ふつ帰きして、一気にM. H. R. R.を滅ほろぼすかも解わからない。場合によっては、

　……羽柴がM. H. R. R.を乗っ取って治める事じ態たいにもなりかねない。

　その駆かけ引きの窓口は神しん聖せいローマ皇こう帝ていの弟、マティアスであり、

「今のところ、マティアスは、賭かけに勝っていると言える。無む論ろん、羽柴も、ルドルフ二世とマティアスの出身領りよう邦ほう、オーストリアを治めるハプスブルク家を襲しゆう名めいし、……極きよく東とう側では、羽柴の手によって播磨はりまの姫ひめ路じ城じようが無む血けつ開かい城じようとなったしな」

　だから解る。M. H. R. R.が全ぜん領りよう空くうにおいて、武蔵むさしの航こう行こうを禁止するというのは、

　……M. H. R. R.にとって、国内の火ひ種だねを増やしたくないということか。

　武蔵は英国イギリスと同どう盟めいを結ぶことは出来なかったが、その協力と友ゆう好こうを得ている。

　英国は改派プロテスタントだ。その協力や、貿易物ぶつ資しを得た武蔵がM. H. R. R.に向かえば、当然、行く先は改派領邦が中心となるし、正まさ純ずみもそのように動こうと決めていた。

　そして、M. H. R. R.の改派領邦は北部に集中している。現在、南部から瀬せ戸と内ない海かい側のK. P. A. Italiaに侵しん攻こうをしようとしている羽柴達たちにとっては、武蔵が改派と協力すれば、自分達の背後が危険な状態となってしまう。

　……だから、……武蔵の航行を禁止する、か。

　極ごく秘ひ情報ゆえ、口にしてつぶやくことはない。だが、正純は、

・副会長：『ネシンバラ、M. H. R. R.の情じよう勢せいについて、昨さつ今こんの変化に絞しぼったものを送ってくれるか？』

　情報を得るために、仲間に言葉を送る。しかし、

「？」

　応答がない。
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　……え？

　数秒待まっても、実況通信チヤツトにネシンバラの〝未み熟じゆく者〟から返答がない。その事実に対し、こちらが何かを思うよりも、ナイトが、

「うん」

　箒ほうきを軽く抱きしめた。

　それだけの小さな行為だったが、正まさ純ずみは状況を悟さとった。

　……何か用心が要いりそうな空気があるということか。

　何かが起きている。

　だが、と正純は思った。ナイトがいるのだ、と。

　極きよく東とうでも有ゆう数すうの護ご衛えい。全ぜん世界を通しても、希け有うなレベルの魔女テクノヘクセンが横にいる。ならば、いざというときはどうとでもなるのだと、そう信じることにした。だから正純は席に着き直し、

「どうしたかね？　Mate」

　問うジョンソンの顔を、正純は見た。

　その口くち端はが軽く上がっているのに気づき、正純は今こそ、この会談の意味を理解した。

「ジョンソン」

　正純は、浅く眉まゆが立つのを自覚しながら、問いかけた。

「……M. H. R. R.神聖ローマ帝国は、武蔵むさしの領りよう土ど内航こう行こうを禁止する。その言葉の意味は解わかった。だが、一つ聞いてもいいだろうか？」

「何かね？　Mate」

　許きよ可かが出た。だから問う。

「……その情報。M. H. R. R.の事情について、何な故ぜ、英国イギリスが知ることが出来た？」

　疑問を放った先。ジョンソンが笑えみを濃くした。Ｔｅｓテスタメント．と彼は頷うなずきを作り、

「ようやく、本当のコンセンサスを確かく認にんする準備が出来たようだ。──Lady」

「……どういうことだ？」

　解らないのか？　とジョンソンが首を傾かしげた。

「──すぐに解ることになる。ほら」

　という言葉とともに、風が来た。午後の緩い風ではない。突とつ風ぷうだ。通りを突っ走る風は、振り向き見れば、一つの姿すがたを店みせ前まえの通りに飛ばしていた。

　見えた影、それは、宙で一いつ回転して通りの地面に滑すべりながらの姿し勢せい制せい御ぎよを行う、

「──二ふた代よか!?」
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　武蔵野むさしの艦かん橋きよう内部では、一つの動きが生じていた。

　鈴すずだ。椅い子すに深く、寝るように凭もたれていた彼女が不ふ意いに体を起こしたのだ。その動作に、〝武蔵野〟が頷うなずき、

「……先ほどから、IZUMO北部の市街にて、妙みような音が聞こえております。──以上」

「Ｊｕジヤツ……ｄジ．、そ、それも、だけど、あの」

　鈴が立ち上がり、迷ったような動きで、手を踊らせた。その方向は、初めは東で、次は南、東、北方向へと回り、

「あ、あの」

　眉まゆ尻じりを下げた顔で、鈴が言う。

「どうしよう……」







[image: 第七章『中立地帯の風巻き人』]
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　軽けい食しよく屋やからナイトと共に外に飛び出した正まさ純ずみは、二ふた代よを見た。

　二代は、砂の浮いた道路の上、後方宙ちゆう返がえりから低く着ちやく地ちした姿し勢せいをとっている。地面の上を数メートルを滑すべった彼女の姿すがたは、しかしこちらを気にすることなく、浅い上方を見ていた。

　彼女の視線の走る先、今、風かぜ巻まく通りでは、人々の驚きの声がする。

　……当然だ。

　正純は思う。ここは中立地ち帯たいで、戦せん闘とう行為は禁止の場所だ、と。しかし、既すでに二代は蜻蛉とんぼ切ぎりを抜いており、彼女の目が向く先には、

「敵か」

　いる。

　通りを構成する店並びの屋根の上。三階建ての料理店の上に、一組の男女がいる。

　距離にして約三十メートル。いるのは清しん武たけ田だの制服姿すがただ。

　二人組の内、片方は肌はだや髪かみの白い女で、もう一人は逆に浅あさ黒ぐろい肌の男だった。

　どちらも制服をラフに着き崩くずしていた。女は髪を風に踊らせ、男は猿さるのように身を低くし、しかしどちらも二代の方を見ている。

　正純の視線の先で、男が、眉まゆを立てた笑えみで言った。

「俺おれ達の初しよ撃げきを受け切るとはな」

　女も、笑みで言った。

「単なる初撃じゃあないの、あんた」

「流石さすがは武蔵むさし副ふく長ちよう、とか、言えよ」

「敵を褒ほめる役をどうしてあたしに振るんだい。不ふ意い打うちだわ威い力りよく的には普通の攻こう撃げきと代わりないわで大したことないじゃない。あたしとあんたにとってはいつもの攻撃。だから──」

「おう」

　男が、屋根の縁ふちで、しゃがみ込んだまま身を傾けた。落ちると言うよりも、こぼすような動きの動作は、しかし、二代を見たまま、

「いつも通りだ」

　瞬しゆん間かん。正純は目の前に風を見た。砂すな煙けむりを布の翻ひるがえりのように巻いてくるのは、

「名乗り遅れた。俺は、──〝要いらずの一番〟。こいつが二番だ」

　気付くと、眼がん前ぜんにいきなり敵がいた。今、遠くの屋根からこぼれていた筈はずの男だ。

　……は!?

　屋根上うえからここまで約三十メートル。男が、二代の方を見ていたのに気を取られた。

　名乗った男の一刀。腰こし後うしろから放たれる分ぶ厚あつい刃やいばの一いち撃げきに、正純は動けず、

「……っ！」
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　正まさ純ずみが耳に響ひびきとして得たのは、金きん属ぞく音おんだった。

　そして目に見えたのは、金と黒の色だった。

　更さらには届いた声は、

「危のう御ご座ざる」

「危ないよん」

　敵と己おのれの間に、全ぜん開かい状態の六枚翼よくと、黒の髪かみがある。

　ナイトと二ふた代よだ。
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　ナイトは、二代と正純の間に入った状態で、内ない心しんの感かん嘆たんを得た。

　……へえ──。

〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟を出す暇ひまはなかった。だから箒ほうきを防ぼう護ご術じゆつ式しきの再さい生せい展開で盾たてとし、それで敵の攻こう撃げきを受けようとしたのだ。だがそれより早く二代が、

　……前に割り込んで来られるんだ。

　ナイトが、改めて副ふく長ちようという言葉の意味を思うなり、眼がん前ぜんで風がもう一度生しようじた。

　巻く砂すな煙けむりが路ろ上じように昇のぼり、一いつ瞬しゆんで、敵が二十メートルほどの向こう。通りの家か屋おくの屋根上うえに移動する。そして白の女と、浅あさ黒ぐろい男の二人は、軽くステップを踏んで屋根に着ちやく地ちした。

　悠ゆう々ゆうしてるなあ、というのがナイトの感想だ。

　対し、こちらの眼がん前ぜんで、二代が構えていた蜻蛉とんぼ切ぎりを脇に直した。

「──正純を連れて下がっておられよ、ナイト殿どの」

　振り向かぬままの、二代の声がした。

「護ご衛えいの仕事とは、あらゆる騒そう動どうから対たい象しようを遠ざけること。──ここは拙せつ者しやが担当するで御座る。貴き殿でんは正純を連れて遠ざかられよ」

　大だい丈じよう夫ぶ？　と聞こうとして、やめた。二代は自分よりも上じよう位いの役やく職しよくだ。自分が心配したところでどうしようもない。逆に言うべきは、

「やりすぎないようにしないと駄だ目めだよ？　何かちょっとカリカリしてるし」

「そう見えるで御座るか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──もう角つのが一いち段階目めまで立ってるし。何かあったの？」

　Ｊｕｄ．、と二代が頷うなずいた。彼女は、スカートから小さな冊さつ子しを取り出し、

「拙者、IZUMOにて、昨さつ今こん噂うわさのシュークリーム店で食いまくろうと思って御座ったが」

「ああ、茶さ道どうにならって〝しゅー道〟って店だっけ。店名もうチョイどうかすべきだよね」

「……ところが行ったら先の客で品切れとかで、拙者、プリプリして御座ったのだが、そこにいきなり攻こう撃げきを仕掛けられて御ご座ざってなあ」

　あら？　と、屋根上うえの女、〝要いらずの二番〟が首を傾かしげた。彼女は脇から紙かみ袋ぶくろを出し、中から大おお振ぶりのシュークリームを取り出すと、

「これかい？　調子に乗って二十個くらい買ったんだけど」

　ナイトは二ふた代よの角つの型がた髪かみ留どめが、二段階目めまで立ち上がったのを見た。ああ、こりゃあヤバいかなあ、と思いつつ、しかし、自分には危き害がいこないからいっか、とも思う。ゆえに、

「──任せた」

「……Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　と、二代が前へ跳んだ瞬しゆん間かんだ。

　こちらの頭上を横切った影が、一つある。高い位置を、身を捻ひねって姿し勢せい制せい御ぎよで飛ぶのは、

「──バラやん!?」

　ネシンバラだった。





●






　ネシンバラは戦せん闘とう中だった。

　戦闘に至るいきさつは簡単だ。

　……買った本を道を歩きながら読んでたら、いきなり殴なぐりかかられるとはねー。

　物ぶつ騒そうな話だよね、と思うが、その打だ撃げき力りよくが道に置いてあったベンチを容易たやすく破は壊かいするほどとなると厄やつ介かいだ。相手は二人組で、その内うち一人が今まさに、

「──さあ!!」

　鋭い掛け声をもって、宙にいるこちらを跳び追って来た。

　女だった。羽は根ね飾かざりの付いた極きよく東とう女子制せい服ふくを臍へそ出だしで着込んだ、踊り子姿すがたの女だ。

　跳ちよう躍やくの位置が高い。術じゆつ式しきではなく体たい術じゆつだとネシンバラが見切った瞬しゆん間かん。

「〝要らずの七番〟、……行くよ！」

　濃い化け粧しようをした笑えみの目がこちらを見み据すえ、手に持つ武ぶ器きが振られてきた。

　……鉄てつ扇せん！

　ファーのついた、一枚一枚は剣としても使える長ちよう大だいな鉄扇だ。振り回し易いよう、基き部ぶについたサイドグリップを女は握り、

「……はい、さ!!」

　花開くように、扇おうぎが展開し、刃やいばが順じゆん次じ突っ走ってきた。ネシンバラは、

「しつこい……!!」

《風が乱れ、その身は足あし下もとをすくわれるように下に落ちた。》

　空中での軌き道どうを一段下したに落とす。

　刃が頭上を抜け、女は反はん撃げきを恐れてか、回り広がる刃の上へと身を回した。

　ネシンバラは頭上の敵に対して何もしない。何な故ぜならば、

　……状況確かく認にんが必要だ……！

　眼がん下かを行き過ぎる通りの上では、二ふた代よがやはり敵と思える二人組と戦せん闘とうしており、ナイトが正まさ純ずみと共に近くの軽けい食しよく屋やに退たい避ひする動きを取っている。更さらには自分と〝七番〟の女が跳ちよう躍やくした向かいの屋根上うえからは、

「さっきいきなり殴なぐりかかってきた二人目か……！」

「〝要いらずの三番〟に御ご座ざいます……！」

　極きよく東とう制服を僧そう侶りよ姿すがたに改かい造ぞうして着込むのは、鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの中年だった。

　大きな体たい軀くだ。巨きよ人じん族ぞくに比ひ肩けんする身長は四メートルを超える。だが、その身は、踏み台にした向かいの家か屋おくの屋根を軽くたわませただけで、

「いざ……！」

　通りを飛び越える高い跳躍と同時に、〝三番〟の鬼僧侶が右腕を突き込んできた。

　だが、彼ひ我がの距離は十メートルほど開いている。〝三番〟が巨きよ軀くであり、跳躍が高くとも、その拳こぶしがこちらに届く距離ではない。

　しかし〝三番〟は、赤黒の腕を捻ひねり、叫びを放った。

「説せつ教きよう砲ほう!!」

　巨大な腕に彫ほられた文字と図形の入れ墨ずみが、腕の捻りで配はい列れつと模も様ようを変える。それは一いつ瞬しゆんで腕を包むように護ご摩ま段だん型がたの紋もん章しよう陣じんを展開。掌てのひらに〝喝かつ〟の流体字じ弾だんを形けい成せいした。

[image: ]

　……マジ!?

　ネシンバラは理解する。上空にて扇せん子すを広げた〝七番〟の女は、こちらの攻撃を予期して鉄てつ扇せん盾たての上に身を位置したのではない。この僧侶の一いち撃げきから、余よ波はを受けぬようにするためだ。

　砲ほう撃げきされた。

「喝……!!」
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　砲撃によって十数メートルに渡る大気が弾はじけ、涼すずしい、とも言える破は裂れつが生じた。

〝七番〟の女が、広がる大気の波に対し、

「やった!?」

　鉄扇の上に立ち、踏み込むようにして上下一八〇度のフリップを決める。だが、

《その身は、一いつ直線に落下していた。》

　彼女らの獲え物ものは、二階屋の藁わら葺ぶき屋根に尻しり餅もち姿し勢せいで落ちかけ、

《激げき突とつ直前。身を丸めて姿勢を直す。》

《急ぐ動きだ。だが──。》

《間に合った。》

「うわあ汚きたない！　汚いよあの作家志し望ぼう！　ケツから落ちなよ!?」

　扇子を閉じ、二つ隣となりの屋根に着ちやく地ちした〝七番〟の言葉に対し、獲え物ものが叫び返す。

「手が早いって言ってくれない？　大体、何でいきなり襲おそいかかってくるんだよ？」

　その言葉に、〝七番〟の横に降り立った僧そう侶りよの鬼き族ぞくが叫んだ。彼は獲物を指さし、

「貴き様さまの不ふ道どう徳とくな根こん性じよう、叩たたき直す必要が御ご座ざいます！」

「不道徳って？」

「その手に持っている本は何で御座いますかあ──!?」
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　これ？　と、ネシンバラは、書店で買ったまま持っていた本を掲かかげた。

「別に、フツーの小説系けい草そう紙しだろ？　現代アレンジ版の平へい家け物語・覚かく醒せい編。

　ちょっとばかり〝我が右の腕かいなの荒すさみたる、いとこわき〟とか〝とく飲み干ほされよ我が草くさ薙なぎの剣つるぎ〟とかあるけど、内容は至ってフツーだよ？」

「フツー!?　フツーの小説の登場人じん物ぶつの名前に〝冥めい〟とか〝斬ざん〟とか〝王〟とか〝羅ら〟とか付きますか馬ば鹿か者もの!!　必ひつ殺さつ技わざでも〝獄ごく〟とか〝刹せつ〟とか〝インパクト〟とかつくようなそんなものを、往おう来らいで歩き読みながら「今回、乳ち首くび券けん無なしかあ」とは何事ですか!?　大だい体たい乳首券など、都市伝でん説せつに過ぎないことをしたり顔で！」

・眼　鏡：『……何？　まだ君そういう痛いの読んでるの？　まさか書いてもないよね？』

「う、うるさいな、混こん神しんするなよ！　ええと、あのだねえ──」

　ネシンバラは、鬼おに僧そう侶りよの方を指さした。面めん倒どうだなあ、と思いながら、

「──確かにこっちは〝鬼おに切きり丸まる〟とか〝三種の神じん器ぎ〟とか大だい好こう物ぶつだよ悪かったね！　でも、どうせアンタなんか〝十代前ぜん半はんの閉へい塞さ的てきな思いを綴つづった名作〟とか〝どうして僕は他人と理解し合えないんだろう〟とか、そんなの読んで、〝僕達は傷つけ合う繊せん細さいな存在なんだ〟とか、そんな神しん経けい図ず太ぶといこと言ってんだろ!?　そういう和わ歌かとか作っちゃってんだろ!?」

「はあ!?　悪いで御ご座ざいますかあ──!?」

「ほ、本気で開き直る痛いオッサンがここに!!」

　いいではありませんか！　と鬼僧侶が拳こぶしを握って空に叫んだ。

「万まん葉よう和歌など、乙女おとめが恋によって打ちひしがれ、手の届かぬ人を想って屋や敷しきの近くに行ってみたり、泣き濡ぬれるので御座います！　嗚呼ああ、この儚はかなさ！　一ひと言ことで何と言いますか!?」

「ストーカーだろどう考えても」

　言った傍そばから説せつ教きよう砲ほう撃げきが飛んできた。

「うわ！」

　慌あわてて回かい避ひするが、飛ひ来らいする流体砲ほうは一発ではない。砲撃の右腕とは別に、鬼僧侶が引くように捻ひねった左腕には、絡むような大おお数珠じゆず型の流体紋もん章しよう陣じんが組まれていく。それは、

「……数珠型の流体給きゆう弾だんか!?」

「見て解わからぬとは、想そう像ぞう力りよくの足りぬゆとり武ぶ将しようで御座いますな……！」

　喝かつ撃げきの連れん射しやが来た。それも圧あつ倒とう的てきな密みつ度どで、だ。

　下がるも左右も間に合わない。あるとしたら、

《その身は、風に乗って跳ちよう躍やくした。》

　真ま上うえに跳ぶ。それも、大きく跳ね飛ばすような大跳躍だ。その動きによってネシンバラは宙へと身を躍おどらせるが、

「──作家志し望ぼう者しやの想像力は、そんなもの？」

　こちらよりも高い位置に、〝七番〟が来ていた。

　……しまった！

　砲撃を隠かくれ蓑みのに。更さらには、鬼僧侶の背を蹴けって、その身の陰からこちらの頭上に跳んできたのだろう。既すでに鉄てつ扇せんは頭上に構えられており、

「一番手て柄がらを貰もらうよ……！」
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　二ふた代よは、敵てき二人組ぐみと交戦を行っていた。

　背後。ナイトは既に正まさ純ずみと共に軽けい食しよく屋やの中に退たい避ひしている。敵の動きが遭そう遇ぐう戦せんのものではないため、狙そ撃げき準備の恐れもあるとして、すぐに飛び立つのは危険だという判はん断だんだ。

　万まんが一いちの時には裏うら口ぐちから空へ飛び立つだろうが、それもこれも、

「拙せつ者しやの出来次し第だいに御ご座ざるな！」

　今、敵は、町を飛んでいる。

　跳ちよう躍やくではない。風に乗り、通りの中も、屋根の上も、そして宙をも自じ在ざいに行くのだ。

　風だ。

　突とつ撃げきしてきたかと思えば、瞬しゆん時じにこちらの背後に回り込み、そのまま数すう回転をもこなす。行きも戻りも速度の停てい滞たいはなく、ただ時とき折おりに、風同どう様ようの、たわむような揺らぎを見せる。

　その動きは、水平からだけではなく、屋根の上や、逆に下からも抉えぐるように来るものだ。

　だから二ふた代よも、町を縦じゆう横おうに突っ走った。

　アルマダ戦の際、誾ぎんを相手にほぼ半はん壊かいした蜻蛉とんぼ切ぎりの補ほ修しゆうは、完全ではない。伸しん縮しゆくは三段階で、最大展てん開かい時じの長さも半分になっている。

　だが、小こ回まわりが利く。特に伸しん縮しゆく機き構こうによるショートジャンプの連続が可能で、

「……！」

　二代は壁を駆かけ上がり、屋根に回って突っ走り、軒のきを踏んで更さらに高い屋根や、通り向かいの屋根に飛ぶ。勢い任せとも言える速度の疾しつ走そうは、バランスを蜻蛉切で補ほ正せいすることによって壁を垂すい直ちよくに昇のぼる動きや、水平に突っ走る流れを与えてくれる。

　縦じゆう横おう無む尽じん。

　風かぜ巻まく敵を追い、宙で回り込み合う。が、短たん刀とうで攻こう撃げきしてくる〝一番〟の男もだが、〝二番〟の女の方も、こちらの背はい後ごを取ろうとしてくる。この動きは、

　……剣けん士しの動きではないで御座るな！

　剣けん術じゆつというものを修めるサムライ型の近接武術師ストライクフオーサーは、正面からの相あい対たいを好むクセがある。剣術自じ体たいが、敵と正面から斬きり合うことを前ぜん提ていとしているためだ。

　しかし、この相手は違う。率そつ先せんして背後狙ねらいなのは、

　……暗あん殺さつ用ようの術。

　ならば、この相手は、

「──ニンジャに御座るか!?」
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　二代は、己おのれの問いに答えが無いことを悟さとった。

　ただあるのは、自分が敵を追って三階建ての建物の上を突っ走っている事実と、こちらに振り返った〝二番〟の女が、一いつ瞬しゆんだけ笑ったことだった。

　その笑えみは、追つい走そうするこちらを完全に捉すえており、

　……来る……！

　二ふた代よがそう思ったなり、〝二番〟の笑えみが完全に釣つり上がった。

「お行き、あんた」

　女の手が、〝一番〟の背を叩たたいた。

　服よりも肉を叩く分ぶ厚あつい音が聞こえたなり、〝一番〟の姿すがたが消えた。

　風に乗ったのだ、ということは解わかる。今まで幾いく度どもあったことだ。だが、そこから先が違った。今まで彼らは二人同どう時じに移動していたのだが、

　……前後からの挟きよう撃げきに御ご座ざるか!?

　その通りだというように、後ろに気け配はいが来た。

　背後が危険だ。そちらに〝一番〟が回り込もうとしている。しかし、

「こんなんどう？」

〝二番〟が、脇に抱えた紙かみ袋ぶくろから、大量のナイフを摑つかみ抜いた。

　同時に、背後で〝一番〟の動く気配がある。

　そしてナイフが投じられた。投げ刺す動きではない。ばらまかれ、とりとめもなく放られて来る軌き道どうだ。弾はじき返そうにも、こちらを狙ねらっていない分だけ軌道が読みにくい。

　前後の敵と、ナイフの群と、それらに対する判はん断だんとして、

「……っ！」

　二代は追つい走そうから一転。左へと直角に跳んだ。

　ばらまかれたナイフから己おのれを外し、挟撃を逃れる動作だ。だが、

　……ついてくるで御座るか!?

　背後に回り込んでいた〝一番〟の足音が、身を一いち旋せん回かいさせ、回り込む軌道を追加していた。それはまるで、こちらと背せ中なか合わせになるような状態を狙ったものだ。

　こちらから攻撃は出来ない位置だが、〝一番〟が右手に持つ逆さか手て握にぎりの短たん刀とうは、無む駄だのない動きでこちらの左腹はらへと突き込まれてきている。

　左には動けない。ゆえに瞬しゆん時じの判断として、二代は蜻蛉とんぼ切ぎりを右脇わきに挟み、中央から前後へと瞬時伸しん張ちようさせた。

「行け!!」

『御ご了りよう解かい──』

　前後方向。左背後の〝一番〟には石いし突づきを。右前方の〝二番〟には穂ほ先さきをぶち込む。

　放った。

　対し、左背後の動きが先に生じた。至し近きんであるため、〝一番〟が短刀を捨て、軽くした身をスピンさせて距離を開けたのだ。足音も高く跳ねた動きには、笑いを含んだ声もついていた。

「危ないな……!!」

　正確に、石突きが伸びた距離を下がった〝一番〟に対し、しかし二代は違い和わ感かんを得た。

　……今のは……!?

　敵に対し、二ふた代よは妙みようを感じた。

　否いな、この違い和わ感かんは、今の一いつ瞬しゆんだけではなく、ここ数すう瞬しゆんの〝一番〟に対して得ている。ここまで戦せん闘とうしてきた彼と、今の彼について、何か違うものがある、と。

　しかしそれが何であるかに気付くより早く、右みぎ正面で、

「……く！」

　蜻蛉とんぼ切ぎりの穂ほ先さきが、〝二番〟の胸を刺さし貫つらぬいていた。

　ナイフを放り投げた挙きよ動どうが隙すきとなった。

　右胸むねを抉えぐるように、蜻蛉切の穂先が直ちよく撃げきする。

　突き刺さる。

　同時に、背後から〝一番〟の声が、驚きの色をもって届いてきた。

「〝二番〟……!!」

〝二番〟を確かに仕し留とめたのだ。
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「貴き様さまあ……！」

　という〝一番〟の声を、二代は背後に聞いた。

　手には、やや硬く、しかし軽い〝二番〟の手て応ごたえが来ている。

　そして、胸に穂先を受けた〝二番〟が身体からだを前に折ると同時。全ての音を搔かき消すような〝一番〟の声が響ひびいた。背後、屋根を踏む足音が大きく鳴り、

「この野や郎ろう……!!」

　来る、と二代は思った。〝二番〟は仕し留とめた。だから次は、〝一番〟だ、とも。

　そのためにも、振り向き、石いし突づきを収めて迎げい撃げきするか、回かい避ひ運動に入るかしなければならない。だが、

　……何で御ご座ざるか？

　先ほどから〝一番〟の挙きよ動どうにつきまとう違和感に対し、二代は疑問を持った。

　何かがおかしい。その思いは、〝一番〟が何かをするたびに確信に変わっていく。接せつ敵てきしてからこれまでの彼と、今の彼には、小さいながらも明確な差があり、

　……おかしい！

　何だか解わからないが、何かがある。それが解かれぬまま、〝一番〟との戦せん闘とうを開始するのは危険だ。だから二代は、一つの答えを出した。

「──貴様の相手はまだで御座る!!」

　背後の〝一番〟に対し、背を向けたまま前に跳んだ。

　逃げたのだ。
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　二ふた代よは、〝二番〟を前に貫つらぬき吹き飛ばすように、右前方へと跳ちよう躍やくした。

〝一番〟との距離を一いつ瞬しゆんで開けた。

　そして屋根を踏めば、軋きしみと足音が確かに鳴り、

　……これは──。

　違い和わ感かんの正しよう体たいを二代は理解した。が、それと同じタイミングで、動くものがあった。

〝二番〟だ。

　穂ほ先さきに貫かれ、動かなくなっていた女が、不ふ意いにこう言ったのだ。

「バレたね」

　仕し留とめられてはいない。そんな言葉と同時に、〝二番〟の身体からだが跳ね上がった。

　生きている。

　彼女の身体の動きは、しかしそこで止まらない。

　……何!?

　それは、人ではなかった。

　蜻蛉とんぼ切ぎりに貫かれた部分から、女は、渦うず巻まく水のように全身の形を変えて己おのれを捩よじり、

「ほ」

　半なかば破は裂れつする袋ふくろのように、広がる煙のように、そしてこちらを捕ほ獲かくする蜘く蛛ものように形を変えた。しかし全体としてはまだ人の形を不確かに遺のこしたまま、

「……いくよ……！」

　まるで巨きよ大だいな手を広げて包む動きで、〝二番〟の全身がこちらに襲おそいかかってくる。

　その動きと正体は何か。二代は眉まゆ根ねを詰めて結論した。

「──妖よう物ぶつに御ご座ざるか！」
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　二代は見る。風の妖物と化してこちらを包み込もうとする〝二番〟の向こう、蜻蛉切の穂先が突き飛ばしているものがある。

　白の刃やいばの先せん端たんが突いているのは、一本のナイフだ。

　先ほどこちらにばらまかれたのと同じもの。それが〝二番〟の背後にある意味は今なら解わかる。

　……偽にせの手て応ごたえを与えるためで御座るな！

　この女は、風に関する妖物の類たぐいだ。重量はなく、刃は効かない。が、その能力の最たるものは、ものを己おのれに乗せて包み運ぶことで、本来は〝一番〟の補ほ助じよ役やくなのだろう。

　今こそ二代は理り解かいした。先ほど〝一番〟に感じた違和感の原因は、足音の発生だったと。

　接せつ敵てきからこれまで、一いつ切さい無かった足音が急に生まれたのは二人が前後に分かれたからだ。だが、風である女に足音がないことを誤ご魔ま化かすために、〝一番〟はわざと大きく足音をたてて動いた。

　ナイフをばらまいたのは偽にせの手て応ごたえを作るためで、女に穂ほ先さきが刺さったときに〝一番〟が大きく叫んだのも、突とつ音おんが無いのを誤魔化すためだ。

〝二番〟を仕し留とめたと錯さつ覚かくさせ、〝一番〟にこちらが振り返ったとき、背後から〝二番〟が平へい然ぜんと襲おそう。

　そういう手て順じゆんだったのだろう。

　だが二ふた代よは、迷いはしたものの、踊らなかった。迷ったならば前に出ろと、

　……そう、父ちち上うえが、教えてくれたものに御ご座ざる……！

　かつてのことを二代は思い出す。

　父はよく、鹿か角づのが[image: ]しかる気け配はいで近づいてきたとき、素早く後方に下がって行ったものだ。

　あれは「迷ってねえ！　迷ってねえから下がっていいんだかんね！」とのことだったが、鹿角様さまもマジ顔で加か速そくするだけなのであまり意味はなかったのでは無かろうか。

　ともあれ二代は、敵への対たい処しよを考えた。

　敵は風のようなもので、とらえどころがない。刃やいばは刺さらないから、蜻蛉とんぼ切ぎりの割かつ断だん能力も効果が薄いだろう。

　しかも不ふ覚かくなことに、こちらは前に出ている。うっかりだ。

　……拙せつ者しやとしたことが！

　このまま前に出て風に包まれたならば、恐らく、自分は吹っ飛ばされることになる。敵が用いた瞬しゆん速そくの移動術じゆつ、あの勢いで地面にでも叩たたきつけられる筈はずだ。

　それは避けたい。

「ならば」

　二代は左手を背後に回して振った。

　手て指ゆびが摑つかむのは、先さき程ほど〝一番〟が身を軽くするために手て放ばなした短たん刀とうだ。二代は、屋根に落ちようとしていたその刃やいばを指で挟み、わずかに肌はだを削そがれながらも〝二番〟に投じた。

　重めの鎧よろい通どおしが回転しながら飛ぶ相手、〝二番〟は風だ。

　風に刃は物ものは効かない。しかし、攻こう撃げきの意味がある場所は存在する。

「顔!!」
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　二代の視し界かいの中、〝二番〟の姿すがた形かたちは溶け崩くずれるように変わりつつある。

　だが、顔の造ぞう形けいは見えている。ならば、

　……妖よう物ぶつにしろ何にしろ、顔が有れば感覚器きがそこに集中している筈で御ご座ざろう！

　黒くろ藻もの獣けものや、精せい霊れい達と同じだ。だから目を狙ねらえば、刺さらずとも、刃の影で視し覚かくを奪うばえる。

　果たして、二代の投じた短たん刀とうに対し、

「……!?」

〝二番〟の動きにわずかな乱れが生じた。一いつ瞬しゆんのことだ。が、二ふた代よは見み逃のがさなかった。身を低くし、突っ走って身を横に振った。

　風の攻こう撃げきを回かい避ひする。横を通り抜ける。

　しかし、背後から〝一番〟が追って来た。先ほどよりも小さな、消えるような足音だった。

　後ろから追い来る足音が、通り過ぎる〝二番〟の宙から、ナイフをつかみ取った。〝二番〟が、穂ほ先さきで突かれた時、手て応ごたえを擬ぎ似じ的に作るために隠かくし持っていたナイフだ。

　それを〝一番〟が手に取る音が聞こえた瞬しゆん間かん。二代は動いた。

「……！」

　隙すきが御ご座ざる、と二代は判はん断だんした。

　ナイフを手に取った瞬間、身は上体を露あらわにする。だから半はん身みで振り向きざまに、二代は蜻蛉とんぼ切ぎりを収しゆう縮しゆくさせ、

「行け！」

〝二番〟を間に挟み、〝一番〟へと蜻蛉切の穂先をぶち込んだ。

　その筈はずだった。

　二代の半なかば振り返った視し界かいが見たのは、まず、午後の空と藁わらの屋根だった。

〝一番〟も〝二番〟もいない。

　あるのはただ、背後側がわ、こちらを追う足あし跡あとのように屋根に落ちているもの。それは、

　……靴くつに御座るか!?

　足音として聞こえていたのは、靴を脱ぎ捨て落とした音だった。

　敵は背後にいなかった。

　変わり身によって位置を偽ぎ装そうされた。更さらには、〝一番〟は、〝二番〟の風と共に足音を消してどこかへと移動している。

　……見事な切り替えの早さ！

　ならば来るのは、

「──背後！」

　腕の動きで、確かく認にん無しの穂先を二代は背へと回しぶち込んだ。手て応ごたえは、

「……とった!!」

　人を貫つらぬき、骨を抜き、肉が反動で重くなる柔らかさもある。柄つかを伝うように身を回して振り返り、二代は穂先を確かく認にんした。

　違った。穂先に貫かれているのは、〝一番〟ではなく、

「木き枝えだ!?」

　符ふを結びつけた細い木枝が、その中央を貫かれている。

　今度こそ本ほん物ものの、変わり身の術じゆつだ。

　……これが忍にん術じゆつに御ご座ざるか!!

　思うなり、背後に風が来た。

　蜻蛉とんぼ切ぎりは伸びきっている。そして穂ほ先さきには、人じん体たいの重さを持った符ふが刺さっている。

　攻こう撃げき手段は、無い。だから二ふた代よは、

「────」

　動いた。

　二代は、蜻蛉切から手を離し、背後から来る風に背から倒れ込んだのだ。
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「!?」

〝一番〟も〝二番〟も、二代の突然の動きに反応を戸と惑まどった。

　何しろ、攻撃の瞬しゆん間かんに、獲え物ものの方からこちらに飛び込んできたのだ。

　タイミングを外され、〝一番〟は頰ほおに濃い笑えみを得た。

　……やってくれる！

　背から追いついて襲おそうことが主体の忍にん者じやだ。それゆえ、背から飛び込んでくる敵の挙きよ動どうには戸惑いを得てしまった。相手はサムライだという、そんな思いがあったことは否いなめない。

　くそ、と己おのれを笑う間に、こちらの胸むな元もとへと、

「……っ」

　黒の髪かみが振れ、柔らかく踊った。

　二代の背が、こちらの胸に触れようとする。

　抱きかかえるように当たる、と思った瞬間。こちらを包んでいた〝二番〟がいきなり動いた。彼女はこちらを横に突き飛ばし、

「駄だ目めえ──!!」
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　背後の二人が、意味の解わからぬ〝二番〟の声とともに左右に分かれたのを、二代は悟さとった。

　直後に二代は右足を振り上げた。宙に放った状態の蜻蛉切の柄つかに足を掛け、

「結べ、蜻蛉切！」

　穂先の枝が二つに分かれて宙に散った。そして膝ひざを胸元に引けば、蜻蛉切が水平に勢い良く飛んできて、

「……！」

　下がるこちらの横を通り過ぎようとした〝一番〟が、蜻蛉切の下をくぐるために身をかがめ、逆に〝二番〟が風と化して蜻蛉切を乗り越えて行った。

　敵が見えた。

　今こそ敵を左右の前方に捉とらえている。上下位い置ちなども確定している。

　勝しよう機きだ。

　しかし二ふた代よは見る。〝一番〟と〝二番〟が、通り過ぎざまの視線を、こちらに強く放っているのを、だ。

　まだ、手を尽くしてなどいない。そういう視線だ。

　そのことに二代は、一つ、我われ知しらずの反応を得た。

　口くちの端はに、円えん弧この緩みが生まれたのだ。

　……凄すごいで御ご座ざるな！
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　二代は思う。どう考えても未み熟じゆく者の己おのれが、必ひつ死しにかいくぐって切り抜けているというのに、そんなものはまだまだ続けられると視線で伝える敵がいる、と。

　天晴あつぱれに御座る。

　ニンジャについては鹿か角づのから知識と、対たい手しゆ裏り剣けんなどの訓練で知っていたが、実じつ戦せんでここまで渡り合うのは初めてだ。先ほどの変わり身など、神肖動画アニメ〝過か疎そ忍にん者じやトットリ君〟でしか見たことないのに、やはり本物は凄い。

　この者達の攻こう撃げきを全て無む効こう化かすることが出来たならば、自分も、この者達と同等だと言っていいのだろうか。

　……否いな。

　相手はそれらの攻撃を長なが年ねんの訓練で編み出し、それに自分は乗っかっただけだ。作るのと利用するのでは、後者の方が圧あつ倒とう的てきに楽なことはよく解わかっている。

　ならば、嗚呼ああ、この者達に勝ったとしても、まだ敵かなわぬということに御座ろう。

　……だから面白う御座る。

　二代は蜻蛉とんぼ切ぎりを手に取り、身を低く縮めてから背後に跳んだ。

　通りの上を渡る空中。そこにて、果たして敵てき二人はまた身を重ねて追ってきて、

「──！」

　金属音おんが高く響ひびいた。
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　金属の高たか鳴なりが響いたとき、ネシンバラがまず得たものがある。それは、こちらの胸を軽く押す手の柔らかさだった。

　続いて目に見えたのは、わずかに色の濃い肌はだと、牛うし角づののある黒くろ髪かみの頭と、そして腰と肩から提さげた、

　……四本刀とうの鬼き女じよ!?

　目を伏せたままの鬼おに武む者しや女おんなが、〝七番〟に向かって跳ちよう躍やくした。

　衣い装しようは飾り布を絡めた白の極きよく東とう制服。宙にて交差軌き道どうで抜ばつ刀とうされたのは、腰の二に刀とうだった。長ちよう大だい、と言っていい、刃は渡わたりだけで一メートル半はある刀かたなを、女は一いつ瞬しゆんで抜いた。

　広げるように振り上げられた二刀が、ほぼ同時に、空から降る〝七番〟の鉄てつ扇せん剣けんを迎げい撃げきした。

　火ひ花ばなが散り、

「……ち！」

　鬼女が交差の二刀を広げる動きによって、鉄扇剣が弾はじき飛ばされる。対する〝七番〟は舌した打うちを宙に捨て、

「厄やつ介かいな──」

　という言葉は続かなかった。宙にて、跳躍の頂点に位置した鬼の女が、二に撃げき目めを放ったからだった。

　……え？

　彼女に突き飛ばされたネシンバラは、離れた屋根に着ちやく地ちしながら、彼女の動きを見ていた。

　だが、理り解かい出来なかった。

　何な故ぜなら、女は、交差するように振り上げていた二刀からまず手を放し、肩の二刀を抜き放ち、そして空あいた肩かた鞘さやに、先の二刀を叩たたき込んで、

「逃げますか、下げ郎ろう」

　宙に盾たてとして広げられた鉄扇剣を、目を伏せたまま、振り下ろしの二刀が容易たやすく割った。

「く」

　真まっ直すぐ振り下ろされた二刀が、円えん弧こに広がった盾たての左右を切り落とす。その向こう、刃やいばの軌き道どうの間にいた〝七番〟は、眉まゆを立てて鉄扇の残ざん骸がいを鬼女に蹴けり飛ばした。

　当たる。その直前に、女は手から二刀を放した。まるで掌てのひらからこぼれ落ちるように回った二刀は腰の空き鞘に落ち、そのときにはもう肩の二刀が振り下ろされている。

　落下に入った一いち撃げきは、蹴りつけられた鉄扇を断ち割り、眼がん下かにいる鬼おに僧そう侶りよへと向かい、

「さて。──ようやく一人目、ですね」

　……無む茶ちや苦く茶ちやだ！

　ネシンバラは口を広げ、連れん撃げきを放つ女を見た。僕の目の前に出てくる異い族ぞくの女って、何でスパルタンな連れん中ちゆうばかりかなあ、と思いながら。

　だが、二刀は揃そろって銀ぎん弧こを描えがき、しかし力としてはまっすぐ敵に向かい、

『──待て!!』

　音声素そ子しの声をもって、飛び込んできたものがあった。

　武ぶ神しんだ。
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　ネシンバラの背後の通りへとぶち込まれてきたのは、大量の風と、金属の部品のぶつかり合う音だ。

　そして地じ響ひびきと唸うなりを携たずさえて砂すな煙けむりの中に立っていたのは、一体の青い武ぶ神しんだった。

　女性型がたで飛ひ翔しよう器きつき。頭部に犬いぬ顔がおを模もした装そう甲こうをつけ、右腕うでで突き出した一いつ刀とうの先端には、

「敵が敵の味み方かたをするなら、──どちらとも相手になりますが？」

　白しろ装しよう束ぞくの鬼き女じよが、四本の刀を納のう刀とうした状態で立っている。

　だが、武神は飛翔器から陽かげ炎ろうを立てながら、動きを止めた。

　ネシンバラは、この武神を知っている。否いな、

　……あっちの鬼女も……。僕達たちに攻こう撃げきを仕掛けてきた連れん中ちゆうも、だ。

　まさか、という思いが心の中にあったが、これだけ揃そろえば確かく信しん出来る。

　……この連中は──。

　思うより先に、表示枠サインフレームが顔の横に展開した。ミチザネが慌あわてた動きで指し示すのは、

・銀　狼：『非常事じ態たいですわ！　IZUMO周囲の空の御ご確かく認にんを！』

　焦った、と思える短い言葉は、直すぐに続きを作ってきた。それは、

・銀　狼：『IZUMOを囲むように、各国の航こう空くう艦かん隊たいが集しゆう結けつしつつありますの！』







[image: 第八章『囲いの飛び込み者』]
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　正まさ純ずみは、ナイトとともに、軽けい食しよく屋やの屋根上うえから全てを見ていた。

　高い位置から見たIZUMOの街。周囲の通りや建物からは、先さき程ほどまで、通りに生じていた戦せん闘とうを疑問したり、煽あおる声が存在していた。

　だが今、周囲の風景にいる人々が生むのは、空に対する疑問詞しだ。誰だれも彼かれもが、あれは何だ、とか、どうなってんだ、という、疑ぎ念ねんや怯おびえの混じった言葉を空そら全体に放っている。

　そんな彼らの声につつかれるようにして、正純は空の全周を見渡し、

「確かに、……何だこれは」

　IZUMOを、無む数すうの艦かん影たいが包ほう囲いしつつある。

　十や二十ではない。百、二百を超える艦かん群ぐんだ。艦側そく部ぶの国こく章しようを見るに、

「北と東、南からは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ……。東から南は全域に渡ってM. H. R. R.神聖ローマ帝国、か……」

・銀　狼：『どういうことですの？　これは……。六語式仏蘭西もM. H. R. R.もお互い敵てき対たい状態でしょうに。それが何な故ぜ、このIZUMOを協きよう働どうで包囲に？』

　表示枠サインフレームから送られてくるミトツダイラの言葉は、武蔵むさし側では現状を把は握あくできていないということを示している。

　それもそうだろう、と正純は思う。

　……自分とて、先ほど、下でジョンソンから聞いたばかりなのだから。

・副会長：『──皆、少し聞いてくれ。これから厄やつ介かいなことを話す』

　皆に対し、正純は言葉を告げた。

・副会長：『今、六護式仏蘭西とM. H. R. R.がIZUMOを包囲する理由。それは、──M. H. R. R.が武蔵の領りよう土ど内航こう行こうを認めないとしたからだ』
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　ミトツダイラは、自宅前まえの通り上で、浅あさ間まや、彼女の表示枠を覗のぞくアデーレと共に正純からの言葉を見ていた。

・副会長：『M. H. R. R.内における武蔵の航行不ふ許きよ可か。M. H. R. R.がそのような決定を下した大たい義ぎ名めい分ぶんは明確だ』

・銀　狼：『……M. H. R. R.内で歴史再さい現げんされている旧派カトリツクと改派プロテスタントの内ない戦せん状態に対し、武蔵による影えい響きようを与えないため、というところですわよね？』

　正純の頷うなずくタイミングが、間として開いた。その直後に、

・副会長：『その通りだ。歴史再現を盾たてにすれば、聖せい連れんは承しよう諾だくせざるを得なくなるからな』

　だとしたら、と、アデーレが東の空を見て言った。

　音が聞こえる。低い、風を押して巨きよ大だいなものが移動してくる音だ。武蔵がIZUMOの東岸の陸りく港みなとに停てい泊はくしているため、艦かん群ぐんの接近音は東に来るM. H. R. R.神聖ローマ帝国側のものが大きく届く。

　轟とどろくという言葉そのものの音を聞き、そして見上げつつ、アデーレが言葉を新しく作る。

・貧従士：『じゃあ、M. H. R. R.側から来ている艦群は、武蔵むさしをM. H. R. R.側に入れないためのものなんですね？　だとしたら、この艦群の所しよ属ぞくは──』

　厄やつ介かいですわね、とミトツダイラは頷うなずいた。彼女は、狼おおかみの聴ちよう覚かくに響ひびく耳みみ障ざわりな音に対し眉まゆが立つことを自覚しながら、

・銀　狼：『M. H. R. R.側の艦群の所属は旧派カトリツク領りよう邦ほう、つまりは羽は柴しばと生徒会長マティアスの息が掛かった連れん中ちゆうですわ。しかし──』

　とミトツダイラは言葉をつなげた。彼女の視線が次に向かうのは西側。IZUMOを挟んだ西空に集合してくる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦群だ。

　……一体、何な故ぜ、六護式仏蘭西の艦かん隊たいまでがこちらを包ほう囲いに？

　薄うす々うすは解わかっている。が、専門家かの意見を聞きたい。だからミトツダイラは疑問した。

・銀　狼：『正まさ純ずみ、六護式仏蘭西の艦群は、……一体、どのような用件ですの？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、ここからが厄やつ介かいだ』

　いいか？

・副会長：『M. H. R. R.は武蔵の国こく土ど侵しん入にゆうを制するための布ふ陣じんであり、つまりは防ぼう衛えいだ。こちらからM. H. R. R.に侵入しない限り、攻こう撃げきはしてこない』

・貧従士：『だったら、六護式仏蘭西は──』

・副会長：『──交こう戦せんだ』

　専門家からの断だん言げんが、皆の肩を震わせた。そして背後から、

「あ、ネイトネイト！　オメエんとこの裏うら庭にわ倉そう庫こ、いっぱいになったから、屋根裏うらのヤツ使っていい？　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、家の中からじゃなくて上から開けるタイプだから！」

　やかましい。ともあれアデーレの肩を叩たたくと、結果として犬が走ったので良しとする。

・銀　狼：『で、ええと、正純、交戦というと……』

　Ｊｕｄ．、と短い言葉が来た。浅あさ間まが眉まゆをひそめて、

「んー、ツキノワが音おん声せい入力を短く切り過ぎてるかも」

　そしてハナミが設せつ定てい関係の表示枠サインフレームを出して作業を始める横。正純の言葉が来た。

・副会長：『聖せい連れん所しよ属ぞくの大たい国こくとして、六護式仏蘭西は他国に対する義ぎ理りを果たさないといけない。そういうことだ』
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　厄介だな、と正純は空を囲む影を見た。既すでに東西の空には艦群が扇おうぎ状じように包囲陣じんを作っている。その密みつ度どは小しよう艦かんの追加によって上がりつつあり、

　……面めん倒どうさが増していくなあ。

　吐と息いきをしつつ、正まさ純ずみは言った。

・副会長：『かつて、三征西班牙トレス・エスパニアや英国イギリスは、武蔵むさしの航こう行こうに対して攻こう撃げきすることで聖せい連れんに対する忠ちゆう誠せいを示したわけだ。だから、大たい国こくである六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、それを踏とう襲しゆうせねばならない』

　ゆえに、その危険性を考え、航こう路ろを選ぶならM. H. R. R.神聖ローマ帝国の改派プロテスタント領りよう邦ほうを通過するルートだと、正まさ純ずみはそう思っていた。ここで戦せん力りよくを整えつつある六護式仏蘭西と戦うことは避けねばならない。何な故ぜなら、IZUMOで行っている武蔵の修しゆう復ふく作業が無む駄だになりかねないからだ。

「だが、敵は先に動き、M. H. R. R.改派を通過するルートを封じてきた。──面めん倒どうだな」

　つぶやくと、横のナイトが首を下に振った。

「……羽は柴しばの計算だろうね。M. H. R. R.の航行不許きよ可かを示すことで、武蔵に対し、六護式仏蘭西側を通過させ、そして六護式仏蘭西側に武蔵の迎げい撃げきをさせようとしてるわけっしょ？」

　と、頷うなずくようにナイトの魔術陣マギノフイグーアが着ちやく信しんを告げた。

・●　画：『マルゴット、大だい丈じよう夫ぶ？　何ともない？　あ、オタクはどうでもいいわ』

・未熟者：『どうしてそこで僕が出るんだよ!?』

・眼　鏡：『へえ……』

　あれ？　何か混こん神しんしてないか、と思ったが、ここは英国出資の店の屋根上うえだ。英国関かん係けい者しやが割り込んできても仕方がないだろう。

　ともあれ、と一ひと息いきついている間に、ナイトがナルゼに状況を記した通つう神しん文ぶんを送り、ナルゼが吐息の聞こえてきそうな実況通神チヤツトを返してくる。

・●　画：『つまり、羽柴の策さく略りやくってのは、随ずい分ぶんと回りくどいやり方なのね。……六護式仏蘭西を武蔵迎撃に出させ、そして六護式仏蘭西が出てきたがゆえに、三十年戦せん争そうでの相あい対たいを理由として、M. H. R. R.は前ぜん線せんを一気に西へ。西せい征せいの構えを見せることが出来るって訳わけよね』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、そういうことだ。M. H. R. R.は、武蔵の侵しん入にゆうを防ぐためもだが、六護式仏蘭西が武蔵迎撃に乗じて侵しん攻こうしてこないかと、そんな理由をつけて自分達の前線を国こつ境きよう付近に展てん開かい出来ることになったわけだ。……要するに、武蔵はダシに使われたわけだな』

　俗っぽい言い方だねえ、とナイトが苦く笑しようで言った。

「で、セージュン、どうなると思う？　これから」

　そうだなあ、とつぶやき思うべきことはいろいろある。だが、それは後で皆を集めて話し合うべきことだ。今は、何よりも周囲の動きを確かく認にんすべきで、

「──各かく委員会、暫ざん定てい議会には既すでに指し示じを飛ばした。そして私達が気にすべきは、今いま先ほど、町中、ネシンバラ達の方へと飛んでいった武ぶ神しんがいたろう」

　見える。青の翼つばさを持った機き体たいだ。ナイトは、陽かげ炎ろうと光の破は片へんをあげている青の背を見て、そして東へと改めて視線を向け直した。

「東の方から来たよね。あれは──」

「M. H. R. R.が武蔵を航行不ふ能のうにすること。それを知った他国が動いたと、そういうことだ。

　ジョンソン達が知っていたとなると、情報源げんはM. H. R. R.神聖ローマ帝国の改派プロテスタント領りよう邦ほうだろうな。そして英国イギリスは、他の、ある国に、そのことを知らせることが出来る」

　英国と、この時代に貿易の繫つながりのある国。それは、

「印度インド諸しよ国こく連れん合ごう。そして清しん武たけ田だ。先ほどの武ぶ神しんは──」

・未熟者：『目の前にあるよ。里さと見み家けだ、これは。房ぼう総そう半はん島とう、つまりは松まつ平だいら家けが所しよ有ゆうする江え戸どに隣りん接せつする、長ちよう寿じゆ族ぞくを中心とした小しよう規模ながら戦せん闘とう系けいとして優れた教きよう導どう院いんだ。

　既すでに先行して幾いく隻せきか船が来ていたようだけど、本隊は──、ナイト君と共に東ひがしを見てくれ』

　ナイトと共に東？　と正まさ純ずみがナイトを見れば、既に彼女は魔術陣マギノフイグーアを一枚展てん開かいしていた。スピードメーター型の魔術陣は向こうを透すかしたもので、

「これ、かな？」

　と、ナイトがメーターを回すと、透すけて見える空が望ぼう遠えん拡かく大だいした。

　魔術陣の中で大おお写うつしにされるのは、宙を堰せき止めるように見えるM. H. R. R.航こう空くう艦かん隊たいの向こう。そこにある無む数すうの影だ。

　遠く警けい笛てきの音をたて、堂どう々どうと、それも戦せん艦かんであるのに商業船せんであることを示す信号を発しながら来るのは、

「やはり、武田、北ほう条じよう、そして関かん東とう諸国の校こう章しよう着つき。──極きよく東とう史しによればいずれ松平に与くみする各国。それもTsirhcツアーク系けいではないがゆえ、聖せい連れんに所しよ属ぞくしながらも、反はん骨こつの意を持つ国達たちだ」

　正まさ純ずみは東の空を見た。M. H. R. R.の艦かん隊たいの上を悠ゆう々ゆうと超えてくる艦かん群ぐんを見ながら、

「シルクロード貿易を利用して物もの怖おじせずに来るか。どれも反はん織お田だ、反羽柴の先せん鋒ぽうだ。

　──極東は、欧おう州しゆうだけにして動くものにあらず。そういうことだろう」

　一ひと息いきと共に肩を落とし、正純はつぶやいた。

「危き機き的てき状況ではあるが、味み方かたが来たと、そう思っていいのだろうな」
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「──そういうことじゃ。少し、大人おとなしくしておくのじゃな」

　と、通りの屋根上うえで身み構がまえていた二ふた代よは、目の前に立った長寿族の少女にそう告げられた。

　見知らぬ娘むすめだ。清武田の制服を着ているということ以外、正しよう体たいが解わからない。

　……何者に御ご座ざる？

　だが、彼女が、こちらと忍にん者じやを止めたのだ。

　自分と忍者達たちが激げき突とつする瞬しゆん間かん。この長寿族の少女が飛び込んできた。ステップ一つで動きの中に割り込み、左腰こしの鎖くさり太だ刀ちを鞘さやのまま挟んできた。

　それは気き軽がるな動きだったが、こちらと忍者の武ぶ器きの挙きよ動どうを軽く逸そらし、

「……喧けん嘩かはまあ、その程てい度どにしておくといい」

　言葉をかけられる先、今、自分の蜻蛉とんぼ切ぎりは、屋根すれすれの位置で止まっている。

　しかし、少女の鎖くさり太だ刀ちは、既すでに腰に戻されていた。いつの間にかに、だ。

　……何で御ご座ざるか、この御ご仁じんは。

　彼女の動きも何も無む防ぼう備びに見えるが、左腰こしの鎖太刀も、右腰の小しよう弓きゆうも、いつ抜かれても大だい丈じよう夫ぶなように留とめ金がねすら掛けていない。

　いつでも動ける。そういう構えだ。

　だが、見知らぬものは、彼女だけではない。

　二つほど通りを挟んだ向こう。そこに青の武ぶ神しんが、剣を前に突き込んだ姿し勢せいで動きを止めていた。その巨きよ大だいな刃やいばの上に立つのは、牛ぎゆう鬼きの角つのを生はやした四よん鞘さやの女だ。

　そして忍者達は、四人全員が合流し、下の通りに降りて膝ひざをついている。

　四人とも、こちらの眼がん前ぜんにいる長ちよう寿じゆ族ぞくの少女に、頭を下げる姿勢だ。

　そして、長寿族の少女が、こちらから視線を外して下を見た。

「元気なことじゃのう。──主の方は？」

　は、と〝一番〟が膝ひざを着いて頷うなずいた。

「──重ちよう畳じように」

　そうかの、と少女が歯を見せて頷いたときだ。向こうの屋根に眼鏡めがねが立ち上がった。彼はわずかに緊きん張ちようした、しかし確かに通る声で、

「武蔵むさし生徒会書しよ記きとして問うよ。──一体どういう算さん段だんだい？」

　彼はまず、背後の武神を指さした。そしてこちらを、長寿族の少女を指して、こう言った。

「──まさか、この六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛もう利り家けの空にて、関かん東とうの雄ゆうが集まることになるとはね」
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　ネシンバラは、二ふた代よがこちらに振り向くのを見た。彼女は首を傾かしげ、

「関東の雄……？」

　ネシンバラは、Ｊｕｄジヤツジ．、と答えた。その上で、背後の武神を顎あごで示し、

「犬いぬ顔がおの武神は、里さと見み家けの特とく徴ちようだよ」

　……しかし、よくまあ、町中に平へい気きで飛び込んで来られるものだ。

　飛ひ翔しようによる高速域いきからの着ちやく地ちを、着ちやく陸りく用の陸りく港みなとでもない場所で行う。それも、見る限りでは、周囲の建物や地面には大おお風かぜが吹いた程てい度どの変化しかない。

　無む茶ちやを超えた見事な操そう縦じゆうだ、と思うネシンバラの視線の先。青の、犬のような頭部装そう甲こうを持った女性型がたの武神は、

「里見家の実力者だね。房ぼう総そう半はん島とうと朝ちよう鮮せんを治める里見家の生徒会長、──里見・義よし康やすか」

「実力者と言われるほどの者では無い。支配者ではないからな」

　と、武神の背から、曲げて構えた腕の上へと、一人の長寿族の少女が姿すがたを見せた。ショートカットの小こ柄がら。極きよく東とうの制服を薄うす着ぎに改かい造ぞうして着こなした彼女は、

「王であり、総そう長ちようである〝家か臣しん殺ごろし〟里さと見み・義よし頼よりが向こうの商業船せんの方にいる。旗き機きである八やつ房ふさも、霊れい刀とう村むら雨さめ丸まるもある。──挨あい拶さつするならば心されよ」

「え!?　──村雨丸あるの!?」

・眼　鏡：『また君はすぐそういうアイテムにハシャぐ……』

　女にゃ解わからないんだよ！　浪漫ロマンなんだよ！　とネシンバラは内ない心しんで叫んだが、実際言いうと後で遠えん隔かく的に酷ひどいことをされそうだから黙だまっていた。これも策さく略りやく。ああ、その筈はず、多分。

　だが、こちらの視線の先では、里見・義よし康やすが、その目をまっすぐ前に向けていた。

　彼女が見るのはこちらではない。その背後だ。

　振り向けば、空を渡すように武ぶ神しんの剣がある。そして、刃やいばの上に立っているのは、四よん刀とうを携たずさえた鬼き族ぞくの女だった。

　義康が棘とげを隠かくさぬ口く調ちようで、目を伏せたままたたずむ相手に言う。

「──北ほう条じよう氏し主しゆ校こう、小お田だ原わら学院総そう長ちよう、北条・氏うじ直なお。江え戸ど湾わんを挟んでの我が里見家けとの制せい海かい権けん争い、ここではやめにしておこうか？」
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　里見・義康は、自じ律りつ駆く動どう状態の己おのれの武神に、手て信号で淡あわく身み構がまえをとらせる。

　……全く、あの男も厄やつ介かいなことを選ぶものだ。

　房ぼう総そう半はん島とうの先せん端たん、安房あわの国を治める里見家けは、江戸湾の制海権を対岸にいる小田原の北条氏と長なが年ねん争っている。里見は鎌かま倉くら幕ばく府ふの中でも源げん氏じの系けい列れつで、北条は鎌倉幕府の滅めつ亡ぼう時じに外から受け継ぎ入った平氏系列の者達だ。ゆえに、

　……外へと去った直系と、受け継いだ余所よそ者ものとして因いん縁ねんがあるのに、あの男は……。

　今回の旅行きでは争うなと、そう言われた。しかし、

「目の前に敵の大たい将しようがいるというのに、何も出来ないのは残念なことだな。──北条氏小田原教きよう導どう院いん総長、北条・氏直」

　視線の向くところにいる鬼おにの女は、目を伏せたままだ。

　しかし、彼女は刃を納めてこちらに視線を向け、

「江戸湾の制海権争あらそい……。そちらとて仕掛けてくるではありませんか。何を私どものせいのように。……松まつ平だいら家け、ひいては武蔵側に対する私達の心しん証しようを悪くしようというならば、先代にも、今こん代だいにも劣る器き量りようですよ、義康様」

「……先代と今代を比べるな！」

　おや、と氏直が告げた。

「貴女あなたは比べていいのですか？　──先代の妹だから？　それなのに……」

　軽く髪かみを搔かき上げながら、彼女はこちらの武神を見た。

「随ずい分ぶんと綺き麗れいな武神ですね。──傷きず一つ無い」

「……っ！」

　言われた、という思いと共に、義よし康やすは、視し界かいの中央である事実を確かく認にんする。北ほう条じよう・氏うじ直なおの腕、露あらわになった肌はだに、黒の線が幾いく本ほんか、まるで筋きん肉にくの流れを示すように走っているのを、だ。

　生せい体たい型けいの自じ動どう人形だ。
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　北条・氏直は、二つほど離れた通りの屋根上うえから、声を聞いた。

　それは、槍やりを手にした女の、つい漏もらしたという口く調ちようの問いかけで、

「ホライゾン様と同じ、……自動人形に御ご座ざるか？」

　……武蔵むさし副ふく長ちよう、本ほん多だ・二ふた代よですね。

　そして目の前、里さと見み・義康と自分の間にいるのは、武蔵書しよ記きのネシンバラ・トゥーサンだ。

　彼らを敵に回すつもりはない。何しろ聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、自分が治める北条氏しは己おのれの代の折に羽は柴しばによる小お田だ原わら攻ぜめを経て滅めつ亡ぼうさせられる。その際は、羽柴の天てん下かゆえ、松まつ平だいら家けも羽柴の言いなりとして北条氏を攻めるのだが、

　……松平家が天下を取った後、北条の係けい累るいは松平の意い向こうで再さい興こうされます。

　先を見み据すえる、ということを前ぜん提ていに、そして個人的な理由の幾いくつかも含め、氏直は二代に腕を掲かかげて見せた。

「──病びよう弱じやくなもので。身体からだだけですよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御お手て数すうを」

　二代が頭を下げ、氏直も頷うなずいた。

　そして氏直は、ふと思った。今、本多・二代が告げた名前のことだ。

　……ホライゾン・アリアダスト。

　このところ、各国で注目されてきた武蔵勢ぜいの中、特とく異いな位置にいる自動人形の少女の名だ。大罪武装ロイズモイ・オプロを持つ、松平の眷けん属ぞく。北条の広こう報ほう委員会から寄よ越こされる映えい像ぞうでは、いつも隣となりに全ぜん裸らの男が発生していたが、あれは何だろうか。

　……オプション？　盾たて？　バッテリーという噂うわさも聞きましたが……。

　結局よく解わからない。

　ともあれあれを見る限り、武蔵は自由な気き風ふうだということはよく解った。

「うちも似たような雑ざつ多たな民みん族ぞくの集合する家か風ふう、仲良くしたいところです。が、しかし本多・二代、先ほどの戦せん闘とう、少々拝はい見けんさせて頂きましたが──」

「Ｊｕｄ．」

「──松平の世となる前に、一度、貴女あなたと戦う可能性があるのは懸け念ねんですね」

　告げられた言葉に、二代が首を傾かしげるが、ネシンバラが口を横に引きつらせた。どうしたものかと、こちらも苦く笑しようで小こ首くびを傾けて示せば、不ふ意いに二代が手を挙げた。

「あ、失しつ敬けい。父の名における歴史再さい現げんのことで御ご座ざったか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言うと、二ふた代よが、口くち端はに笑えみを丸く作って言う。

「──拙せつ者しや、まだ父を襲しゆう名めい出来るような実力も御ご座ざらん。それを望むのも畏おそれ多いこと。恐らく、小お田だ原わらにて相あい対たいするは別の人材であろうかと、そう思うで御座るよ」

　……あら。

　フラれた、という妙みような思いが心の中に生まれるが、悪い気分のものではない。逆に、興きよう味みが強く沸わいてきた。

　なるべく武蔵むさしとは密みつに関係を取りたいと、そう思いつつ、氏うじ直なおは視線を二代の横に飛ばした。

　そこにいるのは、清しん武たけ田だの制服を着た長ちよう寿じゆ族ぞくの少女だ。

　……全く、騒ぎ好きな人ですね。

　氏直は、溜ため息いきつきで彼女を見た。

「……私達の北に位置する小しよう国こく、真さな田だ家け。その十じゆう勇ゆう士しなどと名乗って、どこの家にも取り入ろうとする下げ郎ろうの忍にん者じやを武蔵にけしかけるとは、どのような御ご理由で？

　要いらずの一番、猿さる飛とび・佐さ助すけ

　要らずの二番、霧きり隠がくれ・才さい蔵ぞう

　要らずの三番、三み好よし・晴せい海かい

　要らずの七番、海うん野の・六ろく郎ろう

　……どれも、小しよう規模教きよう導どう院いんなら副ふく長ちようクラスの連れん中ちゆう。大だい規模教導院でも特とく務む以上は確実でしょう。それをけしかけた理由、お答えを頂きたいものですね、清武田の総そう長ちよう兼けん生徒会長」

　それは、

「武田・信しん玄げんと、清の太たい祖そヌルハチの二重襲しゆう名めいであり、更さらには、かつての大たい国こく、元げんの太祖であったチンギスやフビライをも襲名した源げん氏じ直ちよつ系けいの長寿族──」

　そんな相手の名前を、氏直は告げた。

「──源みなもと・九く郎ろう・義よし経つね様さま」
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　名を呼ばれた少女、義経は、氏直についてこう思った。

　……面めん倒どうな女じゃなあ。

　忍者の十勇士を有する真田家は、現在において武田家の麾き下かにいる。その十勇士をここに連れてきて武蔵にけしかけたのは、

「それはな？」

　言ってから、義経は思し考こうを作った。

　……何でじゃったろうか……。

　副ふく会長である佐さ藤とう兄弟のどっちかが「こう言われたらこう言い返すのですよ!?」などとうるさく言っていた気がするが、その内容を完全に忘れた。
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　もっと優しく言ってくれないとわしゃあ憶おぼえられんのに、あの馬ば鹿かども、女おんな心ごころが解わからぬ荒あら武む者しやどもめが。

　だからまあ、正しよう直じきが一番かと思い、

「ぶっちゃけ、他人が戦っとるの見るとスゲー楽しいっていうかあ──」

　氏うじ直なおが、伏せ目の笑えみ顔で肩の二に刀とうに手を掛けた。それを見た義よし経つねは、

　……やべえこの女、先代の氏うじ政まさと違って冗じよう談だんきかんし、何な故ぜかわしに限って発言の裏を考えようとせん。

　差さ別べつじゃな。まあ実際、発言の裏などいつも無いけどな。

　ともあれ、義経は、眼がん下かの通りに控ひかえる忍にん者じや達に対し、指を一つ鳴らす。

「〝要いらずの一番〟猿さる飛とび・佐さ助すけ。──わしの代わりに答えてやれ」

　呼んで、しかし返答がない。

　どういうことじゃ、と視線を通りに向けると、四人の姿すがたが消えている。

　と、二つ向かいの屋根上うえから武蔵むさし書しよ記きの声が届いてきた。

「凄すごい勢いで逃げたよ」

　成なる程ほど、と義経は頷うなずいた。その上で義経は会え釈しやくを里さと見み・義よし康やすに送り、

「──里見・義康、わしの代わりに答えてみい」

「私が知るかあ──！」

　末まつ裔えいのくせに気の利かぬ小こ娘むすめだ、と義経は思った。だから、今度は、

「おい、そこの眼鏡めがね」

　答えが来るわけなかろうな、と思い、言ってみた。

「何でわし、貴き様さまらに忍者共どもをけしかけたんじゃろうなあ」

　義康が信じられないものを見るような顔を向けて来るが、小しよう人じんのことなので気にしない。貴様は自分自じ身しんが理り解かい出来てると言えるのか!?　ああ!?

　……ともあれまあ、答えがあるわけないじゃろうな。

　氏直にどう言い訳わけするかが面めん倒どうじゃのう、と思っていると、武蔵むさしの眼鏡が口を開いた。彼は、眼鏡を掛け直し、そうだね、と前置きまでつけて、

「じゃあ答えよう」
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　義康は、武蔵の書しよ記きが表示枠サインフレームを幾いくつか広げながら言う台詞せりふを聞いた。

「ま、フツーに考えてさ」

　彼は義経ではなく、表示枠を見ながら言葉を生む。

「シルクロード貿易を理由とはいえ、関かん東とうの人間がここまで強ごう引いんにやって来たんだ。その手て前まえ、聖せい連れんに楯たて突つく意志は無いと示さないといけないだろう。

　だからとりあえず金払ったり権けん利りちらつかせるようなことよりも、手っ取り早く、──武蔵むさし勢ぜいに突っかけて、実力計はかりもし、上う手まくいったら力を見せつけて後の交こう渉しようにでも役立てたいってところかな。

　真さな田だの十じゆう勇ゆう士しを使ったのは、麾き下かの勢力を自由に使えるという誇こ示じと、十勇士が負けたとしても清しん武たけ田だ自体が負けたことにはならないもんね。──そういうところだろ？　多分」

　そして、と眼鏡めがねが頷うなずいた。

「何しろ、武田、北ほう条じよう、里さと見み、……それぞれ、後に松まつ平だいらの世せ話わを受ける国々だ。ここで松平の力を確かく認にんしておきたいというのはあるだろうし、さ」

　と、武蔵書しよ記きが告げた台詞せりふに、義よし康やすは眉まゆを立てた。

　……微び妙みように引っかかる物もの言いいだな。

　だから、腕を組み、見下ろして問いかけた。

「まるで、里見が松平無なしではやっていけないような言い方だな？」

「そちらの見けん解かいとこちらの見解が違うというのは当然だよ。違う教きよう導どう院いんなんだから。

　そして見解が違うなら、交渉の余よ地ち有りだ。うちの副ふく会長に宜よろしく頼む。そして、ええと、義よし経つね公こう。いいかな」

「何じゃ？」

　と、二つ向こうの屋根上うえに悠ゆう然ぜんと立つ義経が声を掛けてきた。

「言うてみい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵書記が頷き、直立姿し勢せいで発言した。

「──サイン下さい。判ほう官がん九く郎ろう義経名めい義ぎで」
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・約全員：『オタクだ……』

・未熟者：『な、何なに言ってんだよ!?　一生に一度あるかないかのチャンスだよ!?　君達は物事の重要性が解わかっていないようだね……！』

・眼　鏡：『うわぁ、痛……っ』

・未熟者：『ああ!?　君だって作家だったら欲しいだろ？　色しき紙し何枚か常じよう備びしてるから交渉結果を待っててくれよ？』

・眼　鏡：『え？　あ、うん……』

・約全員：『うわぁ、熱……っ』
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　さて、とネシンバラは視線を義経に向けた。

　空、東西の左右を覆おおった二大たい国こくの艦かん群ぐんは、南北にも展開しつつある。そしてその東側を越えて来る十数の艦かん、清しん武たけ田だを中心としたシルクロード貿易の貿易艦かんは、

「関かん東とう勢ぜいがここに来た意味を、僕がここで決めることはしない」

　だが、

「義よし経つね公こう、忍にん者じやの件、僕の見立てはどうかな？」

「サインは二枚でいいのじゃな？」

・未熟者：『ほうら見ろ！　ほら見ろ！　僕達の分ぶん以外にはあげないからね……！』

・●　画：『アンタさっきっから調子コいてると同どう人じん誌しにするわよ？』

・未熟者：『い、嫌いやな脅おどしだ……！』

　とりあえず、目的は果たせたのだから同人誌にされないように頭を低く過ごそうと、ネシンバラは心にそう誓ちかった。

　そして右手側がわ、空を渡る大たい剣けんの上で、北ほう条じよう・氏うじ直なおが動きを取る。

　身み構がまえを解いたのだ。

「良かったですね義経公。──フォロー役が居てくれて」

「貴き様さまは器うつわが小さくていかんな。否いな、そこの義よし康やすもそうじゃ。もうちょっと大らかになれ」

　と、義経が胸を張り、顎あごで東の空をしゃくってみせる。

「さて」

　示した空。商業船せんの信号を灯ともした関東勢の艦かん群ぐんが来ている。遠く、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦群包ほう囲いを越えてきた、関東からの船だ。

　強大、と言っていい二大国の囲みに入る自じ艦かん群を見つつ、義経がこう言った。

「では話し合おうか。──いずれこの世界を統すべる松まつ平だいらの者達たちが、わしらとどんな付き合いをしていくのか、……この、危険な時間で話し合おうではないか？　な？」
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　そして夕刻、午後五時二十分。高度一キロの位置に浮かぶIZUMOを取り囲むように、M. H. R. R.と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、関係国こくによる数百隻せきの航こう空くう艦かん隊たいがその布ふ陣じんを完かん了りようした。

　六護式仏蘭西側がわの名めい目もくは、聖せい連れんの敵である武蔵むさしの撃げき沈ちん。

　M. H. R. R.側の名目は、三十年戦せん争そうの敵として、六護式仏蘭西による自じ国こく側への領りよう土ど侵しん攻こうの可能性を踏まえた監かん視しであった。

　なお、六護式仏蘭西からは、武蔵のIZUMO撤てつ退たい期限について、後に通つう達たつすることが告げられていた。その撤退期限を過ぎた瞬しゆん間かんから、武蔵を攻こう撃げきするという宣せん言げん付きで、だ。

　彼らの言う撤退期限の予よ測そく。それについては、武蔵内ないでも幾いくつかの候補が挙げられた。午前に仕事を集中する欧おう州しゆう式しきの生活様よう式しきをベースとするならば、正純が判断したのは、

「──直なお政まさ、機き関かん部ぶは武蔵の出しゆつ港こう準備を急いでくれ。ネシンバラの見立てでは、午前に準備を終え、明日あしたの午後が撤てつ退たい期限になるだろうとのことだから」

　この推すい測そくから、武蔵むさしの補ほ修しゆうは、別の場所でその完かん遂すいまでを執とり行うことが決定され、出港用ようの貨物の搬はん入にゆうや燃ねん料りようなどの搭とう載さいが急ピッチで行われていった。

　一方、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズやM. H. R. R.神聖ローマ帝国を出し抜いた関かん東とう側がわ諸しよ国こくの〝貿ぼう易えき団だん〟は、IZUMOの東側陸りく港みなとに停てい泊はく。二に大たい国こくの目を気にせず、清しん武たけ田だを主として貿易事じ業ぎようを開始していた。

　そして夜、七時十五分。

　IZUMOの町は、珍めずらしい土地から来た客で夜でも明かりを灯ともしていたが、そんな灯とう火かの中へと、正まさ純ずみは護ご衛えいのナルゼを伴って乗り込んでいった。

　ジョンソンがいた軽けい食しよく屋やにて、関東の代表達たちと〝偶ぐう然ぜん出会う〟ためだった。

　欧州の中心に近いIZUMOにて、後の松まつ平だいら家けにまつわる歴史再さい現げんを講こうじる会談が、大国の監かん視しをもって始まろうとしていたのである。
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「──で、結果としてセージュンはナルゼを連れて会議ってやつか」

　と、武蔵むさし総そう長ちようの声が響ひびくのは多た摩まの外そと舷げん側がわ。外がい交こう艦かんを主とする発着場ばの脇だった。

　そこに、展望型がたの食事処どころがある。発着場の明かりに照らされる場からは、しかし、わずかに離れた位置にあるIZUMOの町の灯あかりが見えていた。

　その一いつ卓たくを、焼き肉用にしてもらい、ミトツダイラは食事していた。相手は、

　……正面に総長、総長の横にナイトで……。

　何な故ぜか自分の横に、ホライゾンがいる。IZUMOの方を見ている総長に視線を向けた後、ミトツダイラは自分の横のホライゾンを見て、

「荷物搬はん入にゆうなどの後、総長に誘われてついてきた自分が言うのもなんですが、……ホライゾンが総長の横の方が、いいのでは御ご座ざいません？」

　問うと、ホライゾンがこちらを見て首を傾かしげた。彼女は紙エプロンを襟えりに回しながら、

「打だ撃げきにですか？　──ほほう、確かにそれはいいと判はん断だん出来ます」

　いじけた総長が、炭すみ置おきつきのテーブルに顔を伏して寝かせていく。

　そのときだ。大量の肉類が届き、ホライゾンが無む造ぞう作さに肉にく皿ざらを総長の上に置き始めた。

　え？　と思っている間に、既すでに五、六枚が置かれてしまい、馬ば鹿かの反応が後から来る。

「ぬあ!?　あ、ちょっと、おいおいおい何か重い重い重い。これはアレか!?　愛か!?──愛、それは重いもの……！　肉にく欲よくってやつだな!!」

「単なる食しよく用よう肉なのに、そこまで錯さつ覚かくして頂けるなら楽で仕方ありませんねえ」

　馬鹿が更さらにいじけてぐったりするが、ホライゾンはバランスを取りながら皿を置き切った。

　ぬおおおなどと言ってる馬鹿を見ると、どうしたものかとミトツダイラは思う。が、

　……か、会話の速度が速すぎてついていけませんわ！

　本気でどーしたものかと思うこちらの正面では、しかし、ナイトが平へい然ぜんと総長の上の皿から肉を摘つまんで焼いていた。彼女は既すでに焼いた肉をこちらの皿にトスして、

「ほらほら、あまり余よ所そは気にしないでさ。ミトっつあんもどんどん焼いて食うといいよ。ミトっつあん、質もだけど量も重要っしょ？」

　ね？　と笑えみが来る。

「食べようじゃん？」
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　ナイトの台詞せりふを受けて、ミトツダイラは一いつ瞬しゆん考える。

　……今、為なすべきは……。

　今日きようはいろいろと思うことがあった。いや、ここ数日はずっとそうだ。

　自分の実力のことや、メアリのこと、騎き士しの意味など、いろいろ思う。だけど、

　……自分のことで他者に心配掛かけていたら、どうしようもないですわね。

「そうですわね。……Ｊｕｄジヤツジ．、いただきますわ」

　Ｊｕｄ．、と、横のホライゾンも頷うなずいた。そして彼女はこちらに視線を向け、

「……しかし、その後にあんなことになるとは、この時、予測も出来なかったのです」

「な、何がですの!?　何がですの!?」

「いえ、何となく、食事ですから、盛り上げねばと愚ぐ考こういたしたまでで」

「あの……、そういうときは、楽しそうに食事するなりで自然なテンション上げを──」

　するとホライゾンが、ナイトと一いつ緒しよに肉を焼いて食い、無む表情にこう言った。

「わあー、おいしーでございますねナイト様──」

「そだねー。うわ──、おいしい──」

「……こうですか？　ミトツダイラ様」

　……ど、どうしたものか！

　アドリブは苦にが手てだ。が、周囲の反応、客達たちはこちらを見てひそひそと声を作る。

「銀ぎん狼ろう、……武蔵むさしの姫ひめに随ずい分ぶんと気に入られてねえ？」

「ネイト様、正まさ純ずみ様さま派だと思ってましたのに……」

「やはり君くん主しゆと騎士の関係って、いいよな……」

　……え!?　何!?　これでいいんですの!?　それとも武蔵全ぜん体たいが腐くさってますの!?

・●　画：『ああくそ、そっちの方がネタ豊富そうねえ』

・銀　狼：『そういう問題じゃありませんわよ！　ってか誰だれが情報リークを!?』

・金マル：『え？　リークなんてしてないよ？　失礼だなあ。フツーに流してるもんね』

・銀　狼：『さ、最悪！　最悪ですわ！』

・副会長：『お前ら自分のペースを崩くずさないなあ……』

　崩されまくってますわよ！　と言おうと思ったが、向こうも会議だろう。だから吐と息いきして懐ふところから自分専せん用ようの箸はしを出す。

　と、横のホライゾンが、総長の皿さら盛もりを片手で示し、会え釈しやくを送ってきた。

「さ、どんどん頂いてください。肉ばかりですが、望むところでしょう」

「いえ、私、そんな、肉ばかり食べるというわけでは」

　え!?　と周囲の客達が腰を浮かせた。否定の叫びが来ると思ったら、皆は呆ぼう然ぜんと、

「噓うそ……」

　こっちの言い方の方がダメージがデカいと今いま知った。だからミトツダイラは振り払うように、

「な、何ですの一体？　別に、御お肉にくばかりの生活というわけではありませんのよ？　食前のワインも好きですし、午後にも話しましたが、乳にゆう製品なども──」

　ホライゾンがどこからか一いつ斗とピッチャー入りのワインとクリームを出して馬ば鹿かの両手の甲こうの上に載のせた。

「あっ、ちょっ、俺おれ、今、聖せい者じやのように磔はりつけ状態……」

「ミトツダイラ様、あまり気にせずどうぞ。──しかし水くさい、言って頂ければ、ソッコで前ぜん菜さいのターンから出しておりましたものを」

「いえ、あの、こんなに一気に飲んだら確実に何かの病気になりますわよ!?」

「御ご安あん心しん下さい。箸はし休やすめに、──肉を用意してあります」

「いえ、そのう、……ちょっとはたまには野菜とかも……。女性ですしぃ……」

　大だい丈じよう夫ぶです、と、ホライゾンが馬ば鹿かの上に置いた皿を箸で示す。それぞれの肉が、種類によって皿さら上うえで分かれていることを示し唆さした上で、

「いいですか？　牛肉は肉です。豚肉は脂あぶらです。しかし、──ラム肉は野菜です。羊ひつじは草を食べますからね」

「ちょ、ちょっと！　う、牛も豚も草を食べますわよ!?」

「野菜である羊の敵ではありません、ヤツらなど。あ、鶏とり肉にくは卵です。──卵を産むので」

　即そく答とうに、ミトツダイラはわずかな目眩めまいを得た。

　……ああ、本当にそうだったら、毎日、お肉ばかりで生きていけますの……っ。

　でもそうだったら生産力りよくの低さで人類は間違いなく滅めつ亡ぼうしていたろう。現実に戻りなさいネイト・ミトツダイラ、姫ひめはまだ世せ間けん知しらずなのです。

　しかし、ホライゾンが吐と息いきで肩をすくめた。

「やれやれ、全く、肉ｅｒのミトツダイラ様がそんなことも知らないとは」

「ええええ!?　わ、私の方が間違い!?」

　訂てい正せいしようと思っていると、入り口の方が騒がしくなってきた。

　え？　と思えば、何な故ぜか神しん道とう加か護ごつき鉄板を抱えた浅あさ間まとアデーレを先せん頭とうに、鈴すずや、点てん蔵ぞうやメアリや、立たち花ばな夫ふ妻さいも足音をばらばらにやってくる。

　浅間が、辺りを見回し、

「あ、ここにいましたね？」
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　友人達たちの追加に、ミトツダイラは浅く腰を上げた。来ている皆を見て、

「智とも達もここで夕食を？」

　はい、と浅間が頷うなずいた。そして彼女はIZUMOの方を見て、

「まあ、空が騒がしいですから、この夜景を見ながら食しよく事じ出来るチャンスも最後でしょうし。正まさ純ずみ達も向こうだと考えると、何かあった場合、ここだったらソッコで飛び出せますしね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かに、ええ、そうですわね」

　良かった、皆はいろいろ考えてくれている、と、ミトツダイラは内ない心しんで嘆たん息そくする。そしてこちらを見たメアリと視線が合い、

「……あ」

　と、反応を迷っている内に、メアリが笑えみで頭を下げてしまい、こちらも慌あわてて会え釈しやくする。

　……ああもう。

　自分を持てあましていると、浅あさ間ま達たちがこちらを囲むように席に着いた。何も言わずとも、誰だれも彼かれもがこちらの卓たくの周囲に陣じん取どっていく動きに、ミトツダイラは安あん堵どで肩を軽く落とす。

　……皆、やっぱり、一いつ緒しよに食事というのが、確かに楽しいですわよね。

　そして皆が、こちらを向き、頭を軽く下げ、

「──有あり難がとうね？」

「──な、何ですのその悪い予よ感かんのする物もの言いい!?」

「あれ？　ミトのオゴりってトーリ君から聞いたんですけど」

　ぬう、と目の前の馬ば鹿かをミトツダイラは見た。

　落ち着け、落ち着くのですネイト・ミトツダイラ、騎き士しとして王おう殺ごろしは避けねばならぬ失しつ態たい。でも一回くらいならいいですわよね、とか、そういうことも考えてはなりませんわ。〇・五回くらいはありかも知れませんが。

「……総そう長ちよう、あの、……今の皆のコメントに対し、私に何か言うことは？」

「おいおいネイト、オメエ、俺おれがオメエを陥おとしいれたとか、そんなこと考えてね!?　──もっと前向きに考えろよ！　試練だよこれは!!」

「事実的に全く変わり有りませんわよソレ!!」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄジヤツジ．と頷うなずくホライゾンが、馬鹿の頭の上にもピッチャーを重ねていき、

「トーリ様、ちゃんとミトツダイラ様と目を合わせて言ったらどうですか」

「あれあれ？　何だか重量的てきに三つくらい重なってるんだけど？　ちょっと頭ず蓋がい軋きしまね？」

　あと二つくらい行けそうだねえ、と鳥とり串ぐしを口にしているナイトを見て、ミトツダイラは微び妙みような共とも食ぐいを感じる。そして、周囲が既すでに容よう赦しやなく皿を頼み始めたのを見て、

「あ、ちょっと、皆さん……」

　言うと、皆が首を傾かしげた。だが、メアリだけが困ったような顔で点てん蔵ぞうの袖そでを引く。

「あの、点蔵様さま、……これ、実は私達の勘かん違ちがいではないでしょうか」

　……し、新しん鮮せんな反応ですわ！

　心から驚きよう愕がくした。同じような反応があるかと、立たち花ばな夫ふ妻さいを見れば、

「では店員の方、私共、こちら三枚とこちら二枚で、後で追加しますから。ええ、ライスは麦入りで。スプーン？　いえいえ、箸はしで充分です。お気き遣づかい無く」

　つまりは出しゆつ身しんではなく人じん格かくなんですのね、と、比ひ較かくによる事実をミトツダイラは悟さとった。これはよく憶おぼえておかねばなりません。その方が諦あきらめもつきやすいので。

　ともあれ、メアリが点蔵の袖を引く動きが気になって、

　……全く……。

「いいですわ。──私の財さい布ふで持ちましょう、ここは」

　はっとした顔で、メアリがこちらを見た。うむ、と点てん蔵ぞうがメアリの手を握り返し、

「いいで御ご座ざるかメアリ殿どの。ミトツダイラ殿は半人狼デミ・ルウガルウの家か系けいで御座るが、訳わけあって極きよく東とう第二位の継けい承しよう権けんを持つ御ご仁じん。そして、この武蔵むさしにおける騎き士しの代表で御座ってな？」

　そうそう、とミトツダイラは内ない心しんで頷うなずいた。よく教えて差し上げてくださいませ、と。

　……騎士としては、連れん盟めいからも無む視しされてる状態ですけどね。

「──しかしどこで歯は車ぐるまが狂ったのか、今や極東全ぜん域いきの納なつ豆とう相そう場ばを左右するレベルの納豆マイスターになっておられてな。世界各かつ国こく、特に関かん西さい以い西せいは欧おう州しゆうに大だい豆ずが伝でん来らいしてないことを言い訳わけにその侵しん食しよくを恐れて避けて御座る。これぞ正まさしく粘ねん菌きん問題。あ、テストに出るで御座るぞ？　そしてミトツダイラ殿は、納豆売うって入った金を庶しよ民みんに還かん元げんするため、つまり皆の肉にく食しよく時間帯たいの財布役やくをかって浄じよう財ざいしておられるので御座る」

　訂てい正せいも面めん倒どうだから一気に始し末まつするべきだろうか。というかメアリが理解したというように頷いてるのを止めるべきだろうか。ともあれ、総長の耳に串くし肉にくを差し終えたホライゾンが、

「お金の件、宜よろしいのですか？　ミトツダイラ様」

　今いま更さらどうしようもない。目の前の皿さら置おき場には後で説せつ教きようするとして、

「──ハイディ経けい由ゆにして貰もらおうと思いますわ。以前の、英国イギリスの浜で、タダでいただきましたものね。その借りを彼女に倍ばい返かえすつもりで。○べ屋直ちよく接せつの卸おろしなら安くなりますしね」

「成なる程ほど。……あ、野菜が焼けて参まいりました、ミトツダイラ様」

　それはラム肉だ。が、ミトツダイラは、ホライゾンがタレを付けた野菜を箸はしに摘つまんで掲かかげてくるのを見て、更さらには、差し出すような促うながしの動きを確かく認にんして、

「……あの、ホライゾン？　……何を？」

「おやおや、ホライゾンが何なに故ゆえに隣となりに座ったのか、理解されておられぬようで」

「え？　あの、ええと、──周囲何なんでこっち見てるんですの!?」

　わあ、と皆が浮かせていた腰を沈める。が、視線はちらちらと感じる。そして、

「ミトツダイラ様、早く口にしないと、冷めてしまいますよ？」

　う、と唸うなったミトツダイラは、やや考えた。だが、

「さ、冷めてしまっては、いけませんわよね……。ね？」

　周囲に言い聞かせるようにして、すぼめた唇くちびるでホライゾンの箸を受けた。

　今いま頃ごろ、正まさ純ずみ達たちは大変な会議をしているのでしょうねと、そう思いながら。
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　正純達の会議、ジョンソンのいた軽けい食しよく屋やにおける〝偶ぐう然ぜんの会合〟は、

　……大変なことになってしまったなー……。

　偶ぐう然ぜんを装うため、故こ意いにやや遅れて席に着いた正まさ純ずみは、その状況を改めて確かく認にんした。

　軽けい食しよく屋や店てん内ない、そこにいる連れん中ちゆうの大たい半はんが、酒で完全に出来上がってしまっていたのだ。

　最さい大おお手ては義よし経つねで、持ち込んだらしい麦老酒を素す焼やきピッチャーを周囲の連中の頭に叩たたきつけて割ったりしながら、

「カカカ！　無ぶ礼れい講こう無礼講！　たまにはいいじゃろこうやって騒ぐのも！　あ？　何じゃこの鬼おにハゲ僧そう侶りよ！　勝かつ手てに人のツマミ食うような無礼者ものは壇だんノ浦うらに沈めるぞ!?」

　年とし寄よりは理り不ふ尽じんだ。正純は、ウオルシンガムがサーブした湯ゆ飲のみ入りの蕎そ麦ば搔がきを箸はしでつつきながら心しん底そこそう思う。

　出来上がっているのは義経だけではない、完全にジョンソンも完成していて、佐さ助すけが才さい蔵ぞうに対して「お前なあ、もうちょっと料理はなあ」「あんたこそ要いらない靴くつばっか買って」などやり合っているのを、茶ちや々ちや入れ担当の海うん野の・六ろく郎ろうと共に笑って宥なだめている。

　しかし、最大の被ひ害がい者しやは里さと見み・義よし康やすだろう。

　年とし若わかい、聖せい連れんの年ねん鑑れいによれば自分よりも一コ下したの義康は、酒に興きよう味みがないのか当初は無む視しを決め込んでいた。

　だが、〝飲める〟派である氏うじ直なおが隣となりに座ったのがいけなかった。

　氏直の挑ちよう発はつに乗った結果として、義康は騒ぎの中心から離れた卓たくの座席に寝かされている。

　一度、義経が勢いよく身を振って「脱がすか!?」と始めたのだが、囲んだ女おんな衆しゆうが義康の上うわ着ぎとシャツを緩めたところで無む言ごんになり、「……可哀かわい想そうに」「これは、無い」「どの意味で無い？」『Nothing？』「ま、まだ若いですから！」「アンタこの年のとき、どうだった？」「それはそのう……」などと、義康に対する今後の傾向と対策指し導どうなどを語り始めたので、脱がし企き画かくは没ぼつとなった。

　……だが、里見・義康が潰つぶれたら、会議も何もないだろう。

　どうしたものかと、蕎麦搔きを箸で千ち切ぎって醬しよう油ゆに浸ひたしていると、義経が、

「おい！　おぉいそこの武蔵むさし副ふく会長！　おま、お前、こっ、ちょ、ちょう！　カカカ！」

　酔っぱらいは何言ってるか解わからん。

　努めて無視していると蕎麦搔きが終わった。湯飲みの中、蕎麦搔きが浸つかっていた湯に、余った薬やく味みと醬油を垂たらして頂くことにする。と、横で同どう人じん誌しのラフを切っていたナルゼが、

「結けつ構こうシブいわね、アンタ」

「そうか？　母はは譲ゆずりの作さ法ほうなんで、そこらへん言われてもよく解らないんだが」

「アンタの親父おやじ、そういう作法に間違いなくコーフンしてると思うんだけど」

「父はそういう人じゃないからなあ。……今日きようは自宅に有力者招まねいて会議らしいけど、ここに出る前に部屋の片づけや、会議の軽食の用意などしておけって厳げん命めいされたよ。まあ、副会長の私が言うこときいてるってのは、議員としてはステータスなんだろうけど」

「へえ、……結けつ構こう堅いのね。でもそっちの会議も、裏切りとかいろいろ大変そうねえ」
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　本ほん多だ家けは、夜だというのに灯あかり全開で盛せい況きようだった。

「ほら見ろ！　羨うらやましいか貴き様さまら！　うちの正まさ純ずみが作ってくれたオードブルだぞ!?　へへえーん、土ど下げ座ざか権けん益えきくれないとあげませえ──ん」

「くう……！　卑ひ怯きようですぞノブタン！　だ、だったらこのソファを人ひと質じちに！」

　ノブタンは半はん身みのポーズを取り、ソファに触れようとする小こ西にしを指ゆび差さした。

「馬ば鹿か者もの……！　そこのソファカバーは正純が妻つま譲ゆずりのメイクをしたもの！　そこに一番に座るのは家か長ちようである私の権益だぞ！」

「ええい、貴き様さまら、それよりも本ほん題だいの、録画しておいた〝白しろ黒くろつけるぜ！　魔ま法ほう少女デスデモーナ〟の最終回かいを早く見ようではないか！　これから忙いそがしくなるから今が最後の機会！

　ｏｐは無しという演出だろうから、自じ前まえｏｐを敢かん行こうする。暫ざん定てい議員、──総そう員いん、振り付けまで完かん璧ぺきであろうな？」

　待てい、とキャラクターの絵がプリントされたシャツの配はい布ふに応じながら、正純父ちちは言った。

「その神象筐体テレビも、正純が息を吹きかけて拭ふいたものだぞ。……手て指ゆびを掛けたかったら、私に何らかの権益を譲ゆずるのだな」

「ひ、卑怯なり本多・正まさ信のぶ……！」
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「うん、……父達たち、結けつ構こう権けん謀ぼう術じゆつ数すう凄すごいらしくてな。以前に凄く機き嫌げん悪く帰ってきて〝小西の野や郎ろう、随ずい分ぶんと権益をせびりおって……〟なんて、近寄りがたかったことあるよ」

　ふうん、と頷うなずくナルゼは、そのことを魔術陣マギノフイグーアの表示枠サインフレームにメモしている。

「……何に使う資料だ、それ」

「あ？　気にしないでいいわよ。見つからないように作るから」

「やーめーろーよー」

「いいじゃない。どっちにしろ、ほとんど描き溜ためになるわ」

　そうなのか？　と問うと、ナルゼはペンの尻しりで頭を搔かきながら頷うなずいた。いろいろ考えがまとまらないのか、脚あしを組もうとしてテーブルの天てん板いたの裏に膝ひざをぶつけながら、

「うちというか、武蔵むさしの文化部ぶの大量印いん刷さつ物ぶつって、欧おう州しゆう近辺での印刷はM. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りよう邦ほうのザクセン州に任せてんのよ。

　改派の盛り上がりで商業用よう印刷技ぎ術じゆつの歴史再さい現げんが行われたものね。マクデブルクの〝はんＱ印刷〟とか、結構こっちの親しん身みになってくれて有あり難がたいんだけど」

「M. H. R. R.が航こう行こう出来ないと面めん倒どうかあ……」

「データ自体は通つう神しんで送れるかもしれないけどね。いつもなら近辺のハブ港経けい由ゆで受け取れるんだけど、イベント先まで輸送となると高くつくわ」

　成なる程ほどなあ、と半はん目めで言って、正まさ純ずみはここに来て幾いく度ど目めかになる吐と息いきをした。

　そのときだ。

「盛せい況きようだな」

　不意に、背後から男の声が響ひびいた。はっとして振り向けば、そこにいるのは、改かい造ぞうされた清しん武たけ田だの制服に、極きよく東とうの上うわ着ぎを着込んだ青年だった。

　腰に青あお鞘ざやの一いつ刀とうを下げた中ちゆう背ぜいは、背後の道路にあるものを置いていた。

　武ぶ神しんだ。ここからは脚あしや腰しか見えないが、装そう甲こうについた幾いくつもの傷から、歴れき戦せんの武神だというのはよく解わかる。だが、大事なのはそれよりも、

　……いつ、ここに降りた？

　正純であっても理り解かい出来る事実に対し、ナルゼが既すでに動いていた。気付けば、こちらの周囲に幾いく枚まいものトンボ枠わく型の魔術陣マギノフイグーアが立ち上がっている。描いてあるのは壁の絵、防ぼう護ご用だ。

　さて、とナルゼがラフの魔術陣を閉じ、ペン先を青年に向けて言葉を放った。

「知ってるわ。江え戸どで行われる夏のイベントの際、沿えん岸がんでの警けい備びを北ほう条じようとどちらがやるかで論ろん議ぎしているものね。──里さと見み家は」

　それは有あり難がたい、と困ったような笑えみで頷うなずく青年を、正純も知っている。

「里見家総そう長ちよう。……里見・義よし頼よりか」
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　正純の視し界かいの中、笑えんだような細ほそ目めの青年が頷きを返してくれた。

「武蔵むさし勢ぜいに知って頂けているとは有り難い。今後とも里見家を宜よろしく御お願ねがいしたい。

　何しろ我わが里見は小しよう国こくだし、毎まい年とし毎年、総そう長ちよう連れん合ごうと生徒会の刷さつ新しんされる武蔵とは上う手まく付き合いを持ちたくても持てぬ時がある。この度たびはこのような機会が持てて幸いだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こちらも、いろいろ今後を思し案あんしていたところに選択肢しを増やしてくれて幸いだ」

　いやいや、と義頼は、首後ろに手を当て苦く笑しようした。

「少しでも、里見の今後の安定が欲しいのだ。頼ることになると思う」

　そんな彼の言げん動どうと、背後の武神の傷つき具合を見て、正純はこう思った。

　……苦労人にんのタイプだろうな……。

・あさま：『名前の加か護ごがあるとするならば、義ぎ理りを頼って生きていく人でしょうか……。って、あ、こっちでも引き続きフォローしてますんで』

　浅あさ間まからの通つう神しんに頷いていると、義頼の背後に、更さらに二つの影が来た。

　老人だった。それも、大だい刀とうを杖つえのようについた長ちよう寿じゆ族ぞくの、だ。彼らは、奥の騒ぎをちらりと見て吐と息いきすると、しかしこちらに視線を向け直し、

「──清武田、覚かく羅ら教きよう導どう院いん副ふく会長、佐さ藤とう兄弟に御ご座ざいます」

　やはりこちらも、知っている者達だ。二人の老ろう人じんは、どちらも顔の皺しわや白い髭ひげという歳とし経へた特とく徴ちようを持ち、区別が付かないほどだ。だが、老人であってもその居い住ずまいの良さは、

　……老おいてながらも、鍛きたえているものだろう。

　二人は同時にこちらへと頭を下げた。

「副ふく長ちようの弁べん慶けい様は流石さすがに来られませぬゆえ、我らで失礼を」

　あ、とこちらも慌あわてて腰を上げて頭を下げる。

「佐さ藤とう兄弟。二人で清しん武たけ田だの副会長を為なすと聞いている。こちらこそ宜よろしく頼む、が……」

　どちらが兄で弟だろうか。装そう備び品ひんの色まで同じなので区別が不明だ。すると、老人二人は同時に己おのれを差し、

「あ、私の方が兄で──」

　言葉が止まり、顔を見合わせ、

「若い女の前だからっていい度ど胸きようですなあ、年下」

「ああ？　兄あに貴きはわしの方でしょうが、母の言葉を忘れましたかなあ？」

　母も適当に言ったんじゃないだろうかと、そう思うくらいに区別が付かない。だから、

「あの、お二人とも、どうやって見分けを……」

　ええ、と二人は頷うなずき、お互いを差し、同時に口を開いた。

「こいつが弟で、挙きよ動どうが馬ば鹿かで──」
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　二人同時の言葉が止まり、顔を見合わせる。しまった変なツボをついた、と、正まさ純ずみは慌あわてた。

「あの、どんな御ご用ようで？」

「え？　ああ」

　佐さ藤とう兄弟はステレオで、奥を見て、肩を落として頭を搔かく。

「義よし経つね様が、間違いなく〝こうなっている〟と予よ測そく出来たので、──私わたし共どもで会議を」

　そうだな、と里さと見み・義よし頼よりも、寝かされている義よし康やすを見て頷うなずく。

「義康が失しつ敬けいをした。──酒は駄だ目めなんだ。そう思って頂きたい」

「まあ、会議の席で麦老酒出すのも駄目だとは思うが……」

　と、呟つぶやいている間に、佐藤兄弟が杖つえ代わりの大だい刀とうを背負い、表おもてに竹ベンチを用意し始めた。

　奥の連れん中ちゆうとは分けて会議しようと言うのだろう。そして奥の方、こちらの動きに気付いたらしい北ほう条じよう・氏うじ直なおも、さり気なく席を立つ。

　会議が、これから始まるのだ。

　だが、不ふ意いにナルゼが、一枚の魔術陣マギノフイグーアに手書きの文字を書いて寄よ越こした。

　それは、〝里さと見み義頼について〟と、タイトルの振られた文字列れつだった。
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　……これは？

　と疑問する正純の視し界かいの中。痕こん跡せき残さぬよう、読む文字ごとに消えていく文ぶん面めんが告げる。

『いい？　さっきオタクから情報来きたわ』

　それは、

『護ご衛えいについてあげるけど、気を付けなさい。関かん東とうの連れん中ちゆうは、佐藤兄弟を初め、どいつもこいつもいざとなったらどんな無む茶ちやもする荒あら武む者しやばかりだと言うし、その里見・義頼、腰に差してるのは霊れい刀とう・村むら雨さめ丸まるだわ。歴史メガネに知らせたら飛んできそうだけど、いつでも臨りん戦せん態勢ってこと忘れないで。更さらには──』

　見た。

『知ってるとは思うけど、元々、その里見・義頼は二代目め。彼は本来、里見家けの重じゆう臣しんの正まさ木き・憲のり時ときっていう武ぶ将しようだったの。だけどそれが、本来いた先せん代だいの里見・義頼を殺して今の地位についたのね。だからそれを逆ぎやく意いで呼ばれる彼の字あざ名なが〝家か臣しん殺ごろし〟』

　知っている。かつて事件として知られ、聖せい連れんの発行する総そう長ちよう連れん合ごう・生徒会年ねん鑑かんにもその事実は記き載さいされている。

　……更には、この男が殺した、先代の里見・義頼は──。

『──そこで寝ている、義康の実の姉が襲しゆう名めいしていたのよ』







[image: 解説　●源氏と平家１●]
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「喜き美み、あっちの卓たくに行かなくていいんですか？」

　横に鈴すずを。向かいに喜美とアデーレを。そして中央には追加の炭すみ置おきと鉄板を置いた浅あさ間まは、皆用ようの七しち穀こく炒飯チヤーハンを準備しながら喜美に問うた。

　今、こちらの視し線せんが向いているのは、喜美の背後、通路一つ離れた卓にいるミトツダイラとホライゾン、そしてナイトと皿さら置おきだ。

　だが、喜美はそちらに振り向かず、

「フフ、愚ぐ弟ていが仲良くやってるならそれでいいのよ。寂しくやってたら別だけど。

　それに、──ホライゾンも随ずい分ぶん変わったわよね」

「ええ、……トーリ君に対しての容よう赦しやが益ます々ます消えた気が。強ごう欲よくの影えい響きようでしょうか……」

　うん……、と女四人はわずかに俯うつむく。

　と、店員が炒飯の材料を持ってくる。鉄板は持ち込みだが、流石さすがに材料まで持ち込むのは店に悪いので、炊たきあがりの米類を商品として持ってきて貰もらい、それをこちらで焼く方針だ。

「ええと、お肉とお野菜は、鉄板のそちらが結けつ界かいで仕切ってあるので、そっちで焼いて下さい。穢けがれを御祓みそぎしちゃうんで、ちょっと味が薄くなるかもしれませんけど」

「あー、自分、レバー類とか苦にが手てなんですけど、その方が食べられるかもです」

「フフフ、アデーレはもう浅間の家の子になっちゃいなさいよ」

　でもまあ、と喜美が言った。彼女は、胸の間から出てきた走狗マウスウズィがハナミと空くう中ちゆうで踊り出すのを見ながら、鉄板焼きした鳥とり串ぐしを箸はしで摘つまむ。

「──正まさ純ずみ達たちは大変そうね。この会議も、この後も、ね」

「こ、……の、あと、も？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と喜美が、焼けた鳥串の一本を鈴の皿の上、もう一本を自分の皿に取る。

　そして彼女が視し線せんを向けるのは、重要な会議を行っているであろうIZUMOの町だ。

　喜美と視線を同じくした浅間は、左目の〝木葉このは〟の暗あん視しオプションで闇やみを透すかして見る。

　IZUMOの社しや下か街まち。あの光のどこかで、正純は会議しているのだろう。通つう神しんは繫つながっているから、有ゆう事じになったら対たい応おうを求めてくる筈はずだ。

　しっかりしましょう、と自分に言い聞かせ、浅間は炒飯を混ぜながら皆とのコンセンサスをとる。

　すべき話題は、やはり、武蔵むさしの現状について、だ。

「──浅間神社の各かく契けい約やく所や神かみ棚だなからの祈り抽出アンケートによると、英国イギリスでの戦せん闘とうや、今日きようのこの包ほう囲いなどで、やっぱり人々の中では不安や恐れが生じてますね。正純の判はん断だんだと、アルマダでは勝利したので、厭えん戦せん気分が湧わいているのではないとのことでしたが」

「えん、せん、……きぶん？」

　鈴すずが首を傾かしげた。

「何、……それ？」
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「厭えん戦せん気分？　真ま喜き子こ先せん輩ぱい、何ですかそれ」

　三さん要ようの声が、露ろ天てんのテラスに響ひびいた。

　武蔵むさしの右う舷げん三番艦かん・高たか尾おの右舷側甲かん板ぱんにあるビアガーデンだ。

　三要の視線の先、共に来ていたオリオトライが、見晴らしのいい外そと舷げん側の卓たくに長ちよう剣けんなどを立てかけて口を開く。あのね、と前置きし、彼女はIZUMOの夜景を見ながら、

「戦争がいつまで続くのかなあ、って、そういう気分のことよ。戦争に対する嫌いや気けのこと。

　勝っている内はイケイケになるから、そういう気分ってあまり出ないんだけどね。

　でも負けたり、膠こう着ちやくしていると、……戦争って、ほら、いろいろ手て間まが掛かったり、不安材ざい料りようが多いでしょ？」

　言われた三要は、わずかに上を見た。そうやって、

　……確かにまあ、勝つか負けるかの毎日は疲れますしね。

　三要は、大きな丸まる太たを切って作った卓の下に自分の荷物を置き、やや考えてから頷うなずく。

「そうですね、戦争なんて早く終わって欲しいですよね。フツー」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……だから、そういう不安に対し、明確なリターンがないと、〝やめた方がいいんじゃないか〟って皆が思い始めて、人々の協きよう力りよく体制が悪くなっていくのよ。

　だからまあ、昔の政せい軍ぐんは自分達たちに都つ合ごうのいい情報を流してそういう気分を起こさないようにしてたんだけど、今は通神帯ネツトとかで人々が情報を手に入れられるしね」

　だから、とオリオトライが卓の椅い子すを引き、ふと、多た摩まの方を見つつ言った。

「厭戦気分を起こさないようにするには、最さい低てい限げん、──勝ち続けないと駄だ目めなのよね。

　……って、光みつ紀き、この卓で良かった？　高いとこ怖かったっけ？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです真喜子先輩。で、えーと……」

　と、三要も多摩の方を見て気付く。外がい交こう甲板の一角を利用した外舷側の露天食堂に、人ひと影かげが多くあるからだ。遠とお目めには解わからないが、オリオトライが視線を向けたと言うことは、

　……梅うめ組ぐみの皆ですね。

　武蔵を引っ張っていく生徒達たちがそこにいる。

　かつて、彼らに対し、自分は説せつ教きようじみたことを言って関わった。あの時の思いは変わっていないが、しかし今の自分はこうも思う。皆が、足並みを揃そろえて始めたのだから、

　……ちゃんと、最後まで出来、自分達を通せるといいですよね。

　だけど、とオリオトライの声が響いた。彼女は吐と息いき混じりに、

「──ちょっと厄やつ介かいよね、現状」
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　三さん要ようの眼がん前ぜんで、オリオトライが多た摩まから視線を外した。彼女は椅い子すに腰を落とし、ウエイターの方に手を挙げる。そして、

「厭えん戦せん気分について話し続けるけどね。──他た国こくは有利なのよ。敵である武蔵むさしが来たときだけ戦えばいいから。だけど武蔵は、ずっと戦い続けないといけなくて……。不利なのよね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と三要は頷うなずいた。

「だから、アルマダ戦の勝利は意味があると、そう考えていたわけですよね。ここで、この時代最さい強きようの艦かん隊たいを持つ三征西班牙トレス・エスパニアに勝利すれば、他た国こくは我われ先さきに喧けん嘩かを売ってこないだろう、と」

　このところの武蔵の補ほ修しゆうにおいても、人々の意い気きがあったのは、長く続くかもしれない戦争状態を今後は楽に出来るだろうという思いと、そのためにも武蔵の補修を行おうという思いがあったからだ。

「だけど……」

　と、三要も椅子に腰こし掛かけながら、空を見上げた。

　東西と、南北。夜や天てんに展開した六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国の二大勢せい力りよくは、艦の識しき別べつ灯とうをつけ、一部は照明もつけたままで己おのれの存在を誇こ示じしていた。

　こちらを見下ろす影の群に対し、三要は吐と息いきを一つつけて言葉を作る。

「──しかしまあ、今回、敵は、二国で武蔵を包ほう囲いに来たわけです。

　それも、本来ならば三十年戦せん争そうの敵てき同士であり、毛もう利りと羽は柴しばという対たい立りつ関係でもある六護式仏蘭西と、M. H. R. R.が、ですね」

　しかし、

「武蔵の補修は七割方がたの完かん遂すいでしかないです。そして出港しようにも、巨きよ大だい艦です。準備をしても離り陸りくから空くう域いきの離り脱だつまでに三十分は掛かるわけで」

「……三み河かわでは、最後にその隙すきを〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟に狙ねらわれてヒヤリとしたわよねー」

　笑って言うからこの人は恐ろしい。

　ウエイターが来て、オリオトライが「じゃ、このページ、全部、順に」と危険な注文をするが、金きん銭せんの方は大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　……真ま喜き子こ先せん輩ぱい、午後にIZUMOに降りてから上じよう機き嫌げんですけど。

　IZUMOで、自分の師でもある大事な人に会ってきたのだと言うが、どんな人なんだろうかと、頭の中で想そう像ぞうを転がしつつ、三要は自分の分の注文を終える。

　そして、ウエイターが去った後、三要はもう一度空そらの包囲を見渡して言った。

「今回は、栄光丸一いつ艦かんではありません。それも、離陸の瞬しゆん間かんから〝IZUMO〟を離れたとみなされて狙われることになると、私なんかはそう見ています」

　だから、

「……どうするんでしょう」

　自分が今いま告げた言葉は、今の武蔵むさしのどこにでもあるものだろう。

　対し、オリオトライが表情を変えた。微笑したのだ。

「──大だい丈じよう夫ぶよ。それを考えるのも皆の役目だし、ね。それが出来るように、光みつ紀きも私もいろいろやってきてるし、やってきたわけでしょう」

「私は──」

　ちゃんと出来てるとは思えない。三さん要ようはそう言い掛け、オリオトライの微笑で言葉を止めた。ちゃんと出来ていないなら、何のための教員だと、そう思ったからだ。だから、

「教員、楽じゃないですよね……」

「そう？　教えること教えたら皆任まかせよ。大事なことだけ逃さないようにしときなさいな光紀。それに、ほら、皆だって私達だけを頼りにしてるわけじゃないわ」

　顎あごでオリオトライが多た摩まを示す。そして見る先、露ろ天てん食堂に人ひと影かげが増えていた。

「仲間って、集つどうものよ。──あれは、直なお政まさ達たちかしら？」
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　……この忙いそがしい時期に、よくまあ来たもんですね。

　と、汚よごれを最低限拭ふいてやってきた直政の皿に、浅あさ間まは炒飯チヤーハンを積んでいく。背後ではミトツダイラが「追加!?　え!?　本気ですの!?」などと言っているがここは敢あえて通しだ。

　そして眼がん前ぜん、頰ほおに油をつけた直政が、肩を揺らして皆を見る。

「折せつ角かくの外食さ、皆、あまり辛しん気きくさい顔すんなさ。アンタらが沈んでたって、あたし達機き関かん部ぶは武蔵を浮かせるために活動するしかないんだしさ。何しろ、明日あしたの出港に向けて徹てつ夜や作業になるんでね。今は鋭えい気き養やしないにきた感じさ」

　有あり難がとう、と頷うなずいて見れば、彼女の横、汚れた白はく衣いの小さな姿があった。それは、

「あ、転てん入にゆうしてきた後こう輩はいの……」

　三み科しな・大ひろ、という名の少女だった。ども、と、ちょっと緊きん張ちよう気ぎ味みに言うポニーテールには初うい々ういしさを感じる。が、直政が大の背を叩たたき、

「おいおい、ここ来るときは〝別に武蔵最さい強きようのズドン巫み女こだって怖くないね！〟とか言ってたろうにさ。やっぱホンモノ見るとビビったか？」

「い、いやマサ先せん輩ぱい、だって、その、……大きいなあって」

　背せ丈たけですよね、と浅あさ間まは内ない心しんで誰だれにともなく確かく認にんを振る。

「……というか、いつから私、最強に……？」

「あ？　ズドン巫女というジャンルだったらアンタ一人だから、ゆえに最強だろうさ」

　ああ成なる程ほど、と頷うなずき掛け、浅間は慌あわてて首を横に振った。

「それ根本的に駄だ目めじゃないですかっ」

　まあまあ、と直なお政まさがこちらに義ぎ腕わんの手を振って見せる。

　そして彼女は、通路を分けるパーティションの衝つい立たてに背をついて己おのれの位置を確かく保ほ。アデーレへと視線を向けて、

「アデーレ、すまんけどさ、武蔵むさしの整備を優ゆう先せんさせてるから、アンタの機き動どう殻かくの整備まで手が回らないさね。明日あしたの出港、短たん時間で終わらせないと駄だ目めだからさ。──すまん」

「あ、別にいいですよ。英国イギリスでは装そう甲こうちょっと削けずったくらいですから。有ゆう事じの際はそのまま出ます。第六特とく務むの方こそ、地じ摺ずり朱雀すざくのパーツが無い状態なのは大だい丈じよう夫ぶですか？　IZUMO側では女性型武ぶ神しんの軽量戦せん闘とう用ようパーツを卸おろせないとかで。完かん全ぜん作業用ようですよねアレ」

「三み河かわとアルマダでいいとこ見せすぎたからねえ。聖せい連れんが〝武ぶ装そう〟としてチェック飛ばしてきてるらしいさ。武蔵艦かん内ない整備は出力いるから、工こう作さく用よりも戦闘用の方が便利なんだけどさ」

「マサ、それって、……地摺朱雀を戦闘に出せないってことですか？」

　こちらの問いに、直政は頷うなずき掛け、己の動きを止めた。

「燻くすぶるけどね。バックアップや、武蔵の戦闘中ちゆうの補ほ修しゆう行為や機き関かん部ぶの手伝いだって、充分な戦闘補ほ助じよ行為さ。前ぜん線せん出てテンション上げてるだけが戦闘行こう為いじゃない。それは解わかってるさね」

　ただ、と直政は言った。

「あたしの責任の置き方は、なるべく〝前〟でね」

「フフ、アンタ、覚かく悟ごが決まっちゃってるタイプの女よね」

　性しよう分ぶんさ、と、直政が喜き美みに小さく笑い、喜美が笑えみを返すのを見て、浅あさ間まはふと思った。

　……いいなあ。

　何がいいのかは自分でもよく解らない。が、鈴すずも身の力を抜いて二人の方ほうに顔を向けている。

　何かの安あん堵どがあったのだろう。

　……だったら、いいですよね。

　不安を吹き飛ばすような仲間がいる。そういうことだ。

　そんな確信を得た浅間は、安堵の息を心の中で吐き、

「……そっか」

「フフ、何がおかしいの、浅間。言ってみたら？　聞いてあげなくてもいいわ。聞くけど」

「いや、別に、ありふれたことしか、言葉としては思いつきませんよ。

　──ただ二つ、明確なことがあるんです」

　それは？　と言葉を即そく座ざに喜美に送られ、浅間はまず首を下に振る。

　炒飯チヤーハンをすぐに出すことが出来るように、鉄てつ板ぱんの上の積せき載さいをヘラで割っていきながら、

「一つは、……IZUMOで会議している正まさ純ずみや、そこの皿さら置おき場ばになっているトーリ君達には、私達だけがついてるってわけじゃないこと。もう一つは──」

「もう一つは、……何ですの？」

　向こうの卓たくから声を掛けてきたミトツダイラに、浅間は真剣な顔で頷うなずきを返した。

「これから悲ひ劇げきが……！」
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「──え？」

　とミトツダイラは、怪け訝げんな顔で辺りを見回した。

　……一体、何の悲劇が……。

　あった。こちらの視し界かいの中央、フロアの入り口から、大おお勢ぜいの影が入って来るのだ。

　それは機き関かん部ぶの残りの者達と、

「おやおや、連れん絡らくを受けてみれば確かにタダメシに御ご座ざるな。──ミトツダイラ殿どの、実じつ働どうの連れん中ちゆう共とも々ども、拙せつ者しや、世せ話わになるで御座る」

　二ふた代よを中心に、三み河かわの元警けい護ご隊たいの連中と、彼らの下で訓練している武蔵むさしの学生達の実働がぞろぞろとやってくる。対する形になったミトツダイラは、

「ちょ、ちょっと、何ですの!?　この人数増ぞう殖しよく!?」

「解わかんねえかネイト、試練だよ……！」

　皿さら置おきが喋しやべったので、ミトツダイラは一いつ斗とピッチャーをハンマーのように叩たたきつけて馬ば鹿かを黙だまらせた。その上で彼女は、来た人ひと影かげを数えて、表示枠サインフレームの自動計けい算さん表ひようで損害を計上しながら、

「も、もう、割わり勘かん！　割り勘要求ですし、今日きようはいろいろとワケが解りませんのよ──！」

　うんうん、と浅あさ間まやナイト達が頷うなずき、こう言った。

「──毎まい度ど思いますけど、解る方が変ですよね」
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　……何か、武蔵の方が騒がしい気がするなあ。

　正まさ純ずみは、夜の通りに置かれた竹ベンチの上で、そう思いながら団だん子ごを摘つまんでいた。

　現在の構こう図ずは、二つのベンチで交こう渉しよう相手と向き合うものだ。

　こちらが店側がわ、相手が通り側だ。そして己おのれの右にはナルゼを挟んで北ほう条じよう・氏うじ直なおがおり、正面のベンチには里さと見み・義よし頼よりと佐さ藤とう兄弟がいる。

　真さな田だ十じゆう勇ゆう士しは義よし経つねの護ご衛えいのようなもので、上位権けん限げんを武たけ田だ家けが握っているため、真田家としてこの会談には出てこない。英国イギリスもカウンターにジョンソンとウオルシンガムが下がって、こちらに来る気け配はいはない。

　……そうなると、つまり、武蔵、武田、北条、里見の四よん頭とうでこの会談を行うのか。

「では」

　と正純は言った。

「これより、関かん東とう勢ぜいと武蔵の、〝偶ぐう然ぜん会った〟上での情報交こう換かんなど行おうか」
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　正まさ純ずみは、向かいの竹ベンチに座る皆を見渡し、一いつ声せいを開いた。

「さて、……偶ぐう然ぜん出で逢あってしまっていきなり何だが、少々聞ききたいことがある」

　まず聞きたいことは一つだ。

　……何な故ぜ、ここに来た？

　関かん東とう勢ぜいが、将来の関東を治める松まつ平だいらと友好を得たいと思っているのは解わかる。が、それは今ではなくてもいい筈はずだ。タイミングとしては、松平が極きよく東とうを支配してからでもいいのだ。

　……ならば何故、この危険な状況に飛び込んできた？

　救たすけに来てくれた、という選択肢しは、恐らく確かなものだろう。松平を失ったら、関東の安定が無くなると言うことだからだ。

　だから、武蔵むさしの危き難なんを感じたときは、救いの手をさしのべる。

　解りやすい、美び談だんのような話だ。

　だから正純は、その予測を信用しない。何故なら、

「……国家は、存そん続ぞくと繁はん栄えいのために活動する。将来の安あん寧ねいが有ろうとも、今、ここに来たことと引き替えとは思えない」

　言いつつ、正純は、皿を左手に、義よし頼よりや佐さ藤とう兄弟の背後にある里さと見みの武ぶ神しん〝八やつ房ふさ〟をちらりと見た。この武神が腰に下げている一いつ刀とうも、武神用ようの村むら雨さめ丸まるなのだよな、と思い、

　……ネシンバラに「画が像ぞう撮とって来て！　絶対！」とか頼まれそうだなあ。

　撮さつ影えい許可は出るだろうか。ともあれ、

「──何故、ここに来た？」

　それは、と最初に応じたのは、佐藤兄弟のどちらかだ。二人はお互いの顔を見て、

「──それはまあ、貿易のためですなあ。なあ、弟」

「ああ、確かに貿易のためですなあ。──なあ、弟」

　老人二人がお互いの頰ほおを引っ張り合い始めたのを余よ所そに、義頼が肩をすくめる。

　……確かにまあ、貿易のためという建たて前まえを崩くずしたら駄だ目めか。

「こういうヒネリ入ったのは不ふ慣なれですまん。──表示枠サインフレームで仲間と意見交こう換かんしていいか？」

「生の声や映えい像ぞうが向こうに行かないならば」

　と、義頼が言って、氏うじ直なおも佐藤兄弟も頷うなずいた。と、店の奥の方から、

「カカカ！　おまっ、あろよみれああああ!?　ああ!?　おっかひっは！　あぺぺ！」

　もはや、解らぬと言うよりも別の何かに達している確信を正純は得る。とりあえず絶ぜつ対たい視線を向けるまいと、正純はそう思いながら、

・副会長：『そういうわけで現在、清しん武たけ田だ、北ほう条じよう、里さと見みの面めん々めんと偶然出で逢あってしまったんだが、これってどういう意い図となのか、解るか？』





●






・あさま：『──で、正まさ純ずみの推すい測そくとしては、どうなんです？』

・副会長：『恐らくだが、……武たけ田だも北ほう条じようも里さと見みも、いずれ松まつ平だいらに吸収されたり、その庇ひ護ごを受けることになる家か系けいだ。だから、M. H. R. R.神聖ローマ帝国が航こう行こう禁止になれば武藏むさしの関かん東とう行ゆきが難しいと知り、その対策や思し案あんのためにここに来たのだと、そういうことは解わかる』

・礼賛者：『そこまで解っているのなら、会談も進められるのでは？』

・未熟者：『そうでもないんだね、これが』

・賢姉様：『さあ、今日きようもまたスーパー歴れきオタタイムの始まりです』

・未熟者：『残念だけど政治の話題だよ今夜はね！　──でまあ、彼らがここに来たのは、確かに武蔵を気にしてのことだろう。だけど、副ふく会長本ほん多だ君の言うとおり、何な故ぜ今、ここに来たのか、という本当の理由が解らないんだ。挙げられる推測としては──。


　１：今の状況を打だ開かいしにきた。

　２：引いん導どうを渡しに来た。

　３：武蔵の対応を窺うかがいに来た。



　──とまあ、思いつくのはこのあたり。この三つ、どれだろうかと適当に決めつけて踏み込むのは簡単だけど、相手側の思おも惑わくと違ったら悲ひ劇げきだよね』


『立花夫様が入場されました。立花嫁様と共有設定です』『傷有り様が入場されました』



・俺　　：『立花夫って、〝たち・はなお〟って読めてちょっと卑ひ怯きようじゃね？』

・立花嫁：『──宗むね茂しげ様、武蔵総そう長ちようが私のことを〝たち・はなよめ〟と解かい釈しやく出来ると』

・立花夫：『──そうですね、誾ぎんさんですと、やはり赤あか椿つばきでしょうか』

・賢姉様：『うっわ熱！　何この熱気!?　うっわ浅間！　冷れい却きやく！　冷却!!』

・副会長：『ほほう、──立花だけに立ち話でこの威い力りよくか』

・約全員：『即そく冷ひえたあ──!!』
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　あれ？　おっかしいなあ、と正純は皆の反応に眉まゆをひそめる。

　が、大体のところはネシンバラの言う通りだ。こちらに協力しに来たのか、縁えんを切りに来たのか、それとも、

　……どちらか判はん断だんをつけにきたのか、だ。

　大体においては、ネシンバラの言う三番目〝武蔵の対応を窺いに来た〟が正解だろうし、そのようにして話し合うのが行き違いの実じつ害がいが最も少ないだろう。

　ならば、と正純は方針を決めた。向こうがこちらを計りに来ているならば、計るための材料を与えなければならないだろう、と。ゆえにここでまず、自分が言うべきは、

「武蔵むさしは明みよう朝ちよう、出港の後に南なん進しんする予定だ。行く先は──」

　各校の代表者がわずかに視線を上げるのに対し、正まさ純ずみはこう言った。

「三み河かわ。そして関かん東とうだ」
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　席に着く皆が、わずかに気け配はいを堅くする。

　だからというように、正純は息をつき、脚あしを浅く崩くずして言う。

「リップサービスのつもりは無い。IZUMOでの武蔵の補ほ修しゆうが行えなくなった以上、安全に補修を続けられる場所が欲しいからな。元々、関東方面にも貿易には行くのだから、松まつ平だいらの領りよう地ちである三河で一ひと息いきをつき、江え戸どにある関東IZUMOの武蔵用浮ふ上じようドックで補修をしたい」

　しかし、と、正純は左の親おや指ゆびで東の空と、M. H. R. R.神聖ローマ帝国側の艦かん船せんを示す。

「個人的には、ヴェストファーレンを一いち度ど望みたかった。政治的な姿勢を見せるためにもな。

　だが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズやM. H. R. R.がこの状態では、ヴェストファーレン会議を進めることも出来ないだろう。K. P. A. ItaliaとM. H. R. R.の睨にらみ合いだって続いているのだ。

　だから、欧おう州しゆうでの成果は英国イギリスと三征西班牙トレス・エスパニアに理解と繫つながりを得たというところで終え、三十年戦争や毛もう利り侵しん攻こうなどがある程てい度ど収まるまで、先に関東諸しよ侯こうの意見をまとめておきたいと、そういうオプションを取ろうと思っていた」

　だが、と、正純はツキノワに表示枠サインフレームを出させる。映すのは中ちゆう国ごく地方から東とう海かいまでの概がい容よう図ずだ。IZUMOから、赤いリボンラインが南に延び、瀬せ戸と内ない海かいに出て紀き伊い半はん島とうを回っていく。

「──現状考かんがえられるルートは、M. H. R. R.と六護式仏蘭西の暫ざん定てい国こつ境きようを下り、瀬戸内海から紀伊アラビア半島を西から東に回って三河に行くものだろうな。

　武蔵が三河から瀬戸内海に脱だつ出しゆつした航こう路ろを逆に行き、武蔵の人々にスタートラインを思い出させる意味もある。──まあ希望的なものでしかないが」

「無む理りだ」

　と、こちらの言葉が終わるのを待ってから言ったのは、正面に座る義よし頼よりだ。彼は腕を組み、

「希望的、と言うからには理解していることだろう。そうだな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。既すでにネシンバラの検けん証しようがこちらに届いているが、それに拠よれば、

「M. H. R. R.旧派カトリツクが六護式仏蘭西との暫定国境周しゆう辺へんに艦かん隊たいを展開しつつあるそうだ。だから、武蔵が六護式仏蘭西との戦せん闘とうに入ったならば、M. H. R. R.の艦隊は監かん視し役やく兼防ぼう波は堤ていとなる。

　武蔵は暫定国境……、よくて領りよう邦ほうや県けん境きよう界かいを行くことしか出来ないから、南なん進しんすればM. H. R. R.と六護式仏蘭西の暫定国境上じようで攻こう撃げきを受け続けることとなるだろう」

　更さらには、

「──南側、瀬戸内海沿えん岸がんにおいて、六護式仏蘭西の国境南東とう端たんとM. H. R. R.の南なん西せい端たんは、K. P. A. Italiaに突き当たる。現在、そのあたりではK. P. A. ItaliaがM. H. R. R.と睨にらみ合っていてな。一いつ触しよく即そく発はつの状態だ。

　そこに武蔵むさしが南なん進しんすれば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにまで巻き込んだ戦争になるかもしれない。そうなったら武蔵に対し、聖せい連れんが味み方かたにつくことはなくなるだろうな」

「ならばどうするのですかな？」

　佐さ藤とう兄弟のどちらかが、杖つえ代わりの大だい刀とうを抱き直して、そう問いかけてきた。

　彼らは、一いつ瞬しゆんだけ、夜の中にいる武蔵の巨きよ大だいな艦かん影えいを見て、

「重じゆう力りよく航こう行こうでIZUMOを脱だつ出しゆつしても、国境上じように阻そ止し艦かん隊たいを高い密度で展開されたらどうしようもありますまい。他た艦かんの届かぬ高空を抜けるという発想も武蔵にはありますが──」

「〝逃げた〟となると、聖連や六護式仏蘭西とは敵てき対たい状態のままになる。心しん証しようも最悪だ」

　だから、と正まさ純ずみは言った。

「この、どこにも行けぬような状況のまま、六護式仏蘭西が明日あしたにでも攻こう撃げきを掛けてくるというならば、武蔵は講こう和わと、それを凌しのぐことを絶対としなければならない。

　欧おう州しゆうを去って関かん東とうに行くにしても、武蔵は、六護式仏蘭西との敵対状態を収めた形にしてそれを行う必要がある」
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　……こちらを巻き込みに来たのか。

　里さと見み・義よし頼よりは、内ない心しんで武蔵副ふく会長の話の運びを評ひよう価かした。何な故ぜならば、六護式仏蘭西との戦せん闘とうを行うと明めい言げんした一方で、それについては、

　……〝欧州を去って関東に行くにしても〟、か。

　つまり、六護式仏蘭西を凌しのがねば武蔵は関東に行けない。それは、関東勢ぜいが武蔵を欲するならば、武蔵が六護式仏蘭西を凌ぐのを手伝えと、そういうことだ。

　成なる程ほど、と義頼は心の中でつぶやいた。面白い流れになってきた、と。

　小しよう国こく、しかし戦闘系けいである里見に対し、役割が得られるのかもしれない。だから、

「では聞こう。──六護式仏蘭西を凌ぐとして、そこから先は？」

　送った問いかけに、武蔵副会長が軽く眉まゆを上げた。彼女は苦く笑しようして、

「凌げると、決まった訳わけではないが？」

「決まった訳ではないが、その先を見ておかねばならないだろう？」

　成程、と武蔵副会長が頷うなずいた。そして、

「──何とか安全なルートを見つけ、三み河かわに行く。そして関東だ」
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　正純は、ネシンバラが追加で送ってきた情報を表示枠サインフレームで確かく認にんしながら口を開いた。

「関東行きのため、まず、話し合うべき者が、この中にいる」

　それは、

「佐さ藤とう兄弟。──貴方あなた達だ」

　ほう、と周囲の皆が、驚きとも感かん心しんとも聞こえる息を漏もらす。

　が、正まさ純ずみは、言葉を止めることなく告げた。

「理由については解わかっているだろう？　何な故ぜ、私達たちが、最初の話し相手に貴方達を選ぶのか」

　問いかけの先、二人の長ちよう寿じゆ族ぞくの老ろう人じんは、まず顎あごの髭ひげをゆっくり撫なでた。その上で彼らは、

「ほほ、成なる程ほど。つまり、こう言いたいのですな？　松まつ平だいら・元もと信のぶ。……後に羽は柴しばを倒し、極きよく東とうの天てん下かを得る人物には、生しよう涯がいにおいて三つの大きな危機があった、と」

　……その通りだ。

　正純は、深く頷うなずいた。

　今、ネシンバラから来た情報が、ズバリそのものだった。

　……松平・元信の三大危き機き……。

　極東、三み河かわや武蔵むさしに住んでいた者ならば、誰だれでも知っている。それは、

「危機の一つ。ここで話にあげるのは、〝三み方かたヶ原はらの戦い〟だ」

　その内容には、目の前にいる武たけ田だ勢ぜいが強く関わってくることになる。

　だから正純は、佐藤兄弟の両方を交こう互ごに見て、会え釈しやくを送った。

「聖譜テスタメントに拠よれば、──武田・信しん玄げんの軍ぐん勢ぜいと松平・元信が戦い、松平軍ぐんが壊かい滅めつする戦いだ。

　三河の東、富ふ士じ山さん西側の平野において、松平軍は敗北。追いすがる武田軍に潰かい走そうし、優れた人じん材ざいを幾いく人も失いながら松平・元信は城に何とか逃げ切る。……そんな敗戦だ」

　言葉を送る先、佐藤兄弟はどちらも微び動どうだにせず、表情も動かさない。

　だから正純は、更さらなる言葉を連ねた。

「さあ、どうする気だ？　清しん武田」

　言う。

「私達の航こう行こうが、三河経けい由ゆで関東行ゆきとなると、北はP. A. Odaなので通つう過か出来ない。そして三河から東に行けば、三方ヶ原を通過する。

　だから、〝三方ヶ原の戦い〟をどうするのか。再現するのかしないのか、するならばどう行うのか。……そのギブアンドテイクと行こうか、佐藤兄弟」
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「──三方ヶ原の戦い？　あ、はい、知ってますよ真ま喜き子こ先せん輩ぱい！」

　右う舷げん三番艦かん・高たか尾お。外そと舷げん側のビアガーデンで、三さん要ようが声をあげた。

　ほほう、と頷うなずくのはオリオトライだ。彼女は伊い万ま里り焼きのジョッキを掲かかげ、

「光みつ紀き、じゃあ、──三方ヶ原の戦いについて、軽く説明してくれる？」

　そうですねえ、と、三要は自分とオリオトライの間の卓たくを見る。太い丸まる太たを抉えぐり削けずって作っただけの卓たく上じようは、三さん要ようの側が〝極きよく東とうセット〟で枝えだ豆まめと豆とう腐ふ。オリオトライの方が〝M. H.R. R.神聖ローマ帝国セット〟でソーセージやザウアークラウトだ。

　……真ま喜き子こ先せん輩ぱい、相変わらず機き嫌げんがいいですねえ。

　と、三要が展開した表示枠サインフレームに映るのは、富ふ士じ山さんを東に置く地形だった。

「ええと、三み方かたヶが原はらというのは、遠とお見みの国、……つまり富士山から結けつ構こう西で、東に天てん竜りゆう川、西に浜はま名な湖こを置いた台だい地ちの名前です。この前ドカンしちゃった三み河かわの新しん名な古ご屋や城じようからですと、丁ちよう度ど南東に80キロくらいですね」

「いいわよー、じゃないか、うちの授業じゃないもんね。光みつ紀き、自己申しん告こくしてないし」

　恐ろしいことを。梅うめ組ぐみの生徒達たちは常にこのような緊きん張ちようの中で授業してるんですねー、と三要は内ない心しんで感かん嘆たんするが、自分のクラスの参考にするのはやめておこうと心に誓ちかった。

　ともあれ、と、三要は言葉を作る。富士山の図を指で差して、

「ここを領りよう地ちにしているのは甲か斐いの武たけ田だ・信しん玄げん、戦せん国ごく時代初しよ期きの超ちよう実力者です。

　彼は、病やまいに罹かかっていた自分の天てん命めいが短いことを悟さとってか、晩ばん年ねんに本格的な上じよう洛らく……、つまり甲斐武田という大たい国こくの主あるじとして、極東の中心であった京きようを支配しようとした訳わけですよね。

　京には貴き族ぞくや帝みかど、将しよう軍ぐん達たちもいるので、極東を支配出で来きるだけの力を持った者が京を〝保護〟することは、天下を取ることに繫つながったわけです」

　それでまあ、

「信玄がマジになって西行きを決めたわけですが、大軍の移動経けい路ろとして見た場合、極東の中央は山ばかりでいけません。なもんで、南岸沿ぞいに行くわけですが、動き出してすぐの場所、三河には、ライバルとも言える織お田だ家の仲間、松まつ平だいらがいたわけです。

　それでまあ、信玄vs松平ガチンコバトルが始まりまして」

・俺　　：『信玄vs松平がちんこバトル……!?』

　いきなり出た表示枠に、オリオトライが、ちょっと待ってね、席を立つ。

　彼女は近くにあった掃除用ようのデッキブラシを手でスナップして、

「盗とう聴ちようしおって。──ここかな？　あ、それ」

　投じてから数秒後ご。オリオトライが不ふ意いに右手を握ったと同時。

・あさま：『あ、あの、先生！　今いま何かデッキブラシのようなもの投げませんでした!?』

　……何で真喜子先輩だと解わかるんですか……。

　人じん徳とくだろうか。ともあれ手をひらひら振って笑う先輩格かくは、

「ま、そこで松平・元信はボロボロにやられるのよね。あれだっけ？　戦せん闘とう準備をしていたんだけど、城の前を武田軍が無む視しして通り過ぎていってしまい、怒って追つい撃げきしたら五倍返かえしくらい食らったってやつだっけ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そこらへんのいきさつは諸しよ説せつありますけどね。やるとしたらどんな歴史再さい現げんするのか、って皆みな注目してます。あ、皆って言っても、私みたいな歴史好ずきですけど」

「私みたいな戦いくさ好きも注目してるわよ」

　あはは、と三さん要ようは反応に困っての笑いを送る。

　そして三要は、一ひと息いきつくためにジョッキを軽く口に当てた。麦酒ビールといってもホップビールではなく、単なるホップ無しの麦酒としてのビールだ。甘く物もの足たりないが、話などをするときは唇くちびるの滑すべりが良くなるので、一人で飲まない饒じよう舌ぜつなときは有あり難がたい。

「それでまあ、全体の流れとしては、こんな感じです」


Round1：「一いち言げん坂ざかの戦い」



　前ぜん哨しよう戦せん。武田軍ぐんがやってきて、松まつ平だいらの補ほ給きゆう線を支える二ふた俣また城じように進しん軍ぐん。松平・元もと信のぶが偵てい察さつに出たところ、見つかって酷ひどい目に。
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Round2：「二俣城の戦い」



　前ぜん座ざ。二俣城、抵抗するも陥かん落らく。助じよ命めいを条件に開かい城じようする。

[image: ]


Round3：「三み方かたヶ原はらの戦い」



　本ほん戦せん。居きよ城じようである浜はま松まつ城じようを無む視しされた松平・元信がよせばいいのに追つい撃げきして倍ばい返がえし。たった二時間で潰かい走そう。浜松城に逃とう走そうするが、武田軍の迅じん速そくな追つい撃に対し、有力な部ぶ下か達が身を犠ぎ牲せいにして元信を守る。

「……ラウンド表ひよう記きいいわねえ。うちもしようかなあ」

「いいですよー、最近、戦せん国ごく武ぶし将ようの格かく闘とうゲームとかハマってましてね。

　ええ、〝風ふう雲うん目もく録ろく史〟っていうので、オープニングで千せんの利り休きゆうが〝これは実じつ践せん茶さ道どうに権けん力りよくを組み合わせたまったく新しい行ぎよう儀ぎ作さ法ほう……〟って完全に意味不ふ明めいなんですけど、まあこれが利休凄すごく強きようキャラなんです。何しろ凄い勢いで波動茶ちや器き叩たたきつけてくるんで」

「ああ、それ、うちの馬ば鹿かどもも授業中ちゆうにやってたわ。ペルソナ君が極きよく東とうで三番目めなんだとか何とか。彼、読書とか好きで、インドア系けいなのよねえ」

「ギャップ系ってやつですかねー、あははは」

　酔よいが回ってきてるかな、と思いつつ、三要は話を戻す。まずは先ほどの表示枠サインフレームを軽く裏から叩いて文字を大きく表ひよう示じ。そして彼女は、次のページを重ねて開き、

「ま、この三方ヶ原の勝負では松平・元信の三タテ負けですよね。三本勝しよう負ぶで一本もとれなかった、みたいな感じで。

　──でもまあ、この戦いには悲ひ劇げきも逸いつ話わも多くついて回ってます。

　逸話として有名なのは、


１：浜松城に逃げ帰る途と中ちゆうで、松平・元信が恐きよう怖ふのあまりにウンコ漏もらした。

２：逃げ帰った元信は、部ぶ下かにこのときの憤いきどおりの表情を〝顰ひん像ぞう〟として自じ戒かいのために描かせた。



　ってとこでしょうか」

　ただ、と言葉を濁にごしたこちらに、オリオトライが薄い笑えみで問う。

「どうしたの？　何か気になることが？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と三さん要ようは首を振った。

　この先の言葉を言おうか言うまいかを一いつ瞬しゆん迷ったが、向こうだって恐らく知っていることだろうと思う。

　だから意を決して三要は告げた。

「問題は、歴史再さい現げんだってことです。何しろ……」

　三要は、先のRound3を軽く叩たたいた。

「もし、歴史再現を正確に行うならば、──松まつ平だいら・元もと信のぶの部下、つまり今の武蔵むさし生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの中から、身を犠ぎ牲せいにする人が出なければなりません。

　それもあってか、極きよく東とう、松平家けに関する襲しゆう名めい者しやは、元信公こうが在ぞん命めいの内は自じ動どう人形が多くを担当していました」

　そうねえ、と、オリオトライが麦酒ビールを口にしてから、目を細めた。

「でもまあ、三み河かわがドカンと行ってから、新しい襲名者は出てないし、あやかりでも、そこらへん、犠牲になるのについてるのはいないんじゃないの？」

「いえ」

　三要は即そく答とうした。

「いるんです。松平・元信の身み代がわりとなって死んでいった方が──」

　三要は、三み方かたヶ原はらの戦いの参加者リストを表ひよう示じした。その中で一つ、赤あか字じになっている者がいる。それは、

「成なる瀬せ・正まさ義よし。──第四特とく務む、ナルゼさんのあやかり元です」





●






　ナルゼは、皆の視線が己おのれに集中したのを悟さとる。

　……だけどまあ……。

　馴なれ馴なれしくされたり、同情されないならば注目も悪くない。そして言っておくべきは、

「──別に、私の〝成瀬〟が、成瀬・正義だということではないわ。

　そんな、死ぬ人間の襲名やあやかりを得ようとしたつもりはないから。……どちらかというと次じ代だいの成瀬・正まさ成なりの方ね」

「そうでしょうな」

　と言ったのは佐さ藤とう兄弟の右の方だ。

「成瀬・正義には正まさ一かずという弟がおり、こちらの子が貴女あなたの言う、後の成瀬家当とう主しゆ、成瀬・正成となります。……正成は、松まつ平だいら家けにおいて、鉄てつ砲ぽう隊たいの長ちようとなる者でしたか」

　やはり武たけ田だの連れん中ちゆうはよく知っている。何しろ正成の父、正一は武田家に仕えていたこともあり、武たけ田だ家けが滅ほろびた後、彼らは松まつ平だいら家けを自らの受け皿とするのだ。だから、

「私が武蔵むさしにいれば、〝武蔵に成なる瀬せ・正まさ一かずがいた〟ということにも出来るのよね。そうすれば、もし武田家に大事があっても、武蔵を避ひ難なん場所に出来る、そういうことでしょう？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と佐さ藤とう兄弟が素直に頷うなずいた。そのことから、彼らは極きよく東とう側がわでもあり、聖せい連れん所属の大たい国こくでもあるのだと改めて気付かされる。だからこちらも、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、素直でいいことだわ。でも実際のところ、私はそこまで考えてないの。

　マルゴット……、ナイトの家も、親の代だいでどこかの〝内ない藤とう〟家のあやかりを考えていたらしいけど、私とマルゴットの間では、松平の鉄てつ砲ぽう隊たいを初期に構えていた内藤家の土地〝内藤新しん宿じゆく〟のあやかりってことにしてるし」

　今の言葉に、？　と正まさ純ずみが首を傾かしげた。

「内藤家のあやかりだと、駄だ目めなのか？」

「Ｊｕｄ．、内藤家で鉄砲隊を預かったのは内藤・清きよ成なりって人なんだけど、この人、関かん東とう奉ぶ行ぎようっていう裁さい判ばん長でね。……ほら、キヨナリは、ウルキアガがあやかってるでしょ？」

「ああ、ウルキアガのキヨナリは、関東奉行の内藤・清成か……。それがどこで尋じん問もん官かんの姉あね好ずきになるんだ……？」

「狂ってる連れん中ちゆうの所しよ業ぎようを気にしていたら駄だ目めよ、正純」

　一いつ瞬しゆん、正純が信じられないようなものを見る目つきをこちらに向けたが、気にしないことにする。そしてナルゼは、吐と息いきをつけて言葉を繫つなげた。

「カブりは避けたいから。だからまあ、鉄砲の訓くん練れん所があった土地の名、……内藤家があったから〝内藤新宿〟っていう名に、マルゴットはあやかることにしたわけ。私達、神しん道とうでもないし、極東側に対してはちょっと意い識しき弱いから、それで充分かな、って」

　ふうん、と頷うなずく正純を見て、ナルゼはふと思った。

　……あー、初めて聞くかしらね、こういうの。

　疎そ外がい感を得なければいいけど、と、そんな余よ計けいなことを思うが、フォローはしない。だから代わりというように、佐藤兄弟の右の方が言う。

「──内藤家は、武田側にも多くおりましてな。そちら側にも鉄砲使つかいはおります。もし成瀬の家か名めいを頼って武田の者達が合流するならば、その姓せいをあやかるのもよろしかろうと」

「いいのよ。──ナイトが私の嫁よめになればいいんだから。姓問もん題だいはそれで解決」

　皆が、何か言いたそうな顔でこちらに振り向いた。
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　……危なかった！

　生なまで音声が実況通神チヤツトに乗るような設定にしてなくて良かったと、正純は内ない心しんで冷ひや汗あせを搔かいた。もしそんなことしていたら、いろいろなところに今の発言が流れてしまい、

　……教きよう皇こう総そう長ちようあたりが黙だまっていない……!!
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　暗い聖せい堂どうの中で、十じゆう字じ組くみ型がたの表示枠コルチエフイルマに耳を当てていたインノケンティウスは、

「あれ？　何か音がノイズばかりになったなあ。折せつ角かく、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに仕込んだ間かん者じやから妙みような会談の盗とう聴ちようをして貰もらっているんだが……。上う手まく聞き取れないなあ、おい」

　インノケンティウスは、表示枠を叩たたいて調子を戻そうとする。そんな彼に、背後のガリレオが重めの首を傾かしげて言った。

「何だかもの凄すごく小こ者ものくさいぞ元もと少年」

「ああ？　教皇だろうと何だろうと、こういうコソコソやるのは誰だれだって楽しいんだ！　後で正せい々せい堂どう々どうと〝盗聴してたぞ〟と通ポ神ス文タ送ってビックリさせてやるんだから、今、ちゃんと聞こえてないと示しがつかんだろう、なあ？　おい」

「……もはや手段と目的が入れ替わってないか？」

　そう言うなよ、とインノケンティウスが一ひと息いきついて、聖堂の窓の外を見た。

　彼の目が見る方向、東の空には、幾いくつもの長ちよう大だいな影が浮いている。

「南なん進しんしてきたM. H. R. R.神聖ローマ帝国と羽は柴しばの軍ぐん勢ぜいに対し、ようやく防ぼう衛えい体制が整ったわけだ。テンションは上がるが息いき抜ぬきも必要だ。その意味で、武蔵むさしの動どう向こうは面白い。──歴史再さい現げんをとるか、独どく自じの道を取るか、どっちにしろ、我々の判はん断だんでは出来ぬ位置にいるからなあ」

「羨うらやましいのかね？　元少年」

「苦労が多いのは、旧派カトリツクとして羨むべきことだろう？　余よ計けいな勤きん労ろうは避けるべきだがなあ」

　さて、とインノケンティウスはガリレオの方を向く。

「……羽柴側がわで、変わった動きがあったそうだなあ、おい。聞かせて貰もらおうか」
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　正まさ純ずみは、皆がナルゼの方を不ふ思し議ぎなものをみる目つきで確かく認にんしている間、諸しよ処しよの情報を整理する。ツキノワに表示枠サインフレームを出させ、ネシンバラから送られてきた文章などを見ると、

　……あれ？

　先ほどからの佐さ藤とう兄弟の言げん動どうに、妙みような部分があることに、正純は気付いた。

　どういうことだと思い、しかし彼らの方を見ないようにしながら、正純はネシンバラに言葉を送った。

・副会長：『ちょっと自然に流してしまっていて、今いま更さら気付いたことがあるんだが、いいか？』

・未熟者：『いいとも、何だい？』

　ああ、と正純は実況通神チヤツトに言葉を叩たたいた。

・副会長：『スルーしてたけど、今さっき、おかしなことがあったんだ』

　それは、

・副会長：『何なに故ゆえに、佐さ藤とう兄弟はこちらを気き遣づかったんだ？　ナルゼのことを、さ』

・未熟者：『どういうことだい？』

　こっちも気付かずスルーしてしまったくらいだ。ちゃんと説明しないと、この違い和わ感かんは通じない。だから正まさ純ずみは、説明するための時間を得ようと、周囲の皆に右の掌てのひらを向けた。

「少々すまん」

　二ふた代よはこんな言い方していたなあ、と思いつつ、

「考えタ──イ──ム──」

　直後。世界が沈ちん黙もくした。
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　正純は、静けさを得ていた。

　背後の酒飲み騒ぎが一いつ瞬しゆんで黙だまり、皿が一枚割われる音が届いてきた。

『Oh……』

「シッ」

　……今、シッとか言ったの誰だれだあ!?

　しかし右横よこ、北ほう条じよう・氏うじ直なおが小さく咳せき払ばらいし、正面では義よし頼よりが何かを理り解かい出来ておらず、その横では、佐藤兄弟が無む理りに笑おうとして出来ないでいる。

　どうしたものかと思っていると、

・俺　　：『あー、……やっちまったなあ』

・副会長：『な、何がだよ!?　二代だってよくやってるだろ!?』

・蜻蛉切：『いや、拙せつ者しやも、そこまで虚きよを突くのが上じよう手ずでは御ご座ざらぬしなあ……』

・あさま：『な、何ひどいこと言ってるんですか！　正純は必ひつ死しにウケようと無む理りしてるんだから皆解わかってあげないと駄だ目めですよ!?　でも人間だから駄目な時ありますけど！』

・約全員：『何なに言ってっか解んねえよ！』

　本当に祝のり詞ととか上げる巫み女こなんだろうか。ともあれ、と正純は要件を先行させることにした。

・副会長：『ネシンバラ、いいか？』

・未熟者：『え？　あー、うん、どうぞどうぞ』

　やる気がなさそうだったので、通つう神しん相手を仲なか間ま全体にしておく。その上で、

・副会長：『いいか？　先ほど、清しん武たけ田だの佐藤兄弟は、こう言った。──武田が滅ほろびた後、松まつ平だいらと合流するためにもナルゼが必要だから、彼女を三み方かたヶ原はらの戦いで殺しはしないと』

・ウキー：『そこに何かおかしなことが？　こちらにとっては好こう都つ合ごうだろうが』

・副会長：『その通りだ。だが、このギブアンドテイクは根こん本ぽんからおかしな部分がある』

　何な故ぜならば、

・副会長：『だって、武たけ田だ家けは、滅めつ亡ぼうしたら、清しんの側に吸収されればいいだけなんだ。清も武田も、義よし経つねがどちらも治めているんだから、松平に合流する意味はない。

　それなのに、どうして松平に合流しようなどと、そんなことを言うんだ？』

　どういうことだ。
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「……確かにそういわれてみると、どういうことなんでしょうね。アデーレ、解わかります？」

　正面に座る浅あさ間まの問いに、デザートの酒さけ粕かすアイスを口にしていたアデーレは肩を震わせた。

「え!?　あ、ええと、……そ、そういうのは書しよ記きの方に」

　と、アデーレは、書記の方を皆と共に見た。

　すると書記は、いつの間にかテラス縁ふちに陣じん取どってIZUMOの方に前まえ屈かがみになっており、

「あ、ほら、ミチザネ、あそこ、あそこに〝八やつ房ふさ〟いるだろ？　ほら激げき写しや！

　──あーっ、やっぱミチザネ御ご免めん、お前、文ぶん官かんだから、画が像ぞう能力あまり強化してないんだよなあ。夜の逆ぎやつ光こうじゃ駄だ目めかあ。……よし、じゃ、向こうの前部甲かん板ぱん行こうか！　あっちならいい画が角かく狙ねらえるしさ！　村むら雨さめ丸まるの資料が欲しいんだよなあ！」

　書記が駄目になった、とアデーレは思った。

　しかし、

　……どうしたもんですかね。

　確かに正まさ純ずみからの疑問には考えるべきことがある。

　何故、松平を頼る必要のない清武田が、武田の滅亡後、松平を頼るようなことを言うのか。

　……恩を着せに来てる、……とか？

　近いような気もする。だけど、引っかかるものがある。そんな単純なことだったら、もっと深い恩を着せることだって可能なのだ。たとえば、

　……三み方かたヶ原はらの戦い自体をなあなあで済ませるとか。

　アルマダの海かい戦せんを引っ張った身としては、戦い自体が談だん合ごうで終しゆう結けつした方が楽だというのはよく解っている。が、向こうは、三方ヶ原の戦い自体は行い、しかし死者を出さない程てい度どにしたいという、そんな意い向こうのようだ。

「これってつまり……」

　何かがある。

　何だろう。上う手まく言えない。だが、解っているような気もする。

　……ギブアンドテイクをする必要のない相手が、どうしてそれをするのか。

　否いな。違う。そうじゃないです、とアデーレは思った。

　何か、ものの考え方が違うのだ。

　考え方が間違っているから、上う手まく言えない。上手く言うには、考え方の前ぜん提ていを壊こわす必要がある。その壊し方というのは、

「あ、あの、ですね？　つまり向こうは本来、ギブアンドテイクをこちらとする必要がない相手、……なんですよね？　武たけ田だが滅ほろびても清しんがあるんだから」

「そうですね」

　浅あさ間まが頷うなずいた。

「……そんな相手が、こちらに取引をしてくるのは何な故ぜだ、っていうのが正まさ純ずみの疑問です」

　と、浅間が考え込む動作で腕を組む。すると両の腕に胸が持ち上げられ、変形し、

　……ぬお。

　津つ波なみ、とか、海うな原ばら、とか、そんな単語をアデーレは、ふと思った。

　そして、

「……あ！」

　気付いた。清武田が、何なに故ゆえに取引を持ちかけてくるのか、その理由を、だ。

「──解わかりました！　間違いないですよ！」
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「解わかりました！」

　アデーレは、浅あさ間まの胸を見ながら叫んだ。

　上う手まく説明しようと、あたふたと自分の手を動かしながら、

「え、ええと、清しん武たけ田だは、……ギブアンドテイクをする必要がないんです！」

　その言葉に、浅間が改めて首を傾かしげた。

「それはその通りで、だから、それなのに何な故ぜ取引を持ちかけてくるんだと……」

　しまった、説明を間違えたと、アデーレは慌あわてて首を横に振った。言うべきは、

「そうじゃないんです！　考え方の基き礎そ部分が違うんですよ！　富める者の余よ裕ゆうです！」

　アデーレは、ジェスチャーとして巨きよ乳にゆうの表現をした。そして、

「つまりですね!?」

「え、ええと、今のは？」

「気にしたら負けです！　自分の。──で、ええと、清武田は、こっちに対して、どんなギブをしても全ぜん然ぜん気にしないんです。だって、そのくらいの大たい国こくで、余裕ある富める国ですから。

　だから、こっち視点で、〝ギブアンドテイクをする必要がないからしなくてもいい筈はずなのに、どうして？〟じゃないんです。

　向こう視点では〝ギブアンドテイクをする必要がないくらい余裕だから、どんなギブでもしてやるよ〟なんです」

　それは、とアデーレは浅間の胸を見ながら言った。

「胸きよう国こくの余裕……！」

・約全員：──審しん議ぎに入りました。

「あ、あれ!?　何か間違いました!?」
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　正まさ純ずみは、浅間経けい由ゆでまとめられてきたアデーレの言葉を理解した。

　……そういうことか！

・副会長：『私もまだまだ、スケールが小さいということか……』

・俺　　：『おいおいセージュン、胸小さいからってそう嘆なげくなよ。大だい丈じよう夫ぶだよ、変なギャグ我が慢まんしてれば大きくなるって。五ミリくらい』

　あの野や郎ろうは後で張り倒さねば。だが、

　……どうなってるんだ。

　これは、交こう渉しようなのだろうか。何しろ、

　……こちらが求めれば、求めただけ与えるつもりだ、向こうは。

　松まつ平だいら家けの存そん亡ぼうが掛かった三み方かたヶが原はらの戦い。その懸け念ねんとも言える死亡者しやの歴史再さい現げんを、清しん武たけ田だではこちらのいいように考こう慮りよする動きをとりつつある。

　王おう者じやの余よ裕ゆうだ。だが、そこに裏うらを感じるのは小しよう人じんの為なすことだろうか。

　解わからない。

　しかし、正まさ純ずみはこう思った。私が、武蔵むさしの中で、最も用心しなければいけない立場なのだと。相手に対し、皆が心を許そうとも、私はそうしてはならないのだ、とも。だから、

「仮か定ていの問いかけをしていいだろうか」

　いい、と答える筈はずは、普通、ない。何な故ぜなら、交こう渉しようとは、情報があったらそれを聞き出すことに駆かけ引きがある。そこには当然、ギブアンドテイクが必要だ。が、しかし、

「どうぞ」

　佐さ藤とう兄弟の左が応じた。

　何もかも許す気だ。

　……ならば。

　とこちらも意を決めた。正純は己おのれの姿し勢せいを正し、

「聖せい連れんからの横よこ槍やりは、気にしないのか？」

「──ほう、聖連が、清武田に対して何が出来ると？」

　何か言おうとして口を噤つぐんだこちらに対し、佐藤兄弟の右側が言う。彼は、肩をすくめる動きをした上で、ハと小さく笑いすらつけて、

「東とう国ごく。関かん東とうまで欧おう州しゆうから最さい短たん距離で来られる船がどれだけあると？　富ふ士じ山さんを天てん然ねん要よう害がいとして、西の天てん山ざん回かい廊ろう、南のサガルマータ回廊がありますが、そこを行こう軍ぐん速度で抜けられる艦かん船せんなど、武蔵と……、他、このところで緊きん急きゆう的に就しゆう航こうや改かい造ぞうされた艦船、その程てい度どのものでは？」

「北の上越露西亜スヴイエート・ルーシは？　露西亜ロシアは熱心なTsirhcツアーク系けい聖連所しよ属ぞく国こくだ」

「上越露西亜は冬の間動けず、動いても山さん岳がく地ち帯たいを抜けてくるがゆえ、経けい路ろは読めております。そのときだけ防ぼう衛えい線せんを展開すればいいだけのこと。

　つまり我々、清武田は、聖連諸しよ国こくからの余よ計けいな手出しは受けず、しかし聖連所属として有利な部分は受け取り、不利な部分については無む視し。更さらには、国の動きも縛しばられぬものです」

　要するに、

「私達は王者であり、自由なのです」
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　自由な王者とは上う手まく言ったものだと、正純は内ない心しんでそう思った。

　何しろ、佐藤兄弟の言動には、わざと避けている部分があるのだ。それは、

　……P. A. Odaの存在だ。

　実際の極きよく東とう勢せい力りよく図ずを考えたとき、欧州の聖連諸国と清武田の間にはオスマンのP. A. Odaが大きく横たわるのだ。欧おう州しゆうの聖せい連れん諸しよ国こくが簡単に東とう国ごくに踏み込める筈はずもない。

　……だがそれでも、清しん武たけ田だが大たい国こくであることは確かだろう。

　成なる程ほど、と正まさ純ずみは頷うなずいた。そして正純はこう思う。今の佐さ藤とう兄弟の言葉が、生なま中ちゆう継けいされなくて良かった、と。

　もしそうであったならば、武蔵むさし副ふく会長の自分は、まるで清武田の自信と強大さを宣せん伝でんする手助けを行ったようなものだからだ。この聖連諸国の土地でそのような失しつ態たいをしたならば、聖連に対して反はん抗こう的な一いつ派ぱとされても致いたし方かたなくなる。

　気を付けよう、と、内ない心しんの考えを見み透すかされぬように、腕を組み掛け、

「────」

　その動き自体が警けい戒かいや臆おく病びようを示すものだと気付いて正純はやめた。だから正純は、

「興きよう味み深ぶかい姿し勢せいだ」

　手を腰の後ろについて、足をぶらつかせ、無む理りにでも剛ごう毅きな態度を見せる。だから、

「ウオルシンガム、──こちらの方達に何か出してやってくれ。話がしたいのでな」

　ほほう、と佐藤兄弟が頷うなずき、それぞれ右と左の手を挙げた。

「私、湯ゆ葉ば刺さしで」

「私、湯葉刺しの上じようで」

　貴き様さま……！　とお互いの髭ひげを引っ張り合い始めた老ろう人じん二人が大人おとなしくなるまで待つと、皿が来た。自分には湯ゆ飲のみ入りの抹まつ茶ちやフラッペもついてきた。

　振り返れば、ウオルシンガムとジョンソンがこちらに手を挙げている。

　……いろいろ、世せ話わになりっぱなしだな。

　言えば、「未来の英国イギリス王おうが武蔵からちゃんと出るようにするためだ」とでも言うのだろう。

　だから会え釈しやくで視線を戻し、正純は一ひと息いきをついた。抹茶フラッペをつつきながら、

「では佐藤兄弟、聞きたいことがある」

　二つ目の質問を、流れに任せて行く。無む論ろん、これも普通ならば、

　……質問は一つだ、と断られかねないものだが、

「どうぞ」

　と、佐藤兄弟が二人一いつ緒しよに頷いた。ゆえに、正純は問うた。ツキノワに、口こう述じゆ筆つひ記つきを指し運うんで指し示じした上で。

・副会長：『松まつ平だいら対武田により、松平家けが危き急きゆうに陥おちいる三み方かたヶが原はらの戦い。それを談だん合ごうによって無事に済ませることが可能か？』
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　正純の言葉に、ミトツダイラは息を詰めた。

　否いな、自分だけではない。離れた卓たくにいる皆は、それぞれに動きを止め、

「……あら？　総そう長ちようは？」

「？　……先ほど、足に結びつけた鎖くさりを外しているように見えましたが。……おや、下に外した手て錠じようとズボンが」

「ソーチョーなら、さっき、床をくねりながら裏の方に行ったけど？」

　大だい丈じよう夫ぶなのか、という皆のつぶやきがあるが、大丈夫かどうかは運うん任まかせとしか言えない。

　……悪いことが起きぬよう、祈るしかありませんわね。

　そんな思いを経て、ミトツダイラは表示枠サインフレームを改めて見た。

　……三み方かたヶが原はらの戦いを、談だん合ごうで済ませられますの？

　だとしたら、松まつ平だいら家け、ひいては武蔵むさし全体に対して、とてつもない益えきになる。

　そのことが理り解かい出来ているのか、ナイトが眉まゆをフラットにして頷うなずき、口を開く。

「──そうなったら、生徒会や総長連れん合ごうの支し持じ率りつ上がるよね。そんでもって、間違いなくガっちゃんセージュンの同どう人じん誌し描くと思う。──タイトルは〝清せい交こう渉しよう〟とかで」

「ベタすぎませんの？」

　言うと、皆が沈ちん黙もくした。ミトツダイラは皆の半はん目めを受け、

　……し、しまったですわ……！

　気付けば、向こうの卓たく、浅あさ間まが無む表情に振り向き、手て招まねきしている。

「……言げん動どうから来るヨゴレを祓はらいますので。早く、早く」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、席を立つミトツダイラは、しかし、誰だれにともなくつぶやいた。

「でも、……おかしな話ですわね」

「フフフこの野菜好ずき。貧しい政治家かが大たい国こく相手に必ひつ死しこいてるのに、何が気になるの？」

　解わかってる口く調ちようで聞いてくるから、この女は厄やつ介かいだ。だが、ミトツダイラは肩をすくめ、浅間と喜き美みがいる卓の横に立って問う。だって、と前置きした上で、

「ギブアンドテイクがない……。与えるだけの大国。その意味が、本当に解わかりませんの？

　大国は何なに故ゆえに大国なのか。その意味、……相当に危険ですわよ」

　瞬しゆん間かん、不ふ意いに皆の表示枠が震えた。

　それは、IZUMO側からツキノワが送ってきたものだ。佐さ藤とう兄弟の言げん動どうを、口こう述じゆ筆つひ記つきのややたどたどしい口調で走狗マウスは伝えてくる。その内容は、

・さと右：『そーですな。みかたがらのたーかい。そえについては』

　清しんからは、どのような駆かけ引きが来るのか。皆が身を堅くした直後。

・さと左：『べつに、そちらがやりたくないならら、──かまいませんんが？』

　無しで良いと、そう言った。
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　更さらに、というように、正純の視し界かいの中で、佐藤兄弟が二人揃そろって軽く手を広げた。

「……大罪武装ロイズモイ・オプロの確かく保ほ、そのバックアップなど、全て、清しん武たけ田だが手伝いましょう。何、聖せい連れん側に力を付けられていては、貿易などで衝しよう突とつあったときが面めん倒どうですからな」

「──随ずい分ぶんと親切だ。それもこれも、義よし経つね公こうの威い光こうというものか？」

　正まさ純ずみは、フラッペを口に入れた。

　……歴史再さい現げんの談だん合ごうをしたならば、聖連にとっては、話を持ちかけたこちらが罪になるかな。

　だが、東とう国ごく、関かん東とうにある極きよく東とう居きよ留りゆう地ちの江え戸どまで行けば、欧おう州しゆうが主体の聖連は容易に追及して来られない。だったら、と思い、正純は結論した。

「──成なる程ほど。では、こちらも、仮定の回答をさせて頂こう。成なる瀬せの襲しゆう名めい者しやの討うち死にについての解かい釈しやく的フォローも、三み方かたヶ原はらの談合の是ぜ非ひも、大罪武装確保のフォローも……」

　それらのフォローを全て清武田から受けることで、松まつ平だいら家け、武蔵むさしと極東は安あん泰たいとなる。

　江戸を中心として、今後の発展も見込めるし、何よりも江戸にて武蔵の補ほ修しゆうを完かん遂すいすることが出来る。そうなれば、江戸を基地にして、各国との大罪武装を巡る交こう渉しようも可能になるのだ。

　何もかもが上う手まくいく。だからこそ、正純はこう言った。

「──全て、無かったことにして頂きたい」
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　喜き美みは、テーブルに肘ひじをついた。フフ、と小さく笑って、

「いい女よ正純。そうね、──そういう男には、ガツンと突き放してやんなきゃあ」

「ええと、どういうことなんです？」

　浅間が慌あわてたように問うてくるのに対し、まず答えたのはウルキアガからの通つう神しんだ。

・ウキー：『大たい国こくの思おも惑わくという、……そういうことであるな？』

　そうですね、と、続けるようにアデーレが頷うなずいた。彼女は、通路側がわに立っているミトツダイラと視線を交わし、頷き合った上で言葉を続けた。

「大国です」

　言う。

「関東一いつ帯たい、当時において最大の国家であった清としては、当然の判はん断だんですよね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラが、安あん堵どの吐と息いきをついた。

「清武田の思おも惑わくは一つ。それは──」

・副会長：『清武田は、……武蔵を、関東における己おのれの属ぞつ国こくとして併へい合ごうするつもりなのだ』
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　正純は言う。フラッペのスプーンで軽く湯ゆ飲のみを叩たたき、

「スケールの違いに追いつかなくて思し考こうが難なん儀ぎしたが、ようやく解わかった。

　──そうだな。三方ヶ原の戦いも、大罪武装回かい収しゆうのバックアップも、聖連との敵てき対たいなどいろいろなことや、武蔵むさしにまつわる被害なども全て、──そう、清しん武たけ田だにとってはどうってことのない話なのだ。

　何しろ、それらを受け止められる国こく力りよくと、聖せい連れんの手が届かぬ立りつ地ちがある。ならば……」

　もう一度器うつわを叩たたく。

「……武蔵は極きよく東とうの主あるじ、この国全ぜん土どの王となる松まつ平だいらの君くん主しゆが住む船だ。それを取り込んでしまえば、清武田が極東の王になるも同じ。──どんなに被害を受けてもお釣つりが来る」

「はて、……私達が、そのような囲い込みをするように思えますか？」

「三み方かたヶが原はらの戦いがある」

　正まさ純ずみは、肩をすくめ、努めて気き楽らくにこう言った。

「私達が併へい合ごうを飲まなかった場合、その戦いを起こし、清武田が私達を〝手て違ちがい〟で滅ほろぼすというのはどうだ？　そして自分達で代理を立てて江え戸どに囲い、聖連が手を出せない状態で〝極東の主〟を江戸に擁よう立りつし、歴史再さい現げんだと言い張る。……聖連も新しい松平を興おこすだろうが、継けい続ぞく襲しゆう名めいは清にて為なされたものであり、松平の土地となる江戸を押さえているのも清だ。

　これによって、清武田の総そう長ちよう兼けん生徒会長である義よし経つね公こうは、元げん、清と続いて極東の主となり、まさしく世界を統すべるわけだ」

　自分で言っていて大たい言げんに感じないから、清武田は強大だ。そして懐ふところの広さも感じる。

　大たい国こくだ。

　歴史があり、人材があり、広大な国土に支えられた人口と国力がある。ゆえに、自分達は滅びず、いつの時代も大国であり続けるという自じ負ふがあるのだろう。

　武蔵とは比ひ較かくにならない。何もかも、考え方の根こん本ぽんも、だ。

　……だが。

　と、正純は思う。思って、そして言葉を口にする。

「──これはつまり、皇こう帝ていの思し考こうだ」
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　そうだな、と正純は、言葉を作りながら確信していく。

「自分達たちの国が、世界に所しよ属ぞくするものとは考えない思し想そう。

　自分達の国こそが世界であり、他の国に間ま借がりさせているのだと……、そのような思想だ」

　正面。佐さ藤とう兄弟が静かにこちらを見ている。

　だから正純は、まっすぐに言った。

「……清武田という国こそが、世せ界かい全体の持ち主だと考えることが出来るのは、義経公こうという長ちよう寿じゆ族ぞくの存在ゆえだろう。

　彼女は、直ちよつ系けいの長寿族として、この後もずっと生きていく。

　つまり、彼女の帝てい国こくは消えることがない。

　ゆえに、他た国こくがどれだけ悪さやいざこざや自己の主張を行ったとしても、いずれ正せい統とうな世界の持ち主である義よし経つねの国に吸収されると、……清しん武たけ田だはそう考えるわけだ」

　だから、

「貴方あなた達にとって、この世界の全ては、皇こう帝ていにとっての可愛かわいい我が子のようなものでしかない。

　極きよく東とう、武蔵むさしが、何かちょっと負ふ担たんを掛けたとしても、帝てい国こくの一生に於おいては一いつ瞬しゆんのことだ。

　軽い〝おいた〟だとしておけば、やがてそれらの貸しは増え、払えなくなったときにこそ、極東は自分達のものとなる……」

　そこまでを告げた上で、正まさ純ずみは再び口を開いた。

「武蔵むさしは、断じてそうなることを拒きよ否ひする。──極東の支配者は松まつ平だいら・元もと信のぶの後こう継けい者しやだ。そこにはパトロンも、傀かい儡らいも必要はない」

　告げたのは己おのれの決定。だが、武蔵の決めた判はん断だんともなることだ。

　相手を拒否する意味は理解している。相手の強大さも、だ。しかし、

　……言わねばならん。

　極東の代表として、将来の傀儡に飛び込む決定は絶対に出来ない。何な故ぜならば、

　……今まで聖せい連れんを相手に、幾いく代だいもの総そう長ちようや生徒会長が耐え、そして父達たちがいた意味がある。

　自分達は、それら全ての服ふく従じゆうを解かい除じよする覚かく悟ごで、三み河かわにおいてホライゾンを救ったのだ。

　ここで、安あん寧ねいを餌えさにした新しい服従が優しく声を掛けてきたとしても、乗る訳わけにはいかない。

「だから、──そちらの申し出は、お断りさせていただこう」

「ほう」

　と、佐さ藤とう兄弟が両者同どう時じに口を開いた。

　そして二人は、また同じタイミングで、こう問うてきた。

「ならば、──三み方かたヶが原はらの戦いを、一切の手て加か減げん抜ぬきで行いますか？」

「言っておく」

　正純は、己の横で何やら猛もうスピードのネーム切りを始めたナルゼを不安に思いつつ、しかし、佐藤兄弟に対して言い放った。

「このナルゼは、三方ヶ原の戦いで殉じゆん死しする成なる瀬せ・正まさ義よしではない。──本人の言うとおり、良くて、次代の成瀬・正まさ成なりだ」

　言う。

「三方ヶ原の戦いで、松平の殉死者しやを他国から強制されるような謂いわれはない」
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「……正純」

　ナルゼが、手を止め、こちらに振り向くのを正純は見た。ナルゼは、呆ぼう然ぜんとも言っていい顔で、こちらの瞳ひとみを見つめ、

「アンタ、……何格かつ好こうつけてんのよ」

「気にするな」

「気にするわよ。だって……、そんなこと言われたらネーム切り直しじゃない！」

「そっちか!?　そっちのことか!?」

　声をあげるが、既すでにナルゼは脳の舵かじ取とりを他の方向にしているらしく、

「ど、どうすんのよ、アンタが清しん武たけ田だ相手に頑がん張ばる〝清せい☆交こうShow〟、ラスト近くまで来てたのに。ああもうエンディング変えないと！　やっぱ浅あさ間まに最後全ぜん部ぶ任せてたら駄だ目めよね！　江え戸どに着くまでに描えがききれるかしら……!?」

・金マル：『あっちゃあー、ナイちゃんタイトルニアピン』

・あさま：『というか正まさ純ずみ！　逮たい捕ほ！　逮捕です！　生徒会権けん限げんでもいいから！』

　ちょっと待て、というか全部待まてお前ら。落ち着け。生徒会役やく員いんとしては、世せ論ろんを考えても身み内うちから逮捕者しやが出るのは避けたい。無む論ろん、全力で逮捕されてる馬ば鹿かが常じよう時じ一名いるが、あれは特とく殊しゆルールだ。全ぜん市民的にノーカウント。

　しかし、今いま更さらながらに正純はこう思う。

　……どーしたもんかなー。

　話の流れ的に不ふ可か避ひとはいえ、清武田と敵てき対たいしつつあるぞコレ。

　どうしたものかどうしたものかと、思し考こうをフル回転させつつ前を見ると、

　……おや。

　正面で新しい動きが生まれていた。里さと見み・義よし頼よりが、その身を小さく折っているのだ。

　笑いをかみ殺している。

　そして、彼の横、佐さ藤とう兄弟がそちらに視線を向けており、

「里見の若わか造ぞう。……笑うときは笑え。我ら清武田、その程てい度どでは屈くつ辱じよくに思わぬ」

「いや申し訳わけない佐藤の方々。ここまでお二人が明確にフラれるとは」

　そうですね、とナルゼの向こうで今まで黙だまっていた北ほう条じよう・氏うじ直なおが頷うなずいた。はあ、とわざとらしい溜ため息いきを彼女はつき、

「結局、荒あら武む者しやを名乗っても、森しん林りん系けい長ちよう寿じゆ族ぞくなどその程度と言うことなのでしょうか。

　──やはり力ちから押おしの出来る私ども、鬼おに型がたのほうが残るわけです」

　く、と佐藤の左右が同時に頰ほお横よこに力を入れ、杖つえにしていた大だい刀とうの鞘さやを握った。

　おいおいおい、と正純が思う眼がん前ぜん。義頼が、改めて一ひと息いきをついて、膝ひざに肘ひじをつく。

　そして義頼はこちらに視線を向けてきた。その上で、彼は言葉を作る。

「そちらの結論もそろそろ出そうだから、里見家としては裏うら表おもて無ないように話をしておきたい。武蔵に要求することはたった一つだ」

　交こう渉しようではなく、要求と、そう義頼が言った。だから正純は、意識をそちらに向ける。

　しかし、

　……？

　気付けば、横の横、氏うじ直なおも頷うなずいている。その意味は、

「……二に国こく同時の要求とみていいのだな？」

　問いかけると、義よし頼よりと氏直がそれぞれ首を下に振った。

　何事だろうと、そう思い、正まさ純ずみは心の中の疑問をそのまま問いかけた。

「里さと見みと北ほう条じようが、一体、武蔵むさしに何を要求する？」

　簡単な話だ、と義頼が言った。

「武蔵に、私達が認められるほどの力をつけて頂きたい」
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「──だろうね。そう思わない？〝武蔵〟さん」

　夜の下。奥おく多た摩ま先せん端たんの甲かん板ぱんにて、長なが椅い子すに座って猪口ちよこを傾けていた中年が言う。彼の隣となりには、徳とつく利りを専用のマガジンケースにダースで吊つるした自じ動どう人形、〝武蔵〟がおり、

「酒さか井い様は、どのような見立てで？　──以上」

　酒井の傍かたわらに出た表示枠サインフレームは、生徒会関かん係けい者しやと、三年梅うめ組ぐみの面めん々めんに向けられた正純からの通つう神しんを映していた。アリクイの足あし裏うらが向こうから叩たたく跡が幾いくつも付き、そのたびに文字が出る。

「まだ正純君の走狗マウス、不ふ慣なれだね。この頃が一番可愛かわいいのかもなあ、そう思わない？」

「いいから話を戻しましょう酒井様。一体、どういう意味で里見や北条に〝認められるほどの力をつけ〟ねばならないのです？　力ならば、アルマダの海かい戦せんで勝利し、充分なものを見せつけたと思いますが？　──以上」

「ああ、気を悪くしないでくれる？〝武蔵〟さん。別に、武蔵に力がないと言っているわけじゃないんだよね、彼らも俺おれも」

　と、酒井が懐ふところから煙管キセルを出す。横、近くにあった篝かがり火びから燃えさかる松明たいまつを手に取った〝武蔵〟を見て、

「……怒ってる？〝武蔵〟さん」

「さあ、煙管を出すのです。──以上」

　うわおっかない、と酒井が煙管を渡すと、〝武蔵〟は重力制せい御ぎよで火ひの粉こを削けずり落として煙管にこぼす。わずかに朱しゆの光が煙管から生まれたが、すぐに落ち着き、

「……変わった匂においですね。単に煙草たばこというわけではなく。──以上」

「ミトツダイラがくれたやつね。香こう草そう多めっての」

　それでさ、と酒井は肩を回して姿し勢せいを直す。ちらりと、東の方、見ることの出来ぬ東とう国ごくの方角へと視線を向け、彼はゆっくり口を開いた。

「里見の総そう長ちようには、随ずい分ぶんと凄すごいのが就ついてるんだね。先せん代だいは長ちよう寿じゆ族ぞくのお姉ねえちゃんで、……その副ふく官かんだった青年が、今、継いでいるんだっけ。去年の周しゆう回かいで、軽く挨あい拶さつしたっけな」

「……村むら雨さめ丸まると〝八やつ房ふさ〟の所有者しや、でしたか。聖譜記き述じゆつも味なときがあると判はん断だん出来ます。各かく時代の記述の冒ぼう頭とうに、その時代の傍ぼう論ろんのようなものが書かれているときがあり、それがため、途と切ぎれた聖譜の先が推すい測そく出来るのですから。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と酒さか井いが東の夜空に、頷うなずいた。

「それゆえ、〝聖譜自じ体たいの先は書いてある筈はずで、運命も失われていない筈だ〟と、そういう派もあれば、〝傍ぼう論ろんは単なる記述で、後の運命を証明するものではない〟と、そんなことをいう派もあるよね、と。

　……里さと見み家けの場合、江え戸ど時代に、〝犬いぬの八はち加か護ごと、村雨丸という霊れい刀とうにまつわる物語が書かれる〟んだっけね。それをまあ、〝史実〟だと、半なかば強ごう引いんに神しん格かく武ぶ装そうにしたのが──」

　ぐるりと視線を向け、西を見る。IZUMOの光は、ここからだと直接見みえない。だが、雲と空が下から照らされているのを彼は確かく認にんする。

「……里見家の総そう長ちように伝わる八はち玉ぎよく駆く動どう器きの高こう出力武ぶ神しん〝八房〟と、その統とう御ぎよ機器であり、砲ほう刀とうである大小の村雨丸。物語の中で終わるだろうと言われていたものの実在化かについては、まあ、ネシンバラみたいなのが喜ぶわけだよねえ」

　だが、

「里見家は、それをベースにした八はつ犬けん武神を初めとして、小しよう国こくであるがゆえに武神戦せん力りよくに絞しぼって戦せん事じ力りよくを鍛きたえ上げた。国にあるのは防ぼう護ごの城と武神だけ。だから外への侵しん略りやくなど出来ないが、防ぼう衛えいと攪かく乱らんにおいては、自じ動どう人形によって統とう制せいした艦かん群ぐんを動かせる北ほう条じようでも舌を巻く」

「子供みたいな戦事評ひよう論ろんがお好きなようで。──以上」

「いいじゃん、俺おれ、こういうSLGめいたの好きだよ？」

　だけどまあ、と酒井は煙を頰ほおに溜ためるように吸う。そして彼は、煙を潰つぶし吐き、

「結局は小国でしかない里見の総長が言ってくれるもんだ。武蔵むさしに力をつけろ、か。

　……案あん外がい、武蔵上じようの誰だれも、あまり表おもてだって言えないことだよね」

　だって、

「お前ら実力足たりてないんだって、そういうことだもん」

　しかし、と言葉を継いだのは〝武蔵〟だ。彼女は首を傾かしげ、

「どうしてそのようなことを里見がわざわざ？　──以上」

「ああ、それは簡単」

　酒井は口から煙をこぼす。闇やみの中へ、白の息を溶かしていきながら、

「あのさ、清しんがどうして大たい国こくなのか、さっき正まさ純ずみ君が話したよね？

　大国ってこと。それはつまり、失われない、停まらない、どれだけ民たみが失われようとも、疲ひ弊へいすらしない国ってことなんだ」

　解わかるよね、と酒井は言った。

「武蔵はアルマダの海かい戦せんに勝利した。その旗き艦かんを撃げき破はし、正直、欧おう州しゆう勢ぜいには武蔵とサシで勝負出来る戦せん艦かんは無いと言っていい。……嬉うれしい？〝武蔵むさし〟さん」

「何を当然の評ひよう価かを。──以上」

「〝武蔵〟さん、戦艦じゃなかった筈はずだから少し憂ゆう慮りよすべきだと思うんだけど……。まあ、でもさ、戦せん闘とうに勝利しても、武蔵は今、というか、ここ二週間ほど、どうだった？」

「補ほ修しゆうですね」

　と、そこで一いつ瞬しゆん言葉を止め、しかし、〝武蔵〟はすぐに頷うなずいた。

「成なる程ほど、──〝武蔵〟も理り解かい出来ました。里さと見みと北ほう条じようの総そう長ちようは、こう言っているのですね。

　私達が戦闘に勝しよう利り出来る力は見た。だから」

　だから、

「滅ほろびないような大たい国こくを相手にしても、休まず戦い続けられるようになれ、と。──以上」
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　無む理りだ、と正まさ純ずみは思った。何しろ、

　……武蔵は、生産的な土地を持つ国そのものではない。

　防ぼう護ご能力と重力航こう行こう性能はあれど、能力は輸ゆ送そう艦かんを基準としている。

　船なのだ。だから、戦闘は出来ても、戦争は出来ない。何な故ぜならば、

　……広大な土地と、その上に無数の拠きよ点てんを持つ地上の国々のように、拠点を次々と移っていく長期的な戦争が出来ないのだ。

　武蔵は、各国にとっての城一つ、町一つと同じだ。

　各国は戦せん略りやくによってはそれらを捨てて力を付けなおしたり、布ふ陣じんし直すことも出来るし、拠点一つで粘ることによって相手を疲ひ弊へいさせたり、時間を稼かせぐことも出来る。

　だが、武蔵は、一個だけだ。各かく艦かんを独立して動かしたところで、武蔵という戦せん場じようが二つの戦場になるわけでもない。

　しかし、眼がん前ぜんの義よし頼よりは言う。

「清しん武たけ田だ、P. A. Oda、そして場合によっては、聖せい連れん諸しよ国こくの大だい連れん合ごう、……これらを今こん後ご相手にし続けることが出来ぬならば、戦力としての交こう渉しようは出来ても、対等な〝国〟としての交渉は出来ぬものと思って頂きたい」

　何な故ぜならば、

「東とう国ごく、特に関かん東とうは、聖せい譜ふ記き述じゆつの歴史再さい現げんにおいて、世界各かつ国こくよりも極きよく東とう側がわの動きの方が激しいのだ。だが、私達小しよう国こくは清武田ほど明確に聖連に逆らえるわけでもない。

　もし清武田が飲み込もうとしてくるならば、──我々は耐えられないだろう」

「だから、私達に、……清武田と対等に構えられるような〝国〟になれ、と？」

　土地を持ち、生産力りよくを持ち、人員を持ち、無数の拠点を持つ〝国〟と、交渉などで渡り合うのではなく、

「──正しよう面めんからぶつかって、勝てるようになれと？」

　無む茶ちやだ、と思う問いかけに対し、しかし義よし頼よりがこう答えた。

「左さ様よう。それだけの力を得て頂きたい」

「何な故ぜだ？」

　正まさ純ずみは、話の加速を感じながら問い返した。

　……一体、何なに故ゆえにそこまで、切せつ実じつだ!?

　武蔵むさしという船に、どれだけのものを背負わせようと言うのか。それも、まるで、

　……今すぐにでも、という言い方だ。

「何故だ？　何故、武蔵の迅じん速そくな強化をこちらに要求する？」

「──三み方かたヶが原はらの戦い、それゆえだ」

　里さと見み・義よし頼よりの言葉に、佐さ藤とう兄弟が表情を消すのが見えた。

　直後。佐藤兄弟が二人同どう時じに肩を震わせ、眉まゆを立てた。鋭い視線の行く先は、里見・義頼で、歯を軋きしらせて告げる声は、

「貴き様さま……！」

　構うことなく、里見・義頼が平へい然ぜんと言った。

「いいか？　武蔵副ふく会長」

　こちらが頷うなずくと、彼はゆっくりと言葉を繫つなげた。

「神かみ代よにおいて、三方ヶ原の戦いが終しゆう結けつしたのには理由がある。……当時は小しよう勢力であった松まつ平だいら家けが、大たい国こくである武たけ田だの一ひと蹴けりで滅ほろぼされなかったのは、そう、ひどく簡単な理由だ」

　それは、

「三方ヶ原の戦いの最さい中ちゆうに、──武田・信しん玄げんが病死したからだ」
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　里見・義頼は、腰の村むら雨さめ丸まるが小さく疼うずくように震えたのを感じる。

　村雨丸は、〝八やつ房ふさ〟の八や玉ぎよく駆く動どう器きの制せい御ぎよ器きとして、〝八房〟用と、個人用の二つがある。〝八房〟を動かすには〝八房〟用のものと、個人用のものが連れん動どうする必要があるが、

　……八玉駆動器は、人の持つ徳とくの働きに呼こ応おうして動く。

　仁じん・義ぎ・礼れい・智ち・忠ちゆう・信しん・孝こう・悌てい、それらを持つ者が扱わねば起き動どうしない。ならば、

　……今、疼いたのは、どの徳だろうな。

　思い、しかし、己おのれが正しい道を選んでいることを義頼は自覚する。

「武田・信玄の死によって、武田家は滅めつ亡ぼうへの道を下る。息子むすこである勝かつ頼よりは優秀な武ぶ将しようであったが、部ぶ下かの信頼薄うすく、……そして織お田だ家けとの決戦である長なが篠しのの戦いを得ることになる」

　長篠の戦いは、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、織田家の優ゆう勢せいを天てん下かに示すものだ。その内容は、

「武田が誇る騎き馬ば軍ぐん団だんが、織田家の馬ば防ぼう準備と、大量の銃じゆう器きの持ち込みとその速そく射しやによって徹てつ底てい的てきに砕くだかれる。有力武ぶ将しよう達たちの多くが死し亡ぼうし、……その引いん責せきで、勝かつ頼よりは自じ害がい。

　結果、武田家けは離り散さんし、武田狩がりという残ざん党とう狩りをもって滅めつ亡ぼうする」

　そして、

「空あいた土地を北ほう条じようや松まつ平だいらが得ることになるのだ。逆に織お田だは関かん東とうを半なかば放置するが……」

　解わかるか、と義よし頼よりは言った。真まっ直すぐに武蔵むさし副ふく会長の目を見て、彼は口を開こうとする。

　が、それより先に、北条・氏うじ直なおが静かに告げた。

「P. A. Odaが、いずれ敵となる松平を放っておくと？　──そこの清しん武たけ田だ同どう様よう、いえ、それ以上に、P. A. Odaは前ぜん線せんに立って聖せい連れんに楯たて突つき、必要ならば歴史再さい現げんの破は棄きも是ぜとすると、そんなことを掲かかげているわけです。

　そんなP. A. Odaが、──武田の広大な空き領りよう地ちを得ようとする松平を放っておく、と？」

　だから、と氏直が言った。彼女は、東の空に伏せた目を向け、

「武蔵副会長。──武蔵の敵は、清武田ではありません。P. A. Odaです。

　何しろ清武田は、三み方かたヶ原はらの戦いを終えたならば、その武田側勢せい力りよくをP. A. Odaに滅ぼされることになります。そうして国こく力りよくを削けずられ、奪われる清武田をどれだけ頼れるものか」

「貴き様さまら……！」

　佐さ藤とう兄弟が、横で声をあげた。二人は、こちらと北条・氏直を交こう互ごに見て、

「清武田の保護や護まもりに、どれだけ貴様達たちは救われてきたと……！」

「では」

　と義頼は告げた。

　……あまり刺し激げきをするのはよくないことだが……。

　理りをもってこちらは動いている。それを示すためにも、言っておくことがある。

「佐藤の方々。……ならば何な故ぜ、貴方あなた達たちは、武蔵との三方ヶ原の戦いを談だん合ごうで済ませることに頷うなずき、武蔵を抱え込もうとしたのだ？」

　頷くように、氏直が、佐藤兄弟の方へと顔を向けた。

「武田家側がわの戦せん力りよくを三方ヶ原の戦いで崩くずすことなく、後の長なが篠しのに備えたい。

　そして、……武田家滅亡の後も、極きよく東とうの主しゆ権けんである武蔵を保護していればP. A. Odaや聖連と話がし易やすい、そんな算さん段だんでしょう。──極東の主権である武蔵が欲しければ、と言って、両者を食い合わせたりするための、ね」

　ふふ、と氏直が小さく笑った。

「──清武田とて、片かた翼よくたる極東側勢せい力りよくを失うことに対しては恐れを抱きますか」

　直後。氏直の台詞せりふに、佐藤兄弟が動いた。

　立ち上がり、杖つえのようについていた大だい刀とうを握りしめたのだ。

「……！」
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　正まさ純ずみは、全ての動きに対し、全く反はん応のう出来なかった。

　解わかるのは、佐さ藤とう兄弟の動きに対して、ナルゼが腰を上げたということくらいだ。

　気付いてみれば、

　……え？

　佐藤兄弟も、義よし頼よりも、氏うじ直なおも、それぞれ腰を上げ、低く身み構がまえている。だが、正純の目は、ある事実を捉とらえていた。それは、

　……動いて、いない？

　皆が、止まっている。動いていない。戦せん闘とう開始の初しよ動どうを途と中ちゆうで寸すん断だんしたかのようだ。

　何もかもが身構え動かない。その理由は、ゆっくりと後からやってきた。

「佐藤兄弟」

　女の声だ。後ろ。店の方から、外へ、こちらへと、一つの気け配はいがやってくる。

「貴き様さまらの怯おびえたようなやり方は、わしの考えとは違うのう。だから小こ娘むすめども。──わしとそのジジイどもの考えを一いつ緒しよにするでないぞ？」

　義よし経つねだった。







[image: 第十三章『居場所の巨き王』]
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「間違いやすいと言うか、難しいというか、簡単というか、……何だねえ、〝武蔵むさし〟さん」

　奥おく多た摩まの艦かん首しゆ甲かん板ぱん上じよう、長なが椅い子すに座った酒さか井いの声に、しかし横に立つ〝武蔵〟は小こ首くびを傾けた。彼女は、除じよ虫ちゆう菊ぎくの花はな束たばを酒井の背後において蚊か除よけとした上で、

「酒井様さまは、どのような見立てで？　酒井様は、……清しん武たけ田だの義よし経つね総そう長ちようなども知っておられますよね？　確か。──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうだね。インノケンティウスの馬ば鹿かとやり合うとき、非ひ戦せん交こう渉しようしたからね。

　俺おれの代の間では東には攻め込まないから、そっちから来たら泣くよ、って。

　でまあ、……井い伊いと榊さかき原ばらが逆に商業的てきな繫つなぎを強く作ってさ、それで北ほう条じよう方面への道も結けつ構こう開けたんだよ。その後でも──」

　そうだねえ、と酒井が頰ほお杖づえ突いて、

「俺が武蔵に来る前、江え戸ど方面にトバされてたときも、ほら、関かん東とうは連れん中ちゆうの土地だよね？　だからまあ、結けつ構こう付き合いあって、連中の移い動どう都市が巡じゆん回かいするときは俺の方も市いち場ばとか開いて物ぶつ々ぶつ交換とか１００円バザーとかやったっけ」

「平へい和わ主義……、な方なのですか？　──以上」

「いや、──気き分ぶん主義。基本は〝身み内うちの存そん続ぞく〟なんだろうけどね。何百年も生きてて、出来ることと出来ないことが解わかって、そしてまあ、支配と従じゆう属ぞくの割り切りみたいな諦てい観かんがつくと、こうも考えるんだろうね。〝武蔵〟さん、今年で何なん歳さいだっけ？　三十歳だっけ？」

「Ｊｕｄ．、毎日思し考こう回路のクリーニングを行っているので零ゼロ歳さいです。──以上」

「あらまあ、俺、ずっと〝武蔵〟さんの方が年上だと思っていたんだけどねえ……」

「暗あんに自分が三十以下だと言うつもりですか酒井様。ともあれ義経様さまですが……。──以上」

〝武蔵〟の懸け念ねんを含んだ言葉に、酒井はＪｕｄ．、とまた頷うなずいた。

「義経は、……人じん命めいやら倫りん理りに対し、覚かく悟ごを決める基準が人とは違うんだよ。

　何百年と、人の生き死にや、損そん得とくを見てきたんだ。兄である頼より朝ともが三代後ごの実さね朝ともを襲しゆう名めいしたとき、解かい釈しやくで済まされ掛かった実朝の暗あん殺さつを強ごう引いんに行ったのも彼女でね。相当、凄せい惨さん……」

　否いや、と酒井は苦く笑しようの首を横に振った。

「そんな風ふうに言うと義経怒おこるよねえ。でもさ、生き方の一つとして、ああいう方法もあるんだよ。──誰だれが死のうと、外から何を言われようと、別に自分達が存続していれば構わない。最終的に自分達が覇は者しやになればいいだけだし、そうでなくとも……」

　煙を一気に吐き、先ほどまで煽あおっていた猪口ちよこを手に取る。そして、

「……直ちよつ系けいの長ちよう寿じゆ族ぞくである自分よりも、他人は、必ず先に死ぬ。だから、何をされても、言われても、気にすることはない、とね。

　それは小しよう国こくと大たい国こくの関係でもあり、人と長寿系けい種しゆ族ぞくの関係でもあるよね。

　だから、ちょっと違うんだ、義よし経つねは。多分、あそこ、IZUMOでゲラゲラ騒いでいるんだろうけど、実際は、すごく冷めてるんじゃないかと、そんな人格占うらないもおじさんしちゃいたくなるんだよね。楽しいことも何もかも、全部、自分と共に行くものじゃないんだろう、ってさ」

「随ずい分ぶんと気に入っておられる御ご様よう子すだと判はん断だん出来ます。──以上」

「……妬やいた？〝武蔵むさし〟さん」

「そのような判断は自じ動どう人形に御ご座ざいませんが、頭は大だい丈じよう夫ぶですか？　──以上」

　どうだろうねえ、と酒さか井いは首を傾かしげる。

「まあ、結けつ構こう無む茶ちやなこと言って来るだろうけど、正まさ純ずみ君くん、しっかりしないとね」
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　義経は言う。酒さか瓶びんを片手に提さげたまま、入り口の柱に肘ひじをつき口を開く。

「佐さ藤とう兄弟。あまり余よ所そを気にするのはいいことではないのう。

　いいか貴き様さまら？　聖せい連れん？　P. A. Oda？　武たけ田だ家けの滅めつ亡ぼう？　それが何じゃ？　清しんだけになって国こく力りよくが落ちると？　──だからどうした？」

　カカ、と小さく笑った。義経はそして、心に言葉を作る。

　……命の短い連れん中ちゆうの言葉じゃのう。

「短たん命めいの愚ぐ衆しゆうどもめが」

　瓶の口を舐なめ、横よこ口くちに軽く酒を煽あおる。焼けるような、液体と言うよりも頰ほおの粘ねん膜まくを叩たたくような感かん触しよくが気持ちいい。歯の根ね本もとに染しみる味は格かく別べつだ。

「──国が何じゃ、一体。そして、人が何じゃと？　わしにとっては下らぬ枠わく組ぐみじゃ。国は滅ほろび、人は消えていくもの、それが定まりじゃ」

「だったら──」

　武蔵副ふく会長の前置きに、今まで幾いく度ども聞いた問いかけが来るな、と義経は思った。そしてその通りに、言葉がきた。

「貴女あなたは、何な故ぜ、清武田という国を治めている」

　ハ、と義経は小さく笑った。

「清武田？　何を言うておる。そんなもの、わしにとっては、ほんの少し前まで別の国じゃったぞ？　まあ、明みんの方は、こいつら、佐藤兄弟に預けて、──わしゃ騎き馬ば民族の方が相あい性しよういいからの。自然の中で生活する民族は、定住の民たみと違って子供さえ産んで移動し続けていれば滅びぬし、潰つぶされ消えることも希まれじゃからな。

　武蔵とて、現状はそういう国であろう。だからわしと相性良よいぞ、確実に」

　あのなあ。

「国は滅び、しかし別の国が起たつ。その事実を受け入れられぬのは、一生掛かけても一個か二個の国にしか所しよ属ぞく出来ぬ短命の愚衆の常じゃな。国とは滅びるものだと、そのことが解わかっていれば、下らぬ争いも憤いきどおりも感じず、ストレスフリーで前向き生せい活かつ出来るじゃろうに」

「では、貴女あなたは、どうして国を持つ？」

　……おお、そこまで言ってきたか。

　こちらを詰きつ問もんするような口く調ちようは、昨さつ今こん久しいものだ。短たん命めいの憤り、長ちよう命めいに対する嫉しつ妬とのようなもんじゃな、と義よし経つねは優ゆう位いを感じ、それを否定も止めもしない。

「──知るか。そんなもの」

　無む責任を当然で、言い切った。

「いいか？　わしゃ力があり、何をどうするかも知識どころではなく経験として多く知っておる。そして自分でいろいろするのはもう面めん倒どうでな。じゃからして、人を使っとったら、いつの間にかこうなった。そうとしか言えんわ小こ娘むすめ。言うなれば──」

　言うまでもないことだが、

「わし自身が、国じゃ」

　だから、

「わしが生きている限り、わしの周囲には帝てい国こくが生まれ、存そん続ぞくし続けるじゃろ。だがのう、国という形がどうした。人じん民みんの命がどうした。わしにとって、短命のものはいずれ死ぬ。

　しかし、わしがいれば国は消えてもまた生まれる。ならば──」

「ならば？」

「わしは、いるだけで勝かつ手てに国を生む。ならば、わしの国にいる人民は全てわしのために勝手に死ね。わしが喜ぶように勝手に死ね。そうすれば、少なくとも、その命は、わしが作った帝国の全ぜん国民の喜びとなる。──文句があるか」

　言うと、武蔵むさし副ふく会長が、表情を消した。

　おお、と内ない心しんで舌を絡めていると、鋭い視線に乗って言葉が来た。

「つまり、……人の命は、国よりも軽いと？」

「当たり前じゃ」

「では」

　と、また言葉が来た。面白い小娘じゃな、と義経は思う。言葉と疑問が途と切ぎれぬし、恐れを得ることもしとらん、と。

　……まるで、わしを教師か何かと思って、いろいろ学んでおるようじゃのう。

　悪くない。これだけ、こっちを知ろうとする者も昨今いない。どいつもこいつも、頭を下げるか敵として短命の理り屈くつを持ち出してくるだけだ。だから、酒を煽あおり、義経は言う。

「何でも聞いてやろう」

「では問いたい」

　問われた。

「──貴女の命は、どれくらい重いのだ？」
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　面白い問いじゃ、と、義よし経つねはそう思った。

　……わしの命の重さか。

　心の中で自問して、義経は内ない心しんの笑えみを得た。

　彼女の向こうでは佐さ藤とう兄弟が目を剝むいているが、こいつらも長ちよう命めいのくせに顔かお芸げいが激しくていかん。荒あら武む者しやはもっと落ち着いてなければな。

「カカ、小こ娘むすめ、──名は何と言う？」

「正まさ純ずみ」

　義経は、吹き出しそうになった。

　……名を聞いて、名だけ真ま面じ目めに答える馬ば鹿かがおったか！

　彼女の横の黒こく翼よくが肩を震わせているが、お前はわしと同じセンスじゃな。ともあれ、

「先に一つ聞こう。正純、貴き様さま、わしにここで殺されると、そう考えんのか？　まさか、わしの度ど量りようが広いとか、王らしからぬとか、そんなことを考えてるわけではないな？」

「当たり前だ」

　タメ口で武蔵むさし副ふく会長が言った。

「有ゆう事じあれば、この第四特とく務むが何とかする。その安心があって私はここにいる。貴女あなたに安全を委ゆだねる気はない」

　そして、

「それが私の〝国〟だ」

　……いい答えじゃのう。

　成なる程ほどな、と、義経は酒を煽あおろうとして、

「────」

　喋しやべった方が面白いと思い、そのようにした。だから正純の視線から目を外すことなく、

「いいか？」

「話してくれ」

　ああ。

「──貴様、そこにいる里さと見みの小こ僧ぞうや、北ほう条じようの生なま意い気きと同じ意気じゃな。自分の身は自分で守る。それは短たん命めいの者達が〝国〟を欲する最大の理由。ならば悪くないぞ佐藤ども、この正純は。良い素す性じようを持っておる」

　口が釣つり上がっていくのを感じる。いい、いい流れじゃ、と義経は息を吸う。夜や気きが冷たい。いや、身が熱をもっておるのか。どうでもいい。あるのは、こちらに逆らう意志のある者が、ここに出現しつつあるという事実だ。

　……愛いとおしいのう。

　本気で殺し合いをしたのは、自分の身一つで、その存在を掛けて戦ったのは、果たしていつが最後だったろうか。

　かつてのことだ。

　歴史再さい現げんに護まもられていながら、源げん平ぺい合がつ戦せんの勝者であった源げん氏じは、兄の源みなもと・頼より朝ともと、自分、源・義よし経つねの二派に分かれて争うこととなる。

　兄の頼朝に対し、政治基き盤ばんの薄い弟、義経は、最終的に頼朝の手て勢ぜいに追いつめられ、

　……しかし、死亡説せつや生存説が多数あってのう。

　解かい釈しやくは幾いくつもあるが、義経がとったのは、大陸に渡って元げんを興おこすというものだった。

「わしは、元を興す過程で、……おめおめ生き延びておったそこの佐さ藤とう兄弟達や、補ほ修しゆうされていた弁べん慶けいの回かい収しゆうにこちらに戻ってな。そのとき、実さね朝ともを襲しゆう名めいした兄を暗あん殺さつしてやったわい」

　言って、一ひと息いき吐ついたときだった。不ふ意いに佐藤兄弟が同時に叫んだ。

「義経様さま……！」

「気にするな。──はは、いつものことじゃ。昔むかし語りのときの、な」

　義経は、笑いながら、頰ほおを落ちるものを感じた。

　涙だ。

　ああ、と義経は思う。

　懐なつかしい。

　大凡おおよそ、四、五百年昔むかしのことだった。

　そこに、思い出すだけで素晴らしい殺し合いの時代があった。命いのち懸がけを毎日、毎まい時間、毎分続けていたあの頃が、今は狂おしく懐かしい。

　長ちよう命めいゆえ、今や名や姿すがたを隠かくしても誰だれかが頼り、そしてこちらを失えば国が無くなるからと護ってくれるようになってしまった。

　逃げても無む駄だだ。ならば立ち向かっていくしかないが、

　……わしの帝てい国こくが出来てしまえば、敵はない。

　だから義経は言う。

「馬ば鹿かげた話じゃのう」

　息を吸い、空を見上げた。東西と南北には六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦かん隊たいがある。そしてM. H. R. R.側は、バックにP. A. Odaがついている。が、しかし、

「ったく、──聖せい連れんだ？　P. A. Odaだ？　それが何になる？　聖連の長ちようである教きよう皇こう総そう長ちようとて五十年も経ずに代が変わる。織お田だとて、やがて羽は柴しばに代が移り、そして武蔵、貴き様さまの松まつ平だいら家けに取って代わられるんじゃぞ？　アリアダストの姓かばねの元へと、な」

　ははは。

「佐藤兄弟、哀あわれみを寄よ越こすな。何しろ貴様らも、わしのように完全な純じゆん系けいではないがゆえ、わしより先に亡くなる失うせものじゃ。……わしにとって、同じ思いを共きよう有ゆう出来る兄あに者じやは四百年も前に叩たたき斬きってやった。ならば──」

　ならば、

「わしにとって、ありとあらゆるものは、わしと共にあり続けることの出来ぬ失うせものよ。それは、わしがこの戦せん国ごくの世において最後の覇は者しやになるということ。しかし、生き残ったのがわし一人だとしても、──わしの帝てい国こくはわしと共に在る」

「ならば、貴女あなたの命の重さとは……」

「貴き様さまと変わるところは無いわい。正まさ純ずみ」

　瓶びんを掲かかげ、頭を軽く小こ突づいてみる。

「中にあるものは、貴様とどれほど違う？　わしの知識と経験は確かにある。が、その運用はわし個人で見れば、わしの器うつわを出るものではないわ。そして兄あに者じやがそうであったように、わしとて、死ぬときは死ぬ。

　ただわしは、それを望まぬ。

　わしはわしの帝国そのものじゃが、わし個人は、わしの帝国の臣しん民みんと同じ命の器じゃ。わしの帝国のためにわしの臣民は死ぬべきじゃが、──わしの帝国のためにわしは死ぬことが出来ぬ。何な故ぜなら、わしが死ねば、わしのような命の路ろ頭とう迷いが多く出ることになる」

　無む論ろん、と義よし経つねは言った。近くにあった椅い子すを引き寄せて座り、

「──それはわしの自うぬ惚ぼれじゃな。わしが死んでわしの帝国が消えたら、臣民は別の国へと行くだけのこと。ただ、わしは、そうさせたくない我わが儘まま持ちでのう。

　わしのような長生きが主あるじをやっておれば、臣民は〝この国は消えないのだ〟と、そう錯さつ覚かくする。……そう思い、誰だれにもすがれぬわしの、それが唯ゆい一いつ他人に出来る功く徳どくであろうよ」
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　正純は、ベンチの縁ふちに座り、義経に半はん身みを向けることにした。

　……難しい相手だ。

　義経は、清しん武たけ田だの総そう長ちよう兼けん生徒会長であるが、

　……器が違うな。

　大きいとか小さいではない。形が全く違うと、そう思う。

　彼女は、以い前ぜん会議した相手である妖よう精せい女じよう王おうエリザベスとも、教きよう皇こう総そう長ちようインノケンティウスとも違う。否いな、三人とも、それぞれ違うのだが、

　……義経の場合、権けん力りよくも臣民も何もかもが、獲かく得とくや継いだものではなく、後から付いてきているような気がする。

　権力闘とう争そうも当然あったろう。

　インノケンティウスは、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば経済力りよくなどを基礎としてその地位を得たのだし、エリザベスも二人のメアリとの闘とう争そうをもってその地位を確かなものとしたのだ。だが、

「全ては、貴女あなたが外に得たものではなく、懐ふところの内から出るものと、そういうわけか」

「ずっと、生き続けるからの」

　義よし経つねは、否定しない。

「わしのような純じゆん系けい長ちよう寿じゆ族ぞくの寿じゆ命みようは、個体差さにも拠よるが、数千年は行く。

　生せい存ぞん性せいを高めるために生まれて十数年は人間と同どう様ようの速度で成長するが、あとは随ずい分ぶんと遅れていってな。それだけ生きていれば、いろいろな連れん中ちゆうが敵にも味み方かたにもなり、その逆もあり、滅ほろびた国の末まつ裔えいが盛り返したりと、……全てが回っているように見えるもんでのう」

「仏ぶつ道どう……、いや、ダンハイ教きよう譜ふの輪りん廻ね論ろんに興きよう味みは？」

「論などで理り解かい出来た気になるのは短たん命めいの特とく徴ちようじゃな。わしは長い年ねん月げつ掛けて、全て、実際として観かん測そく出来るわけじゃからのう」

　実際な、と義経は、足先を使い、砂の浮いた地面に関かん東とうの海岸線せんを描く。

「わしの治める清しん、……いや、大陸の趨すう勢せいとて、基本は河口を治める民たみと、中ちゆう原げんを行き来する騎き馬ば民族の入れ替わりでしかない。河口を治める民は、その生産力りよくと経済力で一気に隆りゆう盛せいするが、百年もすれば内部腐ふ敗はいと政せい経けいの歪ゆがみの拡大で自じ壊かいし──」

　解わかる。政治の授業では習うことだ。だから言葉を奪うばうように、

「その国を奪おうとして団だん結けつした騎馬民族の連れん合ごうに潰つぶされる、と？」

「こら、年とし寄よりに喋しやべらせんかい」

　苦く笑しようされた。が、

「──じゃがまあ、そんなところじゃな。そして騎馬民族の民は、政経が苦にが手てなので前の国の政治形けい態たいを改良して用い、騎馬民族特とく有ゆうの血けつ族ぞく政治と機き動どう力りよくで一気に国を広げていくが、──まあ、これも百年もすれば、各地に散った者達が独立し、国は壊こわれ、……結局また、力を失っていた河口の首しゆ都とで、河口の民が隆盛して国を興おこす。

　このパターンが解ってしまえば、国の滅めつ亡ぼうも既き定てい路ろ線せんじゃ。聖せい譜ふ記き述じゆつを勉強でもしてれば理り解かい出来るじゃろうて。国の隆盛に騒ぐことほど無む意味はないと」

　……それは、隆盛について〝百年ほど〟と軽く言えるからだろうなあ。

　以前、父に、議会では政治活かつ動どうを行うとき、どのような期間を単位としているのか聞いたことがある。そのときの答えは「三ヶ月で１クールだ。憶おぼえておけ。４クール続いたら、昨さつ今こんでは大たい作さくだ」と言っていたが、それに比べると百年単位というのは大きすぎる。

　百年あれば、三さん代だいは過ごせるのだから。

　ただまあ、と正純は前置きして問うた。

「義経公こう。貴女は、……極きよく東とうを欲するのか？」
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　正純は、己おのれの問いかけに対し、即そく座ざの答えが来たのを見る。

　義よし経つねは、薄く笑ったのだ。否定も肯こう定ていも無い、ただ、どっちつかずの、

「気分次し第だいじゃのう」

　言った。

「天てん下かとりなんぞ、そこの佐さ藤とう兄弟の趣しゆ味みの世界じゃろ。いずれも何もない、現在ですら、帝みかど以上にわしを超える寿じゆ命みよう持ちと力ある者がいない以上、もしこの国全ぜん域いきに何か危機が起きたら、わしが代表者筆ひつ頭とうじゃぞ？　帝は俗ぞく世せに関わらぬからな」

「……この国全域の危機とは？　どんな想そう定ていが？」

　うむ、と義経が腕を組んで頷うなずいた。

「宇宙人じんが攻めてくるとかな。地ち球きゆう代表は誰だれかと、年ねん齢れいで決めたらわしじゃろ」

　ナルゼが、魔術陣マギノフイグーアに文字を書いて寄よ越こしてきた。

『馬ば鹿か？』

「ナルゼ、お前、その魔術陣、裏うら紙がみ無いから透すけてるぞ」

「別に気にせんわい。どうせわしより先に死ぬ者の戯たわ言ごとじゃしのう」

　そうじゃなあ、と義経が言った。

「三み方かたヶが原はらの戦い。やったところで、わしにとってはわしより先に死ぬ連れん中ちゆうが死ぬだけのことじゃ。面白味みも何もない。しかしまあ、──わしらが勝つ戦いくさならば、わしの民たみは喜ぶのじゃろう。やってやってもいいぞ、佐さ藤とう兄弟」

　それは、

「三方ヶ原の戦い、清しん武たけ田だの民が喜ぶなら、本気で松まつ平だいらを叩たたいてやってもいい」
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　……まずい。

　義経の気分に、正まさ純ずみはわずかに息を詰めた。

　そちらの方向には、なるべく話を進ませたくないと、そう思う。

　が、義経が酒を煽あおり、既すでに言葉を作っていた。

「いいか？　──わしにとっては、貴き様さまらの趨すう勢せいなんぞどうでもいいことじゃ。一時のことでしかない。ならば、頭を下げられても、不平を言われようと、何の関係もない。何しろ百年もすれば貴様らはおらず、国とて変わっておるのじゃからのう。

　だから、ここで感情に流れる意味はわしにはない」

「……ならば、気分で三方ヶ原の戦いを行い、松平を追いつめる、と？」

「聖せい譜ふ記き述じゆつがそうなっとるんじゃろ？　病死する信しん玄げんとして、わしは武田側がわから引いん退たい。代わりに、清の時代が始まるわけじゃ。何の問題がある？」

　そうじゃのう、と義経が言った。

「判はん断だんは気分じゃ。ゆえに、一つ機会をやろう」

　それは、

「わしに、何か、面白いとか、怒りとか、何とか、そういうものを貴き様さまらが起こさせることが可能なら、三み方かたヶが原はらの戦いについて何か考こう慮りよしてやってもよかろ。

　わしにとって、目の前で入れ替わり続けているだけのこの世界。その中で、わしに対し、今、貴様か誰だれかが、何かを確かに思わせる事が出来たならば、貴様らに少しの価か値ちも感じよう。

　──どうじゃ？　出来るか？　もし出来たならば……」

　言われた。

「三方ヶ原の戦いも、お互いの〝悪さ〟として楽しもう。そして、そこの里さと見みや北ほう条じようの命足たらずと同じように、……わしも、貴様らに期待しよう。出来るか？」







[image: 第十四章『反省場所の謝罪者』]
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「義よし経つね公こうの腹を立たせるにはどうするか？」

　IZUMO側から届いてきた言葉に、浅あさ間まは一つ首を傾かしげた。彼女は喜き美みを見て、

「喜美、どうやったら相手の腹を立たせることが出来ますか？」

「フフフ、心の綺き麗れいな私に無む茶ちやなこと言わないでよこのオッパイ」

「うっわ即そく座ざに腹はら立たった……！」

　まあまあ、と髪かみに穢けがれ抜きの玉たま串ぐしを差したミトツダイラがこちらに問う。

「つまり、正まさ純ずみの相手は、数百年単たん位いの不ふ感かん症しようなんでしょう？」

「あ、そういうこと言うと穢れがっ」

　え？　と声を上げたミトツダイラの玉串が紙かみ端はしまでピンク色に染まった。ミトツダイラが眉まゆをひそめて玉串を抜き、

「き、厳きびしいですわね……」

「フフ、少し余よ裕ゆう持ちなさいよ狼おおかみ女おんな。唸うなっていたって敵は目の前にいないのよ？」

　でもまあ、とこちらの視し界かいの中央で喜美が脚あしを組む。

「義経ってのは、私みたいなタイプの人間が、余よ裕ゆうではなく、諦てい観かんで感情知しらずになっちゃったようなものね」

「それって……」

　言葉を濁にごし、周囲の皆をちらりと窺うかがったこちらに対し、喜美が苦く笑しようする。

「かつての愚ぐ弟ていの、己おのれを傷つけないバージョンよ。──フフ、何て顔してんのよ？　正純に言ってやりなさいよ。軽けい食しよく屋やの調ちよう味み料りようを全部食くわせてやれって。ああ、でも、それって〝傷つける〟ことになっちゃうのかしら？　解かい釈しやく次し第だいでは」

「あの、喜美」

　ミトツダイラが、喜美に対して首を傾げた。

「貴女あなた、……あのとき、総そう長ちようを傷つけたつもりはありませんの？」

「何で？」

　素面しらふで首を傾げる喜美に、皆が眉をフラットにして顔を見合わせた。その上で、浅間は小さく咳せき払ばらいをして、

　……喜美は、まあ、トーリ君の身み内うちですからねー……。

　そう思いつつ、浅間はIZUMOの灯あかりを遠くに見て口を開く。

「怒らせるにしても、やりにくいですね。……あの頃のトーリ君のようで、しかし、表おもて向むきは酒飲んで騒いだりもするけど、その裏では、〝これも全ていずれ無くなること〟と思って冷めてるわけでしょう？」

「方法はあるわ」

　喜き美みの言葉に、皆が彼女に振り向いた。対する喜美は、皆の注目を無む視ししてミトツダイラの手を取り爪つめを削けずっている。

　が、ミトツダイラは爪を甘く削る鑢やすりの感かん触しよくに、口くち元もとをひくつかせ、

「あ、あのっ、ど、どうすればいいか、ま、まさず、みひぃん」

「ミトツダイラ様、……正まさ純ずみひぃんとはまたニュー言語を」

　いえあの、などと言ってるミトツダイラに二本目の玉たま串ぐしを差しながら、浅あさ間まが喜美に言う。

「喜美」

　仕方ないわねえ、と踊り子が笑えみを口に作った。

「いい？　怒ったり、笑ったりって、……それって何かに対する反応よね？」

「つまり、……正純に、とりあえず何か言え、と？」

　うーん、と浅間は考えた。正純のトーク技術で、最も相手を怒らせる技は何か。それを浅間は考え、実況通神チヤツトでアドバイスを飛ばした。

・あさま：『ちょっと正純、何かギャグ言ってくれます？』

・副会長：『え？　いきなり何だよ？　突然ギャグ言えって振られても、無いぞ？』

　今までは〝ある〟から言ってたんだ……、と皆が呟つぶやくが、浅間がシッと静まらせた。

・あさま：『え、ええと、じゃあ、何か面白い話とかは？　日常の話でも、あります？』

・副会長：『そうだなあ……』

　十秒ほど、沈ちん黙もくが来た。その間、皆が椅い子すを持ってこちらの方へとやってくる。

　そして、不ふ意いに、

・副会長：『あ、そういえばさ』

・あさま：『え？　何です？』

　うん、と正純の応おう答とうが入って、言葉が続く。

・副会長：『先日、古こ書しよ店てんに行ったらさ、棚の本の並びがさ、〝今なすべき我ら〟〝日本の夜明けから昼に掛けて〟〝メンチの切り方〟〝シャドー相撲ずもう・入門編〟〝焼き討うち百ひやく選せん〟〝飯はん盒ごう持って落ち武む者しや狩がり〟ってあってさ』

　長いな……、とか、巻けよ、とか皆が呟くが、浅間が再びシッと黙だまらせた。すると正純が、

・副会長：『でまあ、そのタイトル並びを見たら、笑っちゃってさ』

　え？　とか、何が？　とか、あれ？　とか皆が疑問するのを、浅間がまたシッと黙らせて、

・あさま：『え、ええと、何が笑っちゃったんですか？』

・副会長：『いや、タイトルの上の部分、横よこ並ならびで見たら〝今日きようメシ焼飯チヤーハン〟だから』

　皆の沈黙に対し、浅間は、努めて作った笑顔で一ひと息いきついた。ふと喜美が、

「浅間、いいのよアンタ、もう、充分に頑がん張ばったから」

「シッ」

・あさま：『あ、あの、ええと、正純？　ええとですね？　いいですか？』

　浅あさ間まは、迷ったが、問いかけた。

・あさま：『あの、それでつまり、……何なんです、か？』

・副会長：『え？』

　五秒ほど、無む反応が来た。そして、

・副会長：『いや、だから、うん、──それで終わり』
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・ウキー：『では、戦せん犯ぱん会議を始めるとするか……』

・あさま：『す、すいません、私が悪いんです。御ご免めんなさい。いや、本当にすいません。あの、正まさ純ずみは悪くないんです。私が、ええ、私が間違った感じで。全面的にすいません……っ』

・金マル：『いや、まあ、何？　ナイちゃん、……うん、破は壊かい力りよくは認めるかな」

・労働者：『解わかっていてもいなくても言わなくていい』

・礼賛者：『というか、あまりに感情が動かないので、殺されてしまいませんかねコレ」

・83　：『カレーですネー……。こういう哀かなしいときは、カレーですネー……』

・副会長：『おいおい何だよお前ら。勝かつ手てに話進すすめるなよ。私、何か悪いこと言ったか？　悪いところがあったら教えてくれ、直すから』

・約全員：『ええっとお……』
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　まあね、と喜き美みは一ひと息いきつく。

「正まさ純ずみみたいな凄すごいクラスだとこういう状況って難しいと思うんだけど、でも、コツってあるのよ？　ギャグとか言う際はね？」

　と、そこまで言うと、浅間が首を傾かしげて見せた。

「コツ、ですか？」

「……教えてやんない、って、言っていい？」

「聞いてあげない、って言いますよ？」

「やだもうこの子って意い地じ悪わるねえ」

　仕方ないと、そう思いつつ、喜美は言う。

「鮮せん度どよ」

　言った台詞せりふに、皆が顔を見合わせた。

　理解が出来ていない。が、一人だけ頷うなずいた者がいた。

　誾ぎんだ。

　皆が椅い子すを持ってこちらに来ているのに対し、焼き肉パエリアを作っている誾がいる。彼女は、椅子を持ち上げて待っている宗むね茂しげに対して大おお皿ざらに載のせたパエリアを差し出すと、おもむろに立ち上がった。そして彼女はこちらへの歩みを彼と共に作りながら、

「初しよ見けんの技、そういうことですね？」

「当たり」

　と、喜き美みは髪かみを両手で搔かき上げた。その手を上に広げて伸びをしながら、

「ん、と。フフ、もうちょっと言える？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──つまりは、戦いなのです」

　それは、

「戦せん闘とうも同どう様ようです。相手にとって初見の技こそが、一番効ききやすい。

　だから、何を聞いても見ても、されても、不ふ感かん症しようだと義よし経つね公こうが言うならば、そんな義経公でも初見のネタを出せばいいのです。そうすれば確実に反応があるでしょう」

　Ｊｕｄ．、と喜美は頷うなずいた。

「そういうこと。でも、難しいわよね。四百歳さい超ちようでしょ？　それだけ時間があったら、大体のギャグのパターンもだけど、怒りのパターンだって経過してるわ。私達たちの祖そ父ふや祖そ母ぼの五、六倍は生きてるんだから。人生経けい験けんだって五、六倍よ」

「達たつ観かん、ってやつですか」

　アデーレの言葉に、ミトツダイラが頷いた。そうでしょうね、と彼女は前置きし、

「……難しいですわね。義経公が戦っていた中ちゆう世せいにおいて、戦闘行為は両武しよう将ぐんの名乗りから始まる一いつ騎き打ちが花はな形がたでしたが、ここではありとあらゆる挑ちよう発はつ行為も行われたんですのよ？」

　そうですね、と言葉を受けた浅間が、首を下に振る。

「古こ来らいより、言葉を放つと言うことは、言葉の内容をこの世界に確かにすると言う呪じゆ術じゆつ的な意味を持っていました。ゆえに恋こい文ぶみとか昔の人は書いて、それが叶かなうように願ったわけですが、これは挑発行為も同じです。敵てき軍ぐんの挑発に応こたえなければ、その武ぶ将しようは、挑発の内容と同じ扱いを以い後ご受けるようになる……。そういう世界で、だから若い武将達が挑発に応じて戦う羽は目めになり、命を落としたりもしたんですよね」

「フフ、結けつ構こうアンタもそういう物語が好きね。でも、だとしたら、……そういう仲間達の死なども義経は見てきてるのね。命がけの挑発なんかも」

・副会長：『じゃあ、どーすりゃいいんだ？　ギャグを言うべきか？　とっておきのを』

・約全員：『とっておきは絶対やめろ!!』

・副会長：『……そっか、じゃあ、今度だな。確かに勿もつ体たいないし』

　皆がうなだれる中、しかし喜美はミトツダイラの逆の手を取り、苦く笑しようした。

「大だい丈じよう夫ぶよ。──約束したもの。取り返す生き方をしなさい、って」

　その言葉に、彼女の周囲の皆が動きを止めた。だが、誾ぎんやメアリが、

「約束……？」

「Ｊｕｄ．、見てなさい。私の約束は、必ず、四百年超の不感症だって壊こわしてみせるわ」

　だって、

「私が泣いたくらいなんだもの」
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　正まさ純ずみは、座る向きを変えて、義よし経つねと距離二メートルを開けて相あい対たいしていた。

　向こうは軽けい食しよく屋やの入り口。こちらは店の外、だ。だが、

　……どうすれば、義経の感情を動かせる？

　このように向き合って考え込んでしまう時点で、手て詰づまりを示しているようなものだというのは、解わかっている。しかし、

　……笑わせる、哀かなしませる、憤いきどおらせる、怒らせる……。

　考える。考え続けて、考え込む。

　何がいいだろう。何が出来るだろう。何が通じるだろう。

　自分は政治家かだ、という自負がある。が、この自分の肩書きが、無む力りよくなときがある。

「どうしたんじゃ？　通つう神しんで仲間割われのような感じに見えたが、だんまりか？」

　言っておくけどな、と、椅い子すに座った脚あしを組み、義経が告げてきた。

「貴き様さまらお得とく意いの全ぜん裸らネタなんぞ、昔の祭とかで見み慣なれとるから役に立たぬぞ？」

「いやアレはうちの得意というか──」

　言っても無む駄だな気がしたので、言葉を止めた。が、義経は苦く笑しようで言葉を続けてくる。

「いいか？　挑ちよう発はつ行為も駄だ目めじゃ。あれは、中ちゆう世せいの戦せん場じようでは命がけでやったものだしな。ここで口先だけのものをやられても全く響ひびかぬ。そして、悲ひ劇げきも、既すでに体感し尽くしとる。笑いもほぼ全てのパターンを網もう羅らしとるから、効果は薄いじゃろうな」

　……だよなあ。

　大体、こちらの知っていることなど、向こうは間違いなく知っているのだ。引き出しの数も深さも、中にあるものも、向こうが上だ。だから笑いも怒りも悲劇も何もかも、こちらから持ち掛けたとしても「ああ、それなら知ってる」で終わってしまうだろう。

　だが、もし、ここで義経の興きよう味みを引くことが出来なければ、

　……価か値ち無なし、とされて、臣しん民みんの喜びのために勝ち戦いくさである三み方かたヶが原はらの戦いを行う、か。

　その場合、横のナルゼの運命がどうなるかが問題だし、他の被害も気になる。

　だから、なるべく避けるか、軽けい微びで──、

「……！」

　正純は慌あわてて頭を横に振った。

　……いかんなあ！　軽微でいいとも考えるあたり、弱気になっている！

　己おのれを悟さとって醒さまし、だがどうしようかと、改めて考えたときだった。

　正純は、義経の向こうに、それを見た。

　全ぜん裸らがそこにいた。
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　待て、と正まさ純ずみは思った。呼んでない、とも。

　だが、店の裏うら口ぐちからそそくさと店内に入ってきた全裸は、振り向いたウオルシンガムに手を挙げて挨あい拶さつする。

　ウオルシンガムも、馬ば鹿かと視線を合わせたものの、こちらに手を示して、

『Together？』

「おお、犬いぬ姉ねえちゃん、イエースイエースノウノウだぜイエ──ソーリーサンキューグバーイ」

　知ってる英えい単語を全部使つかおうとするのはやめろ。

　ともあれ全裸は、飲んで騒いでる皆に手を挙げて挨あい拶さつし、軽く自己紹しよう介かいしあった。酔よっぱらったジョンソンが馬鹿を手で示し、馬鹿は何やら腿ももの間に挟んで上下グラインドのジェスチャーをして「抜けねえんだそれが！」などとやって皆でゲラゲラ笑っている。

　が、義よし経つねは、こちらを見たままで、背後の状況に気付いていない。

　横、声が聞こえているのか、ナルゼは耳を両手で押さえて振り向くのを拒きよ否ひしているし、その向こうの氏うじ直なおも、向かいの義よし頼よりや佐さ藤とう兄弟も、何か妙みようなものを見る目を義経の方にじっと向けている。

　対する義経は、自分に注目が来ていると勘かん違ちがいしたのか。

「さて、どうしたんじゃ？　打つ手が無いか？　そんな不ふ思し議ぎな目で人を見て」

「いやその、確かに不思議というか不ふ可か解かいというか」

　言うと、全裸がこちらに気付いた。あれ？　と首を傾かしげ、こっちに来いと手招きした上で、オメエもこっち来て飲めよ、と空からの竹ボトルをゴッドモザイクにはめて竹たけ招まねきして見せる。

　……死ねよ！

　無む理り無理死しね馬鹿、と左右に手を振って地面を指さすと、馬鹿と全く同じ動きで義経が首を傾げた。

「何じゃ？　何か芸げいを始めたのか？　正純」

「いや、芸というか、確かに芸げい人にんなんだが」

「ほう、実は芸人なのか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あまり認めたくないが、うん、芸人なんだ」

　話がかみ合わないまま、芸人が、首を傾げながら無む造ぞう作さにこっちにやって来た。

　　……来るなあ──！

　だが義経は気付かず、こちらに苦く笑しようを送り、

「何じゃ、顔かお芸げいか？　随ずい分ぶんと驚いた顔をするもんじゃのう。それとも、わしが、何やら恐ろしいとでも言うのか？」

「い、いや、その、恐ろしいことになりそうな……！」

　言っている間に、馬ば鹿かが、首を傾かしげながらも、義よし経つねの後ろに辿たどり着く。

　何をするのかと思うこちらの視線の先で、馬鹿は近くにあった椅い子すを義経の背後に置いた。しかし義経は何も気付かずただただ笑い、

「別に恐ろしいことなんぞ無いぞ？　わしは、心が広いからのう」

　ほら、と義経は胸を張り、肩をすくめ、

「何でも芸げいをやってみい」

　言ったと同時。義経の背後、椅子の上に立った馬鹿が、股こ間かんのゴッドモザイクを義経の頭の上に載のせた。そして彼は、直立姿し勢せいと気の抜けた声で、

「──ちょんまげぇ～」
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　午後八時三十七分。

　IZUMOの軽けい食しよく屋やと武蔵むさしの一部範はん囲いで、全ての人々が動きを止めた。

　だが、軽食屋の中央で、全裸は腰を引き、甘掛けして、

「──ポニーテールゥ～」

　そのまま数秒。ゆっくりと、馬鹿は椅子を降り、義経の前に回った。そして馬鹿は、腰を軽く落として、義経の両の肩に手を置くと、真剣な顔で彼女に頷うなずいた。

「安心しろ。──助けに来たぞ」

「貴き様さまあ──!!」
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　鈍い汗あせを玉で全身から流した正まさ純ずみの視し界かいの中央。椅子の上に立った義経が、馬鹿の首を摑つかんでがくがく揺らしている。

「き、貴様！　ひ、人の頭に何てことを──!!」

　だが、馬鹿は、鼻に小こ指ゆびを根ね本もとまでツッコミながら、

「あれあれ？　何か、さっきここに心が広いとか言っていた貧ひん乳にゆうがいたんでしゅけど～」

　義経を下から見上げて、

「怒っちゃいましたか？　怒っちゃいましたでしゅかあ～？」

「く……！」

　義経は、奥おく歯ばを軋きしらせて馬鹿を突き飛ばすように放し、

「べ、別に怒ってなんぞおらんわい！　わ、わしは心が広いからな！　うむ!!」

「おう、そうだよな」

　指を義経の服の裾すそで拭ぬぐい、義経の鼻の下を左右に伸ばさせた馬鹿は、苦く笑しようする。

「おいおい、義よし経つね──、だっけか？　まあいいや。オメエ、ちょっと落ち着けよ。何百年生きてた長ちよう寿じゆ族ぞくがそんな風ふうにカリカリしてたんじゃ、部ぶ下かにも示しつかねえだろ？」

「え？　あ、いや、まあ、そうじゃのう」

　だろ？　と、馬ば鹿かは義経に椅い子すをサーブした。そして、いいか？　と全ぜん裸らは前まえ置おきし、

「昔からな？　偉い人は、ほら、こうやって椅子に落ち着いて座ってふんぞり返ってるのが絵になるんだよ。ほら、ここ座って落ち着けって。で、ええと黒マル、記念撮さつ影えいの描びよう写しやな？　よし、義経、向こう向いて笑ってえ──」

　馬鹿はもう一つの椅子を置いて義経の後ろに立つと、

「ハイ、ちょんまげぇ～」

「貴き様さまあ──!!」

「あれあれ？　何かこの人、二度ネタなのに本気で怒ってませんでしゅかあ～。さっき、人じん生せい経験豊ほう富ふとか、そんなこと聞いた気がしゅるんでしゅけどぉ～？」

「く……！」

　おいおい落ち着けよ、と、馬鹿が再び義経の頭を軽く掌てのひらで叩たたいた。

「落ち着けよ。まあ、俺おれも悪かった。女の子の頭にチョンマゲはねえよな。反省してる」

「……本当じゃな？」

「ああ、Ｊｕｄジヤツジ．、ってやつだ。だからそこ座れ、ちゃんと謝ってやるから。

　まず王様はふんぞり返って、俺がその後ろに回って謝る。そういう図ず式しきだ。だからハイ。──赦ゆるしてちょんまげぇ～」

「貴様あ──!!!!」

「あれあれ？　謝ったのにこの人マジでアングリーでしゅかあ～？　ホワ～イ？」

「く……！」

　どうしたものかと思いつつ、正まさ純ずみは内ない心しんで深く嘆たん息そくする。

　ふと、昔のことを思い出した。

　……そうだよなあ……。私の時は、ズボン下ろされたんだっけ……。
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　正純は、喜き美みの言っていたことを理解した。

　挑ちよう発はつでも、ギャグでも何でもない。初しよ見けんとは、どういうことかと言えば、

　……そんなことフツーしない、ってことだよなあ。

　見れば、馬鹿は義経が子供パンチをしようとしているのを片手で頭を押さえてしのいでいる。あはは、と馬鹿は笑い、

「義経、オメエ、ガキだなあ、全くよう」

「な、何が！　短たん命めいの分ぶん際ざいで！　何が貴様に解わかると!?」

「あれあれ？　誰だれが解わかるなんて言ったよ？」

　馬ば鹿かは、義よし経つねに対し、笑ってこう言った。

「オメエのことなんか、解らなくたって俺おれぁ全ぜん然ぜん困らねえ」

　その言葉を受けたときの義経の表情を、正まさ純ずみは記き憶おくに残した。

　呆ぼう然ぜんとも、哀かなしみとも、憤いきどおりとも見られる、何もかも失ったような顔は、

　……おい。

　自分ですら、止めようと思った。

　だが、馬鹿は、義経の頭を摑つかんで動かした。彼女の顔を、己おのれの顔へと向けさせる。

「いいか？」

「な、何がじゃ……！」

「オメエはガキで決まり。そういうことだ。だって俺が何かすっと、マジ怒るんだもん。可愛かわいいったらねえ」

「な、何を勝かつ手てに……!!」

　解ってねえなあ、と、馬鹿は言った。

「俺はオメエのことなんか解らなくたって困らねえんだ。だから──」

　だから、

「オメエは可愛いよ義経。俺にとってはそれでいい」

「────」

　なあ、と馬鹿は言った。

「義経、オメエ、うちのガッコ入れよ。笑えねえとか怒れねえとか言うなら、ホライゾンと一いつ緒しよに悩んでやってくんね？」

「貴き様さま……！　わしを、……わしを何だと思ってる!?」

「義経だろ？　忘れちまったのかよ？　人に確かく認にんしないと解らねえくらいに」

　いいか？　と、馬鹿は己を指さし、フ、と頭を振って、

「俺のことは、そうだな、……流しの〝湿った手の男ウエツトマン〟とでも呼んでくれ。おっと、それ以上の興きよう味みを持ったらいけねえ。危険だぜ？」

　正しよう気きがな、と正純は心の中で付け加える。だが、こちらの視し界かいの中、馬鹿は、義経の頭を軽く叩たたいて笑い、

「義経」

「何じゃ!?」

「義経ー」

「だから何じゃと言うておる！」

「義経──」

「だ・か・ら!!」

「憶おぼえたか？」

　何を、という問いかけは生じなかった。ただあるのは、顔を赤くして眉まゆをたてた義よし経つねの、

「そんなもの、とうに解わかっておるわい!!」

「じゃあ、忘れるなよ？」

「忘れたことも捨てたことも一度もないわい！　……兄あに者じやと認め合った名じゃぞ!!」

「そっか。自分を、忘れようとしたことも、捨てようとしたこともねえか」

　トーリは、一度、義経の頭を撫なでた。

「偉いじゃねえか」

「────」

　ぞっとした。かつて、三み河かわで浅あさ間まから聞いた、この男の過去を思い出したからだ。

　……偉いじゃねえか、という言葉には、比ひ較かく対たい象しようが必要だよな。

　誰だれと比べて偉いのか。そのことを、義経も悟さとったらしい。彼女は馬ば鹿かを見上げ、

「何なに故ゆえじゃ？　何故、言わぬ。小しよう人じんの理り屈くつを何故に言わぬ？」

「あ？　馬ぁ鹿。だって、俺おれは義経の話をしてんだから、他の誰かの話なんて、クソの役にもたたねえじゃん。あ、ホライゾンのは悪かった。前にネイトに言われたの忘れてた。他の女おんな引ひき合いみたいに出されると裏うら拳けん入れたくなるんだよな。──って、ネイトの話も駄だ目めか？」

　はは、と馬鹿は笑う。

「義経、オメエ、何か面めん倒どうなことあったらうちのガッコ来いよ。俺、何も出来ねえから、オメエみたいなのがいるとすげえいろいろ出来そうだし教えてくれそうだし」

「わしはこの世界の主あるじのようなもんじゃぞ！　それが何故貴き様さまを手て伝つだおうと!?」

「家の主人が召めし使つかいの仕事手伝ったっていいじゃん。美び談だんじゃん。ちょっと侍じ女じよとのラブ話始はじまりそうじゃん？　エロゲ脳のうじゃん？　──んでもって、オメエが世界の主だってんならさ、俺達がさ、世界征せい服ふくして、たとえばその子し孫そんであるガキとか仲間とかいろいろ、そいつらがまあ、世界クルクル回すの飽あきるまでさ、ちょっと世界貸かしててくんね？」

　そして、

「俺達の末まつ裔えいがさ、世界回まわすの飽きたら、そしたらオメエに返してやるよ。

　それだけじゃつまらんってんなら、俺の世界征服、皆と一いつ緒しよに手伝ってくれよ」

「べ、別に、わしにとって、この世界はわしのもの同どう様ようで……」

　だから、と義経が言うのを正まさ純ずみは聞いた。

　……だから？

　言葉の先は解っている。義経だけが言える台詞せりふが来るのだ。それは、

「──わしのものである世界に対し、征服する意味なぞ感じぬ！」

　拒きよ否ひの叫びが走った。

　義経にとって、世界は他の誰のものでもない。そうやって、他の誰も手を出せぬようにした上での、征せい服ふく協きよう力りよくの拒きよ否ひだ。

　手を出すことなど、もはや出来ないと、正まさ純ずみはそう思った。巨きよ大だいな存在である義よし経つねが、巨大であるからこそ、全てを拒否してしまった、と。

　だが、対する馬ば鹿かは、笑って口を開いた。告げられる言葉は、まず、一つだけだった。

「──馬ぁ鹿」
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　あのなあ、と、馬鹿が言った。

「オメエに意味なくたって俺おれに意味あるんだって。だから、だからよ？　オメエにとっての世界がどうとか、関係ねえんだ。俺を手て伝つだってくれりゃいいだけなんだよ。

　その後で俺が礼言って、俺を手伝ったっていう意味をオメエにやるからさ」

「──待て」

　と、義経が、呆ぼう然ぜんとした声で言った。

「貴き様さまは、わしを無む視しするのか？　この世界の持ち主を」

「じゃあ決まりだ。オメエは俺を手伝うんだ」

　何な故ぜなら、

「俺は王様になるんだ。そのために、先せん頭とう行くんだよ。だから、俺に無視されたくなかったら、俺と同じ方向に、俺より先に行くしかねえ」

　だったら、

「手伝えよ義経。──オメエがいた方が、俺は王様になりやすいと思うんだ」

　な？　と問われた義経は、肩に力を込めた。

　何かを言おうとして、しかし彼女は、

「────」

　困った、と言える顔で、義経が馬鹿の手を頭から剝はがす。そして彼女はこちらを、背後の方へと視線を向け、一ひと息いきついて、

「佐さ藤とう兄弟。……どうじゃ？　判定は。わしゃあ怒ったか？」

「いえ、その……」

　兄弟は困ったように顔を見合わせ、しかし、ややあってから、首を下に振った。

「……昔のようであられたかと」

　え？　と眉まゆをひそめたのは、馬鹿だった。馬鹿はこちらを見て、義経を指さし、

「おいおいセージュン。すげえよ義経。……昔にも乗せられてたんだって」
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　次の瞬しゆん間かん。
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　アデーレは、IZUMOの方から、壁か何かを破は壊かいするような音を遠く聞いた。

　余よ韻いんが空に消えていくのを過ごした上で、彼女は皆に対し、

「とりあえず、……友ゆう好こう関係はとれたみたいですね。ボケとツッコミの」

「い、いいんですの？　それで？」

　どーだろうな……、と皆が俯うつむく中、しかしアデーレは一ひと息いきつく。

　……どうなりますかねえ。

　何しろ、友好関係がとれたとしても、まだ何も決まっていないようなものだ。

　三み方かたヶが原はらの戦いを、行うにしても談だん合ごうで済ませるにしても、どういう手て配はいを付けるのかは不明だし、そして何よりも、

「東とう国ごく、……関かん東とう側との関係をどう持っていくべきかが決まってませんしね」

「フフ、これから武蔵むさしをどこへ持っていくか、そのルートも明確じゃないわね。──でも、そうだとしたら、このIZUMOでの会合の意味が、ようやく見えてきたということだわ」

　喜き美みの言葉に、アデーレは頷うなずいた。

「里さと見みも、北ほう条じようも、武蔵に力をつけろと、そう言ったんですよね」

　初めに聞いたときは、自分達が頑がん張ばったアルマダの海かい戦せんを無む意味にされたようで、体の芯しんのあたりが落ち込んだ。

　だが、力の意味が違うのだと、その後の話や、総そう長ちようの話で気付いた。

　……戦せん力りよくじゃなくて、国こく力りよくを得ろと、そういうわけですよね。

・○べ屋：『そだね。どこかで何かあるたびに、うちが食料事じ情じようの対たい処しよで走り回ったりしてるようだと、駄だ目めなんだと思うのね。もっと、うちが動かなくてもいいような、そんな武蔵にしないと駄目ってことだと思うの。──まあ、それだとうちが儲もうからないんだけどね』

　ならばどうすればいい。その言葉は、皆が考えていることだろう。

　そしてきっと、東国の人達は、こちらに期待をしているのだと、アデーレはそう信じることにした。ただ大きいだけの輸ゆ送そう艦かんと思われていた武蔵が、三み河かわ戦せんを経て、アルマダの海戦に勝利したことで、

　……力を付けたら、味み方かたになろうと、東国の人達が期待してくれてるんですよね。

「フフフ、貧しい従じゆう士し、そしてそこの貧しい騎き士しとかその他いろいろも」

　喜美が、食後のワインを掲かかげ、つぶやいた。

「アンタ達が半はん泣なきになってつかみ取った現状が、あの東国武ぶ士し達たちを呼び寄せたのよ？

　──武蔵を、どうにかしてこの状況から切り抜けさせ、東国、江え戸どに呼び寄せたい、と」

「そうですわね」

　ミトツダイラが頷いた。

「武蔵むさしの補ほ修しゆうは七割の状じよう況きよう。これ以上の補修を行うとしたら、江え戸どにある関かん東とうIZUMOの浮きドックしかありませんわ。あとはどうやって、この挟きよう撃げき状況を抜け、M. H. R. R.神聖ローマ帝国、そしてP. A. Odaを抜けて……、ええ、清しん武たけ田だを含む東とう国ごくに到達するか、ですわ」

　アデーレの視し界かいの中、ミトツダイラがIZUMOの方に身を向けた。彼女は金の目を細め、

「武蔵の次の行き先が、とりあえず見えましたわね。──関東、江戸にある極きよく東とう居きよ留りゆう地ちと、そこにある関東IZUMOですわ。後は正まさ純ずみが、算さん段だんと、その手て筈はずに関するギブアンドテイクの交こう渉しようをどうするのか、ですわね」

　一ひと息いきついて、ミトツダイラが皆を見渡し、

「皆、期待して結論を待ち──、って何だかさっきよりも人数増ふえてませんの!?　どういうことですの一体!?」

「まあまあ第五特とく務む。──江戸に着いたら特務の領りよう地ちも近いじゃないですか」

「ま、まあ、確かにそうですが、保ほ養よう地ちとしては整備がというか、それが何か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、向こうに着いたら納なつ豆とう超ちよう補ほ給きゆうでお金入りまくりじゃないですか。ここでのタカりなんかメじゃないですよ！」

　元気づけたつもりが、ミトツダイラがゆっくりと膝ひざをついた。

　浅間が、無む言ごんでミトツダイラの髪かみに落ち込み祓はらいの玉たま串ぐしを差す。







[image: 第十五章『天下の誘い者』]
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　軽けい食しよく屋やでの会議が進む中、酔よいによって倒れた里さと見み・義よし康やすは、まどろみの中で、己おのれの中に熱を感じていた。

　己の種しゆ族ぞく、長ちよう寿じゆ族ぞくは、若い内は半はん寿じゆ族ぞくや人間ほどではないにしろ、生せい存ぞん性せい確立のために成長が早い。が、それは身体からだが早く成せい熟じゆくするというわけではない。形優ゆう先せんの、不ふ安定なものだ。

　酔いは身を狂わせて、不ふ確たしかにただ熱くする。

　未み熟じゆくだ、と、義康はそう思う。

　……だから、姉ねえさんがいなくなった後、私は村むら雨さめ丸まるを抜くことが出来ず……。

　村雨丸は、自分によって扱われることを望まなかった。代わりというように、姉を殺した男が、何な故ぜか、八はち徳とくにまつわる村雨丸を抜き、〝八やつ房ふさ〟もそれに従った。

　……どうして。

　何が何だか解わからないことばかりだ。

　かつては、姉が生徒会長で、己は訓練と試験の末、〝八房〟の下にいる八はつ犬けん武ぶ神しんの一つ、〝義ぎ〟を先せん代だい副ふく会長から譲ゆずり受けたのだ。

　姉は元々〝信しん〟の機き体たいを持ち、そして、

　……あの男は、〝忠ちゆう〟の機体を持って、総そう長ちようで……。

〝忠〟とは君くん主しゆに尽くす忠ちゆう義ぎを示す言葉だ。

　それが何な故ぜ、

　……〝八房〟の初うい陣じんで、勝利して帰ってきた君主を謀ぼう殺さつし、その名と里見を乗っ取るか……。

　割り切ったつもりだったが、燻くすぶりが照り始めるのはやはりまどろみと熱のせいだ。

　しかし何故、自分は、このように身体の芯しんが蒸し暑い状態で寝ているのか。

　風邪かぜでもひいたのか。情なさけない。だが、昔、風邪をひくと、姉はいつも傍そばにいてくれて、

「…………」

　薄く目を開けると、眩まぶしさが瞳ひとみに入ってきた。

　が、照明と灯あかりの間に影がある。人の身体、腹の辺りから上へと見上げる構こう図ずだ。

　膝ひざ枕まくらの体勢だった。

　そして目に見える陰りは胸でつまり大きい。今に見ておれ。しかし陰いん影えいの体積は記き憶おくの中の姉のものと違い、誰だれかと思えば、

「おや、目め覚ざめられましたか。──姉さん姉さんと、うわごとを言ってましたが」

「ぬああああ北ほう条じよう・氏うじ直なお!?」

　慌あわてて身を起こそうとしたら、氏直の胸きよう部ぶ下側が額ひたいに当たって動きを止められ、

「ぬ……！」

「言っておきますが、この自じ動どう人形の身体、私の本来の身体が普通に成長していたらどうなったかを過か小しよう評ひよう価かシミュレートしたものですので。何なに分ぶん、過か大だい評価は身を滅ぼしますしね」

　……この女、腹の立つ……！

　身を腰こし側がわに引いて起こすと、場所は軽けい食しよく屋やの一いつ角かく、長なが椅い子すを二つ並べて構えられたスペースの上だ。そして気付けば、他の皆は奥の卓たくを繫つなげて会議中ちゆうだ。その中で、

　……あの男……。

　里さと見み・義よし頼よりが、こちらに気付いて手を挙げた。

「義よし康やす、──氏うじ直なお公こうに礼を言っておけ。酔よい止めの符ふの処置などしてくれたし」

「お気になさらず、寝ている間はどんな人間でも無む力りよくで可愛かわいいものですし」

　顔の熱が増した。そのときだ、厨ちゆう房ぼうの方から、湯ゆ飲のみが運ばれてきた。

「おい姐ねえちゃん、酔い覚まし。ちょっと酒入れてるけど、その方が楽だからな。一気に飲んでスッキリしとけ」

「Ｔｅｓテスタメント．、忝かたじけない」

　と、義康は、湯飲みを寄よ越こす相手を見たら全ぜん裸らだった。

　き、で始まる悲鳴を義康は長くあげた。
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「……確かにまあ、あの全裸に対しては、見み慣なれてないとああいう反応だろうなあ」

　奥の卓で、麦むぎ煎せん餅べいを唇くちびるで折りながらの正まさ純ずみの言葉に、横のナルゼが半はん目めで言う。

「ぶっちゃけアンタの慣れた速度はかつての私達以上だわ」

　嫌いやなこと言うなよ、と、全裸が厨房に入って料理を始めたのを見ながら、正純は卓の上に平面で広げられた表示枠サインフレームを見る。それは佐さ藤とう兄弟が展開した極きよく東とう式しきのもので、今は関かん東とうを中心にした地図が映っている。

　正純は先ほどまで、各国の情勢をそれぞれ当とう人にん達から聞いていたのだが、

「成なる程ほど……、里見家けの教きよう導どう院いんがある房ぼう総そう半はん島とう、安房あわの国は、世界各国側がわの李り氏し朝ちよう鮮せんもそうだが、戦せん乱らんの土地だったのだな」

「Ｔｅｓ．」

　向かいに座る義頼が、腕を組んで頷うなずいた。

「房総半島とはいえ、関東の一部だ。江え戸どが松まつ平だいらの土地としては未いまだ確立性が弱いため、ここは北ほう条じようや武たけ田だ、はては上越露西亜スヴイエート・ルーシや、結ゆう城きなどの諸しよ国こくの侵しん攻こうもある土地なのだ。

　元々、里見は鎌かま倉くら幕ばく府ふが滅ほろびた際、散っていった源げん氏じ由ゆ来らいの長ちよう寿じゆ族ぞくが作った国でな。多くは奥おう州しゆうなどに行ったが、里見の祖そは良い漁ぎよ場じようなどを好んだために安房の国に住んだのだ。

　まあ、逆に言えば、安房はいい土地なので、昔から奪うばい合いだ」

　この動きは、李氏朝鮮の立ち上がりや、それ以前の王おう朝ちようの奪い合いに重ねられている。

　確か、とナルゼがペンの尻しりで頭をつつきながら、

「朝ちよう鮮せん半はん島とうも凄すごいのよね。初期にいろいろな国が興おこって、極きよく東とうが一部地ち域いきを支配していたこともあったわ。その中で新羅しらぎ、高こう句く麗り、極きよく東とうと親しかった百済くだらの三さん国ごく時代が起き、三国は激しく争ったけど、新羅に唐とうが肩かた入いれして百済は滅めつ亡ぼう。高句麗も滅ぼされるわ。だけど──、新羅も分ぶん裂れつし、その中から興った高こう麗らいが半島を制するわけよね」

「──だけど、と、もう一いち度ど言った方がいいな」

　義よし頼よりの言葉に、ナルゼが頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうね。だって、元げんが滅びて明みんに変わっていった際、その混乱で乱れた高麗は、クーデターによって李り氏し朝鮮王おう朝ちようになるんだもの。そして……」

　一ひと息いきついて、彼女は上うわ目め遣づかいに卓たくを見回した。

「──こんな話、している意味は、ここにいる皆なら解わかるわよね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と皆が言い、Ｊｕｄ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。腕を組んで言うべきは、

「羽は柴しばの朝鮮出しゆつ兵ぺいだ」

　そうとも、と義頼が首を下に振った。

「関かん東とうに、羽柴が来る機会は三度ある。一回は、そこの北ほう条じよう氏しを攻め落とす小お田だ原わら攻ぜめ。

　後の二回は、私達の安房あわを支配しようとする二度の朝鮮出兵だ。

　この、二度の役えきの理由には、古代において持っていた朝鮮の所しよ有ゆう権けんを取り戻すというものもあるが、私達から見たならば……」

　ああ、と、正純は、房ぼう総そう半はん島とうを指さした。

「関東すら、P. A. Odaからは安全ではないことになるのか」
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　正純は言う。地図上じようの房総半島から、今度は関東を軽く指で叩たたきながら、

「羽柴は、何らかの理由をつけ、朝鮮出兵を二度も行うことが出来る。そしてそれが歴史再さい現げんという大たい義ぎ名めい分ぶんを掲かかげるならば、聖せい連れん側も止めることが出来ん。

　東とう国ごく、関東勢ぜい、……そして江え戸どをいずれ本ほん拠きよとする松まつ平だいらである武蔵むさしは、確実に、羽柴による危き機きを二度迎むかえることになると。そういうことだな」

　無む論ろん、それはすぐに起きるわけではないと、正純はそう思う。現在、羽柴は毛もう利り攻ぜめに展開しているし、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の残り勢力はここIZUMO周辺に展開している。そして何より、朝鮮出兵は信のぶ長ながの死後、羽柴が天てん下かをとってから生じることだ。しかし、

　……いずれ、必ず起きるのだな。

「だから、力を付けろと里さと見みや北条は言うのだな……」

　と、そんなこちらの言葉に対し、氏うじ直なおがゆっくりと首を下に振った。

「北条はいずれ羽柴に滅ほろぼされますが、小田原攻めは、羽柴の軍ぐん勢ぜいが江戸の至し近きんにまで近づくということを意味します。──私達の推すい測そくでは、もし武蔵がP. A. Odaと敵てき対たいしているならば、小お田だ原わら攻ぜめの際に朝ちよう鮮せん出しゆつ兵ぺいを行い、江え戸どをも挟きよう撃げきするだろう、と読んでます」

　おそらく、と彼女は言った。

「関せきヶが原はらや大おお阪さかの役えきもありますが、……実質の、羽は柴しばと松まつ平だいらの直接対たい決けつは、そのときになるのではないかと、そのようにも思います」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……と頷うなずきたくはないがな。だが、そのときの構こう図ずは、武蔵むさし対羽柴麾き下かの諸しよ国こく連れん合ごうだよなあ……」

　参まいったものだ、とつぶやき掛け、正純はその言葉を嘆たん息そくごと飲んだ。

　参った、と言っている場合でも、立場でもないのだ。何しろ、

「里さと見み・義よし頼より、……貴方は、こういうプレッシャーとずっと共にいたのか。里見の教きよう導どう院いんのみで羽柴とP. A. Oda、そして並み居る諸国の教導院に逆さからうことになるのか、と」

「それは──」

　と、苦く笑しよう混まじりに義頼が言おうとしたときだ。離れた卓たくで酔よい覚ましの刀とう削しよう麵めんを食べていた義よし康やすが振り向く。

「そのようなときの対たい抗こうとして、姉あね上うえがまず八はつ犬けん武ぶ神しんを作り、続いて〝八やつ房ふさ〟と村むら雨さめ丸まるを作ったのだ。一いつ国こく、一いち教導院として、しかし抵てい抗こうするために」

　器うつわを置く音と、胡こ椒しようの瓶びんを振る音が響ひびき、

「そして初うい陣じんで、姉上は〝八房〟の性能を証明した。そこの氏うじ直なおの航こう空くう艦かんを三つ落として帰き還かんしたとも。だが──」

　と、そこで、義康は言葉を止めた。ややあってから、言葉を飲んでわずかに肩を震わせる彼女に、厨ちゆう房ぼうから皿が差し出される。

「俺おれのオゴりだ。ラーメン用のトッピングのワカメ」

「おいコラ馬ば鹿か」

　正純は、眉まゆをゆがめて声を掛けた。

「そのワカメ、変なトコに載のせたりしてないだろうな？」

　ああ!?　と馬鹿は食器棚だなから教科書しよを取り出して床に叩たたき付けた。

　そして馬鹿はこちらを指さし、

「何をオメエはまたすぐに人を疑いやがって嫌いや味みな野や郎ろうだな！　確かにしたしツッコミ入らなかったら食う前に取り上げたけど、何でオメエはいつも俺を疑う!?　傷つくだろ!?」

「面めん倒どうだから両手て前まえに差し出して番ばん屋やに行って来いよ」

　そしてジョンソンとウオルシンガムに脇をフックされて、馬鹿が外に連れて行かれる。残された義康は、箸はしで摘つまんで持ち上げたワカメを嫌そうに下ろし、別の箸に手を伸ばす。そして、

「あの〝八房〟は、里見の抵抗の遺い志し。──その象しよう徴ちようだ」

　こちらを見ずに言い切った彼女の言葉に、正純は内ない心しんで、

　……そうなの、か……？

　思い、義よし頼よりを見ると、義頼は苦く笑しようの顔で小さく首を下に振った。

「まあ、そういうことだ」

　いろいろとあるのだろう。

　だから、Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずくことにする。そして、こちらが視線を送るのは、

「義よし経つね公こう、──話をしたい」

　正純は思った。

　この義経という存在を、味み方かたにつけたいものだ、と。
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　正純は、ゆっくりと思し考こうを動かした。

　この、一いつ触しよく即そく発はつ好きな帝てい王おうに対し、何をもって餌えさとすべきか。それを思い、

「義経公。──ある事こと柄がらについて、意見を聞きたい」

　あ？　と小豆あずきパフェを食べていた義経が顔を上げる。仕方ないなあ、と口くち元もとをハンカチで拭ぬぐう〝七番〟の海うん野のに顔を任せながら、義経はこちらに目を向けた。

「わしが何で貴き様さまに意見を？　それも、ある事柄とは？」

「Ｊｕｄ．、──この中でP. A. Odaと最も早く激げき突とつするのは義経公の清しん武たけ田だ、覚かく羅ら教きよう導どう院いんだ。

　そして私達、武蔵むさしとも、三み方かたヶが原はらの戦いで一番早はやく関わりを持つのが義経公だ。

　そして義経公、貴女あなたには私達短たん命めいの者もの達たちの趨すう勢せいなど関係ない。誰だれが死のうと生きようと、国の趨勢も意味がない。だが──」

　だが、

「義経公。その上で、ある一つの事こと柄がらについてお聞きしたい」

　思う。これから告げる言葉で、義経という存在を味方につけたいと。

　四百年以い上じようを生き、帝てい国こくを存在させうるだけの能力をもった彼女をこちらに引き込む。

　そのための餌えさを、自分達は用意できる。

　……ああ、出来るとも。

　先ほど、馬ば鹿かが一つの指し針しんを示したのだ。それは、

　……フツー起き得ないことに対しては、さしもの莫ばく大だいな経験を持つ不ふ感かんの長ちよう寿じゆ族ぞくとて、新しい判はん断だんを下さざるを得ない。

　そういったものを、武蔵は一つ抱えている。

「──末まつ世せだ」
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　正純は、覚かく悟ごを決めた。攻め込もう、と。

　意味もなく、相手と自分の間に壁を作っていては駄だ目めだ。だから、

　……聞くべき事は、貪どん欲よくに聞こう。

　そう思い、思いのままに言う。

「末まつ世せの解決。それは、三み河かわ以降、この世界で初めて明確になった事こと柄がらだ」

　無む論ろん、末世とは、政治や経済、人じん命めいなどの枠わくとは全く離れたところにある、浮うき世よ離ばなれしたとも言える事じ象しようだ。だが、

　……その解決に向けて動くというのは、義よし経つね公こうとて初はつの筈はず。

　正純は、表示枠サインフレームの概がい要よう地図に手を掛け、スライドさせた。三河を写せば、そこは既すでに巨きよ大だいな湾になっている。

　表ひよう示じ内ない容ようは、地ち脈みやくに親しい清しん武たけ田だが有する七しち部ぶ一いち仙せん道どう教きよう譜ふの調査によるものか、三河から内ない陸りくの北側へと、黄色い線で描かれた地ち脈みやくの流れが偏かたより集まっているのが解わかる。

　その上に、しかし正純は手を置き、

「かつて、三河で元もと信のぶ公こうはこう言った。〝危機って面白いよね、と〟。

　──いいか義経公、かつて、末まつ法ぽう思想というものが極きよく東とうにも生まれたが、今、私達が直面しているのは、あのような思想ではなく現実だ。

　そして元信公はこうも言った。〝この世の滅ほろび。それは全ぜん世界に対する最高のエンターテインメントだ〟と」

　ならば、

「義経公。貴女あなたも、……総そう長ちよう兼けん生徒会長であり、この舞台に上がった生徒の一人だ」

　問おう、と正純は言った。

「元信公の三河での〝授業〟は、貴女をこの世界の生徒たりえさせたか？」

「齢よわいにして五十前ぜん後ごの男の言げん動どうが、わしを生徒扱あつかいに見み下くだすと？」

「だとすれば」

　言ってやった。

「何と、──義経公は、末世の解決方法を知っておられるのか？」
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　まっすぐ問うた言葉に、義経が表情を変えたのを正純は見た。

　義経は口の端はを横に、斜め上に釣つり上げたのだ。

　彼女は、口くち端はを裂さくように上げてから、ひ、と息を吸い、

「──武蔵むさしのガキどもはどいつもこいつも恐れを知らんのう」

「敬けい意いと、事実を述べる意味を知っているつもりだがな」

　そう言う程てい度どの余よ裕ゆうは出てきたつもりだ。

　だから、言ってやる。

「師しを超えぬのに上にあろうとする。そんな生徒に対しては、横から肘ひじで小こ突づくのみだ」

「言うのう」

　じゃがな？　と義よし経つねが跳ね返すように言った。

「末まつ世せが本当に起きるなら、確かに、わしの帝てい国こくもわしの寿じゆ命みようを待たずに消える。正直、わしゃあそれは許し難がたい。死ぬなら、他人の手ではなく、畳たたみの上と決めておる」

　じゃがな？　と、義経がまた言った。

「いいか？　別に、末世について話し合うなら、貴き様さまらではなくとも、P. A. Odaでもよかろ？　向こうも、創そう世せい計画とやらを動かしておるのじゃ。それも、創世計画とやらは、三み河かわの側からP. A. Odaへ持ちかけたものと聞いた」

　ほう、と正まさ純ずみは、義経の誘いを悟さとった。

　……義経公こうは、末世について、興きよう味みがあったということか。

　興味がないならば、三河とP. A. Odaの関係や、創世計画などをここで持ち出す意味はない。ならば、今、義経は、

　……武蔵むさし側とP. A. Oda側を比ひ較かくしている。

　否いな、

　……比較して、ここに来たのだな。

　複雑な人だ、と改めて思う。そしてここで言うべきは、義経がP. A. Odaと武蔵を比較して、こちらに会談に来たという、その理由だ。

　だが、気をつけたい。

　何しろ、この相手は、本心を自らの内側に持っていない。

　秘ひめているというわけではない。あまりにも多くのことと時間を過ごしてきたがゆえに、内側に隠かくすように持つ意味を失い、ただ自然に流すようになっているのだ。

　思いを秘めたところで、動けば、秘めた思いは果たされるのだから。だから、思った瞬しゆん間かんに動くのが義経流りゆうということなのだろう。ゆえに、

　……何な故ぜ、義経がここに来たかを、こちらが告げ、お互いの共通見けん解かいとしなければならない。

　それが、義経の〝国〟に飲まれずにやっていく方法だ。

「義経公」

　言いつつ、正純は相手を思う。

　……何故、義経は、ここに来た？

　佐さ藤とう兄弟達たちの勧めか？　否、先ほどの話し合いでは、佐藤兄弟にそこまで明確な方向性はなく、こちらに合わせているだけだったと、そう思う。

　ならば里さと見みや北ほう条じように対する同情かとも思うが、そんな情なさけは、人にはあれど〝国〟には無いものだ。

　だったらP. A. Odaの侵しん攻こうに対するためかとも考えるが、義経は人じん命めいなど気にしないのだ。

　……ならば──。

　と、考え、ここに来てからの義よし経つねを思いだし、正まさ純ずみは一つの事実を悟さとった。

　……ああ、そうか。

「いいだろうか」

　と、正純は前置きして口を開いた。

　義経を絶対に釣つることの出来る言葉があるのだ。それが、

「義経公こう」

　言った。

「武蔵むさしの側についた方が面白いぞ？」
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　餌えさを一気に撒まくような感覚で、正純は両の手を広げた。テーブル上に広がった極きよく東とうの概がい要よう地図を両手でなぞり、

「いいか？　元もと信のぶ公こうは、三み河かわでこう言ったのだ。〝君はどちらだ。世界を揶や揄ゆして喜ぶだけの批ひ評ひよう家かか。それとも、楽しむ者か。それとも、世界を作りに行く者か〟と」

　まるで、義経に向けての言葉のようだと正純は思った。

　否いな、実際には極東の〝生徒〟全員に当て嵌はまる言葉なのだろう。何な故ぜならば、

「何をもってしても感情が動かぬと、言った貴女あなたですら、興きよう味みを持つものがあった筈はずだ」

「何じゃ？　それは」

「大罪武装ロイズモイ・オプロだ」

　理由は明確だ。

「元信公は、末まつ世せ解決の教材の内、最も解わかりやすいものとして、それを提てい示じした。そして大罪武装は、一人の少女の全ぜん感情を材料にして作られている。

　ならば、末世解決をもって全世界を救うホライゾン・アリアダストは、そのスタートラインにおいて、貴女以い上じようの無む感情であり──」

　正純は今こそ思った。英国イギリスに行って良かったと。

「ホライゾン・アリアダストは、英国にて己おのれの感情に興味を持ち、しかし何もかも失わせないがために末世解決を求めることを決定した。それがために、己の感情を取り戻すと」

　息を吸う。言い過ぎだろうかと、そう思いながら、

「何もかも失われることを認め、何もかも放ほう棄きした貴女とは逆だ」

「だから、……武蔵の行く末を見てみたい、と？　わしが？」

「そんなことは私達には関係ない。貴女の問題だ。だが、一つ、明確なことがある」

　正純は、表示枠サインフレームの地図を一気に縮しゆく小しようした。それは極東全ぜん図ずを写すものとなり、正純はしかし、その全ぜん土どを叩たたき、

「末世を超え、私達が〝感情を求めて作る国〟は、貴女の〝無む感情な国〟の平へい行こう線せん上じようにある。

　その国は、百年、否いな、五十年か、十年も保もつかどうかは解わからない。

　だが、貴女あなたにとっては短い時間でも、極きよく東とうというこの世界全すべてが感情を基もととし、その間、貴女の〝無む感情な国〟を完全に否定することになるのだ」

　思い出すのは、三み河かわにおいて、教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようでの相あい対たいが終わったときだ。馬ば鹿かはあのとき、勝利したのに、勝かつ手てに一人で行こうとした。そしてあのとき、馬鹿は、何と言ったか。

　……ホライゾンが救いに行けることが解わかっただけでも充分だと。

　同じだ。

「私は言う。貴女の〝国〟は、無感情ではなく、別の形になることも出来るのだと。

　貴女の周囲は全て、失われることを繰り返す無む情じようのものではなく、他の生き方も出来るのに、貴女の方を望んだのだと。──私達たちがそれを証明する」

　国としての力を付けることも、大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうも、目め処ども何も解っていない。だが、最大の目標は明確だ。

「末世を解決し、必ず、私達がこの世界を征せい服ふくする」

　と、送った言葉に、義よし経つねは、しばらく動きを止めていた。

　やがて、数すう呼吸分ぶんの間が空あき、義経は深い息をつき、

「ちょっと待っとれ」

　と、小豆あずきパフェを飲み干ほすように搔かき込んだ。そして彼女は器うつわを置き、一ひと息いきついて、〝七番〟に口くち元もとを拭ぬぐわせてから、

「佐さ藤とう兄弟！　ああ、両方でいい両方で、区別つかんから自じ己こ主張せんでいい。ホラ返事」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．！」

「よし、聞こえるなら艦かんに戻って帰国の準備をせんか！　──明みよう朝ちよう、清しん武たけ田だに帰き投とうする」

「それは──」

「もはやここに長なが居いする意味はない」

　手を振りながら、義経はこう言った。

「──交こう渉しようは終了じゃ」
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　交渉終了。

　それを告げた義経の断だん言げんに、ナルゼが眉まゆをひそめた。

　だが、正純は彼女に小さく指を上げ、待て、という指し示じを送る。

　慌あわててはいけない。何な故ぜなら、

　……何か理由があってこそ動くのだ、この義経という人物は。

　ならば、何かが彼女の中で動き出したと言うことだろう。

　そして、こちらの思いに応こたえるように、

「おい」

　と、義よし経つねが視線を向けてきた。

　見れば、睨にらむような、しかしまっすぐの視線を作った義経は、

「いいか？　──わしが何かせずとも、貴き様さま達たち馬ば鹿かどもは勝かつ手てに動き、わしに、わしの知らぬ〝国〟を見せると言った。そう、言ったのじゃ」

　ハ、と吐き捨てるような笑いの声を、長ちよう寿じゆ族ぞくの女は作った。

「わしではない。並へい行こう線せん上にいるであろうもう一人のわしを示そうと言うのか。面白い。末まつ世せは今年中じゆうと言われているが、それまで待つなど、わしにとっては数秒と同どう様ようでしかないわ。

　そしてわずか待つだけでわしの国の可能性を広げると言うのならば、……己おのれが知らぬものを知っていると言うほどわしゃ愚おろかでもなく、それを見せられるときに目を覆おおうような臆おく病びようでもない。じゃからのう、──正まさ純ずみ」

「何か？」

　ああ、と義経が、卓たくの下で佐さ藤とう兄弟の脚あしを蹴けり飛ばして言う。

「三み方かたヶが原はらの戦いについては、清しん武たけ田だ領りように入ってから解決しよう。そこならば聖せい連れんの横よこ槍やりも入らぬ。──どうせなら、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズで行われる今年の国体オリンピツクの予よ選せん準備として、相あい対たい戦せんを行って解かい釈しやくというのも面白かろうな」

「感謝する」

「いらん。……わしには意味のない言葉じゃ」

　義経が、しかし小さく笑った。さて、と彼女は卓の上に足を組む。

「大だい方ほう針しんは決定した。

　関かん東とうは武蔵むさしを受け入れる。しかし、武蔵が力を付けてからじゃが、……な」

　しかし、と彼女は言った。

「最大の問題は、武蔵が現在の状況をどう切り抜けるか、じゃ。

　──これ、見えておるじゃろ？」

　と義経が示したのは、佐藤兄弟が立てた表示枠サインフレームだ。

　正純の視し界かいの中、彼らの表示枠に書かれた情報が、見えている。それは、すぐにツキノワが自らも表示枠を作って示すもので、

『まー』

　ナルゼと共に見れば、ハイディの言葉が前ぜん文ぶんにはついていた。

・○べ屋：『ちょっと大変！　今、ネシンバラがカメコで使えなくて代わりに情報請うけ負ってるんだけどね？　聖連側がわから通つう達たつあったの』

　それは、

『六護式仏蘭西が、明日あすの午後三時に、武蔵を攻こう撃げきするって！』





●






　ハイディ経けい由ゆで正まさ純ずみの元に送られてきたのは、武蔵むさしに対する聖せい連れんからの通達だった。

　内容は、

『明日あすの午後三時以降、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ上空、もしくは国こつ境きよう上に存在する限り、歴史再さい現げんへの干かん渉しようを排はい除じよするために武蔵を攻こう撃げきする』

　というものであり、それをM. H. R. R.神聖ローマ帝国側が確かく認にんする旨むねもつけられていた。

　午後三時というのは、ハイディの言げんによれば物資や燃料などを武蔵に運び終えられる最短時間とのことで、ネシンバラが推すい測そくするには、

「六護式仏蘭西は、少なからず、武蔵の方にも機会を与えようとしていると思う」

　とのことだったが、最終的に至る結論は、

「では、どうするか、だ」

　ここから逃げれば、関かん東とうへ行っても、ずっと六護式仏蘭西と聖連との敵てき対たい状態が残ることとなる。ならば戦うしかないが、どう戦うのか。そして何よりも、

「武蔵がどのようなルートを通って関東へ行くか」

　それが、今後の、軽けい食しよく屋や会議の話の中心となっていったのである。







[image: 第十六章『行く道の求め人』]
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　IZUMOの軽けい食しよく屋やでの会議が、お互いのコンセンサスどりから、今後どうするかの実際を話し合い始めた頃。武蔵むさしの露ろ天てん食堂でも、皆がその問題をああだこうだと話し合っていた。

　話題の中心は、包ほう囲いされた武蔵の現状と、その切り抜け方だ。

　そして正まさ純ずみの方から飛んできた会議の内容について皆が語る中、ふと、金の色が揺れた。

　メアリだ。

　彼女は、浅あさ間ま達の方に運んできた椅い子すの上、横の点てん蔵ぞうに対して首を傾かしげると、

「あの、点蔵様、いろいろと難しい状況になっておられるようですが……、武蔵のこれからのルートの模も索さくなど、どうなっているのでしょう」

　隣りん席せきのメアリに問われ、点蔵は、ふうむ、と頷うなずいた。

　彼は表示枠サインフレームを己おのれの前に出し、メアリに見せるようにする。そして、

「ええと」

　何も表ひよう示じしていないのに覗のぞき込んでくるメアリの身が、右腕にフィッティングしてくる。柔らかさより、英国イギリスの制服に包まれた圧あつと熱がこちらの腕を跳ね押すように伝わってきて、

　……け、けしからん！　けしからんで御ご座ざるな対外的に！　内側的にはカモンで御座る！

　内と外の差が激しい感情はいかんと思うが、全ぜん部ぶ内側だからいいで御座るか、と点蔵は思う。その上で、いろいろ説明せねばと思い、点蔵は表示枠に概がい要よう地図を出して、

「そそそそそれででで御座るな。こここれがIIIZUMOの周辺概がいよ──オパうで御座るが」

　駄だ目めだコイツ……、と周囲の女おんな衆しゆうを初めとして、御お広ひろ敷しきにまで横よこ目めで見つめられて、点蔵は屈くつ辱じよくを感じた。しかし、メアリはまっすぐな目を表示枠に向けており、

「Ｊｕｄジヤツジ．、……IZUMO周辺概要ですね」

　通じるからメアリ殿どのは凄すごいで御座る。ともあれ、一ひと息いき入れて、店員に飲み物を頼もうとして、ミトツダイラが睨にらんだので無料の茶にする。いいのだ。運ばれてくるだけで価か値ちがある。

「でまあ、正直、武蔵はM. H. R. R.神聖ローマ帝国に航こう行こう拒きよ否ひをされ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとは交こう戦せん寸すん前ぜんに御座る。ならば、メアリ殿としては、たとえばこれから武蔵はどうすべきだと思うで御座るか？」

「──英国に戻ります」

　ときっぱり言って、彼女は少し考えた。そして、

「もしくは、北ほつ海かい上じように出て北上。上越露西亜スヴイエート・ルーシの沖おきを通過して、遠回りになりますが、北回りで関かん東とうに入るのも有効ではないでしょうか」

「いい回答に御座る」

　メアリが笑えみになって、傷が弓になった。それを美しいと感じながら、点蔵は地図を指さし、IZUMOの北を拡大する。

「ここ、IZUMOは六護式仏蘭西の北えん沿がん岸に近いので英国は近いで御座るからな。ただ……」

「やはり、難しい部分がありますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵むさしを中心として考えたならば、正解として充分で御ご座ざる。

　が、しかし、武蔵がここから英国イギリスに向かえば、それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズやM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの艦かん隊たいを戦せん闘とう状態で引き連れて英国に向かうことと同意に御座る。そうなれば──」

　少し躊躇ためらったが、言うことにした。

「さしもの英国も、メアリ殿どのがいるとしても、武蔵を撃げき沈ちんして保ほ身しんせざるを得まいと」
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　告げた言葉に、メアリは、はっとしたような顔を見せる。そして、

「すいません、やっぱりちょっと、我われ知しらず、妹を頼ってたみたいですね」

「いや、実際、エリザベス殿は頼りになる御ご仁じんに御座る。恐らく、我々が向かえば、最大限の努力をしてくださるものかと」

　言うと、メアリが笑えみになった。

「有あり難がとう御座います」

　いやいや、と応こたえつつ、点てん蔵ぞうは思った。

　……実際そうなったら、最終決けつ断だんとして、エリザベス殿は聖せい連れんに対し、メアリ殿の助じよ命めいと引き替えに英国勢ぜいによる武蔵の撃沈を請うけ負うのでは御座らぬかなあ。

　そうなって欲しくないと思うのは、彼女を手放したくないからで御座ろうかと、そんなことを点蔵は内ない心しんで思う。そして、話をずらすように、

「ええと、上越露西亜スヴイエート・ルーシ側を行くのも、補ほ給きゆう線の面で不安が出るものに御座る。北ほく陸りく側は上越露西亜が押さえて御座って、蝦夷えぞ側に至るまで無む補給となるので御座るから」

「しかし海上に出れば、重力航こう行こうがある程てい度ど自由に使えますよね？　それで一気に極きよく東とうの北側を回ってしまうならば、補給は必要ないのでは？」

「いい意見に御座る。……というと自じ画が自賛になるで御座るが、実はそのプラン、既すでに計算して御座る。自分、情報関係など扱う第一特とく務むで御座るもので」

　へえ、と、背後に皆が集まってくる。その動きで、メアリが、

「あ」

　皆に場を譲ゆずるように更さらに身を寄せてきた。点蔵は、メアリに半なかばしがみつかれるような状態となり、ぬ、と深い息をついた。が、

　……の、喉のどの上うわ擦ずりは何とか堪こらえたで御座るよ!?

　すると、メアリの腰あたりで金属の音がした。

　音に引かれて見れば、王賜剣一型ＥＸ・コールブランドが、メアリの腰横の定てい位置から外れてこちらの足下、椅い子すの下に並んで浮く。わずかに上下している二本の剣は、

「犬みたいで可愛かわいいですね」

　……航こう空くう艦かんぶった切る神しん格かく武ぶ装そうにこれだからメアリ殿どのは凄すごいで御ご座ざるな！

　だが、王賜剣エクスカリバーが、こちらの臑すねに頰ほおずりをしてきた。メアリは、あら、と小さく笑い、

「家か長ちようが誰だれだか解わかっているんでしょう」

「──驚きよう愕がくの事実に御座る。餌えさ代が異常に掛かる気がするので御座るが。……あと、周囲の皆の衆しゆう、何を意い外がいそうな顔でこちらを見ているで御座るか？」

　ともあれ、点てん蔵ぞうは概がい要よう地図を示した。それは北ほく陸りく沿岸を示したもので、IZUMOから蝦夷えぞ方面までを国こつ境きよう沿ぞいの航こう路ろで赤くリボンラインで結んでいる。これは、

「距離にして約９００キロ。道どう程ていにして１１００キロ、と言ったところで御座るな」

　言って、点蔵は辺りを見回した。

　……トーリ殿がいたら〝道程!?〟とツッコんで来たで御座ろうになあ。

　馬ば鹿かはいなければいないでテンポが狂う。見ると、ミトツダイラや浅あさ間ま、アデーレや他男おとこ衆しゆうもあたりをチラ見しているから、やはりこちらと同じなのだろう。

　ともあれ、と点蔵は言った。

「武蔵むさしの高速航こう行こうは、重じゆう力りよく航行とその惰だ性せい航行などを含んだ場合、どのくらいの速度を保ち、どれだけの時間を使用出来るで御座るかな、直なお政まさ殿」

「昨日きのう聞かれたから答えたろうさ？　手て順じゆん踏まずに女によう房ぼうに物知り顔したらどうさね」

　メアリが頰ほおを赤くして身をすぼめる横、点蔵は更さらなる彼女の密みつ着ちやくと周囲の視線を感じ、今後における身の安全の確かく保ほ方法を真剣に十数通り模も索さくする。その上で彼は、

「え、ええと、武蔵の重力航行は、惰性航行を行って長時間継けい続ぞくした場合、平へい均きん時速は約１２０ノット、時速２１０数キロで御座るな」

　それでまあ、と点蔵は腕を組む。他人から教えて貰もらった知識を、さも自分のもののように言うのは難しいで御座るなあ、と、そう思いながら、

「一回の加速から惰性航行への移行で、大だい体たい十分ほどの高速巡じゆん航こうが可能。あとは進路の歪わい曲きよくや気流や大だい気温、搭とう載さい物や、他に出力を食われるかどうかで速度は減少側がわに変動するで御座る。

　ただ、加速の回数的には、武蔵を高速航行用ように準備して燃料をフル搭載したところで、……約二十回が限度と言われて御座る」

　二十、とメアリが数えて、一つ頷うなずいた。

「連れん続ぞく使用で、二百分……三時間ちょっとといったところですね」

「実際は、回数を重ねるごとに惰性航行の勢いもつくため、四時間ほどかと言われて御座る。

　移い動どう距離は約７００から８００キロに御座るな。しかし……」

　記された赤いリボンラインの道程が、IZUMOの位置から青く北へと染まっていく。だが、全長１１００キロを示す赤のリボンの内、青はその三分の二あたりで震えるように上下する。

「──上越露西亜スヴイエート・ルーシの北部沿えん岸がん。行けてここまで、で御座るな」

　息をつき、改めて点蔵はメアリに顔を向ける。

「薄うす々うす、こうなることを悟さとって御ご座ざったので、回かい避ひ案あんとして英国イギリス行きを進しん言げんして下さったので御座ろう？」

「え？　あ、……Ｊｕｄジヤツジ．」

　メアリが小さく頷うなずいたと同時、背後から御お広ひろ敷しきの声が聞こえた。

「ならば、小しよう生せい思うのですが……、ここに清しん武たけ田だや東とう国ごくが貿易として来ているなら、彼らの〝輸ゆ送そう艦かん〟として武蔵むさしを雇やとっていただいては？」
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　御広敷の言葉が、皆を説得するように響ひびく。

「清武田あたりに雇われた〝輸送艦〟として、関かん東とうに脱だつ出しゆつする……。

　英国で〝傭よう兵へい〟として戦せん闘とうすることが可能だったので、いける筈はずです。小しよう生せい思いますに、聖せい連れん諸しよ国こくも、武蔵に引っかき回されるならば、その方が楽かと思いますが」

　どうなのでしょう、という疑問に、皆が頷うなずき、浅くスクラムを組んだ。

「たまに鋭いこと言うから、番ばん屋やに叩たたき込みづらいのよね……」

「ちっ、最近調ちよう子しに乗ってやがるぜ……」

「あれで、大だい部分がおかしくなければ……」

「あれえー?!　小生何か微び妙みような位置づけにいませんか!?　もっと、もっと愛を！　出来れば齢よわい十年以下で！」

　皆が御広敷を睨にらんで黙だまらせた。だが、その中で手が上がった。巨きよ大だいな義ぎ腕わん。誾ぎんのものだ。

「──無む理りでしょう。何な故ぜなら、武蔵は英国で〝傭兵〟を行いました。それは、金によって雇われ、主人に付き、戦闘行為を行うものですが……」

　それは、とつぶやいたのは、ミトツダイラだ。彼女は腕を組み、

「傭兵も輸送も、どちらも金で雇われ、傭兵は戦い、輸送業はものを運ぶ、しかし──、武蔵は既すでに、輸送と貿易を行う艦でありながら、傭兵業による戦闘を選択しましたわね」

　ならば、とミトツダイラは眉まゆをひそめて誾を見た。

「……〝輸送業〟と言って、それを素直に捉とらえようとする国はありませんわよね？」

　Ｊｕｄ．、と誾が頷いた。

「少なくとも武ぶ装そう類の解かい除じよ、貨物の臨りん検けんを行うでしょう。特に、航こう行こう禁止を告げてきたM. H. R. R.神聖ローマ帝国はその通りにするものかと。……更さらには、そうやって足止めを受ければ、共に行く清武田や東とう国ごくの代表達も危険です。何な故ぜならば、清武田は織お田だに滅ぼされますし、北ほう条じようは羽は柴しばに滅ぼされます。その前倒しが武装解除で丸まる裸はだかの武蔵と共に行われた場合、武蔵側は虐ぎやく殺さつと言っていい行為を受けることになるでしょう」

　また、と彼女は言った。

「武蔵はアルマダで勝利し、戦力を見せつけましたが、それは一方で、武蔵に対する警けい戒かいを他国が持っていいという、そんな状況を作り出してもいます。

　だから、他国は、武蔵むさしをいきなり攻こう撃げきしても〝この艦かんは危険なので、安全を確保するために先制防ぼう御ぎよを行った〟と言えます。それだけの戦せん果かでした、アルマダ海かい戦せんは。

　──そのことを憶おぼえておくべきです。武蔵はもう、力のない輸ゆ送そう艦かんではない。他国にとっては、脅きよう威いと見なしていい、……しかも敵なのだと」

　ですが、と言ったのはメアリだ。

「何な故ぜ、この中立のIZUMOにいるのに、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズもM. H. R. R.神聖ローマ帝国も、明日あしたに出港せよとか、そうでなければIZUMOごと戦せん闘とうを行うなどと言うんでしょう……」

　メアリは首を傾かしげた。

「ここは、中立の土地の筈はずです」
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　メアリの問いかけに頷うなずいたのは、やはり、横の点てん蔵ぞうだった。

　彼は、成なる程ほど、と言葉を作り、いいで御ご座ざるか？　とメアリの会え釈しやくを待つ。

　そしてメアリが笑えみで頷いて、

「お願いします」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……で、ええと、実のところメアリ殿どのは、各国間かんの政治は理解されておられるがゆえ、逆に武蔵の状況と、その位置づけについては混乱するものかとも思われるので御座る」

　これも正まさ純ずみ殿から聞いた知識で御座るなあ、と思いつつ、点蔵は表示枠サインフレームを操そう作さした。

　周辺地域の概がい要よう図を、IZUMO中心に映し直す。そして、

「武蔵は、ちょっと微び妙みような立場にいるので御座るよ。──宜よろしいで御座るか？」

　言いつつ、点蔵は表示枠のIZUMOを拡大した。するとメアリが覗のぞき込んで来て、もはやこちらの腕が胸の間に埋まい没ぼつ仕掛ける状態になり、点蔵は経きよう文もんを内ない心しんで唱となえた。

　現状は危険だ。何しろ、背後の方で浅あさ間まがハナミと話しているのが聞こえる。

「ええと、ハナミ？　この真剣な話し合いの場でエロいこと考えてる人がいたら、神様に始し末まつ術じゆつ式しき頼んで雷かみなり落おとしてもらっていいですからね？　ええ、炒飯チヤーハンで代だい演えん結けつ構こう行ったので」

　会議の中心部にぶち込まれたらクロスユナイト家末まつ代だいまでの恥はじ。まあ自分が死んだら自分が末代なのでそれで終わりかとも思うが。だが、点蔵は何とか息を落ち着かせ、

「ま、まあ、簡単に言ってしまうと、三み河かわの一いつ件けん以来、武蔵は聖せい連れんにとって〝敵と扱ってもいい〟状態なので御座る。何しろ、まとめ役であるK. P. A. Italiaの教きよう皇こう総そう長ちようと衝しよう突とつしたで御座るからな。教皇総長からの赦しや免めんが出ておらぬ以上、この状態は解かい除じよされぬので御座る」

「ですが、ここは中立で……」

　と俯うつむき考えつぶやいたメアリの言葉が止まった。

　言っている間に、ことの意味に気付いたらしい。流石さすが、と思う点蔵の視し界かいの中で、メアリが困った顔でこちらを見た。そして彼女は、

「あの、す、すいません。腕、邪じや魔まではありませんか？　こんなに身を寄せてしまって」

「いいいいいいや、全く構わぬで御ご座ざるるるよるよるよよ？」

「そ、そうですか？　では」

　とメアリが更さらに身を寄せてきた。対する点てん蔵ぞうも、右腕を緊きん張ちようで伸ばしていたのがいけなかった。膝ひざを揃そろえて座っていたメアリの脚あしの間に右の手首まで挟まれ絡む形になり、

　……危険──!!

　すると左の眼がん前ぜん、背後の浅あさ間まから見えぬよう、帽ぼう子しの鍔つばの下へと小さな表示枠サインフレームが差し込まれてきた。それはハナミの、

『は　拍はく手しゆ　し　していい？　大だい丈じよう夫ぶ？』

　慌あわてて首を小さく横に振ると、表示枠が消えた。そして浅間の小さな声で、

「あれ？　……おっかしいですね……」

『お　おかしくないよー』

　走狗マウスに救われた、と思うが、斜めに組まれたメアリの脚の間に手が絡まれてしまい、逃げることが不可能になった。背後の方で、刀を鞘さやから抜いたり、銃じゆう器きを発はつ射しや可能状態にする音が幾いくつも響ひびくが、皆、訓練の時間で御座ろうか。

　しかし当のメアリは、こちらの表示枠を真剣な顔で見て、

「つまり、……聖せい連れんに敵てき対たいしている武蔵むさしを補ほ修しゆうするIZUMOは、その中立性を認められない、と、そういう風ふうに捉とらえられているのですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、中立だからこそ、如何いかなる陣じん営えいの艦かんも補修する、という護まもりの解かい釈しやくもあれば、中立なのに戦せん闘とうの出来る艦を補修しているという、そんな攻めの解釈もあるので御座る」

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの言い分としては、後者の形だ。

「こうなってしまうと、政治的な駆かけ引きは無用。武蔵を保護するか、見捨てるか、それだけに御座る」

「そして、武蔵に対して、六護式仏蘭西は迷うことなく攻こう撃げきできる、と……？」

「Ｊｕｄ．、IZUMO側をも巻き込むような攻撃を行う大たい義ぎ名めい分ぶんは、言いがかりであっても存在して御座る。ならば、武蔵は急ぎ出港せねばならんので御座る。何な故ぜならば、ここで遅れることがあれば、他国は〝武蔵が、中立のIZUMOを盾たてにした〟と言うで御座ろうから」

　だから、

「明日あしたの午後三時。燃料などを積み次し第だい、即そく座ざに出る必要があるで御座るな。

　そして、……六護式仏蘭西を迎げい撃げきし、講こう話わまで至らねばならぬので御座るし」

　更さらなる問題がある、

「……どういったルートで関かん東とうまで行くのか。それが問題に御座る」

　と、そこまで言ったときだ。背後からアデーレの声が聞こえた。

「何だかすいません……」
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　アデーレの謝しや罪ざいに、え？　と皆が問い返し、点てん蔵ぞうもメアリと共に身体からだを振り向かせた。メアリが、内側に振り向いて来たため、腕が彼女の身や脚あしに絡まれ、

　……も、もう、今日きようのこと、一生憶おぼえてるで御ご座ざるよ自分……！

「あの、アデーレ様？　何か？」

「あ、いえ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、うちの関係なんで……」

「いや、大だい丈じよう夫ぶで御座るよ。──六護式仏蘭西としても、苦しい立場に御座ろう」

　そうですね、と頷うなずいたのは横のメアリだ。

「武蔵に対しては、K. P. A. Italia、三征西班牙トレス・エスパニア、そして英国イギリスも、相あい対たいや戦せん闘とう行為を行いました。聖せい連れん所属の欧おう州しゆう列強の中、武蔵に対して相対を行っていないのは六護式仏蘭西とM. H. R. R.神聖ローマ帝国ですが、それは、この二国が〝他国と同等の役目を果たしていない〟ことを意味します」

　確かく認にんを取るように視線を向けてきたメアリに、点蔵は首を下に振る。

　すると、メアリは少し迷っていたようだったが、もう一度アデーレの方を見た。

　ええと、と少し考え、メアリがアデーレに言葉を送る。

「三十年戦争や、対たい羽は柴しばの用意もしなければならない六護式仏蘭西としては、出来れば武蔵が近づかず、通り過ぎてくれれば、と思っていたことでしょう。

　──ですが、内部の旧派カトリツク改派プロテスタントの争いなどを理由に、M. H. R. R.が領りよう空くうにおける武蔵の航こう行こうを禁止しました。点蔵様の仰おつしやいました通り、武蔵は北ほつ海かい側がわを移い動どう出来ませんから──」

　と、手が、こちらの表示枠サインフレームに触れた。皆の中にいる浅あさ間まが、

「あ、共通設せつ定ていしてますから大丈夫です」

　有あり難がとう御座います、と言ったメアリの手が、表示枠を操そう作さした。

　線が描かれる。彼女が描く青のラインが示す意味は、

「先ほど、正まさ純ずみ様が伝えてきたのはそういう意味なのですね。──三み河かわ方面へと行く、と。

　北回りよりも短い距離で行くことを優先としているわけですね」

　IZUMOから一気に下り、大おお阪さかをかすめて更さらに南へ。

　それを見て、点蔵は吐と息いきした。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ、という航こう路ろに御座るが、理りに適かなっている部分もあるので御座る。この航路」
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　三さん要ようは、枝えだ豆まめを追加で注文したオリオトライの前、お品しな書がきを手に問うていた。

「……瀬せ戸と内ない海かい経けい由ゆで三河行き。それでいいんですか？　真ま喜き子こ先せん輩ぱい」

「北ほつ海かい行って燃料不足で落ちたり、M. H. R. R.内を特とつ攻こうするよりいいんじゃないかしら」

　と、オリオトライが表示枠サインフレームを開く。映るのは極きよく東とうの瀬せ戸と内うち地方を中心に置いた地図だ。

「西に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、東にM. H. R. R.神聖ローマ帝国ね。その国こつ境きようは、実のところ、瀬戸内ない海かい側がわ近きん辺ぺんまでIZUMOからほぼまっすぐ下に落ちてるの。そしてその国境線せんを受け止めるのが、極東と世界各国の重ね合わせの結果、沿えん岸がん沿いに伸びたK. P. A. Italia。──東には本ほん願がん寺じもあるけど、これはちょっと東過すぎるから無視していいわね」

　と、仏ふつ独どく国境線を下って示すオリオトライの指が、西から海岸沿ぞいに突き出したK. P. A. Italiaによって東に軽く曲がる。

「解わかる？」

　問われ、三さん要ようは首を横に振った。

「その二国の国境線を移動する航こう路ろが、安全なんですか？」

「安全って訳わけじゃないけどね。──でも、最さい短たん距離なのよ」

「……あ」

　三要が、気付いたように小さな声を漏もらした。彼女は表示枠に映る概がい要よう地図を見て、

「瀬戸内海に出れば、六護式仏蘭西は追って来ないわけですもんね」

「そこに至るまでに被害は必ひつ須すになっちゃうと思うけどね」

「それじゃ駄だ目めじゃないですかあ」

　まあねえ、とオリオトライが苦く笑しようで言って、枝えだ豆まめが来た。

「あ、これ、冷れい凍とうがちゃんと解かい凍とうされてないわね」

「ものによっては、茹ゆで立てよりも冷凍経へた方が味が強く感じますよねー、って、そうじゃなくて。ええと、真ま喜き子こ先せん輩ぱい。大体ですね？　最短距離って言っても、瀬戸内海出たって駄目ですよ、多分」

　だって、と三要は言う。

「──大おお阪さかも紀き伊い半はん島とうもP. A. Odaです。大阪はP. A. Oda本体であるオスマン、紀伊半島はムラサイの諸しよ派は連合がP. A. Oda配下となってます。

　これらの攻こう撃げきを凌しのいで行く、というのは相当に難しいですよ」

「まあ、瀬戸内海から先は、方法があるのよ。あまり良くない方法だけどね」

　ふふん、とオリオトライが苦笑した。

「ま、もの凄すごく、コネって感じだから」
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「え……？　余よが？」

　と、言葉を作ったのは、二段ベッドの上階にいる少年だった。対するは下の階、机つくえの前で車くるま椅い子すを傾けた少女だった。

　車椅子の彼女は、前まえ髪がみを搔かき上げてから、二段ベッドの彼を見る。

「Ｊｕｄジヤツジ．、瀬せ戸と内ない海かいから三み河かわに行く最もベストな方法は、貴方あなたが動くことなの、東あずま」

「？　どういうこと？　ミリアム、それって」

　そうねえ、とミリアムがコークスペンの尻しりで己おのれの頰ほおを軽く叩たたく。そして彼女は車くるま椅い子すを壁かべ際ぎわまで下げて傾け、東とお互いの表情が見えるようにする。

「感情抜ぬきで言うけど、貴方は皇こう族ぞくの出だわ」

「還げん俗ぞくしてるし、……いずれは源みなもとの姓せいを受けるとか云うん々ぬんの話もあるよ？」

「だけど、貴方はこの世界で唯ゆい一いつ、帝みかどの眷けん属ぞくなのよ。不ふ老ろうで、しかし内だい裏りから出た姿すがたを誰だれも見たことが無く、しかし三さん種しゆの神じん器ぎを持ってこの世界の地ち脈みやくを制せい御ぎよしている帝の、ね。

　言い換えるなら、貴方は、この……」

　言葉を選び、ミリアムはちらりと周囲を見た。その上で、

「……神しん州しゆうを支える帝。つまりは、神州そのものの眷属なの」

　厄やつ介かいな人が傍そばにいるのよね、とミリアムは内ない心しんで吐と息いきする。だから彼女は更さらに言葉を選び、

「極きよく東とうは自然信しん仰こうの強い土地だわ。四し季きを尊び、作さく物もつを神に奉ほう納のうし、その収しゆう穫かく物を餅もちや酒にして祭まつり事ごとの際に神様から下げて頂くんですものね」

「Ｊｕｄ．、余も雑ぞう煮にや餅善ぜん哉ざいとか好きだよ」

　酒が好きとか言われなくて良かった。否いや、何がいいかは解わからないが、酔よっぱらいの可能性が身近にいないのはいいことだ。多分。

「おもちー」

　と、膝ひざの上に半とう透めい明の少女が乗ってきた。こちらの脚あしには感覚がない。だから脚が開いて少女を滑すべり落としてしまわないよう、ミリアムは車椅子の脚側がわ側壁を閉じて身を固定。少女を抱き上げ、腹の上に抱き直してから、

「──帝は、そういった信仰の行き先よ。四季も、作物も、祭も何も、それを得ることが出来るのは帝がこの世界の地脈を保っているからだもの。多た神しん教きようで、どの神も繫つながっているから、自分達の氏うじ神がみや産土うぶすな神がみに礼を言えば、それは帝という在あら人ひと神がみに通じるという信仰システムは神しん道とう独特の面白いものよね。

　そして東、貴方は、……姿すがたを見せない帝ではなく、その子として、姿を見せる存在なの」

「……え？　姿が見えると、どうなの？」

　少し、困ったような口く調ちように対し、噓うそを言ってもしょうがない。ミリアムはまっすぐに、

「貴方は、帝の代わりに、人々が日ひ頃ごろの感かん謝しやを送れる行き先なのよ」
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「……え？　ちよっと待って」

　東が慌あわてて首を横に振った。

「余よは、帝じゃないよ？　大体、会ったこともないよ？　余は、母にも父にも」

「関係ないのよ。だって、言ったでしょ？　極きよく東とうは多た神しん教きようで、どの神も繫つながっているって。そしてこれは人の間でも同じ。……お墓はか参まいりがその一いち族ぞく、全ての先せん祖ぞの霊れいに参ることであるように、誰だれかに礼することは、その家か人じんや一族、先祖に礼するのと同じなの。

　……こういう、祖そ霊れいと子し孫そん、墓の繫がりって極東特とく有ゆうなのよ。お盆ぼんで死者の魂たましいが帰ってくるなんていう、在ぞん命めいの者達と祖霊が親しいという感覚はね」

「そうなの？」

「多くの国では、祖霊を奉まつっても、それはあやかりや、死者として蘇よみがえらぬように鎮ちん魂こんさせる意味が強いの。だから、死者の霊を〝鬼おに〟や〝悪あく霊りよう〟と言って、祟たたるものとして扱ってるの。

　これは多くの国が戦争を繰り返して、前の国の統とう治ち者しや達を処しよ刑けいしたりで裏切りや禍か根こんを残さない方針をとっていたことにも起き因いんするわ。前ぜん支配者の霊は、いいものではなく、祟るものであり、だから鎮魂して黙だまらせる、と」

　だけど、

「極東は、初期に帝みかどを頂き、下にある勢力は幾いく度ども入れ替わったけど、国の持ち主自じ体たいは帝のまま。……全ては帝の懐ふところの内だから、如何いかなる善ぜん人にんも悪あく人にんも、死ねば帝の可愛かわいい子として浄じよう化かされ、この神しん州しゆうの土地の一部として眠りに就つき──、つまり、この自然の一部になるわけね」

「だとしたら、余よは、つまり……」

「貴方あなたは帝の子だけど、人々にとっては、大地に帰っていった祖先達たちの子供でもあるの」

　いい？　とミリアムは言った。

「人々にとってはね？　自分達をこの時代にまで遺のこしてくれた祖先達は、もはや神州の土となって会うことは出来ないの。誰だれも彼かれも、〝人〟だものね。

　でも、自分達とは違う〝神〟がいる。──それが貴方なのよ。

　還げん俗ぞくしようと何だろうと関係ないわ。いえ、ひょっとしたら、還俗したほうが親しみを持てて、人々は貴方を慕したうかもしれない」

「ちょ、ちょっと怖いよミリアム。仮か定ていはやめようよ」

　女め々めしいことを、とミリアムは思う。しかし、

　……あら？　私、……いつの間にか男っぽくなってる？

　日ひ頃ごろの積み重ねによる進化だろうか。否いや、落ち着きなさいミリアム・ポークウ。これは説せつ教きようゆえ、……って説教自じ体たいが男の行為じゃないかしら……。

「ままかんがえこんでるー」

「え？　あ、ううん、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よー」

「ミ、ミリアム、何だか無む理りしてない？」

　誰のせいだ。

「え、ええとね。それでまあ、ハイ、──帝がいるのはどこ？」

「……京きようだよ？」

「そうね、その権けん勢せいが特に行き届いているのは京きようと、大和やまと地方、……後者は解わかる？」

　え？　と東あずまが考える。ややあってから、何か気付いたように、

「大和地方というと、……大おお阪さか、堺さかいのあたりから、奈な良ら方面の一帯だよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御ご名めい答とう。だから瀬せ戸と内ない海かいあたりから、貴方あなたを誰だれの目にも付くような位置に出して行けばいいのよ。そして大阪、堺の上空を通過して、西に行くべきよね。

　貴方を、そうね、……艦かん首しゆにでも縛しばり付けておく？」

「余よは、船首像ぞうみたいな御ご加か護ごはないよ……？」

　……素すで返されるとこっちが負けた気がするのは何な故ぜかしら……。

「ままおちこんでるー？」

「え？　あ、いいのよ別に」

　でまあ、

「そこまでせずとも、上陸の前に見えやすいような位置に姿すがたを現して、一ひと言ことを言えばいいのよ。〝大和の人達には長い間せ世わ話になったから、挨あい拶さつに来たよ〟って」

「────」

「大和地ち方ほうの人々は、この神しん州しゆうを支える帝みかどと、そして祖そ霊れいに繫つながる貴方に対し、積極的な敵てき意いは抱かないわ。更さらに言うなら、京と大和地方を押さえているのは、公く家げ側に理解のある明あけ智ち・光みつ秀ひで。彼はね？　──東、貴方を害するような指し揮きを執とったら、明智は、自分が京と大和にいる意味を根本から失うことになるの。場合によっては、今は足並み揃そろってない各国の極きよく東とう側勢力が、P. A. Odaへの討とう伐ばつ連れん合ごうを組むかもしれないほどの、ね」

　いい？　とミリアムは言った。

「どうなるかは解わからないし、貴方の意思もあるわ。そして私は、──貴方の味み方かたよ東。

　でも憶おぼえておいて、貴方の意思があって、私が味方でも、どうなるか解らなくても、解っていることはあるの。それは……」

　それは、

「貴方が東という、そんな人だということ。──そのことは憶えておいて」
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「無む論ろん、甘い考えだろうが、出来るだけ東の意い思しは尊そん重ちようしたい。だが、いざとなったら、私が武蔵むさし副ふく会長として東を説得する」

　まあ、それでも、と正まさ純ずみは言った。

「瀬戸内海に出るまでに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。出ても大坂上空を通過するまではP. A. Odaの攻こう撃げきが来るだろう。──IZUMOにおいて行った武蔵の補ほ修しゆうは、削けずり尽くされるだろうな」

　言った正純は、卓たくに付いている皆が腕を組んで頷うなずくのを見る。その中で、氏うじ直なおが伏せ目をこちらに向け、

「……私の見立てでは、武蔵むさしは随ずい分ぶんと損害を被こうむることになると思います。ですが、それが、最後の手段ということになるわけですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、強ごう引いんにでも、しかし関かん東とうに行く手段は、有るには有るんだ。それが有る無しで、今後の話は大きく変わる。そして──」

　そして、

「武蔵は、関東に、行こうとすれば行けるのだ。そのことを理解して欲しい」

　と、行ったときだ。全ぜん裸らが、盆ぼんを両手にやってきた。皆にサーブされるのは、

「ほい、半はん刀とう削しよう麵めん、全員分ぶんお待ち。──で、なあセージュン」

「何だ？」

「余よ本ほん人にん無しに今みたいな話すんのは、あまり良くねえぞ？　表示枠サインフレームも使えるようになったんだから、積極的に余の方にも伝えてやれって。ストーカーのようにな……！」

　痛いようで、逃げ場のある言い方をするからコイツは本当にやりにくい。正まさ純ずみは頷うなずき、肩を落として一ひと息いきを入れる。

「次から気をつけよう。東あずまには、他の可能性などを考こう慮りよの上で、必要があったら持ちかけるつもりだ。言うなれば、最後の手段だと思ってくれ」

「おお、だったら俺おれの早とちりか、すまね。──じゃ、セージュン、これは俺のオゴリだ」

　山やま積づみのワカメの器うつわを置かれ、皆がアイコンタクトを素早くかわすのを正純は見た。全員、手元に自分の器を引き寄せ、逆の手でカバーをする。

　助けはない。だから正純は、横の魔女テクノヘクセンに、

「……なあ、ナルゼ、このワカメ、手て伝つだって……、って何なに一気に刀削麵飲のんでるんだよ！　ちゃんと歯ー使って食えよ！」

「──ん！　あ、ああ御ご馳ち走そう様！　御馳走様よ私！　はいエンデ！　え？　何？　やっだこのワカメ、気付かないまま全部食べちゃったわ。勿もつ体たいないから正純全ぜん部ぶ食べていいわよ!?」

　皆が、顔を見合わせる。北ほう条じよう・氏うじ直なおが里さと見み・義よし頼よりに、

「武蔵の人々って、身み内うちに厳きびしい気がしますね」

「なんというか、共食いという気がするな。なあ義よし康やす……」

「喋しやべり掛けるな！　食ってる最さい中ちゆうだ！　……全裸、結けつ構こうデキるな貴き様さま！」

　……全員身み勝がつ手てっぽいのは同じじゃないかよー。

　思うが、仕方ない。だが、最終手段は確かく保ほ出来たと、そう思う。役やく職しよく付つきでもない同級生を利用するという、なるべく使いたくはない手だが、それを断行するならば、

　……総そう長ちようでも生徒会長ではなく、副ふく会長の私の仕事だな。

　副会長が怨うらまれても、総長や生徒会長が無事ならば武蔵は保もつ。そういうことだ。だから、敢あえて己おのれの保ほ身しんを考えることなく、正純は一ひと息いきを付いた。

「出来ることなら、M. H. R. R.神聖ローマ帝国領りよう土ど内を航こう行こうして行きたかったが」

「何だよセージュン、別の方法考えてんじゃねえかよ」

「方法じゃない、単なる希望だ」

　何しろ、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国の改派プロテスタント領りよう邦ほうは、反羽は柴しばのところが少なくない」

「じゃあ、どうして〝行こうぜ！〟って胸むね張はって言わね……。ああ、そうか、そうだよな」

　こちらの胸を凝ぎよう視しして言うな。というか里さと見み・義よし康やすも動きを止めずに食え。

　あのなあ、と正まさ純ずみは言った。

「三十年戦争において、まだ、M. H. R. R.内の旧派カトリツクと改派が決けつ別べつしてないんだ。だから、出来れば改派領邦に行って、決別後の支援の約束などして、味み方かたにつけたかったんだが……、まあ仕方ないところだな。

　何しろ、M. H. R. R.としては三十年戦争を行っているのに内部分ぶん裂れつしたら、史し実じつ通り、旧派はガタ崩くずれになって、本気で敗戦する。M. H. R. R.の将来を考えたら、改派も決別の歴史再さい現げんには踏み込みにくいだろうし……」

「？　M. H. R. R.内の旧派と改派の決別って何か劇的な歴史再現があんのか？」

　ああ、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　そして正純は、器うつわの中なか身みが冷めるな、と思いつつ、全ぜん裸らに告げた。

「三十年戦争において、旧派と改派の決別には、ある事件が関わっているからな。当事者は、その歴史再さい現げんを避けているんだ」

「事件？　何だよそれ」

「マクデブルクの掠りやく奪だつよ」

　と言ったのは、横のナルゼだった。

　彼女は吐と息いきして、ネームを切っていた手を休め、皆を見る。

「M. H. R. R.改派の領邦は商業印いん刷さつが盛んで、マクデブルクは欧おう州しゆうでうちらが印刷頼たのむ都市なんだけどね。ちょっと厄やつ介かいな歴史を持ってるのよ」
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　魔女テクノヘクセンは、静かに言った。あまりいい話ではないわ、と前置きし、

「──改派であるザクセン州の州しゆう都とマクデブルクが、自じ国こく戦力であるM. H. R. R.の、しかし旧派の勇ゆう将しようティリー将しよう軍ぐんによって陥かん落らくされ、蹂じゆう躙りんされる事件よ」
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「マクデブルルの掠奪？」

　メアリが我われ知しらずと嚙かんだのを、点てん蔵ぞうは気付いた。

　周囲の気け配はいからするに、メアリ以外、誰だれもが気付いたようだった。しかし、皆は、

「…………」

　……あっ、見み逃のがしで御ご座ざるな！　正しいけど、これが自分だったら酷ひどい目に……！

　ともあれ点てん蔵ぞうは、メアリの人じん徳とくと結論して頷うなずいた。こちらに手を振っているナイトを窺うかがうと、黒魔女テクノヘクセンは〝気にするな。テンゾーと違うから。金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうはルール違うから！〟と手でジェスチャーしてくる。どうしてそこまで手振りで示せるのか謎なぞだが、とりあえず点蔵は意を決し、

「ええと、マクデブルクの掠りやく奪だつは、つまりM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、主力であったティリー将しよう軍ぐんの軍ぐん勢ぜいによる、……非ひ協力的な改派プロテスタントへの見せしめで御座るな。

　マクデブルク包ほう囲い軍ぐんの数は三万人。同数の三万人いたマクデブルクの住人は、その戦いで五千人にまで減少。生き残りは全て女おんな子供で、しかし、戦せん利り品ひんとして誰だれも彼かれもがティリー軍によって……」

　言葉を選んだ。

「うむ、──全員、暴行の対象となったので御座る」

　え？　と表情を険けわしくしたのはメアリだ。彼女は、堅い唾つばを飲み、わずかに顔を青ざめさせて、こちらの顔を見る。そして、

「暴ぼう行こうというと、……殴なぐったり、蹴けったり、ですよね。女性や子供に何て酷いことを……！」

　彼女の物言いに、点蔵の視線の先、皆は何も言えなかった。お互いの顔にあるのは、

　……新しん鮮せんな反応だなあ!!

　というアイコンタクトだけだ。

　が、しかし、その中に立っていた浅あさ間まが一人だけ、

「──えっ？」

　疑問の声をあげた。

　そして、ややあってから彼女は、皆のゆっくりと振り返った視線を浴び、

「……え!?　あ！　いや、今の無し！　無しです！　パス１！」

　浅間の髪かみにミトツダイラと喜き美みがヨゴレ祓はらいの玉たま串ぐしを左右から差す。

　そして、喜美がメアリの向こうに立った。彼女は、ウズィを載のせた表示枠サインフレームを大おお盤ばんカードにして、こちらにだけ見えるようする。

『レイープよ！　リンカーンとかリョジーョクでもいいわ！』

　初めから間違った発音で教えてどうするで御座るかというか最さい後ご発音無む理り！

　……これは喜美殿どの特有の照れなので御座ろうか。

　と、そんなことを思いつつ、しかし点蔵は口を開く。

「まあ、これが逆ぎやく効果で御座ってな。改派領りよう邦ほうは旧派領邦に敵対して集つどい、……M. H. R. R.の旧派と改派は分ぶん裂れつ。三十年戦争に対する姿し勢せいは大きく乱れていくことになるので御座る。

　M. H. R. R.が三十年戦争を敗北するターニングポイントで御座るな。そしてそれゆえ……」

　点蔵は言った。

「──この歴史再さい現げんはまだ、なされておらぬので御ご座ざる」
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「──M. H. R. R.神聖ローマ帝国も、盤ばん石じやくではないものの、駆かけ引きのバランスの上で成り立っているということですか。酒さか井い様。──以上」

　そうだねえ、と酒井が煙草たばこの煙を空に零こぼす。言葉の形として煙を喋しやべり、

「ザクセン州は、宗しゆう教きよう改革の立て役者だったルターを旧派カトリツクの追及から匿かくまったりで、M. H. R. R.改派プロテスタントの旗き手しゆだったんだよね」

「……随ずい分ぶんと、身近な物もの言いいですね。──以上」

「だって、教きよう皇こう総そう長ちようと昔やり合ったとき、世話になったもの。ほら、……清しん武たけ田だからM. H. R. R.改派領りよう邦ほうって、ルートが繫つながるでしょ？　当時はまだステルス障しよう壁へきに覆おおわれてなかった琵び琶わ湖こ見つつ北回ってさ。後は下って瀬せ戸と内ない海かいに出てしまえば、四し国こく沿いでも海を西さい行こうしてもいいわけでさ」

「……つまり、昔に酒井様がドンパチしたルートに、また世話になろうというわけですね。世代を超えて迷めい惑わく倍ばい掛がけとは。──以上」

　おいおい、と酒井は苦く笑しようした。

「俺おれは迷惑掛けてないよ〝武蔵むさし〟さん？　……でもまあ、あの頃ころに比べて、世せ情じようは随ずい分ぶん変わったけどね。羽は柴しばがまだいなくて、M. H. R. R.はP. A. Odaと向き合ってたしね、俺のときは」

　他国もいろいろだよねえ、と酒井は、艦かん隊たいに囲まれた周囲の空を見渡す。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだって、昔は内部でやはり改派と旧派の争いであるユグノー戦争やってたんだけどね。……それを先に済ませた上で、国内の憤いきどおりのぶつけ先として三十年戦争だ。六護式仏蘭西が大たい国こくになっていくわけだよねえ」

「ともあれ、そんな六護式仏蘭西に喧けん嘩か売られて、殴なぐり合いしながら瀬戸内海まで出ようと言うのが、今いま現在の最悪かつ〝それしかない〟オプションですね？　──以上」

「そのつもりだろうけど、簡単にはいかないだろうね」

「故ゆえに〝最悪〟と申し上げました。──以上」

　だよねえ、と、酒井は南の空を見た。

「でも、実際は、どうだろうねえ」

「どうだろう、とは？」

　酒井が、煙を大きく口の両りよう端はしから零こぼした。笑えみ、と言っていい顔を作り、

「俺がさ、瀬戸内海に出るとき、世話になった人がいるんだよ」

「いる、とは？　──以上」

「だから、……いるって。うん、来てるんだよ。ここ」

　ほら、と酒井は空の一角を指さした。

「間違いなく、何も恐れず首を突っ込んでくる。そういう人。来るかねえ、と思ってたら、やっぱ来たよ。そしてこれも間違いなく、……全体引ひっ搔かき回すつもりだと思うんだ、俺おれ」
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　ともあれ、と言ったのは、北ほう条じよう・氏うじ直なおだ。

「最悪の場合でも、武蔵むさしは大和やまと地方を抜け清しん武たけ田だ領りように接近することが可能なわけですね。少々、P. A. Odaの中ちゆう東とう領りよう内ないを通過することになるかもしれませんが」

「その時は、わしの清武田がフォローに入ればよかろ。三み方かたヶ原はらの戦いの再さい現げんをもってな。

　三方ヶ原の歴れき史し再現をすると、ここで決めておけば、武蔵は追っ手に対し〝歴史再現を邪じや魔まする気か〟と、そう言えるのじゃ。じゃから──」

　義よし経つねが、テーブルに乗せた踵かかとで、表示枠サインフレーム中の紀き伊い半はん島とうの東側付つけ根ねを蹴けった。

「ここまで来い。そうしたら、対岸、ちと富ふ士じ山さん寄りになるが、そこでわしが待っておる。

　そして三方ヶ原の戦いを、なあなあでやりつつ、そこの北条の小お田だ原わらまで武蔵を送る。

　──それがまあ、わしの武田側における引いん退たいセレモニーじゃな」

　ならば、と言葉を継いだのは北条・氏直の方だ。

「小田原から東、江え戸どまで、私達がフォローを行います」

「有あり難がたい」

　と正まさ純ずみは頭を下げた。そして頷うなずくように、里さと見み・義よし頼よりが言った。

「まあ、正直なところ、東とう宮ぐう様を意識してたてずとも大だい丈じよう夫ぶだと思う。京きようと大和地ち方ほう一帯を管理している明あけ智ち・光みつ秀ひではP. A. Oda内では立場的に第二位の発言力を持っており、信長の上じよう洛らく手続きを行っているからな。東宮様がいる艦かんに対して、攻こう撃げきを──」

「掛けられるのがいたら、どうすんだよう」

　声が、店の外から響ひびいた。

　はっとしたのは、離れた席で葵あおいと酒を飲んで笑っていたジョンソンだ。

　オブザーバー役だった彼は、

「!?　護ご衛えいは!?」
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　外から、慌あわてた動きで足音が近づいてくるのを正純は悟さとった。

　この店の周囲に英国イギリス側が配置していた護衛の足音だ。

　……彼らが気付かなかったっていうことは──。

「ああ、気にすんなよう。俺にも少しくらいは術じゆつとかあっからよう」

　外、入り口近くにいる声は、歩きながら、確かにこちらへとやってくる。

　応じるように、皆が動いた。

　まず、真さな田だの忍にん者じや達が、店の中、椅い子すや卓たくの陰にゆるりと出て、前ぜん線せんを作る。

　そして里さと見み・義よし頼よりや義よし康やす、北ほう条じよう・氏うじ直なおが腰を浅く上げた。

　そのときだった。不ふ意いに続く言葉を放った者がいる。

　真田の忍者の一人、〝三番〟の三み好よし・晴せい海かい入にゆう道どうだ。鬼おにの巨きよ軀くを縮めて席についていた彼は、義よし経つねに頭を下げ、

「あの声、既き知ちであります。義経様も──」

「ああ、久しぶり過ぎて思い出すのに時間が掛かったわい」

　義経が、鋭い目を、しかし口元に笑えみを作って、闇ぎんに向かって声を放った。

「酒さか井いの一件以来じゃのう。久しいぞ」

「おお、世界の王に憶おぼえて貰もらえてるたあ光こう栄えい至し極ごくってやつだあよう」

　は？　と首を傾かしげるこちらの疑問より早く、その姿すがたが光の中に来た。

　見えるのは、瘦やせた初しよ老ろう。極きよく東とうの制服に、上着として着込まれた青の衣い装しようは、

「──P. A. Odaか!?」

　まあ一応な、と初老が言った。

「P. A. Oda、紀き伊い半はん島とう管かん轄かつ、またはムラサイの諸しよ派は連合の総そう長ちよう、──松まつ永なが・弾だん正じよう・久ひさ秀ひでよう」







[image: 第十七章『荒れ地の要求者』]
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　真さな田だと里さと見み、北ほう条じようと、英国イギリス勢が身み構がまえた。だが、初しよ老ろう、久ひさ秀ひでは、

「はは、こりゃあ、殺されちまうなあ。政まさ康やす、義よし経つね殿どのよ、納めさせてくれんかよう」

　その言葉に、三み好よし晴せい海かいが視線を逸そらした。彼は鬼おにの半はん目めで遠くを見て、

「今は政康ではなく晴海を名乗っているであります。貴き殿でんに関わるとろくなこと無いですし」

「一いつ緒しよに将しよう軍ぐん殺したりしてヒャッハーした青春時代を否定すんなよう。アナーキー万ばん歳ざいだったじゃあねえかよう、あの頃ころ。──義経殿もそう思うだろよう？」

「何しに来たクソガキ」

「は？　引っかき回しだって解わかってるだろうよう。俺おれの得とく意い分野だろうがさあ」

　食えぬな、とつぶやき、義経が真田の忍にん者じやに座れという風ふうに手を振った。

　そしてこちらの方に無む造ぞう作さにやって来る松まつ永ながを見て、正まさ純ずみは息を詰めた。

　……この人は、無む茶ちや苦く茶ちやな人だったな……。

　自分達より、実質的には二に世せ代だいほど前の武ぶ将しようだ。しかし、

「正純、松永・久秀って言ったら……」

　ナルゼも、解っているかと、そう思ったときだ。ナルゼが通神帯ネツトの通販サイトを見ながら、

「極きよう東とうの、エロ指し南なん書〝せいぎしなんしょ？〟を書いた男よね……！」

「ああ、平ひら仮が名なにして抄しよう本ほん版でタイトル略りやくして〝せいしょ？〟ってエロゲに作り直したら馬ば鹿か売れで。でも聖せい連れんに倍ばい掛がけで睨にらまれてよう。──悪いことするもんじゃねえぞう？　な？」

「本気で言っておるのかクソガキ」

　義経が、足あし裏うらで追い払う動きを作って見せるが、久秀はカウンターから椅い子すを持って来ようとする。が、厨ちゆう房ぼうの葵あおいが、

「あ！　誰だれかと思ったらサークル〝談じよう冗だん〟の久秀じゃね!?」
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　呼ばれた久秀は、ふと、厨房の全ぜん裸らに視線を向けた。

　ややあって、あ、と久秀が手を打った。

「ああ？　──あ！　毎年来る目め利ききのガキかよお！」

　知ってるの？　という皆の首傾かしげに、正純は俯うつむいた。

　……どーしてこういう知り合い多いかなあ、この馬鹿。

　だが、久秀は、馬鹿を指さして、

「このガキさあ。本気でものの善よし悪あしってーか、高こう価かかどうかとか解ってねえのよう。

　だけどさ、コイツがイベントで選んで買っていったのって、後で確実にバカ売れでなあ。〝せいしょ？〟もコイツが買ってレビューしたのが広まって売れたのよなあ」

「いや、だって俺おれ、金がねえから厳げん選せんするし」

「おい待て。生徒会室に積んでたあれは何だ馬ば鹿か」

「馬っ鹿、あっちは通常予よ算さんだっての。こっちは臨りん時じ予算。別べつ腹ばらだぜ！」

　右の親おや指ゆびを上げて見せる馬鹿の動きに合わせ、東とう国ごくの代表達たちが無む表情な横よこ目めをこちらに向けてきた。正まさ純ずみは俯うつむいて身を小さくするしかないが、

　……あまりにも理り不ふ尽じんで嫌いやな注目だよなー。

　これも原因はあの馬鹿に拠よるものだが、

「だけど久ひさ秀ひで、オメエ、何しに来たんだよ？　イベントねえだろ？」

「は？　ああ、ちっと、知り合いに挨あい拶さつでよう？」

「あ？　ああ、そこのデカい鬼おにのオッサンと、小さい義よし経つねか。何？　知り合いなの？」

　見ている分に、二人の言葉は通じている。

　……ならば、有りなコネなのかなあ。

　思っている間に、久秀がカウンターで話すと決めたのか、椅い子すに座る。

　彼は葵あおいが酒を湯ゆ飲のみで出すのを受け取り、軽く眺ながめた後で、

「IZUMO上だったら、もうちょいいいの揃そろうんじゃねえのかよう」

「Master、ここは本来、英国イギリス式しきなのでね」

「じゃ、カップとか見せて貰もらうかよう。──でもまあ、後だな、後」

　久秀が、葵の焼いた焼き鳥の皿を受け取りながら、こちらに振り向いた。

「──俺の見立てだと、東とう宮ぐう積んで武蔵むさしが大和やまと地方通つう過かだってとこかよう？　まあ、大体、そこらは羽は柴しばと竹たけ中なかが予測していた通りだあな。だからよう」

　鳥を一つ食い、先せん端たんの露あらわになった竹たけ串ぐしを掲かかげ、久秀が言った。

「そんときゃ、近い位置に勢力保ってる俺が、武蔵の撃げき沈ちんを担当すんだあな？　俺だったら、帝みかどの意い向こう無視したって構わねえしなあ。そうだろよう？」

　言って、松まつ永ながは笑った。

「だからまあ、ここに挨拶に来たわけだあな。挨拶。そう、──俺が壊こわす相手ってのは、どのくらい価か値ちがあって面白えのか、それを見に来たわけだあよう」





●






　……やはりそういう理由でここに来たか!!

　心の中で堅い唾つばを飲んだ正純は、相手の経けい歴れきを思う。

　松永・弾だん正じよう・久秀。

　紀き伊い半はん島とうという広大な場所を管かん轄かつしており、今はP. A. Oda麾き下かにいる人物だ。

　世界各かつ国こくの側としては、欧おう州しゆうに近いオスマン朝ちようのP. A. Odaに対し、分ぶん派ぱして中ちゆう東とうの南部側を支配したアッバース朝の末まつ裔えい、その諸しよ派は連れん合ごうの担当をしている。

　……だが、そこに至るまでの経緯いきさつが無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　松まつ永なが・久ひさ秀ひでは、元々は京きようを中心とした畿き内ないと、四し国こく西側を治めた三み好よし家の家か臣しんだった。

　そして彼は、三好家の重じゆう鎮ちん達と共に、京を治めていた将しよう軍ぐん家けを押さえ込んでいたのだ。

　だが、三好家の主あるじであった三好・長なが慶よしの死後、将軍家の反はん抗こうを悟さとった彼は、

　……十三代将軍、足あし利かが・義よし照てるを暗あん殺さつした。

　その上、彼は三好の重じゆう臣しん達と敵てき対たいし、彼らが隠かくれ潜ひそんだ東とう大だい寺じ大だい仏ぶつ殿でんを焼き払っている。

　将軍殺ごろしは、鎌かま倉くら時代から続く〝武ぶ士しの統とう領りよう〟としての将軍を、下の一武ぶ将しようが殺してのけたということで、文字通り〝戦せん国ごく時代〟の幕開けとなった事じ象しようだ。更さらには東大寺大仏殿の焼き討うちは、仏ほとけの威い光こうなども通じない〝乱らん世せ〟を人々に意識させた。だが、

・未熟者：『え!?　松永様来てるの!?　凄すごい挨あい拶さつしたい！　同どう人じんエロゲもだけど、いろいろ凄いんだよ松永様！　出来ればサインを！』

・副会長：『いいから寝てろ』

　とはいえ、ネシンバラが騒ぐのもよく解わかる。

　……無茶苦茶なんだよな、この人。

　将軍の暗殺も、東大寺の焼き討ちも、松永の手に拠よるかどうかは諸しよ説せつ有る。

　が、この松永は確かにやった。

　何者も恐れず、悪びれない。

　旧来の思し考こうを壊こわし、自分が望むような新しい時代を、破は壊かいによって作っていく。

　自由な破壊者であり、思うがままにいる。

　それが、比ひ叡えい山ざんの焼き討うちなどを行った信のぶ長ながと、通じるところもあるのだろう。

　例えば、松永は、新しい将軍を立てた信長の麾き下かに入ったものの、気に入らぬことがあるとして、信長に謀む反ほんまで起こしている。

　結果として信長は松永の謀反を許したのだが、これなどは、

　……魔ま王おうと言われる信長が、やはり破壊者として、松永に通じているのだろうな。

　年代で言えば、松永が先せん輩ぱいで、信長は後こう輩はいだ。何も恐れぬ、という意味で、お互いの尊そん重ちようがなされているのだと、正純はそう思う。だが、

・未熟者：『松永様、領りよう民みんには善政を行っていたし、茶ちや器きのコレクティングも確かで、初期茶さ道どうの方向性をつけ、極きよく東とうで初めてクリスマス祝った文化人じんでもあるんだよ』

・○べ屋：『武蔵むさしの設計にも、関わってるのよね、確か……』

・武　蔵：『Ｊｕｄジヤツジ．、横よこ町ちようなどの居きよ住じゆう区画に於おいて、長なが屋や構造が採用されていますが、アパートメントのように小さい家を並べて一個の建築とするのは、松永様が城の防備のために宿しゆく舎しやとして考案した多た聞もん櫓やぐらが原型とされています。──以上』

　その通りだ。彼は、医術の奨しよう励れいや、現代的な城じよう郭かくの設計の第一人者でもある。

・左遷男：『ま、そういう繫つながりがあるから、俺が昔に世せ話わになったりも出来たんだねえ。P. A. Oda麾き下かだけど、P. A. Oda本体に対しては距離を取ってるから、単純に敵ってわけじゃない。以前、武蔵むさしが三み河かわから瀬せ戸と内ない海かいに脱だつ出しゆつするときも、松まつ永なが公こうがP. A. Odaと自じ領りよう地ちの間に並べた諸しよ派は国家の国こつ境きようを行ったよね』

　何だか混こん神しんが激しいが、それだけ、皆が知っている人物だということだ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつの研究者達たちによれば、彼は戦せん国ごく時代らしい生き方や考え方、文化や文明の、

　……パイオニア、もしくはマインドリーダーとされている、か。

　今の時代、困ったときは、こんなことをしてもいいんだと、こういう解かい決けつ手段があるんだと、そういう見本となる人物。

　だから、そんな人間がこの包ほう囲いに関わっている意味も解わかる。

　正まさ純ずみは、久ひさ秀ひでに対し、口を開いた。

「たとえ皇こう族ぞくだろうと、将しよう軍ぐん殺しと東とう大だい寺じ焼き討うちの松永・久秀にとっては、討うつべきは討つ相手でしかないということか」

「殺せば死ぬんだろう？」

　即そく座ざの問い返しと、そこに含まれた事実に、正純は息を詰めた。

　はは、と久秀が笑う。

「あのよう。あんたさ、東とう宮ぐうを使って大和やまと地方をブイーン行こうとしてるわけよう。それってつまり、東宮を利用してる。──でもよう。だったら、俺おれっちが俺っちなりに東宮を〝利用〟したって、あんたに何か言われる憶おぼえはねえよなあ」

　逆に言えばさあ、と初しよ老ろうは歯を見せて笑った。

「俺が東宮を〝利用〟するってのが解ってるならよう。あんた、恐れなく東宮を利用すりゃあいいのな。要は、──どっちが利り用よう仕切れるかって話よう。そうだろよう？」

　おいおい、と蛸たこの酢す和あえとショウガを皿に載のせて出しながら、葵あおいが言う。

「久秀……、余よは最近、セックス憶おぼえて大変なんだからあまり構うなよ？」
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　下階に降りて、車くるま椅い子すのミリアムと一いつ緒しよに自分の表示枠サインフレームを見ていた東あずまは、血の気が音を立てて下っていくのを悟さとった。

　無む言ごんで、ミリアムが少女を抱いたまま車椅子で後ろに下がる。

　背後へ振り向くのも恐ろしいが、放置は全ての破は壊かい力が〝破壊パワー×時間（秒）×誤ご解かい〟分だけ上がるのも確かなことだ。

　……最近、余もそこらへん解って来たよ!!

　だから、どんな弁べん解かいが必要かと、東は勇気を振り絞しぼって後ろを向く。

「あ、あの、ミリアム？」

　ミリアムは、こちらに車椅子の側面を見せ、完全に視線を逸そらした状態を作っていた。椅子を揺らして、少女を抱きながら、

「あのねー、パパ、セックス憶おぼえて大変なんだってえー」

「みんななかいいのー？」

「RPGの全体命めい令れいみたいでいいわよねー。〝せっくすいこうぜ〟どういう命令よ。でもね、アハ、なかがいいなんて、どういう漢かん字じ振るつもり？　あの変へん態たい皇こう族ぞく、自分が祖そ霊れいになるために、まず敬うやまって貰もらえる子し孫そん増やそうと熱心よねえ」

　……なかがいいって言ったのは???だよ!?　ど、どうしたらいいの神様！　あ、自分、ハーフ神だよね一応!!　それがどうにも出来ないからもう駄だ目め!?　終わり!?

　東あずまは、神かみ頼だのみがまさに何の解決にも立たないことを悟さとり、

　……神様だって、困ったら自己で解決だよなあ。

「あのう、ミリアム……？　誤ご解かいが、あると思うんだ」

　言うと、ミリアムが全ぜん開かいの笑顔でこう言った。

「はあ？」

「え、笑顔で言うのやめようよ！　ほ、ほら、向こうは会議中でさ！　な、何て言うのかな、葵あおい君の変なギャグに気を取られずに、ちゃんと武蔵むさしの行く末すえを気にしようよ！」

　仕方ないわねえ、とミリアムが半はん目めで吐と息いきして車くるま椅い子すを戻してくる。疑いは晴れていないようだが、ホ、と一ひと息いきついた東は、ミリアムに表示枠サインフレームを見せる。

・自爆男：『おいおい、東とう宮ぐう様、セックス知って猿さるみたいにハンパじゃねえのかよう』

・俺　　：『おう。だって余よは、メシの最さい中ちゆうもセックスセックス連れん呼こして、そこの黒マルにも教えて貰おうって迫っていたんだぜ？　人ひと前まえだぜ!?　皇族流石さすがだよな！　なあ黒マル！』

・●　画：『そうねえ、嫌いやな思い出だわ……。焼き肉食ってる最中なんてサイテー』

「あ！　ミリアム！　去らないで！　去らないで御お願ねがいだから!!」
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「さて、どうするよう？」

　松まつ永ながに問われた正まさ純ずみは、まず考えた。今、最初に思うべきは何かと。

　松永を敵に回すことか？　東をどうするべきか、か？　それとも東とう国ごく勢ぜいに意見を求めるべきか？　それとも──。

　……ああ。

　思うことが、一つあった。それは、

「松永公こう、まずは、……礼を言う」

「おいおい、何でだよう。俺、あんま感謝されるの好きじゃあねえんだよう」

「いや、貴方あなたの出現と言動で、解わかったのだ。──もはや、これより先の問題はない、と」

　その通りだ。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国の航こう行こう禁止とこの包ほう囲い。それらに対してどうするべきか、いろいろな思案の経過があったが、ようやく終わりが見えた」

　つまり、

「……松まつ永なが公こう、貴方あなたと一戦を構えるかどうか、そこさえ抜けてしまえば、──私達の行く先は手で摑つかめるところにあるのだ」

「それは……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは言った。

「最後に、待ちかまえている貴方を倒す。……これが、私達の目標になるのだから」
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「言うねえ」

　と松永が言うのを正純は見た。あのよう、とも前置きされ、

「俺おれ、これでも結けつ構こう出来るんだぜ？　航こう空くう戦せん艦かん〝シギサン〟を出すしよう」

　ほら、と彼は後ろ手に南の空を示す。遠く、夜空にある影は、

　……蜘く蛛も？

・未熟者：『うわ！　確かに遠くの空にあるね、ヨルムンガンド級にクラーケン級八艦かんを連れん動どうさせた平ひら蜘蛛型がた航空戦艦〝シギサン〟だよ、あれは！

　明日あしたの朝に映えい像ぞう撮とっておかないとなあ。シェイクスピアもいる？』

・眼　鏡：『別にいらないけど、資料として使えるかもしれないから貰もらっとく……』

・賢姉様：『うわっ、何だか熱あつっ！　凄すごく熱気が来るわこの空間……！　そして何この青臭くささ！　春しゆん菊ぎくみたいなブルースメルね！　香こう草そう……!!』

　……混こん神しんしすぎだし意味が解わからんなー。

　思うが、仕方ない。中立都と市しの通神帯ネツトならでは、というところだろう。ツキノワが変な言語を憶おぼえなければいいのだが。

　しかし、一ひと息いきを吐ついて、正純は言った。

「しかしまあ、松永公がラスボスとしていてくれるのは光こう栄えい。何しろ、噂うわさの通りの破は壊かい者として、東あずまがいても攻こう撃げきを躊躇ためらわぬ、ときたものだ。──だが」

「だが？　何よう？」

「Ｊｕｄ．、それはまた、……松永公としてはつまらぬ物もの言いいだ。私はそう思う」

　はあ？　と松永が首を傾かしげた。

「何でだよう？　俺らしいんじゃねえのかよう」

「確かに」

　と正純は頷うなずく。内ない心しん、まるで火が点ついた爆ばく弾だんの導どう火か線せんをいじっているようだと、そう思いながら、正純は次の言葉を続けた。

「しかし、だ」

　言う。

「──K. P. A. Italiaも、三征西班牙トレス・エスパニアも、英国イギリスも、そして明日あしたからの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズもM. H. R. R.神聖ローマ帝国ですらも、東あずまがいるこの武蔵むさしを攻こう撃げきすることに躊躇ためらいは無い。何しろ極きよく東とう勢ぜいではないのだから」

　つまり、

「貴方あなたのしようとすることは、既すでに、欧おう州しゆうでは一般的なことでしかない」
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　引っかけ問題のようだ、と正まさ純ずみは思う。

　何しろ、欧州側がわの国は、極東側の勢力としてではなく聖せい連れんの一派として相あい対たいするため、こちらに対しては極東側の姿し勢せいを持つ必要がない。

　市民感情はあるだろうが、東も自分から還げん俗ぞくを了りよう解かいしており、人として扱うことに感情以い外がいの問題はない。

　東とて、欧州勢にとっては一いち市民に過ぎないのだ。

　東をたてて大和やまと地方の移動を考えたのは、そこが京きようや大和地方を管理する明あけ智ち・光みつ秀ひでの土地だからであり、市民の反はん抗こうを狙ねらうよりも、

　……明智の立場を揺さぶって利用しようというのがこちらの本意だ。

　だが、松まつ永ながが相あい対たいを望むというならば、話は変わる。

「松永公こうの相対は、極東の武ぶ将しようとしては誠まことに凄すさまじい判はん断だんによるもの。──だが、その程度のこと、既すでに欧州諸しよ国こくは先取りしているのだ」

「流行遅れって、俺おれっちにそう言うのかよう？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

・副会長：『皆、一つの選択肢しとして覚かく悟ごを決めろ』

「言うなれば、松永公、──私達は貴方を撃破すれば関東に到達出来る。それも、〝東とう宮ぐうを殺そうとする逆ぎやく賊ぞくから、還俗した元皇こう族ぞくの一般市民を護まもる〟という大たい義ぎ名めい分ぶんつきでな」

「きたねえ」

　久ひさ秀ひでが笑った。

「きたねえよう、それ。だって、俺が東宮殺ころすのは駄だ目めだって言って、でも、東宮は一般市民だって、どっちだようお前。お前だって、東宮殺してるようなもんじゃあねえかよう？」

「別に殺していない。お互いの視点の差を、そのまま受け入れているだけだ」

　大体、

「東は市民になって〝死んで〟はいない。日々楽しそうだぞ。幼よう女じよの手を引いてニコニコ笑って学食に来ていたりな」

「……ロリコンじゃねえのかよう？　まさか、源げん氏じ物語？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私もたまにそんなことを思うがな。まあ、大だい丈じよう夫ぶだろう、還げん俗ぞくしてるし、何かあったら番ばん屋やで捕らえるから」
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「ちょっ、あの、ミリアム！　ミリアム！　本ほん多だ君も結けつ構こう一言多い人なんだよ！」
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　ともあれ視点差さだ、と正まさ純ずみは思った。

　東あずまという存在を、政治的にどう捉とらえるのか。

　そのような、個こ人じん個人の視点差については、義よし経つねとの話し合いでよく学んだ。ものごとの捉え方については、多種の視点があり、

　……それを統一するのは、政治ではないな。

　統一すべきは、皆の視点がどうあるか、ではない、と正純は思った。統一すべきは、複数の視点を持った者達をもって、

　……何をすべきか、だ。

　ふと、正純は、信のぶ長ながのことを思った。

　公く家げ派であり、京きようや大和やまと地方を護まもるように管理する明あけ智ち・光みつ秀ひでと、この梟きよう雄ゆう、松まつ永なが・弾だん正じよう・久ひさ秀ひでを共に懐ふところに収められる信長とは、どういう人物なのかと。

　興きよう味みがわく。

　たとえば欧おう州しゆう列れつ強きようは、自分達の人格よりも、為なすべきの統一として教きよう譜ふの戒かい律りつや歴史再さい現げんをコンセンサスとして用いている。〝聖譜テスタメントの威い光こうに誓ちかって〟というやつだ。

　また、清しん武たけ田だは、常にあり続ける王の意い思しに全てを委ゆだねている。

　ならば、信長はどうなのか。そして、

「────」

　正純は、ちらりと葵あおいを見た。馬ば鹿かで、全ぜん裸らで、まだ半はん脱ぬぎネタは見たことがないがいずれやるだろう。面めん倒どうなことだが、どうでもいい。どっちだよ。

　大事なのは、この馬鹿がどれだけの度ど量りようを持っているかもだが、

　……私達も、か。

　枠わくにはまっているだけの者はいないと思いたいが、身み内うちの評ひよう価かに対しては無む意識の贔屓ひいきもあるだろうし、井いの中の蛙かわず、ということもある。それは今後の課題になるな、と、そう思いながら、正純は言葉を作った。

「松永公こう、クリスマスを初めて極きよく東とうで祭ったのは貴方あなただが、……それは西洋の真似まねだ。真似事を〝新しい〟と言うのは、追つい随ずいする人々を笑うための貴方なりの皮ひ肉にくか？」

「おいおい、解わかってるじゃねえかよう」

　久ひさ秀ひでが、苦く笑しようした。

「俺おれっちは、──挑ちよう発はつされると乗るタイプなんだぜえ？」

「だから言葉を重ねている」

　正まさ純ずみも、眉まゆを立てた笑えみで応じた。

　……この男に、こちらへの興きよう味みを持って貰もらわねばならない。

　相手は、この男だ。他勢力ではなく、松まつ永なが・弾だん正じよう・久秀という個人とする。

・未熟者：『まあ、残念だけど、いい判はん断だんだね。何な故ぜなら、敵が明確であるならば、不ふ確かく定てい要素の大部分が消える。──こっちは、ここから見える範はん囲いだけど、松永様の居きよ城じようであり、航こう空くう戦せん艦かんでもある〝シギサン〟、……南の空に浮いてるヤツね。それの精せい査さをしておくよ』

　頼む、とそれだけ伝えて、正純は久秀に告げた。

「もし、戦せん闘とうになるならば、松永公こうらしい見解をもって、私達との戦闘に臨んで頂きたい。

　何しろ、その際に通るルートは、三み河かわから瀬せ戸と内ない海かいに脱だつ出しゆつしたとき、通った航こう路ろだ」

「──あの時、柴しば田たの船に突っかけられたの、面白かったろよう」

・あさま：『やっぱり、あの挨あい拶さつというか、遭そう遇ぐうは、松永公こうが関かん与よしていたってことになりますよね……』

・武　蔵：『あの時はえらい恥はじを搔かかされたと統計的に判断出来ますが……、──以上』

　自じ動どう人形にもそういう判断はあるのだなあ、と、そんなことを思いながら、しかし正純はまっすぐに松永を見た。

「始まりに通ったあの道を、新しい力を得るためにまた通過させて貰もらおうか、松永公」

　そして、

「その折には、──古こ天てん明みよう平ひら蜘ぐ蛛もの用意をしておけ」

　放ったセリフに、皆が動きを止めた。
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　正純の言葉に、夜空を煽あおった〝武蔵むさし〟がつぶやいた。

「古天明平蜘蛛と言いますと……。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と酒さか井いが頷うなずいた。

「松永公の死に関するものだよね。神かみ代よの歴史においては、極きよく東とうの名めい茶ちや器きの一つ〝平蜘蛛釜がま〟の方が解わかりやすいかな。俺、内ない緒しよで、茶器の方は一度見せて貰ったんだけどさ」

　こう、と酒井は人じん頭とう大だいの楕だ円えん塊かいを手で描き、その上面から周囲を手て指ゆびで描き、

「こんな感じの黒い茶ちや釜がまでね？　ほら、蓋ふた中央に穴開あいてる土ど鍋なべみたいな形の、黒くろ鉄がねでさ」

　こうですか？　と、酒井の手指の動きをスキャンしていた武蔵が、表示枠サインフレームにそのスキャン結果による画が像ぞうを作り出す。

「あ、そうそう、そんな感じ。もうちょっと、上から走って蜘く蛛も脚あしに見える取っ手の艶つやと、蓋ふた位置下した──、あ、それ、確かそれっぽい」

「確かなのかそれっぽいのか、どちらですか。──以上」

　ともあれさ、と酒さか井いは言う。

「信のぶ長ながに謀む反ほんを起こした松まつ永なが公こうは、羽は柴しばを初めとする軍ぐん勢ぜいに信し貴ぎ山さん城を囲まれるんだ。そして信長から、〝古こ天てん明みよう平ひら蜘蛛を寄よ越こせば赦ゆるそう〟って、そのくらい変わった茶ちや釜がまでね」

　だけど、

「松永公はそれを拒きよ否ひして自じ害がい。古天明平蜘蛛と己おのれごと、信貴山城天てん守しゆ閣かくを爆ばく破はしてね」

「────。──以上」

「驚き表現まで律りち儀ぎだね〝武蔵むさし〟さん。でもまあ、古天明平蜘蛛は、松永公の最後を飾る花火……、いや、蜘蛛を花とたとえていいのかもね、あの人のことだから。

　まあ、そういうシンボルみたいなものでさ。松永公がどれだけ無む茶ちやをしても、最後、平蜘蛛との爆ばく死しによって終わるんだってね。

　だから松永公、そういう不ふ吉きつでもあるイメージを逆さか手てにとって……」

　南の空に、蜘蛛のような航こう空くう戦せん艦かんが浮いている。中央に長大な本ほん艦かんを置き、周囲に小型八艦かんを連動させたのは、

「居きよ城じようであり、航空戦せん艦かんでもある〝シギサン〟。平蜘蛛型、って松永公が名付けたんだけど、動きはさほどでもないけど防ぼう御ぎよ性能が高くてね。

　松永公もかなり戦いくさ上じよう手ずだから、あれと一いつ戦せんするのは面めん倒どうくさそうだねえ。瀬せ戸と内ない海かいから行くルートを選ばない方がいいんじゃないの？　正まさ純ずみ君」
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　いいじゃねえかよう、と、拒きよ絶ぜつの意味ではなく、認める意味で松永が言うのを正純は聞いた。

　彼は、こちらを見て、葵あおいを見て、

「面白えなあ。──俺おれを囲んで花火させんのは羽柴だと思ってたけどよう、それをまさか、羽柴に敵てき対たいする松まつ平だいらがやってやろうってのはよう。──無ねえなあ！　今まで！」

「おいおい、久ひさ秀ひで、オメエ調子にのって死ぬなよ？　オメエ、まだシリーズ四十八話中ちゆう、三話残してんだからよ」

「あれもうグダグダだからいいじゃねえかよう。だけどベストは何なん話わ目めだったよ？」

「三十七話の〝将しよう軍ぐん様を閉じ込めて後ろから前から〟だったかな」

　……ああ、十三代将軍の足あし利かが・義よし輝てるは、あまりに義輝無む双そうな性能だったから、暗あん殺さつの際は畳たたみで囲んで動けなくして四し方ほうから刺して殺したんだっけ。

「〝暗殺らめえええ！〟は昨年のアワード台詞せりふだったよなあ。清きよ水みずで坊ぼうさんが〝今年のセリフ〟ってデカイ筆ふでで書いたりしてな」

　どういうアワードだ。

　だが、嫌いやな男の世界の話をしていた松まつ永ながは、やがてまた、こちらに視線を向けた。

「面白えなあ。俺おれが設計にちょっとアドバイスしてやった武蔵むさしの……、あの船の中に、ちゃんと俺達に逆らおうってのがいるってわけだあ。酒さか井いみたいなのは、極きよく東とうにはもういねえもんかと思ってたけどよう」

「いや、酒井学長が健けん在ざいなのだから、その下の私達も同どう様ようだ、松永公こう。

　それにまあ、私達がそちらのルートを通ろうと思うのには、少しながら理由がある」

　正まさ純ずみは、自分達のテーブルに展開していた地図に手を乗せた。紀き伊い半はん島とうを示し、

「先の話にもあった通り、松永公の領りよう土ど北側の暫ざん定てい国こつ境きよう、紀伊半島の中央を東西に行く航こう路ろは、私達が三み河かわから瀬せ戸と内ない海かいに脱だつ出しゆつしたルートだ。

　あの時は、三征葡萄牙トレス・ポルトガルの武ぶ装そう商しよう船せん団だんが東から来ることもあって、そこを通過させて貰もらった。松永公の領土はP. A. Odaではあるが、どちらかというと諸しよ部族連れん合ごうの面が強く、聖せい連れんと積極的に敵てき対たいもしていなかったし、国境上には諸しよ派は国家が配置してあるからな。有あり難がたかった」

「つまり、関かん東とう行きの前に、ちょっと昔に立ち返ってみたいのかよう」

「そういうことだ」

　正純は、素直に頷うなずいた。

「あれから約二ヶ月、P. A. Odaに対する橋きよう頭とう堡ほの意味もあって聖連は三河を中ちゆう立りつ状態にしているが、三河は形を変えていることだろう。──今の私達は、見ておく必要があると思う」

「じゃあ、──俺も、頑がん張ばっておめえらを通さねえようにしねえとなあ」

　厄やつ介かいな頑張りだな、と正純は思った。

　何しろ武蔵のステルス航こう行こうは通じない。以前の通過時じ、柴しば田た・勝かつ家いえの船に遭そう遇ぐうしたのが松永公の手引きだとするならば、ステルス検けん知ちがなされているからだ。

・金マル：『行くなら重じゆう力りよく航行で一気抜ぬけだよね。航こう路ろマーカー、気を付けないと』

　そうだなあ、と思っていると、不ふ意いに松永がカウンターに小こ銭ぜにを置いた。

　席を立つ。その、いきなりの身軽な動きに、真さな田だの忍にん者じや達ですら一いつ瞬しゆん遅れた。はっとして顔を上げたのは〝三番〟の三み好よし晴せい海かい入にゆう道どうで、

「……松永君！」

「何だよう。またお前は、俺に騙だまされたり利用されたりしてえのかよう」

　否いや、と三好晴海は言った。

「──だからこそ、君とは戦いたくないであります」

「いいじゃねえかよう。オメエはそこの義よし経つね殿どのと東とう行こうルートで帰ればよう。そして、……そこの武蔵の副ふく会長、お前だって、俺のところに来ると決まったわけじゃあねえんだろう？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そちらに行くのは最後の選択肢し、保険だ。あとは、戦力などいろいろ考こう慮りよで、ルートを選択することになるし、……基本的に、この東とう国ごく勢ぜいは先行してフォローするだけで、その位置に到達するまでは武蔵むさしの単たん独どく行こうになる。

　──言い換えるなら、合流地ち点てんまでのルートの選択と航こう行こうについては、先行した東とう国ごく勢ぜいも知らぬこととなる可能性が高い」

「全ては、お前のアドリブ判はん断だん次第、ってかよう。おいおい全ぜん裸らの目め利きき、お前の副ふく会長、結けつ構こうおっかねえぞお？」

　松まつ永ながが言うと、葵あおいがどこからか磨すりガラスの衝つい立たてを持ってきた。葵は逆ぎやつ光こうでその向こうに行き、高くなった作り声のセリフで、

「──アノデスネ、ワタシ、……ドメスティックバイオレンス、デスカ？　ソレデ、イツモイツモゼンラニサレテ──」

「回りくどい嫌いや味みと虚きよ偽ぎ発言はやめろ。一体、誰だれがＤＶした？　張り倒すぞ」

「オ、オメエはそれがいけない！　俺おれは傷つきまくりだぞ!?　何な故ぜ俺ばかり攻こう撃げきする!?」

「傷つかないように言葉を選んで言うと、蚊かが一匹ぴきだけいて鬱うつ陶とうしくてな」

　詩し情じようだ……！　とジョンソンが言う中、松永が軽く手を振る。

「ま、一つ、面白い仕掛けをしてやらあ。武蔵むさし副会長。明日あしたの三時までにIZUMOから出港しろって話だろう？　だけどよう、そうだなあ、──三時十五分まで待ってくんねえかあ？」

「……十五分も？」

・未熟者：『それだけあったら武蔵への攻撃が酷ひどいことになるよ？　松永様に理由を聞いて』

　だが、はっとして顔を上げたこちらの視し界かいの中、既すでに久ひさ秀ひでは店から出ようとしている。

「松永公こう」

「待ってろよう？　──絶対に、面白くしてやるからよう」

　ああ、あと、と彼は笑えみで言い、

「義よし経つね殿どの、ヒント言ったらなんねえぞう？　俺っちと、お前さんは、ようく知ってる。な？」

「────」

　見れば、義経は腕を組み、しかし不ふ意いに踵かかとを強くテーブルにぶつけ、奥おく歯ばを軋きしらせ、

「……そういうことか!!」

　はは、と笑う声が、外へと消えていく。そして、ややあってから、義経が跳ねるように立ち上がった。

「……全く、厄やつ介かいな男じゃ。しかし、正純」

　眉まゆを立てた顔のまま、義経がこちらに振り向き、こう言った。

「わしは帰る。じゃが正まさ純ずみ、……わしがいなくなってとても寂しいかもしれんが、明日あすの三時十五分まで確かに待て」

「何か誤ご解かいがあるような気もするが……、何故だ？」

「理由は言えぬ。不確かな部分もあるから、わしの流りゆう儀ぎとしてな。じゃがの、それを確かめる価か値ちはあろう。クソガキの示し唆さがわしの推すい測そくと同じならば──」

　義よし経つねが、外を見て、断言した。

「武蔵むさしは、厄やつ介かいだが強力な味み方かたと、比ひ類るい無き強力な敵を、同時に得ることになろう」
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　薄うす暗ぐらい聖せい堂どうの中で、教皇総長パパ・スコウラは背後のガリレオと共に一ひと息いきをついた。

　眼前の表示枠コルテチエフイルマの中では、広こう報ほう委員の間かん者じやが送ってくる映えい像ぞうが、IZUMO町中の軽けい食しよく屋やを映している。〝八やつ房ふさ〟が前に立つ店からは、先ほど、

「松まつ永ながは、出ていったか。……P. A. OdaとしてM. H. R. R.神聖ローマ帝国包ほう囲い網もうの一いつ角かくを担になっておるだろうに、勝かつ手てに乗り込んだりで相変わらず無む軌き道どうなヤツだなあ、おい？」

「いや、私は、君達が若くハシャいでいたときはおとなしく教員だったものだからな。元もと少年にとっては、酒さか井い学長同どう様ように、宿しゆく敵てきの一人と言うところか？」

「宿敵にしようとしても逃げられる。──道どう化けのような、しかし、戦うならば能力のある、やりにくい相手でなあ。ヤツが三み好よしにいた頃ころ、地ち中ちゆう海かい貿易で幾いく度どか出し抜かれたこともある。そしてその一方で、──いい儲もうけ話も持ってくるから腹が立つわけだなあ」

「商人気質かたぎ、というところかね。損そん得とくと、新進の興きよう味みで動く、と」

　だろうなあ、とインノケンティウスは、サイドテーブルに手を伸ばす。水の瓶びんを取り、口くち端はから喉のどに流し込むようにして、

「……音は殆ほとんど聞こえないが、雰ふん囲い気きとしては悪くないようだったなあ。

　ならば、君くん臣しん委員、空くう征せい係の手が空あいていたら、武蔵の航こう路ろ予測を五本は立てさせろ。

　あと、俺おれが後で言うルートも検けん討とうしろとなあ」

「独自ルートがあるのかね？　元少年」

「松永が動くならば、その可能性が高い。あの男は、〝己おのれが見て面白い方〟に何でも動かしたがるからな。武蔵を気に入ったなら、それを簡単に潰つぶそうとはせんさ。

　破は壊かい者しやの流りゆう儀ぎってやつだ」

「流儀？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とインノケンティウスは応こたえた。

「破壊者は、常に最大の破壊を望む。将しよう軍ぐん、東とう大だい寺じ、……どちらも武ぶ士しと仏ほとけの象しよう徴ちようだ。だから松永は、武蔵を大事に扱うだろう」

　何な故ぜなら、

「武蔵は極きよく東とうの象徴だからなあ」

「……最も効果的なところで、それを壊こわすと、そういうことか」

「恐らくはなあ。……だが一つ言えるのは、まだ、武蔵は極東の象徴になり切れてはいないということだ。何しろ、関かん東とう勢を認めさせてはいないし、東とう北ほく勢も同様だ。

　だから松永は、武蔵をまだ、率そつ先せんして壊そうとは思わないだろう」

「それは、君の望みかね？　元もと少年」

「推すい測そくを話しているだけだがなあ」

　苦く笑しようして、とインノケンティウスは指を鳴らした。

「話を変えよう。──ガリレオ、先ほど貴き様さまから聞いた情報、確かく認にんはとれたか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とガリレオが、量の多い髭ひげを揺らして首を下に振る。

「羽は柴しばの旗き艦かん、──姫ひめ路じ城じよう・白しら鷺さぎが、ステルス状態に入ったと」
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　成なる程ほど、と、インノケンティウスは頷うなずいた。

「近い内にこちらに来る、ということか？　……まあ、こちらの方も、特とく征せい係や渉しよう外がい委員の対たい国こく係などからの情報を得ている。P. A. Oda内なので不確かではあるが、羽柴の所有艦かん隊たいである長なが浜はま艦隊や墨すの俣またもステルス航こう行こうで動き出したとかなあ」

　インノケンティウスは舌した打うちを床に落とす。水を煽あおり、

「P. A. Oda領りよう内ないは、その重要拠きよ点てんとなるとステルス障しよう壁へきのドームで覆おおわれ、関係者でもなければ出入り不能となっている。それもかなり莫ばく大だいな地域が幾いくつも、だ。

　たとえば黒こつ海かいでもある琵び琶わ湖こなど、その大たい半はんがステルス障壁に覆われ、航空艦コラツツアーアの建けん造ぞうドックに成っているそうだが、……確かく認にんが出来んのだよなあ」

「気になるかね？」

　当たり前だ、とインノケンティウスは表示枠コルテチエフイルマのIZUMOを叩たたいた。

「元々、IZUMOはこの土地にいた尼あま子こ家けの管理下にあった。尼子は帝みかどに親ちかしい家でなあ。元は天あま子こ家とも名乗っていたのだが、出雲いずもの管理を帝みかどから請うけ負って尼子となったわけだ」

「だが、それは毛もう利りに侵しん攻こうされるな？」

「そう、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと組んだ毛利の侵しん攻こうに対し、自由を選んだIZUMOは中立都と市し化かを選び、その全ぜん域いきを浮ふ上じよう。更さらには六護式仏蘭西に敵てき対たいする英国イギリスと繫がりを持ち、英国の改修を行ったわけだなあ。

　毛利と六護式仏蘭西は尼子家の旨うま味みが消えたことから進行速そく度どを緩め、完かん遂すいしたのは二十年ほど前だ。しかし──」

　しかし、

「十年前から以後にわたり、尼子残ざん党とうを支援したのはP. A. Odaの羽柴だなあ」

「ならば、尼子側に遺のこされていたIZUMOの技術を、P. A. Odaは持っているだろうな」

「古い技術だから、現在では使い物にならん。だが、──現在の基礎となる技術だ。解わかるか？　今、最新の技術をいきなり得ても、部品のコピーすらろくに出来ずに終わるだろう。だが、基礎の技術を確保し、最さい新しん技術と比ひ較かくしながら発展させたならば、どうだ？」

「君が時とき折おり、図書館で古こ文もん書じよの攻こう撃げき術じゆつ式しきばかり探っているのはそういうことかね？」

「教きよう皇こうの攻こう撃げき術じゆつは派は手でであり、そして強く効きいて由ゆい緒しよ正しくなければならんからなあ」

　インノケンティウスは一ひと息いきをつく。

「基き礎そ技術は昔のIZUMOから。最新の技術は、三み河かわから受け取っているのが羽は柴しばであり、P. A. Odaだなあ。そしてこの時期、築ちく城じようは流行し、航こう空くう戦せん艦かんの建造にはネタが事欠かぬ。

　信のぶ長ながの居きよ城じよう、琵び琶わ湖こ畔はんに建つ巨きよ大だい城じよう郭かく〝安あ土づち城〟は、どうなっているのか。

　……琵琶湖周しゆう辺へんは、ここ数年、ステルス処理されて内部が不明だというが、既すでに建造してステルスで飛ばれていたら、厄やつ介かいだろうになあ？」

　小さく笑って、彼は表示枠コルテチエフイルマを消した。身を起こし、軽く肩を回す。

「まあ、用意有る我々より、武蔵むさしは大変だろう」

「そうなのかね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、何しろ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国がこちらとの対決に動き出したならば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは三十年戦争の負ふ担たんが減る。──六護式仏蘭西は、明日あしたのIZUMOに注力してくるというわけだ」

　はは、と教皇総長パパ・スコウラは笑った。

「欧おう州しゆうの最強国となることが決められた国。傭よう兵へい団だんや騎き士しの歴史にしがみつかず、国軍としての国戦隊を大だい規模に構え始めた六護式仏蘭西相あい手てに、──武蔵むさしはどうするかなあ、おい？」







[image: 第十八章『日向の日陰好き達』]
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　里さと見み・義よし康やすの朝は早い。筈はずだった。

　いつもは朝の三時に起き、顔を洗って教きよう導どう院いんの周囲を走った後、剣の鍛たん錬れんを行い、沐もく浴よくの後に皆を叩たたき起こして朝食とする。

　だが、今日きようは、完全に眠ねむ気けが上回っていた。

　半はんぼやけの頭が見ているのは飾り紙の貼はられた天てん井じようで、室内はまだ夜明け前の暗さのままだ。だが、どこからか鶏にわとりの声や、何かが動く音が聞こえており、

　……どこだっけ、ここ……。

　身が沈み込む敷しき布ぶ団とんと枕まくら。頰ほおまで上がってくるような掛け布団も、里見にはないものだ。ぼんやりとした意識が、まず、現状を理解するために記き憶おくを持ってくる。

　確か昨夜、あれからまた酒飲みが始まり、氏うじ直なおの安い挑ちよう発はつに乗ったのがいけなかった。前後不ふ覚かくにはならなかったが、義よし頼よりが全ぜん裸らと話し合って、「じゃあ、少々武蔵むさしの世せ話わになるか」というのが決まって、つまり今は来らい賓ひん状態だ。

　来賓か。

　……じゃ、寝てていいのか。

「いや駄だ目めだろう!?」

　と、飛び起きようとした瞬しゆん間かんだ。天てん井じようをいきなり突き破って、巨きよ軀くのミイラが大だいの字じに降ってきた。破は砕さい音にのって響ひびくのは、ドアを開けて板カード片手に入ってきた武蔵総そう長ちようの、

「おはようございま──す！　モーニングサービス〝早朝ファラオの目覚め〟で──す！」

　埃ほこりくさいボディプレスを受け、義康は、ぎから始まる悲鳴をあげた。
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「何だか、艦かん首しゆ側の外がい交こう街から悲鳴が聞こえた気が」

　朝の鍛錬として各かく艦かん上じようを走っていた青ジャージのアデーレは、薄明るくなってきた空の下で多た摩ま艦首の方を見た。と、横を走っていた水色ジャージのミトツダイラが半はん目めで頷うなずき、

「まあ、昨夜に約束していたアレでしょう。里見の生徒会長が酔よっ払ってたので、総長が〝明日あしたは起こしてやろうか？〟と言ったら、〝別にそんな必要はない！　朝三時までに必ず起きるからな！〟って。……今いま四時ですが、一時間しっかり用意して踏み込んだのでしょうね」

「うちの連れん中ちゆう相手に約束事するとは、里見の生徒会長も解わかってないですよね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄジヤツジ．、と二人は頷うなずき、走ろうとする。

　しかし、ふと、二人は同時に空を見回した。

　東西と南北に布ふ陣じんする艦船の影は、

「……昨夜よりも増えてますわね」

「ローテーションで交代しているようですけどね。話によると、西側の陸りく港みなとに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの主力艦かん隊たいが着ちやつ港こうする準備をしているとかで。旗き艦かん〝狩猟館パンシヨン・ベルサイユ〟も来てるから、結けつ構こう派は手でなことになりそうですね」

「面めん倒どうですわね……」

　とミトツダイラがつぶやいたときだ。

「あれ？」

　とアデーレが、走り掛けようとした足を止めた。横のミトツダイラも首を傾かしげて足を止め、

「何ですの？　まだ、犬達が起きて合流するには早いと思いますけど」

「あ、いえ、ほらアレ。浅あさ間まさんと第六、第一特とく務む達が……」

　アデーレが指し示した方向。ミトツダイラが見る先には、外そと舷げん側のテラスがある。

「アルマダの海かい戦せんで破は壊かいされて、補ほ修しゆう中だった場所ですが……」

　その手て前まえ側、まだ開いていない軽けい食しよ屋くや台たいの陰に、浅あさ間まと直なお政まさ、そして点てん蔵ぞうがいる。

　三人は、外舷テラスの方を窺うかがっていた。彼女達が見る先、そこにいるのは、

「……ノリキさんと、……小お田だ原わら総そう長ちようの北ほう条じよう・氏うじ直なおさんですよね、あれ」
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「智とも？」

「ぅぁぁぁぁぁぁ!?」

　いきなりの背後からの声に対し、思わず上うわ擦ずった声をあげてしまった浅間だが、振り向き、相手を確かく認にんする。と、

「──な、何だ、ミトに、アデーレですか」

「？　何してるんですの？　三人で」

　問いかけに、浅間は鼻の前に人ひと差さし指ゆびを立てた。

　……どう説明したものでしょうか。

「覗のぞきじゃありません」

「……いきなり保ほ身しんから入りましたわね？」

「いえ、まあ、出しゆつ港こう前に各地の歪ゆがみを祓はらっていたわけですよ、マサの見立てもつけて。そうしたら、……いいですか？　そうしたらですよ？　ミト、アデーレ」

「いや、あの、何なに故ゆえに早朝神象テレビ番組のノリなんですか浅間さん。……でもまあ、とりあえず、何かいろいろ祓っていたら、ノリキさんと北条さんの密みつ会かいに出で逢あってしまったと？　それでまあ、読どく唇しん術じゆつなど出来る第一特務を呼んだ、と？」

　話が早い。だから真剣な顔をして頷うなずけば、へえ、と言いつつ、ミトツダイラもアデーレもそちらを見る列に加わってくる。二人とも隠かくれる位置に迷わず入るのはどうかしているが。

　しかし、連れん帯たい感、という言葉を浅間が思っていると、また背後から声が来た。

「おい、お前ら、そんなとこで何やってんだ？」

「あれ？　正まさ純ずみ、そちらこそ、何です？　ジャージで……」

「ああ、私の方は、ほら、倒れたりで身体からだ弱い気がしたから、鍛きたえようとな」

　……その途と中ちゆうで倒れるんじゃないでしょうかコレ。

　ツキノワがいるから、何かあったら連れん絡らくが来るだろうかと、そんなことを思っていると、正純は首を傾かしげて近寄ってきた。

「で、何だ一体」

　ええ、と浅あさ間まは頷うなずいた。

「覗のぞきじゃないですからね？」

　説明し、成なる程ほどと、正純に頷かせた。そして正純も少し考え、

「よく解わからんが、どういうことなんだ？」

　と、列に隠かくれて加わる。すると、また背後から、

「む？　貴き殿でんら、一体、何をして御ご座ざるか？」

「え？　あ、二ふた代よ、……覗きじゃないですよ？」

　説明する。と、その間に、

「おや、浅間様、──ほら宗むね茂しげ様、見てください。これが覗きというものです」

「へ、へえ……、誾ぎんさん、物もの知しりですね」

「いや、あの、覗きじゃなくてですね？　これは諜ちよう報ほうの一種でして」

「──あれ？　アサマチ何やってんの？　ナイちゃん達混まぜられる？」

「マルゴット、解らない？　あれ、エロ同どう人じん誌しを拾って皆で鑑かん定ていしてるのよ」

「いや、あの、そうじゃないですし、覗きでもないですからね？」

　ええと、と浅間が言葉を作った瞬しゆん間かんだった。

「ふうむ、何かまた貴き様さまらは面めん妖ような。拙せつ僧そうに説明してみるがいい」

「あー……、とりあえず覗きじゃないですからね？」

「フフフこのステルス巫み女こ！　そんなところに隠れて何してんの？　仲間にしなさい！」

「いや隠れてるって言うかあー……。覗きじゃなくてですねえー……」

「あれ？　余よは昨夜から閉め出されて放ほう浪ろう中ちゆうなんだけど、皆、何してるの？」

「ああ、大変ですね東あずま君。言っておきますが私達は今──」

「の、のぞ、……き？」

「ち、違います！　違いますからね鈴すずさん!?　そんな言葉、めっ」

「ん？　アサマチ、どうしたの？　あ、ほら、シロ君、御ご来らい光こう土ど下げ座ざの練習はいいからちょっと見てよ」

「ふむ。金になるのか？　録ろく画がはしているか？」

「……何ですかその犯はん罪ざいすれすれは……」

「おやおや浅あさ間ま様、ホライゾン、現在出しゆつ勤きん中なのですがノーゾキですか？」

『のぞき？　のぞき？』

「いや、ホライゾンも黒くろ藻もの獣けものも、そういう悪い言葉を憶おぼえない方が」

「あの、点てん蔵ぞう様がこちらに……、ええと、お仕事中ちゆうですか？」

「あ、はいっ、仕事です。覗のぞきじゃありません！」

「あれ？　浅間君、何を覗きしてんの？　同どう人じん誌しのネタにされるよ？」

「いや、ネシンバラ君、あのですね」

「はははネンジ君！　見て御ご覧らん！　絶ぜつ好こうの爽さわやか朝日スポットだよ！　先せん客きやく多いね！」

『ふうむ、貴き公こうらも朝日を拝はい謁えつしにきたのであるかな？』

「いや、別に、どっちかって言うと……」

「カレーですネ──」

「幼よう女じよですか!?」

「ち、違いますよ！　そうじゃなくてですね!?」

「…………」

「…………」

「おいおい浅間！　何ぺーやんと静かになってんだよ!?　それよか覗きしようぜ覗き！」

「何だかもう、覗きでいいです……」

　どうして皆揃そろって来ますかねー、と内ない心しんで肩を落とし、前を見る。

　すると、ノリキと北ほう条じよう・氏うじ直なおが、言葉を交わし始めていた。浅間は、はっとして、

「て、点蔵君！　点蔵君！　ハイ！　録音スタート！」

「……浅間殿どの、ノリノリで御ご座ざらんか？」





●






　点蔵は、やれやれと思いつつ、意識を標ひよう的てきの口元に集中する。

　聞いた話では、北条・氏直はその身体からだを自じ動どう人形のものとしているとのことだったが、

　……生せい体たい式しきなので、喋しやべるのは人間と同じで御座るな。

　だから、こちらも口を動かす。相手の唇くちびるの動きと同じ動きをとり、喉のどから息を出す。すると、相手の言葉がアイウエオの母ぼ音いん発音でとれるため、

　……あとは、喋っているであろう言葉を予測で合わせていくので御座る。

　訓練の初期では、母音の並びを紙に写しとり、その母音から喋っている内容を予測する。

　それが出来るようになっていけば、会話のパターンもつかめていき、リアルタイムで変へん換かんが出来るようになっていく。そして経けい験けんを積めば、実じつ践せんとして、

『──よろしいですか、のりきさま。さがみももうおちついてきているのれす』

　おお、と皆が驚きの声をあげる。

　称しよう讃さんで御ご座ざるな、素晴らしい、と点てん蔵ぞうが思うなり、喜き美みが静かな声で、

「フフフ、素すで言うけど犯はん罪ざい級ね。最後嚙かんだし」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　しょうがねえだろ、テンゾーなんだから最後嚙むんだよ！　それがコイツのキャラづけなんだよ！　──それがウケるって英国イギリスで気付いたからな！

　きっとコイツ、自じ己こ紹介するときも、テンゾー・クロスユナイチョとか言うんだじぇ？」

　……だ、誰だれがそんなこと決めたで御座るか!?　というか少し美味おいしいネタ……！

　横のメアリも、

「まあ、それはちょっと可愛かわいいですね」

・約全員：『うわあ……っ』

　此こ奴やつらは、と点蔵は思いながら、言葉を続ける。それは氏うじ直なおの言葉で、

『もう、しゅうさんねん。もどってこられてもいいのでは？』

　答えるのはノリキの口の動きだ。

『いまはらかえるいみもない。おやもおなじだ。ここでやっていくと。だいたい──』

　ノリキと同じタイミングで点蔵は息をつく。

『おれもおまえも、ちがっていて。おまえはだけどただしいとみとめられた』

　ふうん、と頷うなずいたのは、アデーレだ。彼女は顎あごに手を当てながら、

「……何だか真剣ですね。自分達の芸げい風ふうと違うような……」

「あ、あの、アデーレ？　私達だっていつも真剣ですのよ？　ねえ？」

「あれ？　ナイちゃん見るに氏直が元気なくなくなくない？」

「な、流されましたわ！　流されましてよ!?」

　と、氏直が一いつ瞬しゆん俯うつむき、しかしすぐに顔を上げた。そして、

『────』

「上う手まいねクロスユナイト君！　吹き替え行けるよ！　次アドリブ行こう！　変形唯ゆい一いつ神しん動どう画がの〝トランスファーザー〟のノリで！」

「何か段々と別のイベントになってきてないさね？」

　だが、氏直が胸の前で手指を組んだ。

　そして彼女は、ノリキに対して訴えるように口を開け、

『らめええええええええええ──』

「ち、違うで御座るよトーリ殿どの！　何勝かつ手てに横に来て言ってるで御座るか!?　って、あ！　しもうた、逃したで御座る！」

『のがしちゃらめええええええ、って、あ、こら、何だテメエら！』

　らで始まる抗こう議ぎと悲鳴を、皆が背後で練るように作り始める。が、既すでに話は終わっていた。ノリキが手も振らずに背を向け、氏直が、小さく両の拳こぶしを握って、

『まってますから……』

　口で言いつつ、迷ってしまい、最後の〝！〟を表現し忘れた。

　しかし、こちらの右横、メアリがやってきて、こう告げる。

「あの、点てん蔵ぞう様」

　こちらにだけ聞こえる声で、ささやかれた。

「……何かあったら、私、手て伝つだいますので」

　それは、こちらを手伝うのではなく、ノリキか、氏うじ直なおを手伝うと、そういうことだろう。

　……そうで御ご座ざるな。

　自分達も、片方は待って、片方は行って、手伝いを得て答えを得たのだ。だから、

『…………』

　残された方の吐と息いきを、点蔵は深く再現しない。

　吐息の意味は本人が大事に持つもので、外の者が感じてはならないとも思うからだ。だから、点蔵は皆に対して一ひと息いきついて、

「──というところで御ご座ざろうな」
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　点蔵は、皆に対して肩をすくめてみせる。

「とりあえず、こんなところで、他には何の懸け念ねんも無いかと。ノリキ殿どのが氏直殿と知り合いだったというのは、流石さすがの皆も知らぬことでは御座ったが……」

　武蔵むさしに来る前のことは、己おのれから話さぬ限りは不ふ問もん。それは武蔵上で生活する者の不ふ文ぶん律りつだ。

　だから、小しよう等とう部ぶからの付き合いがある自分達にとっては、小等部以い後ごが全てとなる。

　それ以前のことは、気にしない。

　それゆえに、

　……ノリキ殿は、背を向けたので御座ろうな。

　彼は、過去に何かあった相模さがみの繫つながりよりも、こちらの生活をとった。

　ここ最近になって、仕事と自分達との付き合いを両立し始めたノリキだ。少なくとも、末まつ世せの解決か、卒そつ業ぎようを完かん遂すいするまでは、こちら側で御座ろうと点蔵は思う。

　と、そんなこちらの思いに気付いてか、ナルゼが小さくつぶやいた。

「ま、卒業後の進路は、知ったこっちゃないけどね。

　そして、その行く先で何かあっても、知ったこっちゃないけど。だけど──」

　苦く笑しようして、

「知ったら、卒業後の暇ひま時間使って、どうにかしてやるかもしれないけどね」

　こちらの横、伝わってくるメアリの身から、わずかな力が安あん堵どに抜ける。すると、不ふ意いに皆の向こうから声がした。

「何をしておる？　貴き殿でん達は」

　里さと見み・義よし康やすだ。彼女は、各部のハードポイントにインナースーツの布ぬの地じ部分とタイツだけをつけた急ぎの格かつ好こうで、肩には上うわ着ぎを、手には木ぼく刀とうを下げている。
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「すまんな。そちらの総そう長ちように用があって探しているのだが──」

　義康が持つ木刀に、正まさ純ずみはこう思った。ああ、これが普通の反応だよなあ、と。

　だが、他国の生徒会長にこちらの馬ば鹿かを引き渡すわけにはいかない。

・未熟者：『そうだね、既すでに簀す巻まきにしたから、ほどくの面めん倒どうだし』

・副会長：『本人は〝海苔のり巻き〟と言っていたが、今はどこに』

・あさま：『あっ、ペルソナ君、それですよそれ、今、座ってるそれ！　すいません、〝中身あります〟って張り紙し忘れてたもので』

　ともあれ位置は確かく認にんできた。正純は皆と一いつ緒しよに位置をさりげなく変え、海苔巻きを義康から隠かくす。そして、

・副会長：『里見に引き渡したらどうなると思う？』

・○べ屋：『そういえば、ミノ踊りって、昨日きのうの松まつ永なが公こうが考案したんだっけ』

・ベル　：『あ、ゲーム、……たくさん、おどらせた、ね』

・あさま：『鈴すずさん、全日クラスのハイスコア出したんでしたっけ。いいですね』

　……いいのか？

　ともあれ鈴も、発言や、手て指ゆびで宙に書いた文字を表示枠サインフレームで読みとって実況通神チヤツトに参加するようになっている。少し反応が遅いのは仕方ないが、外げ道どうな連れん中ちゆうが多い書き込みの中ではいい清せい涼りよう剤ざいになっていると、正純はそう思う。

　でもまあ、と、正純は義康を見た。

「うちの馬鹿に用とは？」

「ああ、朝からぶちかましてくれてな」

・銀　狼：『やっぱり……』

・煙草女：『まあ、他国に渡すといいことないさね。何しろ、どのくらい馬鹿かが理解できてないから、掛ける罰ばつが軽くなる可能性があるさね』

・傷有り：『武蔵むさしの総長さんは、随ずい分ぶんとお強いんですね……』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいた正純は、踵かかとで簀巻きを蹴けって隠れ場所にしていた軽けい食しよく屋やの壁にぶつける。と、義康が首を傾かしげ、

「それは？　……何やら、人が入っているようだが」

　しまった見えたか。

　否いや、長ちよう寿じゆ族ぞくは耳が聡さとい。音かもしれんな、とそう思いつつ、

「物ぶつ騒そうなことを言うな里見生せい徒と会長、これは──」

　言葉を選び、正まさ純ずみは言った。

「人として扱うべきではないものだ」

　そうです、と言ったのは、メアリだ。彼女は頷うなずき、真剣といえる顔で、

「これは、……武蔵むさしを護まもる大だい精せい霊れい〝湿った手の男ウエツトマン〟です」

「……その割には、随ずい分ぶんとぞんざいな扱いのようだが……」

「ああ、漬つけ物と同じだ。絞しぼって漬けて長く置いた方が良くなるのだ。──都つ合ごうが」

・十ＺＯ：『無む茶ちや苦く茶ちや余よ計けいなこと言って御ご座ざるよ正純殿どの？』

　あまり噓うそはつけない性格なんだよー、と、正純は内ない心しんで吐と息いきする。

　ともあれ、首を傾かしげながらも、義よし康やすが肩を下げた。馬ば鹿かを追うのを諦あきらめたらしい。

　朝の寒さに身も冷めたのだろう。薄うす着ぎで平気で外に出られるのは武ぶ神しん乗りの特とく徴ちようだな、と正純が思っていると、不ふ意いに義康が、

「……北ほう条じようの鬼き女じよか」

　彼女の視線の向く先、氏うじ直なおが、歩き出している。

　去っていくのだ。
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　自じ動どう人形の身体からだを持った鬼女が、自分の宿たる外がい交こう館かんの方へと去っていく。

　鈴すずは、氏直の足音を微かすかに聞いた。

　……元気ない、ね。

　胸を張って、前を見ている歩きなのは解わかる。が、足がベタ付きだ。

　気落ちすることがあったのは解る。それが何かは解らないけど、どうしてそうなったかは解っている。

　……ノリキ君、こっちを、選んだから……。

　詳しくは解らないが、結局は、氏直が選ばれなかったと、そういうことなのだろう。

「北条も大変な状況ではあるな」

　里さと見みの人の声が聞こえる。

「小お田だ原わら攻ぜめが近く、しかし、領りよう民みんが多た種しゆ族ぞくに分かれているため、いろいろなことの意見の統一が取りにくい。あの鬼女が身体を自動人形化したのも、病弱であったという他に、弱い君くん主しゆ、女性の君主、というイメージを払ふつ拭しよくするために先代が押しつけたものと聞くが──」

　一ひと息いき。

「人間の、確かな重じゆう臣しんがいればな。──人じん材ざい不足はうちも同じか」

　その言葉に、鈴は首を傾かしげた。自分は人間で、どこにでもいるような存在だが、

「ひと……、だと、いい、の？」

　は？　という里見生せい徒と会長の声がこちらに向いた。ややあってから、声は、ええと、と迷い、

「あ──……、誤ご解かいをしないで欲しいのだが、やはり、極きよく東とうの最さい大だい人数種しゆ族ぞくは人間なのだ。

　いろいろな国や企き業ぎようとの交こう渉しよう、民たみへのスポークスマンとして、親しみが得られるのは、やはり人間なのが確かなところだ。恐れや敬うやまいは別の種族が担たん当とうすればいいことだしな。

　ただ、……私も少しそのケがあるが、自分の種族に誇りもあってな」

「たいへん、……だ、ね」

「え？　あ、ああ、まあ、何というか」

・あさま：『鈴すずさん！　鈴さん！　その調子で引っ張って下さい！　今、こっちは簀す巻まきを床掃そう除じの振りして転がしてますから！　ナイト、箒ほうきでもうちょっとゴリっと！』

・金マル：『あ、やば、坂入ったかな。転がり出しちゃったけど』

・煙草女：『あれ？　そっち、床ゆか補ほ修しゆう中で抜けてて、下の動物園のワニ池に落ちるさね』

　わあ、と幾いく人にんかが走り出した音と声が聞こえる。

　だが、鈴は、里さと見みの生徒会長という人から注意を剝はがさなかった。彼女は、どうもこちらが感じる限りでは、先ほどの北ほう条じよう・氏うじ直なおの去る態度を気にしているからだ。

　彼女の視線は、もはや気け配はいの感じ取れない氏直の方をそれでも追っているようだし、足はどことなく、どこに行っていいものかどうか、迷った踏み方をしている。

　いい人だね、と鈴は心の中で結けつ論ろんをして、問いかける。

「北条、……大変？」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　思い出したように、しかし確かな声が来た。

「北条は世界各かつ国こく側がわにおいては印度インド諸しよ国こく連れん合ごう。そして印度はムガール朝ちようでムラサイだ。つまりムラサイのP. A. Odaと繫つながりがあるため、小お田だ原わら攻ぜめで滅ぼされる北条にとっては、敵を導き入れるお膳ぜん立だてが出来ているに等しい。

　だが、……各かく種族代表の足並が、権けん益えきや、保ほ身しんのためにまとまらぬようでな」

　十九、二十年前だ、と里見の生徒会長が言った。

「北条の頭とう首しゆの妻が子を得て、そして重じゆう臣しん──、数少ない、鎌かま倉くら以来から続く人間の重臣も、妻が子を得た。そして頭首と重臣は、あることを決めたのだ。

　次じ代だいの子、北条・氏直が産まれたら、重臣の子は、その妻として、……いずれ松まつ平だいらから輿こし入いれする姫ひめを先に北条側で襲しゆう名めいしようとしたのだ」

「それ、……どういう、こと？」

　周囲、皆も振り返る気け配はいがある。

　だからというように、義よし康やすは腕を組んだ。吐と息いきし、

「まあ、北条について調べれば、すぐに解わかることではあるが」

　それ以上のことを言わない、という口く調ちようで、彼女は言った。

「異い種族ばかりの北条だが、頭首の一族の妻に人間を迎え、権益や保身で騒ぐ多種族代表を一段下に置こうとしたのだ。そして松まつ平だいらの姫ひめを先に北ほう条じよう側がわで襲しゆう名めいさせることで、極きよく東とう側の色を濃くし、ムラサイの影えい響きようを剝はがそうとしたわけだな。

　これは、松平との繫がりを北条側から作ってしまおうと、そういうことでもある。

　──だが、多た種しゆ族ぞく派はの家か臣しん達が、自分達を追い落とす作さく為い性せいが高いとして詰め寄った。小お田だ原わら攻ぜめを早期に行おうと脅おどす者も出たらしい。そして、一つの取り決まりが為なされたのだ」

　それは、

「作為性が無いことを証明するために、生まれる子供の性別を、先に調べぬことにした」
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「待て」

　性別、というところで、胸の疼うずきのようなものを得て、正まさ純ずみは声を掛けた。

「その話、どこまで確かく証しようがある？」

「その言げんだと、噂うわさで聞いたことはあるようだな？」

　その通りだ。聖せい連れん発行の各教きよう導どう院いんの生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうの年ねん鑑かんには、そのような裏うら事情は書かれない。が、補ほ足そくするように情報草そう子しが書店に並ぶ。

　そこで見ていた興きよう味み本位の情報が、

「……真実なのか？」

「調べれば解わかることしか、言わないようにしている」

　と、義よし康やすが、一ひと息いきをつく。次に告げられるのは、

「頭とう首しゆが望んだとおり、生まれる子が男で、そして重じゆう臣しん側の子が女であるならば、もはや頭首の望むことに異い存ぞんはなし。しかしそうではないならば、北条の天てん命めいとしてあるがままに任せると、そういう約束がなされ──」

　結果は、少なくとも、北条頭首の方については解っている。

「生まれた子、氏うじ直なおは、あの通りの女でな。体も弱く、成長しても短たん命めいではないかと言われた。それに賭かけたのは頭首で、その子に北条を譲ゆずることを決めたのだ。

　だが、家臣団だんは、代だい償しようとして、……人間の重臣を北条から遠ざけさせた」

「その後に、氏直は、……己おのれの身体からだを自じ動どう人形に？」

「腹ふく心しんもいなくなった以上、家臣団に対し、不備のない頭首でなければいけなかったからな。正式襲名は、氏直が十歳さい頃ごろのことだったと聞いている。体が弱く、短命の子ならどうとでも出来ると思っていた家臣団は、──今や前の頭首以い上じように、氏直に従っているそうだ」

　しかし、

「北条から去った重臣は、異い国こくの地で身分を捨てて家族を増やし、……そして氏直が正せい式しき襲名したときに自じ害がいしたそうだな」

「────」

「重じゆう臣しんの子も、姫ひめではなく、男として生まれていてな。襲しゆう名めいしようとしていた姫、松まつ平だいら・元もと信のぶの娘である督とく姫ひめの名を名乗ることなど出来ず、しかし、己おのれの現状を、その名に字あざな置いた」

「それは？」

　義よし康やすが、ああ、と頷うなずいた。

「政せい争そうに敗れ、武蔵むさしに乗船して去った姫。〝乗去のりこ〟もしくは〝乗のり姫ひめ〟と書くのか。──どちらもノリキと読めるな」
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　義康が告げた内容に、皆はいそいそとスクラムを組んだ。うん、と頷きあった上で、

「……あまり聞かない方が良かった気もしますが、まさかノリキ君がネシンバラ君の小説に出てきそうな立ち位置のキャラだとは」

「ああ、解わかる解る。こういうメガネの男おとこ作家ってすぐに〝実は王おう家けの〟とか〝身み分ぶんを隠かくして〟とか〝実は名がある実力者の〟とか、そういうの好きよね。クラス全員それだったら引くわ。あ、うちは平へい民みんの出だからパスね」

「お、女おんな作家の方がそういうの多いよ！　酒場で出会った男が王家とか御おん曹ぞう司しとか！　一晩のアバンチュールじゃないっての！　証しよう拠ことっておいて男の方をユスれよ！」

「はあ？　そんなネタしないわよ別に。酒場で会った男が実は触しよく手しゆだったとかは描くけど」

「……ナイちゃんたまにガっちゃんの芸げい風ふう見失うときがあるかな？」

　というかですね、と言ったのはアデーレだ。

「自分、ホライゾン副ふく王おうや水み戸と松平の第五特とく務むがいるだけで充分すぎるくらいに貴き族ぞくインフレだと思っていたんですが」

「んー、私やシロ君も権力系けいで言うとインフレ側かなあ。御お広ひろ敷しき君もあれはあれで御曹司だし、アサマチだって浅あさ間ま神社の跡あと取とりりよね」

「フフフ、権力者か無む職しよくしかいないような気がしてきたわね。でもまあ、襲名者目め指ざすとそうなりやすいものだし、うち、何だかんだで一国の代表教きよう導どう院いんだしねえ」

　皆は、ちらりと里さと見み・義康を見て、上から下まで眺ながめ、

「権力者かあ……」

「な、何がだ？」

　顔を戻す。うん、とアデーレが頷き、

「……自分、権力者でも薄いものは薄いという真理を悟さとりました。昨夜の義よし経つね公こうもそうですよね。実はそっちの方が人間としての将来性せいがあるとか！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私も英国イギリス戦で体感しましたが、薄い方が生存率りつが高いのは確かですわ！」

「つうか薄くて良いのは実は長ちよう寿じゆ族ぞくだけと違うさね？」

　皆、もう一度義康を見た。

「いや、だから、何がだ貴き殿でんらっ」

　顔を戻す。と、アデーレが膝ひざをつき、

「……種しゆ族ぞく差さを失しつ念ねんしてました。自分、もう、駄だ目めですかね……」

「ア、アデーレに誰だれか気き付つけ薬ぐすりを！　みるみる効くようなのを御お願ねがいしますわ！」

「そういうときはカレーピラフですネ──」

「素直にカレー出せやあ──!!」

　ともあれ、と言ったのは点てん蔵ぞうだ。彼は左腕をメアリに浅く抱かれながら、

「まあ、ノリキ殿どのと氏うじ直なお殿、両者のそれぞれに何かあったら、手と気分の空あいてる者は手助けすると。……そのあたりが、我々にとってはいいので御ご座ざらぬか？　事情を知ってしまったワケで御座るし」

　その意見に、御お広ひろ敷しきが頷うなずき、手を挙げた。

　彼は、点蔵とメアリ以外の皆とスクラムを組むと、姿し勢せいを低くして視線を交わし、

「何ですかね。小しよう生せい、……超ちよう勝ち組ぐみ逃げ切りの人間からこういうこと言われると、……余よ裕ゆう？　そんなものを感じてしまったりするのは、心が狭いのでしょうかね？」

「まあ、点蔵君も、まだ人生の波が沖おき合あいにある状態ですからね。浅あさ間ま神社の〝他人おみくじ〟に拠よれば〝順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。しかし、思わぬ事態に──〟だそうですから」

「な、何で御座るかそのエキサイティングおみくじ！　あ！　皆みな買ってる！」

　まあまあ、と皆が姿勢を起こした。そして二ふた代よが、義よし康やすの両肩に手を置いた。

「何かあったら拙せつ者しや達に言うで御座るぞ？　薄くても、当方にだって経けい験けん者が御座る。生まれたときから巨きよ乳にゆうはおらぬ。──ああ、拙者、今、いいこと言ったで御座るな」

「国こく際さい問題で訴えて良いか？」

　大体、と義康が腰に手を当て、

「貴き様さまら、余よ裕ゆうだな？　午後には六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国が攻めてくるというのに」

　ならば、と正まさ純ずみは苦く笑しようした。

「……里見生せい徒と会長──」

「義康でいい」

　と、少し離れた位置で、ヨッシーね、と喜き美みが言って、義康が慌あわてて振り向く、

「あ！　こら！」

「ヨッシーで決まりだな」

「ええ、これは間違いなくヨッシーですよね」

「ああ、ヨッシー以外に何があるさね」

　皆の遣やり取りに、誾ぎんが宗むね茂しげに振り向いた。

「ムネムネとかシゲオとか、勝かつ手てに決まらないで幸いでしたね」

「武蔵むさし総そう長ちようにはシゲさんとかムネ夫とか呼ばれてますけどね」

　意い外がいと普通だな、と皆が呟つぶやき、そして正まさ純ずみが小さく咳せき払ばらいした。

「しかしまあ、里さと見み生徒会長、貴女あなたとて、帰国の用意をすぐにせずにいるのは、やはり随ずい分ぶんと余よ裕ゆうのように見える」

「──北ほう条じようとて同どう様ようだ。里見としての判はん断だんはまだ為なされていないが、少なくとも、武蔵むさしの出港までは付き合う予定だ。貿易を言い訳わけにここに来ているが、どちらにしろ儲もうかるものでもないしな。少しは武蔵の戦せん闘とう能力などについて、土産みやげとなる情報などを持って帰りたい」

　そうだよね、と苦く笑しようしたのはハイディだ。

「シルクロード貿易って言っても、里見の李り氏し朝ちよう鮮せんからだと、……清しん武たけ田だを抜けるときに通行税ぜいかなりボラれるしね。その分、情報だったら税掛からないし」

　ハイディの言葉に、皆が肩をすくめたときだ。

　不ふ意いに、義康の横に、影が来た。

「……!?」

　二ふた代よが、ほぼ同時に振り向いた瞬しゆん間かん。声で反応した者がいた。それはネシンバラの、

「あっ村むら雨さめ丸まる！　──画が像ぞう撮とっていいですか!?　ええと、里見・義よし頼より公こう！」







[image: 第十九章『空の渡り人』]
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「全く、大変な決意というものが、あったもんだねえ、〝武蔵むさし〟さん」

　と、奥おく多た摩ま艦かん首しゆ甲かん板ぱん縁べりの手すりに肘ひじをついて酒さか井いはつぶやいた。顔には笑えみはなく、眉まゆもどちらかというと据すわり気ぎ味みだ。

　そんな彼の背後、サイドテーブルを重力制せい御ぎよで用意した〝武蔵〟がつぶやく。

「だったら、受け取らねば良かったではありませんか、酒井様。──以上」

　そうは言ってもねえ、と、酒井は艦かん隊たいに囲まれた空へと視線を移す。そして、手に持っていた書類を掲かかげ、空に透すかし、

「聡さとい、というのも、厄やつ介かいなことだよねえ、〝武蔵〟さん。自分が何をすべきか、自分で勝かつ手てに決めていっちゃうわけだからさ」

　と、酒井は多摩の方を見た。そして遠く、見み透すかすような視線を向け、

「少しは、自分を表おもてに出した方がいいと思うよ？　里さと見み・義よし頼より君は」

「……それもまた、人の好きずきでしょう、酒井様。──以上」

〝武蔵〟は、サイドテーブル上に茶の用意を進めつつ、こう言った。

「今いま頃ごろ、義頼様は、皆様と合流されておられますか。うちの方達の芸げい風ふうをどう捉とらえられるか、非常に興きよう味みがあるところですが──」

　一ひと息いきをつき、彼女は言葉を作った。

「願わくば、全てが、良い方向へと向かうことを望むのみです。……さあ、酒井様、今日きようのお茶はIZUMOにて買った最新です。良い味であることを望みましょう。──以上」
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　多摩の外がい交こう街がいの一角。左外そと舷げんに近い位置にて、里見・義よし康やすは武蔵の一いつ行こうと共にいた。

　そして彼女は、不ふ意いに横に立った義頼が動くのを見ていた。

　彼は、村むら雨さめ丸まるを手に取り、武蔵書しよ記きに軽く手渡したのだ。

「まあ、何か参考になるなら見るといい。流石さすがに抜いて渡しは出来ないが」

　その動きはあまりにも気軽だ。ゆえに義康は、武蔵書記が両手で拝はい謁えつする横で、

「こら、それは姉あね上うえの……！」

「今は私のだ。──セイフティも掛かってるし、彼の受け取り方も礼に適かなっている。悪いことはないだろう。義康」

「気き軽がるに……！」

　名を呼ぶな、とも、村雨丸を渡すな、とも、どちらにも繫つなげられるところまで言葉を作り、しかし義康はその言げんを喉のどに飲んだ。今は武蔵の面めん々めんの前なのだと。だから、

「万まんが一いちがあったら如何いかがするつもりだ……!?」

　生徒会長が総そう長ちように言うならば、別に構わぬ台詞せりふだろう。だが、対する義より頼よしは、困ったような笑えみを見せて、

「そのときは、お前が木ぼく刀とうを持ってるだろう？　それでどうにかしてくれ」

「これは……、その……、護ご身しん用というよりも、攻こう撃げき用というか……」

　本気だったんだ……、という周囲の引き気ぎ味みの声と、武蔵むさし副ふく会長の「あれ？　フツーじゃないのか？」という台詞せりふに微び妙みような齟そ齬ごと理解を得つつ、義よし康やすはどうしたものかと俯うつむいた。

　義頼には、否いや、この男と姉には、いつも敵かなわないと、そう思う。そのときだ。

「それより早く着替えてこい。ハードポイントからの加か護ご供きよう給きゆうは武蔵に泊まるときの簡かん易い契約でしているだろうが、朝の寒さまで想そう定ていしていない筈はずだ」

　と、不ふ意いに彼の手がこちらの背を押した。

　その、いきなりの感かん触しよくと、手の重さと硬さに、

「……！」

　義康は、彼の手を振り払っていた。
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　……あ。

　軽く打って跳ね上げた彼の手の向こう。わずかに驚いた彼の顔がある。

　しまった、と、そう思った。何な故ぜならば、背を押す感触には、憶おぼえがある。それは、

　……姉ねえさんが、生きていた頃ころ──。

　教きよう導どう院いんからの帰り道。まだ中ちゆう等とう部ぶの自分にとって、既すでに生徒会や総長連れん合ごうに入っていた姉とこの人は、己おのれの誇りで、

「────」

　かつて、二人の間に入ったとき、話に夢む中ちゆうになって遅れた背を、よく押されたのだ。

　だが、払った拒きよ絶ぜつは、まるで、あの頃のことまで拒きよ否ひしてしまったようで。

　そして彼が肩をすくめ、

「すまんな」

　そう言って欲しくなかった。

　いろいろな思いを収めてしまう理由を、自分の中に作ってしまうから。だけど謝られた以上、こちらが何か言うことも出来ず、ただ、

「…………」

　無む言ごんで、行こうと思った。彼の指し示じした通りに。それが今の為なすべきだと。

　しばらくしてまた会ったとき、いつも通りにしていればいいだけだと。しかし、

「義康様」

　鋭くもない口く調ちようでこちらの名を告げ、打った手を宙で捕らえて握る者がいた。

　強い、と思える力でこちらの手首を握り、足を止めさせるのは一人の自じ動どう人形だ。銀の髪かみを揺らし、無む表情な視線を向けてくるのは、

「……武蔵むさし副ふく王おう、ホライゾン・アリアダストか？」

　口く調ちように八やつ当あたりの色あることは解わかっているし、この場を逃れたいだけだというのも解っている。だが、解っているがゆえに、尚なお更さらの一いつ喝かつで、

「一体何だ!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　武蔵の姫ひめが、静かにこう言った。

「ホライゾンも、その薄うす着ぎではお腹なかが冷えると思います」
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「？　おや、義よし康やす様、如何いかがされましたか？　いきなり膝ひざをついて。まさか──、冷ひええ症しよう？」

・あさま：『いやあ、……予想外がいというか予想通りというか』

・賢姉様：『フ、フフフ、我が未み来らい妹ながら、やってくれるわ。誰だれに対してもスローライフな総そう責ぜめよねホライゾン！　頼もしいわ！』

　ともあれ、とホライゾンは、側そつ溝こうからの、

『うすぎ？　ひえひえ？』

　という声に右の親おや指ゆびを上げて返し、義康を立たせる。その上で、ホライゾンは、半はん目めを迷い無く向けてくる義康に対し、

「あとまあ、……謝りましょう、義康様」

「な、何をだ？」

「貴女あなたの体調について思し考こうを割さいた方。それを拒きよ絶ぜつしたことに対してです。──別に、礼を言えというのではありません。その場合、ホライゾンにも礼を言わねばなりませんから」

「べ、別に謝ることなど」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンは頷うなずいた。成なる程ほど、とも言って、そして義よし頼よりに身を向けた。

「では、ホライゾンが、義康様さまの代わりに謝しや罪ざい致します。このたびは大変お日ひ柄がらも──」

　頭を下げようとするホライゾンを、わああ、と義康が止める。

「な、何な故ぜ、そんなことをする!?」

「簡単な判はん断だんです」

　ホライゾンは告げた。

「──為なすべきことを為さねば、後こう悔かいが残ります。それだけです」
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　義康は、武蔵の姫の言葉を聞いた。

「いいですか？　義よし康やす様さまが方針として謝しや罪ざいすることが出来ないと仮か定ていし、ここではホライゾンが謝っておきますので、義康様は先ほどの件を後こう悔かいされたならば御ご一いつ報ぽう下さい。そのときはホライゾンが、御安心を、と、そう言いますので」

「べ、別にそんなことしなくていいっ」

　ではどうなさいます？　と首を傾かしげたホライゾンと、側そつ溝こうから出てきている黒くろ藻もの影に、義康はちらりと義頼を見た。

　と、視線を逸そらして肩を震わせている義よし頼よりがいる。だから義康は、赤せき面めんの熱を感じながら、

「笑うなあ!!」

「ほうら、義康様、後悔したくなって参まいりましたね？　──まあ、恥はずかしいという感情はホライゾンには御ご座ざいませんので、そのあたりの詳しよう細さいとか機き微びなど不明なのですが、一いつ緒しよに謝罪いたしますので御ご負ふ担たん五割引びきということで宜よろしくお求め下さい」

　さ、というホライゾンの率そつ先せんした動きに、一テンポ遅れて義康は続いた。そして二人は、

「申し訳わけない」

　と義頼に言って、顔を起こす。

　そして下唇くちびるを嚙かんだ義康が義頼を窺うかがい見れば、彼は視線を返しており、笑いを堪こらえながら息を吸い、

「──大たい儀ぎであったな」
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「この……！」

　と、肩を上げた義康の肩に、ホライゾンが手を乗せるのを正まさ純ずみは見た。

　ああ？　と役目を終えた義康がホライゾンに振り向く。攻こう撃げき的な色はありありで、

　……おいおい。

　大だい丈じよう夫ぶか、と思ったときだ。無む表情な自じ動どう人形が、義康に対して平然とこう言った。

「頑がん張ばりましたね義康様。困こん難なんなミッションでした。しかし、人間、不ふ可能に思えても、為なせばなるものです。昨さつ今こんも嚙み忍にん者じやが身の程ほどに余るボイーン嫁よめを手に入れたり馬ば鹿かが死し刑けい空間から手を繫つないで帰って来られたりで、死し亡ぼうフラグとか全くもってチョロいもんですな」

「そこまでのこととは思えんのだが……」

「だから後悔とは容易たやすく生まれるのだと、ホライゾンはそう判はん断だんしています」

　よく解わからぬ、と義康が吐と息いき混じりに言った。思し考こうが冷えたらしい。

　そんな彼女の反応に、正純は皆と安あん堵どの肩を下ろす。

　するとこちらの視し界かいの中央。義康が上うわ着ぎを肩に掛け直し、義頼に対して口を開いた。

「何しに来た？」

「ああ、アリアダストの酒さか井い学長に急ぎの相談があったのと、お付きの自動人形に、こちら……、武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長達が遊んでると言われてな。挨あい拶さつにと」

「挨拶だったら副会長の私が……、されたことになると思うので気にするな」

「Ｔｅｓテスタメント．、──そうか、いろいろ話したかったんだが、彼とは」

　え？　と皆が眉まゆをひそめて顔を歪ゆがめた。ややあってから、正まさ純ずみは、

「あ、あの、うちの馬ば鹿かが何か悪さをしたとか」

「……さっきの早朝ファラオは悪さに入らんのか？」

　正純は皆と一いつ緒しよに無む視しした。

　すると、ネシンバラから村むら雨さめ丸まるを返上されていた義よし頼よりが、不ふ意いに空を見上げ、こう言った。

「まあ、何だ。──ちょっと、礼を言いたいことがあったのだ」

・礼賛者：『御お礼れい参まいりですかね、コレって』

・●　画：『総長の相あい対たい戦だと、介かい入にゆう出来るのは正純か二ふた代よよね。どうする？　見捨てる？』

・ウキー：『何なに故ゆえに選択肢しが一いつ択たくであるか』

　うーん、と腕を組んで俯うつむく皆の前、義頼が小さく笑った。

「まあ、彼のおかげで、ちょっと救われた部分があってな。私の、気分の部分で」

　はあ、と皆が頷うなずき、そして正純は安あん堵どの吐と息いきとともに言う。

「それだったら……、後で伺わせましょうか？　手足縛しばっておけば悪さもしませんし」

　……頼むから断ってくれ……!!

　念じると、通じたのか、義頼は首を横に振った。

　良かった！　本当に良かった！　と心から思う眼がん前ぜん、義頼はこちらを見て言った。

「まあ、昨夜の件もあるし、大体の人となりは解わかったのでな。──これでも私は、話すならとことん話し合うタイプだから」

　そうだなあ、と、彼が言った。

「言葉を交わすならば、無事、江え戸どに着いてからで、ということだな。──そうなったら、政治的な話なども、里さと見みは多く交わす必要が出るし」

　成なる程ほど、と頷く皆の中、しかし、一人だけ首を傾かしげた者がいた。鈴すずだ。

「さと、み……？」

「？　ええと、どうしたんですか？　鈴さん」

「あ、……うん」

　と、鈴は、頷くものの、心の中に生じた言葉を上う手まく作れぬようで。しかし、数すう呼吸のあとで、義頼に対してこう言った。

「江戸、……でね？」

「Ｔｅｓ．、そう約束しよう。──否いや、約束して貰もらった方が有あり難がたいのだ。こちらとしては松まつ平だいらと繫つながりを持っておきたいわけだから」

　言っている間に、一ひと息いきを入れた義よし康やすが歩き出す。

「先に行くぞ」

　言葉を置いて、彼女が前に踏み出した。

　その後を義よし頼よりも続く。

　二人行く姿は兄妹のようで、

・あさま：『義よし康やす公こう、……いろいろ、難しい状況を自分で作ってますよね』

・●　画：『もうちょっと親しくなったら、同どう人じん誌しにしてあげてもいいわ』

・約全員：『嫌いやな上から目め線せんだな!!』

　しかし、やがて二つの影が外がい交こう用の町並みの陰に入り、見えなくなると、皆が顔を見合わせた。どうしたものかと、正まさ純ずみは皆とそれぞれの視線を交わし、

「じゃ、とりあえずは皆、出港の用意を──」

　と、そこまで言ったときだった。空に声が生まれた。

「おお、何じゃ雁がん首くび揃そろえて。ここからじゃと鴨かも撃うちじゃのう」

　義よし経つねだ。
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　皆は、外そと舷げんの空を見た。

　こちらの視線よりもやや高い位置に、雲が浮いている。

　雲は、数百メートルに渡る船のような形状をしていた。各所に直剣が突き立てられ、大きな符ふが貼はられ、更さらには赤い紐ひもを掛けられて固められた雲だ。その上には幾いくつもの人ひと影かげや貨物が載のせられており、天てん幕まくも立っている。

　直なお政まさが口くち笛ぶえを吹いて、その雲の全体を見渡した。

「道どう術じゆつ機き殻かくの仙せん雲うん船せんとはレアさね。こっちに来た船とは別で、……急ぎで帰るってか」

　雲の浮かび行くのは、ここから距離約百二十メートルの宙だ。武蔵むさしに近い陸りく港みなとから上がってきたものだろう。

　武蔵を囲むように立つ鳥とり居い型ガントリークレーンの向こうを、風をはらんだ仙雲船が行く。

　そして義経がこちらを見た。後ろの佐さ藤とう兄弟に手で〝もっと寄せろ〟と指し示じすれば、

「義経様、港こう管かん法ほうに触れますぞ！」

「やかあっしい。どうせ去る身じゃ。当てねばよい。当てたら逃げろ。──で、だ」

　と、告げた義経の次の動きを、皆は見た。

　義経は、こちらに向けて跳んだのだ。
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　誾ぎんは、目を見開いてその光景を見ていた。

　……は？

　仙せん雲うん船せんと武蔵むさしの距離は、近づいても約百メートルほどの隔へだたりがある。だが、小こ柄がらな長ちよう寿じゆ族ぞくの姿すがたは、まるで小川を飛び越えるような動きで、

「──と」

　上がって、朝の薄うす闇やみの空を背に浴びた。

　そして跳ちよう躍やくの最さい頂ちよう点てんに達し、降りて、遂ついには届いて、

「はて」

　足音も軽く、義よし経つねが目の前に着ちやく地ちした。

　軽い着地だ。勢いを消すようなことも、つんのめることも、床を揺らすような音すら生じない。更さらには彼女は、そのまま、こちらに歩いてきて、

「おい、正まさ純ずみ」

　こちらの周囲の皆は、やや引き気ぎ味みだ。

「ほ、ほら、セージュン、何か動どう態たいに変へん態たいっぽい人が呼んでるかな？」

「え？　な、な、に？　急……、目の、……前？」

「さあ鈴すずさん？　あり得ないことが起きましたけど、正純が何とかしてくれるので安心して見てましょうね？　こっちですよー」

　あ、こら、と正純が言う頃ころには、誾ぎんも含めて三歩ほど正純から離れた。

　そして義経が正純の前に立った瞬しゆん間かんだ。二つの影が、頷うなずくように前に出た。一つは本ほん多だ・二ふた代よ。もう一つは、

　……あ。

　立たち花ばな・宗むね茂しげだ。

　二人は義経の前に浅く腰を落とし、

「今の技を口く伝でんでいいので頂きたい!!」
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　誾は、宗茂のとった行為と台詞せりふに、思わず深く息を吸った。

　……全く。

　武蔵に来てから、こちらに気き遣づかいをして、一いつ緒しよに過ごす時間も長くとってくれる。しかし、それでいて、忍にん者じやの与えてくれた修しゆ行ぎように真剣になっているかと思えば、

　……与えられる以上に上を見ることを、忘れていないのですね。

　大だい事じなく現げん役えき副ふく長ちように就ついている本多・二代と、負ふ傷しようの宗茂が同じものを望むという意味。それはどういうことかと言えば、

　……宗茂様が考えているのは、回復だけではないのです……。

　昔の自分を取り戻すだけではない。先に行っている武ぶ人じんと並び、

「その先を見ようと、そういうことですね」

　小さな声でつぶやき、誾ぎんは肩の力を抜く。その上で彼女はこう思う。

　……大だい丈じよう夫ぶです。

　必ずこの人は、大丈夫になっていくでしょうし、そして、自分がそれを支えよう、とも。

　すると、義よし経つねが、駆かけ出てきた二人に顔を向ける。

「今の技というと、……八はつ艘そう跳とびか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　そうか、と義経が頭を搔かいた。彼女は、そうかそうか、と腕を組んで頷うなずき、自分の足を見た。

　……口く伝でんを？

　軽く拳こぶしを握って期待を込めた視線の先、義経は掲かかげた右足の裏を見て、こう言った。

「どうやってんじゃろうなあ、これ……」

　誾は、軽い目眩めまいと共に後ろに倒れそうになった。
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「あっ、誾さん！　誾さん！　大丈夫ですか!?　ってか〝十字砲火アルカブス・クルス〟出さないで！」

「く、……しゅ、醜しゆう態たいを。というかこれが噂うわさのいいクッションですか」

　後ろの騒ぎの内容が見ずとも解わかる正まさ純ずみは、義経の足を見る。

「今さっきの、……靴くつに何か仕込んでるのか？」

「いや、多分、……体たい術じゆつだと思うんだが。ほれ、壇だんノの浦うらあったろ？　あそこで平へい家けの馬ば鹿か共どもが、離れた船からこっち挑ちよう発はつしおってなあ。「馬ー鹿、馬ー鹿、貧ひん乳にゆう！」とか。わし、当時から心広かったので、とりあえずケツに白しら刃はカンチョーくらいで許してやろうと思って……」

　と、軽く腰を沈め、跳ぶ振りを仕掛け、

「……どうなんじゃろうなあ？」

　身を正し、組んだ腕と首を傾かしげる義経が、眉まゆをひそめてつぶやいた。

「よく考えたら、何で出来るのか考えたことも無かったのう。どいつもこいつも〝流石さすがは義経様！〟〝[image: ][image: ]コマンドみたいで候そうろう！〟とか言うだけで、理り屈くつを訊たずねてきたこと無のうてなあ」

　うむ、と義経は身を低くしている二人に軽く手を上げた。

「暇ひまがあったら調べとこう。それでよかろ」

　……こりゃあ調べても解らない気がするな……。

　内ない心しん、ひどく客きやつ観かん的になっている自分に気付く正純だが、

「義経公、とりあえずこの二人、それで納なつ得とくして帰らせる、というのでいいか？」

「まあ、清しん武たけ田だの主あるじに対し、その技術を恐れず乞こうのはいい根性じゃの。極きよく東とうの連れん中ちゆうは、どいつもこいつもわしのことが好きか？」

　どういう思し考こう回かい路ろか不明だが、そういうものなのだろう。義経は口くちの端はを釣つり上げ、膝ひざをついている二ふた代よと宗むね茂しげを見た。

「だがまあ、長ちよう寿じゆ族ぞくじゃから、とか、わしじゃから、というのではあるまい。もしそうなら、他の長寿族も皆みな出来る筈はずじゃろうし、わしの全ての動きもそうなる筈。

　そしてこれは、恐らく、術じゆつ式しきでもない」

「そうなのですか？」

　宗むね茂しげの、わずかに驚きの入った口く調ちように、義よし経つねは気分をよくしたらしい。頷うなずきを送り、

「わしゃ、そういう術式とか面めん倒どうでな。ただ、長寿族も異い族ぞくの一種である以上、流体に親しい。ならば、流体を我われ知しらずというレベルながらも使用した何か、じゃろうな」

　だとすれば、とつぶやいたのは二ふた代よだ。

「……身体からだの軽い強化、または周囲環かん境きようの安定化、などに御ご座ざるな。拙せつ者しや達が、このハードポイントパーツから受けている加か護ごのような」

「ややこしいこと言うヤツじゃの。まあ、わしの場合、その〝我知らず〟のレベルが年月や種族特とく性せいで高いという可能性もある。貴き様さまらの三十倍くらいは年食ってるからの」

　え、と背後で御お広ひろ敷しきがつぶやいた。

「ロリ婆ババア……！　せ、生命礼らい賛さん信しん仰こうを汚けが……、あ、何ですか一体！　駄だ目めです、カラダネタはいけません！　清しん武たけ田だネタだからって身体の急きゆう所しよツボにマークつけるのは無しで……!!」

「貴様らやかましいのう」

　アンタもだよ、と言いかけた正まさ純ずみだが、黙だまっておいた。

　すると、ともあれ、と義経が言い、やってきた二人に下がれと手を振る。

「まあ、自分なりにやってみるがよかろ。しかし、──わしにかなうと思うなよ？」

　笑えみの問いかけに、Ｊｕｄジヤツジ．、と二人が頷き下がると同時、

「──さて正純、昨夜はあれだけいろいろ話したが、一つだけ聞いてなかったのう」

「え？　何かあったか？　聞いてなかった事」

「ああ、貴様の姓かばねのことじゃ。流石さすがに姓知しらずだと無ぶ礼れいであろう」

・あさま：『……如何いかに、昨夜の会議が野生であったかという証しよう拠このような』

・○べ屋：『確かに……、名前もろくに知らない、[image: ]つじ斬ぎりみたいな反はん射しや神経会議だよね』

　自分のせいではないので正純は周囲の意見を無む視しした。そして義経と視線を合わせ、

「本ほん多だ、本多・正純だ」

「本多？」

「三み河かわではよくある姓だ」

「そうか」

　ならば、と義経は言った。一つ、彼女は自分を納なつ得とくさせるように頷き、

「教えて貰もらった代わりに、……わしに何か質問して見ろ。答えてやるぞ？」

・貧従士：『一生そのままでも哀かなしくないか訊きいて下さい』

・煙草女：『どうしてそこまで偉そうなのか訊いてやんな』

・あさま：『ストレス無く生きる方法を訊きくのがいいかと』

　正まさ純ずみはツキノワが次々出してくる表示枠サインフレームを順じゆん次じ消していった。

　……質問かあ。

　政せい治じ関係については、昨夜いろいろ聞いた気がする。王としての考え方も、だ。

　だとすると、もっと現実的なこと。武蔵むさしの現状や、それに纏まつわることで、

　……義よし経つねが解わかることか。

　P. A. Odaは今後どうするだろうか、とか、武蔵は無事に清しん武たけ田だとの合流点にいけるだろうか、とか、松まつ永なが公こうの言っていた三時十五分まで待てとはどういう意味か、など、思いつくことはある。だが、どれも義経にも予測程てい度どにしか解らなかったり、解っていても教えてはくれなさそうなことばかりだ。

　そうだなあ、と思ったときだ。不ふ意いに光が来た。

　朝日だ。
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　あ、と正純が思うより先に、艦かん首しゆを南に、南北に横たわる武蔵が、東の方角、左さ舷げん側から照らされる。右う舷げん二番艦かんの多た摩まからは、東側、左舷側の武蔵むさし野のが逆ぎやつ光こうに映えて見え、

「あ……」

　そちらの方角を見て、思い出したことが一つある。

「……義経公、一つ、今でなくても、気付いたり、解ったら教えて欲しいことがある」

「ん？　何じゃそれは」

　と、朝日に対して手をかざす義経に、正純は言った。

「──昨日きのう言った、末まつ世せに関わることだ」

　それは、

「〝公こう主しゆ隠かくし〟。そのことについて何か知っていたり、解ったら、教えて欲しい」
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　正純は、己おのれの問いに対し、義経が表情を変えたのを見た。

　彼女は、眉まゆを立て、しかし鼻を鳴らして小さく笑ったのだ。

「ハ、……これはまた、面めん妖ような質問がきたものだな」

「知っているのか？」

　問えば、しかし義経は、首を横に振った。

「知らん。昨夜、末世については解っていないと、そんな話をしたろうに。

　ならば、知っているにしても貴き様さまらと同様というところじゃろ。三十年ほど前から始まった、〝公主達たち〟という者達が人を消すというヤツ。わしの知る限りでは、十年ほど前から活かつ発せい化かしてきていて、その現場には……」

　そう、

「……エロマークの書き損じが遺のこされる」

「誰だれだ変な報告した馬ば鹿かは!?　佐さ藤とう兄弟か!?」

　遠ざかって行き始めた仙せん雲うん船せんに問い叫ぶと、佐藤兄弟がお互いを指さし、殴なぐり合いを始めた。一方、こちらでは耳を塞ふさいでいた喜き美みが身を一つ揺らし、

「フフフ、ど、どう!?　前に私が指し摘てきした通りね！　エロマークは世せ界かい共通！　世界共通よ！　どうせ、こここ〝公こう主しゆ隠かくし〟なんて、ホ、ホラーでも何でもなくて、エロス促そく進しん神しん信しん奉ぼうのモテない男どもや女が浅あさ間まみたいなムッツリエロスをさらって総そう括かつしてるんだわ！」

「だ、誰がムッツリエロスですか!?　というかモテない男や女を両手で指差すのやめなさい！　事実はときに人を傷つけるものだと、──あっ、三さん要よう先生、ダッシュでどちらへ!?」

「ああ、義よし経つね、あっちは無む視ししていいからな。人の形した雑ざつ音おんだから」

「……上う手まい言い方解わからんが、自じ給きゆう自じ足そくが整っておるじゃろコレ」

　しかし、と義経が言った。

「ま、わしも興きよう味み本ほん位いで調べたことがある。〝公主〟というからには、中ちゆう国ごく系けいの由ゆ来らいである可能性が高くての。ゆえに、北ほう条じよう、里さと見み、上越露西亜スヴイエート・ルーシにも手を伸ばしたが、詳しよう細さいは摑つかめんでな」

　成なる程ほど、と言おうとして、正純は言葉を止めた。今の義経の台詞せりふには、

「……調べた方角として、欠けている箇所があるな」

　北は上越露西亜。東は里見。南は北条。

　だが、残りの西が無い。そして、清しん武たけ田だの西にある国と言えば、

「西、……P. A. Odaではどうだったんだ」

　ああ、と義経が軽く応じた。隠かくすことでもない、という口く調ちようで、

「P. A. Odaでは、中ちゆう枢すうともなる都市や地域が完全に封ふう鎖さじゃ。ステルスや防ぼう護ご障しよう壁へきを地ち脈みやく炉ろで張っておって、なまなかでは侵しん入にゆうできん」

「ということは、……侵入したのだな？」

「帰ってこなかったがな。──かつて、三み河かわへと各国が密みつ偵ていを放ったのと似た末まつ路ろになった。どいつもこいつも日に本ほん橋ばしや秋あき葉は原ばらでオタクになって発見されての」

　それは大変だ……、と力無ない頷うなずきが背後からぽつぽつ聞こえる。

　が、そうじゃのう、と腕を組んで深く頷いた義経は、ふと、北の方を顎あごで示した。

「──先日、英国イギリスで、前まえ田だの小こ僧ぞうが立ち去るときにエロマークを書き損じたそうじゃな？　あれで、幾いくつか、〝公主隠し〟についての噂うわさを確かく証しようした」

　義経は口を横に伸ばすような笑えみを作る。そして、

「わしもまあ、テキトーなりにいろいろ調べたり、見知ったこともあってな」

「それは──」

　言った瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに義よし経つねが口を開き、詩を朗ろうじた。




　──通りませ　通りませ

　行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば

　天てん神じん元もとへと　至る細道

　御ご意い見けん御ご無む用よう　通れぬとても

　魂たましい八つの　御お祝いわいに

　両の御お力ちから　納めに参まいず

　行きはよいなぎ　帰りはこわき

　我が中こわきの　通しかな──




　関東アレンジの通し道どう歌かだ。だが、正まさ純ずみは、我われ知しらずと背に堅いものを感じながら問う。

「……何な故ぜ？　その歌を？」

「昔に、リアルタイムで起きた事件があってな。そう、ずっと昔、音楽を道みち標しるべに、この歌に似た内容をもって多くの者を連れ去ったという事件があったのじゃ」

　それは、という言葉の先を、ナイトが告げた。

「……M. H. R. R.神聖ローマ帝国の物語、だよね？　多分」

「そう。よく知っておるな独逸ドイツの墜つい天てん。──ハーメルンの笛ふえ吹ふき男じゃ」
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　三み日か月づきに開いた義経の口が、音を発する。

「M. H. R. R.内、一二八四年に生じた、笛吹男おとこによる児じ童どうの大量行方ゆくえ不ふ明めい事件じゃ。これは後あと数百年に渡り、各地で数すう度ど生じ、しかし文ぶん献けんもろくに無く、口く伝でんもバラバラでな。

　ちと、暇ひまつぶしに、人ひと伝づて含みでいろいろ調べてみたが……、まあ気付けば議ぎ論ろん百説といった有あり様さまでのう」

　そうだね、と頷うなずいたのはネシンバラだった。

　皆の注目に応じるように、彼は幾いくつもの表示枠サインフレームを出す。

「……僕も昔にネタで調べたことがあるけど、奴ど隷れい商人の仕し業わざとか、ハーメルンの町から自由を求めて集団脱だつ出しゆつした人々の話だとか、いろいろあるよね」

「そう。……言い換えるなら、笛吹男という象しよう徴ちようがなければ、戦争や疫えき病びよう、奴隷商人や傭よう兵へい崩くずれの野や盗とうや、領りよう主しゆに見つからぬようの脱出と移住で、……街まち一つが消えることなんてザラにあった時代が、かつて存在したわけじゃ」

　だけど、とネシンバラが言った。

「それと公こう主しゆ隠かくしを結びつけるのは無む理りがないかい？　だって、〝公主隠し〟は、三十年ほど前からだから、四百年近く前のハーメルンとは関係が──」

「内容として近きん似じであることに目を瞑つぶるか小こ僧ぞう？」

　それに、と義よし経つねは告げた。

「ハーメルンと、その同どう様ようの事件において、連れ去られる途と中ちゆうで引き返した子供達は、一様にこう言っている」

「それは？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と義経が応じた。

「霧きりの中、まっすぐな道が続いていて、怖くなって帰ってきた、と。

　描き損じのエロマーク。中央を通るのは道だとするならば、興きよう味み深い」

「────」

　義経の台詞せりふに、皆が言葉を失う。だが、義経は言葉を続けた。

「無む論ろん、神かみ隠かくしなどの消しよう失しつ事件には、〝導き手〟と〝道〟を示し唆さするものが関係することが多いものじゃな。しかし、そうだとするならば──」

　正まさ純ずみは、意味を悟さとった。

「公こう主しゆ隠しは、少なくとも怪かい現げん象しようではなく、……誰だれかによって行われていることだと？」

「〝導き手〟も〝道〟も、人間である必要は無いがな。船幽ゆう霊れいなどのように半なかば妖よう物ぶつ化した霊や、土地の精せい霊れいが引き込む、というのもよくあることじゃ」

　成なる程ほど、と皆が頷うなずく中、浅あさ間まも首を下に振った。

「神じん社じや関係の上の方でも、祟たたりなどの可能性を検けん討とうしていますね。実際、大だい規模な地ち脈みやくの乱れが生じているので、人を誘い込む精霊や妖物が地脈を基礎に統とう一いつ化かされているのでは、と」

　そうじゃろ、と義経が頷うなずいたときだった。速度を落とさず南の空に上じよう昇しようしていた仙せん雲うん船せんから、お互いの襟えり首くびをつかみ合った佐さ藤とう兄弟が不ふ意いの声を放ってきた。

「あ！　義経様！　早くお乗りを!!」

「やかあしい、すぐ行くわい」

　言って、義経が一ひと息いきをついた。彼女は仙雲船の方を見て、

「──正純、ハーメルンの話を知っておるか？」

「……大体の内容程てい度どは」

「憶おぼえておけ。〝──引き連れたのは一人。ついていったのは百三十人。置いて行かれたのは二人〟。そういう話だと、当時は皆が囁ささやき合った。今はどうなんじゃろうな。

　公守隠しは、どれだけの人間を巻き込むもんじゃろうか」

　解わからない、と言うことは出来なかった。既すでに、義経が跳んでいたからだ。別れの声は、

「──ま、それとは別で、三時十五分、何が起きるか期待しておるぞ」

　背後、二ふた代よと宗むね茂しげが一歩を前に踏んだ気け配はいを置き、正純は義経が跳んだ空を見た。

　朝日の昇のぼる全ぜん天てんを囲むように、M. H. R. R.神聖ローマ帝国と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの船が展開している。
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　義よし経つねは跳ちよう躍やくし、

　……本当にコレ、どうやって跳んでおるのじゃろうなあ。

「まあ、あの若わか造ぞうどもに任せておけばいいか」

　と、武蔵むさしを囲むガントリークレーンの側面を次に蹴けって方向修しゆう正せい。これで先行している仙せん雲うん船せんには届く筈はずだ。跳ちよう躍やく進路を南に取った義経は、右に西を、IZUMOの町の方を見て、

「……松まつ永なが？」

　松永・弾だん正じよう・久ひさ秀ひでだ。彼が供ともの者をつけながら、町外れの農家に頭を下げている。農家の垣かき根ねの内側には、背せ筋すじを伸ばした老女がいて、

　……知人に会いに来たと言うておったな。

　見れば、共の者が、二人がかりで垣根の内側に荷物を置いている。紙に包まれたそれは、柱のような、しかし重量のあるものだ。

　何じゃろうか、とも思うが、わしには関係ないか、とも思う。だが、よそ見が長くて、

「あ！　義経様!!」

　迎えに来るように仙雲船の縁へりに来ていた佐さ藤とう兄弟に、義経は膝ひざから入った。







[image: 第二十章『準備位置の整え役』]
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・ＡＮＡ：『ねえ』

・竜　犬：『Ｔｅｓテスタメント．、始まります』

・ＡＮＡ：『兄にいさんに、御お礼れい、伝えてくれた？』

・竜　犬：『Ｔｅｓ．、水くさいと御返答を。僕には水は合わないのに、と』

・ＡＮＡ：『それなのに、兄さん、大事な人は水に関わる由ゆ来らいを持つのね』

・竜　犬：『合理性の無い会話は不ふ得え手てです』

・ＡＮＡ：『御ご免めん。でも、そういうのも全部──』

・竜　犬：『持って参まいります。──御お嬢じよう様さま』

・ＡＮＡ：『ふふ、完かん璧ぺきよ、貴女あなた』
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　空は晴れており、昼の太陽が高い位置に昇のぼろうとしていた。

　その下で、武蔵むさしと、武蔵を囲む六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦かん隊たいは、それぞれがそれぞれの役目のために、動きを続けていた。

　艦隊は動き、そして艦かん上じようや艦かん内ないでは人々や物資が行き来を速く、密みつ度ど高く行っていく。

　しかし、最初に動きを作ったのは、武蔵でも、それを囲む二国の艦隊でもなかった。

　IZUMOだった。

　午前十一時半。IZUMO内の中ちゆう枢すうである座ざ部ぶの大内ない勤きん、大たい社しや部内の代表達は、聖せい連れんへと、まず以下のことを宣せん言げんした。

　一つは、

『では、IZUMOの立場と見けん解かいを述べさせて頂く』

　それは、という皆の促うながすような思いに、声が告げる。その内容は、

『第一に、IZUMOは中立であり、それゆえにあらゆる航こう空くう艦かん船せんなどの補ほ修しゆうを請うけ負うものである。その権利は、帝みかどという極きよく東とう側がわ立場から受け得たものであり、聖連側諸しよ国こくがそれを咎とがめるならば、中立を保つが故ゆえ、中立を咎める聖連側への協力が不可能になるものである──』

「……聖連への牽けん制せいだな」

　教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようで、正まさ純ずみが言った。

　頷うなずくように、橋の上に集まって東西の空を見ている浅あさ間まが告げた。

「こういう強気の物もの言いいが出来るのも、やっぱりIZUMOが神かみ代よ以前から続く企き業ぎよう座ざで、極東のネットワークや、それを利用して各国を結ぶ商業網もうを管理しているからでしょうね。

　下にある白しら砂さご代だい座ざとの連れん携けいもあるし、聖連はIZUMOの極東輸ゆ送そう網もうを利用して〝極東を足あし場ばに中ちゆう間かん貿易している〟という解かい釈しやくで各国間かんの貿易を行っているくらいですから」

「つまり、この時代、世界はまだ繫つながりきっていない筈はずなのを、極きよく東とう側に物ぶつ資しを通すことで〝中ちゆう間かん貿易〟しているわけだ。……最大輸ゆ送そう力である武蔵むさしが各国に欲されるわけだよな」

「フフフ、いい女を傷つけずに手に入れようって連れん中ちゆうが多い内はまだ余よ裕ゆうよね。パトロンもそのあたり解わかってるんでしょうけど」

　でも、

「──ここがIZUMOでなかったら危険よね、現状」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷うなずくと同時。もう一つの宣せん言げんが来た。その内容は、

『第二に、──輸送艦かんである武蔵は極東の艦かん船せんとして中立的存在であり、聖せい連れんの指定する午後三時に強きよう制せい出港を促うながす義務をIZUMOは持っていないものである。

　だが、武蔵側は午後三時十五分の出港を申告しており、IZUMOはそれに協力をする──』

「……三時十五分の出港を決めたのは副ふく会長ですよね。大だい丈じよう夫ぶなんですか？　砲ほう撃げきなどはどうするんです？　出しゆつ港こう待ってるなら、十五分間、本気で鴨かも撃うちですよ？」

「ああ、その件は、午前中にIZUMO側と話付けてきた」

　と、正まさ純ずみが言っている間に、橋きよう上じようの空に大型の表示枠サインフレームが映った。

　得られる画が像ぞうは、ノイズの一切無ないもので、巨きよ大だいな神じん社じやと空を映していた。そこに立つのは、白の極東衣い装しようを着込んだ初しよ老ろうの男だった。

　髪かみを粗あらく七三につけた大きな体たい軀くは、

『──IZUMO全座ざ長ちよう、出雲いずも・邑ゆうだ。武蔵副ふく会長君くん、──邑ちゃんと呼んでくれて結けつ構こうだよ』

「Ｊｕｄ．、それで、だ。全座長」

『……邑ちゃんで結構だよ？』

「……IZUMO全座長」

『堅いね正まさちゃん……。さっき初めて通つう神しん文ぶん貰もらった仲だと言うのに』

　正純の背後、皆がひそひそと、

「そりゃ硬いよなセージュン。ベリハーだもんよな。頭も胸も」

「ほほう、そう言いつつ、先ほども階段昇のぼる正純様の尻しりを気にされていたような」

「ああ？　何なに言ってんだよホライゾン！　胸と尻は違うんだよ！　後ろと前の基準になるくらい違う！　解わかるか？　──あ、御ご免めん、後ろの空間に手を突っ込むのやめてやめてやめて」

「ねえマルゴット、正純、オヤジ受けがいいみたいだけど何で？　私の同どう人じん誌しのため？」

「ナイちゃん流石さすがにその結論には至らなかったかなあ」

「いえ、あの、もうちょっと前向きに考えませんの？　ほら、正純が出雲のトップと親しくなったということで。……多分、正純の御お父ちち上うえもお喜びかと」
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「あっ、ノ、ノブタン！　刃は物ものを持って出ていくのはいけません！　いけませんぞ！〝あの野や郎ろう、馴なれ馴なれしく〟とか、それは我らの総そう意いでありますけど！　今はこの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの赤ワイン〝赤玉出たよ！〟を飲んで落ち着いて、いずれ何か皆で仲良く復ふく讐しゆうを……！」
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「そうですね、正まさ純ずみのお父とうさん、暫ざん定てい議員ですから、正純のこれは成果として喜んでくれるんじゃないかと私も思います」

「……よく考えると、浅あさ間まやミトツダイラやホライゾン、メアリと親しいだけでも充分な気がするんだが。でもまあ、朝にも皆で話したけど、……著ちよ名めい人じん多いよな、うちのクラス。ああ、そこの馬ば鹿か、お前じゃない、座ってろ」

　と、正純は頭上の表示枠サインフレームではなく、ツキノワが出した撮さつ影えい効果付きの表示枠に顔を向ける。

「IZUMO全ぜん座ざ長ちよう、武蔵むさしは午後三時十五分に必ず出港する。武蔵も中立を宣せん言げんするものではあるが、万まんが一いちの誤ご解かいによる被害とその影えい響きようを与えることは避けたい。だから──」

『宣言しよう』

　そして第三の宣言が、IZUMOの代表の口から放たれた。

『第三に、……もし他国が中立のIZUMOと関係船せんに対し航こう空くうからの被害──これは間接的なものも含む──を与えたならば、IZUMOはその国を中立を汚けがす敵として聖せい連れんへと訴える』

　これって、と言ったのは御お広ひろ敷しきだ。

「つまり、誤ご射しやや流れ弾だまを作る無む差さ別べつ航空砲ほう撃げきや爆ばく撃げきは無くなる、ということですよね？

　直ちよく撃げきコースでも、重力障しよう壁へきで弾はじいたら跳ちよう弾だんがIZUMOに当たりますし。……ならば、出港しなければ、武蔵は無む敵てきなのでは？」

「残念だが、既すでに六護式仏蘭西とも根ね回まわし終わっていてな。武蔵が三時十五分に出港することを確約して取引にしたんだ」

　父達がよくやってくれたと、正純はそう思う。だが、

「しかし副ふく会長、IZUMOから離れたら砲撃や爆撃があるわけですよね」

「だから、六護式仏蘭西の攻撃を凌しのいだら、講こう和わの要よう請せいをしつつ、武蔵は次のシーケンスに入る。そこらへんは、──直なお政まさ、簡単に説明してくれ」

　厄やつ介かいさねえ、と直政が言う。

　だが、彼女は表示枠を出し、武蔵と、その全体が収まっている巨きよ大だいドックの線せん画がを皆の前に映し出す。

　いいさね？　と前置きの上で、直政は図ず内ないの武蔵を浮かせ、

「三時十五分になったら、武蔵はここから脱だつ出しゆつする。その際、ドック内で浮ふ上じようを掛けたら、重力障壁を全開にしてドックと武蔵の間に展開。武蔵を包むのさ」

　その言葉に、浅間が眉まゆをひそめた。

「……あの、マサ？　重力障壁で武蔵を包むって……、何秒保もつんです？　そんな無む茶ちや」

「一いつ瞬しゆんでいいのさアサマチ。何な故ぜなら」

　と直なお政まさに指された武蔵むさしの線せん画がが、その外がい壁へきを外へと展開していた。

「──脱だつ出しゆつには重力航こう行こうシステムを使用する。ここで張る重力障しよう壁へきは、一いつ瞬しゆん発生する衝しよう撃げき波はや大気の圧力でドックを破は壊かいしないためさね」

「出来るので御ご座ざるか？」

「阿あ呆ほみたいな燃料を食うし、全ぜん展開しないから一部の重力加か速そく器きが間違いなくぶっ飛ぶ。装そう甲こうの穴は全部塞ふさいでいるから捲まくれてドカンは無いのが救いだろうけど、艦かん上じようは荒れるさね。

　だが可能さ。三み河かわと違って前が空あいてるドックだからね。──一瞬なのでショートジャンプみたいになるし、加速が抜けたときの反動で相当なことになるだろうけど……」

　直政が肩をすくめた。

「砲ほう撃げき食らうよりマシだと判はん断だんしたのさ。英国イギリスに入るときも低てい速そく砲撃の被害を受けたけど、後の王賜剣二型Ｅｘ・カリバーンの生んだ大気爆ばく発はつに関しては、砲撃痕こん以外の部分は受けきったんだしね。

　ショートジャンプの後は、惰だ性せいから再さい加速で逃げ切るさ。行く先は──」

「候こう補ほはある。幾いくつか面めん倒どうはあると思うが、紀き伊い半はん島とうから三河へ抜ければすぐ江え戸どだ」

　そうさね、と直政が一ひと息いきついた。

「江戸、関かん東とうIZUMOのドックで補ほ修しゆうし直しさね。まあ、それが出来ると解わかっているから、無む茶ちやな脱だつ出しゆつが出来るんだけどさ」

　直政が言うと、通つう神しんの向こうで出雲いずも・邑ゆうが笑えみを作った。

『武蔵を活用してくれて嬉うれしいよ』

　ですが、と言ったのは、ミトツダイラだ。

「論ろんに穴がありません？　聖せい連れんは三時出港を促うながしましたわよね？　私達が出るのが三時十五で……、その十五分、聖連はどうするんですの？　出港確かく約やくは、航こう空くうからの砲撃皆かい無むの取引ですのよね？　では、問題の十五分については、何を取引しましたの？」

「いや、実はもう、取引内容は告げられている」

　正まさ純ずみが言うと、皆が顔を見合わせた。その中で、鈴すずが首を傾かしげて、

「……船？　あ、れ？　動いて……」

　え？　と皆は空を見る。すると、空そら全体が動いていた。

　IZUMOを包ほう囲いしていた船の内、まず、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の外がい縁えん側、松まつ永ながの〝シギサン〟を中心とした編成が、ゆっくりと南へと艦を向け、移動していく。

　そして対応するように、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの最さい前ぜん列れつの艦群が、

「……何ですかね？　自分の目には、IZUMOの西側に降りてくるように見えるんですが」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼが半はん目めで空を見ながらつぶやいた。

「奇き遇ぐうねアデーレ。徹てつ夜や明けの私の目にも、そう見えるわよ」

「フフフ、どういうこと尻しり政治家。私にもとても凄すごくよく解るように説明しなさい！」

　いや、さ、と正まさ純ずみが、腕を組み、

「さっき宣せん言げんがあったろう？〝もし他国が中立のIZUMOへと航こう空くうからの被害を〟って」

「……それって、あの、正純？　まさか……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。わずかに迷ったように、

「とにかく上空からの砲ほう撃げきと降こう下かを避けたかったのでな。機き関かん部ぶと、その上位の運うん航こう委員会も了りよう解かいしたので取引した」

　つまり、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、地上戦せんを仕掛けてくる。──午後三時から、だ」
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　皆が引きつった顔をするのに対し、正純も同どう様ようの表情で頷いた。

「空からの一方的な攻こう撃げきは無くなった。──だから、航空からではない被害について私達は文句を言えないし、それを前ぜん提ていとした以上、IZUMOも文句を言えない」

　それは要するに、

「武蔵が出港する三時十五分までの十五分。航空からではない、IZUMO地表上じようでの戦せん闘とう行為は認められる」

「ちょ、ちょっと、あの、六護式仏蘭西の誇る陸りく戦せん隊たいが来るんですの!?　地ち上じよう戦せん限定とはいえ、武ぶ神しんなども揃そろってますのよ？　六護式仏蘭西のEchol　de　Parisは！」

　Ｊｕｄ．、と頷いたのは点てん蔵ぞうだ。彼はやれやれと頭をかき、

「……それがあるから、六護式仏蘭西は〝航空戦ではなくともいい〟と判はん断だんし、こちらとの取引に乗ったので御ご座ざろうなあ。……まあ他にもいろいろ思おも惑わくありそうで御座るが」

　点蔵が告げる言葉の行く先、皆の視線が向く行方ゆくえ、IZUMOの逆ぎやく舷げん側に揚よう陸りくする数すう艦かんは、その艦かん上じように武ぶ神しん数体を立たせていた。更さらには、ネシンバラが半はん目めで告げるのは。

「武蔵に上陸するための大型架か橋きようを武神で取り付けるつもりだね、あれは。四本か。

　そして艦からIZUMOに降りてくるのは、歴史に名を残すルイ・十四世の陸戦隊ときたもんだ。──十五分ってのと、地上戦限げん定ていとなると、出てくるのは少数だけど訓練の行き届いた精せい鋭えいだから、下手へたすると副ふく会長リュイヌの乗った旗き機きパレ・カルディナルが出てくるだろうし……、まあ、どれもこれも死にたくなるような話だけど、作さつ家か志望者としてはいい資料だ」

　はてさて、とネシンバラが、こう言った。

「あれをどうやって止めるかを考えるのは、僕の仕事だ。──任せて貰もらおう」
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　そして午後二時三十分。

　IZUMO南西側の台だい地ち上、陸りく港みなとに着ちやつ港こうした六護式仏蘭西の旗き艦かん〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟から出場したのは、人数にして約二千人。その主力となっているのは、対する武蔵むさしの学生達たちに言わせれば、

「武ぶ神しんを〝馬〟扱いとした近衛このえ騎き戦せん隊たいかよ。──反はん則そくじゃねえのか、その〝解かい釈しやく〟」

「騎き士しが乗るものは馬ですから、ってな。……聖せい連れんも未来の最さい強きよう国こくには甘くなるんだろ。P. A. Odaとの最さい前ぜん戦せん扱ってるしな。しかし、武神達まで胸きよう甲こうの下には赤あか衣ごろもの上着だぜ。

　まさか、武蔵でも相あい対たいすることになるとはね」

「ああ、お前もこっちの出だっけか。──昔思い出して泣くなよ？」

　どっちがだよ、という彼らは、しかし、武蔵に架かけるための移動架か橋きようを打だ撃げき武ぶ器きのように引きずって来る武神八機きに浅く息を飲む。

　彼らの視し界かいの中、一機あたり二十五人の小しよう隊たいは、武神の整備のための移動懸けん架か台だいを運用し、武神側との連絡を欠かさない。

　そして彼らに続き、布ふ陣じんを広げるのは、

「おいおい近衛銃じゆう士し隊たいだぞ……!?」

　げ、という声が幾いくつか漏もれ、続く声が敵の正しよう体たいを告げた。彼らは敵の前ぜん線せんに出てきた赤衣の姿すがたを見て、

「あれは、──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの自じ動どう人形、〝三さん銃じゆう士し〟だ!!」





●






「自動人形ベル・デ・マリオネツタの身で、随ずい分ぶんと知られたものだな、我らも。そう判はん断だん出来ないか、アルマン」

　と、声を放ったのは、赤の六護式仏蘭西女子制せい服ふくに身を包んだ女だった。

　自動人形だ。生せい体たい型で人に近いが、関かん節せつ部などにラインを入れた戦せん闘とう用。彼女が率ひきいるのは長ちよう銃じゆう装そう備びを得た女性型がた自動人形二百人だった。

　そして武蔵側から視線を外し、ゆっくりと腕を組んだ赤あか服ふくの彼女が見るのは、同どう様ように二百人の人形達を従えた一人の男だ。

　彼も、自動人形だった。

　筋肉の分ぶん割かつ線せんを黒く描く腕も露あらわに、袖そでを外した赤上うわ着ぎの彼は、巨きよ軀くの上の頭を搔かく。

「あまり気乗りはせんがな。──いや、自動人形が気乗りというのは無いか、アンリ」

「アルマン、貴き様さまは人間と共に生活をし過ぎだ。判はん断だんが錯さつ覚かくを得るだけだぞ」

「そういうお前は、姫ひめにはベタ付きだろう。個を区く別べつ出来るだけではなく、優先を決められる時点で俺おれにとっては不ふ思し議ぎだ。──なあ、アンリはおかしいだろう？　イザック」

　振り返り、イザックと呼ばれたものは、武神ルール・デ・マリオネツタに似ていた。

　二人と、中隊の背後、数十人の女おんな形がた自動人形を乗せたそれがある。

　武神に似た、しかし違うものだった。赤の上着を着せられた高さ十五メートルほどの身体からだは、人が乗る武神ルール・デ・マリオネツタとは違い、人の形からは離れていた。両の腕は滑かつ走そう路ろのように前後に長く、身は平たく、足までもが太いデザインだ。

　彼、イザックは、首である平たい感覚素そ子し集合体たいを下にスライドさせ、

『同意』

「何だ貴き様さまら、忠ちゆう臣しんであることをおかしいとは」

「お前は人間全ぜん体たいにもっと近づくべきだ、アンリ、そうすれば解わかる。そうだな……」

　と、アルマンが、頭を搔かきながら、背後の空を見た。

「あのくらいには、だ」

　言葉が飛んだ先、銀の巨きよ人じんがいた。総そう長ちよう直属の戦せん士し団だんである直属近衛このえ隊たい、スコットランド中隊を先頭とする四よん中ちゆう隊たいを送り出す〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の上に、一機の武神がいる。

　銀の、巨大な翼つばさを背に持った女性型の武神だ。

　武神を見上げるアルマンに釣つられるようにして、アンリも背後の空を仰いだ。

「極きよく東とう式自動人形ベル・デ・マリオネツタ、……いや、今は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側に所属する自動人形リュイヌ様が乗る武神、か。旗き機き〝パレ・カルディナル〟と呼ばれても、以前とは姿すがたが違いすぎて戸と惑まどうな」

「乗っているリュイヌ様は世代としては俺おれ達より一つ前。……毛もう利り側から、先代暫ざん定てい総そう長ちようアンヌ・ドートリシュ様に送られたが」

　パレ・カルディナルが、こちらに気付いた。

[image: ]

　軽く、真まっ直すぐに会え釈しやくを送ってくるパレ・カルディナルに対し、アンリもアルマンも同じように頭を下げ、

『会釈』

　イザックも続いた。そしてアンリが、アルマンを見ながら言う。

「貴き様さまは、走狗マウス状態以い外がいのリュイヌ様と会ったことが無かったか、アルマン」

「お前だって、合ごう一いつ前に軽く挨あい拶さつだろう？　何しろリュイヌ様達の穴を埋めるために、急ぎで作られたわけだしな、俺おれ達」

「挨拶だけでも誇りと判はん断だんする」

「その記き憶おくを俺おれ達に寄よ越こさないのが、お前の自動人形ベル・デ・マリオネツタらしくないところだ」

「姫ひめは〝女くせえなあ〟と笑って下さった。そういうものだろう。だが、リュイヌ様は──」

　アンリは、前へと視線を向け直しながらこう行った。

「武神ルール・デ・マリオネツタは操そう作さに意志が必要ゆえ、自動人形では完全な搭とう乗じようが不可能だと言われていたが。……自分自身を分ぶん解かいして武神の各部制せい御ぎよ器きとすることで、武神の合一機き能のうは残しつつ、イザックのような自動人形型武神となったわけだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、とアルマンが応こたえる。

「──リュイヌ様が、その身体からだからパレ・カルディナルに移ったとき、自動人形の核かくである〝魂たましい〟の置き場を変えても大だい丈じよう夫ぶだったのは、主人に仕えようとする設定の強さと、応える主人の為なした結果だ。……リュイヌ様の忠ちゆう義ぎと、アンヌ様の、な」

「Ｔｅｓ．、そのことについてだが、正直な判はん断だんとして、実は私はこう思っていたのだ。

　──パレ・カルディナルの高い能力を今まで防ぼう御ぎよ戦でしか使用しなかったリュイヌ様には、戦うことでの忠義は無いのかと」

　だが、

「今日きようの作さく戦せん内容を聞いて私は判断を確定した。──全ては忠義、と」

　アンリは右の手を完全に挙げた。

　それを合図として、彼女達銃じゆう士し隊たいの背後と左右に、後こう続ぞく隊たいの影が並んでいく。

　人間の学生達による、直ちよく属ぞく近衛このえ隊だ。

　そして自動人形達は動き出した。アンリとアルマンの隊が、前後に分ぶん隊たいし、先行する本ほん隊たいと、学生達を護まもる後こう続ぞくに分かれたのだ。

　身み構がまえるように、布ふ陣じんが作られる。

　彼らの動きで風が吹き、台だい地ちの草が浅く乱れて散った。

　その風の中で、さて、と右手を下ろしたアンリが身構えた。

「仕込みも充分。──アルマン、今の時間は？」

「お前、時計機能切きるなよ。自動人形だろうが？　本気でお前、姫に感かん化かされてないか？」

「Ｔｅｓ．、解わかってる。二時五十二分だな？　この答えでいいんだろう？」

「午後って付け忘れてるぞ」

　やかましい、と言うアンリは、両腕を軽く上げた。

　合図ではない、己おのれの身構えの動き。それを取りながら、彼女は言った。

「──背後では、総そう長ちようと姫ひめが見ておられる。恥はじる格かつ好こうは見せられんな。ゆえに──」

　勢い良く下ろした彼女の腕の動作と共に、風を裂さいて宙に現れたものがある。

　アンリの左右の宙、高い位置に現れたのは、赤の分ぶ厚あつい刃やいばだった。蛮ばん刀とうのような、しかし五メートルはある刃は渡わたりは、四本もあり、

「三時になり次し第だい、敵を刻むぞ、──我が本ほん体たい」
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　時刻は、午後二時五十七分を過ぎていた。

　三時まで残り三分を控えた武蔵むさし側の動きは、まず、武蔵から陸りく港みなとに掛かる橋を落とすことから始まった。

　武蔵右う舷げんから伸びる貨物運うん搬ぱん用架か橋きようのうち、一本以外が武蔵側とドック側の操そう作さでパージされ、落とされたのだ。

　そして、残された唯ゆい一いつの架橋。多た摩ま中央架橋からは、武蔵の学生達七百人がIZUMO側の大地へと出場した。

　三時という、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側が指し示じした武蔵の強制出しゆつ港こう時間。それが過ぎるまでは六護式仏蘭西は武蔵を咎とがする行動が取れない。それは、ネシンバラに言わせれば、

「IZUMOの西側陸港前まえに出で張ばった六護式仏蘭西主しゆ力りよくからは、東のこちらまで約四キロ弱。

　武ぶ神しんの足なら、自然地ち形けいだけど大体六十～七十秒くらいかな。三時十五分まで、十五分中の一分を稼かせげるなら、早く激げき突とつすることはない。衝しよう突とつ速度が半はん端ぱないから対たい処しよは必要だけど、僕達は行程の十五分の一を安全に過ごせるんだ。だから次は──」

　架橋前に展開した皆の頭上を越えるように、音が来た。

　鐘かねの音。武蔵アリアダスト学院が告げる三時の時じ報ほうと、

「砲ほう撃げきだ……！」

　遠く、西側に布ふ陣じんした仏蘭西側の野や砲ほうと、着ちやつ港こうしている戦せん艦かん上部の砲ほう台だいが、武蔵への砲撃を放ってきたのだ。

　幾いく重えもの砲弾飛ひ翔しよう音に対し、武蔵の右舷側に重力障しよう壁へきが無数に展開する。

　その動きを見て、迎えるように、ネシンバラの号ごう令れいが叫んだ。

「さあ開始だ！　──一分ずつ、刻んでいくよ!!」







[image: 解説　●開始時の戦場図●]
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　IZUMO南部での戦せん闘とうは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの動きをもって始まった。

　砂すな煙けむりを上げて走る八機の武神ルール・デ・マリオネツタを先頭に、六護式仏蘭西全ぜん体たいは武蔵むさしへと前進する。

　彼らの信しん条じようとしてあるのは一つ。

「急げ……！」

　午後三時十五分には武蔵が出港してしまう。ゆえに地上部ぶ隊たいが戦えるのは十五分だけだ。が、武蔵までは距離があり、武神の接近だけでも一分を消費する。しかし、

『十五分。……先の作戦としては、それまでに皆を乗り込ませれば勝ちだ！』

　平ひら船ぶねのようにも、橇そりのようにも見える架か橋きようのパーツを引きずり跳ねさせながら、赤の上うわ着ぎを上に来た青の武神達が行く。どれも軽けい量りよう整せい備びの細ほそ身みで、しかし太ふと股ももや上じよう腕わんなどは人間的なフォルムの機体達だ。胸部に馬の刺し繡しゆうを施ほどこした彼らは、その巨きよ軀くによる速度をもって、武蔵と自分達の間にある距離を一気に三分の一にまで詰めた。

　行く。

　頭上、風かぜ切きる音とともに、砲ほう弾だんの軌き跡せきが自分達を無む数すうに追い抜いていく。それを副ふく視覚素そ子しで察知した右みぎ端はしの武神が、皆に通つう神しんを飛ばす。

『砲撃、遅くないか!?　総そう長ちよう達に気ーとられて浮わついてんじゃないだろうな!!』

『違う！　お前が前に出過ぎてんだよ!!　慌あわてなくても砲ほう弾だんの方が先だぞ！』

　言った直後の着ちやく弾だんは前方上空。放ほう物ぶつ線せんを描いて武蔵の右う舷げんに落ちる砲撃だ。

　対する武蔵側が、鳥とり居い型の重力障しよう壁へきを空に斜め掛けで連続させた。正確な五枚重がさねが火花を散らし、こちらの弾たまを弾はじく。

『くっそ、きたねえ！』

『汚きたない言葉はやめましょうよ。六護式仏蘭西らしくないわ』

　と走りながら一人の女性隊員が言う。

『地上戦強しいられて着ちやつ港こう強制されたら、いくら〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟だって武蔵より背が低いわ。ああいう緩い撃うち方になるのは当たり前。それに、そうしないと……』

　言わなくても、皆が頷うなずいた。彼らの視線の先に、もはや巨きよ大だいな壁のように存在する武蔵は、側部甲かん板ぱん上にアルマダ海かい戦せんで搭とう載さいした艦かん砲ぽうを有しているのだ。

　厄やつ介かいな代しろ物ものだ。

　たとえ武神であっても対たい艦砲の直ちよく撃げきは破は損そんを招く。

『しかし、甲板設せつ置ちの砲は下方向への射しや角かくがろくにとれない。だから近づいてしまえば、こちらが好きに出来るということ。それまで、後ろには上方への援えん護ご射しや撃げきをして貰もらうわ』

　とはいえ、近づく間には、少なからず砲撃が来る。

　来た。

　走り行く横よこ手てにて、土が穿うがたれ、風が抜かれた。

　着ちやく弾だん音がそれぞれの間ま近ぢかで響ひびき、しかし、皆は速度を落とさない。

『急げ！　敵の砲ほう塔とうは重くてすぐに狙ねらいを変えられない！　近くに着弾したら、そこから前に出ろ！　それだけで砲の懐ふところに入れる！』

　行く。

　飛ひ来らいする弾だん丸がんに対しては、武神ルール・デ・マリオネツタの加か速そく神経系けいで捉とらえて回かい避ひするよりも、弾だん丸がんの来ないルートを自分達で作り上げた方が安全だ。

　だから、皆はそれぞれ緩い弧こを描いて走り、艦かん砲ぽうの狙いを惑まどわせながら、

『急げ！』

　突っ走る。

　弧を描くそれぞれの背後に、着弾の飛沫しぶきが追ってくる。

　少しでも遅れれば、砲ほう撃げきによって斜め撃うちに身体からだを抉えぐられる勢いだ。

　しかし皆は行った。身を前に倒し、加速し、頭上を至し近きんで抜ける砲撃をくぐるようにして、

『距離！』

『──あと七秒で安全地ち帯たいです！』

『距離で答えろ!!』

『──五歩!!』

　一いつ瞬しゆんで三歩を進み、四歩を進んだ。視覚素そ子しには、前方、武蔵側の架か橋きようから降りてきた学生達が布ふ陣じんしているのが見える。無む論ろん、彼らの表情までもが、だ。

　誰だれかが、彼らに対して感想を述べた。好意的だった。そして誰かが頷うなずいた。

　五歩を踏む。その瞬しゆん間かんだ。

『!!』

　動きは突然のものだった。眼前、武蔵側そく部ぶの輸ゆ送そうハッチがいきなり開いたのだ。

　穴が開いた、としか思えない武蔵輸送通路の中。そこには、

『砲ほうなど無い筈はず……』

　違うものがそこにあり、砲弾とは違うものが発はつ射しやされてきた。

　木き杭ぐいだ。
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「──Herrlich!!」

　武蔵の右う舷げん側から左さ舷げんまで、四縦たて町まちを貫つらぬいて放たれたのは、

「三征西班牙トレス・エスパニアがぶち込んで来たのを参考に、でもまあ、軽めだけど……！」

　白の木杭だ。長さ五メートルの数は八発。

　それは前部に四本、後部に八本の箒ほうきを設置された姿すがたで飛ひ翔しようした。担たん当とう魔女テクノヘクセンがそれぞれ用意した加速術じゆつ式しきは、やはりそれぞれの魔術陣マギノフイグーアの姿すがたを現し、

「行って!!」

　縦たて町まちに莫ばく大だいな風の乱れを生み、大おお杭ぐい弾だんは魔女テクノヘクセン達の髪かみやスカートを翻ひるがえさせて行った。

　突とつ撃げきする武ぶ神しん達に対しての、カウンター攻こう撃げきだ。





●






　魔女達は、急ぎ閉じていく側そく部ぶ輸ゆ送そうハッチから、放った木き杭ぐいの行方ゆくえを見ていた。

　速度はさほど速くない一いち撃げきだ。機き殻こうをまとっていない箒ほうきを使用している以上、亜あ音速に達すれば上出来というものだが、

「カウンターで誘ゆう導どうつき！　当たるよ!!」

　魔女達が、命めい中ちゆう祝いの前の身み構がまえをとる。そんな動きと雰ふん囲い気きの中で、一人、考え込んでいる者がいた。それは、

「……ガっちゃんどうしたの？　不安だったら装境換Verwandlungしとく？　衣い装しよう部分だけでも」

「え？　あ、いや、そうじゃないの。何だかこの状況、どっかで見た気がして」

「？　だってコレ、アルマダの前半戦せんで自じ動どう人形の人達がやってた方法の応用っしょ？　向こうの木杭を艦かん内ない通したアレの……」

　というナイトの言葉が止まった。が、直後に、ナイトは慌あわてた声で、

「ガっちゃん、〝どっかで見た〟筈はず無いよ!?　この状況知しらない筈だもん！　ナイちゃん達がアルマダでハシャいでる頃、ガっちゃん倫敦ロンドンでヒャッハーだもん！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうよねマルゴット。でもコレ、似た状況を見た記き憶おくがあって……！」

　と、そこまで言ったナルゼは、しかし己おのれの言葉を切り返すように鋭く叫んだ。

「ヤバい！　その木杭、通じないわ！　──敵のあの装そう備びだとかわされる!!」

　え？　と皆が声を上げる中、眉まゆを立てたナルゼは閉じゆくハッチの向こうを見た。

　木杭は既すでに、武神達に正確に達しており、そして誘ゆう導どうが正確であるがゆえに、

「……やっぱり!!」

　武神達が動いていた。身長十メートル超ちよう過かの武神達は、まず、全員が揃そろって架か橋きようを捨てたのだ。更さらには、

「赤の装そう甲こう服ふうを上うわ着ぎに着ていたのはそのためね!?」

　武神全機が、装甲服の上着を背後の宙へと脱ぎ放った

　続く動きで、彼らは走りながら身を低く沈める。これは、

「倫敦で、追つい尾びの矢や群ぐんに対して点てん蔵ぞうが行った回かい避ひと同じよ！」
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　武神の動作と形状を認にん識しきして飛んだ誘導弾だんは、不ふ意いに身を縮めた武神より、それが脱ぎ捨てた上うわ着ぎにこそ、人ひと型がたの形状を見た。

　武ぶ神しん本体ではなく、宙に広がった赤の上着が、長大な杭くい弾だんによって貫つらぬかれる。

　回かい避ひされたのだ。
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　多た摩ま左さ舷げん甲かん板ぱんにて、武神達たちのとった動きと結果を、点てん蔵ぞうは見ていた。

「あれは、……倫敦ロンドンで自分が行った回避と同どう様ようの方法!!」

　すると、隣となりに立っていたウルキアガが、大きめの前ぜん翼よく腕を組んで問うた。

「ほほう、知っておるのか点蔵」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──って、知ってるも何も、自分、メアリ殿どのにコクりに行く時に、英国イギリスの戦せん士し団だんが放ってきた矢や群ぐんを、あのような感じで、こう、ヒラっと、ヒラっとかわして御ご座ざってな？　メアリ殿にコクりに行くパワーというかまあ、あれが咄とつ嗟さに出来たのも愛というか──」

「おおい皆の衆しゆう、次の出場の布ふ陣じん、この異い教きようの忍にん者じや一人で異い論ろんはないな？」

「そ、それ布陣言わないで御座るよ！　逆ハブで御座るよ!!」

　まあまあ、と間に割るように入ってきたのは二ふた代よだ。

「貴き殿でんら、仲間割われはよくないで御座るぞ？　クロスユナイト殿は悪くないで御座る」

　激しく連続で頷うなずく忍者に会え釈しやくを返し、二代は蜻蛉とんぼ切ぎりを抱くように腕を組む。

「いいで御座るか？　こちらが戦せん場じようで学ぶように、敵も学習するのは当然に御座る。

　ゆえにそれに驚いて仲間割れなど、自らの怯おびえとしか言いようが御座らぬ。

　ならば、敵がクロスユナイト殿の技を見て誘ゆう導どう弾だんの回避方法を憶おぼえた以上、ここは相手が自分達よりも上であると思い、気を引き締めることが肝かん要ように御座る。

　そしてそのように敵がこちらより上になったのも、元はといえばクロスユナイト殿が倫敦であの回避方法を見せたからであり、つまりクロスユナイト殿が余よ計けいなことをせねば──」

　二代が言葉を止めた。

　ややあってから彼女は、おや？　と首を傾かしげて点蔵を見て、

「結局、御お主ぬしが悪いので御座ろうなあ」

「さ、最悪で御座るよこの副長!!」

・俺　　：『だよなあ、テンゾーが回避しなければ、武神達ここで倒してたのになあ』

・賢姉様：『フフフ愚ぐ弟てい、駄だ目めよ？　過ぎた過去にばかりこだわってたら。前向きに生きないと駄目。いいわね愚弟？　──忍者の回避は別だけど』

・十ＺＯ：『ぬうう！　……久しぶりに姉弟攻こう撃げきを……!!』

・貧従士：『それよりこっちに武神来てますよ──!!』

　表示枠サインフレームで、既すでに下に降りているアデーレが叫ぶ。

・貧従士：『構え──！』
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　突とつ撃げきを掛けた武神ルール・デ・マリオネツタ達の狙ねらいは一つだった。それは、

『武蔵むさし側から降りて布ふ陣じんした極きよく東とう学生達!!』

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側では、この戦せん闘とうを攻こう城じよう戦と解かい釈しやくしていた。武蔵という都市と、それを囲む巨きよ大だいな城じよう塞さいを突とつ破ぱする戦いだと。

　そして攻城戦には、一つの意味がある。その内容は、

『都市制せい圧あつの完かん遂すいは、……人の足によって踏み、旗はたを掲かかげて為なされるもの！』

『我ら近衛このえ騎き戦せん隊たい、そのために敵てき陣じんを切り開くものであり、道を造るものではなし!!』

　橋を架かけ、道を造り、制圧をするのは、人の身で為すこと。架か橋きようを運んできたのは、突撃する人々の足を速めるためであり、自分達が用いるものではない。

　自分達は、既すでに敵の砲ほう撃げきの下、安全地ち帯たいに入っている。ならば後は、

『戦せん場じようを我がものとしろ！』

　武神八機きは、己おのれの背部から、短く切りつめた長ちよう銃じゆうと剣を抜く。そして突撃の意い気きとして叫ばれるのは、

『VIVE栄光　LAあれ　XIV太陽王……！』

『──VIVE　LA　XIV！』

　激げき突とつのために、武神達は加速した。
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　武蔵右う舷げん側の台地、そこに架かかる中央架か橋きようの前方、三百メートルの位置に、七百人の武蔵戦せん士し団が布陣していた。

　彼らは対たい武神用の存在ではない。武神は砲撃や杭くいによるカウンターでしとめることを前提に、後に来る三さん銃じゆう士しの自じ動どう人形隊や戦士団だんの相手や牽けん制せいをするために出場した者達だ。

　だが、武神達が高速に行き、

『当たれ！　それだけでいい!!』

　そんな希望と結論が間ま近ぢかに迫ったときだった。

　七百人の極東戦士団が、先せん頭とうに立つ丸い機き動どう殻かくの、

『直列──!!』

　叫びの響ひびきと同時に一いつ斉せいの動きを見せた。

　全ては直列に。それも百人一列ずつの七列となり、

「動作──!!」

　続く動きは、統一がとれていて、また、とれていないものだった。

　七本となった各かく列れつが、八機の武神の間にそれぞれ飛び込むようになりながら、ある列は後退し、ある列は前進し、ある列はそのままに留まったのだ。

　対する武ぶ神しん団だんは、ぶち当たるべき敵側が、防ぼう御ぎよも引きもせずにそれぞれの間に飛び込んで来たり遠とお去ざかったことに対し、

『……!?』

　突とつ撃げき姿し勢せいを取って、武装を前に向けていたため、横への動作が遅れた。

　左右に飛び込まれたせいで、併へい走そうする仲間と自分とで、どの列を相手にするかを迷ったということもあれば、どの列も動きが違うことがフェイントの役を果たしたということもあった。だが、一いつ瞬しゆんで列の半なかばまで過ぎたところで、

『動け！　反射的に防御姿勢などとるな！　これは陽よう動どうだ!!』

　中央左側の武神。隊長格かくの声が叫んだ。

　動けば当たる。武ぶ器きではなく、足を引っかけるだけでもいい。本来の狙ねらった行動とは全く違うものだが、

『それだけで潰つぶせる！』

　最も早く反応したのは、仲間に挟まれていない左右端はしの二機だった。

　彼らは、強ごう引いんに内側へと低くした身で、地面を抉えぐるように短たん剣けんをぶち込んだ。

　短剣が振り下ろされ、土が抉えぐれて、草も何も巻き込んだ瀑ばく布ふが破は裂れつした。

　だが、打だ撃げき音おんと共に大地をめくって吹っ飛んだのは、

『っ!?』

　左右端たんの武神二機だった。
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　二機の武神は、地面上を洗って捲めくって転がった。

　青の装そう甲こう服ふくの二機は、どちらも上から叩たたかれ潰つぶされるようにつんのめり、肩から地面に刺さり、そして抉って滑すべるように大地を剝むいて、しかしある程度の距離で捻ねじれ、

『……!?』

　跳ね上がって転倒し、数回転する。そのときには、新しい左右端となった二機が、

『これは──』

　原因を、二機は見た。上から降って、彼らを地面に叩たたきつけたものを、だ。

『木き杭ぐい!?』

　先ほど避けた筈はずではなかったのか、と、そんな勘かん違ちがいを思った瞬しゆん間かんだった。

　目の前に、影が立ったと、そう思った。

　空からの攻こう撃げきだ。

　落下し、地面に突き立つのは新しい杭だった。それも、こちらの腰ほどの長さの、だ。

　杭は地面に突き刺さり、こちらは回かい避ひをしようとして、

『────』

　無む理りだと気付いた瞬しゆん間かん。不ふ意いに降ってきた杭くいが、何であるかを気付いた。

『武神ルール・デ・マリオネツタの射しや出しゆつ機き構こうを利用した杭くい打うちか!!』

　直後に、激げき突とつの音と衝しよう撃げきが響ひびいた。
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　多た摩まの中央甲かん板ぱん上、そこに立つネシンバラは、一ひと息いきついて多摩と高たか尾おの後部に視線を送った。

　音がする。

　空へと杭を発はつ射しやし、そして落ちた杭が地面に穿うがたれていく音だ。

　腹に響く、しかし抜けたような音の連続の正しよう体たいは、

「──武蔵内ないで大だい規模工こう事じに用いられるアンカーパイル。数にして、七十二本。並べた場合、人間にとっては隙すき間まだらけだが、武神にとっては充分なバリケードだろう」

　ここからは見えないが、艦かん底ていにある武神の射しや出しゆつ装置はフル活動だ。連続で杭を打ち出して落とし、武蔵むさしの右う舷げんに粗あらめの壁を作っていく。

　それは武神を止めるだけではない。武神が運んできた架か橋きよう設備をも通さぬもので、

「だからこそ、武神達はそのバリケードを破は壊かいしなければいけない。武蔵まで距離にして三百メートル。騎き士し達が土ど木ぼく作業というのは屈くつ辱じよくだろうけど、まあ、頑がん張ばってくれ」

　と発言そのものをミチザネに文字化させて記録するネシンバラの横。ヨシナオが腕を組み、

「ネシンバラ君、下、アデーレ君達を出したのは、まさか……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、最初の手に続く、二に手て目としての囮おとり役です。正面からの砲ほう撃げきと杭打ちで頭を下げさせた上で、間に戦せん士し団だんを行かせて下に気を散らす。そこに上方からの杭打ちですからね。

　直ちよく撃げき食らった武神がいたのは偶ぐう然ぜんじゃないですよ。彼女達のおかげです」

「Ｊｕｄ．、奇き策さく、と言いたいところだが、囮による誘ゆう導どうとしては基礎的なものであるな。特に、武神相あい手てとなるならば。──宜よろしい。奇策好きは長生き出来んから気をつけるのだぞ？」

・賢姉様：『この王様が嫁よめを手に入れたのはどういう奇策かしらね……』

・未熟者：『と、隣となりに王様いるのにやめろよ！　見えたらどうすんだよ!!』

・あさま：『……あれ？　今、ネシンバラ君、音声入にゆう力りよく設定のような……』

・未熟者：『うっわ！　王様こっち見てるよ!!　どうしよ!?』

・眼　鏡：『だから君はすぐそうやってキョドる……。あ、江え戸どついたらイベントの申込書、こっちにも送ってくれる？』

・未熟者：『忙いそがしいのに混こん神しんするなあ──！』

　と言っている間に新しい表示枠サインフレームが開いた。それは神しん道とう側と共きよう通つう設定された旧派カトリツクのもので、

・貧従士：『武神隊が、負ふ傷しよう機体を置いてバリケードに突とつ撃げきを掛けますよ──!!』

　言葉が書かれていく間に、激げき突とつの軋きしみが右舷の台だい地ちから響いた。

　金属音おんが割れたのは、既すでに幾いく本ほんかの杭くいが破は壊かいされたということだ。

「切り替えが早い。迷わず突とつ撃げきして、一気に開いて来たわけだ」

「大だい丈じよう夫ぶかね？　今、この多た摩まの中央から伸びる架か橋きようの前には、何人の守りがいる？」

「バルフェット君の方、前進隊たいに足の速いのが四百人。こちらには迎げい撃げきと防ぼう御ぎよで三百人です」

「架橋前に密みつ集しゆうしたのがそうであるな？　対たい武ぶ神しん用の装そう備びは殆ほとんど無いようだが……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは頷うなずいた。

「彼らの仕事は、最後の守りとして、敵の戦せん士し団だんが武蔵むさしに梯子はしごなどを掛けることを牽けん制せいすることです。それ以前の対武神用の戦力としては──」

　ええ、

「手は打ってありますので御ご安心を」





●






　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神ルール・デ・マリオネツタ隊は、それぞれ右の肩からバリケードに突撃した。

　太さ五十センチ、長さ八メートルほどの鉄てつ杭くいを、彼らは速度任まかせに砕くだき抜く。

　激音が響ひびき、火ひ花ばなが散った。

　宙へと、装そう甲こうと鉄杭の破は片へんが散らばり上がる。

　速さは落ちた。が、武神達はそのまま足を後ろへと強く蹴けりつけ、

『行けるな!?』

　仲間同どう士しで確かく認にんし、転び出るように行く。

　行った。

　彼ら、杭の直ちよく撃げきを受けなかった四機は、半なかば砕くだいたバリケードを越え、正面、三百メートルの位置にある武蔵の架橋を見み据すえる。

　誰だれもが、前に出ながら、腰を低く落とし、身体からだを前に倒した。

　ダッシュの初しよ動どうだ。

　狙ねらいは前方の架橋。あの場所を制圧すれば、武蔵にわざわざ越えつ壁ぺき設備を架かける必要もない。敵は、戦士団をこちらの背後に送った。彼らを収容するためにも、この橋を落とす筈はずがない。

　勝利だ。

　時刻は現在三時四分。あと十一分だ。だから、

『背後に抜けた武蔵戦士団の四百人は気にするな！　前の三百人も潰つぶせる！　だから──』

　隊長格かくの機き体たいが叫んだ。

『一気に詰めろ！』

　杭の直撃を受けた者達も、感覚類るいをアジャスト中との機構文章メツセージドウシステムが届いてきている。不ふ完かん全ぜん状態だろうが、確実に立って復帰してくるだろう。

　ゆえに、先せん陣じんとして彼らは動いた。

　前に身を出し、突っ走る。

　その瞬しゆん間かんだった。中央右の一機が、いきなり後ろへと吹き飛んだ。
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　装そう甲こう服ふくを断ち割られ、武神ルール・デ・マリオネツタが一機破は壊かいされた。

『……何!?』

　攻こう撃げきだ。それも遠距離からの一いち撃げき。しかしその手段は、

『斬ざん撃げきだと!?』

　違う。のけぞるように背後へと吹き飛び、バリケードに食い込み倒れる一機は、ある形を胸部装そう甲こうに深く受けていた。それは、

『──割かつ断だんか!!』

　いた。

　艦かん首しゆ側の台だい地ちから、抉えぐるような弧こを描いて突っ走ってくる人ひと影かげがある。それは、

『武蔵むさし副長、本ほん多だ・二ふた代よ……！』
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　二代は、走りながら己おのれの速度を上げていた。己の持つ加速術じゆつ式しき、出雲いずも系けいカザマツリの〝翔しよう翼よく〟は、加速の際に余よ分ぶんなものを順じゆん次じ解除していくもので、最終的な速度は高く安定するものの、最初の爆ばく発はつ力が弱い。ゆえに、

　……助じよ走そうが必要で御ご座ざるなあ。

　喜き美みや宗むね茂しげの戦せん闘とうでは攻撃をぶつけて疾しつ駆くすることでそれを行い、誾ぎんとの戦闘では彼女の砲ほう撃げきで破壊された町並みを助走路ろとした。

　最さい高こう速度において、神しん道とうの速度操そう作さ系けい術式としてはトップクラスで、派は生せい変化も可能。余分なものが要いらないためにいつでも使用出来ることから、鹿か角づのが勧めてくれた術式だ。

　そんな術式に対し、不満を感じることは神や鹿角に悪いのか、それとも戦闘の要かなめ役やくとして当然の贅ぜい沢たくな望みなのか。

　まあ、そんなことを思ってしまうのも、

　……朝方に義よし経つね公こうの八はつ艘そう跳とびを見たからで御座ろうなあ。

　義経は、源げん平ぺい合がつ戦せんの英雄で、武ぶ家けの人間ならば誰だれでも知っている。

　……伝でん説せつ通り、無む茶ちや苦く茶ちやな体たい術じゆつの使い手で御座ったな。

　が、清しん武たけ田だにおいてはレアな存在であり、確か、父も会ったことが無かった筈はずだ。

　会ったと聞いたら、話したと聞いたら、父はどういう反応をしたで御座ろうか。「サ、サインは!?　サインくらい蜻蛉とんぼ切ぎりに書いて貰もらってねえのかよ!?　じゃ、じゃあ、会ったなんて信じねえ、信じねえかんな！」とか、時たま猜さい疑ぎ心の強くなる困った父で御座った。

　蜻蛉とんぼ切ぎりも『嫌いやー』とか言うで御ご座ざろうなあ。

　うんうん、と走りながら二ふた代よは頷うなずき、ふと前を見て、

「──おや、いつの間にか目の前に武ぶ神しんが」

　激げき突とつした。
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　武蔵むさし右う舷げんから西に距離七百メートルの位置。そんな場所から、アデーレは武蔵側へ方向転てん換かんしつつ、二代と敵てき武神隊たいの激突を見ていた。

　武蔵と自分達の間に立つバリケードは、半なかば砕くだかれている。だが、バリケードによって、武蔵との間には、三百メートル四し方ほうの、空間が出来ている。

　その中で二代は、残る三機の武神を相手に、

　……うわ。

　立ち回る、という言葉の意味をアデーレは知った。

　高速で動く二代のほとんどは残ざん像ぞうで、その移い動どう距離が一歩単たん位いで数メートルを超える。自分達は戦せん闘とう訓練で数メートル範はん囲いを守りきるのがやっとなのに、三百メートルの全ぜん域いきを二代は縦じゆう横おう無む尽じんに使っている状態だ。

　行き、引き、回って返し、しかし相手は、

　……武神です！

　時とき折おり放たれる割かつ断だんに対し、武神達もめまぐるしく動いていた。

　手を抜かない。

　相手が、一国を支える戦せん闘とう力の要かなめである副ふく長ちよう職しよくだと解わかった動きだ。二代が割断を用いる素そ振ぶりを見せれば、手にした剣の刃やいばを盾たてにし、そしてサイドステップを多用し、二代の背後に必ず誰だれかが回るようにして嵐あらしのように三機が走り、攻こう撃げきと回かい避ひを連続する。

　見事です、と、アデーレは、遠くからだからこそ解る状況把は握あくをもって感想した。

　だが、と、アデーレは内ない心しんで言葉をつなげる。

　戦せん場じようはその一段階目めを終了していますよね、と。

　接せつ敵てきの時間は終わりだ。今や戦場は、攻撃と迎げい撃げきの段階に入っている。

　そして現在、敵側で無事な武神は三機いる。二代が速度で攪かく乱らんしながら蜻蛉切の割断能のう力りよくを用いても、やがて他の五機が復帰して戦せん列れつに戻れば全ぜん対応は難しい。

　援えん護ごになるかどうか解らないが、自分も戦場にいる者だ。

　他にも手は打っているとネシンバラは言うが、こちらにだって出来ることはある。

　既すでに転てん身しんの準備は出来ており、周しゆう囲い四百人は武蔵の方を向いている。

　ならば、という、構えた息を吸い、アデーレは叫んだ。

「──これより転身し、敵武神団の背後に、攻撃を掛けます!!」
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「Ｊｕｄジヤツジ．……!!」

　アデーレは共に前に出た四百人を見る。彼らは皆、強力な術じゆつ式しきや武ぶ装そうを持っていない、どちらかというと、陽よう動どう用に足の速い者達が選出されているからだ。

　だが、彼らは、アルマダの海かい戦せんの出場者だった。それも、砲ほう撃げきに対する防ぼう御ぎよと、敵の進しん軍ぐんに対する遅ち滞たい行動を実じつ践せん経けい験けんした多た摩ま配はい属ぞく組ぐみだった。

　……現在、最も戦せん場じよう慣なれしてる人達ですよ！

　地に足がついていて、制せい限げん時間も有りと解わかっていれば意気は高い。

　アデーレは、皆が加か速そく術式などを全開したのを見て声を掛けた。それは突とつ撃げき開始の、

『──Debut！』

　その掛け声を機き軸じくに、全員が突っ走った。

　おお、と声を上げ、走り出し、走り行く。

　……急ぎましょう！

　鈍どん重じゆうな機き動どう殻かくの中にいる自分は、皆を見送る形だ。走り出す後ろ姿すがたを見て、いいですねー、と暢のん気きなことを少し思ってしまう。自分も走るのは好きで、体育祭ではリレーのアンカーを務めるくらいだが、

　……この機動殻だと、人並に動くくらいで脚きやく力りよく全部使っちゃいますしね。

　英国イギリスにて軽い破は損そんを受けたが、直なお政まさが連れてきた三み科しな・大ひろに少し見て貰もらったところ、

「まあ、装そう甲こうに金属系けいの治ち療りよう符ふ貼はるくらいじゃないかな。経けい年ねん以外に壊こわれてるところ無いから、本格的な整備は皆の後にするけど、……でもこれ、駆く動どう系けいがほとんど耐衝しよう撃げき用だよね。

　パワーアシスト無しで動かしてるの？」

　とのことで、正直よく解わからないから首を傾かしげたら嫌いやそうな顔をされた。

　まあ、父の遺のこしたものだし、とにかく頑がん丈じようで安全なのがウリのようだ。

　今も皆の殿しんがりを務める気分で行こうと、そう思ったときだ。不ふ意いに背後の頭上から、

「貰った!!」

　へ？　と思って振り返った瞬しゆん間かん。内ない部ぶ上面の副表ひよう示じ石せき板ばんに、あるものが描かれた。

　赤い色の、宙に浮いた四本の大だい刀とうだ。見覚えがある形は、

　……自じ動どう人形三さん銃じゆう士しの一人、アンリって人の武器……!?

　もう来たのか、とか、早いですよ、と言う思いがない交ぜになったと同時。四本の極ごく厚あつ刀とうがほぼ真ま上うえから高速でぶち込まれた。
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『あいたあ──!!』

　重なったがために一つに聞こえた四よん激げき音おんに、戦せん場じようの皆は一いつ瞬しゆんだけ視線を向けた。

　誰だれもが見るのは、単たん独どく先行してアデーレに一いち撃げきを加えた赤い上うわ着ぎの女。自じ動どう人形にして三さん銃じゆう士しの一人、アンリだった。そして彼女の正面。アデーレの機き動どう殻かくが衝しよう撃げきに軽く跳ね、

『あつっ、ちょっ、いきなり何すんですか!?　つあああ涙もですけどビックリ系けい鼻はな水みずまで出てきましたよマジに!!』

　その声に、武蔵むさしの皆は視線を戻して、

「…………」

　自分のなすべき事を再開する。
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　アンリは、己おのれの人工頭ず脳のうの中に生まれた判はん断だんを〝憤いきどおり〟と名付けた。

　正面。自じ慢まんの刀かたなの四本をぶち込んだ相手がいる。

　今まで、武蔵むさしの戦せん闘とうにおいて、敵の砲ほう撃げきや攻こう撃げきを凌しのいできた丸い機動殻だ。

　動きの遅い、いい獲え物ものだった。

　だから、アンリとしては、これを砕くだくことで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦闘力を示そうと思ったのだが、

　……これほどに硬いのか!?

　と、ふらついている機動殻の周囲に、幾いくつもの鳥とり居い型表示枠サインフレームが現れる。乗り手の従じゆう士しに、皆が作戦を指し示じしているのだろう。危険を感じたアンリは、自動人形ベル・デ・マリオネツタならではの高速知ち覚かくで、裏からだと反転して見える表示枠サインフレームを読む。

　すると、

・あさま：『だ、大だい丈じよう夫ぶですかアデーレ！　頭のツムジに強い衝撃受うけると将来ハゲるっていいますけど、アレ迷めい信しんですけどそういう呪のろいはあるので頑がん張ばって下さいね!!』

・金マル：『ナイちゃん思うけどアサマチたまに何言ってっか解わからないときあるよね』

・傷有り：『あの、機動殻の中って、鼻かめるんでしょうか……』

　何を言ってるか本気で解らん。

　……これは何かの作戦暗あん号ごうか……!?

　アンリが人工頭脳の中に生まれた判断を〝戦せん慄りつ〟と名付けていると、従士が反応した。

『っあ──！　復帰！　……ょっし、が、頑張りますよ！　って、うわ、な、何ですか今の！　表ひよう示じ見たら第二装そう甲こうまで達してますよ！　あぶな!!』

・俺　　：『オメエの機動殻、皆みな大好きビキニアーマーが一層分ぶんだとしたら何なん層そう構造だよ？』

『えーと、二十七層くらいじゃないですかね』

・賢姉様：『フフフ、これほど脱ぎ麻雀マージヤンや脱ぎクイズのラスボスとして最適なキャラが身近にいたとはね！　アデーレ、目の前の自動人形に言ってやりなさい！　ノルマは二十七問！』

　……今の一撃をあと二十六回かあ……。いや、第二装甲だから十三回でいいのか？

　それでもあと十三回か……、と、少し、自信を失い掛けたアンリだったが、ふと、横にアルマンがやってくる。やはり自分の部ぶ隊たいよりも先行して来た彼は、

「アンリ、あまり結果を手て柄がらとして焦るな。何しろその機き動どう殻かく、従じゆう士しもだが、──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ縁ゆかりのものだからな。我らが教きよう導どう院いんとしては、硬さを六護式仏蘭西の誇りとして、お前の腕も天晴あつぱれとしておくのが吉きちだろう。矛む盾じゆんという言葉の解決を二十七分の一行おこなった、としてな」

「ふン、天晴れ……、となると、その評価、貴き様さまのものではないな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、俺おれから伝えてやれと、──姫ひめ様さまがな」

　自動人形ベル・デ・マリオネツタは噓うそがつけなくていかんな、と付け加えるアルマンに、アンリは軽く手を振る。

「私は先行する。そしてこの従士はお前に任せる。お前の方が相あい性しようが良い」

「相性が良い、じゃなく、対たい応おう出来ると言ったらどうだ」

「逆の言い方を姫様は最適とするのでな」

　言って、背後に走ってくる自動人形達たちに対し、アンリは共通記き憶おくで叫んだ。

『予定通り、右方向、南部の森林側がわから行く！　──アルマン！　貴様も急げよ！』
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　アデーレは、アンリという女性型がた自動人形の一隊が、こちらの左を迂う回かいするように疾しつ駆くしていくのを見た。

　……これは──。

『前ぜん線せんより本部！　敵てき銃じゆう士し隊たいの狙ねらいは、武蔵むさし中央架か橋きようへの突とつ撃げきです！　架橋前で防ぼう御ぎよしている武蔵戦せん士し団だんに対し、射しや撃げきを重ねた突撃を横から掛けるつもりです!!』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラの声が応こたえた。

『戦っている武ぶ神しんには銃じゆう撃げきなんてほとんど効かないけど、こっちは人にん間げん中心だからね。横から食らえばなお危険。大おお雑ざつ把ぱに見えて、段だん階かい踏んだ作戦だ。

　武神をもって副ふく長ちよう本ほん多だ君を押さえ込み、その間に自動人形達で攻めるつもりだろう』

　アデーレは頷うなずいた。

　武蔵が危険だと、そう思う。一いつ緒しよに走って行く自分の仲間達も、だ。

　何しろ、高速でバリケードを南に回り込んでいくアンリと彼女の部ぶ下か達が、走りながらもこちらの戦せん士し団だんへと射しや撃げきをくわえ始めたのだ。

　自動人形の射撃は正確だ。走る自分達四百人はその速度を落とされ、一部は防ぼう御ぎよ体勢をとらざるを得ない状態になっている。その光景を見たアデーレは、

　……まずいですよ！　防御しないと！

　と、皆の背を見て、アデーレが走る速度を上げようとした。

　そのときだった。不ふ意いに、左手側に人ひと影かげが来た。

　……え？

　三さん銃じゆう士しの一人。巨きよ軀くの、アルマンと呼ばれていた銃士が、走り出すこちらに並んだのだ。

　長身の彼はまず、腰から下げていた鍔つば広ひろの帽ぼう子しをゆっくりと被かぶる。

　そして、羽は根ね飾り付きの帽子の下で、彼は薄く笑い顔を作り、

「銃士の仕事だ。少し付き合ってくれ時代後れの従じゆう士し」

　え？　とアデーレは思った瞬しゆん間かんだ。

　アデーレは、目の前に大地を見た。
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「……は？」

　アデーレは見た。アルマンの左右の手。身体からだの左と右に軽く掲かかげられた両の手が、虚こ空くうを摑つかんで上がるに連れ、

「俺おれは、……ちょっと、こっちの方が過か多たに作られていてな」

　大地が隆りゆう起きし、割れた。それも数メートルというものではない。

　一気に三十メートルほどの地ち殻かくが、波開くように割れたのだ。

　肉を打だ撃げきするのにも似た鈍い音が、地下から連続し、小石のこぼれる音がした。そして土を割って、まるで内側から植物の芽が出るように、

「え？　あの？　ちょっと……!?」

　数十メートルの単位で、地殻の下側から震しん動どうと轟ごう音おん付きで跳ね上がってきたものがある。

　それは太さにして三メートル。長さにして二十五メートルは下らない、折れ曲がった、

「IZUMOの大地を支えるフレームと、それに付ふ随ずいする地殻部ぶ分ぶんだ。まあ、表ひよう層そうの一角を抉えぐったくらいで壊こわれるIZUMOではないだろうが──」

　巨きよ人じんの棍こん棒ぼうというのも生なま易やさしい。馬ば鹿かでかい鉄フレームと地殻部分は、巨きよ大だいなハンマーのようであり、浮うき島しまにも見える姿すがたをしていた。

　自然由ゆ来らいの打だ撃げき武ぶ器きを高く掲かかげられ、アデーレは、息を詰める。

「え、と、……あのう……」

　何とか、言った。

「自分、あまりそういうの、欲しくないんですけど」

　Ｔｅｓテスタメント．、とアルマンが頷うなずいた。そして彼は、もう一度首くびを下に振り、

「……極きよく東とう人は、何か貰もらうとき、一度遠えん慮りよするのがルールと姫ひめ様さまから聞いた」

「い、いや、いらないですよ！　絶対いらないですよ！　三度遠慮しましたよ!?」

「通常の三倍、慎つつしみ深いのだと判はん断だんしよう」

　ぶち込まれた。
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「アデーレ!!」

　多た摩まの外そと舷げん甲かん板ぱん上、銀ぎん鎖さと装そう甲こう板ばんを用いて砲ほう弾だんの破は片へんを弾はじいていたミトツダイラは、IZUMOの大地がジャンプしたのを見た。

　地ち殻かくが跳ねる。

　原因は、重力制せい御ぎよを込めた力任まかせの巨きよ大だいハンマーだった。

　三さん銃じゆう士しのアルマン。彼が放った打だ撃げきは、一度だけ地面を沈ませ、しかしその反動が全てを跳ね上げた。効果は半径にして二百メートルほど。その広さの地形が、まるで蛙かえるが跳ねるように浮き上がって、破は裂れつしたのだ。

　そこにはアデーレがいた筈はずだが、今や姿すがたは見えない。

　跳ね上がり、砕くだけて落ちた大地が、小山のように全てを埋めたからだ。

　瓦が解かい、と言えるような音が轟とどろきとして響ひびいてくる中、ミトツダイラは呆ぼう然ぜんと息をついた。

　……あ。

　アデーレはどうなったのかと、そう思ったときだ。不ふ意いに表示枠サインフレームが開き、

・三　要：『うわああああ！　バルフェットさん！　仲間だと思ってたのに埋まって!!』

・賢姉様：『フフフ三さん要よう先生、仲間ってどういう意味？　背？　胸？　結婚？』

・三　要：『く……！　メ、メガネですよメガネ！　──というかアデーレさんが！』

・銀　狼：『だ、大だい丈じよう夫ぶですわよ！　アデーレなら無事ですの！』

　ミトツダイラは、アデーレを発見していた。

　埋まった筈がない、と、仲間の無事を信じる思いが、その姿を見つけさせた。

　上だ。

「飛んでますわ!!」

　空を見上げた視線の先、武蔵むさし上のこちらの視線と水平の位置にまで、アデーレの機き動どう殻かくが浮いている。

　倫敦ロンドンでも行った、機動殻の生存閉へい鎖さシステムからの大跳ちよう躍やくだ。
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　ミトツダイラは、高い宙に舞った従じゆう士しの軌道殻に安あん堵どの息をついた。

　……いい判はん断だんですわね……！

　大地に飲まれる瞬しゆん間かんに発動したものだろう。わずかに回転しながらの飛ひ翔しようは不安定で、着ちやく地ちもやはり転倒と叩たたきつけのものとなる。だが、

「埋まっていませんわ！　どなたか落らつ下か位置の援えん護ごを……！」

　言って、ミトツダイラは思った。自分が行ければいいのに、と。

　だが、ここの持ち場を決めたのはネシンバラだ。その理由は、

　……足が遅いから、武蔵むさしの出港に間に合わないかもしれない、と。

　下にいる者達たちは陽よう動どう役やくを基礎とする。アデーレだって、いざとなったら軌き道どう殻かくを捨てて逃げれば俊しゆん足そくだ。

　しかし自分は違う。人並よりやや速い程度なのに、しかし銀ぎん鎖さや剛ごう力りきゆえに敵に足止めされ、前ぜん線せんから動けなくなったらどうするのか。

　これはシロジロやハイディ達にも同じ判はん断だんが下されており、直なお政まさも地じ摺ずり朱雀すざくが戦せん闘とう用として補ほ修しゆうされていないために外された。彼らは今、自分と同どう様ように艦かんの防ぼう御ぎよなどに動いている筈はずだ。

　だが、と砲ほう撃げきの破は片へんを弾はじきながら、ミトツダイラは思った。

　自分は、足の問題があっても、下に行くことを許されなかったかもしれない、と。

　……何しろ、敵となっている六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの派は遣けん騎き士しですし……。

　この寄き港こう期間中、自分は一度もIZUMOに降りていない。

　ここ最近、というわけではない。母との約束で、もう八年ほどを、そうしている。

　その理由と意味と、現状を比ひ較かくするように思い、ミトツダイラは、

「────」

　いろいろな、言葉に出来ない思いを内ない心しんに作った。だが、

「……？」

　狼おおかみの聴ちよう覚かくが、不ふ意いにある音を聞いた。そして漂ただよってくる匂においは、

　……武ぶ神しんの潤じゆん滑かつ油ゆの焼けた匂い……!?





●






　ミトツダイラは悟さとった。今、耳に聞こえる高い唸うなりは武神の起き動どう音で、油の匂いも、起動時に特有のものだ、と。

　敵の武神隊の内、初期に大おお杭ぐいを受けた四機が、復帰しつつあるのだ。

　……まずいですわね……！

　いろいろと思いや迷いはある。しかし今なすべきは、武蔵の防ぼう護ごだ。

　そのために、ミトツダイラは己おのれが判はん別べつした事実を叫んだ。

「──見張りから本部！　六護式仏蘭西の武神団が復帰しますわ！」

　それだけではない。相手側の動きは、もはや武神だけではなくなっていたのだ。

　銃じゆう士し隊たい、アンリとアルマンの隊が、半はん壊かいしたバリケードをそれぞれ南と北へ迂う回かいしていく。彼らがバリケードの内側に入ってきたら厄やつ介かいだ。バリケードの内側では二ふた代よと武神達が戦せん闘とうをしているが、二代は武神の対応で手て一いつ杯ぱいで、アンリ達を防ぼう御ぎよ出来ないからだ。

　アデーレの率ひきいていた前ぜん進しん隊たいはアンリ達の銃じゆう撃げきによって戻りが遅れているし、更さらには、

　……自じ動どう人形達の後こう続ぞくが、アデーレ達の隊を襲おそいますの!?

　そしてミトツダイラは敵の動きを見た。それは、

「──右う舷げん甲かん板ぱんより伝でん令れい！　バリケードの向こうにいる前ぜん進しん隊たいが危険ですわ！　奥のイザック、武ぶ神しん型自じ動どう人形の隊が、砲ほう撃げきを掛けますの！」
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　甲板上、半なかば駆かけ回る状態で各地の補ほ強きようを金で行っていたハイディは、それを見た。

　多た摩ま右舷から西の大地。IZUMOの中央付近といえる草原に、自動人形達たちを肩と腕に乗せた三さん銃じゆう士しの一人、イザックがいる。だが、

「……え？」

　イザックの形状が変化していた。

　自動人形達を乗せる足場であった長い両腕が割れ、下部に巨きよ大だいな長ちよう銃じゆうが展開しているのだ。

　鉄の長銃の先せん端たん部は花のようなマスケット式。だが、

「ちょ、……長っ、どう見ても艦かん載さい砲ほう塔とうより長いよあれ!!　三征西班牙トレス・エスパニアのサン・マルティンの砲塔とまではいかないけど……」

　彼女の視し界かいの中。段階を経て展開していく銃じゆう身しん長は、既すでにイザックの腕や胴どうを前後に超え、三十メートルほどの長さにまで達している。

　左右腕わんの合計二挺ちよう。すでに両肩や腕の上では、自動人形達が巨大な弾だん丸がんの装そう塡てんや、人の身長ほどはある術じゆつ式しき火か薬やくの実じつ包ぽうを逆さにして注そそぎ込んでいる。

　ハイディは知っている。砲撃とは、口こう径けいもだが、砲ほう身しん長ちようもその威い力りよくの目め安やすとなるもので、

「……!?」

　両手撃うちの轟ごう音おんが、IZUMO南部で炸さく裂れつした。
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　砲撃時じに発生する衝しよう撃げき波はが、イザックの周辺を半径二百メートルに渡って吹き飛ばす。

　広がる圧は、IZUMOの大地を波は紋もん状に波打たせた。破は裂れつの中央にいるイザックは、腕や肩上で伏せる自動人形達ベル・デ・マリオネツタを護まもるために重力制せい御ぎよで障しよう壁へきを張り、反動で浮いた身体からだを踏みこたえて安定させる。

　一いつ瞬しゆんだけ、己おのれの周囲から埃ほこりも何も消え、透とう明めいな間が生まれたのをイザックは確かく認にんした。

　音も聞こえない。ただあるのは、空から降る午後の光だけで、

　……嗚呼ああ。

　この万ばん全ぜんとも言える無む駄だのない空間の中で、己だけが穢けがれていると、イザックはそう思う。

　自分はただ、武ぶ器きとしての役目を果たすだけでいいというのに、どれだけ無む駄だな動きや揺らぎや震えを得ているのか。

　私は機能になりたいと、イザックはそう思う。それが、機械としての究きゆう極きよくではないか、と。

　ただ、撃うつ。それだけになりたい。

　撃てばその答えを得ることが出来るだろうか。今の己おのれが学習していない、コツのようなものがあり、それを摑つかんで、単一機き能のうだけの武ぶ器きになっていけるのだろうか。

　イザックは、思し考こうし、右の長ちよう銃じゆう各所にある外周ジャイロを旋せん回かい。銃じゆう身しんを安定させた上で、

『着ちやく弾だん確かく認にん希望』

　高速の視し界かいの中で、己の砲ほう弾だんがまっすぐに武蔵むさしへと飛んだのを確認した。
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　艦かん載さい砲による砲ほう撃げきよりも低く、そして威い力りよくのあるイザックの射しや撃げきに対し、ネシンバラの対応は一つだった。通つう神しんに乗った声は、

『基礎的な方法で凌しのぐよ！　──ミトツダイラ君!!』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と答えたのは、イザックの砲撃を申告していたミトツダイラと、彼女の背後に位置した機き関かん部の作業用武ぶ神しん隊たいだ。

　そして、防音用ようの鳥とり居い型紋もん章しようで両耳を挟んだミトツダイラの頭上に対し、作業用武神が二人がかりで摑つかんでその頭上に放るものがある。それは、

「武蔵の外がい殻かく装そう甲こうですわ……！」

　銀ぎん鎖さ二本につき、五メートル四し方ほうの装甲板ばんが一枚。それは四し方ほうや背後から〝武蔵〟や他自じ動どう人形達による重力操そう作さの補佐を受けながらも、銀鎖で確実にホールドされ、

「──そこ!!」

　ラケットのように、ミトツダイラが武蔵右う舷げんの宙へと装甲板を叩たたきつけた。

　位置は多た摩ま艦かん長ちようである〝多摩〟が着ちやく弾だん点てんと予測した空間。目め印じるしとなる鳥居型の紋章が浮いた位置だった。先行して、砲弾の速度を落とすために〝武蔵〟達による鳥居型障しよう壁へきが十数枚まい展開するが、

「……っ！」

　まるで、紙のように容易たやすく貫つらぬかれた。

　だが、わずかながらに速度は落ち、ゆえにミトツダイラは、

「レシ──ブ!!」

　カットするように叩きつける直前。彼女は銀鎖から装甲板を放した。それも宙に置くように、わずかに表おもて側を上に向けて、だ。

　果たして飛来した二発の高こう速そく砲弾は激げき突とつし、

「──Ｊｕｄ．！」
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　砲弾が砕くだかれ、火ひ花ばなと激げき音おんを空に吹いたのを神象筐体テレビで見ている者達がいた。

　広場に展開した屋や台たい村の中、刀とう削しよう麵めんの屋や台たいについていた赤の制服姿すがただ。その中、足先を透すかした男が、箸はしを握って神象テレビに振り上げる。

「馬ばっ鹿か野や郎ろう！　俺おれのバントの逆じゃねえか！　上にやんなよ！　下にやれよ真似まねるなら！」

「タカさん盛り上がり過ぎかな、と。──って、うわ、弾はじかれた装そう甲こう板ばんが表ひよう層そう部ぶひどい勢いで転がってるけど、まあ、直ちよく撃げきよりいいって判はん断だんなのかな」

「……君達、部活は？」

　と、離れた屋台から声を掛けてきたセグンドに、房栄フサエがひらひらと手を振る。

「へえ、そんなにフーさんと二人っきりになりたいんですか総そう長ちよう？」

「いや、ちょっと、そういう振り方はフアナ君に迷めい惑わくだよ房江君」

　彼の言葉に、横にいて頰ほおを薄く赤くしたフアナが、しかし眉まゆをフラットにこう告げた。

「必然性があるのならば、私は全く構いませんよ」

　ですが、とフアナは屋台の神象に映っている戦せん場じようの光景を見る。

「──総長。広こう報ほう委員が送ってきているこの戦せん闘とうの状況、どう見ます？」

　彼女の問いかけにセグンドが腕を組み、代わりというようにフローレス・バルデスが、器うつわを片手に振り返った。

「どうって、……武蔵むさしが結けつ構こう出来るって事じゃないんですか？　武ぶ神しん相手にドンパチなんて」

「妹よ。フアナ様の必ひつ死しの話逸そらしに付き合うとは心優しいのであるな。──何ですかフアナ様、その横よこ目めは。妹よ、嗚呼ああそうだったんだとか今言うな。更さらに睨にらまれておる」

「──ま、フーさんから見ても明確でしょ？　武蔵側の、いろいろな部分での力不ぶ足そく」

　そうなの？　と皆が問いかけた。フローレスも、

「充分、相あい手て出来てるんじゃないんですか？」

「そうでもありません」

　と、フアナは小さく頷うなずいた。

「個々の戦力として見た場合、武蔵とその生徒会長、総そう長ちよう連れん合ごうの質は他国に劣るものではありません。これは三み河かわのみならず、英国イギリス、そして私達とのアルマダ海かい戦せんでも証明されています。

　そして武蔵八艦かんを考えた場合、その耐たい久きゆう度どと巨きよ大だいさ、航こう行こう性能は、〝武蔵を沈ちん黙もくさせる〟という武ぶ力りよく的解決に対しては、非常な障しよう害がいとなります」

　しかし、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは後発の挑ちよう戦せんだけあって、精せい査さの上で見切ってきましたね。

　武蔵を破は壊かいしきることが難しいならば、当初からそれを勝しよう利り条件に入れなければいい。

　大罪武装ロイズモイ・オプロに対しても、自分達の旗き艦かんを射しや程てい距離の外に置けばいい。

　そして、武蔵の役やく職しよく者しや達の実力が高いというならば──」

　彼女は画面を見た。その中では六護式仏蘭西の武神グラン・ムニエーカ達を相手に武蔵副ふく長ちようが戦っている。

　お、と誰だれかが声をあげた。武神が一機、武蔵副ふく長ちようによって倒されたからだ。

　武蔵むさし側に戦せん果かが挙がった。

　だが皆は、フアナの顔をじっと見ていた。通つう神しんから聞こえる歓かん声せいに、全く表情を動かさない顔を、だ。

　そしてフアナは頷うなずき、房江フサエの方に視線を向けた。

「解わかりますか？　第二特とく務む」
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「ん～。そろそろ引いん退たいしようと思ってたんだけどね、と」

　房江は皆に振り返り、椅い子すの上で足先の掠かすれた脚あしを組んだ。

「──ここまで約四分。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはいろいろな犠ぎ牲せいを前提に、駒こまを進めてるのよね」

　それは、

「まず、六護式仏蘭西は最初に武神グラン・ムニエーカ団を突とつ撃げきさせることで、武蔵側がわに対して相あい対たい戦せんによる決けつ着ちやくの手段を与えなかったんだわ、と。

　ほら、よく見て見て。武蔵副ふく長ちようはケッコー時間を掛けて武神を一機倒たおしたけどね？　武神の操そう縦じゆう者しやは、副長ではないのよね、と」

　あ、と、フローレスが房江の言っている意味に気付いた。

「六護式仏蘭西の副長は、まだ出てきてないですよね。正しよう体たい不明の新人……」

「ここで見られるかと思ったんだけどね、と。

　でもまあ、六護式仏蘭西としては、武神一機で武蔵の副長を数分も足止め出来たことになってるわけ。銃じゆう士し隊たいも後ろの本隊も疲ひ弊へい無しの無む傷きず。これって、言い換えるなら──」

　房江は告げた。

「武蔵側には、武蔵八艦かんを用いたり、相あい対たい戦せんというルールで補わない限り、大たい国こくを相手にするための戦力的余よ裕ゆうが無いってことなのね、と。

　最初の、武神団の突とつ撃げきでそれを示して見せるのは、私達への当てつけなのか知らないけどさ、優れた軍ぐん師しが存在するわよね。──先日、副長に就ついた新人さんの指し示じだろうけど」

　そうだろうね、とセグンドが頷うなずいた。だけども、と彼は器うつわの縁ふちを口に当て、

「房江君、もう少し、何か言いたそうだね」

「Ｔｅｓテスタメント．。そうですね、と」

　房江は肩を軽く落とし、力を抜いてこう言った。

「私達と戦せん闘とうを行うときもさ、〝武蔵の力不足〟は存在してたわけだよね。

　武装や、航こう法ほう、人ひと手での不足などを、彼らは英国イギリスで調ちよう達たつしたり、自ら開発して解決したわけ。それこそ交こう渉しようや、他の人じん為い的てき手段によって、ね、と」

　だから、

「──六護式仏蘭西も、少しは同じ目に遭あうといいんじゃないのかなあ」
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　アデーレは、わずかにふらつく頭で、しかし前を見て走り続けていた。

　着ちやく地ちから転てん倒とうして、十数回転分ぶんを転がっても、機き動どう殻かくは無傷だった。早めの昼食をとってから何も飲み食いしていなかったのが幸いだった。

　身体からだの固定によって内部で振り回されたものの、転倒と回転に対する訓練は機動殻を扱う従じゆう士し達の防ぼう御ぎよ訓練の基礎だ。胃が絞しぼられたような感は残っているが、吐きはしなかった。

　……行かないと。

　前方百メートル。

　武蔵むさしの方へと先行し、しかしバリケードと武ぶ神しん団だんに阻はばまれるようになっている皆の背がある。

　急げ、とアデーレは自分に声を掛ける。

　急ぎ、皆を護まもらないといけない。そのための機動殻なんですから、と。

　武神クラスの一いち撃げきを受けても大だい丈じよう夫ぶなことは、先ほどの銃じゆう士しの大だい刀とうのおかげで解わかった。

　ならば皆に追いつき、

　……左から！

　右は、銃士の女自じ動どう人形、アンリの隊が迂う回かいして向かっている。

　左は、わずかに遅れてアルマンの隊だ。

　自分が入る隙すき間まを探すならば、タイミング的に左だろう。

　急げと、アデーレは、ややもすると力の抜けそうな膝ひざに力を入れて走る。

　背後からは、イザックという武神型自動人形の砲ほう撃げきが始まっているし、彼の射しや撃げき余よ波は圏けんを避けた敵の後こう続ぞくが、自分達を左右から挟むように走ってきている。

　敵の動きは明確だ。

　武蔵に戻ろうとする自分達前ぜん進しん隊たいに対し、まず武神で壁を作って止める。

　そして武蔵の架か橋きように対しては左右からアンリとアルマンの銃士隊たいで突とつ撃げきを掛け、後方からはイザックの砲撃余波でこちらを追い立てながら、

　……武蔵に戻れない自分ら前進隊を、自動人形の銃士隊ではなく、後から追いつく学生主体の近衛このえ戦せん士し団だんに挟きよう撃げきさせて掃そう討とうさせる。

　敢あえて、強力な武神や自動人形達に手て柄がらを与えさせない。人間と人間の勝負を行って勝てば、武蔵に届かずとも、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが勝利したというイメージが強くなるからだ。

　武神達は、こちらが後ろに回って以後、二ふた代よに足止めを受けているように見えるが、実際は逆だ。おそらくは作戦を立てた者が先に指し示じしていたのだろう。

　最初の突撃で戦せん果かを得られなかったのならば、人間主しゆ体たいの戦果を得るようにシフトしろ、と。

　向こうには優れた軍ぐん師しがいる。だから、

「急いで……！」
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　アデーレは走った。

　砕くだかれたバリケードまであと百メートル。機き動どう殻かくがなければ、崩くずれたような地面でなければ、あっという間に埋めてしまえる距離だ。

　……お父とうさん、もっと速く動けるのを作ってくれてたらなあ……！

　戦せん場じようでそんなことを思うおかしさと、困りと、いろいろな相あい反はんが心の中で追い掛け合う。

　しかし、

「────」

　正面、砕かれたバリケードに対し、迂う回かいか直行か、どちらに行くべきかを逡しゆん巡じゆんしている皆が確かに見えた。そして向こうもこちらに気づき、

「おい、皆！　……武蔵むさしの薄くて硬い盾たてが来た!!」

「おお、不ふ思し議ぎなことに俺おれ達の代わりに打だ撃げきを受けてくれるのか！」

「ふうむ、そういうのが好きだとは、なんて奇き特とくな！」

　……いつの間にそんなキャラづけに!?

　ともあれ急ごう、とアデーレが前に身を進ませたときだった。

　不ふ意いに、皆とこちらの間に、別の色が入ってきた。

　それは青の色で、巨きよ大だいで、アデーレは反射的に、

「──下がってください！　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しんが復帰します！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。その武神は動いた。

　復帰を果たした四機の内の一機が、武蔵の戦せん士し団だんに対し、その手に持っていた短たん剣けんを低く振り抜いたのだ。
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　高速の、風を巻いた巨大な刃やいばの一いち撃げきは、宙にて止まっていた。

　六護式仏蘭西の武神。復帰の一機が放った斬ざん撃げきは、しかし己おのれで止めたものではない。

　振り抜きの手て首くびに、あるものを当てられて、止められていたのだ。

　ワイヤーシリンダーで結ばれた手首の関かん節せつに鋭く突き込まれているのは、鞘さやの先せん端たんだった。

　長大な、赤あか拵こしらえの鞘を突き込んでいるのは、青の、しかし極きよく東とう式の装そう甲こうを纏まとった武神だ。柄つかを握り、犬に似た頭部外がい装そうを持つのは、

『──里さと見み教きよう導どう院いん生徒会長、里見・義よし康やす。この戦せん闘とうが続行すれば、我々の貿ぼう易えき船せんにまで被害が及ぶ可能性があると、我が〝義ぎ〟と共に警けい告こくに来た』

　青あお犬いぬの武神が名乗り、そして問うた。

『次のそちらの動きで、当とう座ざにおける対たい処しよを判はん断だんするものと思え』





●






　義よし康やすの言葉に逆らう動きと全ては、一つの音を合図としていた。

　長ちよう銃じゆうによる射しや撃げきを行っていたイザックが、停てい滞たいなど何もなく、弾だん丸がんの発はつ射しやを続けたのだ。

　轟ごう音おんの響ひびきは、戦せん闘とうの継けい続ぞくを促うながしている。だからというように、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神ルール・デ・マリオネツタは、鞘さやを突き込まれた手首を引き、

『──！』

　無む言ごんのまま、素早く手首を返した一いち撃げきを放とうとした。だが、

『!?』

　手首が返らない。どういうことだと働かせた視覚素そ子しは、一つの事実を見た。引いた手首に、未いまだに赤あか拵こしらえの鞘が当たっているのを、だ。

　……これは──。

　鞘が伸びたわけではない。

　正面。里さと見みの武神が、左手で鞘をこちらに押し込み、右の手で肩かた口ぐちへと刃やいばを引いている。

　鞘はただ、こちらの手の動きに合わせ、その鍔つば元もとから押し出されただけだ。

　こちらの手首の軌き道どうと速度を全て読み切った動作だった。だから引く手に違い和わ感を得なかったし、完全に押さえられている。

　しまった、と思う間もなく、

『──遺い憾かんな答えだ』

　即そく座ざの突きが、右胸に半なかばまで突き刺さった。
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「間に合った、というところかな。否いや、遅いのかもしれないけど」

　と、教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようで、ネシンバラはつぶやいた。横の喜き美みが、イザックの射撃によって荒れた風に対して髪かみを押さえながら、

「フフ、計算通りなんて顔してるけど、アンタ、里見の連れん中ちゆうは大だい丈じよう夫ぶなの？　利用してそれだけなんて、プライド高い女が最も恨うらみに思うパターンよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、義よし経つね公こうの指し示じと、総そう長ちようの義よし頼より公の意志があるみたいだね。里見は外がい交こう艦かん主体で昨夜武蔵むさしに来たけど、今でもその艦が多た摩まに停てい泊はくしている。

　砲ほう撃げきや射撃の余よ波はを理由に出しゆつ撃げきするのは言いがかりに近いけど、理由があるなら通るのが外交だ。──あとは、副ふく会長本ほん多だ君が促うながしを送っただけ」

「フフ、私が気にしてんのはあの里見の薄いのにフォローしたのかってことよ？」

　は？　とネシンバラが首を傾かしげる。

「何で僕が？」

「フ、馬ば鹿かね。──長ちよう寿じゆ族ぞくの薄いのはアンタの係でしょ？」

「な、何が〝フ、馬鹿ね〟とか人じん生せい語る口く調ちようで言ってんだよ！　勝かつ手てに決めつけるなよ！」

・あさま：『あの、ネシンバラ君、気にしないで下さい。喜き美みに対しては気にしたら負けです。狂人なので。あ、あと昨さつ今こんはトーリ君もその傾向がかなり』

・賢姉様：『フフフ、武蔵むさしのオッパイズドン係が何か言ってるわね。略してパイドン？　何それ？　どっかの怪かい獣じゆう？　巫み女こ要素も入れてミコパイドンとか、どっかの巨きよ大だいロボ？』

・あさま：『ぬ……！　き、気にしない！　気にしませんからね……！』

・煙草女：『こりゃあ駄だ目めさね……』

　と、言っている間に、戦せん場じようの音が変わった。

　今までとは違い、金属のぶつかり合う音や、割れる音が明確に聞こえてくるのだ。

　武ぶ神しんが激げき突とつを始めた響ひびき。それを耳にしながら、ネシンバラは小さくつぶやいた。

「現在、三時七分。残りは八分。まだまだ盤ばん上じようは動くことになるだろうね」

　言ったときだった。眼がん下かの左右、南北から声が生まれた。

　自じ動どう人形の三さん銃じゆう士し、アンリとアルマンが、それぞれ南と北から回り込み、多た摩ま中央部から下ろされた架か橋きようへと突とつ撃げきを掛けてきたのだ。

　来たか、とネシンバラが眉まゆを立てる。そして表示枠サインフレームを新しく展開しながら、

「──迎げい撃げき、頼むよ！　皆！」
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　アンリは、IZUMO南部の森をかすめるようにして、迂う回かい軌き道どうをとっていた。

　現在、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神ルール・デ・マリオネツタ団は、三機が完全な戦せん闘とう不ふ能のう状態になっている。二機は本ほん多だ・二ふた代よが倒したもの。そしてもう一機は飛び込んできた里さと見みの里見・義よし康やすが倒したものだ。

　……あの里見の生徒会長、充分に訓練されていると判はん断だんする。

　何しろ、こちらの武神を倒すとき、里見の生徒会長は上向きの刃やいばをこちらの武神の右胸に突き込んだのだ。

　刃は振り下ろすものだという固定観かん念ねんから、敵に対して刃を下にして突く者は多い。

　だが、彼女は違った。刃を上にして貫つらぬき、

　……上へ、鎖さ骨こつを割るように振り上げて断ち切ったのだ。

　敵ながらいい判断だと、アンリは思う。

　刃を抜く時、人間を刺したならば刃を左右に軽く捻ひねって肉を緩めて抜くが、武神の場合は金属部品の塊かたまりだ。極きよく東とう式の薄い刃では、捻れば、刃が欠けたり、折れもする。

　だから上に振り上げて、断ち切った。

　これが、もしも脇の方に切れば斜め切りになって角度の安定が難しいし、長い距離を切ることになる。上へ抜き切るならば短い距離で済むし、真ま上うえへの斬ざん撃げきなので乱れもない。

　解わかっているやり方だ。

「総そう長ちよう連れん合ごうでもない、生徒会側がわであれだけ出来るとは、相あい対たいしてみたいが……」

　既すでに青あお犬いぬの武神ルール・デ・マリオネツタは砕くだかれたバリケードの向こう、武蔵むさし側に回って戦せん闘とうを開始している。

　こちらの武神が復帰して合計五機になったのに対し、青犬は、先に戦闘していた二ふた代よと二人で分け合うようにして、そして交代し合うようにして立ち回っている。

　里さと見み生徒会長の武神も、二代も、防ぼう戦せん一方のように見える。が、それは間違いだ。こちら側の攻こう撃げきを受けることで、武神達たちを己おのれに引きつける狙ねらいだろう。

　彼女達は、囮おとりになることで道を開け、武蔵の戦せん士し団だんを武蔵に返そうとしている。

　それは、阻そ止ししなればならない。だから、

「総そう員いん、──全速!!」

　叫び、迂う回かいのコーナーリングの終わりを突っ走った。

　回る。そしてそのまま、獲え物ものへと激げき突とつしていく。

　その筈はずだった。

「……？」

　アンリは、己の聴ちよう覚かく素そ子しに、不ふ意いの音を聞いた。それは武蔵側、前部側の動きだ。

　既すでに通り過ぎた背後へと、武蔵側から架か橋きようが掛けられた。そこを降りてくるのは、

　……武蔵の第二陣じん!?

　数にして約三百。その役目は、

「──こちらを後ろから攻撃しようと言うのか!!」
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　整列の先頭に立っているのは、点てん蔵ぞうとメアリだった。準備役やくとしてウルキアガを置いた三人の内、しかし皆に対しているのは、中央のメアリだった。

　彼女は王賜剣一型ＥＸ・コールブランドを合わせた形で身体からだの右に立て、

「では皆さん、これからネシンバラ様の御指し示じ通り、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズアンリ様の銃じゆう士し隊たいに対して後ろからの突とつ撃げきを掛けますので、──では、宜よろしく御お願ねがい致します」

　と、軽く頭を下げる彼女に、皆も慌あわてて直立して頭を下げる。

　が、メアリは、困ったように笑えみを作る。

「あの、別に私は隊長ではありませんので。礼などは私ではなく隊長の点蔵様の方にどうぞ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆は笑顔で、メアリから点蔵に視線を移した。そして表情を消して足を崩くずし、

「──で、何？　一体」

「い、いきなりフランクで御ご座ざるな！」

　ともあれ、と点蔵は思う。

　……ここに集めたのは、英国イギリス出身の学生ばかりで御ご座ざるな。

　それもスコットランドやアイルランドではなく、イングランドの出身者ばかりだ。

　正直、エリザベスに敵てき対たいしたメアリを前に出すことにわずかな躊ちゆう躇ちよはあったが、英国イギリスにおける実際のメアリの人となりをみたことや、エリザベスの理解もあったことから、皆に忌き避ひ感は無いようだ。

　寧むしろ逆に、古い英国を保とうとしたメアリへの共感があるようにも思える。

　……人じん徳とくで御ご座ざろうなあ。

　自分もしっかりせねば、と点てん蔵ぞうは思い、皆に告げる。

「ともあれ皆、これが初の対たい人じん戦せんという御ご仁じんもおられるかと。しかし、ここでの頑がん張ばりが武蔵むさしを護まもると思って、尽じん力りよくして頂きたく思うで御座る」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が小さく頷うなずいた。そしてメアリがこちらを見て、

「頑張りましょうね点蔵様」

　Ｊｕｄ．、と頷き、点蔵はメアリのことを思う。

「すまんで御座るな、メアリ殿どの。……かつては書類だけなれど、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの人間であった経けい緯いも御座ろう」

　いえ、とメアリが眉まゆを下げた笑えみを見せる。

「今は武蔵の住人です。点蔵様は、それでは足りませんか？」

「め、滅めつ相そうも無い！」

　言うと、整列した皆がひそひそと、

「何だか俺おれ、初うい陣じんなのに凄すごく殺意がこみ上げてきた……」

「つうか普通、過去のこと持ち出す男っていないわよねこんなとき……。殺意沸わくわよね」

「何でこんなのに英国王おう族ぞくが……。ああ、殺意沸くよな！　わくわく殺意だよ！」

　……皆の奮ふん起きを促うながしていると、そう前向きに考えるべきなので御座ろうか。

　しかしメアリが、皆に笑みで頭を下げた。

「終わったら、御お菓か子しを用意してありますので、持ち帰って頂いて下さいね？」

「──Ｊｕｄ．!!」

　誰だれもが慌あわてて頷く眼前。メアリがこちらを見て会え釈しやくしてから、皆に背を向けた。彼女は左手で王賜剣一型ＥＸ・コールブランドを掲かかげ、右手でこちらの手を摑つかむ。

　握り返すと、淡い力が返ってきて、

「では、英国、その正義ジヤステイアと誇りのために。

　そしてそれらをこの武蔵にて抱き、生き続けていくために。

　──剣は楔くさび。船は自由。乗る者達は両の力を持ちて、しかし万能の聖せい者じやではなし」

　ならば、

「必ひつ死しの生せい者じやに祝しゆく福ふくあれ王賜剣一型」

　頷き、彼女が王賜剣一型から手を離した。

　すると、浮いた王賜剣一型ＥＸ・コールブランドが、高速で旋せん回かいして、メアリの眼前に立つ。

　その柄つかを改めて摑つかんだメアリが、握る手に額ひたいを当て、息を吸い、

「──総そう員いん、突とつ撃げき……!!」
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　高たか尾おの方から生まれた鬨ときの声の重なりに、浅あさ間まは一ひと息いきをついていた。

　巫み女こ装そう備びの彼女が手に持つ弓は、今、矢をつがえていない。

　空間整せい調ちよう用ようの仕し様ようだ。

　矢の代わりと言うように、弦つるには符ふが幾いく枚まいも折り貼はられている。

　それは浅間の爪つま弾びきによって震え、

「──艦かん内ないの流りゆう体たい経路を整調し、砲ほう撃げきの威い力りよくを艦内各かく所しよに分散します！　ただ、水すい道どう関係に行くと震しん動どうが酷ひどくなってしまうので、そっちに行きそうだったら御ご一報を下さい。こちらで回かい避ひしますから！」

　掛ける声が行く先は、外そと舷げん側に一定間かん隔かくで配置された巫女服姿すがたや、弓ゆみ持ちの者達だ。皆は頷うなずき、それぞれが整調用の弓を鳴らし始める。

　武蔵むさしが受ける攻こう撃げきの内、強力なものは、重力障しよう壁へきやミトツダイラを代表とした剛ごう腕わん系けいが用いる装そう甲こうラケットでどうにかする。が、放ほう物ぶつ線せん軌き道どうで落ちてくる小型砲ほう弾だんや、砕くだかれた砲弾の破は片へんが作るダメージは、フォローしきれないものが多い。

　よって小型の砲弾については重力障壁では対応せず、

「奏そう上じよう──!!」

　弓を鳴らし、整調で対応する。装甲に受けた衝しよう撃げきを、整調で艦の中に分ぶん散さんするのだ。

　ダメージは無くならない。しかし、それは流体燃ねん料りようの送燃管を中心に艦の中に広がり、衝撃ならば薄れ、破は損そんならば淡い擦さつ過かとなっていく。

　……身体からだの一部に受ける重じゆう傷しようを、各部の軽けい傷しようへと分化するようなものですね。

　重傷ならば治りきらずに残る傷きず痕あとも、軽傷ならば自然治ち癒ゆで痕あとさえ残らぬことも多い。

　そのレベルまで破損を軽けい微び化か出来るかどうかは解わからないが、やる意味は充分にある。

　……無む論ろん、連続で受け続ければ、全体が崩ほう壊かいすることにもなりますけど。

　小しよう規模な戦せん闘とうであるならば、というのがネシンバラの判はん断だんだった。

・未熟者：『まあ、このやり方、Tsirhcツアーク系けいでは既すでに〝分け与え〟の権けん能のうで採用してるんだけどね。しかし武蔵級きゆうのものとなると、分散の管理も難しいから、浅間君や同レベル担当者がいないと逆に危険だ。下手へたに機き関かん部ぶとかに分散が歪ゆがみ集まられたら終わりだしね』

　ならば現在、自分がしていることには意味がある。

　手て伝つだってくれる皆も、同じ思いだろう。

　今、並んで弦を鳴らす誰だれも彼かれも、バイトで神しん道とう関係の仕事を行っていたり、音楽関係についている者達だ。出身国こくの違う者もいるが、皆はそれぞれの弓ゆみや、弓に類する楽がつ器きを構え、

「ふうむ、ではここは、我ら女じよ装そう巫み女こ軍団〝山と猛たける〟がその音楽性の威い力りよくを……!!」

「いや、ここは私達、正せい統とう派は同どう人じん巫女楽団〝白しら表びよう紙し〟がシャウト系けいの雅が楽がくパンクを!!」

「待てい！　ここは我々、イデア派音楽部〝いでおん！〟が国の垣かき根ねを超えて……!!」

　……うちの神しん道とう関係もここ数ヶ月で空前のカオスになりましたよね……。

　しみじみそう思う浅あさ間まだったが、穢けがれを祓はらう神しん職しよくとしては、こういう守りの働きこそが最上だ。うちの神じん社じやも御お守まもりとか最近売れまくってますしね！　と浅間は心の中で拳こぶしを握る。

　と、表示枠サインフレームが、不ふ意いに来た。

・賢姉様：『そういえば……、撃うってない浅間、凄すごく久しぶりに見るわね』

・俺　　：『そうだな姉ねえちゃん、……撃ってない浅間、ちょっと久し振りで不安だよな』

・賢姉様：『そうね愚ぐ弟てい。心配だわ。何しろ撃って祓うのも厄やく落おとしとか言って誤ご魔ま化かしてたけど、厄のために撃ちまくりだものね。……つまり厄やく中ちゆう……!?」

　……く……！　弓鳴ならしで手が使えないから書き込めないのはつまり神道不ふ覚かく……！

　いいですもん、と浅間は内ない心しんで拗すねて見せる。皆が何と言おうと、ここで仕事中は撃つこともないんだし、今後もなるべくこういう状況の仕事をして平和に行こう、と。

　……そう、巫女の仕事は撃つことじゃありません。たとえば──。

・俺　　：『しかし巫女って、射しや撃げきの他に、触しよく手しゆと絡むのが仕事ってのも大変だよな。俺おれ、最近、エロゲで勉強したから〝はたらく巫女さん〟について知ってるぜ！』

「間違い！　それエロゲ脳ですから！　絶対!!」

　思わず大声で叫ぶと、分散が歪ゆがんで多た摩ま表ひよう層そう部ぶ自然区画の噴ふん水すいが水を空に跳ね上げた。

　うわあ、と慌あわてて補ほ正せいを掛け、浅間は息を静める。

　……おおおお落ち着きましょう。

　砲ほう撃げきがあって、今こっちの仕事は守備です。つまり巫女ディフェンス。だから──。

　と思った瞬しゆん間かんだ。右手側の方から、直なお政まさの声が跳ね上がった。

「ぬあ！　ミト！　コントロールしくじったさね!!」
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　え？　と浅間が右を窺うかがえば、地じ摺ずり朱雀すざくがミトツダイラにパスした装そう甲こう板ばんが、砲撃で生じた強い風に煽あおられている。

　銀ぎん鎖さが慌あわてた動きでキャッチするが、飛んできているイザックの銃じゆう弾だんには間に合わない。

　マズい、とこちらが思ったと同時。ミトツダイラと直政が振り向いた。

「早く！」

「な、何がですか!?　その行動指し示じを明確にしない割に期き待たい充分の台詞せりふ!!　ほら、ハナミも何か言ってやって下さい！」

　だが、目を向けたところでは、ハナミがこちらから視線を逸そらした姿し勢せいで射しや撃げき術じゆつ式しきの設定を開始していた。

「ほら！　アサマチ！　アンタの走狗マウスも先さき読よみしているとおり、早く迎げい撃げき！」

　……あのですねー……。

　まあ、しょうがないですね、と浅あさ間まは思う。本当は撃うちたくないんですけどね。ええ、言われたから仕方ないですよね。だって、このまま被ひ弾だんしたら被ひ害がい出ますものね。ここで動けるの私だけですし、ええ、本ほん意いじゃないんです本意じゃ。とりあえず分ぶん散さん処理は固定経けい路ろにして、と、ああ大変。ホント、仕方ないですよね。正まさ純ずみ的に言うと遺い憾かんでありますよね。ああもう。参まいった参った。ええ。へへへ。

「──会いましたあっ!!」
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　外そと舷げん側で炸さく裂れつした轟ごう音おんと光に、ネシンバラがぼそりと言った。

「浅間君は今日きようも絶ぜつ好調で何よりだね」

「フフフ、あのヤク巫み女こ、敵の高速射撃弾だんにカウンターなんてどういう速そく射しやよ」

・俺　　：『間違いなく、あれ、術じゆつ式しき強化の研究してねえかな』

　だろうねえ、とネシンバラが言ったときだ。

　IZUMOの南側から、声が挙がった。アンリの銃じゆう士し隊たいを追っていた点てん蔵ぞうの隊があげた声ではない。もっと南、IZUMO南部の森から飛び出してきたのは、

「……やはり来たか！　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、正規陸りく戦せん隊たいの一いち翼よく、──異い族ぞく部隊だ！」

　風のように飛び出してきたのは、獣じゆう人じん系けいを中心とした二百人だった。銃士としての銃を背に、しかし手には自分達の得意武ぶ器きや無む手てのままで、彼らは草原を突っ走る。

　獣人達の行く先は、アンリ隊を追う点蔵達の第二陣じん。その背後から襲おそいに向かう。

　ネシンバラは、彼らの速度を見て眉まゆを上げた。

「うわ、やっぱ人間より速いね！　あの人数で統とう制せいとれてるのも凄すごい！」

「フフフ、この戦いくさオタ、アンタ喜んでない!?」

「よ、喜んでないよ！　あ、ああ、み、皆みな大変だなあ!!　い。生きた資料だよね!!」

　こいつも駄だ目めだな……、と周囲の誰だれもがつぶやく中。ネシンバラはしかし指し示じを飛ばす。

「第二陣、分隊──！」
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　ネシンバラの指示に応じたのは、獣人部隊に追われる第二陣だった。

　とった動きは、分隊だった。

　点蔵率ひきいる第二陣の内、後ろ半分が不ふ意いに制せい動どうを掛けた。位置としては、アンリの銃士隊を追うためにコーナーリングを始めたあたりでの分ぶん隊たいだ。

　隊の後ろ半分を構成するのは、誰だれも彼かれも異い族ぞくだった。それも獣じゆう人じん系けいを中心とした格かく闘とう戦せん能力に優れた者達だ。彼らは先行する者達、高速移い動どう可能な影魔シヤドウや有ゆう翼よくの者達に手を振り、

「メアリ様を任せた!!　あと、そこの忍にん者じやが変な事したり距離を詰めぬよう監かん視ししとけ！」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　と先行する者達が返答し、残る者に声を送る。

「遅れず戻れよ!?　変な怪け我がすんなよ!?」

「刃やいばや銃じゆう弾だんじゃ死なねえよ!!」

　全く、と南部の森林から突とつ撃げきしてくる敵を、残った者達は見た。

「──うちの書しよ記きの先さき読よみは当たっているから厄やつ介かいなことになる」

「Ｊｕｄ．、異族対たい異族なんてな。……自分に効く武ぶ器きを持つわけねえから、似たような連れん中ちゆうだったら体たい格かく勝負しかねえ。つまり俺おれら、──壁だよな」

「まあいいか」

　皆は低く身構えた。その中で、半はん虎こ型の獣人が牙きばを剝むき、

「魔ま物ものと精せい霊れいの国、英国イギリスに行って闇やみに浸ひたった新進の俺達と、老舗しにせを名乗りつつ人間と手を組んだ連中と、どっちが強いか、……百年掛かけても決まらなかったんだ。

　それの続きをさせてくれるってんだから、俺らの馬ば鹿か総そう長ちようのアイデアも悪くねえ。──誰が一番強いのか、ってな」

　と、呟つぶやく彼らに対し、敵が吠ほえた。突撃のまま身を低くしていく六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側の異族、やはり獣人や、巨きよ人じん族ぞくの眷けん属ぞく達が叫んだのだ。

「御ご託たくを抜かすな！　人を食うことも忘れ、緊きん張ちよう感かん無い怠たい惰だを過ごす連れん中ちゆうが！　──我ら、貴き様さま達と並へい列れつに語られる筋すじ合あいはない！」

　そうかい、と武蔵むさし勢の中で、羊よう角づのを生はやした女が応じた。

　彼女は、装そう甲こうをつけた制服に襷たすきを結んでこう言った。

「いいかい？　あたしらは、人を見る目があってね。何な故ぜならさ、あたしらが交流持もつのは、人間の中でも──」

　直後。突撃を掛けていた六護式仏蘭西の前ぜん線せん。その十数名が薙なぎ払われて吹き飛んだ。

「──魔ま人じんって呼ばれる連中なんだよ」
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　風を纏まとって、大地の上、武蔵の異族部隊の前に立つ姿すがたがあった。

　極きよく東とうの制服を崩くずして着たのは四人。

　しかし、彼らの胸についた校こう章しようは、突撃を止めた六護式仏蘭西側に言わせれば、

「六ろく文もん銭せん……！　真さな田だの十じゆう勇ゆう士しか！」

　左さ様よう、と答えたのは、四人の先頭に立つ男だ。

　長ちよう衣い型の上うわ着ぎを着た中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいだった。彼は、細い目を笑えみにして、制服の各部に着けた布ぬの袋ぶくろを撫なでながら敵に対して頭を下げた。

　瞬しゆん間かんだ。

　異い族ぞく部ぶ隊たいの前列にいた数名が、いきなり、

「……!?」

　首元から血ち飛沫しぶきを上げて後ろへと吹っ飛んだのだ。

「何!?」

　身構える巨きよ軀く達に対し、しかし布袋の青年は、下げた頭をゆっくりと上げるだけだ。

　そして、笑みの顔の口が開く。

「さて」

　告げた。

「……これから、私達、外と様ざまの活かつ躍やく時間ですね」







[image: 第二十三章『外側の存在屋』]
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　真さな田だの忍にん者じや四人は、草原の上で、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの異い族ぞく部隊と相あい対たいした。

　血の匂においが漂ただよい始めたものの、先せん頭とうに立つ布ぬの袋ぶくろの青年は身構えない。彼はただ、もう一度敵を見渡し、会え釈しやくを送ると、

「どうも。私、……〝要いらずの五番〟穴あな山やま・小こ助すけと申します」

　彼は、ゆっくりと、こう言った。

「我ら真田の忍しのび。……今後とも、機会ありましたら宜よろしく御お願ねがい致します」

　と、静かに言う彼の隣となりには、新しい鉄てつ扇せん剣けんを携たずさえた女、〝七番〟の影が立った。

「〝要らずの七番〟、海うん野の・六ろく郎ろう。──昨日きのうの挽ばん回かいしないとな」

　苦く笑しようする彼女の背後に立つのは、一人の少女だ。

　小さい、という言葉そのままの彼女は、軽く屈くつ伸しん運動をした上で、敵に対して手を振る。

「〝要らずの四番〟、伊い佐さってことで、ヨロシク」

　お、おお、と手を振り返す六護式仏蘭西の面めん々めんに対し、海野が首を傾かしげる。彼女は、己おのれの腰くらいにある伊佐の背を叩たたいて示し、

「言っておくけどコイツ、伊佐はさ、うちの中で二番目に年ねん長ちようだから。長ちよう寿じゆ族ぞくでもないのに」

　その言葉に、六護式仏蘭西の異族達たちは、顔を見合わせた。ややあってから、

「えええええ!?」

「うわ引かれたあ！　ロク酷ひどい！　騙だまし続ければ現実って言うじゃん!?」

　気にせずに大おお口ぐちで笑っている海野の横、騙したら駄だ目めだろ、と、最後の一人が告げた。

　長身の瘦そう軀く。折れそうな身体からだを浅く腰で曲げているのは、

「〝要らずの十番〟──筧かけい・十じゆう蔵ぞうだ」

　と、彼は口元に火を灯ともした。しかし口に挟まれたのは煙草たばこではなく、火ひ縄なわだった。そのまま彼は、眼がん前ぜんに立つ〝五番〟の穴山の背を見て、

「頼むわアナさん。佐さ助すけに〝今度はお前ら〟って言われても、俺おれ、人ひと前まえ苦にが手てだし」

　だろうね、と皆の先頭に立つ穴山が一ひと息いきをつき、前に一歩出る。

　彼、穴山は、六護式仏蘭西の皆に向かって両腕を軽く広げた。そして会え釈しやくして、

「さて皆様──」

　言うなり銃じゆう撃げきされた。六護式仏蘭西側がわにて、長ちよう銃じゆうを指で抱えていた巨きよ人じん族による一発だ。

　だが飛ひ翔しようした弾だん丸がんは、

「おっと」

　穴山の眼前で弾はじけ飛ぶ。その音はまるで石をぶつけるような硬いもので、散った火ひ花ばなに対し、伊佐が口を歪ゆがめた。

「ジューゾー火縄臭くさい。私、煙草たばことか嫌きらいなんだから」

「悪いねえ」

　筧かけいが笑えみで伊い佐さの頭を撫なでると、穴あな山やまが頷うなずいた。

「……さて皆様、とりあえず私どもがここに来た理由としては、義よし経つね様の置いていった貿ぼう易えき船への被害への抗こう議ぎというところです。それが、公的な理由。対し──」

　ええ、と穴山は笑えみを濃くして言葉を作った。

「真さな田だ家としては、──宣せん伝でんです」

「宣伝？」

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側の疑問に、六ろく郎ろうが笑みで言った。

「聖せい譜ふ記き述じゆつさ」
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・あさま：『宣伝？　……聖譜記述の宣伝と言いますと？』

・未熟者：『ああ、真田家けの歴史的な事情があるんだよ。宣伝しないといけないような、ね』

・賢姉様：『フフフ、早さつ速そくオタクが勿もつ体たいぶり始めたわね……！』

・俺　　：『ネシンバラももうちょっと話が早ければなあ。ツッコミしづらいぜ……』

・未熟者：『く……！　こ、これから話すところだったんだよ！』

・煙草女：『いいから話進めな。──大体、真田家の宣伝って何さね？　忍にん者じやの十じゆう勇ゆう士しで有名なのは知ってるさ。猿さる飛とび・佐さ助すけとか、霧きり隠がくれ・才さい蔵ぞうとか、あたしでも知ってるけど、……真さな田だ家けの、何が宣せん伝でんなんさね』

[image: ]

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、極きよく東とうではさ、羽は柴しばと松まつ平だいらの最終決けつ戦せんが東西二に派はに分かれて大おお阪さかにて行われることになるんだ。真田家は小しよう国こくで、しかし家を残すために、東西に分かれるんだよ』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、そうですわね。──それでまあ、十じゆう勇ゆう士しを擁ようする名めい将しよう、真田・信のぶ繁しげは、西せい軍ぐんの羽柴側がわにつくことになっているんですの。……これがどういうことかお解わかりですの？

　──西軍の長ちようは毛もう利り家。今、敵となっている六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのことですのよ？』

・あさま：『……つまり、今、十勇士の人達は、いずれ自分達がつく西軍の長ちよう、毛利家に対し、自分達がどれだけ出来るか売り込みに来てる、と？』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、そういうことになりますわ。ゆえに今、真田家は、──あ、智とも！　また砲ほう撃げきが来てますわ！』

・あさま：『会いましたあ!!』

・賢姉様：『いい音してるわねえ。……で、何？　つまり真田の十勇士は、いずれ西軍側につくぞ、と公こう言げんした上で、今、こっちについてるわけ？』

・銀　狼：『そうなりますわね。聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、武たけ田だが滅びるまで、真田は羽は柴しば側にはつきませんから。──そして、こういうことを言ってのけて、しかし重用されるのが、小しよう国こくでありながら精せい鋭えいを持つ真田の実力ですわ。したたかですのね』
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　ネシンバラは、皆の解説に対し、黙だまっていた。

　……沈ちん黙もくせねばならない……。

　そうだ。この沈黙は、自分が歴史オタクではないことを証明するためだ。辛つらいが我が慢まんしなければならない。今後の名めい誉よのためだ。だが、

・●　画：『何だかオタクメガネが静かね。──気持ち悪いわ』

・未熟者：『しゃ、喋しやべって欲しいのかそうじゃないのかどっちだよ!?』

・●　画：『主しゆ体たい性せいのない男は駄だ目めね……！』

　思わず表示枠サインフレームを摑つかんで床に叩たたきつけたネシンバラだったが、すぐにミチザネが再さい表ひよう示じしてくれる。それに礼を言って横の喜き美みを見ると、彼女は平然とシュークリームを摘つまんでいて、

「いる？」

「いらない」

「フフ、──昔の女の手作り総そう菜ざいパンは食うくせに」

　ぞ、という音で血の気が引いた。恐ろしい敵に弱みを握られた、と。

「ちょ、ちょっと仕事中だけど待ってくれ！　一体どこでそんな情報を！」

・●　画：『──どこかしらねえ』

・未熟者：『君か!?　君の関係者か？　間違いなくそうだな!?』

・眼　鏡：『別にいいじゃんそんなこと』

「そうそう、やっぱり女の方が割り切りいいわね。それより見なさい、真さな田だ勢が動くわよ。彼らの宣せん伝でん、……いずれ私達の敵になる者を見ていないと駄だ目めでしょう？」
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　真田の忍にん者じや達の動きは、まず、〝五番〟の穴あな山やまが歩き出すことから始まった。

　彼は、ゆっくりと行き、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの異い族ぞく部ぶ隊たいと距離を詰める。そして、

「武蔵むさし勢。──〝このままでは真田の貨か物もつにも被害が出る〟ので、六護式仏蘭西を止めるために加か勢せいはしましょう。が、主力の働きをすれば、私ども、聖せい連れんに睨にらまれてしまいます。ゆえに状況としてはそこそこという、そのような運びになりますことを御ご了りよう承しよう下さい」

　そして武蔵の異族部隊の返答も待たず、穴山は身み構がまえる敵の群へと、笑えみの顔を向けた。

「武ぶ器きは、それぞれの技と、刃やいばくらいにしておきましょう。殺して悪あく印いん象しようを与えては宣伝になりませんから。だから、……心しん臓ぞうに刃を突き立てても怒らないで欲しいところです」

「出来るのか!?」

　六護式仏蘭西の異族達が、迎げい撃げきのために低く身構えた。

　そして両者の距離が十メートルほどに詰まった瞬しゆん間かんだった。

　六護式仏蘭西側の前列に立つ十数名が、いきなりの動きを作った。彼らは皆、一いち様ように、

「────」

　倒れたのだ。
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「何!?」

　六護式仏蘭西の獣じゆう人じん部隊。その後列は見た。前列の誰だれもが、顔を揺らして後ろにのけぞり、そのまま引っ張られるように転てん倒とうしたのを、だ。

　倒れていく先せん頭とう列れつの誰だれも彼かれもが、首前を大きく断たれている。

　首の根ね本もと、頑がん丈じような胸骨上と首を繫つなぐ筋きん肉にくと骨の隙すき間まに、断だん裂れつが生まれている。

　その傷は深いものの、異族にとっては高速再さい生せいが為なされるものだが、

「数分は呼吸もろくに出来ず、復ふつ帰き出来ないでしょう──」

　不ふ意いに、皆の中に、穴山の姿すがたが立った。

　は!?　と回る囲みを作ろうとして動く六護式仏蘭西の異族達は、だが、

「──いない？」

　穴山の姿が消えていた。ただ皆はお互いの顔を見合わせ、左右に視線を飛ばすだけ。

　しかし、攻こう撃げきは確かに来た。

「……!?」

　不ふ意いに、幾いく本ほんもの血けつ流りゆうが空に舞った。

　弧こを描いて散る血は赤く、黒い。それは一つではなく、二つでもなく、倍していく速度と量で止まることなく、

「──!!」
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　血ち飛沫しぶきの迸ほとばしりが、回り囲む形の円えん弧こで走った。

　疾しつ走そうの始まりは、穴山を囲もうとして動いていた者達の首だ。

　それは確かな斬ざん撃げきの軌き跡せきをもって、

「……ああ!!」

　そして続く皆、斬撃を受けた瞬しゆん間かんにあたりを見回し、左右や背後の者達も同じ目にあっていたことを悟さとって目を見開く。ただあるのは驚きに満ちた顔を、何処いずこかに向け、

「お前……！」

　仲間の現状に、不ふ理解を叫ぶ声だけだ。

　もはや忍にん者じや達を回り囲もうとしていた円えん陣じんの足並みは崩くずれていた。更さらにはそこに、

「あたしの出で番ばんかね」

「俺おれもまあ、面めん倒どうだが、行くかね」

　鉄てつ扇せん剣けんの〝七番〟海うん野のと、火ひ縄なわの〝十番〟筧かけいが前に出た。

　筧は制服のズボンのポケットに手を突っ込んだまま、長身を軽く折り、敵てき群ぐんに距離を詰める。

「頼むぜ。──おとなしく倒れててくれ。その方が、楽だろうから」

「踊った方が楽だろうに」

　相そう反はんする二人の意見は、同時に叶かなえられた。血飛沫が空に舞って霧きりのように煙る中、突とつ撃げきした海野の鉄扇剣が残った者達を踊るように斬撃し、筧が吐と息いき混じりに、

「──すまんね」

　言うなり、まだ倒れていなかった者達の胸にいきなり風かざ穴あなが開いた。

　銃じゆう撃げき痕こんだ。ポケットに手を突っ込んだままの筧に対し、至し近きんにいる異い族ぞく達の身体からだに一人一発ずつの風穴が開く。それが獣じゆう人じんも、魔ま族ぞくも、そして霊れい的なものですら、

「御ご免めんな。──銀ぎん弾だんなんだよ」

　血ち飾かざり、散って舞って、倒れていく。

　そんな異族達の面めん々めんは、一気に三十人ほどの数を減らされながらも、

「……怯ひるむな!!」

　前列を失って甘くなった輪を、異族達は歪ゆがませて絞しぼった。

　絞り込みの行き先は十じゆう勇ゆう士しを囲んでいた輪の中央、先行する三人から遅れていた〝四番〟の伊い佐さだ。背の低い彼女は、高速で接近する敵てき円えんを、お？　と見回し、

「あー、ロク！　ジューゾー！　年上を助けなよ！　可愛かわいいじゃん!?」

「知らんわ！　オマエ序じよ列れつでも私達より上なんだから自分でどうにかしなよ！」

「俺おれからしてみたら、君の前にいるのが一番危き険けんなんだよね」

　と、不ふ意いの断だん裂れつを受け続ける敵の中から、穴あな山やまが笑えみで現れた。

「私が助けるか？　序じよ列れつは次だしな。目め付つけの意味もある」

　いきなり姿すがたを現した彼に対し、え？　と敵円の一部が驚きの表情を作る。が、それより早く、小さな伊佐へと殺さつ到とうしていた異い族ぞく達が、己おのれの攻こう撃げきを振りかぶった。

　獣じゆう人じん系けい異族の主しゆ武ぶ器きの殆ほとんどは、その強きよう靭じんな身体からだだ。特に爪つめや牙きばは接近戦せんの要かなめで、

「……まず一人!!」

　吠ほえ声。浅い威い力りよくの戦吠ウオークライえを重ねて、彼らは伊佐に襲おそいかかった。まるで、我われ先さきに食い物へと群がるように、だ。

　その光景を見る筧かけいが、うわ、と額ひたいに手を当て、視線を隠かくした。

　直後。伊佐の周囲にあった敵てき影えいが、全て消えていた。
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　現場の誰だれもが、その光景を見ていた。

　伊佐がいる。だが、その周囲に敵がいない。

　消えたわけではない。ただ、六ろく郎ろうが眉まゆを歪ゆがめて呟つぶやくのは、

「……また、派は手でにやるものだねえ」

　彼女の視線が見るのは伊佐の回り、しかし上方といえる宙だ。

　高い空に、敵てき群ぐんの全身が吹き飛ばされていた。

　原因は簡単だ。伊佐の周囲に、あるものが姿を現している。

　全長五メートルほどの、重じゆう武ぶ神しんの両腕だ。

　黒の装そう甲こうを纏まとった巨きよ大だいな両腕が、伊佐の両腕に沿うように浮いている。

　その鉄の大たい腕わんは、伊佐の背に展開した術じゆつ式しき糸いと車ぐるまを通し、軽い震えまで完全にトレースし、

「見み──越こし入にゆう──道どう──」

　伊佐が軽く身を回して、謳うたうような言葉の流れで、

「見──越したあ──!!」

　両の腕を外へと、空と下方の両方へと、バランスを取りながら振り回した。

　数十の打だ撃げき音おんが聞こえ、宙に舞っていた影が、全て外へと吹き飛んだ。

　大地にて彼女を囲んでいた者達も、射しや程てい距離上じようにいれば全て均きん等とうに宙を舞う。

　響ひびく打撃音は、湿しめったものを潰つぶす音に近い。

　伊佐は、散らかした。

　後に残るものは何もない。穴あな山やまによって作られ、大気を装そう飾しよくしていた血ち飛沫しぶきの霧きりも、伊い佐さの両腕が起こした風によって消えている。ただあり、ただ残るのは、地面に転がり倒れた影と、残る忍にん者じや四人と、彼らを挟むように向かい合う英えい仏ふつの異い族ぞく部隊だ。

　そして穴山が、

「両者の中間。──宣せん伝でんにいい位置だが」

　ああ、と六ろく郎ろうが頷うなずいた。

「義よし経つね公こうの顔を立てないとねえ」

　その言葉に、残り三人が頷き、同じ方向を見た。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの異族部隊の方をだ。

　しかし異族達たちは、怯ひるまない。全員が身み構がまえ、

「──何だよ。手て柄がらを焦る連れん中ちゆう片づけたくらいで。まだ、半はん数すうは減ってないぜ？」

　そうですね、と穴山が頷いた。

「一いつ瞬しゆんで終わらせたら、宣伝になりませんから」

　穴山の言葉に、六護式仏蘭西の異族達が笑う。そして先せん頭とうの一人が、空を見上げ、

「副ふく長ちよう閣かつ下かの意に従い──」

　全員、身を前にぶち込むように、忍にん者じや達へと突っ込んだ。

「全力を尽くせ!!」

　言葉とともに、戦せん場じようから音が響ひびく。

　彼らが追つい撃げきする筈はずだった相手。武蔵むさしの二陣じんが、アンリ達の隊に到達したのだ。





●






　アンリは、舌した打うち一つで追撃の敵に振り返った。

　……分ぶん隊たいすることで、全体の速度を上げての追撃か！

　速度の乗った敵だ。逃げ切ろうとすれば後ろから食われていくし、中ちゆう途と半はん端ぱに立ち止まっても、その勢いに対してはいい的まとでしかない。ならば、とアンリは強ごう引いんに一人だけ身を止め、

「私が初しよ撃げきで止める！　皆は先行してアルマン隊と──」

　言葉が停まった。視線を飛ばした先、北側からの突とつ撃げきを掛けていたアルマン隊の前方に、一つの影が立ったからだ。

　それは、白を基調とした極きよく東とう式しき制服を着込んだ、鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの自じ動どう人形。

「北ほう条じよう・氏うじ直なお……！　貴き様さまもここでの加か勢せいを行うか！」

　叫びを飛ばした位置にて、交こう戦せんが生じた。

　アルマン隊の自動人形ベル・デ・マリオネツタ達、二百人が、射しや撃げきと攻こう撃げきを氏直に叩たたき込んだのだ。
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　氏直に対する自動人形達の攻撃は的てき確かくだった。肩に二本、腰に二本の刀を下げる氏直に対し、まず、その倍である八人が、先せん頭とう集団より前に出て突っ込んだのだ。

　同時に来るのは、走りながらの、

「射て──!!」

　一いつ斉せいに術じゆつ式しき火か薬やくの光が生まれ、硝しよう煙えんが上がった。

　突とつ撃げきの八人と共に飛ひ来らいする弾だん丸がんは二百。対する氏うじ直なおは、軽く後ろに下がりながら、

「またこれは、数学的に解わかりやすい攻こう撃げきを」

　言いつつ、ふと、身体からだを横に揺らし、目を伏せたまま腕を振る。初めは下から上へ、続く動きで交こう叉さして下ろせば、

「──解かい有り」

　己おのれに当たる弾だん丸がんを、四よん刀とうが切り捨てた。

　二百発が一いつ瞬しゆんだった。

　生まれたのは、砂すな粒つぶが当たるような音と、光こう帯たいのような火ひ花ばなだった。光は刃やいばの軌き跡せきを正確に作りながら、しかし悠ゆう然ぜんとした動きで鉄の破は片へんを撒まき散らす。

　カバーしきれず、抜けた弾丸が数発あった。が、氏直は、

「おっと」

　首をひねってかわした。

　自じ動どう人形の身体からだは、その感覚を人間の数すう百倍速そく度どにまで上げられる。飛来する弾丸など、止まっているようなものだ。目を伏せたままであっても、

「急きゆう所しよ狙ねらいで正確すぎます。音だけで充分ですね」

　言うなり、先の八人が硝煙を破って突っ込んできた。

　自動人形八はつ体たいは、既すでに大だい刀とうを抜き放っていた。彼女達が用いるのは、居い合あいの抜ばつ刀とうが上中下か段だんと、突きが一組ずつ。

　だが、対する氏直は一度四刀を収め、

「射しや出しゆつ抜刀」

　言葉と共に、肩と腰の四刀が発はつ射しやされた。

　重力制せい御ぎよや指で抜くのではない。鞘さやを支える発射台だいから術じゆつ式しきで刀を加か速そく発射し、それに重力制せい御ぎよを引っかけて回し切るのだ。

　射しや撃げきした。

　氏直の攻こう撃げき速度を読み間違えた分、自動人形達が遅れ、

「──!!」

　四刀が、その軌き道どう上で、それぞれ二体ずつの自動人形を切り捨てた。
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　氏直は、硬こう音おんが八つ響ひびいたのを聞いた。

　ワイヤーの断だん列れつする音が弦つる音おとのように弾はじけ鳴る。しかし自じ動どう人形達たちは、

　……おや。

　彼女達は、破は壊かいされるだけに留まらなかった。自動人形達は、皆、己おのれを割った刃やいばを搔かき抱き、己の身へと自ら深く突き刺したのだ。

　武器を奪うばう。文字通り、己のものとするように、八体の自動人形は、二人あたり一本の刃を抱いて瘦そう軀くの身に飲み込んだ。一人が腹や胸に下から刃を突き刺せば、背から抜き出た白はく刃じんをもう一人がまた己の身に突き立てる。そうして二人分の身をもって一本の刃を絡め取り、

「いただきます」

　こちらに告げ、四つの塊かたまりとなった八人は、地面に転がった。あるものは四し肢しを砕くだけ散らせ、あるものはその全身を折り割った。だが、こちらは確かに武器を失い、

「さて」

　氏直はつぶやき、己の両手を掲かかげてみる。

　見えはしない。目を伏せている。

　だが音が聞こえる。消しているつもりだろうが、大気の震えは確かにある。そして、

　……来ますか。

　残りの自動人形達全てがそれぞれの武ぶ器きを持って突とつ撃げきを掛けてきた。

　それも正面からだけではなく、回り込んでの左右や、斜め後ろから、更さらには大だい上じよう段だんに振りかぶった剣けん類るいによる頭上からもだ。

　攻こう撃げきは前後二に波は。前の波が小さく五十人ほど。後ろが百四十人ほど、だ。

　津つ波なみのようだと、氏直はそう思った。

　そして、前波として、合計五十を超える刃や銃じゆう、打だ撃げき武器などが、武器の無いこちらに襲おそいかかってきた。

　押し潰つぶそうと、全力で来る。が、氏直は、退ひかなかった。

　氏直はただ動く。その身を緩やか後ろに傾け、

「お前達。……人形ならば解わかっておきなさい」

　と、氏直は、掲かかげた両の手を落とすように、己の脇へと軽く広げた。

「人形にも上下があるのだと」

　直後。壁のように、先行して襲いかかっていた四十超ちようの自動人形達が破は砕さいした。
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　まるで硝子ガラス細ざい工くがぶつかり合ったかのように、先行の人形達は破砕された。

　全ての人形が、衣い装しようを割られ、中の部品は胴どう体たいから内部フレームからワイヤーシリンダに至るまで、全て千ち切ぎれて割れて屑くずとなった。

　風ふう塵じんが散る。

　そうなった理由は、他の自じ動どう人形には解わからない。砕くだかれた仲間達は、記録するよりも早く砕かれていたからだ。

　だから、後こう続ぞくの彼女達に解るのは、氏うじ直なおが高速の何かを放ったということだけだ。

　しかし、後に続く自動人形達は迷わなかった。そのまま、分ぶ厚あつい突とつ撃げきを掛け、

「アルマン様！」

　叫ぶと同時に、自動人形ベル・デ・マリオネツタの誰だれもがそれを感じた。

　攻こう撃げきの津つ波なみを作った自分達をも超える。巨きよ大だいな影が頭上に来たのだ。

　地ち殻かくだった。

　こちらが波は状じよう攻撃で氏直を抑えている間に、アルマンがこちらごと地殻を落として潰つぶす。そういう作戦だ。自分達もアルマンの技で砕かれることになるが、気にすることはない。何しろ自動人形の本ほん体たいとはその身体からだではなく、核かくとなる魂たましいの部分であり、

「勝利あれば交換は可能……!!」

　皆は叫び、迷わず飛び込んだ。

　その瞬しゆん間かんだった。

　自動人形達は、声を聞いた。目を伏せたままの氏直が、小さく頷うなずき、言葉を放ったのだ。

「成なる程ほど」

　では、と彼女は言って、両の手を後ろに振った。

「先ほどよりも、少し重いのを出しましょう」

　言って、氏直が、両の腕を軽く肩まで振り上げた。

　同時に、破は裂れつした音がある。

　氏直の肩から上の宙、広い空間において、まるで咲くように連続した音の正しよう体たいは、

「小お田だ原わら名物、──〝天てん下か険けん山ざん〟」
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　光の破は片へんを蓋ふた開けとして空間射しや出しゆつされたのは、神しん術じゆつ火か薬やくによる自動抜ばつ刀とう式しきの大だい刀とう約千本。

　グループごとに木コン箱テナ詰めされた莫ばく大だいな量の刃は物ものに対し、氏直が言う。

「〝日ひ金がね〟、〝鞍くら掛かけ〟、──前に聳そびえ」

　発はつ射しや音が響ひびき、柄つか側から射しや撃げきされた三百本の刃やいばは、氏直の指し動どうに応じて柄つかを支点に旋せん回かいした。

　撃うち切る。

　抜き撃ちの全刀三百発が、正面から自動人形の波に炸さく裂れつした。

　その速度ゆえに、敵に与える結果は破裂の一いち撃げきだ。

　だが、三百の刃ををぶち込んでも、まだ全体の動きは止まらなかった。それぞれの自動人形達は、無ぶ事じな部分だけでもこちらへと届かせようとし、

「……っ！」

　彼女達たちだけではなかった。

　まるでしがみつくように宙を砕くだかれ迫る彼女達の背後。そこに巨きよ大だいな地ち殻かくが落ちてきたのだ。

　アルマンの叩たたきつける地殻の打だ撃げきだ。それが、重じゆう圧あつをもって氏うじ直なおを押し潰つぶそうとしてくる。

　だから、氏直は一つの動きを作った。

　彼女は、退ひかなかったのだ。そして、

「〝明みよう星じよう〟」

　言った瞬しゆん間かんだった。氏直の右肩上うえに、十五メートルほどの、長ちよう砲ほうのような鞘さやが射しや出しゆつされた。

　白の鞘は、先に出た内ない殻かくを後から来た外がい殻かくが包み、留とめ金がねを空間射しや出しゆつではめ込んで確かく定てい。

　合がつ致ちした。

　しかしそのときにはもう、鳥とり居い型の紋もん章しようが、砲ほう身しんにも見える鞘を割るように幾いく重えも重なり、加速つきの回転を行っている。

　わずかに震しん動どうを始めた長鞘の先せん端たん。そこから突き出す巨大な鍔つばに氏直は指をかけ、

「──谷を閉ざせ」

　言った直後。氏直は〝明星〟を抜ばつ刀とうした。

　身体からだを右に引きながら、右の手て指ゆびで〝明星〟の鍔を前に弾はじく。

　快音とともに、鍔口から光の放ほう射しやを伴って、長ちよう刀とうが発はつ射しやされた。

　反動を消すように鞘が後ろへと走り、しかし高速射しや撃げきの長刀は前に飛ぶ。

[image: ]

　かろうじて、というタイミングで身を右に回し、半はん身みとなった氏うじ直なおの左手が、〝明みよう星じよう〟の柄つかに触れた。

　発はつ射しやの勢いを剣けん圧あつとして、〝明星〟が刃やいばに鳥とり居い型の紋もん章しようを重ねて高速旋せん回かいした。それは氏直の手を離れながら、まるで伸びるような軌き道どうで打ち込み捩よじり、光の残ざん像ぞうだけを残す勢いで、

「……!!」

　反動から戻った鞘さやに、〝明星〟が先せん端たんからぶち込まれ直す。

　直後に、氏直が頷うなずき、

「終わりです」

　言葉と共に、全てが大たい破はした。

　割れて散る。

　自じ動どう人形の波も、振り下ろされていた地ち殻かくも何もかも、千ち切ぎられ、砕くだかれ、〝明星〟の軌道にあったものはそのラインから二つにずれて割れ裂さけ、

「登るものではありませんね」

　後あと追おいで来た衝しよう撃げき波はによって爆ばく発はつする。
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　さて、と氏直は〝天てん下か険けん山ざん〟を納め、散る破は片へんの雨を軽く振り払いながら、しかし、

「〝二ふた子ご〟」

　宙から二ふた振ふりの刀を引き抜いた。そして彼女が見るのは、

「銃じゆう士しとして、如何いかがしますか？　彼女達の〝核かく〟を拾うのは後でもいいでしょうし」

　散り積もった破片の向こうに、腰を落として身み構がまえているアルマンがいる。

　……よく、避けたものです。

　銃じゆう士し隊たいのアンリが、〝天下険山〟に似た射しや出しゆつ武ぶ器き型がたの技を持っている。ゆえに反射的な判はん断だんが効いたのだろう。宙に飛ばしていた地殻のフレームをガードとして動かし、彼は確かにこちらの攻こう撃げきをカバーした。

　他の自動人形達を救おうともしたらしいが、銃士隊の自動人形は、それを拒きよ否ひして彼をかばう動きを見せた。そういう上じよう下げ関係なのだろう。

　ただ、こちらとしては、し損じた、という思いがあるだけだ。

　ゆえに氏直は、帳ちよう尻じり合わせの、

「検けん算ざん、お付き合い頂けますね？」

「有あり難がたい。──挟きよう撃げきならずとも、小お田だ原わら総そう長ちようを特とく務むレベルの俺おれが封じられるとはな」

　なあ、とアルマンが言った。

「自動人形ベル・デ・マリオネツタの本場、相模さがみから見て、俺達はどうだ？」

「一つ、教えましょう」

　氏うじ直なおは、小さな笑えみを地面に捨てて、こう言った。既すでに身を前に跳ばしながら、

「──人形など、大事にしてくれる人がいれば、それで上じよう出で来きなのですよ」

　と、氏直が言った時だ。

　氏直は、背後から音を聞いた。

　……あれは……。

　鉄が割れ、部品が弾はじける音。武ぶ神しんが砕くだかれる響ひびきだ。

「ほう」

　武蔵むさしの中央、架か橋きよう前。

　そこにいて、戦せん闘とうを続けていた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神が、破は壊かいされたのだ。

　それも、三さん機き同時に、だ。
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　アンリは、行く視し界かいの右に、その光景を見ていた。

　武蔵の副ふく長ちようや、里さと見みの生徒会長と戦っていた武神ルール・デ・マリオネツタ達たちが、倒れつつある。

　それも、再さい起き動どうしたものも含め五機中ちゆう、三機同時に、だ。

　先に大たい破はで倒れた三機も入れて、これで六機が倒された。しかし、

　……おかしい。

　一機は副長である本ほん多だ・二ふた代よによるものだろう。もう一機は、里見の生徒会長によるものだろうと、そう言いたいが、

　……最初の一機以い降こう、里見の生徒会長は防ぼう戦せんに回っていた筈はずだ。

　多た勢ぜいを抑えるため、防ぼう御ぎよ力のある武神が防御中心の戦せん闘とうを行い、隙すきを突くように武蔵副長が蜻蛉とんぼ切ぎりによる攻こう撃げきを行う。そんな戦闘を為なしていた筈だ。

　そして今、武蔵副長が一機を仕し留とめたのだと、アンリはそう判はん断だんする。

　だが、しかし、

　……今、倒れていく残りの二機は何だ!?

　六護式仏蘭西主力の機き体たいを、二機同時に倒すとなれば、

「里見総そう長ちよう、里見・義より頼よしの〝八やつ房ふさ〟か……!!」

　言葉通りのものが、倒れる二機を開け放つ門のように押しのけてして前に出た。

　白しろ犬いぬの重じゆう武神。背を中心に、各所に玉ぎよく型がたの駆く動どう器を八基き配置した姿すがたが手にしているのは、極ごく厚あつの刃やいばから霧きりを飛し沫ぶかせる大だい刀とうだ。それは、

「……剣けん砲ほう・村むら雨さめ丸まる！」
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〝八房〟の介かい入にゆうによって戦せん場じように生じた沈ちん黙もくは、しかし長く続かなかった。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神ルール・デ・マリオネツタ二機が、〝八やつ房ふさ〟の左右からほぼ同時に仕掛けたのだ。

　一機は、〝八房〟の右に対して、上段から高く行く。

　もう一機は、〝八房〟の左に対して、わずかに遅らせたタイミングで下段から行く。

　既すでに村むら雨さめ丸まるを右に携たずさえている〝八房〟に対し、その右腕を押さえつつ、左下したからの本ほん命めいを叩たたき込む。そういう意い図との動きだ。

　対し、〝八房〟はただ動いた。

　白の武神は、右に軽く踏み込み、右腕を右外に振る。

　無む造ぞう作さにも見える動きに、皆が息を詰めた。既に右からの武神が近づいているため、刃やいばを振ろうにも振り切るだけのスペースが無いからだ。

　しかし、当たるものがあった。村雨丸の柄つか頭がしらだ。硬こう質しつの金属で出来た柄頭は、槍やりの石いし突づきのように、飛び込む武神の胸きよう部ぶ中央を突いた。

　一いつ瞬しゆん。突き負けたように、〝八房〟の腕が戻る。

　だが、そうではなかった。

　村雨丸の柄頭が、敵の武神の胸から離れていない。

〝八房〟は、手首と肘ひじの揺らしで、相手の勢いを消しきったのだ。

　刹せつ那なの時間の中で、敵の武神が確かに止まる。

　そして〝八房〟が動いた。柄頭を素早く引き、相手から離すと、

『勝利のために捨て身となれる、──その意気や良し、だ』

〝八房〟は全身ごと右腕側がわに回りながら、柄頭を高速のバックハンドで跳ね上げた。

　柄頭が、六護式仏蘭西の武神を打だ撃げきした。

　白しろ犬いぬの武神が、独こ楽まのように高速の旋せん回かいを行う。そして、右手側から突っかけていた六護式仏蘭西の武神が、杭くいを腹はら下したからぶち込まれたかのように、強くひしゃげて宙を舞う。

　吹っ飛んだ敵てき武神を払うように、〝八房〟が回った。

　その旋せん回かいの先せん端たんから、色が走る。

　白の色。〝八房〟の色。そして霧きりの色だ。

　バックハンドで放った柄頭の一いち撃げきを、〝八房〟は肘で引っ張って剣けん戟げきへと変えていった。

　身体からだを先に回し、鞭むちのようにしならせた肘が行き、手首が行き、村雨の飛沫しぶきが回る。

　回転の行く先は、左から突っ込んできていたもう一機の武神だ。

　既に左右の連れん携けいは無い。右の武神が押さえることで、左の武神は突とつ入にゆうのタイミングを得る筈はずだった。が、それが生じぬままに〝八房〟が旋回している。

　しかし左の武神は怯ひるまない。

〝八房〟の旋回に負けぬよう、極ごく厚あつの短たん剣けんを両の手で包むように構え、身を低くして肩から突っ込んでいく。回る村雨丸をくぐって行こうとする動きだ。

　対する〝八房〟は迎げい撃げきした。

　使うのは、しかし村むら雨さめ丸まるではなかった。

　右の片手打ちとなる村雨の軌き道どうを、〝八やつ房ふさ〟はそのまままっすぐ走らせた。

　代わりに使うのは、右足だ。

　掲かかげ、踵かかとで踏みつけるような一いち撃げきを、〝八房〟が左の武ぶ神しんへとぶち込んだ。

　位置は低く踏み込んでくる敵の右鎖さ骨こつ。背に近い側だ。

　衝しよう突とつ音おんが響ひびき、大気が震しん動どうした。

　鎖骨を背の側から踏まれるように打ち込まれた左の武神は、バランスを崩くずして転倒した。

　倒れる敵が右足あし裏うらを押し返す力を利用して、〝八房〟の旋せん回かいが加速した。

　回る。

　そして〝八房〟は、今こそ村雨丸を右みぎ手て一本で打ち抜いた。

　その行く先は、周囲の武神ではなく、西の一いつ直線。

　イザックが、〝八房〟目掛けて両の射しや撃げきを放っていたのだ。

　大気を破は裂れつさせての双そう弾だん発はつ射しやに対し、〝八房〟は片かた手て打うちだが、しかし全身を回し、

『──！』
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　戦せん場じように、獣けものの鳴き声が生まれた。

〝八房〟の声ではない。村雨丸の刃やいばが震え、霧きりを激しく生み散らしながら生む吠ほう声せいだ。

　西へ飛んだ咆ほう吼こうに追われるようにして、宙が割れた。

　先行したのは、透とう明めいな、線の陽かげ炎ろうともいえる揺らぎの一直線。

　それがイザックの方にまで届き、わずかに震えた。

　いつの間にか、音が消えていた。

　だから、というように、〝八房〟が、残ざん身しんの動きを取り、

『泣け、村雨丸』

　一直線上の宙が破は裂れつして、泣き叫んだ。

　叫びは揺らぎの線を追うように走り、巻き、霧の雨を散らし、一いつ瞬しゆんでイザックの弾だん丸がん二発を斬ざん撃げきして割って突き抜ける。

　対するイザックが身を低く、しゃがむと言うよりも落とした動きを取った直後。

　距離約やく一キロ半に渡って、宙の切せつ断だん軌道が村雨の雲と霧に追われて彩いろどられ、

『────』

〝八房〟が村雨丸を鞘さやに納めると同時に、線せん上じようの全てが破裂し、雨と散った。
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　義よし康やすは、眼がん前ぜんで起きたことを呆ぼう然ぜんと見ていた。

　……無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　敵の数が多いとはいえ、こちらが防ぼう戦せんに傾いている戦せん場じように飛び込んできて二機を撃げき破は。

　更さらには二機を叩たたく際に、

　……左右の二機が、射しや撃げきの陽よう動どうだと言うことにどうやって気付いた!?

　突っかけてくる左右の二機を高速で連れん続ぞく撃破するには、〝八やつ房ふさ〟が行ったように、抜き打ちの動作をそのまま旋せん回かいに繫つなげる方法が有効だ。

　しかし、その旋回は、右後ろに回るため、イザック達の方に背を向ける。

　だから、敵はそれを利用しようとした。

　敵が狙ねらうのは、里さと見みの総そう長ちようで、更には旗き機き〝八房〟と村むら雨さめ丸まる付き。役やく職しよく付つきでもない武ぶ神しん二機と引き替えならば、安いものだ。

　それを即そく座ざに出来たのは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神団だんがどれだけ訓練を積んでいるかの証明に過ぎない。だが、

　……私は、この男と一いつ緒しよの訓練を受けている筈はずだというのに──。

　目の前に立つ〝八房〟の飛ひ翔しよう器きと、背と、武装と、

『…………』

　無む数すうの傷を得て、刃やいばも欠けてきている己おのれの武装と。

　義よし康やすは見比べ、結論する。

　……未み熟じゆくだ。

　お互いの差は、武神や武ぶ器きの性能によるものだと、そう言えるほどに訓練の足りない己であったならば、どれだけ楽か。

　近くにある背に対し、自分の何もかもが届きそうもないように感じた。そんな心を、更に突き放すように、武蔵むさし側からも先ほどの〝八房〟に対しての声が生まれていた。

　おお、とか、すげえ、とか唸うなるように、練るように響ひびく声がある。

　……ああ。

　解わかる。今、頼りになるのは、この男の方なのだと。

　そう感じ、内ない心しんを納なつ得とくさせようとして、義康は武蔵側の歓かん声せいを聞いた。すると、人々の間から、一ひと際きわ大きく聞こえるのは、

「ぬおおおお！　凄すごい資料！　資料！　生なまで見られて良かったあ！　いいよね戦争！　超ちよう作家志し望ぼう者しや向きだよ戦時下かって！」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　あの武神、凄くね!?　向こうのデケえ射撃を二発一いつ気きにぶった切ったってことは、破は壊かい力は２浅あさ間まくらいじゃね!?」

「や、やめて下さいよ平和な巫み女こと武神の変な比ひ較かく！　私、あんなんじゃないですから！」

「フフフ、そうよね、あんなもんじゃないわよね！　そこの里見の白い武神！　浅間が本気になったらそんなのハナよハナ！　ナメてると浅間パワーで吹っ飛ばすわよ!?」

「お前ら国こく際さい問題になるような発言ポンポンすんなよ全くも──」

　駄だ目めだコイツら……！　と義よし康やすは深く静かにそう思った。

　見れば、目の前、〝八やつ房ふさ〟がわずかに俯うつむいて肩を震わせている。

『……おいコラ。義よし頼より。今は戦せん闘とう中で──』

『ああ、義康、そうだ。戦闘中だ。だが義康』

『何だ？』

『怖いか？』

　問いかけに、義康は目の前の背を見て叫んだ。

『そんな筈はずがあるか!!』

『そうか』

　と、義頼の声が安あん堵どしたように告げた。そして義康は気付く。〝八房〟の右腕が、わずかに力無く見えることに、だ。ゆえに彼女は、声の送り先を限定して、

『義頼、貴き様さま……』

『速度を上げるための片手打ちだったのだ。二発目は苦労する、といったところだろう。

　何だかんだと私も里さと見みも未み熟じゆくという、そういうことだ、義康』

　まるで諭さとすように言われているようで、少し腹が立つ。だから、

『ならば、ここは私が──』

『下がっていろ、義康』

　何な故ぜ、という言葉は、作る暇ひまもなかった。いきなりそれが来ていたのだ。

　銀色の武ぶ神しん。背の飛ひ翔しよう器きを立ち上げ、しかし飛ぶことなく、地面の高速滑かつ走そうに用いて砲ほう弾だん並なみの速度で突っ込んできたのは、

『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ旗き機き、──パレ・カルディナル！』

〝八房〟が前に出て、七歩目で両者が激げき突とつした。
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　白しろ犬いぬの武神と、銀の女性型がた武神が高速の剣けん戟げきを開始した大地上じようにおいて、人のレベルの戦闘はその流れの変化を迎えていた。

　六護式仏蘭西の武神隊たいが、その一いち陣じんを下げつつあったのだ。

　動ける機き体たいは仲間達の退たい避ひと運うん搬ぱんに回り、代わりというように〝八房〟とパレ・カルディナルが戦闘を開始していく。

　パレ・カルディナルは高速の連れん撃げきを繰り出し、〝八房〟がそれを受ける形だ。

　右手を傷いためている〝八房〟に対し、パレ・カルディナルは容よう赦しやしなかった。〝八房〟の右に対して手て数かずの七割を内側から外にぶち込み、〝八房〟を左へ、北へと誘ゆう導どうする。

　そうして空あいた戦せん場じようの中央では、アデーレ達の前ぜん進しん隊たいが、しかしアンリの部ぶ隊たいの側面打だ撃げきを受けて動けずにいた。

「あと少しだって言うのに……！」

　混こん戦せん状態に近い状況であるため、義よし康やすの武ぶ神しんも動けずにいる。

　残るは二ふた代よだが、

・未熟者：『副ふく長ちよう本ほん多だ君には橋きよう前ぜんの待たい機きを頼む』

・蜻蛉切：『現状、拙せつ者しやがどこかに加か勢せいすることを敵が狙ねらっている、と？』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、現在、一番警けい戒かいしたいのは混戦状態のアデーレ君達が武蔵むさしへと戻ってくることだよ。だから、対人レベルで迎げい撃げき出来る要かなめが武蔵の入り口にいなければ駄だ目めだ』

　大体、

・未熟者：『もし、パレ・カルディナルが〝八やつ房ふさ〟を倒して突とつ撃げきしてきたら、君きみ以外の誰だれがそれを止められる、と？』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄ．、了りよう解かいした。しかし、──敵がまだ増ぞう援えんを出せるという根こん拠きよは？』

・未熟者：『敵は総そう長ちようも生徒会長も、何よりもまだ副ふく長ちようを出していない』

　解わかるかい、とネシンバラの文字が告げた。

・未熟者：『こちらは、他国の力を借りての、攻こう守しゆに渡ってほぼ総そう力りよく戦せんだ。向こうはまだ本国の方にも余よ裕ゆうを持っている。こちらが武神を八機倒たおしたとしても──』

　それが現れた。

　奥。西側。並ぶ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦かん船せんの前に、その側部搬はん出しゆつ口こうから姿すがたを現したものがある。

　武神だ。やはり青の装そう甲こう服ふくの上に赤の上うわ着ぎを着込んだものは、

・未熟者：『三十二機。それも重じゆう装そう。──着ちやつ港こうしている艦かんからあれだけ出るってことは、上にある艦なども含めたらどれだけ投とう入にゆう出来るってんだ』
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　アデーレは、武蔵から距離三百メートルの位置で、動けずにいた。

　六護式仏蘭西側にて、敵が新しく、武神戦せん力りよくを中心とした布ふ陣じんを展開したからだ。

　対し、こちらがいる位置。そこにあったバリケードは、それを構成していたアンカーパイルの殆ほとんどを砕くだかれ、抜き転がされており、既すでに防ぼう御ぎよとしては使えない。

　……マズいですよね。

　現在、時刻は三時八分。

　あと七分を用いて敵が突とつ撃げきしてきた場合、こちらはどれだけの被害を受けるだろうか。

　突撃を許さぬためにも、守らねばならず、だからアデーレ達は動けない。

　それは、自分達が疲ひ弊へいしたまま、武蔵へ戻れないと言うことだ。

　……これは、第一特とく務む達たちも同じですよね。

　そしてアデーレは気付いた。

　自分達たちが、防ぼう護ごのために動けなくなったのを悟さとったからだろうか、

「こちらに攻こう撃げきしていた銃じゆう士し隊たいやパレ・カルディナルが下がる……？」

　先せん行こうし、破は壊かいされた武ぶ神しん隊の身み柄がらや、自じ動どう人形の核かくを回収したのだろう。〝八やつ房ふさ〟を引き受けていたパレ・カルディナルが、刃やいばで払って距離を開けると同時。

「──惜おしいな。後は主力に任せるとしよう」

　と、言葉を残し、アンリとアルマンが西へと大きく跳ちよう躍やくした。

　去るのではない。

　こちらに来る主力と合流するため、距離三百メートルの位置まで下がったのだ。

　後に残されたのは、自分の前ぜん進しん隊たい四百人と、合流してきた点てん蔵ぞう達三百人。

　……合計七百人。でも、誰だれも彼かれも、疲ひ弊へいしてますよね。

　既すでに、内ない燃ねん拝はい気きだけではなく、術じゆつ式しきの符ふも切らしている者が多い。

　対し、前方には、重じゆう装そうの武神三十二機を展開した六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの主力がやって来ている。

　近衛このえ隊を中心としたその数は約二千といったところだ。

　両陣じん営えいの、片や力尽つき掛けた状態と、片や余よ裕ゆうを持っての力が、距離三百メートルをもって向かい合おうとしている。それがアデーレの思う現状だった。

　さて、とアデーレは内ない心しんで言葉を繫つなげた。

　……どうしたものでしょうか。
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　オクスフォード教きよう導どう院いんの広間では、英国イギリスの〝女王の盾符トランプ〟を中心に、重じゆう臣しん達がIZUMOから来る映えい像ぞうを確かく認にんしていた。玉ぎよく座ざに座った妖よう精せい女王の傍かたわら、副ふく会長のダッドリーが、

「せせせせ戦せん場じようは、どのような状態で？　女王陛へい下か」

　ふうむ、と頷うなずいたエリザベスは、顎あごに手を当て、手元の表示枠サインフレームを見た。

　画が像ぞうの中では、船の上、揺り籠かごにも竪たて琴ごとにも似た水すい棲せい用ようベッド兼けん操そう艦かん装そう置ちで本を読んでいる人にん魚ぎよがいる。

「キャベンディッシュ」

『え？　あ、はい、Ｔｅｓテスタメント．、何でしょう、女王様』

「読書中すまん。後で読め。何だその顔は。貴き様さま、元はいいんだから笑え。三秒な。──で、六護式仏蘭西の意い図とを聞かせてくれ。何な故ぜ、ここまで回りくどいことをして布ふ陣じんを作った」

　えーと、とキャベンディッシュは、幾いくつかの表示枠を開いた。

　表示枠を通して知らされる彼女の現げん在ざい位置は、英国イギリスと六護式仏蘭西の中間点だった。六護式仏蘭西の艦かん隊たいが英国側がわに布陣しないよう、牽けん制せいでドレイク達と出ているものだが、

『……そうですね、まあ、偵てい察さつついでに簡単に言いますと、──次じ代だいの覇は者しやとなる国として、六護式仏蘭西はここでその意思を見せるつもりだということです』

「長い。十じゆう文も字じで」

『〝絶対ぜつてぇ文もん句く言わせねえ〟』

「Ｔｅｓテスタメント．、良好だ。どうしてそうなるのか言え」

　Ｔｅｓ．、とキャベンディッシュがまた幾いくつかの表示枠サインフレームを展開した。応じるように、ダッドリーが表示枠を出し、キャベンディシュから送られてくる情報を表ひよう示じする。

　いいですか、とキャベンディッシュが告げた。

『まず、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの最初の目的は、武蔵むさし側の戦せん力りよくを表おもてに出させ、その力を各かつ国こくに計らせることにありました。武ぶ神しん団だんを出し、武蔵の副ふく長ちよう達と戦せん闘とうを行ったわけですが、これによって多くの国は〝武神が有れば武蔵の戦力を一定時じ間かん止められる〟と理解したことでしょう』

「続けろ」

『Ｔｅｓ．、そして武神団は一部破は壊かいされ、退たい避ひしましたが、これは充分な〝被害〟です。

　聖せい連れんに対し、〝戦った〟という証明になるでしょう。

　但ただし、この〝被害〟は、主力が安全に展開するために必要な戦せん場じようの情報や、武蔵側の戦力など記録した上でのことで、その意味では充分な〝収しゆう穫かく〟です』

「収穫、とは？」

　Ｔｅｓ．、とキャベンディッシュが応じた。

『六護式仏蘭西の主力である重じゆう装そう武神隊は強力ですが、排はい熱ねつ処理や安定した機き動どうのためには気き候こうや地ち質しつのコンディションに合わせた調整が必ひつ須すです。

　この大事な場でオーバーヒートや足のスキッド起こしてコケたら国の評ひよう判ばんが落ちますからね。だから先に出た突とつ撃げき用の軽けい装そう武神達は、六護式仏蘭西が乗り込んだことがないIZUMOにおいて、実じつ地ちでそのデータを獲かく得とくする役目を負い、──見事に果たしたと言えます。

　何しろ、武蔵側の戦力データなどもとりましたし、バリケードなどもしっかり展開させた上で破は壊かいしました。つまり……』

「武蔵を、丸まる裸はだかにして疲ひ弊へいさせたわけだな？　ならば聞こう、キャベンディッシュ」

　女王は、ゆっくりと問い掛けた。

「六護式仏蘭西の銃じゆう士し隊たいの動きの目的や、里さと見みと北ほう条じよう、真さな田だの乱入の影えい響きようは？」

　Ｔｅｓ．、と再びキャベンディッシュが頷うなずいた。

『六護式仏蘭西の銃士隊の目的は、主力が展開するまで、武蔵の戦せん士し団だんを足止めすることでした。何しろ、逃がした場合、武蔵がドックから出港してしまう可能性もありますからね』

　そして、

『里見や北条、真田の乱入は、六護式仏蘭西にとっては想そう定てい外がいだった筈はずですが、大おお枠わくでは間違っていない結果となりました。何な故ぜならば、六護式仏蘭西の現在の布ふ陣じんを見る限り、六護式仏蘭西は自じ動どう人形や異い族ぞく部ぶ隊たいによる決着に拘こだわるつもりは無かったからです』

「……自動人形も、異族部隊も、初しよ撃げきが通らねば、いずれ退ひかせるつもりだった、と？」

『Ｔｅｓテスタメント．、どういう意味か、お解わかりですか？』

　キャベンディッシュは、言葉を繫つなげた。

『人間主しゆ軸じく。異い族ぞくや、自じ動どう人形、武ぶ神しんですらも、使い捨てとする国こく力りよくがあり、すべては人間が勝利を得るための補ほ佐さでしかない。

　──それだけやれば、聖せい連れんも文句を言えません。何か言いがかりをつけて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの勝利に干かん渉しようしようとしても出来ない。これが、今回の六護式仏蘭西の布ふ陣じんの目的です。

　これは──』

　やや迷った上で、キャベンディッシュの声がエリザベスにこう告げた。

『欧おう州しゆうの王者となる六護式仏蘭西。──彼らは、この戦せん闘とうで、その意志を示すつもりです』

「そうか」

　ならば、とエリザベスは椅い子すに座り直し、腕を組んだ。

　眉まゆを立てながらの笑えみを作り、彼女は数度頷うなずいた上で言う。

「王者の意志を示すのであれば、必要不ふ可か欠けつなことが、一つあるな」

「そそそそそそそれは？」

「なんなのー？」

　ダットリーとセシルの問いかけに、エリザベスは笑えみを濃くした。

「見れば解る」

　と、彼女が言った瞬しゆん間かんだった。新しく表示枠サインフレームが展開した。そこに映るのは水中用のゴーグルを掛けた裸はだかスカーフの青年だった。

『陛へい下か、こちらホーキンス艦かん隊たい！　IZUMO上にて六護式仏蘭西に動きを確かく認にん……！』

　それは、

『六護式仏蘭西旗艦〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟が、皇こう帝てい、ルイ・エクシヴを発はつ射しやしました！』
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　戦せん場じようにいる誰だれもが、そして戦場を囲む何もかもが、それを見た。

　それは、太陽だった。

　IZUMO西側陸りく港みなとに着ちやつ港こうしている六護式仏蘭西の旗き艦かん、白と金の〝狩猟館〟を震わせて、斜め撃うちに光こう球きゆうが射しや出しゆつされた。高く一いつ直線に、大気を張り裂さく音で空を切り昇のぼるそれは、煙と光の残ざん像ぞうを引いて宙を行く。

　そして誰よりも高い位置で、輝くのではなく、確かな光を増したときだ。

　六護式仏蘭西の総そう勢ぜい、武神も、戦せん士し団だんも、先の戦いで負ふ傷しようした者達も誰も彼かれも、

「──Vive栄光　Laあれ　XIV太陽王!!」

　膝ひざを着き、頭こうべを垂たれた。

　それらの重なる音と巻き起こる風を押さえ、穿うがつように、太陽は大地に落下し、

「……!!」

　IZUMOを震しん動どうさせる光は、大地を抉えぐった。しかしそれは一度膨ふくれ上がった後に、

「────」

　轟ごう音おんと空の震え、熱気によって生まれた陽かげ炎ろうや蒸じよう気きの渦うずが大気を走る。が、それらの動きは、全てを振り回すような風とともに収しゆう縮しゆくした。

　落らつ下か位置は、敵を警けい戒かいしていたアデーレ達のすぐ前方だった。

　彼女達の眼がん前ぜん、光が消え、直径五十メートルほどのクレーターが戦せん場じようの中央に生まれていた。

　その中心には、陽炎をまとった一つの影がある。

　男だった。

　金の長い長ちよう髪はつを風に揺らす、長身瘦そう軀く。

　細ほそ面おもての顔は鋭いが、しかし力を蓄たくわえない眉まゆと黄色い瞳ひとみを持ち、更さらには、笑えみに開けた唇くちびるの間からは白い歯が覗のぞく。

　そして腕を払い、余よ分ぶんな肉のない、しかし絞しぼったような筋きん肉にくの身体からだを腕で抱いたのは、

「フ、初めまして、武蔵むさしの諸しよ君くん。──朕ちんが、ルイ・〝太陽王ロワ・ソレイユ〟・エクシヴだ」

　全ぜん裸らだった。







[image: 第二十四章『天上の住み人』]
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　沈ちん黙もくと、熱された風が吹く中。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの総そう勢ぜいは、ただ膝ひざを着いて王を敬うやまっていた。

　対する武蔵むさし艦かん上じようでは、皆が、それぞれの反応をしようとしていた。

　反応は、難しかった。

　まず、気まずい汗あせを搔かいたミトツダイラが浅あさ間まを窺うかがうと、浅間は〝まだ！　まだ！〟というアイコンタクトを返し、村むら山やま表ひよう層そう部ぶではオリオトライが蕎麦そばを食うことに専せん念ねんし始め、武蔵野むさしの艦かん橋きよう内では鈴すずが首を傾かしげており、そして皆の顔の前、現れた表示枠サインフレームの中でネシンバラが一度身を低く身み構がまえてから、さん、はい、と両手を上げた。すると皆が一いつ斉せいに、統一見けん解かいとして、

「キャラが被かぶった……[image: ]」
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「フ」

　とエクシヴはしなを作り、髪かみを風に揺らした。

「この、完かん璧ぺきな、正まさに太陽王ロワ・ソレイユの朕ちんとキャラが被るなど、そんな存在がどこにいると？」

「ええっとお……」

　先せん頭とうにいたアデーレの機き動どう殻かくが後ろに振り向く。と、彼女の動きを始まりとして、皆が後ろを見た。

　すると、アデーレのすぐ後ろに、それがいた。だが、それはいつもと違った。わ、と皆の群が割れて、それから距離を取ると、誰だれもが震えを帯びた声でこう言った。

「い、いつの間に、というか、──服を着ている……！」

　服を着た武蔵総そう長ちよう、葵あおい・トーリが、いつの間にかそこに立っていた。
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　トーリは、頭を搔きつつ、しかし皆の反応を見ると頰ほおを膨ふくらませて口をとがらせる。

　そして彼は、まずエクシヴの方を見ると片手を上げ、

「──おぅ、ちょっと待ってろオメエ。今、身み内うちの意い思し統一をすっからな？　一分待て」

「……ふむ。まあ、王者には余よ裕ゆうも必要だ。一分、確かに待とう」

　待つんだ……、とつぶやく皆に対し、しかしトーリは勢いよく振り返った。

「よっし意見まとめんぞ！　で、だ！　主しゆ題だいはこうだ！〝何をオメエらは人のことを病びよう原げん体たいのように避けやがって！　理由を言え理由を！〟。──どうだ!?」

　皆は顔を見合わせた。ややあってから、皆は、アデーレを先頭に、

『だって凄すごく困りますし』

「いなくていいとこに必ず来るし」

「言葉選えらんで言うと邪じや魔まだし」

「く、くそ！　こいつら本気で答えやがった！　ぞくぞくするぜ！」

　と、わめき散らす馬ば鹿かの横、やってきた点てん蔵ぞうがその肩を叩たたく。

　すると馬鹿は眉まゆを立て、

「おお!?　何だこの新しん婚こんホクホク忍にん者じや！　オメエも俺おれのこと病びよう原げん体たい扱いかＹＯ!?」

「いや、しかしトーリ殿どの、小しよう等とう部ぶのとき、プールの授じゆ業ぎようで殺さつ菌きん槽そうに皆が腰まで浸つかったとき、おもむろに手を挙げて〝先生ー、漏もらしましたあ──〟とか、いろいろ台だい無なしにしたことが御ご座ざったのでは？」

・副会長：『こいつ本気でいらん過去が多いなあ……』

「おいおい解わかっちゃいねえなオマエら！　あれは権けん威いへの挑ちよう戦せんだよ挑戦！」

　そうだろ？　とトーリは腕を組み、アデーレの機き動どう殻かくに肘ひじをついた。

　即そく座ざにアデーレがその肘を払うが、馬鹿はまた肘をかけてきて、

「おいおいアデーレ、俺、口ベタだから、そこの連れん中ちゆうにビシビシ言ってやってくんね？　ほら、俺のケッコーいいところとかさ！　あるだろ!?」

「あの、どのあたりがですかね。試しに自分も聞いてみたいんですけど」

「ああ!?　解んねえかな!?　例えばこの前、英国イギリスで浅あさ間まのスーツ着たとき、ちゃんとウエスト入ったぜ！　ちょっとキツかったけどな!!」
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「智とも！　智！　巫み女こは対たい人じん基本的に駄だ目めですのよ！　落ち着いて！」





●






　あのう、とアデーレの機動殻が、大きめの手を動かし、トーリの肩を叩たたく。

「あ!?　何だよアデーレ、え？　前まえ見ろって!?」

　と、トーリが前を見ると、陽かげ炎ろうの中に全ぜん裸らが立っていた。

　フ、とエクシヴが髪かみを搔かき上げ、こちらを指さす。

「もう一分だ。充実した話し合いは済んだろうね」

　さて、と彼は言い、こちらを指す指を、馬鹿の方に向け直した。

「君が、──朕ちんの真似まねをして、民みん衆しゆうの支持を得ている男だね？」

「得てない！　得てないですから!!」

　武蔵むさし住人全ぜん員いんの抗こう議ぎに、しかしエクシヴは動じない。

　だが、対するトーリは、肩を落とした。そして彼は腕を組み、皆に振り返る。その上で馬鹿は眉まゆをひそめた小さな声で、

「……おいおい、あれ何だよ？　全裸って、──気持ち悪いな」

「記き憶おくを戻せよ!!　そして過去の中で鏡かがみを見ろよ!!」

　皆のツッコミを踊ってかわし、トーリはエクシヴに顔を向け直した。その上で彼は、身を直立気ぎ味みにすると、エクシヴを見み据すえたまま無む表情になり、

「ホライゾンの真似まね」

　言って、半はん眼がんになった。そして、

「──お腹なかが冷えたらどうするのですかと判はん断だんします」
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「あ！　ホ、ホライゾン!?〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を抜くのは後ですわ後！　ってか智ともは何を目ー逸そらして肩震わせてるんですの!?」
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　エクシヴは、トーリの物もの真似まねに対し、静かに頷うなずいた。

「──有あり難がとう」

　その声に、武蔵むさしの皆は息を詰めた。

　全員、後ろに振り返り、口の動きだけで、

「……馬ば鹿か？」

・礼賛者：『全ぜん裸ら生活が長いと、脳がしぼむとか、そういう調査報ほう告こくありませんかね』

・金マル：『いや、今、ナイちゃん立て続けにビックリしちゃって上う手まく反応できないなあ』

・あさま：『でも良かったですね、トーリ君、お友達が出来て。ええ、出来て良かったですね。人生初というか、人じん類るい史し上じよう初はつの文明人全裸派はとして頑がん張ばって下さい』

「おいおい浅あさ間まがヤケになり始めたぞ。大だい丈じよう夫ぶかよアイツ」

「フ、そうやって、朕ちんにかなわぬと見て、身み内うちで批ひ判はん合がつ戦せんかい？」

　ああ？　とトーリがエクシヴに振り返る。すると、エクシヴがこちらを指さしていた。

　彼は一度、頭を振って髪かみを揺らし、

「いいかい武蔵むさし総そう長ちよう、──この芸げい風ふうは朕だけのものだ」

「げ、芸風って言った！　言ったな！　ずるいぞ！　独ひとり占めする気だな!?」

・未熟者：『そういやルイ十四世せいは演えん劇げき好きで、役者やったりもしたんだっけ……』

・十ＺＯ：『よ、余よ計けいな歴史再さい現げんで御ご座ざるな、どう考えても!!』

　しかし、皆の懸け念ねんを余よ所そに、トーリは改めて腕を組んでエクシヴを見た。

　眉まゆをひそめた彼は、遠くにいる相手を、しかし睨ねめ上げて、

「つまりオメエ、……俺おれと全裸で勝負しようってのか？」

「フ、勘かん違ちがいして貰もらっては困る」

　いいかい、とエクシヴが言った。

「──朕ちんの勝ち、……いや、それどころではなく、朕は、全ぜん裸らという概がい念ねんそのものだからね。絶対真しん理りに対し、一般人が何を勝負などと、そんな勘かん違ちがいを言っているんだい？」

「おいおい皆みな聞いたか？　──ここにおかしなのがいるぞ」

　ええっとお、と言葉を濁にごして俯うつむいた皆の手て前まえ、フ、とエクシヴが軽く手を振る。

「凡ぼん人じんには理解出来ずとも朕は全く構わないよ。……いいかい武蔵むさし総そう長ちよう？　君の全裸も、一度神象通神テレビで見てしまったが、見られたものではないね」

「……あれ？　俺おれ、いつ全裸で世界の皆様にお届けされたっけ？」

「フ、英国イギリス前に三征西班牙トレス・エスパニアが襲しゆう撃げきを掛けたのを、うちの広こう報ほう委員が撮とっていてね」

　ああ、とトーリは得とく心しんの頷うなずきを見せた。

「長なが耳みみ女教師系けいの副ふく会長にチンコ握られたアレかあ」
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　屋や台たいで、神象から視線を逸そらして食事していたフアナは、武蔵総長の言葉に思い切り吹いた。

　横のセグンドが慌あわてて、

「フ、フアナ君！　大だい丈じよう夫ぶかい!?」

「──だ、大丈夫です！　御ご心配なく！　しかし、あの」

　皆が己おのれの方を見ていることに気付くと、慌ててフアナは神象のスイッチを切って、

「放ほう送そう禁止！　ルイ十四世は放送禁止です！　全裸なんて、は、破は廉れん恥ちな!!　あと、武蔵総長は服ふく着てても放送禁止ですからね！　歴史再さい現げんに従って禁きん書しよ目もく録ろく作りますよ!?」
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　ともあれよ、とトーリは、エクシヴを指さした。

「あのな？　言っておくが、全裸ネタなんざ、俺のネタの一つにしか過ぎねえんだぜ？」

「おや……？」

　エクシヴが、首を傾かしげて問いかけた。

「……勝負と言っていた割には、負けを認めて逃げるのかい？」

・あさま：『こ、この人、トーリ君と違って全裸なのにロジックで喋しやべれますよ!!』

・○べ屋：『……それっていいことなのかな？』

・あさま：『ええっとぉ……』

　フ、とエクシヴが額ひたいに手を当ててポーズを決める。

「言っておくが、全裸ネタは朕のものだ。──何な故ぜなら朕は〝太陽王ロワ・ソレイユ〟だからね」

・賢姉様：『……今さっき、どこかの馬ば鹿かが、この男ロジックで喋れるとか言わなかった？』

・あさま：『い、いや、さっきは！　さっきはそうだったんですよ!!』

・●　画：『あー、でも何かちょっとロジック的に通じちゃったわ。私ダメかも』

　おいおい、とトーリが言う。ヘ、と彼は小さく笑って、

「オメエ、誰だれに断って全ぜん裸らやってんだ？　え？」

「──フ、真しん理りそのものが、他人に己おのれを断る必要があるとでも？」

　ああ？　とトーリが眉まゆをひそめる。

「オメエだって人の子だろうが!?　いつから神になった!?」

「フ、生まれたときからだよ凡ぼん人じん。何しろ、──朕ちんは生まれたときから全裸でね」

・貧従士：『──どうしましょうか』

・銀　狼：『しっ、下手へたに刺し激げきすると危険ですわよ！』

・未熟者：『というか、これ、僕が今いま書いてる小説に似た会話があるんだけど、シチュエーション全く違うなあ……』

　だが、トーリは首を横に振った。彼は、エクシヴに対して吐と息いきすらして見せて、

「馬ば鹿かだな。馬鹿だなオメエは、本当によ……。知らねえようだから教えてやる。

　いいか？　俺おれも、──実は生まれたときは全裸だったんだ。神に選ばれた存在だからな」

「……神に、だと？」

「ああ」

　トーリは、吹く風の中で、静かに言った。

「つまり俺達は、……同じ存在だ」

　告げられた言葉に、エクシヴが、わずかに動きを止めた。

　そして彼は、トーリに改めて視線を送ると、フ、と笑えみを作り、頷うなずきとともに口を開いた。

「──馬鹿だな、君は」

「い、言った！　言いおった！」

　皆のツッコミに、しかしエクシヴは腕を組む。そして彼はＳ字立だちになって一ひと息いきをついた。

「残念だが、朕そのものが全裸という運命でね。何しろ、我が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがルイ十四世せいの襲しゆう名めい案を出した際、教皇総長パパ・スコウラが言ったのだ。〝太たい陽よう王おうというからには、全身から陽光が溢あふれているような存在でなければなあ〟とね」

　その言葉に、皆は声をあげた。

「原因はあの男か[image: ]」
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「元もと少年、何だか凄すごい勢いで武蔵むさしから通神文ポスタが届いておるぞ」

「あ？　大だい体たい内容は解わかるから放っておけ。明日あしたになったら忘れてる連れん中ちゆうだからなあ」
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　いいかい？　と、幾いく度ど目めかになる言葉を、エクシヴは吐いた。

　彼は、トーリを見て、肩をすくめ、

「……大体、君は全ぜん裸らに相応ふさわしくないね。何しろ、何だいあのゴッドモザイクとやらは」

「ああ？　神しん道とうナメんな洋モノ全裸！　これは浅あさ間まがたくさん作ってくれた秘ひ術じゆつだぞ！」

・あさま：『ち、違います！　違いますからね！　私作ってませんし！　既き製せい品ひんですし！　って、あの、ホライゾン、壁を取り外して芸げいやるのやめて下さい──！』

　フ、とエクシヴが笑う。口くち端はに笑えみを浮かべた彼は、

「神道のアマテラス系けいの光学式隠いん蔽ぺい術じゆつ式しきだったか。確かに神道としては由ゆい緒しよ有るものだろうが、如何いかんせん古すぎるよ、極きよく東とう人じん。

　いいかい？　今の最新は、もはやモザイクではない。朕ちんが使用している、もっと解かい像ぞう度どの高い術式。そう、──ゴッドフレスコだよ」
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　正まさ純ずみは、現場に行かなくてよかったと、心しん底そこそう思いながら武蔵むさし野のの甲かん板ぱんに上がる。そして先にいるネシンバラと喜き美み、ヨシナオに対して、こう言った。

「犯罪じゃないか？　解像度高たかくなったらダメだろう」

「でも六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズって、現在、絶対王おう制せいだからなあ……」

　面めん倒どうな、とつぶやいた正純は、ふと、ある動きを戦せん場じように見た。

　語るルイ・エクシヴの背後。膝ひざをついている皆を割るようにして、早足でエクシヴに近づいていく人ひと影かげがあるのだ。六護式仏蘭西の女じよ子し制服を着き崩くずして纏まとったのは、

「あれは──」
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　エクシヴが、緩く舞う風の中で、前まえ髪がみを搔かき上げた。

「フ、武蔵むさし総そう長ちよう、残念だが、君は朕にはかなわない。何な故ぜなら──」

　そこまで言ったと同時。一つの攻こう撃げきが走った。

　エクシヴの後ろへと足早に辿たどり着いた少女が、間かん髪はつ入いれずにやや長めの髪を揺らし、

「とっとと戦せん況きよう進めやがれこの馬ば鹿か!!」

　無言の直ちよく蹴げりを彼の横よこ背せにぶち込んだのだ。
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　肉を打つ音が鳴り、エクシヴが半はん回転して地面に叩たたきつけられる。

　は？　と首を前に傾かしげる武蔵勢ぜいの前、少女は何も気にしない動きでエクシヴに近づき、中ちゆう腰ごしとなって彼を見下ろした。

　対するエクシヴは、はっとした動きで身を起こすと、己おのれを半はん目めと横開き口で見下ろす少女を見上げ、しかし満まん面めんの笑えみを作る。

「輝てる元もと！　まさか朕ちんのことを心配して駆かけつけてくれたんだな！」

「まさか、から断だん定ていに変わってんじゃねえよ。頭おかしいだろお前。さっきからクネクネして無む駄だな演説で世界の貴き重ちような酸さん素そ使用しやがって」

「フ、輝元、君の前ではおかしくもなるというものさ。さあ」

　とエクシヴは、倒れた姿し勢せいだが、輝元の手を取り、先に立つ。そして彼は輝元を立たせると、武蔵むさし勢の方に身を向け、

「紹しよう介かいしよう。朕の妻、──毛もう利り・輝元だ」
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　武蔵むさし野のの甲かん板ぱんにて、ツキノワが出す望遠仕し様ようの表示枠サインフレームを見ていた正まさ純ずみは、敵を見た。

　……あれが、毛利・輝元か。

　思う横で、ネシンバラが輝元を見て吐と息いきした。

「羽は柴しばと松まつ平だいらの総そう勢せい力りよくが、雌し雄ゆうを決するためにぶつかる天てん下か分わけ目の決けつ戦せん、大おお阪さか城を巡る攻こう防ぼう戦へと続く、──関せきヶが原はらの決戦。

　東とう軍ぐん側がわとなるであろう僕達に対し、西せい軍ぐんは、その大たい将しようにまだ若い毛利・輝元を担かつぐんだ。

　つまり彼女は、将来における僕達の敵だね」

　彼の言葉に応じるように、喜き美みが目を鋭く細めて身を前に折った。彼女は遠くに見える輝元をまっすぐ見つめ、

「……つまり、あの女が、愚ぐ弟ていとホライゾンにとってのラスボスになるということ？」

「それは解わからん。歴史再さい現げんの解かい釈しやく次第だからな。何しろ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは羽柴と合流したM. H. R. R.神聖ローマ帝国に敵てき対たいしているが、彼女の毛利家は歴史再現では羽柴の麾き下かとなるわけだから」

　だが、と言ったのは、ネシンバラの右に座るヨシナオだ。彼は、言葉を口から出すのを迷うかのように、口元に手を当て、

「……あの輝元君は、関ヶ原の決戦で敗北するのであったな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラと共に正純は頷うなずく。思うのは、輝元のことであり、

　……過か酷こくな運命に翻ほん弄ろうされる人と、そう言われているな。

　その思し考こうを胸に置き、だが、敵に対しての同どう情じようはしないよう心がけようと心に決める。

　そして正純は言う。

「関ヶ原の戦い。それに続く、二度に渡る大阪城攻こう防ぼう戦せんとなる、大阪冬の陣じん、夏の陣。それらの勝利者は、松平家です。──つまりは、三み河かわにて聖せい連れんによる松平の嫡ちやく子し襲しゆう名めいを受けたホライゾン・アリアダストが勝利します」

　処しよ刑けいのために襲名させられたホライゾンが、三河でその命を散らさずに済んだがために、歴史の勝者は彼女となる。

「……処しよ刑けいの手段をもってこの極きよく東とうの主あるじとなったのは、皮ひ肉にくと言うべきでしょうね」

　言って、正まさ純ずみは改めてこう思った。

　……私達の行き先が、目の前に出てきたということか。

　歴史の行き先、最大の決けつ着ちやくの相手が、目の前にいる。

　毛もう利り・輝てる元もと。

　極東の西側において、一いち大だい勢力となった毛利家の当とう主しゆであり、しかし敗はい軍ぐんの将しようとなる運命だ。それがどうして、欧おう州しゆう覇は者しやとなる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの総そう長ちようと縁えんを得られたのか。

　それを、視線の先にいる男が告げた。

　エクシヴだ。彼は、輝元の背を押すように支え、こう言ったのだ。

『──素晴らしい女性だよ輝元は』
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『はぁ!?』

　皆の表示枠サインフレームの中、眉まゆを歪ゆがめて本気で迷めい惑わくそうな顔をした輝元がエクシヴに振り返る。

『気持ち悪ぃな。何なに言ってんだ馬ば鹿か野や郎ろう』

　文句とも罵ば声せいとも言える内容の台詞せりふに、しかし、エクシヴは動きを見せる。

　彼は、皆の前で片かた膝ひざをつき、輝元の手の甲こうに頰ほおを寄せたのだ。

『いいかい輝元、君は素晴らしい女性だ。何しろ君は、全く朕ちんの思い通りにならない。それでいて──、つあたたたたた！」

　掌てのひらを返して、輝元がエクシヴの頰をつねり上げた。わずかに己おのれの顔を赤くした彼女は、やれやれという口く調ちようで、

『そういうことは人ひと前まえで言うもんじゃあねえぜ。それよかエクシヴ』

『何だい輝元？　朕に何かして欲しいことがあるのかい？　御お願ねがい、と頼んで御ご覧らん!?』

　さあ、と頰を握られたまま彼は膝ひざ付き姿し勢せいで輝元を仰ぐ。

　そして、対する輝元が半はん目めを変えずにこう言った。

『服着ろ。──常じよう識しきだぜ』
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　武蔵むさし勢は、皆揃そろって俯うつむき、誰だれも彼かれもがぼそぼそと声を作った。

　武蔵の艦かん上じようにおいても、誰も彼もが顔を見合わせ、

「あのさあ、……こうやって怒るのが、普通だよなあ……」

「副ふく会長も、最近、甘くなってきちゃったしなあ……」

「やはりここは、コカンパンチャーのホライゾン副ふく王おうしかいないのか……」

　それらの反応を聞き、気まずい汗あせを搔かくミトツダイラは、外そと舷げんにやってきていたホライゾンの方を見る。と、ホライゾンはどこからか座ざ布ぶ団とんを出して茶を飲んでおり、

「まさか、トーリ様のチンーコを打だ撃げきするだけで斯か様ようなまでのカリスマ性が得られるとは。

　これはジレンマですね。カリスマを多く得たければチンーコを殴なぐりまくるしかありませんが、それで服を着られてはホライゾンのカリスマが得られないと言う……。まあ殴りますがね」

　……ど、どこからツッコんだものか……！

　と思っていると、不ふ意いにホライゾンがこちらを見た。

　目が合った。そしてお互いは、

「…………」

「…………」

　無む言ごんのまま、ミトツダイラはこう思う。

　……ほ、本気で私、アドリブが出来ませんわね……！

　どうしようかと、ミトツダイラは慌あわてて救きゆう援えんを求める。が、

「──ええと、智とも！　智!?　どうして顔を背けてるんですの!?　直なお政まさも！」

　そしてホライゾンが七しち輪りんと肉を背後から取り出して焼きだしたのは、こっちに来いという誘いだろうか。あっ、でもいい匂においですわ。飛ひ驒だ牛……！

「……ん」

　と、鼻を動かしていると、ミトツダイラは妙みような匂いを感じた。

　……？　この匂いは──。

　肉を焼く匂いが、別の方角から来たのだ。
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「……？」

　南部の森の方からだろうか、とミトツダイラは内ない心しんで首を傾かしげる。

　風などで薄くなっていて定かではないが、どこからか、血の濃い肉を焼く匂いがする。

　一いつ瞬しゆん、戦せん場じようで生じた結果の一つではないかとミトツダイラは視線を走らせたが、

　……違いますわね……。

　戦場に、火はない。ただ、ここから見る限り、ルイ・エクシヴを中心にわずかな陽かげ炎ろうの揺らめきがあるだけだ。

　どういうことでしょうか、と思うこちらの視線の先。戦場の向こうで毛もう利り・輝てる元もとが口を開いた。彼女は、こちらの前ぜん線せんにいる武蔵むさし総そう長ちようを顎あごで示し、

「ほら見ろよエクシヴ、──そこの馬ば鹿かだって、ちゃんと服着てるだろ？」

　その問いかけに、ミトツダイラは皆と一いつ緒しよに右を見た。そこには既すでに、新しい表示枠サインフレームにネシンバラが映っており、さん、はい、というジェスチャーとともに、

「たまたま！　たまたまですから!!」
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　皆のツッコミに同調したアデーレは、そのまま隣となりの馬ば鹿かに声を掛けていた。

「そ、そうですよね総そう長ちよう！　自分、思いますけど、今日きようはたまたま自分達の運が良かっただけですよね！　ね!?」

「ああ!?　何だアデーレ、たまたまいいとか、そんなたまたま言ってると脱ぐぞ俺おれは！　たまたま──、たまたま脱──、ってたまたま脱ぐは意い味み深しんだなアデーレ！　ん？」

「じ、自分に呼びかけるのやめて下さいよ！　放っておいて下さいよ!!」

　と、こちらを見た輝てる元もとの吐と息いきをアデーレは聞いた。輝元は、肩を落として馬鹿を見て、

「お前らも大変そうじゃねえか。どこも同じだな」

「同じとは心しん外がいだな輝元！」

　膝ひざをついたまま、エクシヴが胸に手を当て、訴えた。

「いいかい!?　あの汚けがらわしいモザイクは服を着る偽にせ者ものの全ぜん裸ら！　朕ちんは真しん性せいだ！　そして輝元、よく聞いて欲しい、朕の全裸は歴史再さい現げんに必要なことであり、着ちやく衣いしたら他国からの攻こう撃げき要因になってしまうのさ！　大体、朕が君の前で服を着ていたことがあったかい!?」

「あ、悪ぃ、初めの〝「〟までは聞いてた」

「フ、そこまで君に聞いて貰もらえたら、朕は幸福を感じるのさ！」

「あのう……」

　アデーレは、畏おそれ多いですかね、と思いつつ、問いかけた。

「……どうして、ええと、こういう言い方も何ですけど、欧おう州しゆう覇は者しやとなるエクシヴ総長が、……、ええと、その関せきヶが原はらの……」

「ああ」

　と、輝元がひらひら手を振って頷うなずいた。

　結けつ構こういい人かもです、と思うアデーレは、輝元が吐息と共にいう台詞せりふを聞く。

「ま、あたしのこたあ別に構うこたねえよ。──毛もう利り・輝元なんてのは、担かつがれて敗はい軍ぐんの将しようになるのが決まりだからな。だから、無む能のうだ傀かい儡らいだと言われて毛利衰すい退たいのシンボルとなっちまう輝元なんてえのは、誰だれも襲しゆう名めいしたがらねえ。まあ、だからさ」

　だから、

「あたしが背負ってやっか、って、──あたしゃその程度さ。お節せつ介かいだよ。別に失うようなものも何もねえしな」

「だけど、輝元」

　と、エクシヴが立ち上がった。彼は彼女の横に立ち、その背を片手で支え、

「朕には、そういう君が必要なのさ」

　そして、彼はこちらを見た。否いや、もっと遠くを見渡すようにして、

「フ、……まあいい、戦せん闘とうの前に言おう。──朕ちん、ルイ・エクシヴは、現状において咎とがめられるべきところのない欧おう州しゆう覇は者しやとして、ここに宣せん言げんする」

　……え？

　戦せん場じようでの、不ふ意いの宣言に、自分だけではなく、他の皆も身動きを止めた。その直後。

「今後、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、歴史再さい現げんの遵じゆん守しゆについて、……時じ勢せいと解かい釈しやくにおいてそれを執とり行うものとする」
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　……は？

　正まさ純ずみは、エクシヴの言葉を理解して、しかし、飲み込めなかった。

　歴史再現は、確かに、時勢と解釈を伴い、臨りん機き応おう変へんに行われるものだ。だが、ここで改めてそれを前ぜん提ていにすると言う意味は、

　……まさか──。

　鼓こ動どうが一ひと打うち強く鳴るとともに、言葉が喉のどから漏もれた。

「歴史再現を、〝解釈〟の言葉の下、──最さい大だい限げんまで無む視しする可能性もあるということか！」

　エクシヴの台詞せりふは、二つの可能性を示し唆さする。だから、

『そう、朕は、太陽王ロワ・ソレイユとして、その威い光こうを浴びる者達に二つの道を照らす』

　一つは、

『羽は柴しば勢から、毛もう利り家と、我が六護式仏蘭西を護まもる、──かもしれぬという可能性』

　もう一つは、とエクシヴが言ったとき、ふと、正純は気付いた。

　刹せつ那なの間であったが、確かに、輝元がエクシヴに対し、眉まゆ尻じりを下げた顔を向けたのだ。やめとけよ、と言う言葉が当たりそうな、心配の表情の顔を、だ。

　しかしエクシヴは、小さな笑えみをつけて、こう言った。

『この輝元を、勝者とする、──そんな可能性だ』
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「この世は不ふ良りようどもばかりだなあ、おい！」

「君が好きそうなのばかりになってきたのではないかね？　元もと少年」

　ガリレオの台詞に、しかしインノケンティウスは付き合わない。彼は表示枠コルテチエフイルマを見て、

「覇者の自うぬ惚ぼれ。見事だ！　まさに〝虚栄ケノドクシア〟と〝驕りハイペリフアニア〟の大罪武装ロイズモイ・オプロを送られた六護式仏蘭西らしい選択だなあ、おい！」

　だが、

「聖譜テスタメント記き述じゆつと歴史再現の解釈が赦ゆるすならば、聖せい連れんは何の文句も言わん！　P. A. Odaと羽柴の伸しん張ちようをとどめる役に立つと言うならば、聖連は覇者の威いを存ぞん分ぶんに借りよう!!　そして──」

　そして、

「もし、解かい釈しやくを成立させた上で松まつ平だいらを叩たたき潰つぶし、極きよく東とうの暫ざん定てい支配を完全なる支配にするというのならば、──それも聖譜テスタメントの導きだなあ、おい!!」
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　いいかい、とエクシヴは言った、

「方法は簡単だ。

　──武蔵むさし、極東、東とう軍ぐん、松平、アリアダストを、

　──朕ちんが、輝てる元もとが、西せい軍ぐんが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、そして毛もう利り家けが叩き潰し、支配する」

　その上で、

「朕達たちが松平の姓せいを二重襲しゆう名めいすればいい。それで歴史は狂わない」
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　やってくれた、とネシンバラは思った。

　この狭いIZUMOの上。短たん時じ間かんの戦せん闘とうとその仕切り直しを利用して、

　……六護式仏蘭西の完全な宣せん伝でんじゃないか。

　もはや聖せい連れん諸しよ国こくは、P. A. Odaの対たい抗こうとして武蔵にだけ頼る必要はない。既すでに前ぜん線せんで戦っているTsirhcツアーク教きよう譜ふ国こくであり、欧おう州しゆうの覇はを得る国が、対P. A. Odaを超えた事を言い出したのだ。
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『武蔵むさし総そう長ちよう。三み河かわで君が言ったことを、憶おぼえているかい？』

　ルイ・エクシヴが言った。

『誰だれが一番強いのか、やってみようじゃないか』
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　そうとも、とエクシヴは言った。

「──この三十年戦争と戦せん国ごく時代、覇は王おうと成り上がりに主しゆ従じゆうと下げ克こく上じようと、同どう盟めいと裏切りに共きよう闘とうと離り脱だつと、興こう亡ぼうと存そん亡ぼうと盛じよう者じやと必ひつ滅めつと勝者と敗者と、それら全ての関係において一つだけ言えることがある」

　それは、

「──覇は者しやこそが歴史の主人公こうであり、他者は全てその引き立て役だということさ」

　だから、

「歴史は朕ちん達が作る。〝太陽王ロワ・ソレイユ〟である朕と、その輝きを元に、常に朕の正せい逆ぎやくを認めさせてくれる月の妃きさきがね。……ゆえに、朕達が刻む歴史に、己おのれの居い場所を得るがいい極きよく東とう人。

　日の出ずる国というならば、その日を見上げて過ごすといい」

　さあ、とエクシヴは、正面に立つ武蔵総長を見た。

「──ここで、降こう参さんし、全てを朕達に譲ゆずるという選択はどうだ？」
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　エクシヴは、こう思った。

　……このような申し出を、受ける筈はずはないだろう。

　そう思う。が、問うておくべきことだ。いずれそうなる可能性がある以上、その問いかけは今後、常にお互いに問いかけ合うことになるのだから。

　だからエクシヴは広げた手を差し出し、

「どうだろう？」

　問うた瞬しゆん間かんだった。

　武蔵総長が、チョキを出してきた。
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　広げた掌てのひらに対し、手て鋏ばさみが出された事実に、皆が止まった。そして誰だれもが無言になって、

「────」

　だが馬ば鹿かは、武蔵の方を向いてガッツポーズを取った。その上で、全ぜん開かいの泣き笑顔で、

「勝ったあああああああああああああああああああ！　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは俺おれのもの！」

「えええええええええええええええええ!?」
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　一番先さきに反応したのは、銃じゆう士し隊たいのアンリだった。彼女は前に出てきて、

「抗こう議ぎ！　抗議だ！　今のどう見ても後出しだ！　違ちがいますか姫ひめ様さま!!」

「え？　ああ、うん……」

「？　姫様！　姫様!?　如何いかが為なされた下がり気味で！　国家の一いち大だい事じであるのに！」

「いや、真ま面じ目めに相手する必要ってあんのかな、って……」

　そうとも、とエクシヴも頷うなずいた。そして彼は、

「相あい対たい戦せんならば、そのような申し出が必要だ。──その上でならば受けて立とう」

「うわあ──!!」

　皆が制止のために叫んだ。だが、エクシヴは、フ、と笑い、

「私は太陽王ロワ・ソレイユだ。ジャンケンごときで負ける筈はずはない」

　ほほう、と輝てる元もとが半はん目めで彼を見上げた。

「何を出す気だ？」

「太陽だから広がりのあるパーに決まっているじゃないか輝元」

「決まってるヤツがジャンケンするんじゃねえ──!!」

　叫び、輝元は馬ば鹿かの方を見た。

「おい、今の、とりあえずルール無む視しだから無しな？」

　ああ!?　と馬鹿が輝元に振り向いた。そして馬鹿は眉まゆを立てて輝元らを指ゆび差さし、

「どういうことだ!?　汚きたねえぞ……！」

「鏡かがみ見ろよ!!」

　後ろからもツッコまれて、馬鹿は、ちぇー、と口を尖とがらせる。

　そして馬鹿は、改めて輝元達に振り向き直した。一ひと息いきついて、

「あのさあ」

　風の中、武蔵むさし総そう長ちようが頭を搔かき、しかし確かにこう言った。

「三み河かわのアレ、無かったことにしねえ？」
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　英国イギリス、オクスフォードの広間では、皆が動きを止めていた。

　エリザベスも、ダッドリーも、菓か子しパンの入った袋ふくろを抱えてやってきたハワードも、コロネの中身を吸っているセシルも、皆、均きん等とうに動きを止めていた。

　ただ、セシルが、中身を吸い終えたコロネを掲かかげ、その穴から皆を見渡して、

「きょーみぶかいの」





●






　K. P. A. Italiaでは、過去の経けい験けんから、復帰が早く生じていた。口に当てていた水の瓶びんをサイドテーブルに置いたインノケンティウスは、しかし、

「…………」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに立ち上がり、椅い子すの周囲を唸うなりながら回り始める。それを見たガリレオが、

「憤いきどおってるなら何か叫んでもいいと思うぞ元もと少年」
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　武蔵むさし艦かん上じようでは、やはり誰だれもが動きを止めていた。

　だが、流れる風の中、ネシンバラが各地にいる皆に連れん絡らくを送った。そして、御お広ひろ敷しきやペルソナ君達、各地の皆と息を合わせ、さん、はい、と両手を持ち上げ、

「ええ──[image: ]」

　武蔵全土、そして艦かん前ぜんに展開していた皆が、声をあげた。
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『わ──!!　こら！　馬ば鹿か馬鹿！　何なに言ってんだ馬鹿！』

　いきなり出てきた正まさ純ずみの表示枠サインフレームに[image: ]しかられ、トーリはしかし、首を傾かしげた。

「おいおい何か理由も示さず怒り出す女がここにいますよ？　つうかセージュン、何だよオメエ、人のこと馬鹿呼よばわりしやがって」

『いや、ちょ、おま、おおおおまおまおま、葵あおいっ、な、何を言ってんだ！』

「いや、オメエの方が何言ってっか解わからねえぞ。大体、理論的によく考えて見ろよ。この全ぜん裸らが、俺おれが三み河かわで言ったこと理由にいろいろ持ち出して来やがったから、だったら、俺は悪いことを言ったんだなあ、と反省してだな、つまり前向きに、己おのれのミスを認めて発言を撤てつ回かいしてみてはどうだと、そう、ええと、そういう感じ！　感じ！」

『──国の代表が己の国際的な発言をポンポン翻ひるがえすな!!』

「いや、だって、俺、人間だし、ミスあるじゃん？　人間性豊ゆたかじゃん？　ルネサンスじゃん？　ちょっとバロック入って修正してもよくね？」

　大体さあ、とトーリは、表示枠の正純に対して、泣き真似まねを始めながらエクシヴを指さし、

「あ、あの全ぜん裸ら、ボクがまるで世界征せい服ふくをするようなこと言うんでしゅう」

『言ったんだよ！　気持ち悪ぃ語ご尾びとか使うなよ！　お前は世界的に見たら今現在どう考えても世界征服謳うたった悪人なの!!』

「そうやって人を勝かつ手てに決めつける人間は嫌きらいだ……！」

　うん、と馬鹿は頷うなずき、表示枠の正純を指ゆび差さした。

「この高こう圧あつ女おんなめ……！」

『お前も決めつけ早いな！　──って、おい馬ば鹿か、ちょっと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの方向けてくれ』

　へいへい、と、トーリが正まさ純ずみの顔が映った表示枠サインフレームを六護式仏蘭西勢に向ける。

『ええと』

　と正純が前置きしている間、トーリは表示枠の裏に回ると、その枠わく縁ぶちを摑つかんで持ち上げ、正純の顔と己おのれの顔の高さを重ねる。そして正純が、

『大変申し訳わけない、六護式仏蘭西の総そう長ちよう、生徒会長』

　自分の顔を表示枠に隠かくした状態で、トーリが千せん手じゆ観かん音のん系けいの踊りを始めたり、セクシーポーズやバストアップポーズを始め、その顔の位置で正純が、

『実はうちの総長兼けん生徒会長は、昨さく夜や、食い物にあたって正常な判はん断だん力を失っていてな。朝から不規則発言が──』

　トーリが、「あっは～ん」のポーズをシャキーッととったあたりで、正純が言葉を止めた。肩けん上じようのツキノワに対し、半はん目めで、

『やれ』

『まー』

　表示枠がいきなり爆ばく発はつした。一回転して地面を転がり、しかしすぐに顔煤すすとパンチ系けい髪かみ型がたで立ち上がった馬鹿は、新しく現れた表示枠に対して突っかかる。

「お、オマエ、オマエなセージュン！　何しやがんだいきなり！」

『ああ、あの芸げい神しん系けい爆発じゃ足りないか。次いこうか？』

　馬鹿は軽く踊ってスルーした。そして彼は、髪を整せい髪はつ用の櫛くし符ふで撫なでつけて直すと、

「まあ、さ」

　と、正純の映る表示枠を軽く叩たたいた。

「折せつ角かく俺おれが反省しても、しょうがねえってことだな。じゃ、セージュン、言ってやれよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、正純が頷うなずいた。トーリが表示枠の下、そこにあるであろう正純のバーチャルボディラインを両手で撫で作るのに対し、彼女は次の術じゆつ式しきを用意しながら、

「先ほどの六護式仏蘭西の宣せん言げん。世界の中の一国として確かに認にん知ちしよう。

　そして六護式仏蘭西、毛もう利り家けともに、……武蔵むさしから一つだけ言っておく」

　正純は、相手を指さし、言葉を放った。

「いいだろうか」

　前置きの呼吸をもって、彼女は言う。

「──武蔵は、大罪武装ロイズモイ・オプロを持つ国家に対し、その交こう戦せん権を行こう使しすることを厭いとわない。

　その覚かく悟ごをもって、英国イギリスを通ってきたのだ」

　だから、

「対等の国として扱って頂ければ幸いだ。──後の欧おう州しゆう覇は王おうの国よ」
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　そうか、とエクシヴは思った。

　……やはり、武蔵むさしは、思った通りの国だったか。

　悪いことではない。何な故ぜならば、

「フ、朕ちん達と同じ道を望むのかい。──領りよう土ど無き移ろい国の民たみよ」

　それは、

「途と方ほうもない苦労を得ることになるよ？」

　自分達がそうだったのだ。己おのれの襲しゆう名めいを通すため、そして国こく力りよくの発展のため、膨ぼう大だいな人員と金や時間が投入された。自分とて、命を狙ねらわれたことは二度や三度ではない。

　人類が、そういった苦労を、たった一度で済ませようと言うならば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがその任を負うべきだと、エクシヴはそう思う。ならば、

「君達の行為は、二度手で間まだ、極きよく東とう人」

　彼らを止めるためにも、右手を挙げた。

　攻こう撃げきの合図を送ろうとする。

　すると、右手の構えに従い、

「────」

　風と、動きと、響ひびきが起きた。

　周囲で膝ひざをついていた人々が、自じ動どう人形が、異い族ぞくが、武神が、全てが立ち上がったのだ。

　風が生まれ、流れ、空気が冷え、だが、誰だれもが無言だったというのに、

「待て……！」

　不ふ意いの声が、北東側がわの大地からいきなり響いた。
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　東西の皆が、敵に身体からだを向けつつ、視線だけで振り向いた先。そこには人ひと影かげがあった。

　IZUMOの南部と北部側を隔へだてる防ぼう風ふう林りん。その間を抜く間かん道どうに立つのは、一人の男だ。

　P. A. Odaの紋もん章しようと、P. A. M.の校こう章しようをつけた服が、風に揺れている。

「おい」

　浅黒い肌はだをろくに隠かくしもしないサラシと上着。

　P. A. Odaの、しかし黒染ぞめズボンを穿はいた脚あしは、肩かた幅はばよりも大きく開かれたままだ。ズボンの表面には、白の刺し繡しゆうで〝４〟の文字があった。

　彼は、黒の髪かみを風に揺らし、黒のサングラス越しに全てを見渡していた。

「いいかテメエら」

　口を開き、わずかに両を吊つり上げた唇くちびるから告げるのは、

「随ずい分ぶん、勝かつ手てに話を進めてんじゃねえか。──俺おれ、P. A. Odaを無視で、本当にいい度ど胸きようだ」

　彼の言葉と風ふう貌ぼうに、皆が動きを止めていた。だが、武蔵むさし総そう長ちようが、あたりを見回し、そして毛もう利り・輝てる元もとを見つけたような仕し草ぐさで視線を向けると、

「姐ねえちゃんの知り合い？　芸げい風ふう似てるけどよ」

「いんや、あたしゃ面めん識しきねえ。まあ、……情報としては知ってっけどな」

「誰だれよ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と輝元が、顎あごでP. A. Odaの彼を示して言う。

「P. A. Odaの六ろく天てん魔ま軍ぐんの四番。その番号を構成する二人の内の一人、……佐さ々さ・成なり政まさだろ」
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「おう」

　と、成政は、総そう髪はつに流した髪かみを、ベスト状の上うわ着ぎから出した櫛くしで撫なでつける。そして、大おお股またに一歩を踏み、二歩を踏み、三歩を踏んで戦せん場じようへと入ってくる。

　彼の無む造ぞう作さな動きに、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、武蔵陣じん営えいの北面に位置する者達が身み構がまえを変えた。

　だが、成政はそのまま歩を進めてくる。

「安心するな。──俺おれ一人、ピンで来てるからよ。羽は柴しばのところに遊びに行く途と中ちゆうで寄ったから、上の利ト家シ達とも別だ」

[image: ]

　そして彼は、両陣じん営えいから、距離三十メートルほどの位置で足を止める。

　止まった。

　皆が、構えを斜めにする。本来の敵と、新しい相あい対たい者しやに向かって、だ。

　だが、成なり政まさは、己おのれを受け止めるように作られた両りよう陣じんの構えに表情を崩くずすことなく、両の手をズボンのポケットに突っ込んだ。

　風が吹く。

　熱を帯びた、太陽王ロワ・ソレイユの風だ。そんな大気の動きに合わせるように、エクシヴが口を開いた。

「フ、無ぶ粋すいだな。ここに君のような男を呼んだ憶おぼえはないが？」

「──武蔵むさし総そう長ちよう」

　成政が、エクシヴを無む視しして呼びかけた。彼の黒い瞳ひとみ、サングラスの視線はまっすぐに、トーリへと向かっている。

「テメエに用がある」

　言われたトーリは、成政の視線を追った。そして彼は、自分の胸を見て、後ろに振り向き、アデーレの機き動どう殻かくに至ると、

「おい、アデーレ、オメエに用があるってよ。──遂ついにそのときがきたな。コクりだぞ」

『え？　な、何なに話しかけてんですか！　自分、今、現実逃とう避ひに漫まん画が草ぞう紙し読んでるんだから変な現実に巻き込もうとしないで下さいって！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とトーリは頷うなずき、真剣な顔を成政に向けた。

「好こう感かん度どを上げるなら漫画草紙をプレゼントだ。憶おぼえておけよ」

「──利ト家シが、随ずい分ぶんと世せ話わになったそうだな」

　成政の台詞せりふに、トーリは動きを止めた。ややあってから彼は、成政に右の掌てのひらを見せ、ちょっと待てと合図を送る。そしてトーリは表示枠サインフレームを開いた。

「ちょっと待てよ？　──その件について、仲間と真剣に相談すっかんな？　だから待て」
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・俺　　：『おいおいどうする。あのグラサン、人の話を全く聞かねえタイプだぞ。一体俺、どうしたらいいと思う？』

・あさま：『そうですね。いい対たい処しよ法があります。ええ、──自分に対してどうするといいか考えて下さい。それが対処方法です』

・俺　　：『……え？　じゃあ、好感度を上げるのにエロゲをプレゼントかよ……』

・ウキー：『馬ば鹿か者ものめが。エロゲの場合はジャンル指定を間違えると破は局きよくに至るぞ』

・俺　　：『あ、そっか、やべえ、最近ちょっと選択肢し無いゲームばっかやってたから、カンが鈍ってんな俺。……でも、俺、あのグラサンを攻こう略りやくしようにも、ちょっと情報少すくなくね？』

・礼賛者：『利家トシが世話とか言ってたくらいでありますしねえ。攻略するには少々博打ばくちが必要でしょう。通神帯ネツトに記事があるわけでもないですし』

・賢姉様：『……P. A. OdaやP. A. M.のサイトにキャラ紹しよう介かいか何か無いかしら』

・銀　狼：『いえあの、……ええ？　な、何か、何か変じゃありません？　エロゲ脳……？』
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　しばらくしてから、トーリが、表示枠サインフレームに片手を挙げて礼を言った。

　トーリはそのまま、成なり政まさの方を見ると、制服の裾すそから一つの箱を出す。

　両手で箱を掲かかげながら、トーリは満まん面めんの笑えみで、

「これが欲しかったんだよな!?　国際SHUDOルールに基づいた奉ぶ行ぎようモノの〝トシーとマツ〟！　二周目からはアンタが主役のシナリオもあるし、草そう紙し評価も松まつ・松・松・梅うめの超ちよう殿堂だから、コレ──」

　右の親おや指ゆびを突き出し、

「オススメ!!」

　右拳こぶしを抜いて振り上げた成政が全ぜん速力で突っ走ってきた。
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　成政が動いた直後。ネシンバラは総そう員いんに対して指し示じを飛ばした。それは大おお声ごえで叫ばれるほどに短い一ひと言ことであり、端たん的てきな、

「全員帰って来──い!!」

「……逃げろと言わないのがオタクのつまらないプライドねえ」

「いいんだよ！　とにかく、もう残りは五分ほどだ！　あとは防ぼう城じよう戦でも凌しのげる!!

　だから、とネシンバラは叫んだ。

「……急げ!!」
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　全てが動いた。

　まず、踵きびすを返して突っ走る武蔵むさし勢の前ぜん線せんが、防ぼう護ごの符ふを背に展開した、

　次に、追う六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、重じゆう装そう武ぶ神しん団よりも早く、初しよ速そくのいい戦せん士し団だんを前に出した。

「待て武蔵勢……！」

　と彼らが加速術じゆつ式しきの疾しつ走そうを開始した瞬しゆん間かん。不ふ意いに、走り逃げる武蔵の前線が割れた。走っていく者達の内、二人に一人が、もう一人の後ろについたのだ。

　一人分の道が空あく。そこから現れるのは、踵きびすを返した武蔵むさしアリアダスト学がく院いん陸上部ぶの、

「貰もらっとけ!!」

　全力の身の捻ひねりによって放たれるのは、投とう擲てき用に短くした槍やりだった。先せん端たん部に埋め込み式の穂ほ先さきを付け、尾お羽ばねも挿さした槍やりは、突っ込んでくる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ戦せん士し団だんへのカウンターとなる。

　そして、投とう擲てき者は投げるなり軽くステップして身を浮かせた。その身体からだを、左右を走ってすれ違っていく者達が互いの両腕でフックして担かつぎ上げ、

「急げ!!」

　そのまま抱えて突っ走った。

　彼らの背後では、しかし六護式仏蘭西の戦士団が速度を落としていなかった。

　戦士団の背後に立つ銀の武ぶ神しん、旗き機きであるパレ・カルディナルが、右手を振りかぶる。

　銀の巨きよ大だいな右手には、ポーズを構えたルイ・エクシヴが立っていた。彼が前を見て、

「──フ」

　笑えみを見せ、頷うなずいた瞬しゆん間かんだった。パレ・カルディナルが、飛来する武蔵むさし勢の槍やり群ぐんと、逃とう走そうする彼らに向かって、ある動きを見せた。

　ルイ・エクシヴをぶん投げたのだ。
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　全ぜん裸らの覇は者しやが行く軌き道どうは、逃げ行く敵と、敵の投じた武ぶ器きへの直ちよく撃げきコースだった。

　当たりに行くとしか見えない直線を、全裸が描く。

　しかし、宙で陽かげ炎ろうを巻き、前まえ髪がみを搔かき上げたルイ・エクシヴは、

「見せておこうか。──君達との因いん果がを」

　先行していた六護式仏蘭西戦士団の頭上を飛び越え、彼は身を翻ひるがえしながら指を鳴らした。

　軽い音が響ひびく。熱ねつ風ぷうが空を行く。そしてエクシヴの背後に、それが現れた。まるで円えん盤ばんのようにも見える一いつ対ついの機き構こうは、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・旧代ウエトウス〟。……効果は簡単なものだ。光に対し、光量に応じた破は壊かい力を与えるという、闇やみを祓はらうための聖譜顕装さ」

　そうとも、と彼は言った。

「夜の中、小さき光であっても、朕ちんの聖譜顕装が有れば人々は闇から必ず護まもられる。

　無む論ろん、そんな光は、昼の中では力を持てぬものだが──」

〝聖骸の賢明〟から、光が発された。羽の形として翼つばさを構こう築ちくする長ちよう大だいな光は、左右合計十二枚が展開する。

「──小さき光も、朕の常時加か護ごである〝太陽の光〟を持ってすれば、昼尚なお照らす力となる」

　ルイ・エクシヴの周囲で、光が圧力を持った。

　風が光に押され、翻ひるがえる。そしてその範はん囲いは一気に拡大し、十、二十、三十メートルを超え、一気に五十以上まで広がり、飛来していた槍群を上から食い、叩たたき潰つぶして散らしていき、

「太陽王ロワ・ソレイユ、光こう臨りん……!!」

　エクシヴが両腕を広げて叫んだ瞬間だった。

　不ふ意いの黒が、空を突き抜けた。

　昼のIZUMOに降る小しよう太陽を、闇やみが飲み込んだのだ。
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　軋きしむような音と、爪つめ痕あとのように尾を引いて太陽を薙なぎ払う黒は、多た摩まの外そと舷げん縁べりに立つ、

「〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟。──六十パーセントの通常運うん用ようでホライゾンがお届け致します」

　泣き叫びにも似た砲ほう音おんをあげる一いち撃げきが、太陽を食らう。

　だが、いきなりにそれが生じた。

　闇が裂さけたのだ。

「……!?」

　ホライゾンが疑問に眉まゆを歪ゆがめたのと、搔かき毟むしりの一撃が、弾はじかれた鞭むちのように宙へ暴あばれ散じたのはほぼ同時のこと。

　空に爪の軌き跡せきを残して、〝悲嘆の怠惰〟の力が消えていく。

　霧む散さんする。

　その向こうには、今や、逃とう走そうする皆の上へ降る軌き道どうとなった太陽がある。そして光の中心には、エクシヴがいるが、

「無む傷きずですわ……！」

　ミトツダイラの懸け念ねんに重ねて皆は見る。エクシヴが先ほど広げた両腕に、あるものが構えられているのを、だ。

　両手握にぎりの、打だ撃げき棍こんだった。

　白の色と黒の色を、伸ばし、捻ひねって千ち切ぎって固めたような対ついの打撃武ぶ器き。同じようなテクスチャを持つ武器を、武蔵むさし側の誰だれもが知っている。

「〝悲嘆の怠惰〟や〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟に似た……」

　息を飲み、皆が叫んだ。

「大罪武装ロイズモイ・オプロか!!」
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　そうとも、と落下の光の中央でエクシヴが言った。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、三征西班牙トレス・エスパニアには、二つの大罪武装が送られた。

　そのどちらも、七なな大たい罪ざいとしては一つに数えられるが、元々の八……、否いや、九きゆう大罪では二つに分化していたものさ。

　無む論ろん、二つに分かたれているがゆえ、大罪武装としては威い力りよくが弱い。

　朕ちんのこれは、〝使用者が誇りを持ち続ける限り、その力を無む敵てき化かする〟というものでね。

　何、無敵とは言っても、個こ人じん限定仕し様ようで、戦せん局きよくを変えることなど至し難なんのものさ」

　だが、

「〝傲慢の光臨フオス・ハイペリニア〟。──朕ちんの太陽王ロワ・ソレイユの力と、聖譜顕装テスタメンタ・アルマを併へい用ようすれば、これほど素晴らしい大罪武装ロイズモイ・オプロも無い」

　エクシヴが笑えみになると、光こう厚あつが増した。飛ひ来らいしてきた槍やり群ぐんは、もはや弾はじかれるのではなく、砕くだかれて空に散り、陽かげ炎ろうとなる。熱気と高音の風と、蒸じよう気きと揺らめきの渦うずを巻いた光は、逃げ遅れる武蔵むさし勢ぜい数十人の頭上に届き、

「扇あおぎ見み賜たまえ！」

　降り、

「見上げ賜え……！」

　落ち、

「崇あがめ賜えよ我が未来の大たい国こく……！」

　行き、

「朕は国家なり……！」

　大地を太陽が打だ撃げきした。







[image: 第二十五章『帰り道の選択者』]
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　太陽の落下により、IZUMOが激げき震しんした。

　直径二百メートル超となった光こう球きゆうは、大地を圧あつ迫ぱくし、確かに曲げたのだ。

　轟ごう音おんが鳴動となり、打だ撃げきされた大地の端はしから、空に向かってあるものが弾はじかれて跳ね立った。鉄色の、巨きよ大だいな柱の群にも見えるものは、IUZMOを構成する地ち殻かく部のフレーム達だ。

　幾いく本ほんもの折れた柱が地面から生はえ並ぶ中央。しかしエクシヴは、己おのれの光を緩めながら、

「──見事だ」

　そう言って、彼は前を見る。

　前方。荒れた土の原の上を、先ほどの震しん動どうでつんのめりながらも走っている影がある。

　武蔵むさしの学生達たちだ。

　敵は、太陽の一いち撃げきを逃れたのだ。
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　……なかなかやるものだね。

　エクシヴは、莫ばく大だいな陽かげ炎ろうの中心でそう思った。

　敵は、逃げ遅れて、今の光こう圧あつ撃げきで潰つぶされたかと思っていたが、

「誰だれも彼かれも、いきなりの加速を入れて行ったね」

　そんなことを突とつ然ぜん出来た理由は、一つだ。

「──武蔵総そう長ちようの、拝気ブレス供きよう給きゆうか」

　人数にして四十数すう人にんへ、術じゆつ式しき行使を可能とするだけの流りゆう体たい拝気を供給する。

　武蔵総長が前ぜん線せんに出た意味をエクシヴは悟さとった。彼は、ただ出てきた訳わけではない、

　……拝気供給が必要な人間を見極め、的確な供給を行って退たい避ひさせるために前に出たか！

　見れば、走る武蔵勢の後こう方ほう集団にて、武蔵総長が駆かけながらこちらに振り向いている。彼は両の手でこちらを指さし、

「ヘ！　馬ばぁ──鹿か馬ぁ──鹿！〝必ひつ殺さつ・太陽全ぜん裸ら落とし〟なんて効かねえんだＹＯ!!」

「……フ、驚きだね。何な故ぜ、技の名前が解わかった？」

　武蔵勢が走りながら無む言ごんとなって俯うつむくと同時に、エクシヴは横よこ後うしろから直ちよく蹴げりを腹に受けた。半回転して熱気の地面に転がった彼は、はっとして振り向き、銃じゆう士し隊のアンリが出した大たい剣けんから地面に降りる己の妻を見る。

「輝てる元もと！　朕のことが心配で駆けつけてくれたのかい!?　朕は嬉うれしいよ！」

「アンタが手て間ま掛かけさせなきゃぁ、あたしも嬉しいけどな」

　輝元が言うなり、黒が来た。

〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の二に撃げき目が、斜め撃うちにぶち込まれたのだ。
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　ホライゾンは、右の腕に〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の剣けん砲ほうを、左の腕には〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟の大おお盾だてを装備していた。現在、〝拒絶の強欲〟の中に仕込まれた拝はい気き量は、

「このところの、武蔵むさしを巡る緊きん張ちようと批ひ判はんにより、一発分ぶんは確かにあるかと」

　大罪武装ロイズモイ・オプロは、どこにでも個人で持ち出せ、威い力りよくが高い。しかしその半面、

「燃費の面での不安を抱えるものだと判はん断だんします。──それゆえの〝拒絶の強欲〟の存在だと推すい測そく出来ますが、そちらにはトーリ様のような人間コンセントがいない以上……」

　既すでに、エクシヴの光は、熱を持っていても、圧力を失っている。〝傲慢の光臨フオス・ハイペリニア〟は、少なくとも連続使用が可能な武ぶ装そうではないと、ホライゾンはそう判断していた。

　ゆえに攻こう撃げきを、

「──入ります！」

　撃うち込む。が、武蔵側がわの攻撃は、それだけに留まらなかった。

「二投目──!!」

　砲ほう撃げきするホライゾンの眼がん下か。武蔵にあと二百メートルの位置まで近づいてきていた先せん頭とう集団が、不ふ意いに背後へと振り返ったのだ。そして、続く後ろの集団が、また己おのれの列を細くし、

「……っ！」

　加速術じゆつ式しきも絡めた、二発目の投げ槍やりによるカウンターが宙を突っ走った。それも、距離が近いためにほぼ水すい平へい撃ちだ。

〝悲嘆の怠惰〟と、槍やり群ぐんが、まっすぐにエクシヴや輝てる元もとと、彼らに並んで追い抜いていく六護式仏蘭西勢エグザゴン・フランセーズへと向かった。

　放たれる。
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　全てが当たる。そんなタイミングの中で、一人、戦せん場じようとは別の動きをした者がいた。

　輝元だ。

　彼女は、飛来する黒の搔かき毟むしりと槍群に対し、頭を搔き、首を横に振った。そして、

「面めん倒どくせえ。……手間、掛けさせんなよ」

　言った彼女を食おうと、黒の色が到達した。

　だが、彼女は抗あらがわなかった。ただ、エクシヴの前に立つようにして、視線を上げ、

「────」

　黒の打だ撃げきを正面から見み据すえた瞬しゆん間かん。

　長ちよう大だいな漆しつ黒こくの爪そう撃げきが、いきなり砕くだかれた。

　輝元の眼前で、搔き毟りの全てが裂さけ歪ゆがみ、散らばって消える。

　無くなったのだ。
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　ミトツダイラは、鋭く向けた視線の先で、それを確かく認にんした。輝てる元もとも、彼女の傍かたわらにいるエクシヴも、周囲の誰だれも彼かれも、何の変化も生じていないのを、だ。

　……え？

　解わかることは二つある。一つは、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の力が、再び何かによって打ち消されたということと、もう一つは、

「あの武ぶ器きは……」

　望遠表ひよう示じで見ていた表示枠サインフレームの中、輝元が、いつの間にか一ひと振ふりの刀を携たずさえている。白と黒の、骨を練り上げたような形状の、反りが浅い刀だ。

　柄つかの部分には白の布がグリップ用に巻き付けてある。そして彼女は、その先せん端たんを地面に刺し、柄つか頭がしらに手を乗せ、

『あたしの大罪武装ロイズモイ・オプロ〝虚栄の光臨フオス・ハイペリニア〟は、この馬ば鹿かと対ついになっていてな。──あたしが虚栄ケノドクシアを続ける限り、あたしを護まもる力は無む敵てきになるんだとよ』

　表示枠の中で、輝元が苦く笑しようした。

『情なさけねえ。──表おもて見みばかりの女だって、バレちまわ』

『それでも前に出る君と、君を護まもることは、朕ちんの誇ほこりさ。輝元』

　……そういうことは……。

　この二人は、対であり、一つなのですね、と、ミトツダイラは思った。彼女を護ることをエクシヴが誇りとすれば、それは彼の攻こう撃げき力を無敵とし、更さらには、彼女を護るための力をも無敵とする。だが、

「しかし、……その力は、毛もう利り・輝元の誇りを砕くだきますわ。どう振る舞おうとも、何をしようとも、彼に護られる結果が待っているとするならば」

　その言葉に応じたのは、喜き美みから飛んできた通つう神しんだ。武蔵の踊り子は、小さく笑い、

『フフ、──だからあの女、前に出るんじゃない』

　そうねえ、

『……じれったいけど、いい女だわ。少し、自分しか見えていないけどね。ホライゾンの虚きよ栄えい心しんを預けるに相応ふさわしい女じゃないの』

　そして、喜美の言葉に頷うなずくように、エクシヴの言葉がミトツダイラの耳に聞こえてきた。

　輝元、と呼びかけた彼は、輝元の両肩に手を置き、口を開いたのだ。
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「輝元」

　彼はゆっくりと言った。

「いいかい輝てる元もと、朕ちんは君にいずれ捧ささげよう」

　それは、

「君が、朕に対して、何の虚栄ケノドクシアも感じずに済む世界を。……全てが、君がいたからこそ得られた成果だと、朕が捧げる。──覇は者しやの世界を、さ」





●






　わあ、と武蔵むさしの女性陣じんが驚きとも冷やかしとも、または羨せん望ぼうとも言える声を作った。その雰ふん囲い気きを少しばかり心の中に得ながら、ミトツダイラはこう思う。

　……あの二人、……我わが王おうと、ホライゾンに似ているんですのね。

　個性という意味ではない。お互いの立ち位置だ。

　平へい行こう線せん、という言葉を、ミトツダイラは思い、ホライゾンを見た。

　すると、ホライゾンが、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の砲ほう口こうを覗のぞき込んでいた。

「──ホ、ホライゾン！　暴ぼう発はつしたらどうするんですの!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、大だい丈じよう夫ぶですミトツダイラ様、既すでに流りゆう体たい燃料は打ち尽くしておりますので、ほら」

　と、ホライゾンが適当な位置に向けてトリガーを絞しぼると、実じつ弾だんが出た。

　き、という叫びにも似た砲ほう声せいとともに、床に五メートルほどの爪つめ痕あとが走る。

　黒の軌き跡せきが消え、しばらくしてからホライゾンが顎あごに手を当て深く頷うなずき、

「──思った通りでした。危ないところです」

「えええ!?　疑問に思った方が負けですの!?　──あ！　智とも、何な故ぜに忍しのび足で距離をとって行きますの!?　ちょっと！　ちょっと!!」

　横から、ホライゾンの手が肩に乗ってきて、ミトツダイラは逃げるタイミングを失った。

「さて、ミトツダイラ様、──あ、これ、先ほど作っておきました焼き肉弁べん当とうです。店てん主しゆ様から習ったもので〝青雷亭ブルーサンダー〟にも並んでおります」

「あそこはパン屋兼軽けい食しよく屋やだった筈はずが随ずい分ぶんとカオスに……。ともあれ、な、何ですの？」

　Ｊｕｄ．、と頷いたホライゾンは、〝悲嘆の怠惰〟を掲かかげて首を傾かしげて見せる。そして、

「──これ、あんまり使えませんね。どう思われますか？」

　……ど、どう答えろと!?

・立花夫：『いや、地域制せい圧あつ用ようとしては優秀なんです。そうなんです。相手が悪いというか』

・俺　　：『馬ばっ鹿か。シゲ！　ここは真ま面じ目めに答えるところじゃねえよ！　上う手まくセージュンに誘ゆう導どうして敵てき味み方かたともにスベリパラライズさせんだよ!!』

・立花夫：『あ、成なる程ほど。流石さすがは武蔵、普通の国では考えられないような変わった戦せん術じゆつですね』

・副会長：『お前[image: ][image: ]、戻ってきたら憶おぼえてろよ……!!』

・貧従士：『というか急いで走って下さいよ──！』

　見れば、武蔵むさしの皆は、既すでに武蔵の中央架か橋きようまで、あと百五十メートルという位置にまで来ている。だが、既に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側も、重じゆう装そう型の武ぶ神しんが動き出していた。今のタイミングだと、半数が乗り込んだ時点で追いつかれるという、そんな状態だ。ゆえに、

・副会長：『里さと見み総そう長ちよう！　会長！　武神を前に出せないか!?』

・八　房：『六護式仏蘭西が砲ほう撃げきを止めている。残念ながら出る理由を消された状態だ』

　その通りだ。

　砲撃が止まっている以上、それによって貿易船せんに被害が出ているのを止める、という里見や北ほう条じようの参さん戦せん理由が消されたことになる。

　更さらには、新しい光が、敵てき側がわに生まれていた。その正しよう体たいは、

『悪いけど、あたしの虚栄ケノドクシアに少し付き合ってくれよな』

　表示枠サインフレームの中で、輝てる元もとの背部に翼つばさが生はえたのだ。
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　それは、輝元の腰の後ろ側に空間射しや出しゆつされた円えん盤ばん型の飛ひ翔しよう器きだった。円盤が二つに分かれ、間から勢いよく青白い光の翼が左右六枚ずつ広がり、花のように咲き、

「見極めろ〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・新代ノウム〟」

　発される力は、

「虚栄も傲ごう慢まんも、賢明プルデンテイアの前では無む意味になる。──あたしに敵てき対たいする者の全ての行動は、己おのれの出来ることとして、宣せん言げんを経なければならねえのさ」
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　輝元の言葉が発された直後だった。大気を洗うように、涼しい風と共に、鐘かねにも似た音が響ひびき渡った。そして、

「……!?」

　武蔵中央艦かん橋きようへと突っ走っていた武蔵戦せん士し団だんは、全員、足並みを揃そろえてつんのめった。

　転ぶ。数百人が、一いつ斉せいに足の動きを止められ、ただ勢いだけを消せず、更には、

「──!?」

　言葉すら発することが出来ず、転倒の動きに囚とらわれた。
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　武蔵野むさしの艦かん首しゆ甲かん板ぱんの指し揮き所にて、ネシンバラは思った。

　……どういうことだ!?

　だが、何か言おうとしても、口が動かない。表示枠を操そう作さしようにも、手が動かない。思し考こうだけは生むことが出来、しかし、己の横の喜き美みが、

「ちょっと爪つめ削けずるわよ」

　と、スカートから鑢やすりを出し、爪に当て、こちらを見た。彼女は何も気付いていないようで、

「？　ちょっと聞くけど、何固まってんの？　馬ば鹿か？」

　問われた瞬しゆん間かん。ネシンバラは理解した。だから、口よ開けと心で念じながら、

「言ってやる！　──行動条件の聖譜顕装テスタメンタ・アルマだ！　己おのれが何をするか、己の能力範はん囲い内ないで告げなければ行こう動どう出来なくなる！　これは……」

　自分のすべき事を宣せん言げんせねば行えない。更さらには、能力を超えたことは全て拒きよ否ひされる。

　この力の意味を、ネシンバラは、

「言うよ！　……これは、あらゆる虚きよ偽ぎを通さず、手の内を明かさせて裸はだかにする。……防ぼう衛えい用の聖譜顕装だ！」
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　転てん倒とうが成立する直前。集団の中で一つの声が挙がった。それは、

『──走るんです!!』

　アデーレだ。従じゆう士しの機き動どう殻かくの外部拡かく声せい器きから響ひびいた声は、確かに皆に届いた。

　すぐに通じる者も、転び掛け、膝ひざや手をついてから言葉を得る者もいたが、

「走る……」

　つぶやき、その内容を確かめるように、

「走るんだ……」

「息を吸う」「手をつく」「身を起こす」「前を見る」

「走るんだよ……!!」

　叫び、そして走った。

　言えば、走れる。だから、

「走る……！」

　再び、確かく認にんするように皆は走り出す。

　だが、皆の速度が落ちていた。自らにかけていた加速術じゆつ式しきも何も、その効果を〝己の能力を超えたもの〟として打ち消されたからだ。

　まるで疲れを得たかのように足重く、しかし皆は走った。

　正面。行き先は見えている。武蔵むさし、多た摩まの中央架か橋きようだ。

　三時十五分まで残りは四分と少し。ならばもはや武蔵に乗り込み防ぼう城じよう戦で凌しのぐと、そこで受ける被害を覚かく悟ごで書しよ記きは決断した。だから戻り、乗り込むしかないが、

「懸け念ねんするが、追いつかれてるぞ！」

　背後には重じゆう装そうの武ぶ神しん隊が来ている。このままだと、皆が武蔵に乗り込む最さ中なか、武神達に追いつかれることになる。そんな彼ひ我がの距離だ。

　どうしよう、と思いながら走る皆の眼前。橋きよう前ぜんに一つの影が立っていた。

　仲間だ。

　武蔵むさしにおける最大の防ぼう衛えい力として用意された人員。武蔵副ふく長ちようである本ほん多だ・二ふた代よだった。

　皆は彼女を認めると、

「歓かん声せいあげる！　──やったぜ！」

「同意する！　──助かった！」

　わあ、と皆は心を楽にして、こちらに向かって立っている二代を見た。

　二代は、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの威い力りよくで固まっていた。
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　二代は、聖譜顕装のルールが解わからず、動けなくなっていた。

　役に立たない。その事実を確かく認にんした皆は、ぬお、と

「い、息を飲む！　ふぬう……！　そして、ええと、つ、ツッコむ!?」

「絶望する！　が先だろ!?　……もう駄だ目めだ!!」

　わあ、という歓声が、わああああ、という嘆なげきの声になっていく。その中で、

「問うぞ!?　加速術じゆつ式しき使えてるか!?」

「否定する！　ダメだ！　己おのれの身体からだに負ふ担たんが掛かるのは〝賢明プルデンテイア〟じゃねえんだ！　これ！」

　わああ、と皆が更さらに嘆いた。そして、

「泣き言ごと言うぞ！　お、俺おれ、遅いな!!」

「頷うなずきまあ──す！　そして同意する！　俺も、結けつ構こう速くねえ！」

「現実見るぞ！　──くそ！　必死な俺って格かつ好こいいとか、そんな風ふうに浸ひたれねえ!!」

　確かに、皆の速度が、今までよりも落ちていた。
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「感かん想そう述べると、……まあ、そういうものよねえ」

　表示枠サインフレームを、じっと奥まで覗のぞき込むようにして、喜き美みがつぶやいた。

「問うけどね、……実力という言葉の定てい義ぎはいろいろあるでしょうけど、その人の実力っていうのは、どういうものかしらね？」

・●　画：『応じるわ。私達なんかでいうと、創そう作さく作業において行う徹てつ夜ややドーピングというのは、毎日続けられない〝無む理り〟のある行為。

　要するに、術式なんかは、……〝賢明じゃない行為〟なんだわ』
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・女　王：『さて、……我々の中で、賢明じゃないのが一人いるようだな」

・せしる：『おくすりおいしいの──？』

・薬詩人：『Heyそこ！　私は無む理りに薬やってるわけではないのだよ!?　私にとっては呼吸同どう様よう。血の色はまさに健康ドリンク色。そういうものだと理解して頂きたいものだね！』

・約全員：『お前絶ぜつ対たいに賢けん明めいじゃねえよ！』
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　さて、という風ふうに、喜き美みが半はん目めをネシンバラに向けた。

「状況を告げるわよ？　現状、切せつ迫ぱくした状況ゆえ、身体からだに無理を利かせて走らねばならないけど、それは、行為だけを見たら賢明じゃない。──いつもの、身体にいい運動として適度に走っている速度しか出ないみたいね」

　じゃあ、

「じゃあ問うわよ？　──どうするのこのメガネ。あんた、軍ぐん師しでしょう？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という頷うなずきすら作れない。

　だが、問われたネシンバラは、喜美の方に振り向くことなく、こう言った。

「答えよう。──方法はある、と。だが葵あおい姉あね君。君はちょっと僕を怨うらんでいいよ。大体、何をするか解わかっているから挑ちよう発はつしたんだろうけど」

　ついでに言うさ。

「現状では、方法は、その一つしかない」
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　武蔵むさしの戦せん士し団だんは、急いでいた。だが、先を望むのは心ばかりで、

「泣くぞ！　──何だこのジョギングペースは！　この前、武蔵艦かん上じようをダッシュ練してたときに横を会かい計けいがダッシュ土ど下げ座ざで抜いていって屈くつ辱じよく感じたが、それ以上だな!!」

「憤いきどおるわよ──！　あたし普段こんなにドタドタ走らないのに──!!」

「一ひと言こと言わせろ。帰って寝てえ──!!」

　皆が「超ちよう頷く！」と言ったときだった。不ふ意いに、前に出た者達がいた。走る戦士団の内、最さい前ぜん列れつを走っていた者達だった。それは、いきなりの加速で、前に出た者ですら、

「──疑問する。な、何だこれ？」

「振り向く」「確かく認にんする」

　すると、背後の者が、追いついていた。それも加速して、だ。

「……!?　疑問する！　何な故ぜ、加速術じゆつ式しきが使える……!?」

　だが、理由は、すぐに明確になった。背後の者達、後こう列れつ側がわの者が、前列の者へと加速術式を掛けているのだ。最さい前ぜん列れつから、最後列に向かって、順々に、だ。

「理解した！」

　我われ知しらずの加速術じゆつ式しきを受け、先行していた者達が告げた。

「自分以外の者への術じゆつ式しき付ふ与よは、付与する側にとって無む理りがない行為ならば可能なのか！」
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「へえ、随ずい分ぶんと賢けん明めいじゃねえか」

　と、輝てる元もとは、自分とエクシヴを追い抜いて疾しつ走そうしていく六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ戦せん士し団だんを見送りながら、つぶやいた。そして彼女は、横に立ったアンリを見て、

「オマエらなんか、気付くのに結けつ構こう掛かったのにな」

　言うと、アンリが眉まゆをひそめた。

「自動人形ベルデ・マリオネツタは、個人での問題解かい決けつ能力が高いために、特に仲間内うちに対する能力付与的援えん助じよを発想しませんので」

　そうだなあ、と応じたのは、逆側に控えるアルマンだ。彼は、重力制せい御ぎよで拾い集めた部下達の〝核かく〟を、別の自動人形が持ってきた葛籠つづらに一つずつ並べて収め入れ、

「──よし、全員分ぶん、補ほ修しゆう頼むぞ」

　と、担当に預けると、彼は一列ずつ加速していく武蔵むさし勢ぜいを見た。

　遠ざかっていく。そんな彼らを見て、アルマンは、やるもんだ、と感心の声を作り、

「姫ひめの虚栄ケノドクシアの意味を悟さとった、か。……なかなかやってくれるものだ。だが、どっちにしろ、難しい選択になるな、武蔵勢は。ここから先の、──単純な引ひき算ざんで」

　Ｔｅｓテスタメント．、とエクシヴが頷うなずいた。

「武蔵勢もそろそろ気付くよ。自分達たちが、多大な犠ぎ牲せいを強いられることに。そして──、アンリ、そろそろパレ・カルディナルと、我らが気分屋やの副ふく長ちように告げてくれ。

　全ての本題を始めよう、と。……そのためにも、砲ほう撃げきの方も正確な準備を頼む」

　告げた。

「──さて、引き算の終わりだね」
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　架か橋きようにいたり、武蔵側にまで渡り終えた者達は、

「振り返る」「呼びかけるさ。──早く来い！」

　敵との距離を確かに離した。六護式仏蘭西の重じゆう装そう武ぶ神しん隊たいよりも早く武蔵に辿たどり着いている。ならばこのまま防ぼう城じよう戦に持ち込み、四よん分ぷん少々を耐えればいいが、

「疑問……、する」

　ふと、振り返った皆は、ある事実に気付いた。

「あれは……、ヤバくねえか!?」

　言葉の飛ぶ先。武蔵戦せん士し団だんの最さい後こう列れつが残っていた。最後の列だけあって、もはや彼らに加速術じゆつ式しきを掛ける後ろの列がない。

　だからというように、残された最さい後こう列れつの皆は、まず、左右の相手に対し、術式を掛ける。

　しかし、

「疑問する。……最さい後こう尾びの列の連れん中ちゆうって、さっき、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ総そう長ちようの太陽全ぜん裸ら落としを食らいそうになっていた連中だよな」

「頷うなずく。Ｊｕｄジヤツジ．。そして言葉を続ける。そう、──最さい前ぜん線れつで戦って、術式用ようの符ふどころか常時加か護ご用の拝気ブレスも失っていた連中だ。だから、叩たたき潰つぶされそうになったとき、うちの服着てる全裸が、分ぶん配ぱい術式で拝気を与えて加護型の加速術式を使わせて……」

　しかし、疲ひ弊へいしていた筈はずの彼らは今、再び、加速術式を使用している。

　だが、彼らの術式の元となっている拝はい気きはどこから来るのか。

　そんな疑問の答えを見るかのように、最後列が加速した。

　前に出てくる彼らの背後に、二つ、置いて行かれた影がある。

　行く最後列に対して、分配術式を使用して加速のための拝気を与え続けているトーリと、彼を護まもるように並んで走るアデーレだ。

「……!?」

　解わかる。

　機き動どう殻かくを使用するアデーレは、加速術式を持っていない。機動殻の制限を受けるからだ。

　そして、トーリの方も、術式符や拝気を切らした最後列に対し、常時加護型加速術式の継けい続ぞく用よう拝気を与えるために最後まで残ることになる。だから、彼もまた、誰だれかに加速術式を掛けて貰もらうことが出来ないのだ。

　ならば、単純な計算だ。加速術式をお互いに掛けることが出来ない者がいるならば、その者は後に残されるしかない。

　生存者数すうが最も多くなる計算と、その選択の結果がそこにある。

「憤いきどおる……」

　皆は息を詰めた。

　遠く、否いや、全力が出せる自分達ならば、すぐの距離だ。だが、〝不可能男インポツシブル〟と、鈍どん重じゆうな従じゆう士しの機動殻にとっては充分な遠距離となる。だから皆は、遠くの総そう長ちようを見て。

「一応嘆なげく、……まさかこんなところで死ぬやつだったとはなあ」

「一応頷く、……ああ、悪いやつじゃなかった。問題あったけど」

「一応同意、……今夜は思い出語りをしようぜ、嫌いやな思い出をさ」

「さ、叫ぶぞコラ！　あ、あのなオメエら！　勝かつ手てに人を殺すんじゃねえ──!!」

「だったら問う！」

　皆が叫んだ。

「……どうする!?」
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「あ、謝ります！　御ご免めんなさい！　御免なさい総そう長ちよう!!」

　アデーレは、機き動どう殻かくの中で幾いく度ども頭を下げた。なるべく、総長の背の側に回って彼を背後から来るであろう敵から護まもろうと思う。だが、総長は一ひと息いきをついて、

「言うぜ。──気にすんなよ。与えてやるぜ、ってのも、とりあえず終わったしな」

　今、先行していた最さい後こう列れつの者達が、遙か前方で架か橋きようを渡り終えた。

　無ぶ事じだ。その事実をアデーレは感じ、しかし、

「謝ります、総長。すいません、さっきは何か、存在だけで迷めい惑わく千せん万ばんみたいな言い方というか、近寄ったら伝染うつるみたいな言い方というか、身内じゃないですみたいなこと言って。

　あれちょっと言い過ぎました。このまま総長に死なれたらそのあたりだけ心こころ残のこりで……」

「せ、説せつ教きようすんぞこのヤロウ……！　でもまあアデーレ、オメエが俺おれ、護ってくれんだろ？」

「──応じます」

　アデーレの機動殻が、身を一いち度ど低くした。会え釈しやくの動作だ。そして、

「応じますから」

「頷うなずくぜ。そして言っておく。──気にすんなアデーレ」

　馬ば鹿かは、こちらに笑えみを見せて言った。

「俺は馬鹿で何も出来ねえけど、俺以い外がいはそうじゃねえんだ」

　だから、

「頼むぜホライゾン!!」
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　ホライゾンは、先ほどあった出来事ごとの意味を理解していた。

　……成なる程ほど。

「言います。……先ほどミトツダイラ様とビックリ致しました暴ぼう発はつは、トーリ様がこちらに拝はい気きを供きよう給きゆうしていたからなのですね」

　つまり、前ぜん線せんに出て疲ひ弊へいした者達を把は握あくし、正確に拝気を与えながらも、彼はこちらをずっと気にしていたことになる。

　……よく解わからない人だと判はん断だん出来ます。

　そして彼は言うのだ。この力を用いて、背後から追って来る敵を払ってくれ、と。

　それはまるで、

　……御ご自分がこちらに寄よ越こした思いで、御自分を護れと、そういうことでしょうか。

　よく解りませんね、と結けつ論ろんし、ホライゾンは〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を構えた。

「狙ねらいます。まず、照しよう準じゆんを確かめるため、試しで低出力で一発撃うちます」

　狙ねらって射しや撃げき。すると、表示枠サインフレームが彼女の顔の近くに現れた。

『抗こう議ぎ！　抗議だぜホライゾン！　髪かみ掠かすったぞ今！　オマエは俺おれをここで始し末まつする気か!?』

「言っておきますが、今のは暴ぼう発はつビックリ分です」

『一いち応おう言っておくけど、……やっぱ、あれってビックリした!?』

「Ｊｕｄジヤツジ．、と言っておきましょう。もう少しビックリしたら顔面狙いです。まあ、今ので距離感も摑つかみましたし──」

　では、と、ホライゾンは、馬ば鹿かと従じゆう士しを追う重じゆう装そう武ぶ神しん隊と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん士し団だんに対し、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を構えた。

「宣せん告こくします。──１５パーセント出力程てい度どですが、砲ほう撃げきいたします、と」
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　黒の砲撃が入った。先に、トーリ直近に一発が撃うち込まれていたため、追つい撃げきする六護式仏蘭西の戦士団達たちは意い図とを読んでおり、

「左右退たい避ひ──!!」

　Ｔｅｓテスタメント．、と追う列が左右に分かれた瞬しゆん間かん。その中央に黒の搔かき毟むしりがぶち込まれる。威い力りよくは薄く、規模も小さな砲撃だが、中を突とつ破ぱすることなど出来はしない。

　敵は大きく左右に割れたが、大おお勢ぜいであるがゆえに即そく座ざの戻りが利かない。内側の者達の動きを大きく避けるように、割れた左右は大きく広がった。

　だが、武神は違った。皆の外側を進行していた武神は左右に広がったが、皆の背後から進行してきた一いつ機きが、そのまま悲嘆の怠惰の一いち撃げきが撃ち込まれた終わった場所を越えてくる。

　大おお股またの追撃が、アデーレとトーリに向かう。

　だが、対する動きが一つ、そこに加わった。それは、

「──参まいるで御ご座ざる」

　その言葉をもって、架か橋きよう前から身を低くし、

「名乗る！　武蔵むさし副ふく長ちよう、本ほん多だ・二ふた代よ、ようやくいろいろ理り解かい出来て賢かしこいので──、参る!!」

　通つう常じよう速度であっても高速の女武む者しやが、蜻蛉とんぼ切ぎりを手に下げ突っ走った。
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　戦せん場じように対し、二代は行った。

　……つまり、深く考えず、全部口にすればいいので御座ろう。

　ならば、と二代は口を開いた。

「前に出る」

　出た。

「加速する」

　加速した。

「速度を保つ」

　保ち、そして理解した。

「行けると、そう思ったで御ご座ざる」

　だから、二ふた代よは行った。そして言った。

「走る」

「駆かける」

「馳はせる」

「参さんじる」

「馳せ参じる」

「届く」「挨あい拶さつに御座る。アデーレ殿どの、急ぐが良かろう。横のはテキトーに」

「言っておくけどオマエはなあ……！」

「無む視しするで御座る」

「すれ違う」「そして行くで御座るよ」「言っておくが、〝よ〟は不ふ要ように御座る」

「前を見る」「右に跳ぶで御座る」「見切る。振り落ちてきた大たい剣けんに気を取られない」「身を低くする」「跳ちよう躍やく──、否いな、大剣に向かって走るで御座る」「足をかけるのは上がっていく剣」

「跳躍するで御座る」

「足を乗せ立つのは宙に持ち上がった剣けん身しんの上」

「走る」「走り行く。刃やいばの上を一直線に駆けていく」

「見切るのは武ぶ神しんの肩の初しよ動どう」「気付くのはその動きで御座る」「跳ぶ。敵の初動下か腕わんに届くまでに」「迷わない。突き放される動きに」「ついていくのは引く動きにこそで御座る」「足を掛ける」「乗る。引き、構え直される腕に」「耐える」「見切るのは乗った腕の動作」

「見切った、で御座る」「走る」

「走る。武神の腕の上を行く」「超える」「見る。敵の目を」「見えたで御座る」

「──結べ、蜻蛉とんぼ切ぎり」

『御ご了りよう解かい──』

　一機の重じゆう装そう型武神が、その胸を袈け裟さ切ぎりに破は断だんされて仰のけ反ぞった。
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　義よし康やすは、〝義ぎ〟の視し覚かく素そ子しで、二代の動きを見ていた。

　……あれが、普ふ段だんの動きで出来るのか!?

　二代の加速術じゆつ式しきが御祓みそぎ型がたゆえ、身に負ふ担たんを与えない種類のものだ、ということもあるだろう。が、基礎的な動どう作さや判はん断だん速度は、かなり落とされている筈はずだ。更さらには、

　……先ほどよりも、武神を倒すまでの時間が短くなっているだろう。

『義よし康やす、見たか？』

　こちらと同じく、武蔵むさし艦かん上じように控えている〝八やつ房ふさ〟から、声が来た。

『随ずい分ぶんと、動きを見切っている。武ぶ神しんの腕や足の可か動どう範はん囲いや、装そう甲こうから来る死し角かく部分、そして六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神団だんが用いる剣けん術じゆつの呼吸を理解しているな、あれは。

　──恐らく、先の武神隊たい、八機きと戦ったときに知り憶おぼえたのだろう。重じゆう装そうである分、動作が重くなるし、足を掛ける場所も多くなる。前の八機よりも、攻こう略りやく時間は短くなるわけだ』

　倒れていく武神から、二ふた代よが跳んだ。結び髪がみに弧こを描かせて宙を舞った彼女は、北面から武蔵総そう長ちように迫る敵てき群ぐんの方に身を向けた。確かに、そちらからの敵群の方が、接近が早い。理由は解わかる。南部側がわには、

　……まだ、真さな田だの忍にん者じやがいるのか。

　動いてはいない。ただ、身み構がまえているだけだ。だが、今までの彼らの戦せん果かと、二代の出した結果を見れば、迂う闊かつに突とつ撃げきは出来ない。南部側に割れた敵てき列れつは、元の中央へと戻らざるを得ず、しかし、

「──！」

　二代の倒した武神が、中央に身を伏す。と、聞こえる地じ響ひびきに重なるように、

『義康』

『言うな。解っている。……武神の肩の上に乗ったとき、周囲の流れを理解し、その上で中央に障しよう害がいとなるように倒したのだろう。──と、そう言いたいのだろう？』

『いや、──見とれるなよと、そう言いたかった』

　く、とそちらを睨にらむと、背を向けた〝八房〟の肩が小さく震えている。呼こ気き機き能のうについて、武神側での再さい現げんは擬ぎ似じ的なものだが、感覚的なものから生じる動きは出来るらしい。

　だから義康は目を彼から逸そらし、

『──ふン』

　視線を外し、眼がん下かを見る。すると本ほん多だ・二代が、

「突っ込むで御ご座ざるぞ──！」

『突撃──』

　槍やりと一いつ緒しよに、北側を行く敵群や武神に対して、斜め後ろから抉えぐり込んで行く。

　無む茶ちや苦く茶ちやだな、と義康が思い、武蔵総長は救たすかるだろうかと、そう思ったときだ。

　不意に、北側を行く六護式仏蘭西の戦列が爆ばく発はつした。

『……は!?』
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　二代は、北側から突っ走ってくる武神を見ていた。

　だが、その向こうから来る、戦せん士し団だんの破は裂れつも視し界かいに入れていた。

　それは、下から噴ふき上げるような、直線的に抉えぐりぶち上げていく動きだった。蛇へびの腹下に槍やりを横からぶち込んだような流れで、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん士し団だんの列が持ち上がって宙を舞う。

　……何で御ご座ざるかあれは!?

『疑問──』

　こちらに突とつ撃げきしていた戦士団が、いきなり空に波打って散っていく。

　どう考えてもあり得ないことだ。だが、と二ふた代よはこう思った。時代の変化によって戦せん術じゆつも変わるもので御座る、と。ゆえに、

　……あれはまさか……。

「唸うなるで御座るが、……まさかあの吹っ飛び崩ほう壊かいこそが六護式仏蘭西の新しん戦術!!」

・銀　狼：『ぶっちゃけますけど、あれただ単に吹っ飛んでるだけだと思いますの』

　では違うので御座ろう、と思い、二代は敵てき群ぐんの吹っ飛び崩ほう壊かいに対して何も考えないことにした。ああいうのが趣しゆ味みな御ご仁じんも御座ろうし、ああいう病気も多分御座ろう、と、それで今はいい。そして、当面の課題として、目の前に突とつ進しんしてくる武神に対し、二代は狙ねらいを定めた。

「身を低くする」

　つぶやき、その通りの姿し勢せいを取った。

　だが、二代が加速するより先に声が聞こえた。それは野の太ぶとい男声の、

「──百ゆ合り花ばなぁ!!」

　響ひびきに応じるように、二代の目の前で武神が破裂した。

　砕くだかれたのだ。
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　……何!?

　二代は目を見開き、

「驚くで御座るが、まさかこの武ぶ神しんの自じ壊かいは六護式仏蘭西の新戦術……！」

　声をあげる二代の正面で、武神がつんのめってきた。見れば、その全身を構成する装そう甲こうも、外がい殻かくも、下の駆く動どう部までもが亀き裂れつとその広がりによる崩壊によって砕かれている。

　武神は、膝ひざを突くように崩くずれ、

「……！」

　割れた。既すでに搭とう乗じよう者しやはセイフティによって脱だつ出しゆつしているが、その合ごう一いつ機き構こう部分も既に破は砕さいしている。搭乗者は間に合わなかった右腕を血にまみれさせ、背からに宙に落ちていく。

　そして同じように、宙に舞っていた者達も、動きの頂点に達して落下に入った。

　落ちる。重なるように地面へと下る。

　そんな幾いくつもの下向きの動きの中、しかし二代は、敵を見つけた。

　武神の足あし下もと。足を大きく広げたP. A. Odaの男がいる。黒の髪かみにサングラス。掲かかげた両手は、櫛くしと手で髪かみを撫なでつけており、そして彼の目は、こちらの背後の馬ば鹿かを見み据すえていた。

「見つけたぜ、武蔵むさし総そう長ちよう……！」

　武ぶ神しんが、両者の間に膝ひざをつく瞬しゆん間かんに、二ふた代よは相手に問い叫んだ。

「問おう！」

　問うた。

「……どなたで御ご座ざるか？」

「無む視しするに決まってんだろうがあ──!!」

　相手が櫛をベストのポケットに突っ込んだのと、武神が膝ひざをついたのは同じタイミングだった。続く一いつ拍ぱくで武神の駆く動どう系けいや関かん節せつが全ぜん壊かいし、だがそこに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん士し団だんが殺さつ到とうした。

　悠ゆう然ぜんと、二代に見える雰ふん囲い気きでたたずんでいた相手、六護式仏蘭西の戦士団が、四し方ほうどころか八はつ方ぽうから攻こう撃げきしたのだ。

「赦ゆるすか貴き様さま……!!」
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　十数人掛かりの攻撃が生じ、しかし、浅あさ間まは多た摩ま外そと舷げんから確かにそれを見た。

　……あの光は──。

　流体光こうだ。

　今、成なり政まさを囲み、己おのれの武ぶ器きを叩たたきつけた男達がいる。が、その間から、確かに漏もれる流体光がある。そして浅間は、こちらにも届く流体の光に見覚えがあった。

　……こ、こういうとき、何て言えば……、え、ええと。

　行こう動どう条件が掛けられている。だから先に宣せん言げんすべきは、

「か、解説します！」

　ええ？　という顔でミトツダイラが「振り向いた」。

「問いますが、し、知っていますの智とも！」

「驚くわね。──フフフ、浅間は物もの知しりねえ」

　やかましい。と、思う横、表示枠サインフレームが開き、画が像ぞう付きで、

・未熟者：『アドバイスするよ浅間君くん！　こう、こういう風ふうに人ひと差さし指ゆびを立てて言うんだ！　解説しよう……！　ってね！』

「無む視しします」

　ともあれ、言うべきは、

「皆に知らせます！　あの光は、前まえ田だ・利とし家いえの〝癒使イスラフイル〟と同じものです！」

　言った瞬しゆん間かんだ。光が強くなり、成政を囲んで攻撃した男達たちの全ぜん容ようが逆ぎやつ光こうによって露あらわになった。総そう勢ぜいにして十五人。武器は刀や剣のみならず、打だ撃げき武器も多くある。

　が、成政は、その全てを受けていた。

　防ぼう御ぎよ箇所は、掲かかげた両の腕と背、そして腹や腿ももという、身体からだの各部だ。

　彼は、受けて、しかし、何事もなく、ただ、両の腕を軽く上げた。

　浅あさ間まは見る。成なり政まさの右腕と左腕に、それぞれ翼つばさの形の入れ墨ずみがあるのを。その入れ墨は強く光り、表面に確かな翼を浮き上がらせる。あれは、

　……やっぱり、英国イギリスで見た〝癒使イスラフイル〟の翼と同じ……！

　思ったなり、更さらなる光の具ぐ像ぞうが出た。成政の腕の各所、脚あしの各所、身体の各所に、華はなが重なったのだ。それは百合ゆりの紋もん章しようであり、

「咲け……！　──百ゆ合り花ばな！」

　跳ねるように身震いし、両の腕を振り上げた直後。囲む十五人の全てが吹き飛んだ。

　人が空を舞う。回転し、浮き上がる。その光こう景けいを頭上に置き捨て、成政が動いた。

「行くぜ……！」

　先ほど砕くだき、未いまだ形が残る武ぶ神しんの残ざん骸がいを吹き飛ばして、成政が前に跳んだ。

　軌き道どうは一いつ直線にトーリとアデーレだ。

　いけない、と浅間は思い、しかし、

　……あ。

　安あん堵どさえ得そうな存在に気付いた。

　成政に正面から激げき突とつするように、二ふた代よが疾しつ走そうを開始していたのだ。
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・銀　狼：『告げますわ！　二代！　あれが佐さ々さ・成政ですわ!!　英国で会った前まえ田だ・利とし家いえと共に、P. A. Odaの六ろく天てん魔ま軍ぐんの四よん軍ぐんを担たん当とうする武ぶ将しようですの！　憶おぼえましたわね!?』

　ミトツダイラ殿どのは付き合いがいいで御ご座ざるな！　と心しん底そこ感謝しつつ、二代は、

「前に出る」「構える」「突き込む」『突とつ貫かん──』

　と、蜻蛉とんぼ切ぎりの穂ほ先さきを正面にぶち込んだ。

　武神の破は片へん群ぐんを圧で飛ばして行く先には、成政がいる。

　成政は素す手でだった。ただ、彼は右の貫ぬき手てを振りかぶりからコンパクトに前に出してきている。しかし、

　……速い!?

　向こうがこちらに対して生んだのは、一歩だけだ。が、その一歩で、武神の向こうからこちらまで届いている。距離にして二十メートルはある跳ちよう躍やくだ。

　義よし経つねの八はつ艘そう跳とびを二代が思い出す頃ころには、成政の貫手が突き込まれていた。

「退のかすぜ……！」

　言葉に対し、二代はただまっすぐに蜻蛉切を突き込んだ。

　激げき突とつする。しかし、その直前に、二代の視し界かいはあるものを確かく認にんした。

　成なり政まさの、後ろ側に置いた軸じく足あしから、光の紋もん章しようが生じたのだ。

　……百合ゆりの紋章!?

　一つだけではない。

　膝ひざ、腰、腹、そして突き込んでくる右肩かた、右肘ひじ、手首へと、順じゆん次じ連続するように、光の紋章が咲き誇る。

　まるで花が茎くきを伸ばし、高い位置で咲くかのようだ。

　そして手て指ゆびに沿って咲いた光の花に支えられ、

「百ゆ合り花ばな……！」

　成政が、前に踏んだ足を深く沈めた。

　そしてIZUMOが震しん動どうした。

「……!?」

　明らかに、IZUMO南部が、その高度を二十センチほど下げたのだ。
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　……強度の震しん脚きやくに御ご座ざるか！

　二ふた代よがそう理解するより早く、成政の百合型紋章が全て強く光った。それは、彼の足あし先さきから手て先さきまでに突っ走って咲き回り、

「光れよ百合花！」

　来る、という判はん断だんと、回かい避ひの不能を二代は悟さとった。ゆえに、

「澄すめ！　蜻蛉とんぼ切ぎり！」

　一いつ直線に来る力に対して、まっすぐに穂ほ先さきを当てた。

　突き込む。

　向こうの力の先せん端たん。貫ぬき手ての一いち撃げきを、こちらの力の先せん端たんである穂先で貫つらぬくようにする。乱れなく、完全に相手の動きを読み、カウンターとしての一撃をぶち込んだ。そして、

『御ご成せい立りつ──』

　蜻蛉切が表ひよう示じ報告したなり、しかし、蜻蛉切が破は砕さいした。

　刃やいばと基礎部は無ぶ事じだった。だが、柄えが、保もたなかった。

　破砕した。

　金属物ぶつをぶつけ散らす音とともに、三メートル超に伸ばしていた金属の柄が砕くだけ散った。

　蜻蛉切の本ほん体たい部分が弾はじかれて空に飛ぶ。

　壊こわされたのだ。
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　柄に全力を込めていたため、二代はバランスを崩くずしていた。不ふ意いの重じゆう心しん変化に、連れん動どうを主とする二ふた代よは、だからこそ足を前に崩くずし踏み、

「────」

　頭を下げたのが正解だった。頭上を、成なり政まさの貫ぬき手てが飛んでいったからだ。

　次の瞬しゆん間かん。髪かみ結ゆいと術じゆつ式しき防ぼう護ごを兼ねる角つの型がたの防護力りき場ば発生器きが、

「……っ」

　右角が成政の貫手に砕くだかれた。しかし、成政の方も、柄えの破は砕さいは想そう定てい外だったらしい。彼は、こちらを攻こう撃げきするために放った強度震しん脚きやくの反はん力りよくを消し切れず、

「ち……！」

　舌した打うち一つで、十数メートルの空中側そく転てんを入れて、こちらの傍そばから飛んだ。

　そして二代が、宙に回転していた蜻蛉とんぼ切ぎりの本ほん体たい部ぶを手にとれば、

「忠告する！　──アデーレ殿どの！」

　しまった、と二代は思った。何な故ぜなら、強く跳んでいった成政が、アデーレと馬ば鹿かを飛び越え、しかし、その直ちよつ近きんに至っていたからだ。

　着ちやく地ちした成政が振り返り、動いた。彼は、振り返りながら、身をスライドさせるようにアデーレ達の方に跳ばしたのだ。

　こちらとの戦せん闘とうより、馬鹿狙ねらいに切り替えた。そういう動きだ。

　成政の即そく座ざの動作と判はん断だん力に、二代は眉まゆを立てつつこう思う。

　……見事！

　よくぞ、その馬鹿をどうでもいい存在とせずに始し末まつしようと思ったものだ。

　そして成政が着地した。彼は馬鹿の方に身を向け、前に出て、

「……！」

　強度震脚が、再びIZUMOを跳ね落として跳ね上げた。

　轟ごう音おんが鳴り、大地の一部が裂さけた。

　そして走る馬鹿に向かって、成政がバックハンドにも見える、捻ひねり付きの貫手を入れた。

　攻撃が、音を切って突っ走る。
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　アデーレの判断は、独どく断だんによるものだった。

　誰だれの命令を受けたわけでもない。ただ、身体からだが反射的に動き、

「護まもります!!」

　成政の前に、アデーレは機き動どう殻かくを先さき読よみで飛び込ませた。

　敵の攻撃の威い力りよくはよく解わかっている。

　だが、自分がここは、護るしかない。何しろ、総そう長ちようが遅れて走っているのには理由があるし、それを行うのも、自分がいるという信しん頼らいがあるがゆえだ。だから、

「護まもります……！」

　跳び込んだ。

　敵の打だ撃げきをよく見る。貫ぬき手てだ。人の動き。速いけれども、それは人の関かん節せつ可動範はん囲いとリーチ上に必ず存在するもので、

　……人の動きの延長です！

　打撃の瞬しゆん間かん、身を引き、ショックを少しでも吸収する。全身の駆く動どう系けい、緩かん衝しよう系けいは、敵の打撃緩かん和わの役に立つものだ。だから、訓くん練れんでやっているように、打撃を跳ね上げるように、

「……く！」

　直ちよく撃げきした。

　護ったと、そう思った。当たれば護れる筈はずです、と。

　筈だった。

「……!?」

　打撃を受けた胸部装そう甲こうと、それに連なる頭とう部ぶ装甲が、破は砕さいした。

　砕くだかれたのだ。
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　……アデーレ!!

　浅あさ間まは、声を起こすことも出来ずに、それを見ていた。

　アデーレの機き動どう殻かくが割られた。少なくとも、上からはそう見えた。

　胸部は〝砕かれた〟と、そうも言えるが、頭部がいけない。既すでにアンリの一いち撃げきを受けていたからだろう。中央上じよう部ぶから真まっ二ぷたつに割れ、アデーレの顔と身体からだが露あらわになり、

　……いけない！

　呆ぼう然ぜんとした顔のアデーレと、一いつ瞬しゆん、視線があった。向こうはこちらに気付いていないだろう。だが、次の刹せつ那なには眼鏡めがねが宙を飛び、彼女自じ身しんも、

「──!!」

　距離にして百メートル超を、従じゆう士しの機動殻が飛んだ。

　激げき突とつするのは、地面しかない。だが、頭部が露ろ出しゆつした状態で転がれば、アデーレの身がただでは済まない。

　だれか、と言おうとしたときだ。

　三つの動きが、眼がん下かで生じた。

　一つは、青と白の半はん竜りゆう、ウルキアガが飛び、その全身を広げるようにしてアデーレの機動殻を受け止めていたこと。

　もう一つは、二ふた代よが、もはや本ほん体たい部ぶだけになった蜻蛉とんぼ切ぎりを構えて成なり政まさと激突したこと。

　そして最後の一つは、

　……トーリ君！

　トーリが、中央架か橋きようの直前にまで、ようやく至ったことだった。
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　先に架橋を渡り終えた皆が、

「援えん護ご──!!」

　馬ば鹿かの援護に、武ぶ器きを構えた。そして誰だれもが、長ちよう銃じゆうの照しよう準じゆんや、弓ゆみを構える指ゆび先さきの向こうにいる馬鹿を見て、ゆっくりと口を開く。

「ふと思って言うけど、……当てたらどうなるのかなあ」

「唾つばを飲む音でゴクリ……！」

「抗こう議ぎするけど、……や、やめろよそういう不ふ謹きん慎しんなことこんなとき言うの！　狙ねらいたくなっちゃうだろ!?　絶対、絶対すんなよ！」

「言っておくけどよ、オメエら外げ道どうくさくね!?」

　と、しかし馬鹿は、アデーレの方を気にしつつ、

「────」

　架橋へと、足を踏もうとした。

　すると次に起きたのは、揺れだった。今までの激げき震しんを超える、瞬しゆん間かん的な上じよう下げ運動が、いきなり発生したのだ。

「……!?」
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　IZUMOが折れたと、そう思えるほどの揺れが、一いつ瞬しゆんの中で生じた。

　震しん源げん地ちは成なり政まさではない。彼は今、二ふた代よと向き合い、睨にらみ合っている最さい中ちゆうだ。

　IZUMOの震えが来たのは南部の森林。

　聞こえる音は、岩が砕くだけるような響ひびきだった。

　底を抜いたように、縦に揺れる。

　だが、フレームにより各ブロックに分かれたIZUMOは、一いち地域の震しん動どうで全体が揺れることはない。しかし、そこから来る再度の揺れは、南なん部ぶ側がわ全体を膝ひざつくように下げるもので、

「……!?」

　あり得ない揺れに対し、人は足あし下もとをおぼつかなく、腰から地面に落ち、武ぶ神しんですらも足を踏み直した。

　そして、東側に停てい留りゆうしている武蔵むさしにおいては、陸りく港みなと自体が大きく曲がることとなった。

　揺れや歪ゆがみは地ち殻かくブロック間の移動で吸収しきれるものだが、即そく座ざの対応が出来るものではない。地殻ブロックの稼か働どう速度は本来遅く設定されているがため、一部は完全に嚙かみ込み、

『IZUMOより武蔵むさしに報告！』

　屋おく外がい放送にて、IZUMOの管かん制せいから声が飛んできた。

『──武蔵用ようドック、南なん東とう八の12、11、９区画が座ざ礁しよう!!　可か動どう不能です！　底部破は損そんの恐れがあるため、固こ定てい部ぶ開放します！　全ガントリークレーン全開状態に！』

　そして、

『武蔵に要よう請せい。緊きん急きゆう浮ふ上じようを開始して下さい！　──以上！』
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　警けい報ほうが響ひびいた。

　陸りく港みなとのドック上に、IZUMO側の自じ動どう人形を中心とした工こう員いん達が走り出す。

　応じるように、武蔵上で花が咲いた。

　教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようにて、〝武蔵〟が八艦かんを模もした流体の花か壇だんに水を撒まいたのだ。

『Ｊｕｄジヤツジ．、要請に応じます。極きよく東とう所しよ属ぞく、連れん結けつ式準じゆんバハムート級航こう空くう都市艦かん〝武蔵〟、緊きん急きゆう出しゆつ港こう状態に移行します。お立ちの皆様、お近くの手て摺すりにつかまるなり、床に這はい蹲つくばるなり御ご自由にどうぞ。──以上』

　だが、〝武蔵〟は一つの事実を確かく認にんした。

　それは、トーリが渡ろうとしていた架か橋きようが外れたことだ。

　陸りく地ち側と武蔵側の震しん動どうが作った上下差さは、外れた架橋を間の谷に傾け、飲み込み、

『支えます！　──以上』

〝武蔵〟は、重力障しよう壁へきをもって、落ちかけた架橋を下から支えた。重力障壁は、一いつ瞬しゆんだけ展開出来るもので、それを連れん続ぞく使用して重量物ぶつを支えるならば、

『長くは保もち──』

　後ろ側で、茶を飲んでいた酒さか井いが、〝武蔵〟に問うた。

「手て伝つだおうか？〝武蔵〟さん」

『──長く保ちますので充分です！』

　左手を、花壇の左さ舷げんに翳かざし、〝武蔵〟は凜りんと言った。

『──以上!!』
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　橋は、連続して散る光によって支えられた。

　だからトーリは走り出す。

　同じタイミングで、武蔵の全身が喫きつ水すい線までの霧きりを生んだ。浮上用ようとして構こう築ちくされた表面装そう甲こうの流体駆く動どう器〝荒スサ静シズ波ナミ〟が、武蔵を浮かせる海を作り出したのだ。

　霧は武蔵の下部を覆おおい、IZUMO側へと広がった。

　砲ほう撃げきは続いている。しかしトーリの姿すがたは霧きりに消えた。

　ただ彼の足音だけが走り、皆の待つ搬はん出しゆつ口こうへとたどり着こうとした。
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　トーリが架か橋きように辿たどり着いたという報告を多た摩ま艦かん長ちようである自じ動どう人形〝多摩〟から得ていたネシンバラは、追加された二つの事実と、それらから導かれる一つの推すい測そくに気付いた。

　事実の一つは、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの条件束そく縛ばくが消えているということだった。

　……いつの間に!?

　自問して見れば、手て指ゆびの動作が楽になっている。そしてもう一つの事実は、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの進しん撃げきが停まっている……？」

　霧が掛かったIZUMO東の大地に、しかし、進撃の音が無くなっている。

　霧の中にある重じゆう装そうの武ぶ神しん達の影は、武蔵むさしから距離をとったまま動かず、侵しん攻こうの足音も無い。

　……どういうことだ。

　おかしい、とネシンバラは思った。進撃が停まっていて、聖譜顕装もその出力を止めたというならば、

「先ほどから来ている、この南東部ぶからの大震しん動どうは何だ!?」

　と、空を、南側へとネシンバラは振り向いた。首を回し、身を回し、軽く、それとなくポージングをつけた視し界かいは、

　……あ、このシーン、小説に使えるなあ。

　と思った後に、それに気付いた。

　空、やや振り仰ぐ上空に、鉄てつ塊かいがあったのだ。

　太陽を翳かげらすほどの固まりは、鉄塊と言うには大きすぎた。まるで、鉄の地ち殻かくそのもののような、大きさにして八十メートルほどはあろうかという、骨にも似た形のものは、

「──IZUMOの地殻メインフレーム!?」
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　ネシンバラは、あってはならないものを見た。

　……いや、昨日きのう今日きようと、僕はそんなものばかり見てる気がするなあ!!

　だが、空に飛ぶ八十メートルの巨きよ大だいフレームは、確かなものだった。

　それは、どう考えても捩よじり折られたようにしか見えぬ断面を片側に持っていた。

　誰だれかが、力任まかせにねじ切ったとしか思えない造ぞう形けいだ。

　先ほどからの縦たて揺ゆれは、このフレームを千ち切ぎり取るためのものだったと考えるならば、納なつ得とくもいく。しかし、

「だ、誰だよ!?　こんなもの千切って投げることが出来るのは!?」

　軌き道どうも、速度も、軽くアンダースローで投げたようなものだった。

　まるで、果くだ物ものを誰だれかに放り投げるように、それは、こちらへと宙を下ってくる。

　落ちてくる。

　短く、しかし重い風かざ音おとを纏まとい、落下してくるのだ。

　だが、ネシンバラはふと思った。巨きよ大だいフレームを千ち切ぎり、放り投げたのは誰だろう、と。

　……まさか──。

　そしてネシンバラは思い至った。今までにおいて、この戦せん場じように足りないものがあった、と。

「それは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちよう、……テュレンヌだ!!」

　先ほどから疑問に思っていた六護式仏蘭西の進しん撃げき停止も何もかも、

　……副長テュレンヌの初はつ出場への演出ならば、納なつ得とくがいく。

　はっとして、ネシンバラは頭上に迫る大だい鉄てつ塊かいを見上げた。

「これが、……テュレンヌの技なのか!?」

　言うなり、鉄塊が落っこちた。
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　巨大な質しつ量りようの落下と打だ撃げきは、同じものだった。

　落ちていく鉄塊は、だが、武蔵むさしには当たらなかった。落ち行く場所は、多た摩まの右う舷げん外ぎりぎりの位置であり、

「架か橋きようの陸地側だぞ!!」

　自じ動どう人形の判はん断だんが遅れたのは、それが武蔵に直ちよく撃げきしないからだった。

　架橋も〝武蔵〟が支えてはいたが、接せつ続ぞく設定は緊きん急きゆうパージされた状態になっているものだ。〝無い〟という扱いであったがゆえに、そこに大鉄塊が落ちることに対しては更さらなる判断の遅れが生じた。

　巨大フレームの千切れ端はしが、多摩右舷架橋のIZUMO側に落ちた。

　霧きりに満ちたIZUMOに生じたのは、大鉄塊の落下と言うより、打撃そのものだった。

　叩たたき潰つぶす。

　落下の勢いは、新しく展開された重力障しよう壁へきでも支えられなかった。

　光が砕くだけ、質しつ量りようが落ち、〝武蔵〟も架橋を支えるのに手て一いつ杯ぱいとなり、

『──！　──以上』

　落ちた。

　橋の掛けられていた陸りく港みなとの縁へり。霧の中で、補ほ強きようされた石いし垣がきが架橋の端はしごと砕かれる。

　タイミングとしては、トーリが、橋を渡り終えようとしていたところだった。

　そして、橋が跳ね上がった。

　大鉄塊が架橋の陸地側がわの端を穿うがって落としたため、逆の武蔵側が持ち上がったのだ。

　斜めに、IZUMOに下るように掛けられていた橋だ。IZUMO側を下に殴なぐられることで、橋は弧こを描いて立ち上がり始めた。

　トーリごと、橋が回っていく。皆が見る視し界かいの中。架か橋きようが回っていく。それは初め緩く、しかしすぐに加速して、

「……!?」

　陸りく地ち側がわの端はしを飴あめ細ざい工くのように曲げながら下に叩たたき落とし、武蔵むさし側の端が跳ね上がる。

「あ、コラ、ちょっと待て！」

　トーリが慌あわてて動くが、遅い。すぐに彼の身は、垂すい直ちよく以上になっていく橋を駆かけ上るようになり、しがみつくようになり、

「ぬあ──！」

　武蔵にいる皆から見て、ついには架橋が裏面だけとなって、陸地側へと傾いた。

　止められない。

　回っていく向こう側からは、馬ば鹿かがじたばたする音と、

「ぬあ！　く、くそ！　さあ、皆様、本ほん日じつもお別れの時間がぁ──、最後まで言わせろ!!」

　馬鹿が、霧に満ちた陸地側に放り投げられたと同時。武蔵の側面に砲ほう撃げきが再び連続した。







[image: 第二十六章『霧中の捜し人』]
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　馬ば鹿かが放ほう物ぶつ線せんを描いて霧きりの地面に投げ出されたのを、同じ霧の中にいる二ふた代よは見ていた。

　距離にして約百メートル。

　アデーレのことも気になるが、アデーレは半はん竜りゆうが受け止めた。ならば、

　……あれを拾いに行くで御ご座ざ──。

　る、とは言えなかった。右手側がわから、俊しゆん足そくの一いち撃げきが飛んできたからだ。

　……佐さ々さ・成なり政まさか!?

　霧を裂さいて、その通りのものが来た。

　だから二代は、迷うことなく、敵の速度の先せん端たんに蜻蛉とんぼ切ぎりをぶち込んだ。

　自分の相手はこちらだ。ゆえに二代は、成政との交戦を開始しながら言葉を放った。

「真さな田だ勢ぜい！　そこの馬鹿を拾って行くで御ご座ざる……！」
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　二代の呼びかけが飛んだ先、しかし、霧の中にいる真田勢は動いていなかった。

「おい。穴あな山やまさん。行かねえの？」

　と、両の手をズボンのポケットに突っ込んだままの筧かけい・十じゆう蔵ぞうが問う。

　彼らのいる場所は霧が比ひ較かく的てき薄く、武蔵むさしやその近くにある物を影として捉とらえられる。ここからならば、武蔵むさし総そう長ちようの落ちた位置へと過たず行ける筈はずだ。

　が、筧を含めた三人と同どう様よう、穴山は、笑えみ顔のまま動かない。

　南部の森を見たまま、不ふ動どうとなった穴山の背に、筧は、細い身体からだを折って声を掛けた。

「ここで武蔵総長拾ひろって、点てん数すう稼かせぎ＋宣せん伝でん効果抜ばつ群ぐんってのは、穴山さんの望むベストな──」

「帰ろう」

　皆に振り返りもせず、穴山は言った。そんな彼に対し、鉄てつ扇せん剣の六ろく郎ろうが首を傾かしげた。

「何でさ。って、あ、コラ」

　言っている間に、穴山が歩き出す。それも、武蔵が生む霧の方へ、だ。

　無む言ごんで行く彼は、しかし南の空を指さしていた。そして皆が見る方向、午後の空には、白く掠かすれた細いたなびきが一本ある。あれは、

「炊すい事じの煙……？」

　伊い佐さが、首を傾げた。その時だった。森の中から、槍やりにも見えるものが飛んできた。

　前に出ていた伊佐の顔面狙ねらい。伊佐の反応は遅れ、バックステップを取るのがやっとだが、

「あぶね」

　と、海うん野のが横からそれを摑つかんで止めた。直後に四人が気付いたのは、

　……串くし肉にく!?

　それは、六十センチはある、削けずり出しの木き串ぐしに刺さった肉だった。

　焼いてある。蒸じよう気きも噴ふいている。脂あぶらには塩がまだ溶けきらずに載のっており、

「あ」

　慣かん性せいによって、肉が串から抜けた。串くし自体をレールにして、四十センチ分を埋めていた肉が、伊い佐さの顔に列となってぶつかりに向かう。だが、

「あぶないねえ」

　と、筧かけいが、伊佐の顔を上下に摑つかんで口を開けた。肉を打つような音が連続して、あ、とか、ぬ、とか言う漏もれ声と共に、伊佐の口に肉が全てが連れん打だで収まっていく。

　筧が伊佐の口を閉じて、左右に軽くシェイクした。おお、と海うん野のが頷うなずき、

「もう少しで顔を火傷やけどするところだったね」

「あっ、くっ、このっ、つあああっ」

「ちゃんと嚙かめよ年ねん長ちよう。……つうか、この串くし肉にく、肉ばっかだったな」

　と、筧がつぶやいたときだった。筧の眼がん前ぜんに、もう一本の串肉が差し出された。
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　え？　と筧は思った。

　目の前に、誰だれかがいる。銀色の、長身が纏まとうその服は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの制服に似ている。

　女だった。

　色の抜けた銀色の巻き髪がみを後ろに流し、まるで牙きばのような前まえ髪がみを顔に翳かざした大人おとなの女。

　金色の瞳ひとみが、弧こを描いてこちらを見ている。そして、

「どうぞ？」

　串肉をサーブされている。だが、

　……待て。

　と筧は思った。何な故ぜならば、

　……この女、いつ、そこに立った!?

「筧……!!」

　振り向いた穴あな山やまの声が、合あい図ずとなった。

　身を震わせた筧は己おのれをアジャスト。彼は息を吸い、そして、女の方を見ることなく、俯うつむいた視線でこう言った。

「──いただこうか」
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　筧は、息を冷たく長く吸いながら、女の差し出した串を手に取った。

　まあ、と女の微笑が聞こえる。そのまま女は、こちらの視し界かいの隅すみで笑えみを濃くした。

　肉食の、しかし優しい笑えみだった。そして、

「丁ちよう度どいい猪いのししがおりましたので、シメてましたの。──いいですわよね、牡丹ぼたん肉」

「味み噌そ味あじが好きでね」

　内ない心しんの、何か反応をしそうな心を、筧かけいは抑え込んだ。

　解わかることが一つある。自分は、この女を倒せるかも知れないが、こちらも無事では済まないという、そのことだ。

　もし戦ったならば、確実に、同等か、もしくはそれ以上の負ふ傷しようを食らうのが解る。

「どうです？」

　女が言った。

「貴方あなたの銃じゆう、……空間射しや出しゆつで、相手に零ゼロ距離でぶち込むんですのよね？　さっき火を起こしながら見ていたんですけど、……やってみます？」

　誘われている。だから、心が答えそうになって、筧は息を深く吸った。

　落ち着け。

　この女は敵だ。向こうも自覚している。だが、

　……この女、今は上じよう機き嫌げんだ。

　理由は解る。食ったのだ。森の中、野のにいる大おお物ものを仕し留とめ、食らい、それゆえに満足した。戦せん闘とうする本能が、今は揺らいでいる。

　異い族ぞくだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの異族は、食しよく人じんを厭いとわぬどころか、それを主とするものこそが上位にいる。

　この女にとって、こちらは獲え物ものでしかない。腹が満ちているから、戦うよりも、遊ぶ方に本能が傾いているだけだ。

　だがその遊びも、もし気に入らないことがあれば、戯たわむれに殺し、後に食おうと地面に埋めておくことだってする。

　そういう獣けものだ。

　そうだとも、と筧は思った。刺し激げきしなければ、争いは起きない。それは、

　……真さな田だのやり方だ。

　だから筧は、己おのれを抑えた。

　しかし、右手側で、不ふ意いの圧あつが動いた

　伊い佐さだ。
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　……おい。

　筧の視し界かいの右で、伊佐が動いていた。彼女の右腕の外側、空間射出によって発はつ射しやされたのは、武ぶ神しんの右腕だった。その一いち撃げきは既すでに風を巻いており、

「肉の礼だよ──!!」
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　筧かけいの眼がん前ぜんで、打だ撃げきは流れるように幾いくつかの結果を生んだ。

　まず、異い族ぞくの女が、ぶちこまれる伊い佐さの武ぶ神しんの拳こぶしに己おのれの左掌てのひらを返し、

「あらあら」

　震しん音おんと衝しよう撃げきは確かに起きた。だが、女は吹き飛ばず、伊佐も押し返されなかった。

　伊佐は、武神の腕ごと木の枝のように片手で持ち上げられ、掲かかげられたのだ。

「……!?」

　伊佐が疑問の声を放つより早く、女が、鉄てつ拳けんの装そう甲こうを空あいた手で無む造ぞう作さに抉えぐった。

　鋼はがねの装甲が、粘ねん土ど細ざい工くのように千ち切ぎれる。彼女は、おもむろにそれを小さな唇くちびるに銜くわえ、

「んむ」

　囓かじり砕くだく。まるで煎せん餅べいでも食べているかのように、顎あごを上下にして、喉のどを動かし、

　……飲むかよ？

　筧の目の前で、女は鉄を嚙かみ砕いて飲んだ。そして彼女は目を細め、

「……極きよく東とうの鉄は、濃くてざらつきがあって、血のようで、……美び味みですわね」

　彼女は伊佐を放って両の頰ほおに手を当てる。が、宙で身を回す伊佐と、その武神から、

「あ、もうちょっと」

　無む造ぞう作さにまた掌大だいの装甲をむしり取ると、女は軽くこちらの頭に手を乗せた。

　こちらの帽ぼう子しに乗る手は、やはり無造作だった。ただ柔らかく帽ぼう子しごと撫なでられ、

「食べ物を用意しておくとは、よく出来ましたわ。本当だったら──」

　と、彼女はこちらの耳に手を当て、つまんだ。

　何をする、と思うより早く、笑えみの口がこう言った。

「箸はし休めに、このくらい、頂こうかとも思ってましたのに」

　言うなり、女が消えた。わずかに残った風の動きから、筧は女の行き先を悟さとった。

「──武蔵むさし総そう長ちようか!!」
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　霧きりの中に、トーリは立っていた。

　高い位置から地面に転がったが、地ち殻かくの震しん動どうによって陸りく港みなとの縁ふち周辺は地面が崩くずれかけていた。それゆえ、身は石いし垣がきや硬い地面ではなく、土と草に受け止められたのだが、

「やーべえなあ、こりゃ」

　頭上では砲ほう撃げきを弾はじく連れん音おん。すぐ近くでは、硬いものがぶつかり合う音と、

「御ご座ざる口く調ちようと何か変なのが言い合ってんな。あれか、女おんな侍ざむらいと変なグラサンか」

　おうい、と霧きりの中、上の方、武蔵むさしの影の方へと、トーリはポージングつけて呼びかけた。

「おういレ──スキュウ──！　って見えてねえか！　駄だ目めか！　くそ、負けねえぜ！」
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　眼がん下かで、馬ば鹿かが一人芝しば居いを始めた音声を、武蔵艦かん上じようの皆は聞いていた。外そと舷げん側がわ、搬はん出しゆつ口こうには、甲かん板ぱん上にいた者や喜き美み達も集まっている。

　今、眼下の霧の中からはトーリの喋しやべりで、

「──そして、わったたけのなかから　でてきたおんなのこを　おじいさんは

　だきしめてこういいました　さあ　おじいちゃんのおうちへ　いこうね　いこうね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、撃うっていいぞ浅あさ間ま」

　浅間が射しや撃げきする。と、霧の中から、

「あ、あぶね！　何しやがんだこのオッパイ巫み女こ！　そんなにザ・射撃魂だましいが寂しいのか!?　そうなんだな!?　じゃあ仕方ない、トーリのお兄にいさんが和わ歌かを唄うたってあげよう。

　スナイパー　スナイパイ　ナイパイ違う　スアルパイなの　あの狙そ撃げき巫女　──倒とう置ち法ほう」

「ぬあああ全ぜん国こく放送で新しん感かん覚かく歌手デビューまで始めましたよあの男！」

　Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．と、ホライゾンが喜美と一いつ緒しよに二度頷うなずいた。二人は顔を見合わせ、

「言げん動どうから判はん断だんするに、頭を打ってはいないようですね」

「フフ、そうねホライゾン、極めて正常なシーケンスだわ」

　まあそれはどうでもいいとして、と浅間が辺りを見回した。

「ウルキアガ君は、アデーレを回かい収しゆう中ですよね。だとしたら誰だれが……」

　という彼女の視線に応じ、吐と息いきで前に出たのはナイトだ。

「じゃ、ナイちゃんが行って来ようかな。……ただまあ、霧の中、ちょっとどこいるか解わかりにくいから、ソッコ出来なかったら御ご免めんね？」

「あ、じゃあ……、私も！」

　と続いたのはミトツダイラだった。彼女は、銀ぎん鎖さを一本、搬出口の手て摺すりに摑つかませて、

「ええと、あの、……霧の中でも、私、匂においで位置が解りますので。ええ、マルゴット？　貴女あなたの箒ほうきって、三人乗り出来ましたわよね？」
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　正まさ純ずみは、不ふ意いに周囲の雰ふん囲い気きが堅くなったのを悟さとった。

　……え？　何だ？　この緊きん張ちようは一体……。

　皆の気け配はいが堅くなった理由は解る。それは、

　……ミトツダイラが降りようとしているだけ、だよな？

　ミトツダイラが下に行かないのは、彼女の母との約束のせいだと、馬鹿がそんなことを言っているのを聞いた。だが、家庭の事情などがあるにせよ、

　……今は、有ゆう事じだろう？

　それが、どうしてここまで皆が気を遣つかうのか。何かあるのだろうかと、そう思った時だ。

　喜き美みが、ミトツダイラに対して一歩を前に出た。

「いろいろ言いたいことあるけどね。──でも無む茶ちやをするのはいい女の証しよう拠こだけど、無む理りをするのは駄だ目めな連れん中ちゆうのすることよ？　そのことを理解しているなら、ほら」

　手て招まねきした。？　とミトツダイラが近づくと、喜美がホライゾンの頭を差し出して、

「同じ洗せん髪ぱつ料りよう使ってるから、憶おぼえておきなさい」

「……犬か何かだと思ってません？」

　しかし、数度嗅かいで記き憶おくするミトツダイラを見て、正まさ純ずみは皆と共に退ひく。

「犬だ……」

「ね、念のためですわよっ」

　眉まゆを立てる彼女とこちらの間に、まあまあ、と入ってくるのは浅あさ間まだ。彼女はミトツダイラの両肩を外から叩たたき、笑えみで言う。

「じゃ、御お願ねがいします」

「え？　え、ええ、Ｊｕｄジヤツジ．」

　戸と惑まどい頷うなずくミトツダイラを見て、正純は一ひと息いきをついた。浅間は上う手まく息を入れてくれるな、と。だから正純は、通路の奥からクロスユナイトとメアリがやってくるのを見ながら、自分の心を決める。下手へたな邪じや推すいはやめて前向きに行こうと。

「……つまり、上からナイトが監かん視しで、下でミトツダイラが捜そう索さく、と言ったところか」

「そうですわね。ともあれ急ぎましょう。〝武蔵むさし〟、あとどのくらいで霧きりが晴れます？」

『Ｊｕｄ．、霧自じ体たいはあと一分ほどで落ち着きます。出港の三時十五分まであと三分です。お気を付けを。──以上』

　そうですか、と頷うなずいた浅間が音声追つい尾びで眼がん下かの霧に一発撃うち込んだ。おいおい、と思うこちらの眼がん前ぜん、浅間が笑えみで振り向き、

「今、霧の中に消えていった、あのあたりにいますので」

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　予告無なしで呼吸のように撃つんじゃねえ！　股またの間にサクっと来たぞ！」

「ともあれソーチョー、ナイちゃんとミトっつあんで行くよ──」

　と、後部側がわに銀ぎん狼ろうを乗せ、箒ほうきライドの魔女テクノヘクセンが霧の中に飛び込んだ。
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　霧の中で、トーリは、自分の位置を知らせるために唄うたって踊った。ときおり、矢が飛んできた気がするが、

「ははは、まあ、浅間も本ほん性しようは優しいからな！　矢や尻じり付きの矢で当たるようには狙ねらわねえしな！　ナイスだぜ！　浅あさ間まさんはホンマにええオッパイや！」

　矢や尻じりを取った矢が胸きよう部ぶ中央に激げき突とつした。地面に大だいの字じ跡あと付つきで五十センチくらい埋まった馬ば鹿かはすぐに起きあがり、

「な、何しやがんだこの野や郎ろう！」

「え？　今の、ホライゾンに撃うって貰もらったんで私ノーカンです。さあ、あのあたりですよ！　術じゆつ式しき掛けてますからどんどんツッコミ入れましょう。今日きようは国際ツッコミデーですね！」

「ち、畜ちく生しよう、あの巫み女こ、段々とこっち側のスキルを身につけてやがる……！」

　と、正面の方から、新しい声が響ひびいた。

「あの、ちょっと、智とも！　撃つのストップ！　ストップですのよ!!」

「おお？　ネイトかあ。──大だい丈じよう夫ぶか？　降りてきてさ。ちゃんとこっちまで来たら頭撫なでてやるよ。よく決めたもんだなあ、って」

「え？　えええ？　いえ、あの、その、え、ええと……」

「ナイちゃんもいるよー」

　銀ぎん鎖さの音を聞くからに、ミトツダイラが正面から来て、その背後の空に、ナイトが箒ほうきで浮いているらしい。ナイトの方からも鎖くさりの音が聞こえるのは、箒に鎖を結びつけて、お互いの位置を失わないようにしているからだろう。

「心配掛かけてすまねえなあ」

　とトーリは一ひと息いきをつく。落とされたのは想そう定てい外だったが、仲間は助けに来てくれている。しっかりした連れん中ちゆうだと思う。そして霧きりに霞かすんだ空を見上げ、トーリは、ふと思った。

　……婆ばあちゃんのトコ、行ってなかったなあ。

　仲間達たちがこちらに来られるよう、何か声なり発する必要もある。だから、

「♪あ──」

　トーリは軽くステップを踏む。そして唄うたうのは、やや速いテンポにアレンジした、

「♪さんこ　さんこ　と　名は高たこうけれど──」

　出雲いずも地方の民みん謡よう。〝さんこ節ぶし〟を、トーリは声で奏かなでた。
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　IZUMOの中部、田でん園えんの一いつ角かくに位置する家か屋おくにて、一人の老女が垣かき根ねに肘ひじをついていた。彼女の対面、外の側には、体格のいい一人の初しよ老ろうがいる。

　IZUMOの全座ざ長ちよう、出雲・邑ゆうだ。彼は、付きの者が大だい八はち車ぐるまで運んでいく長い木コン箱テナを見ながら、

「──ミツさん、唄うねえ、お孫まごさん。芸げい人にんって言うから馬鹿ネタだけかと思ったけど」

「芸ってのは元々、神しん事じのことだよ。でもまあ、あの馬鹿孫……」

　声が聞こえる。




　さんこ　さんこ　と　名は高たこうけれど　さんこさ　ほどの　器き量りようじゃない

　あぁ──　瓢ひよう簞たんばかりが　浮きものか　私もいささか浮いてきた

「さあさ　浮いた　浮いた　浮いてきた、と」

　沖おきよ白しら波なみ　波なみ風かぜ立たてど　境さかいよいとこ　時し化け知らず

　あぁ──　八はつ反たん畑の　さや豆は　ひとさや走れば皆みな走る　私ゃお前さんに　ついて　走る

「さあさ　ついて来い　ついて来い、と」

　国のお方かたと知らいでいたら　唄うたで　気がつく　さんこ節ぶし

　あぁ──　山じゃ大おお山やま　海ゃ境さかい

　境港みなとが築かれて　かかる山ほど荷を積んで　出で船ふね　入いり船ふね　ままとなる

「さあさ　ご繁はん盛じよう　ご繁盛、と」




　合いの手を入れて、ミツが小さく笑った。

「今年はこっち来なかったけど、これで代わりとするつもりかい」

「この歌は？　あ、いや、出雲いずもに江え戸ど時代あたりから生まれる〝さんこ節〟っていうのは知っているし、IZUMOでもCMに使ったりもしてるけどね。それが何でかミツさんに？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、うちの母親は駆かけ落ち同どう然ぜんでこっち来てね。あたしゃ、生まれたときから、この歌を……、まあ、歌い方とか大きく違うけどさ、聴きいてたのさ」

　面白い歌か詞しだろう？　とミツは言う。

「さんこ、って言うのは出雲地方で言う芸げい子このこと。これは出雲地方、境の港に住む娘の恋も絡めた御ご当とう地ちソングで、後に各地で派は生せいパターンが作られると、聖せい譜ふ記き述じゆつにはそうある」

　ただ、

「この歌は、反はん権けん力りよくなイメージも結けつ構こうあるってね。──何しろ、出雲の芸子って言ったら、巫み女こ崩くずれの渡り巫女達たちを中心とした阿お国くにの歌か舞ぶ伎き座ざを背景とする。

　つまり、自分達を神の使いとして、権力者達に逆らった神しん道とう集団の末まつ裔えいさ。

　歌か詞し見て御ご覧らん。──その芸子さんこほどではないならば、それは下部組そ織しきの者だって意味だろ？　そして、瓢簞といえば羽は柴しばのシンボルの一つだし、それが浮くってのはどういう意味だい？」

「どういう意味だろうねえ」

「沖、……古こ代だいにおいては外がい界かいを示した言葉だね。出雲の外が荒れようとも出雲は安あん泰たい。

　鞘さや豆まめは、家族の象しよう徴ちようともなるものだが、育成にはその鞘を、二つ遺のこして後は間ま引びくのさ。

　更さらには、鞘が走るってのは、──抜ばつ刀とうだろう？　それに誰だれがついて行くんだよ？

　そして出身を確かめるために土地の歌を唄うたい、最後は出雲から船が出しゆつ撃げきする」

　一ひと息いきをつき、

「タチの悪い歌さ。予よ言げん歌の一種ではないかと、そう言われるくらいのね。

　今回の武蔵むさしについて、これと重ねる向きもあるだろう」

「このIZUMOにおいては、〝さんこ節ぶし〟は常に再さい現げんされる陸と船との別れ歌だよミツさん。あまり、そうやってネガティブに盛り上げてはいけない」

　さてね、とミツは言った。どうだろう、とも。外にいる邑ゆうが首を傾かしげるのに対し、

「鞘さや豆まめとして間ま引びかれ残るのは二つ。その内一つが、まず羽は柴しばに対して鞘さや走ばしっていくのさ。だから、もし運命がこれを予よ言げん歌かとするならば、そんなことが生じないことを祈るよりも……」

　そうだね。

「誰だれも彼かれもが、幸いであることを望むのかね。間引いた側としては」
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　トーリは、唄うたい終えて一ひと息いきをついた。

「おいおいどうだよオメエら!?　褒ほめてみ!?」

・あさま：『凄すごい、ビックリですね！　まともな芸げいも出来るなんて！　常じよう人じんであることがこんなに素晴らしいとは思いませんでした！　普ふ段だんからもっと御お願ねがいします！』

・●　画：『というか、近年希まれに見る快かい挙きよだわ。死し亡ぼうフラグじゃなきゃいいけど』

・副会長：『まてお前ら、これは絶対に裏がある』

「ああ!?　何だよセージュン！　裏なんてねえよ！　今いま下した半分脱ぬいだ状態だけどな！」

　矢が一気に四、五本飛とんできて、くの字とＳの字になってトーリは避けた。

「あ、あぶねえな！　こっちにゃネイトも来てんだろ!?」

　と言うと、背後から鎖くさりの音と共に声が聞こえた。

「あら、こちらにいましたの？」

　薄く冷たい霧きりの湿しめりの中、そこに、トーリはいつもミトツダイラがつけている香こう水すいの匂においを感じる。髪かみ多いとよく匂うなあ、と思っていると、

「じゃ、ちょっと鎖で手て荒あらくなりますが、宜よろしいですわね」

「え？　あ、あー！　下か半身出だしたまま鎖で巻くのは新しん感かん覚かく──！」

　言っている間に、トーリは鎖で上じよう半身を海苔のり巻き状態にされた。

　そして軽く鎖を後ろに引かれ、締めを強くされたときだった。

　前から、ミトツダイラの声が聞こえた。

「我が王、そちらですの？」

「へ？　──そちらじゃねえよ？　こちらだろ？」

　は？　と前から来るミトツダイラの疑問詞しとは逆に、自分はこちら側、背後側へと引かれる。そして背後からは、ふふ、という小さな笑えみと共に、

「こちらの方が、面白いですわよ」

　そしてトーリは、背の方向へと引っ張っられ、背後に立つ相手の身体からだに当たる。

　漂ただよってくる髪の匂いも、こちらを引っ張る力の入れ方の機き微びも、

　……ネイトか。

　思い、身を任せた。

　だが、明確にミトツダイラとは違うものがあった。背から彼女に当たったトーリは、その後頭部ぶから、あるものに深く食い込んだのだ。それは、

「ＵＬＴＲＡＹＥＡＳＹがある……！　な、何だこのネイト!!　拡かく張ちようパック付きか!?」
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　はっとして、トーリが顔を上げた動きの中で、風が吹いた。

　霧きりが晴れる。そしてトーリは正面に見た。まず確かく認にん出来たのは、振り向いた己おのれの正面に、銀ぎん鎖さを巻いた腕を掲かかげて、こちらに近づいてくるミトツダイラの、

「──我が王！」

　という笑えみの顔だった。

　だが、その表情は一いつ瞬しゆんで、

「……!?」

　凍り付き、震えの表情となった。

　どういうことか。

　正面にいるミトツダイラは、こちらの背後を見ている。

　そしてトーリは知っている。彼女の視線の行く先、自分の振り向く背後、こちらを引っ張った拡張パックがいるのだ。

　その正しよう体たいは何かと振り向き、トーリが見たのは、

「……あれ？　ネイト？」

　似ているが、胸がある。背が高いが、胸がある。顔が大人おとなびているが、胸がある。髪かみ量りようも多いが、胸がある。ということは胸があるので別べつ人じんな気もするが胸があり、

「ちょ、ちょっと、我が王、さっきから各かく部ぶ見た後で何な故ぜに胸に視線戻もどしてるんですの!?」

「いや、オメエ、何だこれは！　隠かくしてたんなら出せよ！　たまには変化がだなあ……！」

「ち、違いますわよ！　よく見てください！」

　と、銀鎖のミトツダイラが言う台詞せりふに合わせ、トーリはそこに立つ女性をよく見た。

「デカい……」

　胸のことだ。背せ丈たけじゃない。男は本心に従わねえとな、とトーリは思う。が、今や背後となったミトツダイラの声が聞こえた。

「うちの母ですのよ!!」

　何、と、鎖に巻かれ、ズボンを膝ひざ下したまで下ろしていたため、トーリは驚きよう愕がくの表情とともに両足揃そろえてガニ股またで仰のけ反ぞった。そして、胸を、遠近の確かな距離から見て、

「……人ひと妻づまか!!」





●






　ミトツダイラの眼がん前ぜんで、母は動じなかった。

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた後で、彼女は、霧きりの向こうに見える武蔵むさしの方にも頭を下げ、

「娘むすめのネイトがいつもお世話になっておりますわね。……私、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、副ふく長ちようのテュレンヌと申しますの。ええ、六護式仏蘭西の──、〝人狼女王レーネ・デ・ガウル〟と言った方が通りが良いでしょうか。食しよく人じんの歴史を持つ狼おおかみ系けい異い族ぞくの頂ちよう点てんですの」

　……え？

　ミトツダイラは思った。

　……人狼女王って、ええと、あのう……。

　初耳だ、というか、他のことも何もかも衝しよう撃げき的てきすぎる。

　そして、何が何やら解わからず、動けずにいるこちらに、母は視線を向けてきた。

　昔、よく見たことのある、悪わる戯気ふざけのある微笑が、こちらを見ている。

　その上で、母は、鎖くさりで巻いた王の肩を摑つかんでこちらに見せ、こう言った。

「ネイト？」

　ふふ、と紅べにを引いた唇くちびるが弓ゆみとなり、

「武蔵総そう長ちよう兼けん生徒会長、……頂きますわよ？」
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あとがき




　そんなわけで長らくお待たせしました（筈はず）。境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅢをお届け致します。

　今回からあらすじがついて、久し振りの方でも安全です（筈）。今回はIZUMOからスタートということで、さてどうしようかという感じですが、次から大きく動いていきます。

　作中でも出てますが、この時代の仏蘭西はもの凄すごい勢いのあった国だったりします。他国が宗しゆう教きようや傭よう兵へいやらという中ちゆう世せいからの脱だつ却きやくを行えてなかったり、または大だい航こう海かい時代によって未み熟じゆくな経済が混乱してしまった中、地じ道みちに農業主しゆ体たいで国の根こん幹かんを作っていったわけですね。

　皇こう帝ていや教きよう皇こうを持たず、海洋権けんも強く持てなかった仏蘭西ですが、他国の自じ滅めつ的てき流れを横において、自じ国こく主体で発展していった、と。同どう時代の英国イギリスが勝ち組になれた理由の一つに、島国であるがゆえに他国からの干かん渉しようが常時的なものでなかった、というのがありますが、仏蘭西も上う手まくその流れを摑つかみ、権力や歴史からの自じ立りつをしていったのかな、とか思います。

　ともあれテキトーにメールで。

「書いたけど読むなよ」

『い、嫌いやな先せん手てがあったもんですね……』

「とりあえず中高時代の嫌な過去とか話すといいと思うけど、どうする？」

『いや、僕、先せん輩ぱい達のように剛ごう毅きな中高時代を送ってないんですけど……』

「え？　何か得意な科目とか、授業の思い出とか無いの？　ホントに無いの？　ええ？　無いんだ!?　可哀かわい想そう……!!」

『さ、最悪！　最悪だこの人！　あ、でも生物の授じゆ業ぎようで人の血液を顕けん微び鏡きようで見るのがあって、まあメスで自分の指ゆび先さきちょっと切るわけです。でも僕はザックリやった御お陰かげでクラスの皆の教材になりました』

「何でザックリやったんだよ。人かどうか確かめたかったの？」

『いや、僕の〝ちょっと〟と皆の〝ちょっと〟が違った感じで。人間、同じ考えをしている人はいないって言いますけど、あれ本当ですよね』

「オマエが単にオーバーキル嗜し好こうだっただけな気がするんだが」

　つーかビミョーにテツガク的なあとがきな気が。

　ともあれ保ほ護ご者しや参さん観かん日な状況に至った本ほん編ぺん。まだまだ続きますが、

「一体、誰だれが一番無む理りしてるのかなあ」

　というところで一つ。なお、作業BGMはJuno　reacterで〝GuardianAngel〟。今回のⅢ全体のアクションにおいて、多くのところで聞いてました。

　さて、そんな感じで、来月の中巻まで少々お待ちを。


平へい成せい二十二年　三月　花か粉ふん緩めの朝っぱら　　　　　
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